ADsolute key of the occult sciences 
隠さ れ た 知 の 絶対 の 鍵 


The Key to The Great Mysteries 


大 いな る 神秘 の 鍵 


Religion says: Believe amd you wl understand. 

宗教 は 『 信 じ な さい 。 そ うす れ ば 、 理 解す る で あろ う 。』 と 話す 。 

SC1eTCe COmes to say to you: Understand and you will Delieve. 
学問 も 来 て 『 理 解 し な さい 。 そ うす れ ば 、 信 じ る で あろ う 。』 と 話す 。 

"At that moment the whole of science will change front 

その 時 、 学 問 全 体 が 面 ( お も て ) を 変え る で あろ う 。 

the spirit, so 1ong dethroned and forgotten, wll take its ancient place: 
非常 に 長い 間 、 王 座 か ら 追 われ て いた 忘れ られ て いた 、 精 神 が 古 代 の 地位 を 取り 戻 
す で あ ろう 。 

1t wl De demonstrated that the old traditions are all true, 

古代 の 口伝 が 全く の 真理 で ある 、 と 実証 され る で あろ う 。 

that the whole of paganuism is only a system of corrupted and misplaced 
truths, 

カト リッ ク 以 前 の 宗教 は 全て 、 真 理 か ら の 堕落 を 組織 し た 物 、 真 理 へ の 見 当 違 い を 
組織 し た 物 に 過ぎ な い 、 と 実証 され る で あろ う 。 

that it is sufficient to cleanse them so to say, and to put them Dack again 
In their place, to see them shine wrth all their rays. 

全 き 真理 の 光線 の 輝き と 共に カト リッ ク 以 前 の 宗教 を 見 る に は 、 カ トリ ッ ク 以 前 の 宗 
教 を 洗浄 し て 真理 に 戻せ ば 十分 で ある 、 と 言え る 。 

In a Wordl 

要する に 、 

all ideas wl change, 

全て の 概念 が 変わ る で あろ う 。 

and simce on all sides a multtude of the elect cry in concert, "Comme, 
Lord, come リ ' 

全 方 面 で 、 神 に 選ば れ た 人 の 群れ が 『 来 て くだ さい ! 主 よ ! 来 て くだ さい !』 と 一 致し 
て 叫ん で いる 。 

why should you Dlame the men who throw themselves forward into 
that majesttc future, amd pride themselves on having foreseen 1t? 

大 いな る 未来 に 打ち 込ん で いる 人 々 、 大 いな る 未来 を 予見 し た 事 を 誇り に 思っ て い 
る 人 々 を 、 ど うし て 非難 で きよ うか ? 


」 

(]. De Maistre, "Soirees de St. PetersDourg.") 

(ジョ ゼ フ ド メー スト ル 著 「Soirees de St. Petersbourg.( サ ンク トペ テル ブル ク の 
夜会 )」) 


PREFACE 


序文 


On the brink of mystery, the spirit of man is seized with giddimess. 
神秘 の 一 歩 手前 で 、 人 の 精神 は 、 め まい に 襲わ れる 。 

Mystery 1s the aDyss which ceaselessly attracts Our unduiet Cur1OS1ty Dy 
the terror of its depth. 

神秘 は 、 神 秘 の 深 さ へ の 明 散 に よっ て 、 人 の 落ち 着 か な い 好 奇 心 を 絶え 間 無 く 引 き 
寄せ る 、 底 無し の 淵 で ある 。 

The greatest mystery of the infimite is the existence of Him 

無限 の 者 で ある 神 の 無 上 の 大 いな る 神秘 と は 、 神 の 存在 で ある 。 

for 

な ぜ な ら 、 

whom alone all is without mystery 

全て の も の で ある 神 に と っ て の み 全 て の も の は 神秘 で は な い 。 

Comprehendings the infirnte which is essentially incomprehensible, He 
is Himself that infimite and eternally unfathomable mystery: 

基本 的 に 理解 不能 で ある 無限 を 理解 し て いる 神 は 、 無 限 の 永遠 の 理解 不能 の 神秘 
で ある 。 

thatis to say 

言い 換え る と 、 

that He is, in all seermmg, that supreme aDsurdity in which Tertullian 
believed. 

基本 的 に 理解 不能 で ある 無限 を 理解 し て いる 神 は 、 ど う 見 て も 、 テ ルト ゥ リア ヌス が 
信じ て いた 無 上 の 不条理 で ある 者 で ある 。 

Necessar1ly aDsurdl 

神 は 、 必 然 的 に 、 不 築 理 で ある 者 で ある 。 

SITCe 

な ぜ な ら 、 

reaSOT Imust renoumce for eVer the Droject of attairing to Him: 

人 の 理性 は 、 神 に 到達 する 計画 を 永遠 に あき ら め る 必要 が 有る 。 

necessar1lY crediDle, 

必然 的 に 、 神 は 存在 する 、 と 信頼 で きる 。 

SITCe 

な ぜ な ら 、 

science and reason, far from demonstratmg that He does not exist, 

知 と 論理 は 、 神 の 不在 を 実証 で き な い 。 

are dragged Dy the chariot of fatality to Delieve that He does eXist, 
必然 と いう 戦車 は 、 神 の 存在 を 信じ る 様 に 、 知 と 論理 を 引き ずり 込む 。 

and to adore Him themselves with closedl eyes. 

必然 と いう 戦車 は 、 目 を 閉じ て 、 神 を 見 な いで 、 神 を 敬礼 する 様 に 、 知 と 論理 を 引き 
ずり 込む 。 

Why? 


な ぜ か ? 

BeCauSe 

な ぜ な ら 、 

this Absurd is the infimite source of reason. 

神 と いう 不条理 は 、 論 理 の 無限 の 源泉 で ある 。 

The light springs eternally from the eternal shadoWs. 

神 と いう 永遠 の 聞か ら 、 光 は 永遠 に 湧き 出る 。 

ScienCe, that Babel Tower of the spirit, 

知 は 、 人 の 精神 の バベル の 塔 で ある 。 

may twist and col its spirals ever ascendhimg as it wl 

知 は 、 螺 旋 状 に 、 身 を よじ ら せ て 、 と ぐろ を 巻い て 、 望 ん だ 通り に 常に 上 昇 し て いく 。 し 
が し 。 

1t may make the earth tremDle, it wl never touch the skKy. 

人 の 知 は 、 地 を 震わせ る か も し れ な い が 、 天 空 に は 到達 で き な い 。 

God is He whom We shal eternally learn to know Detter 

神 は 、 人 が 、 よ り 良 く 知る た め に 永遠 に 学ぶ 事 に 成る 者 で ある 。 

andL comnseduently 

結果 と し て 、 

He whom we shall never kmow entrely. 

神 は 、 人 が 完全 に は 知る 事 が で き な い 者 で ある 。 

The realm of mystery 15S, then, a field open to the conduests of the 
intelligence. 

神秘 と いう 王国 は 、 知 が 獲得 で きる よう に 開か れ て いる 戦場 で ある 。 

March there as boldly as you wl never will you dimimish its extent: 

知 は 、 大 胆 に 思い 通り に 、 神 秘 へ 進行 で きる が 、 神 秘 の 無限 の 広がり を 小さ くす る 事 
は で き な い 。 

you wl only alter its horizons. 

知 は 、 知 の 限界 を 変え る 事 し か で き な い 。 

To kmow all is an impossiDle dream 

全て を 知る 事 は 、 不 可能 な 夢 で ある 。 

Dut 

し か し 、 

WOe unto him who dares not to learn all, 

全て を 学 ぼ うと 望ま な お ない 人 に は 災い が 有る ! 

and who does not know that, in order to kmow anything, one must learn 
eternally! 

人 は 何 を 知る に し て も 永遠 に 学ぶ 必要 が 有る 、 と 知ら な い 人 に は 災い が 有る ! 
They say that in order to learn anything well, one must forget it seVeral 
tmeS. 

人 は 良く 学ぶ た め に は 何 度 か 忘れ る 必要 が 有る 、 と 言わ れ て いる 。 

The world has followed this method. 

人 は 良く 学ぶ た め に 何 度 か 忘れ て きた 。 

EVerything which is to-day deDbateaDle had been solved Dy the ancients. 


古代 人 は 、 現 代 人 が 未 解 決 で ある 全て の も の を 解決 し て いた 。 

Before our annals Degar, their solutons, written in hieroglyphs, had 

already no 1onger any mearm1mg fOr US. 

有史 以前 に 、 象 徴 で 記さ れ た 、 古 代 人 の 解決 法 を 、 も は や 既に 現代 人 は 理解 で き な 

い 。 

Aman has rediscoVered their Key: 

独り の 人 エリ ファ ス レヴ ィ は 、 古 代 人 の 鍵 を 再発 見 し た 。 

he has opened the cemeteries of anclent scienCe, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 古 代 の 知 の 墓所 を 開け た 。 

and he giVes to his century a whole world of forgotten theorems, of 

Syntheses as simple and subhme as nature, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 忘 れ ら れ て いた 原理 の 一 大 世界 、 自 然 の 様 に 簡潔 な 無 上 な 統 

合 の 一 大 世界 を 、19 世紀 に も た ら す 。 

radiatimg always from umity 

統合 、 統 一 は 、 常 に 光 を 放っ て いる 。 

and multplyimg themselves hke numDers wrth Droportions so eXaCt, 

that the known demonstrates and reVveals the unknown. 

統合 、 続 一 は 、 数 の 様 に 、 既 知 の も の か ら 未 知 の も の を 実証 し て 明か す 事 が で きる 
ほど 正確 に 、 つり 合っ て 、 自 身 を 増殖 し て いる 。 

To understand this science, is to see God. 

神 の 知 を 理解 する 事 は 、 神 を 見 る 事 で ある 。 

The author of this booKk, as he finishes his work, wrll think that he has 

demonstrated it. 

本 書 の 著者 エリ ファ ス レヴ ィ は 、 著 作 を 終え る 時 に は 、「 神 の 知 を 理解 する 事 は 、 神 

を 見 る 事 で ある 。」 と 実証 で き て いる で あろ う 、 と 思っ て いる 。 

Then, when you have seen God, the hierophant wl say to you: "Turn 

TrOund!" 

人 が 神 を 見 た 時 に 、 秘 儀 祭司 は 「 振 り 返 りな さい !」 と 人 に 話す で あろ う 。 

andl 

する と 、 

in the shadow which you throw in the presence of this sun of 

intelhgences, there wl appear to you the devil, 

知 的 存在 で ある 神 と いう 太陽 を 前 に し て 人 が 背後 に 投じ る 影 の 中 に 、 悪 魔 が 人 の 
前 に 現れ る で あろ う 。( 悪 魔 は 存在 し な い 。) 

that black phantom which you see when your gaZe 1s not fiXed upon 

God, and when you think that your 2 US the skV 

人 が 神 を 注視 し て いな い 時 に 、 人 が 自分 の 影響 を 天空 に 満た せる と 思う 時 に 、 人 は 

患 魔 と いう 黒い 霊 、 黒 い 幻 を 見 て し まう 。 

for 

な ぜ な ら 、 

the Vapours of the earth, the higher they go, seem to magnfy it more 

and more. 

地 の 蒸 気 は 、 高 く 成 る ほど 、 ま すま す 、 大 きく 見 える 。 


To harmonize in the category ofreligion sclence with reVelation 
宗教 に お いて 、 知 と 啓示 を 一 致 さ せる 事 。 

and reason wrth faith, 

宗教 に お いて 、 論 理 と 信心 を 一 致 さ せる 事 。 

to demonstrate In philosophy the aDsolute primcples which reconcile all 
the antimormies, 

哲学 に お いて 、 全 て の 対立 し て いる も の を 一 致 さ せる 、 絶 対 の 原理 を 実証 する 事 。 
and fimally to reveal the umiversal eduihibrium of natural forces, 

自然 の 2 つの 力 の 普遍 の つり 合い を 明か す 事 。 

is the triple oDject of this work, 

論理 と 信心 を 一 致 させ る 事 、 絶 対 の 原理 を 実証 する 事 、 自 然 の 2 つの 力 の つり 合い 
を 明か す 事 は 、 本 書 の 三重 の 目的 で ある 。 

which wl conseduently De divided into three Darts, 

結果 と し て 、 本 書 は 3 部 に 分 か れ て いる 。 

We shall exhiDit true religion wrth such characters, that no one, Deliever 
Or unDeliever can fail to recogm1Ze it 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 信 じ よ うと 信じ まい と 誰 も が 認め ざる を えな い 、 真 の 宗教 を 見 せ 
る つも り で ある 。 

that will De the absolute in religion. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 宗 教 に お ける 、 絶 対 の 物 と 成る で あろ う 、 真 の 宗教 を 見 せる つも 
り で ある 。 

We shall establish in philosophy the immutaDble characters of that Truth, 
エリ ファ ス レヴ ィ は 、 哲 学 に お いて 、 真 の 宗教 と いう 真理 の 不変 性 を 確証 する つも り 
で ある 。 

which is in sciemce, "Teality:" 

真理 は 、 自 然 科 学 に お いて は 、 現 実 で ある 。 

Im judgment, "reasori:" 

真理 は 、 判 断 に お いて は 、 論 理 で ある 。 

and in ethics, "]ustice.“ 

真理 は 、 偽 理 道徳 に お いて は 、 正 義 で ある 。 

Finally we shall acquaimt you wrth the 1aws of Nature, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 自 然 の 法 を 教え る つも り で ある 。 

whose eduulibrium is staDilhty, 

自然 の つり 合い は 不変 で ある 。 

and we shall show how vain are the phantasies of our imagination 
before the fertle realities of movement and of Hfe. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 運 動 と 命 に よる 豊か な 現実 の 前 で は 、 い か に 人 の 妄想 が 空虚 
で ある か 見 せる つも り で ある 。 

We shall also invite the great poets of the future to create once more the 
divine comedy, no 1onger according to the dreams of maru, Dut 
aCCOrding to the mathematics of God. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 未 来 の 大 いな る 詩人 達 が 、 人 の 妄想 に よっ て で は な く 、 神 の 数 
学 に よっ て 、 神 曲 を 再び 作る 様 に 誘う つも り で ある 。 


Mysteries of other Worlds, 

他 の 諸 世 界 の 神秘 。 

hidden forces, 

隠さ れ た 2 つの 力 。 

stramge revelations, 

不思議 な 啓示 。 

mysterlous 1llmesses, 

謎 の 病気 。 

exCeptional faculties, 

超常 的 な 能力 。 

SD1T1tS, 

aDDaT1t10TS, 

鼓 の 出現 。 

maglcal DaradOXeS, 

魔術 的 な 逆説 。 

hermetic arcana, 

ヘル メス の 錬金術 の 秘密 。 

we shall say all and we shall explain all. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 全 て を 話し て 説明 する つも り で ある 。 

Who has giVen us this DOWer? 

何者 が 全て を 話し て 説明 する 力 を エリ ファ ス レヴ ィ に 与え た の か ? 

We do not fear to reveal it to Our readlerS. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、「 何 者 が 全て を 話し て 説明 する 力 を エリ ファ ス レヴ ィ に 与え た の 
か ?」 読 者 に 明か す 事 を 恐れ な い 。 

There exists an Occult and sacred alphaDet 

隠さ れ た 神 の アル ファ ベッ ト で ある タロ ッ ト が 存在 する 。 

which the Hebrews attriDute to Enoch, 

古代 ヘブライ 人 は 、 文 字 の 創造 者 は エノク で ある 、 と し て いる 。 

the Egyptians to Thoth or to Hermes TrismegiStUuS, 

古代 エジプト 人 は 、 文 字 の 創造 者 は トー ト ま た は ヘル メス トリ ス メ ギ スト ス で ある 、 と 
し て いる 。( ヘ ル メ ス 、 メ ルク リウ ス 、 ト ー ト は エノク で ある 。) 

the Greeks to Cadmus and to Palamedes. 

古代 ギリ シャ 人 は 、 文 字 の 創造 者 は カド モス や パラ メデ ス で ある 、 と し て いる 。( カ ドモ 
ス 、 パ ラメ デス は エノク で ある 。) 

This alphabet was known to the followers of Pythagoras, 

ピタ ゴラス の 弟子 達 は 、 神 の アル ファ ベッ ト で ある タロ ッ ト を 知っ て いた 。 

and is composed of aDsolute ideas attached to signs and numDbers: 
象徴 と 数 を 伴う 絶対 の 概念 が タロ ッ ト を 形成 し て いる 。 

by its combinations, it realizes the mathematics of thought. 
組み 合わ せ に よっ て 、 タ ロッ ト は 、 思 考 の 数 学 、 概 念 の 数 学 を 実現 する 。 
SOlomor represented this alphaDet Dy seventy-two names, written upon 
thirty-siX talismanSs. 


ソロ モン は 、 神 の アル ファ ベッ ト で ある タロ ッ ト を 、36 の タリ スマ ン に 記し た 72 の 名 前 
に よっ て 表し た 。 
Eastern initiates still call these the "Httle keys" or clavicles of Solomon. 
未だ に 、 東 の 秘伝 伝授 者 は 、 タ ロッ ト を 「 ソ ロモ ン の 小 鍵 」 と 呼ん で いる 。 
These keys are described, and their use explaned, in a Dook the source 
of whose traditional dogma is the patriarch Abraham. This Dook is 
called the Sepher Yetzirah: 
口伝 で は 21 祖 アブ ラ ハ ム の 教え を 起源 と する 「 形 成 の 書 」 と 呼ば れ て いる 本 は 、 鍵 
タロ ッ ト を 説明 し 、 タ ロッ ト の 使用 方 法 を 説明 し て いる 。 
with the aid of the Sepher Yetzirah one can Denetrate the hidden sense 
of the Zohar 
「 形 成 の 書 」 の 助け に よっ て 、 人 は 「 光 輝 の 書 」 の 隠さ れ た 意味 を 見 通す 事 が で きる 。 
the great dogmatic treatise of the Qabalah of the HeDbrewWs. 
「 光 輝 の 書 」 は 、 ヘ へ ブライ 人 の カバ ラ の 大 いな る 教え に つい て の 文書 で ある 。 
The Clavicles of Solomon, forgotten in the course of time, 
や が て 、 ソ ロモ ン の 小 鍵 タ ロッ ト は 忘れ られ て し まっ た 。 
and SUDDOsed lost, 
ソロ モン の 小 鍵 タロ ッ ト は 失わ れ た と 思わ れ た 。 
have been rediscovered Dy Ourselves: 
エリ ファ ス レヴ ィ は 、 ソ ロモ ン の 小 鍵 タロ ッ ト を 再発 見 し た 。 
without trouble we have opened all the doors of those old sanctuaries 
難 無く 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 古 代 の 聖 所 の 全て の 門 を 開け た 。 
where aDsolute truth seemed to sleep, always young, and alWays 
beautiful, ike that princess of the childish legendl 
古代 の 聖 所 で 、 絶 対 の 真理 は 、 お と ぎ 話 の 姫 の 様 に 、 常 に 若い まま 、 常 に 美しい まま 、 
眠っ て いる よう に 思わ れる 。 
who, during a century Of slumDer awaits the Dridegroom whose 
の lt is to awaken her. 

ぎ 話 の 姫 は 、 百 年 の 眠り の 中 で 、 姫 を 目覚 め さ せ る 運命 の 花 嬉 を 待っ て いた 。 
半 旨 Our DooK, there wll stll De mysterles, 
本 書 の 後 も 、 神 秘 は 未だ に 存在 し 続け る で あろ う 。 
Dut 
し か し 、 
higher and farther in the infimite depths. 
神秘 の 無限 の 深 さ は 、 よ り 高 く 、 よ り 遠 くに 、 成 っ て いる で あろ う 。 
This publicaton is a Hight or a folly 
本 書 の 公表 は 光 と 成る 。 そ う で な けれ ば 、 本 書 の 公表 は 愚行 で ある 。 
a mystification or a monumment. 
本 書 は 記念 碑 で ある 。 そ う で な けれ ば 、 本 書 は 迷惑 と 成る 。 
Readl reflect, amd judge. 
本 書 の 公表 は 光 と 成る か 愚行 で ある か 、 本 書 は 記念 碑 で ある か 迷惑 と 成る か 、 読 み 
熟考 し 、 判 断 し な さい 。 


PART 1 
第 1 部 


RELIGIOUS MYSTERIES 
宗教 の 神秘 


PROBLEMS FOR SOLUTION 

解決 する べき 問題 

1. To demonstrate in a certain and aDsolute manner the existence of 
Godl and to giVe an idea of Him which wil satsfy all mimds. 

(1) 確 実 な 絶対 な 方 法 で 、 神 の 存在 を 証明 する 事 と 、 神 を 全て の 人 の 精神 に 確信 さ 
せら れる 、 神 の 概念 を も た ら す 事 。 

II. To establish the existence of a true religion in such a way as to render 
1t incontestaDle. 

(2) 議 論 の 余地 が 無い 様 に 、 真 の 宗教 の 存在 を 確証 する 事 。 

III. To indicate the bearimg and the "ralson detre" of all the mysteries of 
the one true and umlversal relg1on. 

(3③ 唯 一 の 真 の 普遍 の 宗教 の 全て の 神秘 の 意味 と 「 存 在 理由 」 を 表す 事 。 

IV. To turn the ohbjections of philosophy into arguments faVouraDle to 
true religlon. 

(4) 閣 学 の 反対 を 真 の 宗教 に 役立つ 論拠 へ 変え る 事 。 

V. To draw the Doundary Detween relhigion and superstition, amdl tO giVe 
the reason of miracles and Drodigies. 

5) 宗教 と 迷信 の 間 に 境 界 線 を 引く 事 と 、 奇 跡 と 驚異 現象 の 論理 を も た ら す 事 。 


PRELIMINARY CONSIDERATTONS 


予備 考 宗 


WHEN Count ]oseph de Maistre, that grand and passionate loVer of 
Logic, sa1d desDairingly "The world is without reHgion," he resemDpled 
those people who say rashly "There is no God." 
論理 の 大 いな る 熱烈 な 愛好 者 ジョ ゼ フ ド メー スト ル 伯 爵 が 絶望 し て 「 世 界 に は 宗 
教 が 無い 。」 と 話し た 時 、「 神 は 存在 し な い 。」 と 軽率 に 話す 大 衆 に ジョ ゼ フ ド メー ス 
トル 伯爵 は 似 て いた 。 
The world, in truth, is without the religion of Count ]oseph de Maistre, 
as it is DroDable that such a God as the majority of athests conceive 
does n0t eXiSt. 
大 半 の 不信 心 者 が 妄想 し て いる 様 な 神 は 存在 し な い 様 に 、 実 に に ジョゼフ ド メー ス 
トル 伯爵 が 話し て いる 様 な 宗教 は 世界 に は 無い 。 
Religion is an idea Dased upon one constant and umiversal fact: 
宗教 は 唯一 の 不変 の 普遍 の 真実 に 基づく 概念 で ある 。 
man is a relig1ous am1mal. 
人 は 信心 深い 者 で ある 。 
The word "Telhigion'" has then a necessary and absolute sense. 
「 宗 教 」 と いう 言葉 に は 必然 な 絶対 な 意味 が 有る 。 
Nature herself sanctfies the idea which this Word reDreserts, 
自然 は 自ら 「 宗 教 」 と いう 言葉 が 表す 概念 を 認め る 。 
and exalts it to the height of a principle. 
自然 は 自ら 「 宗 教 」 と いう 言葉 が 表す 概念 を 原理 に まで 高め る 。 
The need of Delieving iS closely hinked with the need of loving: 
信じ る 必然 性 は 愛す る 必然 性 と 密接 に 繋が っ て いる 。 
for that reason 
その た め 、 
Our SOuls need communron in the same hopes and in the same love. 
人 の 魂 は 同一 の 希望 と 同一 の 愛 の 共有 を 必要 と する 。 
Isolated Deliefs are only douDts: 
孤立 し た 信心 は 不信 だ け で ある 。 
it is the Dond of mutual confidence which, Dy creatimg faith, composes 
religion. 
共通 の 確信 に よる 結束 は 、 宗 教 を 形成 し て 、 宗 教 を 構成 し て いる 。 
Faith does not inVent itself, 

治 的 な 一 致 に よっ て 宗教 が 創造 され る の で は な い 。 
does not impose itself, 
政治 的 な 一 致 に よっ て 宗教 が 強制 され る の で は な い 。 
does not estaDlish itself Dy any pohtical agreement: 

治 的 な 一 致 に よっ て 宗教 が 定着 する の で は な い 。 
Iike jife, it manifests itself with a sort of fatality. 
命 の 様 に 、 一 種 の 必然 に よっ て 宗教 は あら われ る 。 


The same power which directs the phenomena of nature, extends and 
hmmts the supernatural domain of faith, despite all human foresight. 
全て の 人 の 予見 に も か か わら ず 、 同 一 の 力 が 、 自 然 の 現象 を 定め 、 宗 教 の 超自然 的 
な 領域 の 境界 を 定め て いる 。 

One does not imagine revelatlons: 

人 が 宗教 の 啓示 を 想像 し て 創造 する の で は な い 。 

one undergoes then, and one DelieVes in them. 

人 は 宗教 の 啓示 を 経験 し て 信じ る の で ある 。 

In Vain does the spirit protest against the oDscurities of dogma: 

むなしく も 人 の 精神 は 宗教 の 教義 の 不明 さ に 対し て 抗議 し て いる 。 し か し 、 

it is suDjugated Dy the attraction of these Very oODscurities, 

他 な ら ぬ 、 宗 教 の 教義 の 不明 さ へ の 好奇 心 で 人 の 精神 は 支配 され て いる 。 

and 

まだ 。、 

often the least doclle of reasoners Would Dlush to accept the ttle of 
"rreligious man." 

大 抵 、 最 も 強情 な 理論 家 で も 「 不 信心 者 」 と いう 称号 を 受け る の を 恥じ る で あろ う 。 
Religion holds a greater place among the realities of life than those who 
do without religion - or pretend to do without it - affect to DelieVe. 

バ 無 宗教 で 過 ご し て いる 人 々 、 ご MNO つが 無 宗 ミ 教 で 過 ご し て いる と 虚偽 の 主張 を し て い 
る 人 々 が 思い 込 も うと し て いる より も 、 宗教 は 人 生 の 現実 の 中 で 大 いな る 地位 を 占 
め て いる 。 

All ideas that ralse man aDoVe the animal - moral 1oVe, deVotion, 
honour - are sentiments essentially relig1OUS. 

精神 的 な 正しい 愛 、 献 身 的 な 愛 、 貞 波 や 明 散 と いっ た 、 人 を 動物 的 人 間 よ り 高 め る 
全て の 概念 は 、 本 質 的 に 宗教 的 な 神聖 な 感情 で ある 。 

The cult of the fatherland and of the family 

祖国 と 家族 へ の 敬礼 。 

fidelity to an oath and to memory 

装い と 死後 の 名 声 へ の 忠実 o 

are thimgs which humamity wl never aDjure without degrading itself 
utterly, 

祖国 と 家族 へ の 敬礼 、 著 いと 死後 の 名 声 へ の 忠実 を 放棄 する 人 の 名 声 は 必ず 完全 
に 地 に 堕ち る で あろ う 。 

and which could never exist without the Delief in something greater 
than mortal life, with all its Vicissitudes, its igmorantce and its misery. 
祖国 と 家族 へ の 敵 礼 、 著 いと 死後 の 名 声 へ の 忠実 は 、 浮 き 沈 みす る 愚か な 惨め な 
死に 至る 滅び る 「 こ の 世 」 よ り も 、 大 いな る 何 も の か を 信じ る 事 に よっ て 生じ る 。 

If amrihilaton were the result of all our aspirations to those sublme 
thmgs which We feel to De eternal, 

仮に 、 祖 国 と 家族 へ の 敬礼 、 碑 いと 死後 の 名 声 へ の 上 吊 実 と いっ た 、 人 が 永遠 で ある 
べき と 感じ る 、 崇 高 な も の へ の 人 の 向上 の 結果 が 全て 、 人 の 魂 の 消滅 に 成っ て し ま 
う の で あれ ば 、 


Our Only duties would De the enjoyment of the present, forget fulmess of 
the past, and carelessness aDout the future, 

目先 の 現在 だ け を 楽し み 、 過 去 を 完全 に 忘れ 、 未 来 を 軽視 する 事 だ けが 人 の 本 分 
に 成っ て し まう で あろ う 。 

and 

まだ 

1t would De rigorousIy true to say, as a celeDrated sophist once said, that 
the man who thinks is a degraded amimal. 

か つて 有名 な 似非 学者 ルソー が 誤っ て 話し て いた 「( 社 会 、 文 明 、 学 問 に よっ て ) 思 考 
する 人 は 堕落 し た 人 で ある 。」 と いう 誤り が 正確 に 正しい と 言え る 様 に 成っ て し まう で 
あろ う 。 

IMoreoVver 

じじ だが ら で 、 

of all human passlons, relig1Ous Dass1on is the most powerful and the 
most IiVely. 

人 の 全て の 情熱 の 中 で 、 宗 教 的 な 情熱 は 最も 強い 。 

It generates itselt, whether by affirmation or negation, with an edual 
fanaticism, 

育 定 し よう が 否定 し よう が 、 宗 教 的 な 情熱 は 、 相 当 す る 熱狂 の 、 宗 教 的 な 情熱 を 引 
さき 起こ す 。 

some OoDstimately affirmmg the god that they have made in their own 
1mage, 

ある 者 は 想像 で 創造 し た 神 を 頑固 に 育 定 す る 。 ま た 、 

the others denying God writh rashness, as they had Deen aDle to 
understand and to lay waste Dy a single thought all that world of 
imfimity which pertaims to His great namme. 

(「 無 限 の 者 で ある 神 」 と いう ) 神 の 大 いな る 呼称 に 相応 し い 無 限 の 世界 の 全て を 一 
考 し た だ け で 理解 で き 破壊 で きた か の 様 に 、 あ る 者 は 神 を 軽率 に 否定 する 。 
Philosophers have not sufficiently cons1dered the physlological fact of 
religion in human1ty 

哲学 者 は 、 人 に お ける 宗教 と いう 生理 学 的 な 事実 を 十分 に 考察 し な か っ た 。 

for 

その た め 、 

in truth religion exists apart from all dogmatic discuss1on. 

実に 、 全 て の 教義 に つい て の 考察 と は 別に 、 宗 教 は 存在 する 。 

It is a faculty of the human soul just as much as intelhgence and loVe. 
知力 や 愛 と 全く 同じ で 、 宗 教 は 人 の 魂 の 能力 の 1 つ で ある 。 

While man exists, so wll religion. 

人 が 存在 する 限り 、 宗 教 は 存在 する で あろ う 。 

Considered in this hght, 

上 記 の 見 方 で 考え る と 、 

it is nothing Dut the need of an imfimite idealism, 

宗教 は 無限 の 理想 の も の へ の 欲求 に 他 な ら な い 。 


a need which justifies every aspiration for DrOgreSS, 

宗教 と いう 無限 の 理想 の も の へ の 欲求 は 、 全 て の 向上 心 を 正しい 物 と する 。 

which inspires every deVotOT!, 

款 教 と いう 無限 の 理想 の も の へ の 欲求 は 、 全 て の 信心 を 抱か せる 。 

which alone prevents Virtue and honour from Deimng mere Words, 
serVimg to exDloit the Vamity of the weak and the foolish to the profit of 
the strong and the cleVer 

宗教 と いう 無限 の 理想 の も の へ の 欲求 だ けが 、 強 い 者 で ある 賢者 の た め に 成る 様 
に 、 弱 い 者 で ある 愚者 の 虚栄 心 を 利用 し て 、 徳 と 名 声 が 空虚 な 口先 だ け に 成る 事 を 
防ぐ 。 

It is to this inmate need of Delief that one might justly give the name of 
natural religion: 

人 は 「 自 然 宗教 」 と いう 名 前 を 宗教 と いう 無限 の 理想 の も の へ の 欲求 、 信 心 が 元 か 
ら 持 っ て いる 欲求 に 正 に 与え を た の か も し れ な い 。 

and all which tends to chp the wings of these Deliefs is, on the religious 
plane, in Oppositonr to nature. 

信心 の 活動 を 制限 する 傾向 が 有る 全て の も の は 、 宗 教 の 段階 に お いて は 、 自 然 に 反 
する 。 

The essence of the object of religion 1s mystery, 

宗教 の 目標 の 実体 は 神秘 で ある 。 宗 教 の 目標 の 実体 は 謎 で ある 。 

SITCe 

な ぜ な ら 、 

faith begins with the unknowr, abandoning the rest to the 
Investigations of sclenCe. 

信心 は 、 既 知 を 知 の 探究 に 任せ て 、 未 知 に よっ て 始ま る 。 

Doubt is, moreover the mortal enemy of faith: 

不信 は 信心 に と っ て 不 倶 戴 天 の 敵 で ある 。 

faith feels that the intervention of the divine Deing is necessary to Ii 
the abyss which separates the fimite fromm the infimite, 

有限 と 無限 を 隔て て いる 底無し の 淵 を 埋め る た め に 、 神 と いう 存在 の 介入 が 必要 で 
ある と 信心 は 感じ る 。 

and 

2 に 

it affirms this intervention with all the warmth of its heart, with all the 
docihty of its intelligence. 

有限 と 無限 を 隔て て いる 底無し の 淵 を 埋め る た め の 、 神 と いう 存在 の 介入 を 信心 は 
全て の 心 の 暖か さ に よっ て 、 全 て の 知 の 柔和 さ に よっ て 認め る 。 

If separated from this act of faith, the need ofreligion finds no 
satisfaction, and turns to scepticism and to desDair 

も し 、 有 限 と 無限 を 隔て て いる 底無し の 淵 を 埋め る た め の 、 神 と いう 存在 の 介 [人 を 認 
め る 信心 の 作用 か ら 離 れ て し まう と 、 宗 教 へ の 欲求 は 、 満 足 を 感 じ ら れ な < 成り 、 宗 示 
教 へ の 不信 や 失望 へ 変わ っ て し まう 。 

But 


その た め 、 

in order that the act of faith should not De an act of follY, reason wishes 

It to De directed and ruled. 

信心 の 作用 が 狂 患 の 作用 に 成っ て し まわ な いた め に 、 理 性 は 信心 が 導 か れ 統 治さ 

れる 事 を 望む 。 

By what? 

何 に よっ て 、 信 心 が 導 か れ 統 治さ れる 事 を 望む べき か ? 

By sclence? 

知 に よっ て 、 信 心 が 導 か れ 統 治さ れる 事 を 望む べき か ? い いえ ! 

We have seer that 

すでに 話し た 様 に 、 

Sclence Can do nothing here. 

宗教 の 領域 に お いて は 知 は 何 も で き な い 。 

By the civll authority? 

国家 の 権威 に よっ て 、 信 心 が 導 か れ 統 治さ れる 事 を 望む べき か ? い いえ ! 

It is aDsurd. 

国家 の 権威 に よっ て 、 信 心 が 導 か れ 統 治さ れる 事 を 望む の は 馬鹿 げ て いる 。 

Our Drayers to De superimtended Dy Dolcemen? 

警察 紀 に よっ て 、 信 心 深い 人 達 の 祈り は 指図 され る べき か ? い いえ ! 

There remains, then, 

そう する と 、 残 っ て いる の は 、 

moral authority 

偽 理 道徳 的 な 権威 に よっ て 、 信 心 が 導 か れ 統治 さ ご れる 事 を 望む 事 で ある 。 

which alone is aDle to constitute dogrma and establish the discipline of 

Worship, In concert this tme wrth the civll authority, Dut not in 

oDedience to its orders. 

倫理 道徳 的 な 権威 だ けが 、 国 家 の 権威 と 協力 し て 、 国 家 の 権 威 の 指図 に 従わ ず に 、 

教義 と 宗教 の 戒律 を 設立 で きる 。 

It is necessary 1n a word, that faith should give to the religious need a 

real satisfactior, - a satisfaction entire, Dermanent and induDitable. 

要する に 、 信 心 は 、 完 全 な 永遠 の 疑う 余地 の 無い 、 現 実 の 満足 を 宗教 的 な 欲求 に 与 

える 必要 が 有る 。 

To obtain that, it is necessary to have the aDsolute and invariaDle 

affirmation of a dogma preserved Dy an authorized hierarchyi 

信心 が 現実 の 満足 を 得る に は 、 公 認 の 位階 制 が 保存 し て いる 教義 へ の 絶対 不変 の 
認 を 保持 し て いる 必要 が 有る 。 

It is necessary to have an efficacious cult, giving, with an aDsolute faith, 

a substantial realization of the symDols of Delief. 

信心 が 現実 の 満足 を 得る に は 、 絶 対 の 信心 に よっ て 、 信 心 の 象徴 の 有効 な 実現 を 

も た ら す 、 有 効 な 宗教 を 保持 し て いる 必要 が 有る 。 

Religion thus understood Deimg the only one which can satisfy the 

natural need ofreligion, it rmust De the only really natural relig1on. 


信心 の 象徴 の 実現 を も た ら す と 理解 され た 宗教 は 、 宗 教 へ の 自然 な 欲求 を 満足 さ 

せる 事 が で きる 唯一 の 宗教 で あり 、 必 然 的 に 、 唯 一 の 現実 の 自然 宗教 で ある 。 

We arrive, without help from others, at this douDble defirition, 

他人 の 助け を 借り ず に 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 「 信 心 の 象徴 の 実現 を も た ら す と 理解 さ 

れ た 宗教 は 、 宗 教 へ の 自 IN 唯一 

の 現実 の 自然 宗教 で ある 。」 と いう 二 重 の 定義 に 到達 し た 。 

that true natural religion 1S reVealed 6 

本 物 の 「 自 然 宗 教 」 は 「 啓 示 宗 教 」 で ある 。 

The true revealed religion is the hierarchical and traditional religiom, 

which affirms itself aDsolutely, abDove human discussion, Dy Commmurion 

in faith, hope, and charity. 

本 物 の 「 啓 示 宗 教 」 は 、 教 会 の 「 信 仰 、 希 望 、 愛 」 に お ける 交流 に よっ て 人 の 考察 を 

超越 し て 絶対 的 に 自認 する 、 位 階 制 の 正統 な 宗教 で ある 。 

Represertimg the moral authority, and reahzing it Dy the efficacy of its 

mimistry, the priesthood is as holy and infallible as humamuty 1s suDject 

to Vice and to error 

人 が 悪徳 と 過誤 に 従っ て し まう の と 同じ くら い 、 倫 理 道 徳 的 な 権威 を 表し て 、 備 理 道 
徳 的 な 権威 で ある 祭司 の 効力 に よっ て 代理 道徳 的 な 権威 を 実現 し て 、 祭 司 と は 神 

的 で あり 誤り が 無い 。 

The priest, "dua"( = aS) priest, is always the representatVe of God. 

祭司 と は 祭司 と し て は 常に 神 の 代行 者 で ある 。 

Of 6 aCCOunt are the faults or even the crmes of man. 

(邪悪 な 聖職 者 の 、) 人 と し て の 誤り や 悪事 で すら 取る に 足り な い 。 

When Alexander VI consecrated his Dishops, 1t was not the poisoner 

who laid his hands upon them, it was the DoDe. 

隊 二 8 に 6 世 が 司教 達 を 任命 し た 時 に 、 ア レク サン デル 6 世 
は 毒殺 者 と し て で は な く 法 王 と し て 両手 を 司教 達 の 頭 の 上 に 置い た 。 

Pope Alexander VI never corrupted or falsified the dogmas which 

Condemned him, 

史上 最悪 の 法王 アレ クサ ン デ ル 6 世 は 、 法 王 ア レク サン デル 6 世 を 罪 に 定め る 教義 

を 破損 し な か っ た し 改悪 し な か っ た 。 

OY 

まく 

the sacraments which in his hands saved others, and dnd not justfy hm. 

史上 最悪 の 法王 アレ クサ ン デ ル 6 世 が 手 ず か ら 施 し た 洗礼 と いっ た 秘跡 は 、 人 を 

救っ た が 、 法 王 ア レク サン デル 6 世 を 正当 化し な か っ た 。 

At all times and in all places there have Deen hars and crimnals, 

全て の 時 代 で 、 全 て の 場所 で 、 嘘 つき と 犯罪 者 は 存在 し て きた 。 

Dut 

ウ y4 lp 

Im the hierarchical and divinely authorized Church there have neVer 

Deer, and there wl never De, either Dad Dopes or Dad DriestSs. 


神 の 力 で 公認 され た 位階 制 の カト リッ ク 教 会 に 、 法 王 と し て の 悪人 や 祭司 と し て の 
悪人 は 存在 し た 事 が な か っ た し 、 未 来 永 効 、 存 在 し な い 。 

"Bad" and "priest" form an OXymoron. 

「 悪 」 と いう 言葉 と 「 祭 司 」 と いう 言葉 の 意味 は 矛盾 し て いる 。「 邪 悪 な 祭司 」 と いう 
表現 は 意味 が 矛盾 し て いる 表現 に 成る 。(「 邪 悪 な 祭司 」 と 言う より も 「 祭 司 の ふり を 
し た 悪人 」 と 言う べき で ある 。) 

We have mentioned Alexander VI, and 

エリ ファ ス レヴ ィ は 史上 最悪 の 法王 アレ クサ ン デ ル 6 世に つい て 話し た 。 

we thimk that this name will De sufficient without other memories as 
]usty execrated as his Deimg Drought up agaimst US. 

史上 最悪 の 法王 アレ クサ ン デ ル 6 世に つい て 、 す で に 話し た 前 科 と 同じ くら い 非 難 
され る に 相応 し い 他 の 記録 を 話さ な く て も 、「 法王 アレ クサ ン デ ル 6 世 」 と いう 名 前 を 
話し た だ け で 十分 で あろ うと エリ ファ ス レヴ ィ は 考え て いる 。 

Great crimmals have Deen aDle to dishonour themselves douDly 
Decause Of the sacred character with which they were inVested, 

邪悪 な 聖職 者 と いう 重 犯罪 者 は 、 任 命 さ れ て いた 祭司 と いう 神 性 に 反する の で 、 自 
身 を 二 重 に 辱め る 事 に 成る 。 

Dut 

し か し 、 

they had not the power to dishonour that character 

邪悪 な 聖職 者 と いう 重 犯罪 者 に は 、 任 命 さ れ て いた 祭司 と いう 神 性 を 辱め る 力 は 
無い 。 

which remains always radnant and splendid aDove fallen humaruty, 

基 落 し た 人 を 超越 し て 、 祭 司 と いう 神 性 は 常に 光 を 放ち 輝い て いる まま 存在 し て い 
る 。 
We have said that 

すでに 話し た 様 に 、 

there is no religion without mysteries: 

神秘 の 無い 宗教 は 存在 し な い 。 

let us add that 

言い 足す と 、 

there are no mmysteries wlthout symDolS. 

象徴 の 無い 神秘 は 存在 し な い 。 

The symDbol, Deimg the formula or the expression of the mystery, 
神秘 の 象徴 は 、 神 秘 の 手段 、 ま た は 、 神 秘 の 表現 で ある 。 

Only expreSSses 1ts unknown depth Dy paradoxlcal images Dorrowed 
fromm the kmown. 

神秘 の 象徴 だ けが 、 既 知 の 形 か ら 借り た 逆説 的 な 形 に よっ て 、 神 秘 の 未知 の 深み を 
表す 。 

The symDbolic form, having for its object to characterize what is aDoVe 
scientific reasor, should necessarily fimd itself without that reason: 
神秘 の 象徴 の 形 は 、 象 徴 の 対象 の た め に 、 神 秘 が 科学 の 理 を 超越 し て いる 事 を 表 
す 必 要 が 有 っ て 、 必 然 的 に 、 神 秘 を 科学 の 理 の 外 に 表す 必要 が 有る 。 


hence the celebrated and perfectly just remark of a Father of the 
Church: "1 Delieve Decause it is aDsurd. Credo qula aDsurdum.( = 1 
Delieve Decause 1t 1s aDsurd.)" 

教会 の 教父 テル トゥ リア ヌス の 高 名 な 完全 に 正確 な 言葉 、「 不 条 理 だ か ら 私 は 信じ 
る 。」。 

Tf science were to affirm what it did not kmow, it would destroy itself. 
仮に 、 科 学 が 科学 に は 未知 の も の を 断言 し て 話し た ら 、 科 学 は 自 壊 し て し まう で あろ 
う 。( 仮 に 、 科 学 が 科学 の 対象 外 の も の を 断言 し て 話し た ら 、 科 学 は 自 壊 し て し まう で 
あろ う 。) 

Sclence wl then never De aDle to perform the work of faith, any more 
than faith can decide in a matter of science. 

科学 の 問題 に お いて 信心 は 決定 で き な い 、 の と 同様 に 、 科 学 に は 信心 の 務め を 果 
た す 事 が で き な い で あろ う 。 

An affirmation of faith with which science is rash enough to meddle can 
then De nothing Dut an aDsurdity for it, 

科学 に よる 全く 軽率 な 干渉 で の 信心 の も の へ の 断言 は 信心 に と っ て 馬鹿 げた 断言 
に し か 成り 得 な い 。 

just as a scientific statement, if giVen us as an article of faith, Would De 
an aDsurdity on the relig1ous Dlane. 

科学 的 な 断言 が 信仰 筒 条 と し て も た ら さ れ た ら 宗 教 に と っ て 馬鹿 げた 断言 で ある 、 
の と 正 に 同様 に 。 

To kmow and to believe are two terms which can neVer De confounded. 
「 知 っ て いる 」 事 と 「 信 じ る 」 事 を 決し て 混同 し て は いけ な い 。 

It would De equally impossible to oppose the one to the other 

し か し 、 同 様 に 、「 知 っ て いる 」 事 と 「 信 じ る 」 事 は 同時 に 相対 する の は 不可 能 で あろ 
う 。 

It is impossible, in fact to DelieVe the contrary of what one kmows 
without ceasing, for that Very reasor, to KkmoW it: 

事実 、 知 っ て いる 事 と は 正反対 の 事 を 信じ る の は 、 知 っ て いる 事 を た だ ち に 止め る 事 
に 成る 。 

and it is edually imposs1Dle to achieve a kmowledge contrary to what 
One Delieves without ceasinmg immediately to DelieVe. 

また 、 同 様 に 、 信 じ て い た 事 と は 正反対 の 事 を 知っ た ら 、 信 じ る 事 を た だ ち に 止め る 
事 に 成る 。 

To deny Or eVenr to contest the decisions of faith in the name of sclence 
1s to DroVe that one understands neither science nor faith: 

科学 の 名 前 に よっ て 宗教 上 の 決定 を 否定 し た り 異議 を 唱え る 人 は 自分 が 科学 も 宗 
教 も 理解 し て いな い 事 を 証明 し て し まう 。 

in fine, 

結局 、 

the mystery of a God of three Dersons 1S not a DroDblem of mathematics: 
神 の 三位一体 の 神秘 は 数 学 の 問題 で は な い 。 

the incarnation of the Word is not a phenomenor in oDstetrics: 


人 に 成っ た 神 の 言葉 イエ ス の 処女 懐胎 は 産科 学 上 の 現象 で は な い 。 

the scheme of redemption stands apart from the criticism of the 
historian. 

イエ ス に よる 身代わり に よる 救い と いう 仕組 み は 、 歴 史家 の 批評 と は 隔絶 し て いて 、 
揺るぎない 。 

SclenCe 1S aDsolutely Dowerless to decide whether we are right or Wrong 
in Delievimg or disDelevimg dogma: 

神 の 教え を 信じ る べき か 信じ な い べ きか に つい て 人 が 正しい か 誤っ て いる か 決定 す 
る 力 が 科学 に は 絶対 的 に 無い 。 

it cant orly OoDserVe the results of Delieft, 

科学 は 宗教 の 結果 を 観察 で きる だ け で ある 。 

and 

また 、 

下 faith evidently improves merr, if, moreoVer faith is in itself, 
Consideredl as a Dhysiological fact, evidently a necessity and a force, 
science wl certainly De obliged to adrmit it, and take the Wise Dart of 
always reckonmg with it. 

も し 、 明 ら か に 、 宗 教 が 人 を 向上 させ た ら 、 さ ら に 、 も し 、 宗 教 を 生理 学 的 な 事実 と 見 
な す 事 が で き て 、 明 ら か に 、 宗 教 自体 が 絶対 に 必要 な 物 の 1 つ で あり 、 宗 教 自体 が 
1 つの 力 で ある な ら ば 、 科 学 は 宗教 を 認め る 必要 が 絶対 に 有る で あろ うし 、 科 学 は 
常に 宗教 を 考慮 に 入れ る 賢明 な 役割 を 果たす 必要 が 絶対 に 有る 。 

Let us now dare to affirm that 

さて 、 大 胆 に 断言 し よう 。 

there exists an mmense fact edually appreciable Doth by faith and 
SclenCe: 

双方 共に 重要 な 、 宗 教 と 学問 に よる 、「 思 いや り 」 と いう 、 計 り 知 れ な い 真 実 が 存在 
する 。 

a fact which makes God VisiDle Gn a sense) upon earth: 

(ある 意味 で 、)「 思 いや り 」 と いう 宗教 と 学問 に よる 真実 は 、 地 上 で 神 を 目 に 見 える 者 
に する 。 

a fact incontestaDle 

「 思 いや り 」 と いう 宗教 と 学問 に よる 真実 は 、 議 論 の 余地 が 無い 真実 で ある 。 

and of umiversal Dearimg: 

「 思 いや り 」 と いう 宗教 と 学問 に よる 真実 は 、 普 遍 な 真実 で ある 。 

this fact is the manifestation in the world!, 

「 思 いや り 」 と いう 宗教 と 学問 に よる 真実 は 、 こ の 世 で 人 に 成っ た 神 で ある 。 
begimrung from the epoch when the Christian revelation was mmade, 

「 思 いや り 」 と いう 宗教 と 学問 に よる 真実 は 、 キ リス ト 教 の 啓示 が 行わ れ た 時 代 に 始 
まう だ 。 

of a spDirit unkmown to the anclents, 

「 思 いや り 」 と いう 宗教 と 学問 に よる 真実 は 、 古 代 人 に は 未知 だ っ た 精神 の 真実 で 
ある 。 

of a spirit evidently diVinme, 


「 思 いや り 」 と いう 宗教 と 学問 に よる 真実 は 、 明 ら か に 神 の 精神 の 真実 で ある 。 
more DOs1ltive than science In its WorKkS, 
「 思 いや り 」 と いう 宗教 と 学問 に よる 真実 は 、 功 績 と し て 、 科 学 よ り も 、 現 実 的 な 真実 
で ある 。 
in its aspirations, more magnificently ideal than the highest poetry 

「 思 いや り 」 と いう 宗教 と 学問 に よる 真実 は 、 大 志 と し て 、 最 高 の 詩 より も 、 雄 大 な 理 
想 で ある 。 
a Spirit for which it was necessary to create a new name, a narme 
0 unheard in the sanctuaries of antiduity. 

Ui 「 チ ャ リティ ー」 と いう 新しい 名 前 、 古 代 

聖 所 で 全く 前 代 未 聞 の 名 前 を 創造 する 必要 が 有 っ た 精神 で ある 。 

了 name Was created!, 

「 思 いや り 」 な ど を 意味 する 「 チ ャ リティ ー」 と いう 新しい 名 前 が 創造 され た 。 
and We shall demonstrate that this name, th1s wordl 1S, in religion, as 
much for sclence as for faith, the expression of the aDsolute. 
款 教 に と っ て 、 ま た 、 宗 教 と 同じ くら い 学 問 に と っ て 、「 思 いや り 」 な ど を 意味 する 
「 チ ャ リティ ー」 と いう 新しい 名 前 、「 思 いや り 」 と いう 言葉 は 、 絶 対 で ある 神 が 表 れ た 
も の で ある 、 と エリ ファ ス レヴ ィ は 実証 し た い 。 
The word 1s CHARITY, 
絶対 で ある 神 が 表 れ た も の で ある 「 思 いや り 」 な ど を 意味 する 言葉 は 「 チ ャ リティ ー」 
で ある 。 
andthe spirit of which we speak is the "spirit of charity." 

エリ ファ ス レヴ ィ が 話し て いる 精神 と は 、「『 思 いや り 』 の 精神 」 で ある 。 

Before charity, faith prostrates itselt, and conqduered science DoWs. 
思い や り の 前 に 、 宗 教 は 平伏 し 、 圧 倒さ れ た 学問 は ひざ まず く 。 
There is here evidently something greater than humanuty: 
明らか に 、 思 いや り に は 、 人 性 より も 、 大 いな る 何 も の か が 存在 する 。 
charity Ms by its works that it is not a dream. 
思い や り は 、 慈 善行 為 に よっ て 、 思 いや り が 夢想 で は な い 事 を 証明 する 。 
It is stronger than all the passions: 
思い や り は 、 全 て の 肉欲 より も 、 強 いも の で ある 。 
it triurmphs over sufferimg and ovVer death: 
思い や り は 、 苦 難 と 死に 勝利 する 。 
1t makes God understood Dy every heart, 
思い や り は 、 神 を 全て の 心 に 理解 させ て くれ る 。 
and seems already to il etermity Dy the Degun realization of its 
legitimate hoDes. 
すでに 、 開 始 さ れ て いる 正統 な 希望 の 実現 に よっ て 、 思 いや り は 、( 魂 の ) 永 遠 を 満た 
し て いる 、 様 に 思わ れる 。 
Before charity ahve and in action who is the Proudhon who dares 
blaspheme? 


実践 中 の 生き て いる 思い や り の 前 で は 、 神 を 大 胆 に 冒 潮 し た 無政府 主義 者 プ ブルー 
ドン が 何 ほ どの 者 で あろ うか ? 思 いや り の 前 で は 、 無 政府 主義 者 プ ブルー ドン は 無 価 
値 で ある ! 
Who is the Voltaire who dares laugh? 
思い や り の 前 で は 、 神 を 大 胆 に 笑い も の に し た ヴォ ル テ ー ル が 何 ほ どの 者 で あろ う 
か ? 思 いや り の 前 で は 、 ヴ ォ ル テー ル は 無 価 値 で ある ! 
Pile one upon the other the sophisms of Diderot, the critical argurments 
of Strauss, the "Ruins" of Volney so well named, for this man could 
make nothing Dut "Tuins," the Dlasphemies of the revoluton whose 
Voce Was extimguished once in Dlood, and once again in the silence of 
contempt join to it all that the future may hold for us ofmonstrosities 
and of Vainm dreamms: 
人 ドロ の こじ つけ 、 シ ュ ト ラウ ス の 粗 探 し 、 ヴ ォ ル ネイ の 「 残 骸 」、 叫 び が 血 
と 傷 辱 の 黙殺 で 揺 き 消さ れ た フラ ンス 革命 で の 神 へ の 冒 流 を 積み 上 げ て みな さい 。 
さら に 、 未来 に 我々 を 待ち 受け て いる 全て の 奇形 な も の と 空虚 な 妄想 を 積み 上 げ な 
さい 。 と ころ で 、「 残 骸 」 と いう 名 前 は 非常 に 正当 で ある 。 な ぜ な ら 、 ヴ ォ ル ネイ に は 
「 残 骸 」 を 作る 事 し か で き な か っ た 。 
then 
じ が か じ 、 で と に 、 
wll there come the humDlest and the simplest of all sisters of charity, - 
the world will leave there all its follies, and all its crimes, and all its 
dreams, to Dow Defore this subhme reality. 
全て の 思い や り の 姉妹 達 の 無 上 の 謙虚 と 純粋 が 来る と 、 思 いや り と いう 崇高 な 現実 
の 前 に ひざ まず く た め に 、 世 界 は 全て の 狂 愚 、 全 て の 罪 、 全 て の 妄想 を 離れ る で あろ 
う 。 
Charity! 
思い や り ! 
WOrd dhiVime, 

「 思 いや り 」 は 、 神 の 言葉 で ある ! 
sole word which makes God understoodl 

「 思 いや り 」 は 、 神 を 理解 させ て くれ る 唯一 の 言葉 で ある ! 
word which contains a urunVersal reVelation! 

「 思 いや り 」 は 、 普 通 の 啓示 を 含ん で いる 言葉 で ある ! 
"Spirit" of "charity" alhance of two words, which are a complete 
solution and a complete promise! 

「 思 いや り 」 と 「 精 神 」 と いう 2 つの 言葉 の 結合 は 、 完 全 な 解決 で あり 、 完 全 な 約束 で 
ある ! 
To what questiort in fime, do these two Words not fimd an amswer? 
結局 、 ど の 問題 へ も 思い や り の 精神 は 解決 策 を 見 つけ る の で は な いか ? は い ! ど の 
問題 へ も 思い や り の 精神 は 解決 策 を 見 つけ る ! 
What is God for us, 下 not the spirit of charitV? 
も し 神 が 思 いや り の 精神 で な けれ ば 、 人 に と っ て 、 神 と は 何者 で あろ うか ? 
What is orthodoxV? 


正統 な 教え と は 何 か ? 
Is it not the spirit of charity which refuses to discuss faith lest it should 
trouble the confidence of sirmple souls, and disturD the peace of 
urVersal Commuruon? 
正統 な 教え と は 、 純 粋 な 人 々 の 確信 と 普遍 の 交流 の 平和 を 乱 さ な い 様 に 、 信 心 に つ 
いて の 論争 を 拒絶 する 、 思 いや り の 精神 で は な いか ? は い ! 正 統 な 教え と は 、 純 粋 な 
人 々 の 確信 と 普遍 の 交流 の 平和 を 乱 さ な い 様 に 、 信 心 に つい て の 論争 を 拒絶 する 、 
思い や り の 精神 で ある ! 
And the umnversal church, is it any other thimg than a communmlon in the 
SD1r1t of charity? 
普遍 の 教会 と は 、 思い や り の 精神 に よる 交流 の 他 に ある か ? い いえ 」! 普 ! 普 遍 の 教会 と 
は 、 思 いや り の 精神 に よる 交流 で ある ! 
It is Dy the spirit of charity that the church is infalhble. 
思い や り の 精神 に よっ て 、 教 会 は 絶対 で ある 。 思 いや り の 精神 に よっ て 、 教 会 は 誤り 
が 無い 。 
It is the spirit of charity 
教会 と は 思い や り の 精神 で ある 。 
which is the divime virtue of the priesthood. 
思い や り の 精神 は 、 祭 司 の 、 神 の 様 な 徳 で ある 。 
Duty of ma 
思い や り の 精神 は 、 人 の 義務 で ある 。 
guarartee of his rights, 
思い や り の 精神 は 、 人 の 権利 の 保証 で ある 。 
proof of his immortalhity, 
思い や り の 精神 は 、 正 し い 人 の 魂 の 不死 の 証拠 で ある 。 
eternity of happiness cormmencing for hi upon the earth, 
思い や り の 精神 は 、 地 上 で 正しい 人 の た め に 開始 され て いる 、 幸 せ の 永遠 性 で ある 。 
glorious am giVer to his existenCe, 
思い や り の 精神 は 、 人 と いう 存在 に 与え られ た 、 栄 光 の 目標 で ある 。 
goal and path of all his struggles, 
思い や り の 精神 は 、 人 の 全て の 戦い の 経路 で あり 、 目 標 で ある 。 
perfection of his individual, civil amd religious morality, 
思い や り の 精神 は 、 個 人 と し て の 倫理 道徳 性 の 完成 形 、 国 民 と し て の 倫理 道徳 性 の 
完成 形 、 人 の 宗教 的 な 倫理 道徳 性 の 完成 形 で ある 。 
the spirit of charity understands all, 
思い や り の 精神 は 、 全 て を 理解 させ て くれ る 。 
and is able to hope all 
思い や り の 精神 は 、 全 て を 望む 事 を 可能 に させ て くれ る 。 
undertake all 
思い や り の 精神 は 、 全 て に 取り 組ま せ て くれ る 。 
and accomplish all. 
思い や り の 精神 は 、 全 て を 成就 させ て くれ る 。 


It is by the spirit of charity that jesus expiring on the cross gaVe a SO tO 
His mother in the person of St. johm, 

ヨハ ネ に よる 福音 19 章 26 節 で 、 思 いや り の 精神 に よっ て 、 十 字 架 の 上 で 死ぬ 時 に 、 
イエ ス は 使徒 ヨハ ネ を 聖母 マリ ア に 息子 と し て 与え た 。 

andL triumphing over the anguish of the most frightful torture, gaVe a 
cry of delhverance and of salvation, saying, "Father into Thy hands 1 
cormmend my SDir1t!" 

ルカ に よる 福音 23 草 46 節 で 、 イ エス は 「 父 で ある 神 よ 、 あ な た 、 父 で ある 神 の 手 の 
中 に 、 私 イエ ス の 寺 を 委ね ます 。」 と 、 肉 体 か ら の 解放 と 魂 の 救い を 叫ん で 、 思 いや り 
の 精神 に よっ て 、 イ エス は 無 上 に 直 ろ し い 十 字 架 刑 と いう 拉 問 の 苦し み に 勝 利 し た 。 
It is Dy charity that twelve Gahlean artsans condueredl the World: 

キリ スト 教 の 達 道 者 で ある 、12 使徒 は 、 思 いや り に よっ て 、 世 界 を 圧倒 し た 。 

they loved truth more than Hife, 

12 使徒 は 、 命 より も 、 真 理 で ある イエ ス を 愛し た 。( ヨ ハネ に よる 福音 14 章 6 節 「 私 
イエ ス は 真理 で ある 。」。) 

and they went without followers to speak it to Deoples and to kimgs: 

12 使徒 は 、 信 者 を 伴わ ず に 独り で 、 真 理 で ある イエ ス に つい て 大 衆 と 権力 者 の 所 へ 
話し に 行っ た 。 

tested by torture, they were found faithful. 

描 間 に よっ て 試さ れ て 、12 使徒 は 、 真 理 で ある イエ ス に 忠実 で ある と 知ら れ た 。 
They showed to the multitude a Iivimg immortahty in their death, 

12 使徒 は 、 死 に 様 ( ざ ま ) に よっ て 、 生 き て いる 魂 の 不死 性 を 大 衆 に 見 せ た 。 

and they watered the earth with a Dlood 

12 使徒 は 、 血 に よっ て 、 大 地 を 潤し た 。 

whose heat could not De extimgunshedl 

12 使徒 が 流し た 血 の 熱 は 絶え な か っ た 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

they were burnimg with the ardours of charity 

思い や りか ら の 熱意 に よっ て 、12 使徒 の 心 は 燃え て いた 。 

It is Dy charity that the Apostles Duilt up ther Creed. 

思い や り に よっ て 、12 使徒 は 、 キ リス ト 教 を 築き 上 げた 。 

They said that to believe together was worth more than to douDt 
SeDarately: 

キリ スト 教徒 は 、「 共 に 信じ る 事 は 、 分 像 し て 疑う より も 、 価 値 が ある 。」 と 話し た 。 
they constituted the hierarchy on the Dasis of oDedience - 

キリ スト 教徒 は 、 従 順 と いう 基礎 の 上 に 位 随 制 を 建て た 。 

rendered so noDble and so great by the spirit of charity, that to serve in 
this manner 1S to relgT: 

役に立つ 事 が 統治 する 事 に 成る くら い 、 思 いや り の 精神 は 、 従 順 を 気 高 い 物 、 大 い 
な る 物 に し た 。 

they formulated the faith of all and the hope of a 由 

キリ スト 教徒 は 、 全 て の 信心 と 希望 を 形 に し た 。 


and they Dut this Creed in the keeping of the charity of all. 

キリ スト 教徒 は 、 キ リス ト 教 と いう 力 を 全て の 思い や り の 保持 に 注ぎ 込ん だ 。 

Woe to the egoist who appropriates to himself a single word of this 
inheritance ofthe Wordi 

神 の 言葉 イエ ス の 遺産 で ある 、 キ リス ト 教 の 言葉 を 一 言 だ け で も 私 物化 する 利己 主 
義 者 に は 、 災 い が 有 る ! 

he is a delcidle, 

キリ スト 教 の 言葉 を 一 言 で も 私 物化 する 利己 主義 者 は 、 神 殺し で ある 。( 神 を 殺す 事 
は 不可 能 で ある 。) 

who wishes to dismember the Dody of the Lord. 

な ぜ な ら 、 キ リス ト 教 の 言葉 を 一 言 で も 私 物化 する 利己 主義 者 は 、 主 で ある 神 イ エス 
の 体 の 分 像 を 望む 者 で ある 。 

This creed is the holy arkK of charity: 

キリ スト 教 は 、 思 いや り の 、 契 約 の 箱 で ある 。 

whoso touches it iS stricken Dy eternal death, 

キリ スト 教 と いう 契約 の 箱 に 触れ た 人 は 誰 で も 永遠 の 死に 打ち 倒さ れる 事 に 成る 。 
for 

な ぜ な ら 、 

charity withdraws itself from him. 

思い や り は 、 思 いや り の 禁忌 に 触れ た 人 か ら 差し 伸 べ て いた 手 を 引き 上 げ る 。 

It is the sacred inheritance of our childrer, 

思い や り は 、 子 孫 へ の 神 的 な 遺産 で ある ! 

it is the price ofthe blood of our fathers! 

思い や り は 、 祖 先 の 血 の 価値 で ある ! 

It is by charity that the martyrs took consolation in the prisons of the 
CaeSaTS, 

ロー マ 星 帝 ど も の ロー マ 帝 国 の 中 獄 の 中 で 、 思 いや り に よっ て 、 狗 教 者 は 慰め を 得 
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and wonr ovVer to their Delief even their warders and their executioners. 
思い や り に よっ て 、 狗 教 者 は 皇 獄 の 看守 や 死刑 執行 人 すら 説得 し て キリ スト 教 を 信 
じ さ せ た 。 

It is in the name of charity that St. Martm of Tours protested against the 
torture of the Priscillians, 

思い や り と いう 名 前 に よっ て 、 ト ゥ ー ル の 聖人 マル ティ ヌス は 、 プ リ シ ラ リア ン 派 の 異 
端 者 へ の 拉 問 に 対し て 抗議 し た 。 

and separated hmself from the commumnion ofthe tyrant who wished to 
impose faith Dy the sword. 

思い や り と いう 名 前 に よっ て 、 ト ゥ ー ル の 聖人 マル ティ ヌス は 、( 暴 力 で ある ) 剣 に よっ 
て 宗教 を 強制 し た い 暴君 の 様 な 似非 信者 の 宗派 と 絶縁 し た 。 

It is Dy charity that so great a crowd of sainmts haVe forced the world to 
aCCeDt them as expiation for the crimes commmitted in the name of 
religion itself, and the scandals of the profaned sanctuary, 


宗教 の 名 前 を か た っ て 犯さ れ た 罪 の つぐ な いと し て 、 聖 所 に 潜り 込ん だ 大 衆 に よる 
醍 聞 の つぐ な いと し て 、 多 数 の 聖人 達 が 、 思 いや り に よっ て 、 世 界 に 宗教 を 認め させ 
7 だ 5 

It is Dy charity that St. Vincent de Paul and Fenelon compelled the 
admiration of even the most impious centuries, 

不信 心 な 世紀 で すら 、 思 いや り に よっ て 、 ヴ ァ ン サン ド ポー ル と フラ ン ソ ワ フェ ヌ ロ ン 
は 、 た た えら れ た 。 

and quelled in adVance the laughter of the children of Voltaire before 
the imposing dignity of their Virtues. 

思い や り に よっ て 、 徳 の 気 高 さ で 、 ヴ ァ ン サン ド ポー ル と フラ ン ソ ワ フェ ヌ ロ ン は 、 
ヴォ ル テ ー ル の 弟子 の 笑い 声 を 事前 に 黙ら せ た 。 

It is Dy charity, fimally, that the folly of the cross has Decome the wisdom 
of the nations, 

思い や り に よっ て 、 十 字 架 の 愚か さ は 、 諸 国民 の 知 に 成っ た 。( コ リン ト 人 へ の 第 1 の 
手紙 1 章 18 節 か ら 24 節 「 減 びる 人 に は 十字 架 の 伝道 は 患 か さ で ある 。 神 は 伝道 
の 愚か さ に よっ て 信じ る 人 を 救う 事 を 望ん だ 。」。) 

Decause 

な ぜ な ら 、 

every noDle heart has understood thatit is greater to Delieve wrth those 
who love, and who devote themselves, than to douDt with the egotists 
and with the slaVes of pleasure. 

気 高 い 心 の 持ち 主 は 、 利 己 主義 者 や 快楽 の 奴隷 と 共に 疑う より も 、 思 いや る 人 や 献 
身 的 な 人 と 共に 信じ る の は 偉大 で ある 、 と 理解 し た 。 
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IN HOC SIGNO VINCES 


The sign of the great mystery 
大 いな る 神秘 の 象徴 


FIRST ARTITCLE 


第 1 条 

SOLUTION OF THE FIRST PROBLEM 

第 1 の 問題 の 解決 。 確 実 な 絶対 な 方 法 で 、 神 の 存在 を 証明 する 事 と 、 神 を 全て の 人 
の 精神 に 確信 させ られ る 、 神 の 概念 を も た ら す 事 。 


THE TRUE GOD 
真 の 神 


GOD can only De defined Dy faith: 

神 の 教え だ けが 神 を 定義 で きる 。 

science Can_ neither deny nor affirm that He existSs. 

科学 は 神 の 存在 を 育 定 も 否定 も で き な い 。 

God is the aDsolute oDject of human faith. 

神 は 人 の 信心 の 絶対 の 目標 で ある 。 

In the infimite, He is the supreme and creatiVe intelhgence of order 
神 に と っ て は 、 神 は 秩序 の 無 上 の 創造 する 知 で ある 。 

In the world, He is the spirit of charity. 

世界 に と っ て は 、 神 は 思い や り の 精神 で ある 。 

Is the Umiversal Beimg a fatal machine which eternally grimds down 
Intelligences Dy chance, 

普遍 の 存在 で ある 神 は 、 知 性 を 持つ 人 を 永遠 に 運 任せ に 摩耗 させ る 必然 の 機械 で 
は ? い いえ ! 

OY 

また は 、 

a DroVvldental intelligence which directs forces in order to ameliorate 
mmds? 

神 は 、 人 の 精神 を 改善 する た め に 2 つの 力 を 傾け る 神意 を 持つ 知 的 存在 で ある 
か ? は い ! 

The first hypothesis is repugnant to reasOT: 

「 神 は 、 人 を 運 任せ に 摩耗 させ る 必然 の 機械 で は ?」 と いう 仮説 は 、 理 性 に 反する 。 
1t 1S Dessimlstic and irmmoral. 

「 神 は 、 人 を 運 任せ に 摩耗 させ る 必然 の 機械 で は ?」 と いう 仮説 は 、 悲 観 的 で あり 、 
不道徳 で ある 。 

Sclentce amdl reason Oought then to accept the second. 

知 と 論理 は 「 神 は 、 人 の 精神 を 改善 する た め に 2 つの 力 を 傾け る 神意 を 持つ 知 的 存 
在 で ある 。」 と いう 仮定 を 当然 、 選 ぶ べ き で ある 。 

YeS, 

EK 

Proudhon, 


神 を 冒 済 し た 無政府 主義 者 プルー ドン よ 。 

God is an hypothes1s, 

神 は 仮定 で ある 。 

Dut 

し か し 、 

an hypothesis so necessary that wthout it, all theorems Decome aDsurd 
Or douDtful. 

神無 し で は 全て の 原理 が 不条理 に 成っ て し まう か 疑わ し く 成っ て し まう くら い 、 神 は 
絶対 に 必要 な 仮定 で ある 。 

For imitiates of the 0Qabalah, God is the aDsolute unity which creates and 
arumates nurmnDers. 

カバ ラ の 秘伝 伝授 者 に と っ て は 、 神 は 、 数 を 創造 し 、 命 を 数 に 与え て いる 、 絶 対 の 統 
一 性 で ある 。 

The umity of the human intellhigence demonstrates the umity of God. 

人 の 知性 の 統一 性 は 、 神 の 統一 性 を 実証 する 。 

The key of numDers is that of creeds, 

数 の 鍵 は 諸 宗教 の 鍵 で ある 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

slgns are analogical figures of the harmony which proceeds from 
nurmDers. 

宗教 の 象徴 は 、 数 が も た らし て いる 調和 に よる 類推 可能 な 形 で ある 。 
Mathematics could neVer demonstrate Dhmd fataHty, 

数 学 は 、( 存 在 し な い ) 盲 目的 な 不可 避 の 運命 を 決し て 証明 で き な い 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

they are the expression of the exactttude which is the character of the 
highest reason. 

数 は 、 無 上 の 理性 の 性 質 で ある 正確 さ の 、 表 れ で ある 。 

Unity demonstrates the analogy of contraries: 

統一 性 は 正反対 の も の の 類推 可能 性 を 実証 する 。 

it is the foundation, the eguihbrium, amd the end of numDers. 

統一 性 は 、 数 の 基礎 、 数 の つり 合い 、 数 の 目的 で ある 。 

The act of faith starts from umuty, and returns to umity. 

信心 の 作用 は 、 統 一 性 か ら も た ら さ れ 、 統 一 性 へ 戻る 。 

We shall now sketch out an explanation of the Bible Dy the aid of 
nurmDers, 

さて 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 数 の 助け を 借り て 聖書 の 説明 を 大 ま か に 話す つも り で ある 。 
for 

な ぜ な ら 、 

the Bible js the Dook of the images of God. 

聖書 は 神 の 象徴 の 書 で ある 。 


We shall ask numDers to giVve us the reason of the dogmas of eternal 
religion: 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 永 遠 の 神 の 教え の 論理 を 知ら せる 様 に 、 数 へ 求め る つも り で あ 
る 。 
numDers wl always reply Dy reurntimg themselves in the synthesis of 
uuty. 

統一 性 と いう 統合 に お いて 、 数 の 再 統一 に よっ て 、 常 に 、 数 は 答え て くれ る で あろ う 。 
The following pages are simply outhmes of qaDalistic hypotheses: 
下記 は 、 数 に つい て の カバ ラ に よる 推測 の 簡潔 な 概要 で ある 。 

they stand apart from faith, 

下記 は 、 宗 教 の 教義 と は 別 の 物 で ある 。 

and we indicate them only as curiosities of research. 

下記 を 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 探究 へ の 好奇 心 と し て 示す に 留め る 。 

It is no Dart of our task to make innovations in dogma, 

下記 に より 、 宗 教 の 教義 で 変革 を 行う 事 は エリ ファ ス レヴ ィ の 務め で は な い 。 

and what we assert in our character as an initate 1S entrely 
Subordimate to our suDmission in our character as a Christian. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 秘 伝 伝授 者 と し て の 資格 に よる 主張 を 、 キ リス ト 教 徒 と し て の 性 
質 に よる 帰順 先 ( で ある カト リッ ク 教 会 の 判断 ) に 完全 に 従わ せる つも り で ある 。 


SKETCH OF 1]HE PROPHETIC THEOLOGY OF NUMBERS 
数 に よる 預言 の 神学 の 概要 


1 

数 1 

UNITY 

単 一 性 

UNITY is the principle and the synthesis of numDers: 

単 一 性 は 、 原 理 で ある 、 数 の 統合 体 で ある 。 

it is the idea of God and ofman: 

単 一 性 は 、 神 の 概念 で あり 、 人 の 概念 で ある 。 

it is the alhiance ofreason and of faith. 

単 一 性 は 、 論 理 と 信心 の 一 致 で ある 。 

Faith cannot De opposed to reaso: 

信心 が 論理 に 反する の は 不可 能 で ある 。 

1t is made necessary Dy loVe, it 1S identical with hope. 

愛 が 信仰 を 必然 に する 。 信 仰 は 希望 と 一 致す る 。( コ リン ト 人 へ の 第 1 の 手紙 13 章 
13 節 「 信 仰 、 希 望 、 愛 。」。) 

To loVe is to DelieVe and hoDe: 

愛す る 事 は 、 信 じ る 事 で あり 、 望 む 事 で ある 。 

and this triple outburst of the soul is called Virtue, 

魂 か ら 3 つ 1 組 で 爆発 的 に 出 て 来る 、 信 仰 、 希 望 、 愛 は ( 対 神 ) 徳 と 呼ば れ て いる 。 
DecausSe, 

な ぜ な ら 、 

In order to make it, courage 1S neCeSsarV. 

徳行 を 行う に は 、 勇 気 の 力 が 必要 で ある 。(Virtue は 徳 、 徳 行 、 力 を 意味 する 。) 
But 

と どころ で 。 

would there De any courage in that, if douDt were not DossiDle? 
仮に 、 疑 う 能 力 が 無けれ ば 、 徳 行 に お いて 、 ど ん な 勇気 を 望む で あろ うか ? い いえ ! 
仮に 、 疑 う 能 力 が 無けれ ば 、 徳 行 に お いて 、 勇 気 は 不要 と 成っ て し まう ! 

NOWY, 

さて 、 

to be aDle to douDt, is to douDt. 

疑う 事 が 可能 で ある と いう 事 は 疑っ て いる と いう 事 で ある 。 

DouDbt is the force which Dalances faith, 

疑う 力 は 、 信 じ る 力 と 、 つ り 合 う 力 で ある 。 

and it constitutes the whole merit of faith. 

疑っ た 事 は 、 信 じ る 様 に 成っ た 事 に 完全 に 役立つ 様 に 成る 。 

Nature herself induces us to Delieve: 

自然 は 自ら 、 人 が 信じ る 様 に 誘導 する 。 

Dut 


じ が し 、 

the formulae of faith are social expressions of the tendencies of faith at 
a g1Ven eDOch. 

信仰 の 諸 形 態 は 、 当 時 の 信仰 の 傾向 の 社会 的 な 表現 で ある 。 

It is that which proVes the Church to De infallible, evidentially and in 
fact. 

「 信 仰 の 諸 形態 は 、 当 時 の 信仰 の 傾向 の 社会 的 な 表現 で ある 。」 事 は 、 明 ら か に 、 事 
実 と し て 、 カ トリ ッ ク 教 会 は 誤り が 無い 事 を 証明 する 物 で ある 。 

God is necessar1ly the most unkmown of all Deimgs 

必然 的 に 、 神 は 、 全 て の 存在 の 中 で 最も 未知 の 者 で ある 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

He is orly defimed Dy negatiVe exDerienCe: 

人 を 拒絶 する 経験 に よっ て の み 、 神 は 、 定 義 さ れる 。 

He is all that We are not 

神 は 、 人 に は 無い も の 全て で ある 。 

He is the infimite opposed to the fimite Dy hypothesis. 

神 は 、 仮 定 に よる と 、 有 限 と は 正反対 の 、 無 限 で ある 。 

Faith, and conseqguertly hope and love, are so free that man, far from 
beng aDle to impose them on others, does not even nmpose them on 
himself. 

信仰 、 ま た は 、 信 仰 、 希 望 、 愛 は 、 人 が 決し て 他人 に 強制 で き な い くら い 、 人 が 自身 に 
すら 強制 し な いく らい 、 自 由 な も の で ある 。 

"These, " says relhigion, "are graCeS. " 

キリ スト 教 は 、「 信 仰 、 希 望 、 愛 は 、 神 の 思い や り で ある 。」 と 話し て いる 。 

NOWY, 

SS 

1S it Conce1vable that grace should De suDject to demand or exacton: 
神 の 思い や り は 、 人 か ら の 要求 や 強要 に 従う べき で ある 、 と 考え られ る か ? い いえ ! 
神 の 思い や り は 、 人 か ら の 要求 や 強要 に 従う べき で は な い 、 と 考え られ る ! 

that is to say 

言い 換え る と 、 

could any one wish to force men to a thing which comes freely and 
wrthout price from heaven? 

天 か ら 自 由 に 報い を 求め ず に 来る も の で ある 、 神 の 思い や り へ 無理 に 押し 入る 事 を 
要求 で きる 人 は 誰か ? 神 の 思い や り へ 無理 に 押し 入る 事 を 要求 で きる 人 は 存在 し 
な い ! 

One must not do more than desire it for them. 

人 は 、 自 分 や 他人 の た め に 、 神 の 思い や り を 望む だ け に 留め な さい 。 

To reason concernmg faith is to think irrationally, 

科学 の 論理 で 信心 に つい て 論理 的 に 考え る 事 は 、 非 論理 的 に 考え る 事 に 成っ て し 
まう 。 

S1mCe 


な ぜ な ら 、 

the oDject of faith is outside the universe Of reason. 

信心 の 目標 で ある 神 は 、 科 学 の 論理 の 領域 の 外 に 存在 する 。 

If one asks me:- "Is there a God?" Ireply, "1 Delieve it." 

も し 人 が エリ ファ ス レヴ ィ に 「 神 は 存在 する の か ?」 と 尋ね た ら 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 
「 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 神 が 存 在 す る と 信じ て いる 。」 と 答え る 。 

"But are yOU SUTe Of it?"- 

「 し か し 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 神 が 存 在 する と 確信 し て いる の か ?」。 

"Tf 1 Were sure Of it, I should not Delieve it, I should kmow 1t." 

「 仮 に 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が 神 は 存在 する と 確信 し て いた ら 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 神 が 
存在 する と 信じ て いる の で は な く 知 っ て いる で あろ う 。」。 

The formulation of faith is to agree upon the terms of the common 
hypothesis. 

信心 の 公式 化 は 、 神 と いう 共通 の 仮定 の 諸 条 件 を 決定 する 事 で ある 。 

Faith Degins where sclence endS. 

学問 の 力 が 絶え た 所 で 信心 は 生じ る 。 

To erlarge the scope of science 1S apDDarently to dimimish that of faith: 
学問 の 領域 を 拡大 する 事 は 、 宗 教 の 領域 を 減少 する 事 に 誤っ て 見 えて し まう 。 

Dut in reaHty, 

し か し 、 実 際 は 、 

lt is to erlarge 1t in edual DroDortlol 

学問 の 領域 を 拡大 する 事 は 、 同 じ 割 合 で 、 宗 教 の 領域 を 拡大 する 事 に 成る 。 

for 

な ぜ な ら 、 

it is to ampIfy its Dase. 

学問 の 領域 を 拡大 する 事 は 、 宗 教 の 基礎 を 拡大 する 事 に 成る 。 

One can only define the unknown Dy its suDposed and suDposaDle 
relations wlth the kmown. 

人 は 、 既 知 の も の と 未知 の も の の 仮定 され て いる 関係 や 仮定 で きる 関係 に よっ て の 
み 、 未 知 の も の を 定義 で きる 。 

Analogy was the sole dogma of the ancient magi. 

類推 可能 性 は 古代 の 祭司 マギ の 唯一 の 考え で あっ た 。 

This dogma may indeed De called "mediator" 

実際 に は 、 多 分 、 祭 司 マ ギ の 考え で ある 「 類 推 可能 性 」 は 「 仲 介する も の 」 と 言え る 。 
for 

な ぜ な ら 、 

it is half scientific, half hypothetical: 

「 仲 介する も の 」 と 言え る 、 祭 司 マ ギ の 考え で ある 「 類 推 可能 性 」 は 、 半 分 は 知 で あり 、 
半分 は 仮定 で ある 。 

half reason, and half poetry. 

「 仲 介する も の 」 と 言え る 、 祭 司 マ ギ の 考え で ある 「 類 推 可能 性 」 は 、 半 分 は 論理 で あ 
り 、 半 分 は 詩 で ある 。 

This dogma has Deen, and wil always De, the father of all others. 


「 仲 介する も の 」 と 言え る 、 祭 司 マ ギ の 考え で ある 「 類 推 可能 性 」 は 、 他 の 全て の も の 
の 父 で あっ た し 、 常 に 、 他 の 全て の も の の 父 で あろ う 。 

What is the Man-God? 

人 に 成っ た 神 イ エス と は 何者 な の か ? 

He who realizes, in the most human Hife, the most divine ideal. 

人 に 成っ た 神 イ エス は 、 最 も 人 的 な 一 生 に よっ て 、 最 も 神 的 な 理想 を 実現 し た 。 
Fath is a divination of imtelligence and of loVe, when these are directed 
by the pointimgs of nature and ofreason. 

信心 は 、 自 然 と 論理 の 指針 に 導 か れ た 知 に よる 予見 で あり 、 自 然 と 論理 の 指針 に 導 
か れ た 思い や り に よる 予見 で ある 。 

It is then of the essence of the things of faith to De inaccessible to 
Sclence, doubtful for philosophy, and undefimed for certainty, 

科学 に と っ て 近づき 難い 事 、 哲 学 に と っ て 疑わ し い 事 、 確 信 に と っ て 不明 で ある 事 は 、 
信心 の も の の 本 質 で ある 。 

Faith is an hypothetical realization amd a conVentional determination of 
the last aims of hope. 

信心 は 、 希 望 の 最終 目標 の 仮定 的 な 実現 で あり 、 希 望 の 最終 目標 へ の 慣行 的 な 決 
意 で ある 。 

It is the attachmenrt to the visible sign of the thimgs which one does not 
Se6e. 

信心 は 、 人 の 目 に は 見 えな いも の に つい て の 、 目 に 見 える 象徴 へ の 支持 で ある 。 
"Faith is the suDstance of things hoped for the evidence of thimgs not 
See.” 

「 信 心 は 、 希 望 し て いる も の の 実体 で あり 、 目 に は 見 えな いも の の 証拠 で ある 。」。 

To affirm without folly that God is or that He is not, one must Degin with 
areasonaDle or unreasonaDle defiruntion of God!. 

神 の 存在 、 ま た は 、 神 の 不在 を 、 狂 わ ず に 断言 する に は 、 論 理 的 に 、 ま た は 、 非 論理 
的 に 、 神 の 定義 か ら 始 め る 必要 が 有る 。 

Nowy, this defirntior, in order to De reasonaDle, must De hypothetical, 
analogical, and the negation of the known fimite. 

神 の 定義 が 論理 的 で ある に は 、 神 の 定義 は 、 仮 定 的 で 、 類 推 可能 的 で 、 有 限 の 既知 
の も の の 否定 で ある 必要 が 有る 。 

It 1s Doss1Dle to deny a Dartcular GodL 

有限 の 劣っ た 神 ( と いう 妄想 ) を 否定 する 事 は 可能 で ある 。 

Dut 

し か し 、 

the absolute God can no more De demied than He can De proVedi 

無限 の 絶対 の 神 の 存在 の 証明 は 不可 能 で ある 、 の と 同じ く 、 無 限 の 絶対 の 神 の 台 
定 は 不可 能 で ある 。 

He is a reasonaDle suDposition in whom one Delieves. 

無限 の 絶対 の 神 は 、 人 が 信じ る 、 論 理 的 な 仮定 で ある 。 

"Blessed are the pure in heart, for they shall see God," said the Master: 


マタ イ に よる 福音 5 章 8 節 で 、 主 イエ ス は 「 心 の 清 い 人 達 は 幸い で ある 。 心 の 清 い 人 
達 は 神 を 見 る か ら 。」 と 話し て いる 。 

to see wrth the heart is to DelieVe: 

「 心 の 清 さ で 神 を 見 る 。」 と いう の は 、「 心 の 清 さ で 神 を 信じ る 。」 事 で ある 。 

and if this faith is attached to the true goodL it can neVer De deceived!, 
provided thatit does not seek to defime too much in accordance with the 
dangerous inductions which spring from Dersonal ignorantce. 

も し 、 心 の 清 さ に よる 神 へ の 信心 が 本 物 の 善 を 愛せ ば 、 個 人 的 な 無知 か ら 生 じ る 冒 
険 的 な 帰納 法 に 従っ て 本 物 の 普 を あま り に も 定義 し 過ぎ よう と し な い 限 り 、 心 の 清 
さ に よる 神 へ の 信心 に 誤っ た 印象 を 与え る 事 は 決し て で き な い 。 

Our judgments in questions of faith apply to ourselVes: 

心 の 清 さ に よる 神 へ の 信心 に よっ て 、 他 人 を 裁く 裁き は 自身 に も 適用 され て 、 他 人 を 
裁く 裁き で 自分 も 区 か れる 。( マ タイ に よる 福音 7 章 1 人 節 か ら 2 節 「 他 人 を 裁く な か 
れ 。 自 分 が 戴 か れ な いた め に で ある 。 他 人 を 裁く 裁き で 自分 も 裁 か れる で あろ 
281。) 

1t wll De done to us as We haVe DelieVvedi: 

人 が 信じ た 方 法 で 人 は 裁 か れる で あろ う 。 

thatis to say 

言い 換え る と 、 

We create ourselVves in the image of our ideal. 

人 は 自身 を 自分 の 理想 の 形 に 創造 する 。 

"Those who make their gods Decome 1ike unto them," says the psahmst, 
"and all they that put their trust im them.…“ 

詩 編 115 章 8 節 で 、 詩 編 の 作者 は 「 神 の 偶像 を ね つ 造 し た 者 と 、 ね つ 造 し た 神 の 偶 
像 を 信じ る 者 は 、 全 て 、 ね つ 造 し た 神 の 偶像 に 似 た 者 に 成っ て し まう 。」 と 話し て いる 。 
The divine ideal of the ancient world made the civihization 

古代 の 世界 の 神 的 な 理想 は 文明 を 創造 し た 。 

which came to an end!, 

古代 の 世界 の 神 的 な 理想 が 創造 し た 文明 は 終わ っ た 。 

and one must not despair of seeing the god of our barDarous fathers 
become the devil of our more enhghtened children. 

無 学 な 祖先 の 神 が 、 よ り 啓蒙 され て いく 子 了 多 の 悪魔 と 成っ て し まう の を 見 て 、 絶 望 す 
る な か れ 。 

One makes devils with cast-off gods, 

人 は 捨て た 神々 に よっ て 諸々 の 悪魔 を ね つ 造 する 。 

and 

その た め 、 

Satan 1S Orly so incoherent and so formless 

サタ ン は 形 が 、 と て も 支 離 減 像 で ある 。( 悪 魔 は 存在 し な い 。) 

Decause 

な ぜ な ら 、 

he is made up of all the rags of ancient theogonies. 

サタ ン は 、 古 代 の 神 統 系 譜 学 の 残骸 の 全て で 、 ね つ 造 され て いる 。 


He is the sphinx wrthout a secret, 

サタ ン は 、 神 秘 を 失 く し た スフィンクス で ある 。 

the riddle without an answer 

サタ ン は 、 答 え を 失 く し た 謎 で ある 。 

the mystery without truth, 

サタ ン は 、 真 理 を 失 く し た 神秘 で ある 。 

the aDsolute without reahty and without light. 

サタ ン は 、 真 実 と 光 を 失 く し た 絶対 者 で ある 神 で ある 。 

Man is the son of God 

人 は 、 神 の 子 で ある 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

God. mamifested, realized, and incarnated upon earth, called Himself 
the Son of man. 

マタ イ に よる 福音 9 章 6 節 な ど で 、 地 上 に 表れ た 神 イ エス 、 地 上 で 実現 し た 神 イ エス 、 
地上 で 人 に 成っ た 神 イ エス は 、 自 身 を 「 人 の 子 」 と 呼ん で いた 。 

It is after having made God in the image of His intelligence and of His 
love, that humaruty has understood the sublhme Word who said "Let 
there be light!" 

人 は 、 神 の 知性 と 神 の 思い や り を 想像 し て 神 を 創造 し た 後 で 、「 光 あれ !」 と 言う 崇高 
な 神 の 言葉 を 理解 し た 。 

Man is the form of the divine thought, 

人 は 、 神 的 な 思考 の 形 に 成る 。 

and God is the idealized synthesis of human thought. 

神 は 、 人 の 思考 の 理想 の 統合 体 で ある 。 

Thus 

上 記 の 様 に し て 、 

the Word of God reveals man, 

神 の 言葉 イエ ス は 、 人 を 啓示 する 。 

and the Word ofman reveals God. 

人 に 成っ た 神 の 言葉 イエ ス は 、 神 を 啓示 する 。 

Man is the God of the world, 

人 は 、 こ の 世 の 神 で ある 。 

and God is the man of heaven. 

神 は 、 天 の 人 で ある 。 

Before sayimg "God wills," man has willed. 

「 神 が 望ん で いる 」 と 話す 前 に 、 す で に 、 人 が 望ん で いた 。 

In order to understand and honour AImighty God, man must first De 
free. 

全能 の 神 を 理解 し し た た える た め に 最 重 要 な の は 人 は 自由 で ある 必要 が 有る 事 で 
ある 。 


Had he obeyed and aDstaimed from the fruit ofthe tree of kmowledge 
through fear man Would have Deen innocent and stupid as the ]ammb, 
sceptical and reDellious as the angel of light. 

仮に 、 人 が 、 神 の 言葉 に 従っ て 、 恐 れ か ら 善悪 の 知 の 木 の 果 実 を あき ら め て いた ら 、 
人 は 、 子 羊 の 様 に 無知 で あっ た で あろ うし 、 光 を も た ら す 天使 ル シ フ ェ ル の 様 に 疑い 
深く 反抗 的 で あっ た で あろ う 。 

He himself cut the umDilical cord of his simpHcity, amd fallimg free upon 
the earth, dragged God with him in his fall. 

人 は 、「 無 知 」 と いう 「 へ その 緒 」 を 自ら の 手 で 断ち 切っ て 、 自 由 意思 で 地 に 堕ち 、 神 
(に つい て の 想像 ) を 堕天 に 引き ずり 込ん だ 。 

And therefore, 

その た め 、 

fromm this suDblime fall, he rises again glorious, with the great conVict of 
Calvary, and enters with Him into the kingdom of heaVen. 

人 は 、 有 罪 に され て し まっ た ゴル ゴ タ の 丘 の 大 いな る イエ ス と 共に 、 崇 高 な 堕天 か ら 
再び 栄光 に 満ち て 復活 し 、 神 の 王国 に 入る 。 

For 

な ぜ な ら 、 

the kingdom of heaven Delongs to intelligence and 1oVe, 

神 の 王国 は 、 知 と 思い や り に よる 物 で ある 。 

both children of hberty. 

知 と 思い や り は 、 共 に 、 自 由 の 子 で ある 。 

God has shown jiberty to man in the image of a 1oVely womarl 

神 は 、 美 し い 女 性 の 形 に よっ て 、 自 由 を 人 で ある 男性 に 表し て 見 せ た 。 

and in order to test his courage, He made the phantom of death Dass 
Detween her and him. 

神 は 、 人 で ある 男性 の 勇気 を 試す た め に 、 人 で ある 男性 と 自由 で ある 女性 の 間 に 、 
死 の 幻 を 生じ させ た 。 

Man loved, and felt himself to De God: 

人 で ある 男性 は 、 自 由 で ある 女性 を 愛し 、 自 身 が 神 に 成っ た と 感じ た 。 

he gave for her what God had just Destowed upon him eternal hope. 

人 で ある 男性 は 、 神 か ら 与 えら れ た ば か り の も の で ある 、 永 遠 の 希望 を 自由 で ある 
女性 に 譲り 渡し た 。 

He leapt towards his Dride across the shadow of death. 

人 で ある 男性 は 、 死 の 幻 を 超越 し て 、 花 嫁 で ある 自由 で ある 女性 へ 向かっ た 。 
Man possessed 1Derty: 

人 で ある 男性 は 、 自 由 で ある 女性 を 自分 の 物 に し た 。 

he had embraced life. 

人 で ある 男性 は 、 命 で ある 自由 で ある 女性 を 抱い た 。 

Explate now thy glory, O Prometheus! 

栄光 の 罪 を つぐ な いな さい ! お お っ ! プ ロメ テウ ス よ ! 

Thy heart, ceaselessIy devoured, canmot dhie: 

絶え 間 無 く ワ シン に 食い 物 に され て いる プロ メ テ ウ ス の 心 は 死ぬ 事 が で き な い 。 


1t is thy Vulture, it 1S ]uplter who wl die! 

し か し 、 死 ぬ の は ワシ で ある 。 死 ぬ の は 主 で ある 神 ユ ピ テ ル で ある 。 主 で ある 神 ユ ピ 
テル は 、 い つか 死ぬ で あろ う ! 

One day we shall awake at last from the painful dreams of a tormented 
jife: 

いつ か 、 最 後に は 、 人 は 、 苦 し い 一 生 と いう 、 苦 し い 夢 か ら 目 覚め る で あろ う 。 

Our ordeal wl De fimished, 

人 へ の 試練 は 終わ る で あろ う 。 

and we shall De sufficiently strong aganst sorrow to De immortal. 

人 は 、 不 死に 成 れ る くら い 十 分 に 労苦 に 対し て 強く 成る で あろ う 。 

Then we shall 1iVe in God with a more abundant Hfe, 

人 は 、 よ り 豊 富 な 命 で 、 神 の 中 で 生き る で あろ う 。 

and we shall descend into His works with the light of His thought, 

人 は 、 神 の 思考 の 光 と 共に 、 神 の 作品 の 中 に 降臨 する で あろ う 。 

we shall De Dorne away Into the infirmite by the whisper of His 1oVe. 

神 の 思い や り の ささ や き が 、 人 を 無限 の 者 で ある 神 の 中 に 、 さ ら う で あろ う 。 

We shall De without douDt the elder Drethren of a new race, the angels 
Of Dosterity, 

疑い 無く 、 人 は 、 新 し い 民 族 の 兄 、 後 世 の 天 使 に 成る で あろ う 。 

Celestal messengers, We shall wander in immensity, 

天使 で ある 人 は 、 無 限 の 中 を 散策 する で あろ う 。 

and the stars wl De our gleamnng shiDs. 

星々 は 、 天 使 で ある 人 の 輝く 船 と 成る で あろ う 。 

We shall transform ourselves into sweet Visions to calm WeeDing eyeS: 
天使 で ある 人 は 、 涙 を 流し て 泣い て いる 人 の 目 を 静め る た め に 、 甘 美 な 姿 に 変身 す 
る で あろ う 。 

we shall gather radnant jilies in unkmnown meadoWs, 

天使 で ある 人 は 、 未 知 の 草原 で 、 光 を 放つ 白百合 を 集め る で あろ う 。 

and we shall scatter ther dew upor the earth. 

天使 で ある 人 は 、 光 を 放つ 白百合 の 露 を 地上 に 撤 き 散ら す で あ ろう 。 

We shall touch the eyelid of the sleeping child, andrejoice the heart of 
its mother writh the spectacle of the Deauty of her well-Deloved son! 
天使 で ある 人 は 、 眠 っ て いる 幼子 の まぶた に 触れ て 、 最 愛 の 子 の 美 の 光景 で 、 母 の 
心 を 喜ば せる で あろ う ! 


II 

数 2 

THE BINARY 

2 つ 1 組 

THE Dinary is more Dartcularly the numDber of woman, mate of man 
andmother of society. 

特に 、2 つ 1 組 は 、 妻 で あり 社会 の 母 で ある 、 女 性 の 数 で ある 。 

Man is love in intelhgence: 

男性 は 、 知 に よる 思い や り で ある 。 

woman is intelligence in loVe. 

女性 は 、 思 いや り に よる 知 で ある 。 

Woman is the smile of the Creator content with himself, 

女性 は 、 自 身 に 満足 し た 創造 主 で ある 神 の 微笑 で ある 。 

anditis after making her that He rested, says the divime paraDle. 

神 の 例え 話 で ある 創世 記 に は 、 神 が 女性 を 創造 し た 後に 安息 し た 、 と 記さ れ て いる 。 
Woman stands before man Decause she is mother 

女性 は 、 母 で ある た め 、 男 性 より 優先 され る 。 

and allis forgiVen her in adVance, Decause she Drings forth in sorrOW. 
女性 は 、 労 苦し て 産む の で 、 事 前 に 、 全 て の 事 が 許さ れ て いる 。 

Woman initated herself first into immortality through death: 

女性 は 、 男 性 より 先 に 、 死 を 通じ て 、 不 死に 入門 し た 。 

then 

その た め 、 

man saw her to De so Deautiful, amnd understood her to De so generOUS, 
that he refused to surVviVve her and loved her more than his life, more 
than his eternal happineSSs. 

男性 は 、 男 性 より 先 に 死 を 通じ て 不死 に 入門 し た 女性 が 美しく 思い や り 深 いと 理解 
し た の で 、 女 性 より 長生 きす る 事 を 望ま ず 、 自 分 の 命 よ り も 、 自 分 が 永遠 に 幸せ で あ 
る より も 、 女 性 を 愛し た 。 


Happy outlaw, 

男性 アダ ム は 、 幸 せな 国外 追放 者 で ある ! 
S1mCe 

な ぜ な ら 、 


she has Deen giVen to hm as cormpamon in his exile! 

神 は 、 男 性 の 国外 追放 中 に 、 男 性 の 対 と し て 女性 エヴァ を 男性 アダ ム に 与え た ! 
But 

し か し 、 

the children of Cain have revolted against the mother of Abel: 

カイ ン の 子孫 は 、 ア ベル の 母 エ ヴァ で ある 女性 に 反抗 し た 。 

they have enslaved their mother 

カイ ン の 子 擦 は 、 母 エヴァ で ある 女性 を 奴隷 に し た 。 

The beauty of woman has Decome a prey for the Drutality of such men 
as Cannot 1oVe. 


女性 の 美 は 、 女 性 を 愛す る 力 が 無い 男性 の 食い 物 に され た 。 

Thus 

その た め 、 

woman closed her heart as 下 it were a secret sanctuary, 

女心 が 秘密 の 聖 所 で ある か の 様 に 、 女 性 は 女心 を 閉ざし た 。 

and sald to men unworthy of her: "1 am virgim, Dut I wl to Decome 
mother and my son wll teach you to love me.“ 

女性 は 「 処 女 は 母 に 成る 事 を 望む 。 処 女 の 息 子 イ エス は 、 あ な た た ち 男 性 に 女性 を 
愛す る 事 を 教え る で あろ う 。」 と 、 女 性 に 相応 し く な い 男 性 へ 話し た 。 

0 EVe! 

お お っ ! 女 性 エヴァ ! 

Salutation and adoration in thy fall! 

女性 エヴァ の 誘惑 へ の 敗北 が 敬礼 され ます 様 に ! 

O MaryI 

お お っ ! 処 女 懐胎 し た 聖母 マリ ア ! 

Blessinmgs and adoration in thy sufferimgs and in thy glory! 

処女 懐胎 し た 聖母 マリ ア の 労苦 と 栄光 が 祝福 され て 敬礼 され ます 様 に ! 
Crucified and holy one who didst surVive thy God that thou mightst 
Dury thy som, 

後に 、 十 字 架 に は りつ け に され た 、 聖 母 マ リア は 、 息 子 イ エス を 埋葬 する た め に 、 人 に 
成っ た 神 イ エス の 死後 、 生 き 残 っ て いた 。 

be thou for us the final word of the divine revelation! 

聖母 マリ ア が 、 人 に と っ て 、 神 の 啓示 の 究極 の 言葉 に 成り ます 様 に ! 

Moses called God "Lord": 

モー セ は 、 神 を 主 と 呼 ん だ 。 

Jesus called Him "My Father" 

イエ ス は 、 神 を 父 と 呼ん だ 。 

and we, thinking of thee, may say to Providence, "You are Our mother" 
エリ ファ ス レヴ ィ は 、 神 に つい て 思考 し て 、「 神 意 は 人 の 母 と 言え る か も し れ な い 。」 と 
思考 する 。 

Children of womart let us forgive fallen womanl 
女性 エヴァ の 子孫 で ある 、 人 よ 、 誘 惑 に 負け た 女性 を 許 そう ! 

Children of woman, let us adore regenerate womanl 
女性 エヴァ の 子孫 で ある 、 人 よ 、 改 心 し た 女性 を 景 散 し よう ! 

Children of woman, who havVe slept upon her Dreast, Deen cradled in 
her arms, and consoled Dy her caresses, let us loVe her 
女性 エヴァ の 子 擦 で あり 、 母 の 胸 で 眠っ た 事 が 有る 、 母 の 腕 に 抱か れ た 事 が 有る 、 
母 に 撫で られ て 慰め られ た 事 が 有る 、 人 よ 、 女 性 を 愛 そう ! 母 を 愛 そう ! 

and 

そし て 、 

let us loVe each other! 

人 よ 、 互 い に 愛 し 合い な さい !( ヨ ハネ に よる 福音 15 章 12 節 か ら 17 節 イ エス 「 互 い 
に 愛し 合い な さい !」。) 


III 

数 3 

THE TERNARY 

3 つ 1 組 

THE Ternary 1s the numDer of creation. 

数 3 は 、 創 造 の 数 で ある 。 

God creates Himself eternally, 

神 は 、 永 遠 に 、 自 身 を 創造 する 。 

and the infinite which He {ils with His works is an incessant and 
imfimite creaton. 

神 が 神 の 作品 で 満た す 無限 は 、 絶 え 間 無い 無限 の 創造 で ある 。( 神 が 無限 を 神 の 作 
品 で 満た す の で 、 無 限 の 中 で は 神 の 絶え 間 無 い 無限 の 創造 が 行わ れ て いく 。) 
SuDrerme loVe contermplates itself in Deauty as in a mirror 
無 上 の 思い や り は 、 美 を 見 本 と し て 自身 に つい て 熟考 する 。 

and It essays all forms as adornrments, 

無 上 の 思い や り は 、 諸 形態 を 装飾 品 と し て 試す 。 

for 

な ぜ な ら 、 

It is the lover of life. 

無 上 の 思い や り は 、 命 の 愛好 者 で ある 。 

Man also affirms himself and creates himself: 

同様 に 、 人 は 、 自 身 を 確認 し て 、 自 身 を 創造 する 。 

he adorns himself with his trophies of Victory 

人 は 、 自 分 が 勝ち 取っ た 戦利 品 で 自身 を 飾る 。 

he enlightens himself with his own conceptions, 

人 は 、 自 分 自身 の 考え に よっ て 、 自 身 を 教え る 。 

he clothes himself with his works as with a Wedding garment. 

マタ イ に よる 福音 22 章 の 例え 話 の 様 に 、 人 は 、 自 分 の 行為 を 「 結 婚 式 用 の 礼服 」 と 
し て 身 に つけ る 。( マ タイ に よる 福音 22 章 の 例え 話 の 「 結 婚 式 用 の 礼服 」 は 「 人 の 生 
前 の 正しい 行い 」 を 意味 する 例え で ある 。) 

The great Week of creation has Deer imutated Dy human genius, 
divinmg the forms of nature. 

人 の 知性 は 、 自 然 の 諸 形態 を 見 抜い て 、 創 世 記 の 、 創 造 の 大 いな る 7 日 間 を 模 條 し 
7 

Every day has furnished a new revelation, 

日 々 は 、 新 し い 啓 示 を も た らし た 。 

eVery new king of the world has Deen for a day the image and the 
imcarnation of Godl! 

この 世 の 新興 の 王 は 、 全 て 、 一 日 間 限 定 の 、 人 に 成っ た 神 の 様 な 存在 で あっ た ! 
(ロー マ の 信徒 へ の 手紙 13 章 「 神 が 立た せ て いる の で は な い 権 力 者 は 存在 し な い 。 
神 が 現 在 の 権力 者 を 立た せ て いる 。」。 出 エジプト 記 9 章 16 節 と ロー マ の 信徒 へ の 
手紙 9 章 17 節 「 神 が ファ ラオ と いっ た 権力 者 を 王 の 地位 に 昇 ら せ た の は 、 人 で ある 
王 に 代行 させ て 神 の 力 を 発揮 する た めで ある 。」。) 


Subhme dream which explains the mysteries of India, and justifies al 
SymDoHisms! 

上 記 は 、 イ ンド の 神秘 を 説明 し て 、 全 て の 象徴 を 正しい 物 と する 、 崇 高 な 夢 で ある ! 
The 1ofty conception of the man-God corresponds to the creation of 
Adam, 

人 に 成っ た 神 に つい て の 気 高 い 概念 は 、 人 アダ ム の 創造 と 対応 し て いる 。 

and Christianity, ike the first days of man in the earth1y paradise, has 
Deen only an aspiratlon and a wldowhood. 

地上 の 楽園 に お ける 人 アダ ム の 最初 の 日 々 の 様 に 、 キ リス ト 教 は 、 結 婚 相 手 だ け を 
望み 求め る 未亡人 で ある 。( 創 世 記 2 章 の 例え 話 で 、 神 は 人 アダ ム が 独り で ある の 
は 良く な いと し 、 男 性 アダ ム に 相応 し い 「 助 け 手 」、「helper」 が 見 つか ら な い の で 、 
女性 エヴァ を 創造 し た 。 地 上 楽園 ) 

We wait for the worship of the bride and of the mother: 

人 は 、 花 嫁 や 母 と し て 敬礼 で きる キリ スト 教 を 待ち 望ん で いる 。 

we shall aspire to the wedding of the New Covenant. 

人 は 、 神 と の 新しい 約束 に よる 結婚 を 望ん で いる 。 

Then the poor the Dlmd, the outlaws of the old world will De invited to 
the feast, and wl receive a wedding garmert. 

ルカ に よる 福音 14 章 の 例え 話 の 様 に 、 神 は 、 古 代 の 世界 の 貧者 、 盲 人 、 不 法 入 国 
の 難民 の 様 な 者 を 神 の 宴 に 招い て 、( 報 いと し て 人 の 生前 の 行い に 対応 する )「 結 婚 
式 用 の 礼服 」 を 与え る で あろ う 。( マ タイ に よる 福音 22 草 の 例 え 話 で 「 結 婚 式 用 の 礼 
服 」 は 「 人 の 生前 の 行い 」 を 意味 する 例え で ある 。) 

They wll gaze the one upon the other wrth inexpressiDle tenderness 
and a smile that is ineffable Decause they have wept so long. 

神 に 招 か れ て 、 神 に 選ば れ た 人 達 は 、 貧 者 、 盲 人 、 不 法 入国 の 難民 の 様 に 長い 間 こ 
の 世 で 苦し め ら れ て 涙 を 流し て 悲し し で いた の で 、 言 い 表 せな いく らい 大 いな る 思 
いや り と 、 言 い 表 せな いく らい 大 いな る 微笑 と 共に 、 見 つめ 合う で あろ う 。( マ タイ に よ 
る 福音 5 章 4 節 「 悲 し ん で いる 人 達 は 幸い で ある 。 神 が 慰め て くれ る か ら 。」 。) 


IV 

数 4 

THE OUATERNARY 

4 つ 1 組 

THE Quaternary 1s the numDer of force. 

数 4 は 、( 四 大 元素 と いう ) 自 然 の 力 の 数 で ある 。 

It is the ternary completed Dy 1ts Droduct 

数 4 は 、 数 3 が も た らし た も の が 数 3 を 補足 し た も の で ある 。 

the rebelhous unity reconciled to the sovereigr trim1ty, 

数 4 は 、 従 順 で は な い 単 一 性 が 、 王 で ある 神 の 三位一体 を 認め た 、 統 一 性 で ある 。 
Im the first fury of lfe, man having forgotten his mother no longer 
understood God Dut as an inflexible and jealous father 

生 の 最初 の 激情 に よっ て 、 人 は 、 母 を 忘れ 、 も は や 神 を 理解 し て いな く て 、 神 が 柔軟 
性 の 無い 娠 始 深い 父 で ある と 誤解 し て いる 。 

The sombre Saturn, armed with his parricidal scythe, set himself to 
devour his children. 

悲観 的 な 神 サ トゥ ル ヌ ス は 、 親 殺し の 鎌 で 武装 し て 、 我 が 子 を 食らう 気 に 成 っ て し 
ま ら だ 。 

Jupiter had eyebrows which shook Olympus: 

主神 ユピテル は 、 眉 (まゆ ) を ひそ め た だ け で 、 オ リュ ン ポ ス 山 を 揺るが す 。 
Jehovah wielded thunders which deafened the solitudes of Sinai. 

父 で ある 神 ヤ ハウ ェ は 、 シ ナイ 半島 の 遠く 離れ た 場所 まで 護 い て 他 の 音 を か き 消 す 
埋 を 行使 し た 。 

Nevertheless, 

それ に も か か わら ず 、 

the father of men, beimg on occasion drunken Hike Noah, 1et the world 
perceiVe the mysteries of Hife. 

人 の 父 で ある 神 は 、 創 世 記 9 章 21 節 の 本 町 し て 裸 を さら し た ノア の 様 に 酔っ て 、 世 
界 中 の 人 が 命 の 神秘 を 理解 する の を 許す 時 が 有る 。 

Psyche, made divine Dy her torments, Decame the Dride of Eros: 
プシ ュ ケ は 、 労 苦し て 自身 を 神 化 し て 、 愛 の 神 エ ロス の 花嫁 に 成っ た 。 

Adonis, raised from death, found again his Vemus in O1ymDpus: 

アド ニス は 、 死 か ら 復活 し て 、 オ リュ ン ポ ス 山 で 女神 アフ ロディ ー テ と 再会 し た 。 
]oD, victorious OVer eVl, recoVered more than he had lost. 

ヨブ 記 42 章 10 節 で 、 ヨ ブ は 、 悪 に 勝利 し て 、 失 っ た 分 より も 多く の 富 を 取り 戻し た 。 
The law is a test of courage. 

勇気 を 試す 事 が 、( 神 の ) 法 で ある 。 

To love Iife more than one fears the menaces of death is to merit life. 
死 の 脅威 を 恐れ る より も 、 HH 命 を 愛す る 事 は 、 HH 命 に 値する 行い で ある 。 

The elect are those who dare: 

神 に 選ば れ た 人 は 、 大 胆 な 人 、 勇 気 が 有 る 人 で ある 。 

woe to the tmd! 

勝 病 者 に は 災い が 有る ! 


Thus 
その た め 、 
the slaves of law, who make themselves the tyrants of conscience and 
the servants of fear and those who Degrudge that man should hope, and 
the Pharisees of all the synagogues and of all the churches, are those 
who receive the reproofs and the curses of the Father 
良心 を 迫害 する 暴君 や (迫害 な どの ) 志 怖 の 下僕 に 成る (悪法 と いっ た ) 法 律 の 奴隷 、 
人 が 求め る 必要 が 有る (生活 費 と いっ た ) 物 を 出し 惜しむ 人 、 ユ ダ ヤ 教 の 似非 信者 、 
キリ スト 教 の 似非 信者 を 父 で ある 神 は 非難 し 呪う 。 
Was not the Christ excormmunicated amd crucified Dy the sVynagogue? 
神 の 教え を 改悪 し た ユダ ヤ 教 徒 が 、 イ エス キリ スト を 破門 し 、 十 字 架 に は りつ け て 灯 
し た の で は な いか ? は い ! 神 の 教え を 改悪 し た ユダ ヤ 教 徒 が 、 イ エス キリ スト を 破門 
し 、 十 字 架 に は りつ け て 組 し た ! 
Was not Savonarola Durned by the order of the soverelgn Dontff of the 
Christian rehigion? 
史上 最悪 の 法王 アレ クサ ン デ ル 6 世 の 命 令 で 、 サ ヴォ ナロー ラ は 、 捧 問 され 、 絞 首 
刑 に され 、 死 体 が 火 刑 で 燃やさ れ た の で は な いか ? は い ! 
Are not the Pharisees to-day just what they were in the tme of 
Calaphas? 
正しく な い 人 の 教え を 守る よう に 強制 する 、 見 せ か け だ け の 、 現 代 の 似非 信者 は 、 正 
に 、 マ タイ に よる 福音 26 章 57 節 か ら 68 節 で イエ ス を 死罪 に 定め た 大 祭司 カイ ア 
ファ の 時 代 の ファ リサ イ 派 で は な いか ? は い ! 
Tf any one speaks to them in the name ofimntelhgence and love, wl they 
listen? 
知性 と 思い や り の 名 前 に お いて 、 知 性 と 思い や り に よる 権威 に よっ て 、 も し 誰か が 似 
非 信者 に 話し た ら 、 似 非 信者 は 聞く 耳 を 持つ で あろ うか ? い いえ ! 
In rescuing the children of HbDerty from the tyranny of the Pharaohs, 
Moses inaugurated the reign of the Father 
出 エ ジ プ ト 記 で 、 悪 い フ ァ ラ オ ど も の 追 害 か ら 、 ガ ラテ ヤ の 信徒 へ の 手紙 4 章 の 「 自 
由 民 の 子孫 」 で ある へ ブラ イ 人 を 救っ て 、 父 で ある 神 の 統治 権 に より 、 モ ー セ は へ ブ 
ライ 人 を 続 括 し た 。 
In breaking the insupportaDle yoke of mosaic pharisaisrm, jesus 
welcomed all men to the Drotherhood of the only son of God. 
モー セ の 律 法 に お ける ファ リサ イ 派 に よる 我慢 で き な い 東 縛 を 破壊 し て 、 イ エス は 、 
全て の 人 を 神 の 独り 子 イ エス と の 兄弟 愛 に 招い た 。 
When the last ideals fall, when the last material chains of conscience 
break, when the last of them that killed the prophets and the 1ast of 
them that stifled the Word are confounded, then wil be the reign of the 
Holy Ghost. 

最後 の 妄想 が 地 に 堕ち た 時 、 良 心 に 対す る 最後 の 物質 的 な 束縛 が 打ち 倒さ れ た 時 、 
言 者 を 殺し た 最後 の 人 と 、 神 の 言葉 イエ ス の キリ スト 教 を 迫害 し た 最後 の 人 が 負 
けた 時 、 神 の 聖霊 が 世界 を 統治 する で あろ う 。( コ リン ト 人 へ の 第 1 の 手紙 15 章 24 
節 「 時 の 終わ り が 来 た 時 、 イ エス は 王国 を 父 で ある 神 に 手渡 す 。」。) 


Then, Glory to the Father who drowned the host of Pharaoh in the Red 
Sea! 

出 エ ジ プ ト 記 で ファ ラオ の 軍団 を 紅海 で 湧 死 させ た 、 父 で ある 神 に 栄光 あれ ! 
Glory to the Son, who tore the Veil of the temple, 

マタ イ に よる 福音 27 章 51 節 で 、 神 殿 の ヴェ ー ル を 2 つ に 裂 い た 、 神 の 子 イ エス に 
宋 光 あれ ! 

and whose croSS, OVerwelghing the crownr of the Caesars, Droke the 
forehead of the Caesars against the earth! 

イエ ス の 十字 架 は 、 ロ ー マ 旦 帝 の 王冠 、 ロ ー マ 帝 国 の 王位 より も 価値 の 重 さ で 超越 
し 、 額 (ひたい ) を 地 に 押し つけ て ロー マ 旦 帝 を 平伏 せ さ せ た ! 

Glory to the Holy Ghost, who shall sweep from the earth Dy His terrible 
breath all the thieves and all the executoners, to make room for the 
Dandguet of the children of God! 

神 の 子 達 の 宴 の た め の 場 所 を 作る た め に 、 景 散 す る べき 息 で 、 盗 人 と 死刑 執行 人 を 
全て 地 か ら 一 掃 す る 、 神 の 聖霊 に 栄光 あれ ! 

Glory to the Holy Ghost。 who has promised victory 0Ver earth amd over 
heaVer to the angel of hberty! 

天 と 地 の 統 治 を 、 知 性 に 光 を も た ら す 自由 の 天使 ル シ フ ェ ル に 約束 し た 、 神 の 聖霊 
に 栄光 あれ ! 

The angel of jiberty was Dorn Defore the dawn of the first day 

自由 の 天使 ル シ フ ェ ル は 、 創 世 記 の 天地 創造 の 第 1 日 の 夜明け 前 に 生ま れ た 。 
before eVen the awakeming of intellhigence, 

知性 に 光 を も た ら す 自由 の 天使 ル シ フ ェ ル は 、 人 アダ ム が 知性 に 目覚 め る 前 に 生ま 
れ だ 。 

and God called him the mornimng star 

イザ ヤ 書 14 章 12 節 で 、 神 は 天使 ル シ フ ェ ル を 明け の 明星 と 呼ん だ 。 

0 Lucifer! 

お お っ ! 天 使 ル シフ ェ ル よ ! 

Voluntarily and disdainfully thou didst detach thyself from the heaven 
自発 的 に 、 自 信 に 満ち て 、 天 使 ル シフ ェ ル は 堕天 し た ! 

where the sun drowned thee in his splendour to plow wrth thme own 
rayS the umworked fields of night! 

天 で 、 天 の 太陽 は 、 夜 と いう 未開 の 領域 を 光 で 耕す た め に 、 天 使 ル シフ ェ ル を 輝き に 
湧 れ させ た ! 

Thou shimest when the su sets, 

天使 ル シ フ ェ ル は 、 日 没 す る と 輝く ! 

and thy sparKhmg gaze Drecedes the dayDreak! 

天使 ル シ フ ェ ル の 輝く 視線 は 、 夜 明け を 先導 する ! 

Thou fallest to rise agaln: 

天使 ル シ フ ェ ル は 、 昇 天 す る た め に 、 堕 天 し た 。 

thou tastest of death to understand life Detter! 

天使 ル シ フ ェ ル は 、 命 を より 良く 理解 する た め に 、 死 を 経験 する 。 

For the ancient glories of the world, thou art the evening star: 


古代 の 世界 の 栄光 に と っ て は 、 天 使 ル シフ ェ ル は 、 表 の 明星 で ある 。 

for truth renascent, the lovely star of dawn. 

復活 し た 真理 (で ある イエ ス ) に と っ て は 、 天 使 ル シフ ェ ル は 、 美 し い 明 け の 明星 で あ 
る 。( ヨ ハネ に よる 福音 14 章 6 節 「 私 イエ ス は 真理 で ある 。」。) 

LiDerty 1S not licence, 

目 由 と は 、 自 由 春 放 で は な い 。 

for 

な ぜ な ら 、 

jicence 1S tyranny, 

自由 春 放 は 、 横 暴 で ある 。 

LiDerty is the guardian of duty, 

自由 は 、 義 務 の 守護 者 で ある 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

1t reclaims right. 

自由 は 、 権 利 を 改心 させ る 。 

Lucifer of whom the dark ages have made the genius of evil, 
天使 ル シ フ ェ ル よ 、 暗 黒 時 代 の 無知 な 大 衆 は 、 知 性 に 光 を も た ら す 天使 ル シ フ ェ ル 
を 悪魔 に し て し まっ た 。 

will be truly the angel of hight when, having conquered 1iDerty at the 
price of imfamy 

天使 ル シ フ ェ ル は 、「 天 使 ル シフ ェ ル は 悪魔 で ある 。」 と いう 誤っ た 汚名 の 代わ り に 
自由 を 勝ち 取っ て いて 、 実 に 、 元 の 、 知 性 に 光 を も た ら す 天使 に 成る で あろ う 。 

he wl make use of it to submit himself to eternal order inauguratmg 
thus the glories of voluntary obedience. 

天使 ル シ フ ェ ル は 、 自 発 的 な 従順 と いう 栄光 の 初 祖 で あり 、 永 遠 の 秩 序 に 従う た め 
に 自由 を 用 いる で あろ う 。 

Right is only the root of duty: 

権利 は 、 義 務 の 基礎 に 過ぎ な い 。 

One ImUSt DOSSeSS Im Order to g1Ve. 

与え る た め に 、 所 有する 必要 が 有る 。 


This is how a lofty and profound poetry explains the fall of the angels. 
下記 は 、 堕 天使 達 の 堕天 を 説明 する 、 と て も 気 高 い 深 い 詩 で ある 。 


God hath giVen to His spirits light and Hfe: 

神 は 、 神 が 創造 し た 霊 で ある 天使 達 に 、 光 と 命 を 与え た 。 
then 

GS 

He sald to them: "Love!" 

神 は 、「 愛 し な さい !」 と 天使 達 に 話し た 。 


"What is to 1oVe?" repled the sDirIts. 

霊 で ある 天使 達 は 、「 愛 する と は 、 ど うす る 事 で すか ?」 と 神 に 応じ た 。 

"To loVe is to giVe oneself to others," replhed God. "Those who loVe wl 

suffer Dut they wil De 1oved." 

1 「 愛 する と は 、 自 身 を 他 者 に ささ げ る 事 で ある 。」、「 愛 する 者 は 苦し む で あろ う 
され る 様 に 成る で あろ う 。」 と 天使 達 に 答え た 。 

則夫 the right to giVe nothing, and We wish to suffer nothing," said 

the spirits, hatmg 1oVe. 

腹 病 で 、 愛 する 事 を た め ら っ て 嫌がっ た 、 サ タン と いっ た 堕天 使 達 は 、「 私 達 、( 其 ) 天 

使 に は 、 さ さげ な い 権 利 が 有る 。 そ れ に 、 私 達 、( 堕 ) 天 使 は 苦し みた く な い 。」 と 神 に 

話し た 。 

"Remain in your right," answered God, "and let us separate! TI and Mine 

wsh to suffer and even to die, to 1oVe. It is our duty!" 

神 は 、「 サ タン と いっ た 堕天 使 達 よ 、 さ さげ な い 権 利 と や ら で 立ち 止ま っ て いな さい ! 

そし て 、 愛 する 神 と 天使 達 は 、 愛 せな い サ タン と いっ た 堕天 使 達 と 隔絶 し よう ! 私 、 神 

と 、 神 の 者 で ある 天使 達 は 、 愛 の た め に 苦し む 事 と 愛 の た め に 死ぬ 事 す ら 望 む 。 愛 

の た め に 苦し お む 事 と 愛 の た め に 死ぬ 事 を 望む の が 、 神 と 天使 達 の 義務 で ある !」 と 

サタ ン と いっ た 堕 天使 達 に 答え た 。 


The fallen angel is then he who, from the Deginming, refused to loVe: 
し た が っ て 、 サ タン と いっ た 堕天 使 は 、「 最 初 」 か ら 、 愛 する 事 を 拒 ん だ 者 で ある 。 
he does not love, and that is his whole torture: 

悪 の 精神 の 体現 者 サタ ン は 愛せ ず 、 愛 せな い 事 が 大 き な 苦 し み に 成 る 。 

he does not g1Vve, and that iS his Doverty: 

悪 の 精神 の 体現 者 サタ ン は 与え られ ず 、 与 えら れ な い 事 が 心 の 貧し さ に 成る 。 
he does not suffer and that is his nothimgneS3: 

悪 の 精神 の 体現 者 サタ ン は 労苦 せ ず 、 労 苦し な い 事 が 虚無 感 と 成る 。 

he does not die, and that is his exile. 

悪 の 精神 の 体現 者 サタ ン は 死ね ず 、 死 ね な い 事 が 神 の 王国 か ら の 国外 追放 と 、 さ ま 
よう 事 の 原因 に 成る 。 

The fallen angel is not Lucifer the light-Dearer: 

堕天 使 と は 、「( 知 性 に ) 光 を も た ら す も の 」 を 意味 する ル シ フ ェ ル の 事 で は な い 。 
1t is Satan, who calumniated loVe. 

堕天 使 は 、 愛 を 中 傷 し た 、 悪 の 精神 の 体現 者 サタ ン で ある 。 


To De rich iS to g1Ve: 

「 富 む 」 と いう 事 は 、「 与 えら れる 」 と いう 事 で ある 。 

to g1Vve nothing 1s to De DoOr: 

「 何 も 与え られ な い 」 と いう 事 は 、「 心 が 貧し い 」 と いう 事 で ある 。 
to 1Ve is to loVe: 

「 生 き て いる 」 と いう 事 は 、「 愛 し て いる 」 と いう 事 で ある 。 


to loVe nothing is to De deadi 

「 何 も 愛せ な い 」 と いう 事 は 、「 心 が 死ん で いる 」 と いう 事 で ある 。 

to be happy is to deVote oneself: 

「 幸 せ を 感じ る 」 事 は 、「 自 身 を ささ げ て いる 」 事 で ある 。 

to exist Only for oneself is to cast away Oneself, and to exile oneself in 
hell. 

自分 の た め に だ け 存 在 する 事 は 、 自 分 を 孤立 させ て 他 者 に 見 捨て させ る 事 、 神 の 王 
国 か ら 追 放さ れ て 孤立 し て 地獄 を さま よう 事 で ある 。 

Heavenr is the harmony of generous thoughts: 

天 は 、 思 いや り の ある 思考 の 調和 で ある 。 

hell is the conflict of cowardly instimcts. 

地獄 は 、 勝 病 に よる 、 人 の 先天 的 な 物 で ある 肉欲 に よる 、 利 害 の 対立 に よる 争い で 
ある 。 

The man of right is Cain who kills Abel from envyi: 

権利 だ け を 主張 する 人 は 、 怒 始 か ら ア ベル を 絞 し た 、 カ イン で ある 。 

the man of duty is Abel who dies for Cain for 1oVe. 

誇り を 持っ て 義務 を 果たす 人 は 、 愛 の た め に 死ん だ 、 カ イン の た め に 死ん だ 、 ア ベル 
で ある 。 

And such has Deen the mission of Christ, the great Abel of humamty. 
愛 の た め に 苦し む 事 と 、 愛 の た め に 死ぬ 事 が 、 思 いや り に よる 、「 大 いな る アベ ル 」 と 
言え る イエ ス キリ スト の 務め で あっ た 。 

It is not for right that we should dare all it is for duty, 
権利 の た めで は な く 、 義 務 の た め に 、 人 は 、 全 て 大 胆 に 行う べき で ある 。 

Duty 1s the expansion and the emjoyment of Hberty: 

義務 と は 、 自 由 の 拡大 で あり 、 自 由 を 楽し む 事 で ある 。 

isolated right is the father of slaVery. 

自分 の た め だ け に 、 孤 立 し て 権利 を 主張 する 人 は 、 奴 隷 の 父 と し て 、 自 身 を 肉欲 な 
どの 奴隷 に し て し まう 。 

Duty 1S deVvotion: 

義務 と は 、 献 身 で ある 。 

right is selfishness. 

権利 と は 、 利 己 心 で ある 。 

Duty 1s sacrifice: 

義務 と は 、 自 身 を ささ げ る 事 で ある 。 

right is theft amd rapine. 

権利 と は 、 人 盗み で あり 、 強 奪 で ある 。 

Duty 1S 10Ve, 

義務 と は 、 愛 で ある 。 

and right is hate. 

権利 と は 、 嫌 が る 事 で ある 。 

Duty 1s infimite Iife: 

義務 は 、 無 限 の 命 に 成る 。 

right is eternal death. 


権利 は 、 永 遠 の 死に 成る 。 
If one must fight to conguer right, it 1S Only to acdure the power of 


dutV: 
権利 を 勝ち 取る た め に 戦う 必要 が 有る 場合 と は 、 義 務 を 行う 権利 を 勝ち 取る 場合 だ 
け で ある 。 


what use haVve We for freedom, umless to loVe and to devote ourselves to 
God? 

神 か ら 人 へ の 愛 に 報い る た め 、 神 を 愛し て 身 を ささ げ る 権利 以外 の 、 ど の 権利 を 人 
は 自由 の た め に 所 有 し て いる と いう の か ? 

If one must break the 1awi it is when 1aw imprisons loVe in fear 

悪法 と いっ た 法律 を 破る 必要 が 有る 場合 と は 、 悪 法 が 愛 を 恐怖 に よっ て 制限 する 場 
合 で ある 。 

"He that saveth his jife shall lose it" says the holy Book: "and he who 
COnserts to 10se it wll saVe 1t." 

マタ イ に よる 福音 16 章 25 節 に は 、「 自 分 の 命 を 救 お うと する 人 は 自分 の 命 を 失い 、 
イエ ス の た め に イエ ス に 従っ て 自分 の 命 を 失う 人 は ( 魂 の 永遠 の ) 命 を 得る 。」 と 記さ 
れ て いる 。 

Duty 1S 10Ve: 

義務 と は 、 愛 で ある 。 

Derlsh every oDstacle to loVe! 

愛 を 妨げ る 者 は 全て 減 び な さい ! 

Silence, ye Oracles of hate! 

愛す る 事 を 嫌がっ て 偽 の 啓示 を する 者 は 黙 り な さい ! 

Destruction to the false gods of selfishness and fear! 

利己 心 と 勝 病 に よっ て 、 ね つ 造 され た 偽 の 神々 に 滅び を ! 

Shame to the slaves, the misers of love! 

肉欲 の 奴隷 よ 、 愛 を 出し 惜しむ 人 よ 、 恥 を 知り な さい ! 

God loves prodigal children! 

神 は 、 愛 を 惜しま な い 神 の 子 達 を 愛す る ! 神 は 、 ル カ に よる 福音 15 章 11 節 か ら 32 
節 の 様 に 、 労 苦し た 「 放 湯 息 子 」 達 を 愛す る ! 


V 

数 5 

THE OUINARY 

5 つ 1 組 

THE Quinary is the numDer of relig1or, 

数 5 は 、 款 教 の 数 で ある 。 

for 

な ぜ な ら 、 

it is the number of God united to that of woman. 

数 5 は 、( 三 位 一 体 で ある ) 神 の 数 3 を 、 女 性 (で ある 教会 ) の 数 2 に 結び つけ た 数 で 
ある 。 

Faith is not the stupid credulity of an awestruck igmoranCe. 

信心 は 、 無 知 に よる 勝 病 に よる 狂 患 な 軽 信 で は な い 。 

Fath is the consciousness and the confidence of LoVe. 

信心 は 、 愛 で ある 神 の 存在 の 確信 と 認識 で ある 。 

Fath is the cry of reason, which persists in denying the aDsurd, eVen in 
the presence of the unkmnown. 

信心 は 、 未 知 な も の で も 、 非 論理 的 な も の に は 否定 を 貫く 、 理 性 の 叫び で ある 。 
Faith is a sentiment necessary to the soul, just as Dreathing is to Hfe: 
呼吸 が 命 に は 必要 で ある 、 の と 正 に 同様 に 、 信 心 は 魂 に 必要 な 感情 で ある 。 

it is the dignity of courage, 

信心 は 、 勇 気 に よ る 気 高 さ で ある 。 

and the reality of enthusiasm. 

信心 は 、 神 が か り の 本 質 で ある 。 

Faith does not consist of the affirmation of this symDol or that, Dut of a 
genuime and constant aspiration towards the truths which are velled Dy 
all symDoHisms. 

信心 は 、 あ れこ れ の 信条 の 育 定か ら 成り 立っ て お ら ず 、 諸 象徴 が ヴェ ー ル に 隠し て 
いる 真理 へ の 絶え 間 無 い 真 の 向上 で ある 。 

If a man rejects an umworthy idea of diVinity, Dreaks its false images, 
revolts against hateful idolaters, you wl call him an atheist! 

も し 、 あ る 人 が 、 神 に 相応 し く な い 妄想 を 否定 し 、 神 へ の 誤っ た 妄想 を 打ち 破り 、 憎 む 
べき 誤っ た 偶像 崇拝 者 ども に 対し 嫌悪 を 感じ て 反対 し た ら 、 無 知 な 大 衆 に よっ て 不 
信心 者 と 呼ば れる で あろ う ! 

The authors of the persecutions in fallen Rome called the first Christians 
atheists, 

堕落 し た ロー マ で 初期 キリ スト 教徒 を 迫害 し た 人 々 は 、 初 期 キ リス ト 教 徒 を (ロー マ 
皇帝 を 神 と し て 崇拝 し な い 、 主 神 ユ ピ テ ル と いっ た ロー マ の 多神教 の 神々 を 崇拝 し 
な い 、) 不 信心 者 と 呼ん だ 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

they did not adore the idols of Caligula or of Ner0o. 


初期 キリ スト 教徒 は 、 ロ ー マ 和 皇帝 カ リ ギ ュ ラ や ロー マ て 皇帝 ネロ を 神格 化し た 偶像 を 
敬礼 し な か っ た 。 

To deny a religion, eVer to deny all religions rather than adhere to 
formulae which conscience rejeCtS, 1S a COurageouS and suDlime act of 
faith. 

良心 が 拒絶 する 教義 に 固執 せ ず 、 一 宗教 を 否定 する 事 や 、 全 宗教 を 誤っ て 否定 する 
事 すら 、 信 心 に よる 勇 気 ある 崇高 な 行い で ある 。 

Every man who suffers for his convlctions is a martyr of faith. 

自分 の 確信 の た め に 苦し む 人 は 、 全 て 、 信 心 の 狗 教 者 で ある 。 

He explains himself Dadly, it may De, but he prefers justice and truth to 
eVerything: 

信心 の 狗 教 者 は 、 自 身 に つい て 下手 な 説明 を し て し まう か も し れ な い が 、 何 より も 正 
義 と 真理 を 好む 。 

do not condemn him without understanding him. 

信心 の 狗 教 者 を 理解 せ ず に 非難 する な か れ 。 

To Delieve in the supremme truth is not to define it, 

「 無 上 の 真理 を 信じ る 」 と いう 事 は 、 無 上 の 真理 を 定義 する 事 で は な い 。 

and to declare that one DelieVes in it is to recogruZze that one does not 
Know 1t. 

無 上 の 真理 を 信じ て いる と 話す 事 は 、 無 上 の 真理 は 知る 事 が で き な い 対象 で ある と 
認め る 事 で ある 。 

The Apostle St. Paul declares all faith contained in these two things: To 
DelieVe that God is, and that He rewards them who seek Him. 

へ ブラ イ 人 へ の 手紙 11 章 6 節 で 、 使 徒 パ ウロ (と いう 説 が 有る 「 へ ブラ イ 人 へ の 手 
紙 」 の 著者 ) は 、「 神 の 存在 を 信じ る 事 と 、 神 は 神 を 求め る 人 に 報い て くれ る と 信じ る 
事 」 が 、 全 て の 信心 を 含ん で いる (、 信 心 の 総合 で ある ) と 話し て いる 。 

Faith is a greater thing than all religions, 

全 宗 教 よ り も 、 信 心 は 大 いな る 物 で ある 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

it states the articles of belief wrth less precision. 

宗教 より も 正確 さ は 欠く が 、 信 心 は 、 全 て の 信仰 筒 条 (に 相当 する 物 ) を 話す 事 が で 
さる 。 

Any dogma constitutes Dut a Delief, and Delongs to our Darticular 
COmmmuruor: 

各 宗 派 独自 の 、 ど の 教義 も 、 一 宗派 の み へ の 信仰 を 定め 、 一 宗派 独自 の 物 で ある 。 
faith is a sentment which is common to the whole of humaruty. 

信心 は 、 全 て の 人 に 共通 する 感情 で ある 。 

The more one discusses wrth the oDject of oDtaiming greater aCCuracy, 
the less one Delieves: 

人 は 、 よ り 正 確 さ を 獲得 する 目的 で 、 話 し 合い を 増やす と 、 自 分 の 信心 を 減ら し て し 
まう 。 

eVery new dogma is a belief which a sect approDriates to itself, 


新興 宗派 の 教義 は 、 全 て 、 一 宗派 が 私 物化 し て いる 、 一 宗派 の み へ の 信仰 で ある 。 
and thus, 

その た め 、 

in some sort, steals from universal faith. 

新興 宗派 の 教義 は 、 全 て 、 あ る 程度 、 普 遍 の 共通 の 信心 を 盗ん で いる 事 に 成る 。 
Let us leaVe sectarlans to make and remake their dogmas: 
宗派 心 の 強い 人 が 盗作 し た り 改悪 し た り し て 宗派 独自 の 教義 を ね つ 造 する の を 
放っ て 置き な さい 。 

let us leaVe the superstitious to detall and formulate their supersttiOns. 
迷信 家 が 迷信 を 並べ 立て た り 、 ね つ 造 する の を 放っ て 置き な さい 。 

As the Master said, "Let the dead Dury their dead!" 

マタ イ に よる 福音 8 章 22 節 で 、 主 イエ ス が 「 死 ん だ 者 の 埋葬 は 死ん だ 者 に 任せ な さ 
い !」 と 話し て いる 様 に 。 

Let us Delieve in the indiciDle( = umnspeakaDle) truth: 

言葉 で は 言い 表せ な い 真 理 を 信じ よう 。 

let us DelieVe in that Absolute which reason adrmts wlthout 
understandimg 1t: 

人 の 理性 が 理解 する 事 は で き な い が 、 人 の 理性 が 認識 し た 絶対 で ある 神 を 信じ よう 。 
let us Delieve in what we feel without knowing it! 

人 が 知る 事 は で き な い が 、 人 の 心 の 琴線 に 触れ る も の を 信じ よう ! 

Let us Delieve in the supreme reasOon! 

無 上 の 論理 で ある 神 を 信じ よう ! 

Let us Delieve in Infimite LoVe, 

無限 の 愛 で あ る 神 を 信じ よう ! 

and pity the stupidities of scholasticism and the DarDarities of false 
religion! 

スコ ラ 哲 学 に よる 愚行 と 、 偽 の 宗教 に よる 残忍 な 行い を 残念 に 思 お う ! 

man! Tell me what thou hopest, and 1 will tell thee what thou art worth. 
人 よ ! あ な た が 望む も の を 明らか に し な さい 。 そ うす れ ば 、 あ な た に 相応 し い 事 を 教 
えよ う 。 

Thou dost pray, thou dost fast, thou dost Keep vig1l: 

祈り な さい 、 断 食し な さい 、 徹 夜 し な さい 。 

dost thou then believe that so thou wrlt escape alone, or almost alone, 
fromm the enormous ruin of mankind devoured Dy ajealous God? 

そう 、 あ な た だ けが 、 ま た は 、 ほ ぼ ば 、 あ な た だ けが 、 良 い 意 味 で 災 始 深い 神 が 減 ぼ す 
悪人 に 対す る 甚大 な 破滅 か ら 免 れ ら れる と で も 信じ て いる の か ? 

Thou art implous, and a hyDocrite. 

あな た は 、 不 信心 で あり 、 見 せ か け だ け の 偽 交 者 で ある 、 で は な いか 。 

Dost thou turn jife into an orgie, amd hope for the slumDer of 
nothimgneSsS? 

あな た は 、 生 活 を 乱れ た 物 に 変え て 、 人 事 不 省 に 陥っ て 人 生 を 無為 に 過ごし た い の 
か ? 

Thou art sick, and insensate. 


乱れ た 生活 を し 、 人 事 不 省 に 陥り 、 人 生 を 無為 に 過ごす 人 は 、 病 気 で あり 、 狂 患 で あ 
る 。 

Art thou ready to suffer as others and for others, and hope for the 
salvaton of all? 

(正しい ) 他 人 の た め に 苦し む 覚 悟 が 有る か ? 全 て の (正しい ) 人 が 救 わ れる 事 を 望む 
か? 

Thou art a Wise and just man. 

正しい 他人 の た め に 苦し お む 覚 悟 が 有り 、 全 て の 正しい 人 が 救 わ れる 事 を 望む 人 は 、 
賢者 で あり 、 義 人 で ある 。 

To hope is to fear not. 

望む 事 は 、 共 れ な い 事 で ある 。 

To De afraid of God, what Dlasphemy! 

神 を 誤っ て 恐れ る と は 、 何 と いう 神 へ の 冒 か ! 

The act of hope is Drayer 

希望 に よる 行為 は 、 祈 り で ある 。 

Prayer is the flowerimng of the soul in eternal wisdom and in eternal 
loVe. 

祈る 事 は 、 永 遠 の 知 と 思い や り に よっ て 、 魂 を 開花 させ る 事 に 成る 。 

It is the gaze of the spirit towards truth, 

祈り は 、 真 理 を 向い て 向上 する 精神 に よる 凝視 で ある 。 

and the sigh of the heart towards supreme Deauty. 

祈り は 、 無 上 の 美 に 対し て 恋い 焦 が れ る 、 心 か ら の 溜め 息 で ある 。 

It is the smile of the child upon its mother 

祈り は 、 母 に 対す る 幼子 の 微笑 で ある 。 

It is the murmur of the loVer who reaches out towards the kisses of his 
ImlStTeSS. 

祈り は 、 恋 人 で ある 彼女 と 接 隊 す る た め の 、 恋 人 で ある 彼氏 か ら の ささ や き で ある 。 
It is the soft joy of a 1ovimg soul as it exDands in an Ocean Of loVe. 

祈り は 、 愛 し て いる 魂 の 、 愛 の 大 海 に 広がる 様 な 、 穏 や か な 喜び で ある 。 

It is the sadness of the bride in the absence of the Dridegroomm. 

祈り は 、 花 嫁 に よる 花 嬉 の 不在 へ の 悲し み で ある 。 

It is the sigh of the traveller who thinks of his fatherland. 

祈り は 、 祖 国 を 想う 旅人 の 溜め 伺 で ある 。 

It is the thought of the poor man who Works to suDpport his wife and 
children. 

祈り は 、 妻 と 子 を 養う た め に 働く 貧者 の 思い や り で ある 。 

Let us Dray 1m sllence: 

沈黙 し て 祈 ろ う 。 

let us ralse toward our unknown Father a look of confidence and of 
loVe: 

確信 と 愛 の 心 の 目 で 、 未 知 の 、 人 の 父 で ある 神 を 見 よう 。 

let us acceDpt with faith and resignation the part which He assigns to us 
in the toils of life, 


信じ 、 あ きら め て 、 人 生 と いう 労苦 に お いて 神 が 各 人 に 割り 当て た 務め を 引き 受け よ 
う ! 

and 

そう すれ ば 、 

every throD of our hearts wl De a Word of Drayer! 

胸 の 鼓動 は 、 祈 り の 言葉 と 成る で あろ う !( 人 生 に お ける 心 胸 の 動き は 、 祈 り に 変換 さ 
れる で あろ うり ) 

Have we need to inform God of what we ask from Him? 

人 が 神 に 求め る も の に つい て 、 人 は 神 に 知ら せる 必要 が あっ た か ? い いえ ! マ タイ に 
よる 福音 6 章 8 節 で イエ ス は 「 神 は 人 が 求め る 前 か ら 人 に 必要 な も の を 知っ て い 
る 。」 と 話し て いる ! 

Does not He kmow what is necessary for US? 

神 は 人 に 必要 な も の を 知ら な いで あろ うか ? い いえ ! マ タイ に よる 福音 6 章 8 節 で イ 
エス は 「 神 は 人 が 求め る 前 か ら 人 に 必要 な も の を 知っ て いる 。」 と 話し て いる ! 

Tf we Weep, let us offer Him our tears: 

涙 を 流し て 悲し ん で いる 時 は 、 涙 を 神 に ささ げ よ う 。 

T せ we rejoice, let us turn towards Him our smle: 

喜ん で いる 時 は 、 神 に 笑顔 を 向け よう 。 

if He smite us, let us Dow the head: 

神 に 打 た れ て いる 時 は 、 頭 を 下げ て 謙虚 に 成 ろ う 。 

せ He caress uS, let us sleeD within His arms! 

神 が 優 し くし て くれ て いる 時 は 、 神 の 腕 の 中 で 眠 ろ う ! 

Our prayer wl De perfect, when we pray wlthout knowimg whom We 


Drayi 
誰 の 事 を 祈っ て いる の か 知ら ず に 祈っ て いる 時 、 人 の 祈り は 完全 に 成る で あろ う 。 
Prayer 1s not a nolse which strikes the ear: 

祈り と は 、 耳 に つく 騒音 で は な い 。 

lt is a sllence which penetrates the heart. 

祈り と は 、 心 を 貫く 沈黙 、 心 に 浸透 する 沈黙 で ある 。 

Soft tears come to mmoisten the eyeS, 

気持 ちの 良い 涙 が 瞳 を 潤す 。 

and sighs escape hkKe incense smoke. 

溜め 息 が 香 の 煙 の 様 に 口 か ら 漏れ る 。 

One feels oneself in love, ineffably in 1oVe, with all that is Deauty, truth, 
and justice: 

美 、 真 理 、 正 義 で ある 全て の も の へ の 愛 に よっ て 、 心 で 、 人 は 自身 に 触れ る 。 

one throDs wrth a new Hife, and one fears no more to die. 

人 は 、 新 し い 命 、 魂 の 永遠 の 命 に 感動 し て 、 も う ( 肉 体 が ) 死 ぬ 事 を 恐れ な い 。 

FOr 

な ぜ な ら 、 

prayer is the eternal life of imtellhigence and 1oVe: 

祈る 事 が 、 知 性 と 思い や り に よる 永遠 の 生き 方 で ある 。 

it is the Hfe of God upon earth. 


祈る 事 が 、 地 上 で の 神 ( と 言え る 正しい 人 ) の 生き 方 で ある 。 

Love one another - that is the Law 

ヨハ ネ に よる 福音 15 章 12 節 か ら 17 節 の 「 互 い に 愛し 合い な さい !」 と いう イエ ス 
の 言葉 は 、 法 で ある 。 

and the Prophets! Meditate, and understand this word. 

預言 者 よ !「 互 い に 愛 し 合い な さい !」 と いう イエ ス の 言葉 を 熟考 し 理解 し な さい 。 
And when you haVe understood, read no more, seek no more, douDt no 
more - loVe! 

「 互 い に 愛 し 合い な さい !」 と いう イエ ス の 言葉 を 理解 し た ら 、 最 早 、 読 み 取 っ て 学ぶ 
だ け に 留まっ て いる な か れ ! 探 し に 隣人 か ら 離 れ て 行く な か れ ! 存 在 を 疑わ ず に 信じ 
な さい ! 愛 し な さい ! 

Be no more wWrse, De no more learned - love! 

最早 、 慎 重 過 ぎ る な か れ ! 習 うだ け に 留まっ て いる な か れ ! 愛 し な さい ! 

That is the whole doctrime of true religion: 

「 互 い に 愛し 合い な さい !」 と いう イエ ス の 言葉 は 、 真 の 宗教 の 教義 の 全て で ある 。 
religion means charity 

款 教 と は 、 思 いや り で ある 。 

and God Himself is omly 1ove. 

神 と は 、 愛 で し か な い 。 

1 haVe already said to yoU, 

「 大 いな る 神秘 の 鍵 第 1 部 第 1 条 数 4」 で 、 す で に 話し た 様 に 、 

to loVe 1S to g1Ve. 

愛す る と は 、( 自 身 を 他 者 に ) さ さげ る 事 で ある 。 

The impious man is he who aDsorDs others. 

不信 心 者 と は 、 他 人 か ら 吸 い 取 っ て 搾取 する 人 で ある 。 

The pious man is he who loses himself in humamity. 

信心 深い 者 と は 、 思い や る 事 に 専念 する 人 で ある 。 

If the heart of man concentrate in himself the fire with which God 
anmates it, it is a hell which deVvours all, and ils itself only with ashes: 
神 は 命 を 熱意 に よっ て 人 の 心 に 与え る が 、 も し 人 が 熱意 を 自身 の た め に だ け 専 念 さ 
せ て し まっ た ら 、 人 の 心 は 、 全 て の も の を 減 ぼ し て 灰 だ け に 満た され た 地獄 に 成っ て 
じ ま う 。 

if he radiates it without, it Decomes a tender sun of loVe. 

神 は 命 を 熱意 に よっ て 人 の 心 に 与え る 。 も し 人 が 熱意 を 自分 以外 の 他 者 へ 広げ た ら 、 
熱意 は 、 思い や り と いう 穏やか な 太陽 に 成る 。 

Man owes himself to his famnly: 

人 は 、 家 族 か ら 慈 愛 に よる 恩恵 を 受け て いる 。 

his farmlly 0Wes the fatherlandi 

家族 は 、 祖 国 か ら 慈 愛 に よる 恩恵 を 受け て いる 。 

and the fatherland Ne 

祖国 は 、 国 民 一 人 一 人 か ら 慈 愛 に よる 恩恵 を 受け て いる 。 

The egoism of man merits isolation and despair: 

人 の 利己 主義 は 、 孤 立 と 失望 に 値する 。 


that of the family, ruin and exile: 

家族 の 利己 主義 は 、 自 壊 と 国外 追放 に 値する 。 

that of the fatherland, war and inVasion. 

祖国 の 利己 主義 は 、 敵 と の 争い と 、 敵 か ら の 内 政 へ の 侵害 に 値する 。 

The man who isolates himself from every human love, saying, "1 wl 
SerVe God," deceiVes himself. 

「 私 は 神 の 役に立っ て いる と 思う 。」 と 言っ て 、 全 て の 隣人 を 思い や る 事 か ら 離 れ て 
避 必 に 孤立 し て いる 人 は 、 自 分 を だ まし て いる 事 に 成っ て し まう 。 

FOr 

な ぜ な ら 、 

sa1d St. ]ohn the Apostle, if he 1oVeth not his neighDour whom he hath 
see, how shall he love God whom he hath not seen? 

ヨハ ネ の 第 1 の 手紙 4 章 20 節 で 、 使 徒 ヨ ハネ は 「 目 に 見 える 隣人 (、 神 の 子 の 兄弟 、 
正しい 人 ) を 愛せ な い 人 が 、 な ぜ 目 に 見 えな い 神 を 愛せ る と 言え る の か ? い いえ |! 目 
に 見 える 隣人 (、 神 の 子 の 兄弟 、 正 し い 人 ) を 愛せ な い 人 は 、 目 に 見 えな い 神 を 愛せ 
な い !」 と 話し て いる 。 

One must render to God that which is God's, 

人 は 、 神 の 物 は 神 に 返す 必要 が 有る 。( マ タイ に よる 福音 22 章 21 節 『 カ エサ ル の 物 
は カエ サル に 、 神 の 物 は 神 に 。」。) 

Dut 

7 こし に 

one must not refuse eVen to Caesar that which is Caesar's. 

人 は 、 カ エサ ル の 物 は カエ サル に 与え る 事 を 拒む な か れ 。 

God is He who gives Hfe: 

神 は 、( 永 遠 の 魂 の ) 命 を 与え る 者 で ある 。 

Caesar Cant only glve death. 

カエ サル と いっ た 、 人 が 動物 的 人 間 と し て 与え る 事 が で きる の は ( 心 の ) 死 だ け で あ 
る 。 

One must loVve God!, 

人 は 、 神 を 愛す る 必要 が 有る 。 

and not fear Caesar: 

人 は 、 カ エサ ル と いっ た 、 権 力 者 を 恐れ る な か れ 。 

aS 

な ぜ な ら 、 

lt is written im the Holy Book, "He that taketh the sword shall perish Dy 
the sword." 

マタ イ に よる 福音 26 章 52 節 に 「( 手 段 と し て 暴力 で ある ) 剣 を 取る 人 は 剣 に よっ て 
滅び る 。」 と 記さ れ て いる 。 

You wish to De good? 

善良 な 思い や り 深 い 人 に 成り た いと 望む の か ? 

Then De just. 

善良 な 思い や り 深 い 人 に 成り た い の な ら 、 正 し く あ りな さい 。 

You wish to De just? 


正しく あり た いと 望む の か ? 

Then De free. 

正しく あり た いな ら 、( 神 の 知 に よっ て 肉欲 な どか ら ) 自 由 で あり な さい 。 

The vices which make man hke the Drute are the first enemes Of his 
IDerty. 

人 を 動物 的 人 間 に し て し まう 悪徳 は 、 自 由 の 第 一 の 敵 で ある 。 

Consider the drunkard, and tell me if this unclean Drute can De called 
free! 

本 林 者 を 見 て みな さい ! 呈 町 者 の 様 な 汚 ら わし い 動 物 的 人 間 が (肉欲 な どか ら ) 自 
由 で ある と 言え る か どう か 言っ て みな さい ! 杉 町 者 の 様 な 汚 ら わし い 動物 的 人 間 が 
肉欲 な どか ら 自 由 で ある と は 言え な い ! 

The miser curses the life of his father andl ike the crow, hungers for 
COTDSGS. 

死 ( 体 ) を 求め る 飼え た カラ ス の 様 に 、 金 鍼 な ど に 貧 欲 な 人 は 、 父 が 死ぬ 様 に 呪う 。 
The goal of the ambitious mman 1S runs: 

野心 家 の 行き 着く 先 は 、 破 滅 で ある 。 

it is the delhirium of enVvy! 

野心 家 の 行き 着く 先 は 、 始 に よる 精神 錯乱 で ある ! 

The debauchee spits upon the Dreast of his mother and ils with 
aDortions the entrails of death. 

放 湯 者 は 、 母 の 心 胸 に 嘩 (つば ) を 吐き 、 死 の 内 臓 を 中 絶 で 満た す 。 

All these loveless hearts are purushed Dy the most cruel of all tortures, 
hate. 

愛せ な い 心 は 、 憎 悪 と いう 最も 残酷 な 苦し み に よ っ て 、 こ らし め ら れる 。 

Because - take it to heart! - the expation 1S impHoit in the sim. 

な ぜ な ら 、(「 こ らし め ら れ 方 、 罰 され 方 は 、 罪 に 対応 し て いる 。」、)「 罪 の つぐ で なわ され 
方 は 、 罪 に 潜在 し て いる 。」。 心 に 受け 止め て お き な さ い ! 

The man who does evil is ike an earthen pot 則 -made: 

悪事 を 行う 人 は 、 出 来 の 悪い 「 陶 器 の 器 」、 出 来 の 悪い 「 土 の 器 」 に 例え られ る 。( 詩 
編 2 章 9 侵 と ヨハ ネ の 問 示 録 2 章 27 節 「 陶 器 の 器 」、「 土 の 器 」。 人 は 「 土 」 や 「 器 」 
に 例え られ る 。) 

he wil break himself: 

悪 事 を 行う 人 は 、 自 減 さ せら れる 。( ヨ ハネ の 庄 示 録 2 章 23 節 「 私 イエ ス は 行い に 応 
じ て 報 いる 。」。) 

fatalty wills it. 

運命 は 、 悪 事 を 行う 人 の 自 減 を 望む 。 不 可 避 の 必然 は 、 悪 事 を 行う 人 の 自滅 を 望む 。 
With the debris of the worlds, God makes stars: 

諸 大 体 の 破片 で 、 神 は (新しい ) 星 々 を 作っ て いる 。 

wrth the debris of souls He makes angelS. 

魂 の 破片 で 、 神 は 神 の 聖霊 で ある 天使 を 作っ て いる 。 


VI 

数 6 

THE SENARY 

6 つ 1 組 

THE Senary is the numDer of imitiation by ordeal: 

数 6 は 、 試 練 に よる 入門 の 数 で ある 。 

it is the number of eduilibrium, 

数 6 は 、 つ り 合 い の 数 で ある 。 

it is the hieroglyph of the knowledge of Good and Evil. 

数 6 の 形 で ある 、 六 蘭 星 は 、 善 悪 の 知 の 象徴 で ある 。 

He who seeks the origin of evil, seeks the source of what is not. 

如 の 起源 を 探求 する 人 は 、 存 在 し な い 物 の 起源 を 探求 する 事 に 成る 。( こ の 世 以 外 
で 仮想 敵 と し て 以外 で 悪 は 存在 し な い 。 こ の 世 で 、 神 は 、 存 在 し な い 悪 が 存在 する か 
の 様 に させ て いる 。) 

Evil is the disordered appetite of good!, 

悪 と は 、 元 は 善い 物 で あっ た 欲望 が 混乱 し て いる 物 で ある 。 

the unfruitful attempt of an unskilful will. 

悪 と は 、 未 就 な 意思 に よる 実り の 無い 試み で ある 。 

EVery One DOSSeSSes the fruit of his WorK, 

人 は 、 全 て 、 自 分 の 行為 の 結果 を 身 に つけ る 事 に 成る 。 

and Doverty 1S Only the spur to toil. 

貧し さだ けが 、 人 を 労苦 へ と 駆り 立て る 。 

For the flock of men, suffering is ike the shepherd dog, 

人 と いう 羊 の 群れ に と っ て 、( 良 心 の 叫 責 に よる 心 の 痛み や 、 不 節制 に よる 肉体 の 不 
調 に よる 痛み と いっ た 、) 痛 み は 牧 壮大 に 似 て いる 。 

who Dites the wool of the Sheep to put them Dackin the right way. 
(良心 の 町 責 に よる 心 の 痛み や 、 不 節制 に よる 肉体 の 不調 に よる 痛み と いっ た 、) 痛 
み と い う 牧 羊 大 は 、 人 と いう テ 羊 を 正しい 道 へ 戻す た め に 、 人 と いう 羊 の 羊毛 に 噛み つ 
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It is Decause of shadow that we are aDle to see light: 

影 の お か げ で 、 人 は 光 を 見 る 事 が で きる 。 

Decause of cold that we feel heat: 

冷た さ の お か げ で 、 人 は 暖か さ を 感じ る 事 が で きる 。 

because of pain that we are sensible to pleasure. 

痛み の お か げ で 、 人 は 好ま し い 事 が 分 か る 。 

Evil is then for us the occasion and the Degimning of good. 

その た め 、( 本 当 は 、) 悪 と は 、 人 に と っ て 、 善 へ の 機会 で あり 、 善 へ の きっ か け で ある 。 
BUt, 

し か し 、 

in the dreams of our imperfect intelhigence, we accuse the Work of 
Providence, through faihmng to understand it. 


人 の 不 完全 な 知性 に よる 夢 起 に よっ て 、 人 は 、 神 意 を 理解 で きず 、「 人 を 正しい 道 へ 
戻す た め に 、 良 心 の 町 責 に よる 心 の 痛み や 、 不 節制 に よる 肉体 の 不調 に よる 痛み を 
人 に 与え る 。」 と いう 神意 の 作法 を 非難 する 。 

We resemDle the ignorant person who judges the picture Dy the 
begimrung of the sketch, and says, when the head is done, "What! Has 
this figure no Dody?" 

人 は 、 他 者 が 人 の 絵 の 断 片 と し て 頭 部 の 絵 か ら 描き 始め る と 、「 何 で 人 の 絵 に 頭 部 
だ け で 体 が 無い の !?」 と 言っ て 決め つけ て 判断 し て し まう 愚者 に 似 て いる 。 
Nature remalns caIm, and accompHshes its WOrK. 

し か し 、 自 然 は 静か に 自分 の 務め を 果たす 。 

The ploughshare is not cruel when it tears the bosom of the earth, 

土 を 耕す 働 (すき) は 、 土 の 胸中 を 引き 像 く 時 、 残 酷 で は な い 。 

and 

その た め 、 

the great revolutions of the world are the husbandry of God. 
世界 の 大 変革 は 、 神 に よる 、 人 と いう 土 の 耕 作 で ある 。( 創 世 記 2 章 7 節 「 神 は 人 を 
土 の 塵 か ら 創造 し た 。」。 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 「 魔 術 の 歴史 」「 へ ブライ 語 で アダ ム は 
赤い 土 を 意味 する 。」。 ア ダム は 人 の 代表 。) 

There is a place for everything: 

全て の も の に は 、 定 位置 が 存在 する 。 

to saVvage DeOples, DarDarous masters: 

未開 の 民族 に は 、 未 開 の 主 が 。 

to cattle, Dutchers: 

家畜 の 様 な 人 に は 、 層 殺人 が 。 

to men, judges and fathers. 

人 に は 、 裁 判官 と 保護 者 が 。 

Tf tme could change the sheep into lions, they would eat the Dutchers 
and the shepherds. 

仮に 、 時 間 が 羊 を ライ オン に 変え る 事 が で きた ら 、 羊 は ライ オン に 変わ っ て 層 殺 人 や 
壮 飼 い を 食っ て し まう で あろ う 。 

Sheep neVver change 

動物 の 羊 は 、 ラ イオ ン な ど に 変わ る 事 は 決し て 無い 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

they do not imstruct themselves: 

動物 の 羊 は 、 自 分 を 教育 し な い 。 

Dut 

し か し 、 

peoples instruct themmselves. 

人 は 、 自 分 を 教育 する 。 

Shepherds and Dutchers of the people, you are then right to regard as 
yOur enemies those who speak to your flock! 


大 衆 と いう 羊 の 群れ の 、 羊 飼い や 層 殺 人 で ある 権力 者 が 、 大 衆 と いう 羊 の 群れ に 話 
し か ける 人 を 敵 と 見 な す の は 当然 で ある (、 と 言え る か も し れ な い )。 

Flocks who know yet only your shepherds, 

大 衆 と いう 羊 の 群れ は 、 過 去 の 権力 者 と いう 壮 飼 い の 事 を 未だ 覚え て いる 。 

and 

また だ 、 

who wish to remain ignorant oftheir dealings with the Dutchers, 

大 衆 と いう 羊 の 群れ は 、 羊 飼い と 層 人 の 取引 、 権 力 者 同士 の 取引 を 知ら な いま ま 
で いた い 。 

1t 1S excusaDle that you should stone them who humihate you and 
disturD you, In Speaking to you Of yoOur rights. 

各 人 の 権利 に つい て 大 衆 へ 話し て 、 大 衆 に 恥 を か か せ た り 、 大 衆 の 心 を か き 乱 し た 
りす る 人 を 大 衆 が 石 を 投げ て 殺す の は 無理 も 無い (、 か も し れ な い )。 

0 Christ! 

お お っ ! イ エス キリ スト よ ! 

The authorittes condemn Thee, 

権力 者 は 、 イ エス キリ スト を 迫害 し た 。 

Thy disciples deny Thee, 

弟子 は 、 イ エス キリ スト を 否定 し て し まっ た 事 が 有 っ た 。 

the people curses Thee, and demands Thy murder: 

ユダ ヤ 教 徒 の 大 察 は 、 イ エス キリ スト を 呪い 、 イ エス キリ スト の 殺 害 を 要求 し た 。 
only Thy mother Weeps for Thee, 

聖母 マリ ア だ けが 、 イ エス キリ スト の た め に 、 涙 を 流し て 悲し ん だ 。 

even God aDandons Thee! 

神 さ え 、( 一 時 的 に 、 予 定 通り 、 イ エス キリ スト に 知ら せ て いた 通り 、) イ エス キリ スト を 
敵 に 引き 渡し た ! 

"Eh! Eh! ]ama saDachthanu!" 

詩 編 22 章 1 節 と マタ イ に よる 福音 27 章 46 節 「 エ リ ! エ リ ! レ マ 、 サ バク タニ !」、「 神 
よ ! 神 よ ! ど うし て 私 を 見 捨て た の で すか ?!」。 


VII 

数 7 

THE SEPTENARY 

7 つ 1 組 

THE Septenary 1s the great DiDhcal numDer 

数 7 は 、 聖 書 に あら われ る 大 いな る 数 で ある 。 

It is the key ofthe Creation in the books of Moses 

数 7 は 、 創 世 記 と いっ た モー セ の 書 に お いて 、 創 世 の 鍵 に 成っ て いる 。 

and the symDbol of all relhigion. 

数 7 は 、 全 て の 宗教 の 象徴 で ある 。 

Moses left fiVe Dooks, 

モー セ は 、「 モ ー セ 五 書 」 を 書き 残し た 。 

and the Law is complete in two testaments. 

「 旧 約 聖 書 」 と 「 新 約 聖 書 」 と いう 2 種類 の 「 聖 書 」 に よっ て 、「 モ ー セ 五 書 」、「 律 法 」、 
「 ト ー ラ ー」 は 完成 し て いる 。(「 モ ー セ 五 書 」 の 数 5 と 「 旧 約 聖 書 」 と 「 新 約 聖 書 」 と い 
う 2 種類 の 「 聖 書 」 の 数 2 を 足す と 、 数 7 で ある 。) 

The Bible is not a history, 

皇 書 は 、 歴 史書 で は な い 。 

it is a collection of Doems, 

聖書 は 、 詩 を 集め た 物 で ある 。 

a Dook of allegories amd images. 

聖書 は 、 諸 々 の 例え 話 と 象徴 の 書 で ある 。 

Adamm and EVe are only the prirmitiVe types of humanrity: 

創世 記 の 、 ア ダム と エヴァ は 、 人 性 の 原型 に 過ぎ な い 。 

the tempter serDent is tme which tests: 

創世 記 の 、 誘 惑 す る 蛇 は 、 人 を 試す 、「 時 」 で ある 。 

the Tree of Knowledge is Tight: 

創世 記 の 、 善 悪 の 知 の 木 は 、「 権 利 」 で ある 。 

the expatlon Dy tol is duty. 

創世 記 3 草 の 、 労 苦 に よる 罪 の つぐ で ない は 、「 義務 」 で ある 。 

Cain and Abel represent the flesh and the spirit, force and intelligence, 
Violence and harmony. 

創世 記 の 、 カ イン と アベ ル は 、 肉 と 霊 、 力 と 知 、 破 壊 と 調和 を 表す 。 

The giants are those who usurped the earth in ancient tmes: 

創世 記 6 章 の 巨人 は 、( 肉 欲 に よっ て 、) 地 を 暴力 で 奪い 合う 古代 の 権力 者 ども を 表 
the flood was a great revolution. 

創世 記 7 章 の 、 大 洪水 は 、 大 変革 を 表す 。 

The ark is tradition preserVved in a fammly: 

モー セ の 、 契 約 の 箱 は 、 ヘ ブライ 人 が 保存 し て いる 口伝 で ある 。 

religion at this period Decomes a mystery and the property of the race. 
上 記 の 時 代 、( 後 に キリ スト 教 と し て 表れ る 真 の 神 の 教え で ある ) 宗 教 は 、 ヘ へ ブラ イ 人 
所 有 の 神秘 、 ヘ へ ブラ イ 人 の 所 有 物 に 成る 。 


Ham was cursed for havimg reVealed it. 

ハム は へ ブラ イ 人 所 有 の 宗教 を へ ブラ イ 人 以外 に 口外 し た た め 、 創 世 記 9 章 25 節 
で ノア は ハム の 子 カ ナン を 呪っ た 。 

Nimrod and BaDel are the two primitive allegories of the despot, and of 
the umnversal empire which has always filled the dreams of men, 

創世 記 10 章 の ニム ロ デ と 創世 記 11 章 の バベル の 塔 は 、 人 の 夢想 に 常に 満ち あふ 
れ て いる 、 独 裁 と 世界 国 と いう 2 つの 原初 の 象徴 で ある 。 

a dream whose fulfilment was sought successively Dy the Assyrians, the 
Medes, the Persians, Alexander Rome, Napoleor, the successors Of Peter 
the Great, and always umfimished because of the dispersion of interests, 
アッ シリ ア 人 、 メ ディ ア 人 、 ペ ル シ ャ 人 、 ア レク サン ダー、 ロ ー マ 帝 国 、 ナ ポレ オン 、 初 代 
ロシア 皇帝 ピョートル 1 世 の 後 継 者 で ある ロシア 皇帝 た ち は 、 次 々 と 、 独 裁 と 世界 帝 
国 と いう 夢想 の 実現 を 求め 、 常 に 、 利 害 に よる 分 像 に よっ て 実現 で き な か っ た 。 
SymDbolized Dy the confusion of tongueSs. 

創世 記 11 章 の 「 言 葉 の 混乱 」 は 、 利 害 に よる 分 像 の 例え で ある 。( 人 は 利害 が 衝突 
する 相手 の 言葉 に は 聞く 耳 を 持た な い 。) 

The umiversal empire Could not realize itself Dy force, Dut Dy 
intelligence and love. 

知 と 思い や り 無し で は 、 暴 力 で は 、 世 界 国 を 実現 で き な か っ た 。 

Thus, to Nimrodl, the man of saVage right, 

創世 記 10 章 の ニム ロ デ は 、 未 開 の 、「 権 利 」 を 象徴 する 人 で ある 。 

the Bible opposed Abraham, the man of duty 

ニム ロ デ と は 正反対 で 、 創 世 記 の アブ ラ ハ ム は 、 義 務 を 象徴 する 人 で ある 。 

who goes Voluntarily into exile in order to seek iDerty and strife in a 
stramge COUTtry, 

創世 記 12 章 で 、 ア ブラ ハム は 、 自 由 意 思 で 、 自 由 を 求め 、 カ ル デ ア の 都市 国家 ウル 
を 出 て 旅 を し 、 未 知 の 地 カ ナン で 戦っ た 。 

which he seizes by virtue of his "Idea." 

アブ ラ ハ ム は 、 ア ブラ ハム の 「 知 」 の 力 に よっ て 、「 神 」 の 力 に よっ て 、 未 知 の 地 カ ナン 
を 所 有 し た 。 

He has a sterile wife, his thought, 

アブ ラ ハ ム の 不妊 の 妻 サ ラ は 、 ア ブラ ハム の 考え 、 知 を 表す 。 

and a fertile slaVe, his force: 

アブ ラ ハ ム の 多 産 の 奴隷 ハ ガ ル は 、 ア ブラ ハム の 力 を 表す 。 

Dut 
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when force has produced ts fruit, thought Decomes fertile: 

力 が 結果 を も た ら す と 、 考 え 、 知 は 多 産 に 成る 。 ハ ガル が 子 イ シュ マエ ル を も た ら す と 、 
サラ は 多 産 に 成っ た 。 

and the son of intelhigence drives into exile the child of force. 

知 で ある 息子 に よっ て 、 力 の 子 は 追放 され る 事 に 成る 。 イ サク に よっ て 、 イ シュ マエ ル 
は 追放 され る 事 に 成る 。 

The man ofintelligence is suDrmitted to rude tests: 


知 の 人 は 、 荒 っ ぽい 試練 を 甘んじ て 受け る 。 知 の 人 アブ ラ ハ ム は 、 荒 っ ぽい 試練 を 甘 
ん じ て 受 ける 。 

he must corfirm his conduests Dy sacrifices. 

知 の 人 は 、 自 己 犠牲 に よっ て 、 克 己 を 確認 する 必要 が 有る 。 知 の 人 アブ ラ ハ ム は 、 自 
己 犠 牧 、 独 り 子 イサ ク を 神 に ささ げ る 事 に よっ て 、 克 叫 を 確認 する 必要 が 有る 。 

God orders him to irmmolate his son, 

神 は 、 知 の 子 (、 知 の 結果 で ある 行い ) を 神 に ささ げ る 様 に 知 へ 命令 する 。 創 世 記 22 
章 で 、 神 は 、 ア ブラ ハム の 息子 イサ ク を 神 に ささ げ る 様 に アブ ラ ハ ム へ 命令 する 。 
thatis to say 

言い 換え る と 、 

doubt ought to test dogma, 

疑心 は 、 考 え 、 知 を 試す 必要 が 有る 。 神 は 、 ア ブラ ハム の 考え 、 知 を 試す 必要 が 有 っ 
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and the intellectual man should De ready to sacrifice everything on the 
altar of suDpremme reasOn. 

知 の 人 は 全て の も の を 無 上 の 論理 で ある 神 の 祭壇 の 上 に ささ げ る 覚悟 が 有る べき 
で ある 。 知 の 人 アブ ラ ハ ム は 全て の も の を 無 上 の 論理 で ある 神 の 祭壇 の 上 に ささ げ 
る 覚悟 が ボ 有 る べき で ある 。 

Then God imterVenes: 

アブ ラ ハ ム が イサ ク を 誤っ て 生 資 に し よう と する と 、 神 は 、 干 渉 し て 生 費 を 止め る 。 
universal reason ylelds to the efforts of laDour and shows herself to 
SclenCe: 

普遍 の 論理 は 、 労 苦 の 結果 を 許し て 、 普 遍 の 論理 を 知 に 知ら せる 。 普 遍 の 論理 で あ 
る 神 は 、 ア ブラ ハム の 労苦 の 結果 を 許し て 、 普 遍 の 論理 を 知 の 象徴 で る る アブ ラ ハ 
ム に 知ら せる 。 

the material side of dogma is alone irmmolated.… 

考え 、 知 の 物質 的 な 面 だ けが 、 さ さげ られ る 。 創 世 記 22 章 13 節 で 、 ア ブラ ハム に 
よっ て 、「 や ぶ に 角 が 引っ か か っ て いる 羊 」 が 、 さ さげ られ た 。 

This is the meaming of the ram caught by its horns in a thicket. 

創世 記 22 章 13 節 の 「 や ぶ に 角 が 引っ か か っ て いる 羊 」、「 面 を や ぶ に 向け て いる 
羊 」 は 、「 知 の 物質 的 な 面 」 を 意味 する 。 

The history of Abraham is, then, a symDol in the ancient manner 
その た め 、 創 世 記 の アブ ラ ハ ム の 話 は 、 古 代 の 作法 に よる 、 例 え 話 で ある 。 

and contains a lofty revelation of the destimies of the human soul. 
創世 記 の アブ プラ ハム の 話 は 、 人 の 魂 の 運命 の 高尚 な 啓示 を 含ん で いる 。 

Taken jiterally, it 1S an aDsurd and revoltimg story. 

文字 通り に 受け 取る と 、 創 世 記 の アブ ラ ハ ム の 話 は 、 非 論理 的 で 反感 を 抱か せる 話 
で ある 、 と 誤解 され て し まう 。 

Did not St. Augustime take Hterally the Golden Ass of Apuleius? 

アウ グ ス テ ィ ヌ ス は 、 ア プレ イ ウ ス の 「 黄 金 の ロバ 」 と いう 話 を 文字 通り に 受け 取ら な 
か っ た か ? 

Poor great menl! 

あわ れ な 偉人 達 ! あ われ な 学者 達 ! 


The history of Isaac is another legend. 

イサ ク の 話 は 、 も う 一 つの 口伝 で ある 。 

Rebecca is the type of the oriental womaru 1aDorious, hospitaDle, partial 
in her affections, shrewd and wily in her manoeuVreSs. 

イサ ク の 妻 リ り ベ カカ は 、 オ リエ ント の 女性 の 典型 で あり 、 勤 労 的 で あり 、 親 切 に も て な し 、 
子 の うち 弟 ヤ コブ を ひい き し 、 子 ヤコブ の た め に 夫 イ サク を だ ます 策 を 考え る 抜け 目 
の 無 さ が 有 っ た 。 

Jacob and Esau are again the two types of Cain and Abel: 

ヤコブ は アベ ル を 象徴 する 。 ヤ コブ の 兄 エ サウ は カイ ン を 象徴 する 。 

but here ADel avenges himself: 

た だ し 、 ヤ コブ プ は アベ ル と し て 、 カ イン で ある エサ ウ に 報復 し て 、 父 イサ ク か ら の 祝福 
を 横取り し た 。 

the emancipated intelhigence triumphs Dy cunming. 

自由 に 成っ た 知 は 、 機 知 に よっ て 勝利 する 。 ヤ コブ は 、 機 知 に よっ て エサ ウ に 勝利 す 
る 。 
The whole of the genius of the jews is in the character of jacoD, 
ヤコブ の 気質 に 、 ヘ ブライ 人 の 精神 の 全て が 存在 する 。 

the patient and laborious supplanter who yields to the wrath of Esau, 
becomes rich, amd Duys his Drother's forgiVeneSS. 

忍耐 強く 勤労 的 な 「 押 し の けた 者 」、「 取 っ て 代わ っ た 者 」、「 ヤ コブ 」 は 、 エ サウ の 交 
り に 自ら 従 お うと し て 、 富 者 に 成り 、 兄 エサ ウ か ら の 許し を 手 に 入れ た 。 

One mustnever forget that, when the ancients want to philosophize, 
they tell a story, 

「 古 代 人 は 、 哲 学 的 に 考え る 時 は 常に 、 例 え 話 を 作る 。」 事 を 忘れ る な か れ 。 

The history or legend of Toseph contains, in germ, the whole genius of 
the Gospel: 

ヨセフ の 史実 、 ま た は 、 ヨ セ フ の 伝説 は 、 福 音 の 精神 の 全て を 芽生 えと し て 含ん で い 
る 。 
and the Christ, misunderstood Dy His people, must often haVe wept in 
reading oOVer agaln that scene, where the Governor of Egypt throWws 
himself on the neck of Bemjarmm, with the great cry of "1 am Toseph!" 
イエ ス キリ スト は 、 兄 弟 に 誤解 され た 時 は 度々 (た び た び )、 創 世 記 45 章 の 「 エ ジ プ ト 
の 統治 者 で ある ヨセフ は 、『 私 は ヨセフ だ !』 と 大 声 で 叫ん で 正体 を 明か し て か ら 、 ベ 
ニヤ ミン の 首 に すがり つい た 。」 と いう 話 を 読み 返し て 涙 を 流し て 悲し ん で いた に 違 
いな い 。 

Israel Decomes the people of God, 

イス ラ エ ル は 、 神 の 民族 に 成っ た 。 

thatis to say 

言い 換え る と 、 

the conservator of the idea, 

イス ラ エ ル は 、 知 と いう 財産 の 管理 人 に 成っ た 。 

and the depositaries of the word. 

イス ラ エ ル は 、 神 の 言葉 の 保管 者 に 成っ た 。 


This idea is that of human independence, and of royalty, Dy means of 
WOTrK: 

イス ラ エ ル の 知 と は 、 労 苦 に よる 、 人 の 自立 の た め の 知 で あり 、 王 者 の た め の 知 で あ 
る 。 

Dut one hides it with care, ikKe a precious seed. 

イス ラ エ ル は 、 貴 重 な 種 の 様 に に イス ラ エ ル の 知 を 用 心して 隠し た 。 

Apanful and indehble sign is imprinted on the initiates: 

イス ラ エ ル の 秘伝 伝授 者 は 、 難 し い 忘 れ ら れ な い 象 徴 を 記憶 に 焼き つけ た 。 
eVery image of the truth is forbidden, 

イス ラ エ ル で は 、 真 理 の 、 全 て の 偶像 が 禁じ られ た 。 

and the children of jacob watch, sword in hand, around the uruty of the 
taDernacle. 

イス ラ エ ル で ある ヤコブ の 子孫 は 、 聖 所 が まとまっ て いる 周囲 を 剣 を 手 に 監視 し た 。 
Hamor and Shechem wsh to introduce themselves forciDly into the 
holy farmly, and perish with their people after undergoing a feigned 
Initiation. 

創世 記 34 章 で 、 ハ モル と シェ ケム は 、 神 聖 な 家 族 で ある へ ブラ イ 人 の 中 に 力ずく で 
不法 に 入り 込 も うと し て 、 ヤ コブ の 子 達 に 割礼 と いう 心 に も 無い 入門 の 儀式 を 受け 
させ られ た 後 で 滅ぼさ れ た 。 

In order to dormmate the vVulgar it is already necessary that the 
sanctuary should surround itself with sacrifices and with terror 
大 衆 を 統治 する に は 、 聖 所 を 自己 犠牲 と 恐怖 で 囲む 必要 が 十分 に 有る 。 

The servitude of the children of jacoD paves the Way for their 
deliveranCe: 

イス ラ エ ル で ある ヤコブ の 子孫 が 奴隷 に され る 事 は 、 イ スラ エル へ の 救い を 用 意 す 
る 事 に 成る 。 

for 

な ぜ な ら 、 

they haVe an idea, and one does not enchain an idea: 

イス ラ エ ル に は 、 唯 一 の 神 、 唯 一 の 知 が 有る 。 そ し て 、 人 は 、 神 (と いう 概念 ) を 束縛 で 
き な い し 、 知 (と いう 概念 ) を 束縛 で き な い 。 

they have a religion, and one does not violate a religlon: 

イス ラ エ ル に は 、 唯 一 の 神 の 教え が 有る 。 そ し て 、 人 は 、 宗 教 (と いう 概念 ) を 侵害 で き 
な い 。 

they are, in fime, a Deople, and one does not enchan a real Deople. 
結局 、 イ スラ エル は 、 唯 一 の 民族 で ある 。 そ の た め 、 人 は 、 民 族 の 実質 性 を 束縛 で き 
な い 。 

Persecutlon strs UD aVengeTs: 

人 迫害 は 、 イ スラ エル の 復讐 者 を 目覚 め さ せる 事 に 成る 。 

the idea incarnates itselfin a man: 

神 、 知 は 、 人 に 成っ た 。 神 の 知 は 、 イ エス と いう 人 に 成っ た 。 

Moses sprimgs uD: Pharaoh falls: 

モー セ が 現れ て 、 悪 い フ ァ ラ オ は 失墜 し た 。 


and the column of smoke and flame, which goes before a freed Deople, 
adVances majestcally into the desert. 

出 エ ジ プ ト 記 13 章 20 人 節 か ら 22 節 で 、( 昼 は ) 雲 の 柱 が 、( 夜 は ) 火 の 柱 が 、 解 放さ れ 
た 民族 へ ヘブライ 人 の 前 に 先立っ て 、 荒 れ 野 へ 雄大 に 進ん だ 。 

Christ is Driest amd king by intelligence and Dy 1ove. 

イエ ス キリ スト は 、 知 と 思い や り に よる 、( 大 ) 祭 司 で あり 、 王 で ある 。 

He has received the holy umction, the uncton of genius, faith and virtue, 
イエ ス は 、 霊 、 信 心 、 徳 の 油 に よる 「 油 を 注 が れ た 者 」、「 キ リス ト 」 で ある 。 

which is force. 

霊 、 信 心 、 徳 の 油 と は 、 力 で ある 。 

He comes when the priesthood is worn out, when the old symDols haVe 
no more Virtue, when the Deacon of intelligence is extimguished. 
イエ ス は 、 聖 職 者 が 退廃 し た 時 に 、 も は や 古代 の 象徴 に 力 が 無く 成っ た 時 に 、 知 に よ 
る 光明 が 消え た 時 に 、 降 臨 し た 。 

He comes to recall Israel to Hife, 

イエ ス は 、 イ スラ エル を 命 に 呼び 戻し て 復活 させ る た め に 、 降 臨 し た 。 

andifhe cannot galvaruze Israel, slain by the Pharisees, into Hfe, he wi 
reSurreCct the World giVen Over to the dead worship of idols. 

も し ファ リサ イ 派 が 命 を 奪っ た イス ラ エ ル を 刺激 し て 復活 させ る 事 が で き な く て も 、 イ 
エス は 、 死 ん で いる 偶像 崇拝 に ふけ っ て いる 世界 中 の 人 々 を 復活 させ る つも り で 
あっ た 。 

Christ is the right to do one's duty. 

イエ ス キリ スト は 、( 他 ) 人 の 義務 を 果たす 権利 で ある 。 

Man has the right to do his duty, and he has no other right. 

人 に は 、 イ エス へ の 義務 を 果たす 権利 以外 の 権利 は 無い 。 

0 man! 

お お っ ! 人 よ ! 

thou hast the right to resist even unto death any who prevents thee 
from doing thy duty. 

人 に は 、 完 全 に 死に 至る まで 、 自 分 の 義務 を 果たす 事 を 妨げ る 全て の 者 に 対し て 抵 
抗 する 権利 が 有る 。 

Mother! 

母 よ ! 

Thy child is drowmmgi a man preverts thee from helping hm: thou 
strikest this man, thou dost run to save thy son!.… Who, then, will dare 
to condemn thee? 

子 が 湧 れ て いる 時 、 母 が 、 子 を 助け る の を 妨 ( さ また ) げ る 人 を な ぐり 、 子 を 助け に 
走っ た と し て 、 誰 が 母 を あえ て 非難 する で あろ うか ? 母 は 子 を 助け る の を 妨 ( さ また ) 
げ る 人 を な で ぐっ て 善い ! 

Christ came to OpDDpose the right of duty to the duty of right. 

イエ ス キリ スト は 、 義 務 を 果たす 権利 を 、 権 利 を 主張 する 義務 に 対立 させ た 。 
Right,' with the jews, was the doctrime of the Pharisees. 

「 権 利 」 は 、 ヘ ブラ イ 人 に と っ て 、 フ ァ リ サイ 派 の 教え で あっ た 。 


Andl indeed, they seemed to haVe acqduired the privilege of dogmatizing: 
実に 、 フ ァ リ サイ 派 は 、 教 えと し て 主張 する 特権 を 得 て い た 様 に 思わ れる 。 

were they not the legitimate heirs of the synagogue? 

ファ リサ イ 派 は 、 ユ ダ ヤ 教 の 正統 な 継承 者 で は な いか ? 

They had the right to condemn the Savlour 

ファ リサ イ 派 に は 、 救 い 主 イエ ス を 迫害 する 権力 が 有 っ た 。 

and the Saviour knew that His duty was to resist them. 

救い 主 イ エス は 、 人 に 成っ た 神 イ エス の 義務 が ファ リサ イ 派 に 反対 する 事 で ある と 
知 う 3 で いた 。 

Christ is the soul of protest. 

イエ ス キリ スト と は 、 抗 議 の 精神 で ある 。 

But the protest of what? 

イエ ス の 抗議 の 精神 と は 、 何 に 対す る 抗議 な の か ? 

Of the flesh against the intelligence? No! 

知 に 対す る 肉欲 の 抗議 か ? い いえ ! 

Ofright against duty? NO! 

義務 に 対す る 権利 の 抗議 か ? い いえ ! 

Of the physical against the moral? No! No! 

倫理 道徳 に 対す る 科学 の 抗議 か ? い いえ ! 精 神 に 対す る 肉体 の 抗議 か ? い いえ ! 
Ofimagimation agaimst un1versal reasOn? 

普遍 の 論理 に 対す る 要 想 の 抗議 か ? い いえ ! 

Of follY against wisdom? No, a thousand tmes No, and once more No! 
知 に 対す る 狂 愚 の 抗議 か ? い いえ ! 千 回 で も 何 回 で も 、 い いえ ! さ ら に 、 い いえ ! 
Christ is the reality, duty which protests eternally against the ideality, 
right. 

イエ ス キリ スト は 、 妄 想 に 対す る 永遠 の 抗議 で ある 現実 で あり 、 権 利 に 対す る 永遠 
の 抗議 で ある 義務 で ある 。 

He is the emancipation of the spirit which Dreaks the slavery of the 
flesh. 

イエ ス は 、 肉 欲 に よる 奴隷 状態 を 打ち 破る 、 精 神 の 解放 で ある 。 

He is devotion in reVolt aganst ego1SsTm. 

イエ ス は 、 利 己 主 義 に 抗議 する 、 献 身 で ある 。 

He is the sublme modesty which rephes to pride: "1 will not obey thee!" 
イエ ス は 、 マ タイ に よる 福音 4 章 の 様 に 「 私 は 、 お 前 に 従う つも り は 無い !」 と 焦 慢 の 
精神 に 対し て 答え る 、 気 高い 謙 本 で ある 。 

Christ is unmatedi: 

イエ ス キリ スト は 、 未 婚 の 独身 で あっ た 。 

Christ is soHhtary: 

イエ ス キリ スト は 、 孤 独 で あっ た 。 

Christ is sad: 

イエ ス キリ スト は 、 悲 し ん だ 。 

WhY? 

な ぜ な の か ? 


BecauSe 

な ぜ な ら 、 

woman has prostituted herself. 

人 の 女性 は 、 金 銭 で 性 的 に 身体 を 売っ て いる 。 

Because SOCiety 1S guilty of theft. 

社会 は 、( 搾 取 に よっ て 、) 盗 む 罪 を 犯し て いる 。 

Because selfish joy 1S imD1OUS. 

自分 の た め だ け に 自分 だ けが 喜ぶ 事 は 、 不 信心 で ある 。 

Christ is judged, condemned, and executed: amd men adore Himl! 

イエ ス キリ スト は 裁 か れ て 死罪 に 定め られ 、 迫 害さ れ 、 十 字 貯 刑 で 処刑 され て 殺害 
され た が 、 大 和 軍 は イエ ス を 敬礼 し て いる ! 

This happened in a world Derhaps as serlOus as OUT 0W1. 

この 世 で イエ ス が 身代わり に 成っ て 苦し み 無 実 の 罪 で 殺害 され た 事件 が 起き た の 
は 、 恐 らく 、 個 々 の 人 自身 と 同じ くら い 、 重 要 で ある 。 

Judges of the world in which we Hve, pay attention, and think of Him 
who wl judge your judgments! 

人 が 生き て いる 、 こ の 世 の 裁 判官 た ちよ 、 気 を つけ な さい ! 人 の 裁き を 裁く つも り で あ 
る 人 に 成っ た 神 イ エス に つい て 考え な さい !( マ タイ に よる 福音 7 章 1 節 か ら 2 節 「 他 
人 を 裁く な か れ 。 自 分 が 裁 か れ な いた め に で ある 。 他 人 を 裁く 裁き で 自分 も 裁 か れ 
る で あろ う 。」。 ヨ ハネ に よる 福音 5 草 30 節 「 私 イエ ス は 聞い た 通り に 裁 くだ け で ある 。 
私 イエ ス の 裁き は 正しい 。」。) 

But, before dyimg, the Saviour Dedueathed to His children the immortal 
slgT Of salVation, Commmumion. 

救い 主 イ エス は 、 死 ぬ 前 に 、 救 い の 手 段 で ある 不死 の 象徴 で ある 聖体 の パン と 赤 ワ 
イン を イエ ス の 子 擦 で ある キリ スト 教徒 達 に 残し た 。 

Communion! Common uruon! the final word of the Saviour of the 
world! 

聖体 ! 全 員 一 致 の 統一 体 ! こ の 世 の 救い 主 イ エス の 究極 の 言葉 ! 

"The Bread and the Wine shared among all" said He, "this is my flesh 
and my Dlood." 

要約 する と 、 ヨ ハネ に よる 福音 6 章 で 、 イ エス は 「( 思 いや りか ら ) 全 員 で 分 か ち 合 っ た 、 
パン と 赤ワイン は 、 私 イエ ス の 血 肉 で ある (思い や り の 象徴 で ある )。」 と 話し て いる 。 
He gave His flesh to the executioners, His blood to the earth which 
drank it. 

イエ ス は 、 肉 を 死刑 執行 人 に 与え 、 血 を 地 に 吸わ せ た 。 

Why? 

な ぜ な の か ? 

In order that all may partake of the bread of intelhigence, and of the 
wime of loVe. 

全て の 人 が 、 知 と いう 聖体 の パン と 、 思 いや り と いう 聖体 の 赤ワイン を いた だ く 事 が 
で きる 様 に する た めで ある 。 

0 sign of the umion of menl! 

お お っ ! 人 の 統一 体 の 象徴 で ある イエ ス よ ! 


0 Round TaDle of umiversal chivalry! 

お お っ ! 普 遍 の 騎士 団 の 円 重 で ある イエ ス よ ! 

O Danduet of fraternity and eduahty! 

お お っ ! 上 兄弟 愛 と 平等 の 宴 で ある イエ ス よ ! 友 愛 と 平等 の 宴 で ある イエ ス よ ! 

When will you De Detter understood? 

イエ ス が 、 よ り 良 く 理解 され る の は 、 い つ で あろ うか ? 

Martyrs of humanity, 

思い や り に よる 狗 教 者 達 よ 。 

all ye who have given your Hfe in order that all should have the bread 
which nourishes and the wine which fortifies, 

全て の 人 が 、( 知 と いう 魂 の ) 糧 と 成る 聖体 の パン と 、( 思 いや り と いう 人 心 を ) 強 め る 加 
体 の 赤ワイン を 保持 で きる 様 に ひる た め 、 命 を ささ げた 全て の 痢 教 者 達 よ 。 

do ye not also say Dlacing your hands on the signs of the umiversal 
cormmurion: "This is our flesh and our Dlood"? 

全て の 痢 教 者 達 は 、 普 遍 の 聖体 の パン と 赤ワイン と いう 象徴 に 手 を 置い て 、「 聖 体 の 
パン と 赤ワイン は 、 私 、 狗 教 者 の 血 肉 で ある 。」 と 話し て いな か っ た か ? 全 て の 痢 教 者 
達 は 、 普 遍 の 聖体 の パン と 赤ワイン と いう 象徴 に 手 を 置い て 、「 聖 体 の パン と 赤 ワ イ 
ン は 、 私 、 狗 教 者 の 血 肉 で ある 。」 と 話し て いた ! 

And you, men of the whole world, you whom the Master calls His 
Drothers: 

主 イ エス が 兄弟 、 同 胞 と 呼ん だ 、 全 世界 の 人 々 よ 。 

oh, do you not feel that the umiversal Dread the fraternal bread the 
bread of the commumior, is God? 

「 普 通 の パン 、 兄 弟 愛 か ら の パン 、 友 愛 か ら の パン 、 聖 体 の パン は 、 神 で ある 。」 と 心 
に 感じ な いか ? 

Retailers of the Crucified One! 

十字 架 に は りつ け に され て 殺害 され た 人 に 成っ た 神 イ エス に よっ て 金銭 を 稼ぐ 商売 
人 と 成っ て し まっ て いる 邪悪 な 聖職 者 ども よ ! 

All you who are not ready to giVe yOur Dlood, your flesh and your Hife to 
humanity, you are not worthy of the Commumion of the Son of Godl! 

血 肉 と 命 を ( 他 ) 人 に ささ げ る 覚悟 が 無い 邪悪 な 聖職 者 ども は 、 全 て 、 神 の 子 イ エス 
の 聖体 の パン と 赤ワイン を 受け る 価値 が 無い !( 邪 悪 な 聖職 者 ども は 、 魂 の 永遠 の 命 
を 受け 取れ ず に 、 魂 まで 減 び な さい り ) 

Do not let His Dlood flow upon yoU, 

邪悪 な 聖職 者 ども は 、 イ エス の 血 を 自分 に 注ぐ な か れ ! 

for 

な ぜ な ら 、 

it would Drand your forehead! 

イエ ス の 血 は 、 罪 人 の 焼き 印 を 邪悪 な 聖職 者 ども の 額 ( ひ た い ) に 押す で あろ う ! 

Do not approach your 1ips to the heart of Godl 

邪悪 な 聖職 者 ども は 、 唇 を 神 の 胸 に 近づけ る な か れ ! 

He would feel your stmg! 

神 は 、 邪 悪 な 聖職 者 ども の 心 や 言葉 の 一 (と げ ) を 感じ 取る 事 が で きる ! 


Do not drink the blood of the Christ 

邪悪 な 聖職 者 ども は 、( 思 いや り と いう ) イ エス キリ スト の 血 の 象徴 で ある 赤ワイン を 
本 RNN 
1t wl in VOur entrals: 
イエ ス の 血 の 象 徴 で ある 赤ワイン は 、 邪 悪 な 聖職 者 ども の 内 臓 、 心 の 内 奥 を 焼く で 
あろ う 。 
1S sufficient that it should have flowed uselessly for you! 

BE 悪 な 聖職 者 ども の た め に 無駄 に イエ ス の 血 が 流さ れる の は 、 も う 十 分 で ある ! 


VIII 

数 8 

THE NUMBER EIGHT 

数 8 

THE Ogdoad is the numDer of reaction 

数 8 は 、 反 作用 の 数 で ある 。 

and of equihDratimg ]uSt1Ce. 

数 8 は 、 つ り 合 わせ る 正義 の 数 で ある 。 

EVery action Droduces a reaction. 

全て の 作用 は 、 反 作用 を も た ら す 。 

This is the uversal 1aw of the world. 

作用 が 反作用 を も た ら す の は 、 世 界 の 普遍 の 法 で ある 。 

Christamity must needs Droduce anti-Christianity 

キリ スト 教 は 、 反 キリ スト 教 を 必ず 引き 起こ す 。 

Antichrist is the shadow, the fo the proof of Christ. 

反 キ リス ト と は 、 イ エス キリ スト の 影 、 引 き 立て 役 、 証 明 で ある 。 

Antichrist already Droduced itself in the Church in the tme of the 
Apostles: 

使徒 の 時 代 に 、 教 会 に 、 反 キリ スト は 、 す で に 生じ て いた 。 

St. Paul said: "For the mystery of imiquity doth already Work: only he 
who now letteth (withhold) wil let, until he De taken out of the way. 
And then shall that Wicked One De revealed. .… 

テ サ ロニ ケ の 信徒 へ の 第 2 の 手紙 2 章 6 節 か ら 8 節 で 、 使 徒 パ ウロ は 、「 な ぜ な ら 、 
不法 の 秘密 の 力 は 、 す で に 働い て いる 。 た だ し 、 今 、( 不 法 の 秘密 の 力 を ) 阻 止 し て い 
る 者 が 取り 除 か れる まで で 、 取 り 除 か れる と 、 不 法 の 者 が 現れ る 。.……。」 と 話し て いる 。 
The Protestants sald: "Antichrist is the Pope.“ 

プロ テス タン ト は 、「 反 キリ スト と は 、 カ トリ ッ ク の 法王 で ある 。」 と 話し た 。 

The Pope replhed: "EVery heretic is an Antichrist." 

法王 は 、「 異 端 者 は 、 全 て 、 反 キリ スト で ある 。」 と 応 ( こ た ) え た 。 

The Antichrist is no more the Pope than Luther: 

反 キ リス ト と は 法王 で は な い 、 の と 同じ くら い 、 反 キリ スト と は プロ テス タン ト の ル 
ター で は な い 。 

the Antichrist is the spirit opposed to that of Christ. 

反 キ リス ト と は 、 キ リス ト の 精神 と は 正反対 の 精神 で ある 。 

It is the usurpation of right for the sake of right: 

反 キ リス ト の 精神 と は 、 自 分 の 権利 の た め の 、 他 人 の 権利 の 侵害 で ある 。 

it is the pride of dominaton 

反 キ リス ト の 精神 と は 、 優 勢 に よる 令 慢 で ある 。 

and the despotism of thought. 

反 キ リス ト の 精神 と は 、 思 考 へ の 圧政 で ある 。 

It is the selfishness, self-styled relig1ous, of Protestants, as well as the 
credulous and imperious ignorance of Dad Catholics. 


反 キ リス ト の 精神 と は 、 悪 い カ トリ ッ ク 教 徒 の 軽 信 な 仙 慢 な 軸 か さ で ある 、 だ け で は 
な く 、 プ ロ テ ス タン ト の 利己 心 で あり 、 プ ロ テ ス タン ト が 自認 し て いる 教え で ある 。 
The Antchrist is what diVides men instead of umitimg them: 

反 キ リス ト と は 、 人 々 を 結び つけ る 代わ り に 、 人 々 を 分 像 さす せる も の で ある 。 

1t 1S a SDir1t of diSDute, 

反 キ リス ト の 精神 と は 、 言 い 争 い の 精 神 で ある 。 

the oDbstimacy of the theologians and sectarians, 

反 キ リス ト の 精神 と は 、 神 学者 や 党派 心 の 強い 人 の 頑固 さ で ある 。 

the impious desire of appropriatimg the truth to oneself, and excludimg 
others from it, or of forcimg the whole world to subrmit to the narrow 
yOke of our judgrmentSs. 

反 キ リス ト の 精神 と は 、 他 人 を 真理 か ら 排 兵 し て 真理 を 私 物化 する 不信 心 な 欲望 で 
あり 、 世 界 の 全て の 人 を 人 に よる 裁き に よる 心 が 狭い 圧政 に 力ずく で 従わ せよ うと す 
る 不信 心 な 欲望 で ある 。 

The Antchrist is the priest who curses Instead of Dlessing, 

反 キ リス ト と は 、 祝 福 す る 代わ り に 、 呪 う 聖 職 者 で ある 。 

who drives away instead of attractimg, 

反 キ リス ト と は 、 心 を 引き 寄せ る 代わ り に 、 心 を 遠ざけ させ る 聖職 者 で ある 。 

who scandalhizes instead of edifying, 

反 キ リス ト と は 、 教 訓 的 で ある 代わ り に 、 嫌 悪さ せる 聖職 者 で ある 。 

who damns instead of savimg. 

反 キ リス ト と は 、 救 う 代わ り に 、 地 獄 へ 落と す 聖 職 者 で ある 。 

It is the hateful fanaticism which discourages good-wll. 

反 キ リス ト の 精神 と は 、 善 意 を 失わ せる 、 憎 むべ き 和 狂信 で ある 。 

It is the worship of death, sadness, amd ugHmesSs. 

反 キ リス ト の 精神 と は 、 死 、 圧 し み 、 醒 さ の 尊重 や 葵 美 で ある 。 

"What career shall we choose for our son?" have said many stupid 
Darents: 

多数 の 吊 か な 親 が 「 ど の 仕事 を 息子 の た め に 選ば ぼう か ?」 と 話し て いる 。 

"he is mentally and Dodily weak, and he is without a spark of courage: 
we wl make a priest of him, so that he may Hive by the altar" 

「 息 子 は 、 精 神 的 に も 肉体 的 に も 弱い し 、 少 し も 勇 気 が 無い 。 息 子 を 聖職 者 に し て 
『 祭 壇 で 生計 を 立て る 』 事 が で きる 様 に させ よう 。」。 

They have not understood that the altar is not a manger for slothful 
arurmals. 

多数 の 愚か な 親 は 、「 祭 壇 は 、 怠 情 な 動物 的 人 間 の た め の 飼 葉 桶 で は な い 。」 と い 
う 事 を 理解 し て いな い 。 

Look at the unworthy priests, Contemplate these pretended servants of 
the altar! 

祭壇 の 偽 の 下僕 で ある 、 祭 司 に 相応 し く な い 聖 職 者 ども を 見 て みな さい ! 

What do they say to your heart, these oDese or cadaVverous men with the 
lack-lustre eyes, and pimched or gap1ng mouths? 


過度 に 肥満 の 、 ま た は 、 死 ん だ 人 の 様 に 青白 い 痩せ た 、 祭 司 に 相応 し く な い 聖 職 者 
ども は 、 澄 ん で いな い 輝 き の 無 い 目 で 、 歪 ん だ 口 で 、 ま た は 、 果 然 と 大 口 を 開け て 、 あ 
な た の 心 に 何 を 訴え か ける と 言う の か ? 

Hear them talk: 

祭司 に 相応 し く な い 聖 職 者 ども が 、 話 す の が 聞こ える 。 

what does It teach you, their disagreeable and monotonous no1se? 

祭司 に 相応 し く な い 聖 職 者 ども の 、 不 快 な 単調 な 雑音 が 、 何 を あな た に 教え る 所 が 
有る と 言う の か ? 

They pray as they sleeD, 

祭司 に 相応 し く な い 聖 職 者 ども は 、 眠 る 様 に 、 祈 る (ふり を する )。 

and they sacrifice as they eat. 

祭司 に 相応 し く な い 聖 職 者 ども は 、 む さぼ る 様 に 、 供 え 物 を ささ げ る 。 

They are machines full of bread, meat and wine, and of senseless 
WOTdS. 

祭司 に 相応 し く な い 聖 職 者 ども は 、 パ ン 、 肉 、 赤 ワイ ン 、 無 意味 な 言葉 に 満ち た 、 機 械 
的 に 対応 する だ け の 人 間 で ある 。 

And when they plume themselves, HKke the oyster in the sur, on Demg 
without thought and without 1oVe, one says that they have peace of 
SOull! 

人 は 、 考 えも 思い や り も 無く 太陽 の 中 の 真珠 具 の 様 に 派手 に 着飾っ て いる 祭司 に 相 
応 し く な い 聖 職 者 ども に は 、 魂 の 平和 が 有る と 言う ! 祭 司 に 相応 し く な い 聖 職 者 ども 
に 、 魂 の 平和 が 有る 訳 が 無い ! 

They have the peace of the Drute. 

祭司 に 相応 し く な い 聖 職 者 ども に は 、 動 物 的 人 間 の 平和 が 有る の で ある 。 

For man, that of the tomD is Detter: 

人 に と っ て は 、 動 物 的 人 間 の 平和 より も 、 墓 の 中 の 平和 の 方 が より 良い で あろ う 。 
these are the priests of folly amd igmoranCe, 

祭司 に 相応 し く な い 聖 職 者 ども は 、 愚 か さ に 従う 聖職 者 で ある 。 

these are the mirsters of Antichrist. 

祭司 に 相応 し く な い 聖 職 者 ども は 、 反 キリ スト に 従う 聖職 者 で ある 。 

The true priest of Christ is a man who IiVes, suffers, 1oVes and fights for 
]JUStCe. 

イエ ス キリ スト の 真 の 祭司 は 、 魂 が 生き て いる 人 、 労 苦 を 忍耐 する 人 、 思 いや る 人 、 
正義 の た め に 戦う 和信 で ある 。 

He does not disDute, 

真 の 祭司 は 、 言 い 争 い を し な い 。 

he does not reDTOVe: 

真 の 祭司 は 、 迫 害し な い 。 

he sends out pardor, intelhgence and love. 

真 の 祭司 か ら は 、 許 し 、 知 、 思 いや り が 出 て 来る 。 

The true Christan is a stranger to the sectarlan SDir1t: 

真 の キリ スト 教徒 は 、 党 派 心 を 知ら な い 人 で ある 。 

he is all things to all men, 


真 の キリ スト 教徒 は 、 全 て の 人 の た め に 、 全 て の も の に 成る 。 

and looks on all men as the children of a commonr father who means to 
Save them all. 

真 の キリ スト 教徒 は 、 全 て の 人 を 、 全 て の 人 を 救う つも り で ある 唯一 の 共通 の 父 で あ 
る 神 の 子 の 様 に 見 る 。 

The whole cult has for him only a sense of sweetmess and of loVe: 

真 の キリ スト 教徒 に に っ て 、 キ リス ト 教 の 全部 が 、 甘 美 な 思い や り 深 い 意 味 だ け を 
持っ て いる 。 

he leaVes to God the secrets of justce, and understands only charity. 
真 の キリ スト 教徒 は 、( 厳 し い ) 正 義 の 神秘 を 神 に 任せ て 、 思 いや り だ け を 理解 する 。 
He ]ooks on the wicked as inVvalds whom one must D1ty and Cure: 
真 の キリ スト 教徒 は 、 悪 人 を 、 同 情 と 治療 が 必要 な 病人 と 見 な す 。 

the world, with its errors amd Vices, is to him God's hospital, amd he 
wishes to serVe im 1t. 

真 の キリ スト 教徒 に と っ て 、 過 誤 と 悪徳 に 満ち た 世界 は 神 の 病院 で あり 、 真 の キリ ス 
ト 教徒 は 、 世 界 と いう 神 の 病院 で 神 の 役に立つ 事 を 望む 。 

He does not think that he is Detter than any one elSe: 

真 の キリ スト 教徒 は 、「 自 分 は 、 他 者 より 優れ て いる 。」 と 思考 し た り し な い 。 

he says Only, "So 1ong as I am in good health, let me serve others: amd 
when Imust fall amd die, perhaps others wl take my place and serVe." 
真 の キリ スト 教徒 は 、「 健 康 状態 が 良好 で ある 限り 、 私 が 他 者 の 役に立て ます 様 に 。 
また 、 私 が 倒れ て 死な な けれ ば いけ な い 時 は 、 よ ろ し けれ ば 、 他 人 が 私 の 代わ り に 
成っ て くれ て 役に立っ て くれ ます 様 に 。」 と 話す だ け で ある 。 


IX 

数 9 

THE NUMBER NINE 

数 9 

THIS is the hermit of the Tarot: 

数 9 の タロ ッ ト に は 、 隠 者 が 描か れ て いる 。 

the numDer which refers to initiates and to Drophets. 
数 9 は 、 秘 伝 伝授 者 と 予言 者 に 関係 する 数 で ある 。 

The prophets are solitaries, 

予言 者 は 、 孤 独 で ある 。 

for 

な ぜ な ら 、 

it is their fate that none should ever hear them. 

大 衆 が 予言 者 の 言葉 に 常に 耳 を 傾け な い の は 、 予 言 者 の 宿命 で ある 。 
They see differently from others: 

予言 者 は 、 他 人 と は 違っ た も の の 見 方 を する 。 

they forefeel misfortumes. 


予言 者 は 、 不 運 を 予知 する 。 
S0, 
その た め 、 


people imprison them and kill them, or mock them, repulse them as if 
they were lepers, amd leave themm to die of hunger 

大 衆 は 、 予 言 者 を 、 伝 染 病 患者 で ある か の 様 に 、 投 獄 し 、 殺 すか 笑い も の に し 、 追 放 
し 、 僚 死す る まで 放置 する 。 

Then, 

そし て 、 

when the predictions come true, they say, "It 1s these people who have 
brought us rmisfortune.“ 

予言 が 実現 する と 、 大 衆 は 、「 不 運 を も た らし た の は 、 予 言 者 で ある 。」 と 言い が か り 
を つけ る 。 

Now, as 1s always the case 

さて 、 い つも の 事 だ が 、 

on the eve of great disasters, Our streets are full of DrophetSs. 

大 いな る 災い の 直前 に は 、 通 り は 予言 者 で 満ち あめ ふれ る 。 

1 have met some of them in the prisons, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 呈 獄 の 中 で 何人 か の 予言 者 に 出会っ た 事 が 有る 。 

1 have seen others who were dying forgotten in garTetS. 

また 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 屋 根 裏 部 屋 で 大 衆 か ら 忘 れ 去 られ て 死ん で いる 予言 者 達 
を 見 た 事 も 有る 。 

The whole great city has seen one of them whose silent prophecy was to 
turn ceaselessly as he walked, coVered with rags, in the palace of luxury 
and riches. 


大 都市 の 全て の 大 衆 が 、 ぼ ろ ぼ ろ の 衣 で 体 を 覆い 殖 と 富 を 尽く し た 宮殿 で 絶え 間 無 
く 回 転 する 沈黙 の 予言 者 を 見 た 事 が 有る 。 

1 have seen One Of them whose face shone 1ike that of Christ: 

マタ イ に よる 福音 17 章 2 節 で 太陽 の 様 に 輝い た イエ ス キリ スト の 顔 の 様 に 、 顔 が 
太陽 の 様 に 輝く 予言 者 を エリ ファ ス レヴ ィ は 見 た 事 が 有る 。 

he had callosities on his hands, and wore the workman's blouse: 

顔 が 太陽 の 様 に 輝く 予言 者 は 、 手 の 皮膚 に 「 た こ 」 が 有り 、 仕 事 着 を 着 て いた 。 
wrth clay he kneaded eDics. 

顔 が 太陽 の 様 に 輝く 予言 者 は 、 泥 を こね て 大 作 を 作っ た 。 

He twisted together the sword of right and the sceptre of duty: 

顔 が 太陽 の 様 に 輝く 予言 者 は 、 権 利 の 剣 と 義務 の 王 巻 を 絡 ( か ら ) み 合わ せ た 物 を 
作ら た 。 

and upon this column of gold and steel he placed the creative sign of 
1oVe. 

顔 が 太陽 の 様 に 輝く 予言 者 は 、 思 いや り の 創造 的 な 象徴 を 、 黄 金 と 鉄 を 絡 (か ら ) み 
合わ せ た 柱 、 権 利 の 剣 と 義務 の 王 巻 を 絡 (か ら ) み 合わ せ た 柱 の 上 に 置い た 。 

One day In a great Dopular assemDly, he went down into the road with 
apDlece Of Dread in his hand which he Droke and distriDuted, say1ng: 
"Bread of God, do thou make Dread for all!" 

ある 日 、 人 気 の 有 る 大 いな る 集会 で 、 顔 が 太陽 の 様 に 輝く 予言 者 は 、 道 を 下り な が 
ら 、「 神 の パン よ 、 全 て の 人 の た め の パ ン に 成り な さい !」 と 話し て 、 手 で パン を 裂 い て 
一 欠片 ずつ 分 けた 。 


1 kmow another of them who cried: "1 wil no 1onger adore the god of the 
devil! 1I will not have a hangman for my God!" 

エリ ファ ス レヴ ィ が 知っ て いる 予言 者 は 、「 私 は 最早 、 悪 魔 の 神 を 敬礼 する つも り は 
無い ! 私 は 私 の 神 の た め に 絞首刑 執行 人 を 持ち た く な い !」 と 叫ん だ 。 

And they thought that he Dlasphemed. 

エリ ファ ス レヴ ィ が 知っ て いる 予言 者 は 、 神 を 冒 潮 し て いる と 大 衆 に 思わ れ て いた 。 
NO: 

し か し 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が 知っ て いる 予言 者 は 、 神 を 冒 流 し て いな か っ た 。 

but the energy of his faith overflowed in inexact and imprudent words. 
エリ ファ ス レヴ ィ が 知っ て いる 予言 者 は 、 た だ 、 信 心 の 強 さ が 、 不 正確 な 無 思 慮 な 言 
葉 で 、 あ ふれ 出 て いた だ け で あっ た 。 

He said again in the madmess of his wounded charity: 

下記 の 様 に 、 さ ら に 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が 知っ て いる 予言 者 は 、 思 いや り が 傷つけ られ 
て 狂っ て 、 話 し て いた 。 


The Hiabilities of all men are cormmoru and they expiate each other's 
faults, as they make merit for each other Dy their Virtues. 


全て の 人 の 責任 の 罪 は 共通 で あり 、 相 互 の 徳 を た た え 合う 様 に 、 相 互 の 責任 の 罪 を 
つぐ な い 合 う 。 
"The penalty of sin is death. 
罪 へ の は 死 で ある 。 
"Sim itself, moreover 1S a Denalty, and the greatest of penalties. 
さら に 、 罪 自体 が 、 最 も 大 いな る 罰 で ある 1 つの 罰 で ある 。 
A great crime 1s nothing Dut a great rmisfortune. 
大 罪 は 、 大 いな る 不運 に し か 成ら な い 。 
"The worst ofmen is he who thinks himself Detter than his follows. 
最悪 の 人 と は 、 他 の 悪人 より も 、 自 分 が 優れ て いる と 思い 込ん で いる 人 で ある 。 
"Passionate men are eXcusaDle, Decause they are DaSS1Ve: 
人 が 肉欲 に 夢中 に 成っ て し まう の に は 、 原 因 が 有る 。 肉 欲 に 夢中 に 成っ て し まう 人 は 、 
肉欲 に 無 抵 抗 な の で ある 。 
DaSS10TL Imeans SUNGNO and also redemption through sorroW. 
肉欲 は 、 苦 し み と 成 る 。 悲 し みな が ら 肉 欲 に よる 罪 を つぐ な う 羽 目 に 成る 。 
"What We call hDerty is nothing Dut the all-rmightimess of divine 
COmpulsion. 
人 が 自由 と 呼ん で いる 物 は 、 神 聖 な 衝動 の 全能 性 で し か な い 。 
The martyrs said: 1t is Detter to oODey God than man. 
導 教 者 達 は 、『 人 に 従う より も 神 に 従う 方 が 良い 。』 と 話し て いる 。 


」 


"The least perfect act of loVe is worth more than the Dest act of piety." 
「 信 心 に よる 最良 の 行為 より も 、 思 いや り に よる 最も 不 完全 な 行為 は 価値 が 大 き 
い 。 」 O 

"Judge not: speak hardly at all: 1oVe and act." 

「 裁 く な か れ 。 ほ と ん ど 話 す な か れ 。 思 いや りな さい 。 そ し て 、 行 いな さい 。」。 


Another prophet came and said: "Protest againmst Dad doctrimnes Dy good 
Works, Dut do not seDarate VOUTSelVeS. 

別 の 予言 者 が 来 て 「 善 行 に よっ て 悪し き 教え に 抗議 し な さい 。 た だ し 、 離 れる な か 
れ 。」 と 話し た 。 ま た 、 下記 の 様 に 、 話 し た 。 


Rebuild all the altars, purify all the temples, and hold yourselves in 
readiness for the Visit of the Spirit. 

全て の 祭壇 を 建て 直し な さい 。 全 て の 神殿 を 清め な さい 。 神 の 聖霊 の 訪れ に 備え て 
自分 の 気持 ち を 抑え な さい 。 

"Let every One Dray In his own fashion, and hold commuruon with his 
Oowri: Dut do not condemmn others. 


各 人 の 祈り 方 で 祈 ら せな さい 。 深 く 内 省 し な さい 。 た だ し 、 他 者 を 非難 する な か れ 。 
"A religious Dractice 1S neVer contemptlDle, for it is the sign of a great 
and holy thought. 

宗教 的 行為 の 実践 を 軽 華 す る な か れ 。 な ぜ な ら 、 宗 教 的 行為 の 実践 は 、 大 いな る 神 
聖 な 思 考 の 表れ で ある 。 

"To pray together is to commurucate in the same hope, the same faith, 
and the same charity. 

『 共 に 祈る 。』 と は 、 同 じ 信 仰 、 希 望 、 愛 で 、 理 解 し 合い 通じ 合う 事 で ある 。 

"The sign Dy itself is nothmg: it is the faith which sancttfies it. 

象徴 は 、 単 独 で は 大 し た 物 で は な い 。 信 心 が 、 象 徴 を 神聖 な 物 に する 。 

"Religion is the most sacred and the strongest bond of human 
assOclation, amd to Derform an act of religion 1s to Derform an act of 
humanty, 

宗教 は 、 最 も 神聖 な 最も 強い 、 人 と 人 の 結び つき で ある 。 宗 教 的 行為 の 実践 と は 、 思 
いや りか ら の 行為 の 実践 で ある 。 


」 


When men understand at last that one must not dispute aDout thimgs 
apout which one is igmorant, 

つい に 、 人 々 が 、 知 ら な いも の に つい て 言い 争っ て は いけ な い 、 と 理解 する 時 、 
When they feel that a Hittle charity 1S worth more than much influence 
and dominator, 

人 々 が 、 多 く の も の に 影響 を 及ぼ す 事 より も 、 多 く の も の を 支配 する 事 よ り も 、 さ さや 
か な 思い や り は 価値 が 大 きい 、 と 心 に 感じ る 時 、 

When the whole world respects what even God respects in the least of 
His creatures, the spontaneity of obedience and the hberty of duty 
創造 主 で ある 神 さ えも 被 造物 の 中 で 敬愛 する 2 つの 物 で ある 、 従 順 の 自発 性 と 義 
務 の 自由 を 、 全 世界 の 人 々 が 敬愛 する 時 、 

Then there wl De no more than one relgion in the world, the Christan 
and umlversal relig1on, the true Catholic relig1on, 

世界 に は 、 唯 一 の 宗教 (で ある 仏教 を 含む キリ スト 教 )、 思 いや り 深 い 普遍 の キリ スト 
教 、 真 の カト リッ ク し か 存在 し な く 成 る で あろ う 。 

which will no longer deny itself Dy restrictions of place amd of DersOnS. 
最早 、 環 境 的 な 制約 や 人 的 な 制約 に よっ て 、 真 の カト リッ ク は 自制 し な い 。 
"Woman," said the Saviour to the woman of Samaria, "Verily I say umto 
thee, that the tme cometh when men shall no 1onger worship Godl, 
elther in jerusalem, or on this mountain: for God is a spirit, amd they 
that worship Him must worship Hm in spirit and in truth.“ 

「 サ マリ ア の 女 」 に 、 救 い 主 イエ ス は 、 ヨ ハネ に よる 福音 4 章 21 節 で 「 真 に 私 イエ ス 
は 、 あ な た 、『 サ マリ ア の 女 』 に 次 の 様 に 話す (の で 、 信 じ な さい )。 最早 エル サレ ム に 
よっ て で は な く 、 ゲ リ ジ ム 山 に よっ て で は な く 、( 霊 と 真理 に よっ て 、) 人 が 神 を 敬礼 する 


時 が 来る 。」 と 、 ヨ ハネ に よる 福音 4 章 24 節 で 「 な ぜ な ら 、 神 は 霊 で ある 。 そ の た め 、 
神 を 敬礼 する 人 は 、 霊 と 真理 に よっ て 神 を 敬礼 する 必要 が 有る 。」 と 話し て いる 。 


X 
数 10 


THE ABSOLUTE NUMBER OF THE QABALAH 

カバ ラ の 絶対 の 数 

THE key of the Sephiroth. 

数 10 は 、 セ フィ ロト の 鍵 で ある 。 

(Vide "Dogma and Ritual of The High Magic.") 

(高等 魔術 の 教理 10 章 と 、 高 等 魔術 の 祭儀 10 章 を 、 参 照 し て くだ さい 。) 


XI 
数 11 


THE NUMBER ELEVEN 

数 11 

ELEVEN is the number of force: 

数 11 は 、( 勇 気 と いっ た ) 心 の 力 の 数 で ある 。 

it is that of strife 

数 11 は 、 戦 い の 数 で ある 。 

and martyrdom. 

数 11 は 、 狗 教 の 数 で ある 。 

Every man who dies for an idea is a martyr 

理想 の た め に 死ん だ 人 は 、 全 て 、 殊 教 者 で ある 。 

for 

な ぜ な ら 、 

im him the aspirations of the spirit haVe triumphed over the fears of the 
arumal. 

理想 の た め に 死ん だ 人 の 心中 で は 、 精 神 の 向上 が 、 動 物 的 人 間 と し て の 怖 に 勝 
利 し て いた 。 

Every man who falls in war is a martyr 

戦い の 中 で 倒れ て 死ん だ 人 は 、 全 て 、 疾 教 者 で ある 。 

for 

な ぜ な ら 、 

he dies for others. 

( 他 者 の た め の ) 戦 い の 中 で 死ん だ 人 は 、 他 者 の た め に 死ん だ の で ある 。 

Every man who dies of starvation 1s a marty 

角 死 し た 人 は 、 全 て 、 狗 教 者 で ある 。 

for 

な ぜ な ら 、 

he is hke a soldier struck down in the battle of Hfe. 

館 死 し た 人 は 、 生 きる と いう 戦い の 中 で 、 打 ち 倒さ れ て 死ん だ 戦士 の 様 な 者 で ある 。 
(生き る と は 、 戦 いで ある 。) 

Those who die in defence of right are as holy in their sacrifice as the 
Victimms of duty 

権利 を 守る た め に 死ん だ 人 は 、 義 務 の 犠牲 者 と 同じ くら い 、 献 身 に よっ て 、 神 聖 で あ 
る 。 

andin the great struggles and revolutons against Dower martyrs fell 
edually on Doth sides. 

権力 に 対す る 大 いな る 戦い や 革命 で は 、 双 方 で 等 し く 、 狗 教 者 達 が 倒れ て 死ん で い 
る 。 
Right beinmg the root of duty, 

権利 は 、 義 務 の 基礎 で ある 。 

Our duty is to defend our rightS. 

人 の 義務 と は 、 人 の 権利 を 守る 事 で ある 。 


What is a crme? 

何 が 罪 と 成る の か ? 

The exaggeration of a right. 

権利 の 誇張 は 罪 に 成る 。 

Murder and theft are negations of soclety: 

殺し と 盗み は 、 社 会 へ の 否定 と 成る 。 

it is the isolated despotism of an individual who usurDps royalty, and 
makes war at his ownr risk and per1l. 

弘 し と 盗み は 、 王 位 を 奪っ て 自分 勝手 に 戦う 個人 に よる 孤立 し た 独 苗 で ある 。 
Crume should doubtless De repressedl 

疑い 無く 、 罪 は 抑制 され る べき で ある 。 

and society must defend itself: 

社会 は 自己 防衛 する 必要 が 有る 。 


Dut 

し か し 、 

who iS so just, so great, SO DUre, aS tO Dretend that he has the right to 
Dumish? 

他 者 を 処罰 する 権利 が 有る と 過 分 に 主張 で きる ほど 、 正 し い 大 いな る 清らか な 人 は 
存在 する か ? い いえ ! 


Peace then to all who fallin war 

それ ゆえ 、 戦 い の 中 で 倒れ て 死ん だ 全て の 人 に 、 安 ら か な 眠り を ! 

eVer in unlawful warl! 

不法 な 争い の 中 で 死ん だ 全て の 人 に さえ 、 安 ら か な 眠り を ! 

FOr 

な ぜ な ら 、 

they have staked their heads and they haVe lost them: 

戦い や 争い の 中 で 死ん だ 全て の 人 は 、 自 分 の 首 、 自 分 の 命 を 賭け て 亡くな っ た の で 
ある 。 

they have pald, 

戦い や 争い の 中 で 死ん だ 全て の 人 は 既に 自分 の 命 を 支払 っ て いる 。 

and 

だ か ら 、 

what more can We ask of them? 

戦い や 争い の 中 で 死ん だ 全て の 人 に 、 こ れ 以 上 、 何 を 求め る 事 が で きよ うか ? い い 
え ! で き な い ! 

Honour to all those who fight Dravely and 1oyally! 
勇気 を 奪っ て 忠義 を 尽く し て 戦っ た 全て の 人 に 、 敬 意 を ! 

Shame only on the traitors and cowards! 

裏 切 者 と 勝 病 者 は 本 当 に 恥 を 知り な さい ! 

Christ died Detween two thieVves, and He took one of them wrth Him to 
heaVen. 

ルカ に よる 福音 23 章 と マタ イ に よる 福音 27 章 で 、 イ エス キリ スト は 2 人 の 盗人 の 
間 で 死ん で 、 悔 い 改 め て いた 方 (ほう ) の 盗人 を イエ ス 自 身 と 共に 天 に 連れ て 行っ た 。 


The Kingdomm of Heaven suffereth violence, and the violent take it Dy 
force. 

マタ イ に よる 福音 11 章 12 節 で 、 イ エス は 「 天 の 王国 は 激しい 力 を 受容 する 。 激 し い 
力 が 天 の 王 国 を 勝ち 取る で あろ う 。」 と 話し て いる 。 

God DestowWs His almighty Dower on love. 

神 は 、 神 の 全能 の 力 を 、 思 いや り に 与え て くれ る 。 

He loVes to triumph ovVer hate, 

神 は 、 憎 悪 に 勝利 する 事 を 好む 。 

Dut 

だ だ し 、 

the lukewarm He spueth forth from His mouth. 

ヨハ ネ の 庄 示 録 3 章 16 節 で 、 神 、 人 に 成っ た 神 イ エス は 、 生 ぬる い 人 を 口 か ら 吐 き 
出す ( 様 に 、 神 の 心 で 出来 て いる 神 の 王国 に 受け 入れ な い )、 と 話し て いる 。 

Duty is to 1iVe, were 1t Dut for an instant! 

人 の 義務 と は 、 仮 に 、 ほ ん の 一 瞬 の 間 だ け で も 、 正 し く 人 生 を 生き る 事 で ある ! 

It is fime to have reigned for a day, even for an hour! 

一 日 間 だ け で も 、 一 時 間 だ け で も 、 王 位 に 在 る 事 、 正 し く 人 生 を 生き る 事 は 、 優 れ て 
いる ! 

though it were Deneath the sword of Damocles, or upon the Dyre of 
Sardanapalus! 

た と え 、 仮 に 「 ダ モク レス の 剣 」 の 下 で も 、 ア ッ シ リ ア の 最後 の 王 サ ル ダ ナ パー ル の 
燃やさ れ た 宮殿 の 上 で も 、 正 し く 人 生 を 生き る 事 は 、 優 れ て いる ! 

But 

し の LA 

it is fimer to have seen at one's feet all the crowns of the world, and to 
have said, "1 will De the king of the poor and my throne shall be on 
Calvary." 

正しく 人 生 を 生き る 事 よ り も 、「 私 は 、 マ タイ に よる 福音 5 章 3 節 の 『 心 に お いて 貧し 
い 人 達 』 の 王 で ある 事 を 望む 。 私 の 王座 は 、 イ エス が 十字 架 に は りつ け に され て 人 
の 身代わり に 成っ て 人 を 救っ た ゴル ゴ タ の 丘 で ある 事 を 望む 。」 と 話し て 、 俗 世 の 全 
て の 頂点 の 権力 を イエ ス の 足下 に も 及ば な いと 見 る 事 は 優れ て いる 。 

There 1s one man stronger than the man that slays: 1t is he who dies to 
SaVe Others. 

他 者 を 救う た め に 死ん だ 人 は 、 他 者 を 殺す 人 より も 、 強 い 者 で ある 。 

There are n0 isolated crimes and no soHtary eXD1atOnS. 

孤立 し た 罪 も 、 孤 立 し た 罪 の つぐ な いも 、 存 在 し な い 。( 全 て の も の は 芋づる 式 に 繋 
が っ て いる 。 存 在 は 全て で ある 。) 

There are n0 Dersonal Virtues, nor are there any wasted devotions. 
(自分 の 中 だ け で 完結 する ) 個 人 だ け の 徳 も 、 無 駄 に 成る 献身 も 、 存 在 し な い 。 
Whoever is not without reproach is the accormplice of all evl: 
欠点 が 有る 全て の 人 は 、 全 て の 悪 の 共犯 者 と 成る 。( 欠 点 が 無い 人 は 存在 し な い 。 マ 
タイ に よる 福音 19 章 17 節 「 完 全 に 善い 者 は 神 だ け で ある 。」。) 

and whoever is not aDsolutely Derverse, may Dartclpate in all good. 


完全 に 邪悪 で は な い 人 は 、 全 て の 善い 事 に 参加 で きる 。 

For this reason 

その た め 、 

an agOny 1S always an humamitarian exD1at1oTl, 

常に 、 苦 し み は 、 人 道 的 な 、 人 と し て の 正しい 道 に か な っ た 、 罪 の つぐ な いと 成る 。 
and eVery head that falls upon the scaffold may De honoured and 
pralsed as the head ofa martyr 

断頭 台 の 上 で 切り 落と され た 全て の 頭 を 、 狗 教 者 の 頭 と し て 、 た た えて も 良い 。 
For this reason alS0, 

まだ だ 、 の だ め 、 

the noblest and the holiest of martyrs could inquire of his own 
COntsclence, fimd himself deserving of the penalty that he was aDout to 
undergo, amd say, salutmg the sword that was ready to strike hmm, "Let 
Justce De done!" 

最も 気高く 最も 神聖 な 狗 教 者 は 、 自 分 自身 の 良心 に 問い か け 、 受 け よ うと し て いる 
罰 に 相応 し い 罪 を 自身 に 見 つけ 、 自 分 を 討つ 用 意 が 出来 て いる 剣 を 散っ て 、「 正 義 
が 行わ れ ま す 様 に !」 と 言う 事 が で きた 。 

Pure Victmms of the Roman CatacomDs, 

ロー マ の 地下 墓所 カタ コン べ の 清らか な 犠牲 者 で ある キリ スト 教徒 よ ! 

Jews and Protestants massacred Dy unworthy Christians! 

キリ スト 教徒 に 相応 し く な い 似 非 信者 が 虐殺 し た へ ブラ イ 人 と プロ テス タン ト よ ! 
Priests of TADDaye and les Carmes, 

ラベ イ と レ カル ム の 祭司 達 よ ! 

Victims of the Reign of Terror 

フラ ンス 革命 時 の ジャ コバ ン 派 の 「 怖 政治 」 の 犠牲 者 達 よ ! 

Dutchered royalHsts, 

殺さ れ た フラ ンス の 王 党派 遣 よ ! 

reVolutionaries sacrificed in yoOur turT, 

犠 竹 に 成る 順番 が 来 て し まっ た 革命 家達 よ ! 

soldiers of our great arrmes who have sownr the world with your bones, 
自分 の 骨 を この 世に 散ら し た 、 大 いな る 軍 の 戦士 達 よ ! 

all you who have suffered the penalty of death, 
処刑 され た 全て の 人 達 よ ! 

WOrkers, 

労働 者 達 よ ! 

Str1VeYS, 

闘士 達 よ ! 

darers of eVery kimd!, 

各種 の 勇者 達 よ ! 

brave children of Prometheus, who have feared neither the lightnimg 
nor the vulture, 

主神 ゼウス の 雷 も ワシ も 恐れ な か っ た プロ メ テ ウ ス の 勇気 ある 子孫 達 よ ! 

all honour to your scattered ashes! 


散っ た 、 あ な た た ちの 遺 灰 に 、 あ ら ゆ る 栄光 を ! 
Peace and Veneration to your memor1es! 
あな た た ちの 思い 出 に 、 安 ら か な 眠り と 敬意 を ! 
You are the heroes of DrogreSS, 
あな た た ち は 、( 人 の ) 進 歩 に お ける 英雄 で ある ! 
martyrs of humaruty! 

あな た た ち は 、 人 性 の 狗 教 者 で ある ! 


XII 
数 12 


THE NUMBER TWELVE 

数 12 

TWELVE is the cyclic numDer: 

数 12 は 、 周 期 の 数 で ある 。 数 12 は 、 循 環 の 数 で ある 。 

it is that of the umiVversal Creed. 

数 12 は 、 普 遍 の 信条 の 数 で ある 。 

Here is a translation in alexandrines of the unrestricted magical and 
Catholic creed: 

下記 は 、 目 由 な 、 魔 術 的 な 、 カ トリ ッ ク の 信条 の 解釈 の 、 ア レク サン ドラ ン と いう 形式 
の 詩 で ある 。 


1 do DelieVe in God, ahmighty sire of man. 

私 は 、 人 の 全能 の 父 で ある 神 を 信じ る 。 

One God, who did create the umiverse, his plan. 
唯一 の 男性 神 が 、 男 性 神 の 計画 で 、 万 物 を 創造 し た 。 


1 do belieVe in Him, the Son, the chief of men, 

私 は 、 神 の 息子 イエ ス 、 人 の 頭 ( か し ら ) イ エス を 信じ る 。( コ リン ト 人 へ の 第 1 の 手紙 

11 章 3 節 「 全 て の 男性 の 頭 、 か し ら は イエ ス キリ スト で ある 。 女 性 の 頭 、 か し ら は 男 

性 で ある 。」。) 

Word and magnificence of the supreme Amen. 

イエ ス は 、 神 の 言葉 、 無 上 の 存在 で ある 神 の 表れ で ある 。 で あり ます 。(amen は へ ブ プ 
ライ 語 で 「 で ある 様 に 。」 な ど を 意味 する 。) 


He is the jiving thought of Love's eternal might, 

イエ ス は 、 愛 で ある 神 の 、 永 遠 の 「 神 の 力 」 の 中 の 、 生 き て いる 「( 神 の ) 知 」 で ある 。( コ 
リン ト 人 へ の 第 1 の 手紙 1 章 24 節 『 キ リス ト は 神 の 力 で あり 神 の 知 で ある 。」。 ル カ 
に よる 福音 24 章 5 節 「 な ぜ 、 あ な た は 死ん だ 者 の 中 に 生き て いる 者 で ある イエ ス を 
探す の か ?」。) 

God manmifest in flesh, the Action of the Light. 

神 は 、 光 の 行為 と し て 、( イ エス と し て 、) 肉 体 を 纏 ( ま と ) っ て 現れ た 。 


Desired in eVery Dlace amd every Der1od!, 

イエ ス と いう 神 の 降臨 は 、 全 て の 場所 で 、 全 て の 時 代 で 、 望 まれ て いた 。 

But not a God that one may separate from God. 

イエ ス は 分 像 し た 神 で は な い 。( イ エス は 神 が 神 を 客観 的 に 把握 し た 神 で ある 。 ヨ ハ 
ネ に よる 福音 1 章 神 の 言葉 イエ ス は 神 で ある 。) 


Descended among men to free the earth from fate, 

地 の 人 を ( 魂 の ) 滅 び か ら 解 放す る た め に 、 人 の 中 に 、 イ エス は 降臨 し た 。 
He in His mother did the woman consecrate. 

イエ ス は 、 加 母 マリ ア の 中 で 、 女 性 を 清め て 神聖 な 者 に し た 。 


He was the man whom heaVven's sweet wlsdom did adorn: 
イエ ス は 、 甘 美 な 「 神 の 知 」 が 飾っ た 人 で ある 。 

To suffer and to die as men do He was Dorm. 

人 が 労苦 し て か ら 死 ぬ 様 に 、 労 苦し て か ら 死ぬ た め に イエ ス は 生じ た 。 


Proscr1Ded Dy igmorance, accused Dy enVvy and strife, 
無知 な 人 は イエ ス を 追 害し 、 災 始 し た 競合 し た 聖職 者 は イエ ス を 無実 の 罪 で 訴え た 。 
He died upon the cross that He might giVe us Hfe. 

イエ ス は 、 命 を 人 に 与え る 事 が で きる 様 に 、 十 字 架 に は りつ け に され て 死ん だ 。 


All who accept His aid to guide and to sustain 
導き 支え る イエ ス に よる 救い を 信じ る 全て の 人 は 、 

By His example may to God hke Him attaim. 

イエ ス の 実例 に よっ て 、 イ エス の 様 に 、 神 の 元 へ 到達 で きる 。 


He rose from death to reign throughout the ages' dance: 

イエ ス は 、 揺 れる 「 時 」 の 最初 か ら 最後 まで 常に ( 地 を 、 人 を ) 統 治す る た め に 、 死 か ら 
復活 し て 見 せ た 。 

He is the sun that melts the clouds of ignmorance. 

イエ ス は 、 無 知 と いう 雲 を 徐々 に 無く す 、 太 陽 で ある 。 


His DreceDpts, Detter kmown and mightier soon to De, 

まもなく 、 よ り 良 く 知 られ る 様 に 成り 、 よ り 強 く 成る 予定 で ある 、 神 イエ ス キリ スト の 教 
レ 全 及 

Shall judge the quick and dead for all eternity 

生き て いる 人 と 死ん だ 人 を 永遠 に 裁く で あろ う 。 


1 do DelieVe in God's most Holy Spirit, whose fire 
私 は 、 神 の 究極 の 「 神 の 聖霊 」 と 、「 神 の 聖霊 」 の 火 を 信じ る 。 
The heart and mmd of saints and prophets did inspire. 


聖人 と 預言 者 の 心 と 精神 は 、「 神 の 聖霊 」 の 火 と いう 霊感 を 吸い 込む 。 


He is a Breath of life and of fecundity 

イエ ス は 、 命 の 息 で あり 、 豊 か な 才能 の 息 で ある 。( 神 が 才能 を 人 に 与え て いる 。) 
Proceeding both from God and from humanity. 

イエ ス は 、 神 と 人 性 か ら 生 じ た 。( イ エス は 、 父 で ある 神 の 神 性 と 聖母 マリ ア の 人 性 か 
ら 生 じ た 。) 


1 do Delieve in one most holy Drotherhood 

私 は 、 唯 一 の 究極 の 、 神 の 兄弟 愛 、 友 愛 、 同 胞 愛 を 信じ る 。 

Ofjust men that revere heave's ordinantce Of good. 

私 は 、 善 と いう 神 の 命令 を 胃 散 する 正しい 人 々 に よる 、 兄 弟 愛 、 友 愛 、 同 胞 愛 を 信じ 
る 。 


1 do DelieVe one place, one Dontift, amnd one right, 

私 は 、 唯 一 の 務め 、 唯 一 の 法王 、 唯 一 の 正義 を 信じ る 。 

One symDol of one God, in one intent umite. 

唯一 に 集中 させ る 結び つき に よる 、 唯 一 の (男性 ) 神 の 唯一 の 微 イ エス 。( ル カ に よる 
昌 音 2 章 34 節 「 幼 子 イ エス は 徴 に 成る 。」。) 


1 do Delieve that death Dy changing us reneWs, 

私 は 、「 死 が 、 人 を 変化 させ て 、 人 を 生ま れ 変 わら せる 。」 と 信じ る 。 

And that in man as God Hife sheds immortal deWs. 

私 は 、「 神 の 様 に 、 人 に お いて 、 命 は 不死 の し ずく を 発散 する 。」 と 信じ る 。 


XIII 
数 13 


THE NUMBER THIRTEEN 
数 13 
THIRTEEN is the numDber of death and of Dirth: 
数 13 は 、 死 と 誕生 の 数 で ある 。 
it is that of property and of inheritance, 
数 13 は 、 所 有 と 相続 の 数 (、 所 有 と 貸与 の 数 ) で ある 。 
of society and of family 
数 13 は 、 社 会 と 家庭 の 数 で ある 。 
of war and of treaties. 
数 13 は 、 戦 いと 約束 の 数 で ある 。 
The basis of society is the exchange of right, duty and good faith. 
社会 の 基礎 は 、 権 利 と 義務 と 善意 の 交流 で ある 。 
Right 1S DrODerty, 
権利 と は 、 所 有 で ある 。 
exchange 1S neCeSS1tY, 
交流 は 、 不 可 避 の 必然 で ある 。 
good faith is duty. 
療 意 と は 、 義 務 で ある 。 
He who wants to receive more than he giVves, Or who Wants to rece1Ve 
wthout giVimg, is a thief. 
(慈愛 や 物 や 金銭 な ど を 、) 与 える より も 多く も ら お うと する 人 や 、 与 え ず に も ら お うと 
する 人 は 、 盗 人 で ある 。 
Property 1s the right to dnspose of a Dortion of the common wealth: 
所 有 と は 、 公 共 の 福祉 の 自分 の 分 け 前 を 譲渡 する 権利 で ある 。 
It is not the right to destroy, nor the right to sequestrate. 
所 有 と は 、 公 共 の 福祉 を 損失 させ る 権利 で は な いし 、 公 共 の 福祉 を 押収 する 権利 で 
は な い 。 
To destroy Or seduestrate the common wealth is not to DOSSeSS: 
公共 の 福祉 の 損失 や 、 公 共 の 福祉 の 押収 は 、 所 有 で は な い 。 
1t is to steal. 
悪 い 権 力 者 に よる 税金 の 無駄 遣い 等 に よる 、) 公 共 の 福祉 の 損失 や 、 公 共 の 福祉 
の 押収 は 、 人 盗み で ある 。 
1 say common Wealth, 
エリ ファ ス レヴ ィ は 、「 公 共 の 福祉 」 と いう 言葉 を 使用 し た 。 
Decause 
な ぜ な ら 、 
the true Droprietor of all things is God!, 
全て の 物 の 真 の 所 有 者 は 神 で ある 。 
who wshes all things to Delong to everyDody. 
そし て 、 神 は 、 全 て の 人 が 全て の 物 を 所 有 し て 分 か ち 合 う 事 を 望ん で いる 。 


WhateVver you may do, at your death you wil carry away nothing of this 
world's goods. 

人 が 何 を し て も 、 死 ん だ ら 、 こ の 世 の 物 を 何 も 持 っ て 行く 事 は で き な い 。 

Now, that which must be taken away from you one day 1s not really 
VOUTS. 

あな た か ら 、 い つか 必ず 奪わ れる 物 は 、 実 は 、 あ な た の 所 有 物 で は な い 。 

It has only Deen lent to you. 

あな た か ら 、 い つか 必ず 奪わ れる 物 は 、 神 が 、 あ な た に 貸し て いる 物 に 過ぎ な い 。 
As to the usufruct, 

使用 権 に 関し て 言え ば 、 

it is the result of worki: 

使用 権 は 、 労 働 の 結果 と し て (周囲 の 人 か ら 認め られ て ) 生 じ る 物 で ある 。 使 用 権 は 、 
耕作 の 結果 と し て (周囲 の 人 か ら 認め られ て ) 生 じ る 物 で ある 。 

Dut 

し か し 、 

eVent WOrk is not an assured guarantee Of DosseSSs10TL, 

労働 すら 、 所 有 を 確実 に 保証 する 物 で は な い 。 耕 作 す ら 、 所 有 を 確実 に 保証 する 物 
で は な い 。 

and war may come with devastation and fire to displace DroDerty. 
破壊 と 火 を 招く 、 戦 争 が 起き て 、 所 有 先 を 移し て し まう か も し れ な い 。 

Make then good use of those things which perish, 0 you who wl perish 
before they do! 

滅び る 物 を 善 用 し な さい ! お お っ ! 減 びる 物 が 全て 減 び る より 先 に 、 あ な た は 滅び る 
で あろ う ! 

Consider that ego1sm DroVOkes egO1STm, 

「 利 己 主 義 は 、 利 己 主 義 を 引き 起こ す 。」 と いう 事 を 熟考 し な さい 。 

and that the immoraHity of the rich man wil answer for the crimes of 
the poor 

「( 神 に よっ て 、) 不 道徳 な 金持ち は 、 貧 者 が (貧し さか ら ) 犯 罪 を 犯し て し まう 責任 を 取 
る 羽目 に 成る で あろ う 。」 と いう 事 を 熟考 し な さい 。 

What does the poor man wish, if he is honest? 

貧者 が 正しい 人 で あれ ば 、 正 し い 人 で ある 貧者 は 何 を 望む か ? 

He wishes for worKk. 

正しい 人 で ある 貧者 は 、 仕 事 を 思 む 。 

Use your rlghtS, 

権利 を 使用 し な さい 。 

Dut 

だ だ し 、 

do VOUT duty: 

義務 も 果たし な さい 。 

the duty of the rich man is to spread wealth: 

金持ち の 義務 は 、 富 を 分 け 与え る 事 で ある 。 

wealth which does not circulate is deadi 


循環 し な い 富 は 、 死 と 成る 。 

do not hoard death! 

死 を 次 える な か れ ! 死 蔵 す る な か れ ! 循 環 し な い 様 な 形 で 冨 を 蓄え る な か れ ! 

A sophist has sald, "Property 1S roDDery" and 

似非 学者 プル ー ド ン は 「 所 有 と は 盗み で ある 。」 と 話し た 。 

he doubtless wished to speak of property aDsorbed in itself, withdrawn 
fromm free exchanwge, turned from cormmon USe. 

疑い 無く 、 プ ルー ドン は 、「 所 有 と は 盗み で ある 。」 と 話し た 時 に 、 吸 い 取 られ 搾取 さ 
れ た 所 有 物 、 自 由 な 交流 か ら 引 き 上 げ ら れ た 所 有 物 、 公 共 の 共用 か ら 引 き 上 げ ら 
れ た 所 有 物 に つい て 話し た か っ た 。 

If such were his thought, he might go further and say that such a 
SuDDreSS1On Of DuDlic life is indeed assassimation. 

仮に 、「 金 持ち が 富 を 循環 させ な いで 蓄え る の を 非難 する 。」 の が プル ー ド ン の 思い 
で あっ た な ら ば 、 プ ルー ドン は 、 更 に 考え を 進め て 、「 金 持ち が 富 を 循環 させ な いで 
蓄え た 事 に よる 、 公 共 の 生活 の 抑圧 は 、 実 際 の 綱 人 で ある 。」 と 話し た か も し れ な い 。 
It is the crime of monopoly 

金持ち が 富 を 循環 させ な いで 蓄え た 事 に よる 、 貧 者 の 僚 死 や 犯罪 は 、 金 持ち に よる 
富 の 独占 に よる 犯罪 で ある 。 

which public instmct has always 10oked upon as treasor to the human 
TaCe. 

常に 、 直 感 的 に 、 大 衆 は 、 金 持ち に よる 富 の 独占 を 人 類 全体 に 対す る 裏切り 行為 と 
見 な し て きた 。 

The family is a natural society which results from marriage. 

家庭 は 、 結 婚 が も た ら す 、 自 然 な 社会 の 1 つ で ある 。 

Marriage is the unmion of two Deimgs joined Dy 1oVe, who prormtse each 
other mutual devotion in the interest of the children who may De Dorn. 
結婚 と は 、 生 まれ て 来る か も し れ な い 子 の た め に 相互 に 愛 を 約束 し た 、 愛 に よっ て 一 
緒 に 成っ た 、2 人 の 連合 国家 で ある 。 

Married Dersons who have a child, and who separate, are 1rmD10US. 
子持ち な の に 離婚 し た 人 は 、 不 信心 者 で ある 。 

Do they then wish to execute the judgment of Solomon and hew the 
child asumder? 

子持ち な の に 離婚 し た 人 は 、 列 王 紀 上 3 章 の 「 子 を 真っ 二 つ に 切断 し な さい 」 と い 
う 反応 を 探っ て 見 る た め の 「 ソ ロモ ン の 裁き 」 に お ける 嘘 を 嘘 だ と は 思わ ず に 実行 す 
る 事 を 望む の で は な いか ? 

To VOW eternal 1oVe 1S Duerile: 

永遠 の 愛 を 碑 う の は 、 稚 抽 で ある 。 

Sexual ]oVe is an emotion, divime douDtless, Dut accidental, inVoluntary 


and transitory: 

性 欲 的 な 愛 は 、 疑 い 無く 神聖 な 感情 で は ある が 、 突 発 的 な 、 思 い が け な い 、 有 瞬発 的 
な 物 で ある 。 

Dut 


し か し 、 


the promise ofreciprocal deVotion is the essence ofmarriage and the 
fundamental principle of the family. 

相互 の 愛 の 約束 は 、 結 婚 の 本 質 で あり 、 家 庭 の 基本 原理 で ある 。 

The sanction and the guarantee Of this prormtse must then De an 
aDsolute contfidence. 

相互 の 愛 の 約束 の 批准 と 保証 は 、 絶 対 の 信頼 と 成る は ず で ある 。 

EVery jealOUSy 1S a SUSD1C10T, 

巡 如 は 、 全 て 、 疑 心 で ある 。 

amd eVery SUSD1C1OT 1S am Outrage. 

疑心 は 、 全 て 、 怒 り に 成る 。( 疑 心 は 、 全 て 、 心 を 茶 立 た せる 。) 

The real adultery is the Dreach of this trust: 

実質 の 、 不 偽 は 、 結 婚 と いう 相互 の 愛 の 約束 に よる 信頼 に 対す る 違反 で ある 。 

the woman who complains of her husDand to another man: the man 
who confides to another woman the disappointments or the hopes of 
his heart, these do, indeed, betray corjugal faith. 

夫 へ の 不満 を 夫 以 外 の 男性 に 話す 女性 と 、 心 中 の 希望 や 失望 を 妻 以外 の 女性 に 
話す 男性 は 、 実 質 、 結 婚 に よる 信頼 を 裏切っ て いる 。 

The surprises which one's senses sDring UDOn one are Ory infidelites 
On accourt of the impulses of the heart which abandons itself more or 
less to the Whispers of pleasure. 

多かれ 少な か れ 、 快 楽 の ささ や き に 身 を 任せ て し まっ た 事 に よる 、 一 時 の 感情 で ある 、 
人 の 心 に 突然 現れ た 不意 打ち だ け で も 、 結 婚 に よる 信頼 に 対す る 背信 で ある 。 
IMoreoVver 

さら に 、 

these are humanr faults for which one must Dlush, and which one ought 
to hide: they are indecencles which one must avoid in adVvance Dy 
removlng ODDOrturuty, Dut which one must never seek to suTDr1Se: 
快楽 の ささ や き に 身 を 任せ て し まう 原因 は 、 恥 じ る 必要 が 有る 、 隠 す 必 要 が 有る 、 事 
前 に 機会 を 排除 し て 避け る 必要 が 有る 、 決 し て 不意 打ち され な い 様 に 実に 努め る 必 
要 が 有る 、 下 品 な 淫ら さ で ある 。 

moraHty Droscr1Des scandal. 

倫理 道徳 は 、 不 倫 と いう 醐 聞 を 禁じ て いる 。 貞 泊 は 、 不 倫 と いう 醒 聞 を 禁じ て いる 。 
EVery scandal is a turpitude. 

不倫 と いう 醍 半 は 、 全 て 、 劣 悪 で ある 。 

One is notindecent Decause one DOSSseSSes Organs which modesty does 
not name, 

人 は 、 慎 み 深い 人 が 名 前 を 言わ な い 器 官 を 所 有 し て いる か ら と いっ て 、 淫 ら で は な 
い 。 人 は 、 性 器 を 所 有 し て いる か ら と いっ て 、 淫 ら で は な い 。 人 は 、 恥 部 を 所 有 し て い 
る か ら と いっ て 、 淫 ら で は な い 。 

Dut 

し か し 、 

One 1S ODscene when one exhiDits them. 

人 は 、 性 器 を 誇示 する と 、 淫 ら に 成る 。 人 は 、 恥 部 を 誇示 する と 、 淫 ら に 成る 。 


HusDands, hide your domestic wounds: 

夫 よ 、 家 庭 の 恥 を 隠し な さい 。 

do not striD yOur Wi1Ves naked Defore the laughter of the moD! 

笑い も の に する 大 衆 の 前 で 、 妻 を 裸 に する な か れ 。 

Women, do not advertise the discomforts of the conjugal Ded: 

妻 よ 、 夫 婦 間 の 性 行為 に お ける 不愉快 事 を 公 に 広く 知ら せる な か れ 。 

to do so 1iS to write Yourselves Drostitutes in DuDlic opimon. 

家庭 に と っ て の 恥 を 赤裸々 に する 事 や 、 夫 婦 間 の 性 行為 に お ける 不愉快 事 を 公 に 広 
く 知 ら せ る 事 は 、「 自分 は 金銭 な ど で 自分 の 性 的 な 物 を 売る 。」 と 世論 に 公言 する 様 
な 物 で ある 。 

It needs a lofty degree of courage to Keep conjugal faith: 

結婚 に よる 信頼 を 保持 する に は 、 気 高い ほど の 勇気 が 必要 で ある 。 

it is a Dact of heroismm of which only great souls can understand the 
whole extent. 

結婚 に よる 約束 は 、 大 いな る 人 だ けが 全体 を 理解 で きる 勇気 に よる 約束 で ある 。 
Marriages which Dreak are not marr1ageS: 

破綻 する 結婚 は 、 結 婚 で は な い 。 

they are CouDHmgs. 

破綻 する 結婚 は 、 良 く あ る 、 性 行為 で ある 。 

A woman who abandons her husDpand, what can she become? 

夫 を 捨て た 女性 は 、 何 者 に 成る か 、 わ か る か ? 

She is no more a wife, and she is not a wldowi: 

夫 を 捨て た 女性 は 、 も は や 妻 で は な いし 、 未 亡 人 で も な い 。 

what is she then? 

それ で は 、 夫 を 捨て た 女性 は 、 何 者 に 成る の か ? 

She is an apostate from honour who is forced to De ]icentious 

夫 を 捨て た 女性 は 、( 神 の 王国 や 国家 の ) 名 準 国民 か ら 、 淫 ら な 放 少 者 で あっ て も 仕 
方 が 無い 人 、 背 信者 、 裏 切 者 に 成り 下がっ て し まう 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

she is neither Virgim nor free. 

夫 を 捨て た 女性 は 、 処 女 で も な いし 、 神 の 法 的 に は 結婚 可能 な 女性 で も な い 。 

A husband who aDandons his wife prostttutes her 

妻 を 捨て た 男性 は 、 元 妻 を 性 的 に 売る 様 な 者 で ある 。 

and deserves the infamous name that one applies to the lovers of lost 
Wommen. 

妻 を 捨て た 男性 は 、 名 誉 を 汚し て 殺さ れ た 女性 の 不倫 相手 の 男性 に 適用 する 様 な 、 
悪 評 を 受け る の が 相応 し い 。 

Marriage is then sacred and indissoluble when it really ex1stSs. 

真 の 結婚 が 存在 する と すれ ば 、 真 の 結婚 と は 、 神 聖 で あり 、 解 消 で き な い 物 で ある 。 
But 

し が し 、 


it cammot really exist, except for beimgs of a lofty intelligence and ofa 
noDle heart. 

気 高 い 知 性 と 心 を 持つ 夫婦 で な けれ ば 、 真 の 結婚 は 、 あ り 得 な い 。 

The animals do not marTy 

(人 と は 異な り 、) 動 物 は 結婚 し な い 。 

andmen who HVe hke ammals undergo the fatalities of the Drute 
nature. 

動物 的 人 間 と し て 生き て いる 人 は 、 動 物 的 人 間 の 本 質 に よる 、 不 可 避 の 不運 を 経験 
する 羽目 に 成る 。 

They ceaselessly make unfortunate attempts to act reasonaD1y. 
当然 な が ら 、 絶 え 間 無く 、 動 物 的 人 間 は 、 不 運 を も た ら す 未遂 罪 を 犯す 羽目 に 成る 。 
Their promises are attermpts at and iutations of prommises: 
動物 的 人 間 の 約束 は 、 約 束 違 反 の 多数 の 未遂 罪 と 成っ て 、 偽 物 の 約束 と 成る 。 
their marriages, attermpts at amd imitations of marriage: 
動物 的 人 間 の 結婚 は 、 不 倫 の 多数 の 未遂 罪 と 成っ て 、 偽 物 の 結婚 と 成る 。 

their ]oVes, attempts at and imitations of loVe. 

動物 的 人 間 の 愛着 は 、 愛 を 違え る 多数 の 未遂 罪 と 成っ て 、 愛 の 偽物 と 成る 。 

They always wish, and never W: 

動物 的 人 間 は 、 常 に 要求 し て 待つ だ け で 、 望 ん で 行動 する 事 は 決し て 無い 。 

they are always undertakimg and neVver cormpletmg. 

動物 的 人 間 は 、 常 に 約束 する が 、 決 し て 実現 し な い 。 

For such Deople, only the repressive side of ]aW apples. 

動物 的 人 間 に は 、 法 の 抑圧 的 な 面 だ けが 当て は まる 。 

Such Deings mmay have a Htter Dut they never haVe a family: 
動物 的 人 間 は 、 子 は 持て る か も し れ な い が 、 家 庭 は 決し て 持て な い 。( 動 物 的 人 間 は 、 
子 を 作れ る が 、 正 し い 家庭 を 作れ な い 。) 

marriage and farm1ly are the rights of the perfect mar, the emancipated 
man, the man who is intelhgent and free. 

結婚 と 家庭 は 、 知 性 と 自由 意思 を 持つ 人 、( 肉 欲 か ら ) 自 由 な 人 、 完 全 な 人 が 持つ 事 
の で きる 権利 で ある 。 

Ask also the annals of the Courts, and read the history of parricides. 
また 、 裁 判 記 録 を 尋ね 、 親 殺し の 記録 を 読み な さい 。 

Raise the Dlack Veil from off all those chopped heads, 

親 殺 し の 切り 落と され た 首 か ら 、 黒 い ヴ ェ ー ル を 外し な さい 。 

and ask them what they thought of marriage and of the family 

結婚 と 家庭 が 何で ある と 考え て いた か 、 死 ん だ 親 殺 し に 尋ね て みな さい 。 

what milk they suckedl 

どん な 乳 を 飲ん で いた か 、 死 ん だ 親 殺 し に 尋ね て みな さい 。 

what caresses ennoDbled them. … 

どん な 愛撫 を 名 誉 と し て 授け られ て いた か 、 死 ん だ 親 殺 し に 尋ね て みな さい ..…。 
Then shudder all you who do not giVe to your children the Dread of 
intelhgence and of love, all you who do not sancton Daternal authority 
by the virtue of a good exarmple! 


そし て 、 知 性 と 思い や り の パン を 子 に 与え な い 全 て の 親 よ 、 良 い 見 本 と 成る 善行 に 
よっ て 父親 らし い 権 威 を 批 浴 し な い 全 て の 親 よ 、 震 えな さい ! 

Those wretches were Orphans In spirit and in heart, and they haVve 
avenged ther Dirth. 

悲惨 な 境 遇 の 子 は 、 精 神 的 に 心 的 に 孤児 で あり 、 悲 惨 な 境 遇 の 生ま れ の 復讐 を 親 
に する 。 

We He in a century when more than ever the family is misunderstood 
in all thatit possesses which partakes of the august and the sacred: 
家庭 が 持っ て いる 、 威 厳 と 神聖 さ の 性 質 を 帯び る 物 の 全て に お いて 、 今 まで 以上 に 、 
大 衆 が 家庭 の 価値 を 認め て いな い 19 世紀 に 人 は 生き て いる 。 

materlal interest is kilhng intelligence and 1oVe: 

(目先 の ) 物 質 的 な 利益 が 、 知 性 と 思い や り を 組 し て いる 。 

the lessons of exDperience are desD1sed, 

大 衆 は 、 経 験 に よる 教訓 を 軽 蔵 し て いる 。( 大 衆 は 、 失 敗 す る 事 を 軽 蔵 し て いる 。) 
the thimgs of God are hawked about the street. 

通り の 辺り で 、 那 悪 な 聖職 者 は 、 神 の 物 を 金銭 で 売り 歩い て いる 。 

The flesh insults the spirit, 

肉体 が 精神 を 傷 辱 し て いる 。 

fraud laughs in the face of loyalty. 

大 衆 は 、 忠 義 面 し た 顔 に 、 偽 物 の 笑顔 を 浮か べ て いる 。 

No more idealism, no more ]UStCe: 

最早 、 理 想 主義 は 無い し 、 正 義 は 無い 。 

human life has murdered Doth its father and its mother 

(中 絶 や 育 児 放棄 な ど に よっ て 、) 父 と 母 は 人 の 命 で ある 子 を 殺 し て いる 。 

Courage amd Datlence! 

勇気 を 持ち な さい ! 忍 耐 し な さい ! 

This century will go where great criminals should go. 

重 犯罪 者 が 行く べき 場所 まで 、19 世紀 の 大 衆 は 行き 着く で あろ う 。 

Look at it how sad it is! 

19 世紀 の 大 衆 が 犯す 重 犯罪 を 見 て みな さい ! 何 て 悲惨 で あろ う ! 

Weariness is the Dlack veil of its face.… 

慌 戦 が 、19 世紀 の 大 衆 の 顔 を 覆っ て いる 黒い ヴェ ー ル で あろ う .…。 

the tumDril rolls om, and the shuddering crown folloWws it .… 

フラ ンス 革命 の 死刑 囚 移送 車 が 走っ て いて 、 王 冠 を か ぶっ た 権力 者 が 震え な が ら 
後 を 追う .…。 

SOOl One more century wl De judged Dy history, amd one wl write 
upon a mighty tomD of ruins: "Here ends the parricide century! The 
Century which murdered its God and its Christ!" 
まもなく 歴史 が 更 な る 世紀 で ある 19 世紀 を 裁 いて 、 大 衆 は 残骸 で 出来 た 大 き な 募 
の 上 に 「 こ こ (19 世紀 ) に 、 親 殺し の 世紀 、 神 と イエ ス キリ スト を 殺し た 世紀 が 終わ っ 
た !」 と 記す で あろ う 。 

In war one has the right to kill, in order not to dhe: 

戦い に お いて 、 人 に は 、 死 な な いた め に 、 他 人 を 殺す 権利 が 有る 。 


Dut 

し か し 、 

in the battle of life the most sublmme of rights is that of dyinmg in order 
not to Kill. 

人 生 と いう 戦い に お いて 、 無 上 の 権利 は 、 他 人 を 殺さ な いた め に 、 死 ぬ 権 利 で ある 。 
Intelhgence and 1ove should res1st oODpress1on umto death Dut neVer 
unto murder 

知 と 思い や り は 、 死 ぬ ま で 抑圧 に 抵抗 する べき で ある が 、 す に まで 至る べき で は な 
い 。 

Brave mar, the jife of him who has offended you is in your hands: 
勇気 が 有る 人 よ 、 あ な た を 傷つけ た 敵 の 命 は 、 あ な た の 手中 に ある 。 

for 

な ぜ な ら 、 

he is master of the life of others who cares not for his own.… 
勇気 が 有る 人 よ 、 あ な た は 、 あ な た に 対し て 思い や り が 無い 他人 で ある 、 敵 の 命 の 主 
人 で ある .…。 

Crush hm beneath your greatness: Dardon himl 

勇気 が 有る 人 よ ! 英 を 許し な さい ! 敵 を 許す と いう 偉大 さ で 、 敵 を 圧倒 し な さい ! 


"But is it forbidden to kill the tiger which threatens uS?" 

「 し か し 、 人 を 脅かす 虎 を 殺す の は 禁じ られ て いる の か ?」。 

"Hfit is a tiger wrth a human face, it is fimer to let him deVour usS, yet, for 
all that, morahty has here nothimg to say." 

「 も し 人 面 虎 、 虎 の 様 に 他人 を 食い 物 に する 人 で あれ ば 、 人 に 食い 物 に され る 方 ( ほ 

う ) が 良い (の か も し れ な い )。 け れ ど も 、 人 を 食い 物 に する 人 を 組 し て 良い か 等 に つい 
て 、 倫 理 道徳 は 何 も 言っ て いな い 。」。 

"But fthe tiger threatens my children?" 

「 し か し 、 も し 人 面 虎 、 虎 の 様 に 他人 を 食い 物 に する 人 が 私 の 子 を 脅かし た ら 、 他 人 

を 食い 物 に する 人 を 殺す の は 禁じ られ て いる の か ?」。 

"Let Nature herself reply to you!" 

「 あ な た に 、 自 然 が 自ら 応 ( こ た ) え る 事 を 許し な さい !」。 


Harmodius and Aristogiton had festivals and statues in Ancient GreeCce. 
古代 ギリ シャ に は 、 敵 を 殺し た ハル モデ ィ オ ス と アリ スト ゲイ トン の 祭 と 像 が 有 っ た 。 

The BiDle has consecrated the names of Tudith and Ehud, 

外典 の ユ デ ィ ト 記 に は 敵 を 殺し た へ ブラ イ 人 の 女性 ユ デ ィ ト が 、 士 師 記 3 章 に は 敵 

を 殺し た エフ ド が 神聖 な 人 と し て 記さ れ て いる 。 

and one of the most sublime figures of the Holy Book is that of Samson, 
bhmd and chamed, pulhng down the columns of the temple, as he cried: 
"Let me die with the Philistimes!" 


士 師 記 16 章 30 節 に は 、 無 上 の 象徴 の 1 つと し て 、 両 目 を えぐ られ て 盲目 に され て 
鎖 で 拘束 され た サム ソン が 「 ペ リ シ テ 人 と 共に 死 の う !」 と 叫ん で ペリ シテ 人 が ね つ 
造 し た 偽 の 神 ダ ゴン の 神殿 の 2 つの 柱 を 引き 倒し (て 敵 を 殺し ) た 、 と 記さ れ て いる 。 
And yet, 

けれ ども 、 

do you thmk that。 

考え て くだ さい 

jesus, Defore dying, had gone to Rome to plunge his dagger in the 
heart of TiDerius, He would have saved the world, as He did, in 
forgiving His executioners, and in dyimg for even TiDerius? 

仮に 、 イ エス が 死ぬ 前 に ロー マ へ 行き 短剣 を 当時 の ロー マ 皇 帝 テ ィ ベ リウ ス の 胸 に 
突き 立て た ら 、 死 刑 執行 人 と 当時 の ロー マ 和 皇帝 テ ィ ベ リウ ス で さえ も 許し て 実際 に 死 
ん だ 様 に 、 イ エス は 世界 の 人 々 を 救え た で あろ うか ? い いえ ! 

Did Brutus save Roman MSA by killimg Caesar? 

ブル ー タ ス は 、 カ エサ ル を 殺し て 、 ロ ー マ 人 の 自由 を 守れ た か ? い いえ ! 

In killing Caligula, Chaerea 9 made place for Claudius and Nero. 

カエ レア は 、 ロ ー マ 和 皇帝 カ リ ギ ュ ラ を 殺し た が 、 ロ ー マ 旦 帝 ク ラウ ディ ウス と ロー マ 星 
帝 ネ ロ に 場所 を 作っ た だ け に 終わ っ た 。 

To protest againmst Violence by Violence, is to justtfy 1t, and to force it to 
reDrOduce itself. 

困 力 に よっ て 暴力 に 対し て 抗議 する と 、 暴 力 を 正当 化し て 、 暴 力 の 増殖 を も た らし て 
し まう 。 

But to triummph over evil Dy good, Over selfishness by self abnegation, 
oOVer ferocity Dy pardor that is the secret of Christianity, and it is that of 
eternal Victory. 

実に 、 善 に よる 悪 へ の 勝利 、 自 制 に よる 利己 心 へ の 勝利 、 許 し に よる 思い や り の 無 さ 
へ の 勝利 は 、 キ リス ト 教 の 秘訣 で あり 、 永 遠 の 勝利 の 秘訣 で ある 。 

"1 have seen the place where the earth still bled from the murder of 
"Abel" 

「 私 は 、 地 が アベ ル の 殺害 か ら 未 だ に 血 を 流し て いた 場所 を 見 た 事 が 有る 。」。 

and 

そし て 、 

on that place there ran a Drook of tears. 

地 が アベ ル の 殺害 か ら 未 だ に 血 を 流し て いた 場所 に は 、 涙 の 細い 小川 が 流れ て い 
だ 。 

Under the guidance of the centuries, myriads Of men moVed on, lettimg 
fall their tears into the Drook. 

何 世紀 も の 導き の 下 で 、 涙 の 細い 小川 の 中 に 涙 を 落と し て 、 無 数 の 人 が 進歩 し て 
行 る だ 。 

And Etermity, crouchimg mournful, gazed upon the tears which fell: 

永遠 の 真理 は 、 悲 し げに 身 を か が め て 、 無 数 の 人 が 落と し た 涙 を 見 つめ た 。 

She counted them one Dy one, 

永遠 の 真理 は 、 無 数 の 人 が 落と し た 涙 を 1 つ ず つ 数 えた 。 


and there were never enough to them to wash away one stain of Dlood. 
無数 の 人 が 落と し た 涙 は 、1 つの 血 の 染 み を 洗い 清め る の に 決し て 十分 で は な か っ 
7 だ 。 

But 

し か し 、 

Detween two multtudes amd two ages came the Christ, a Dale and 
radiant figure. 

古代 と 現代 と いう 2 つの 時 代 の 間 に 、 古 代 人 と 現代 人 と いう 2 つの 時 代 の 大 衆 の 
間 に 、 血 の 気 は 無い が 、 光 を 放つ 象徴 で る る 、 イ エス キリ スト が 降臨 し た 。 

And in the earth of blood and tears, He planted the vine of fraternity: 

血 と 涙 の 地 に 、 イ エス は 、 兄 第 愛 、 同 胞 愛 、 友 愛 と いう 、 つ る 植物 ぶどう の 木 を 植え た 。 
and the tears and the blood, sucked up Dy the roots of the divine tree, 
became the delicious sap Of the grape, which is destimed to intoxicate 
wrth love the children of the future. 

イエ ス が 地 に 植え た 、 兄 弟 愛 、 同 胞 愛 、 友 愛 と いう 、 つ る 植物 ぶどう の 木 、 神 の 木 は 、 
根 で 血 と 涙 を 吸い 上 げ て 、 未 来 の ( 神 の ) 子 達 を 思い や り に 夢中 に させ る 様 に 運命 づ 
ける 美味 し い 赤 ワイ ン に 変え た 。 


XIV 
数 14 


THE NUMBER FOURTEEN 

数 14 

FOURTEEN is the numDer of fusion, 

数 14 は 、 融 合 の 数 で ある 。 

Of assOciatiOn, 

数 14 は 、 共 同 の 数 で ある 。 

and of um1versal 4 

数 14 は 、 普 遍 の 統一 の 数 で ある 。 

and it is im ther Ne of what it represents that we shall here make an 
appeal to the natlons, Deginminmg wrth the most ancient and the most 
holy. 

大 いな る 神秘 の 鍵 第 1 部 第 1 条 数 14 で は 、 タ ロッ ト の 14 ペー ジ 目 に 描か れ て い 
る 天使 、 神 の 聖霊 の 名 前 に お いて 、 最 も 古い 最も 神聖 な 民族 へ ヘブライ 人 か ら 最 初 に 
訴え か け て 行っ て 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 諸 民 族 や 諸国 民 に 訴え か け て 行く つも り で あ 
る 。( 高 等 魔術 の 祭儀 22 章 「 タ ロッ ト の 14 ペー ジ 目 に は 天使 が 描か れ て いる 。」。) 


Children of Israel, why in the midst of the movement of the nations, do 
you rest immoDbile, guardians of the tomDs of your fathers? 

へ ブラ イ 人 よ 、 イ スラ エル の 子孫 よ 、 な ぜ 、 諸 民族 や 諸国 民 が 運動 し て いる 最 中 、 不 
動 で 、 祖 先 の 墓守 に 留まっ て いる の か ? 

Your fathers are not here, they are risen: 

へ ブラ イ 人 の 祖先 は 、 こ こ に は いな い 。 へ ブラ イ 人 の 祖先 は 墓 に は いな い 。 へ ブラ イ 
人 の 祖先 は 復活 し て いる 。( マ タイ に よる 福音 28 章 6 節 「 天 使 は 『 イ エス は 、 こ こ に は 
いな い 。 イ エス は 、 墓 に は いな い 。 イ エス は 、 復 活 し て いる 。』 と 話し た 。」。) 

for 

な ぜ な ら 、 

the God of Abraham, of Isaac, and of jacob, is not the God of the deadl! 
マタ イ に よる 福音 22 章 32 節 「『 ア ブラ ハム 、 イ サク 、 ヤ コブ の 神 は 、 死 ん だ 人 の 神 で は 
な い 。( 肉 体 の 死後 も 、 魂 が 、 精 神 が 、 生 き て いる 人 の 神 で ある 。)」。 

Why do you always impress uDon yoOur Offsprimg the bloody sig1l of the 
kmife? 

な ぜ 、 い つま で も 、 へ ブラ イ 人 は 、「 割礼 」 と いう 血 の 印 を 子 に 短剣 で 刻む の か ? 
God no longer wishes to separate you from other mer: 

も う 神 は へ ブラ イ 人 が 他 の 人 々 か ら 離 れ て いる 事 を 望ま な い 。 

De our Drethren, 

へ ブラ イ 人 よ 、 キ リス ト 教 徒 の 兄 と 成り な さい 。 

and eat with us the consecrated Bread of peace on altars that Dlood 
Stalns never. 

へ ブラ イ 人 よ 、 キ リス ト 教 徒 と 共に 、 決 し て 血 が 汚さ な い 祭 壇 の 上 の 、 平 和 と いう 、 イ 
エス の 聖体 の パン を 食べ な さい 。 


The 1aw of Moses is accomplished: 

モー セ の 律 法 は 成 読 され て いる 。( マ タイ に よる 福音 5 章 17 節 「 私 イエ ス は 律 法 を 
成就 する た め に 降臨 し た 。」。) 

read yoOur Dooks and understand that you have Deen a Dlimd and hard- 
hearted race, eve as all your Drophets sa1d tO VOU. 

へ ブラ イ 人 よ 、 諸 々 の 聖書 を 読み 、 全 て の へ ブラ イ 人 の 預言 者 が ヘブライ 人 に 正 に 話 
し て いた 様 に 、「 へ ブラ イ 人 は 盲目 で 頑固 な 民族 で あっ た 。」 と 理解 し な さい 。 

You have also Deen a courageous raCe, a raCce that DerseVered in strife. 
た だ し 、 へ ブラ イ 人 は 、 勇 気 が 有 る 民族 、 戦 い を 耐え て きた 民族 で ある 。 

Children of Israel, Decome the children of God: 

へ ブラ イ 人 よ 、 イ スラ エル の 子孫 よ 、 神 の 子 に 成り な さい 。 

Understand and love! 

へ ブラ イ 人 よ 、 理 解 し て 、 思 いや りな さい ! 

God has wiped from your forehead the brand of Caim, 

神 は 、 殺 人 の 罪 と いう カイ ン の 衝 印 を へ ブラ イ 人 の 額 ( ひ た い ) か ら 消 し 去っ た 。 

and the peoples seeing you Dass wlll no 1onger say "There go the jews!" 
も う 、 キ リス ト 教 徒 は 、 ヘ へ ブライ 人 が 、 そ ば を 通る の を 見 て 、「 へ ブラ イ 人 が 通る ぞ !」 と 
(馬鹿 に し て ) 言 わな いで あろ う 。 

They wl cry, "Room for our Drethren! Room for our elders in the 
Faith!" 

キリ スト 教徒 は 、「 キ リス ト 教 徒 の 同胞 で あり 、 信 心 に お ける キリ スト 教徒 の 兄 で ある 、 
へ ブラ イ 人 の た め に 場所 を 空け な さい !」 と 叫ぶ で あろ う 。 

And we shall go every year to eat the Dassover with you in the city of 
the New erusalem. 

毎年 新しい エル サレ ム で 、 キ リス ト 教 徒 は 、 ヘ へ ブライ 人 と 共に 、 過 越 祭 と し て イエ ス 
の 聖体 の パン を 食べ る で あろ う 。 

And we shall take our rest under your vime and under your fig-tree: 

キリ スト 教徒 は 、 ヘ ブライ 人 の 、( 唯 一 の 男性 神 と の 一 体 化 と いう 、) つ る 植物 ぶどう の 
木 と 、( 自 身 の 創 造 と いう ) 無 花 果 の 木の下 で 一 休み する で あろ う 。 

for 

な ぜ な ら 、 

you wl be once more the friend ofthe traveller in memory of 
ADraham, of ToDias, and of the angels who visited them. 

旅人 アブ ラ ハ ム と アブ ラ ハ ム の 所 を 旅人 に 変身 し て 訪れ た 天使 達 、 外 典 の トビ ト 記 
の トビ アス と 共に 旅 し た 天使 ラフ ァ エ ル を 忘れ な いた め に 、 再 び 、 へ ブラ イ 人 は 、 旅 
人 を 受け 入れ 、 迎 え 入 れる 、 旅 人 の 友 に 成る で あろ う 。( ラ ファ エル は へ ブラ イ 語 で 

「 神 の いや し 」 を 意味 する 。) 

And 

また 、 

im memory of Him who sald: "He who receiveth the least of these My 
Ittle ones, rece1veth Me." 

マタ イ に よる 福音 18 章 5 節 で 「 私 イエ ス の 小さ い 者 達 の うち 最も 小さ い 者 を 1 人 で 
も 受け 入れ 、 迎 え 入 れ た 人 は 、 私 イエ ス を 受け 入れ 、 迎 え 入 れ た 事 に 成る 。」 と 話し て 


いる イエ ス を 忘れ な いた め に 、 へ ブラ イ 人 は 、 旅 人 を 受け 入れ 、 迎 え 入 れる 、 旅 人 の 
友 に 成る で あろ う 。 

For then 

その た め 、 

you wl no 1onger refuse an asylumm in your house and in your heart to 
your Drother ]oseph, whom you sold to the Gentlles. 

も う 、 へ ブラ イ 人 は 、 家 の 中 で 、 心 の 中 で 、 ヘ へ ブ ライ 人 が 異教 徒 に 売っ て し まっ た 第 ヨ 
セ フ に 例え られ る イエ ス の 保護 を 拒 ま な いで あろ う 。 

BeCauSe 

な ぜ な ら 、 

he has become powerful in the land of Egypt where you sought bread in 
the days of famine. 

錠 健 の 時 に へ ブラ イ 人 が パン を 探し た エジプト で 、 弟 ヨセフ に 例え られ る イエ ス は 、 
強い 者 に 成っ た 。( マ タイ に よる 福音 2 章 で 天使 は 幼子 イエ ス を エジプト に 避難 させ 
た 。) 

And he has rememDbered his father jacob, and Bemjarmn his young 
Drother 

弟 ヨ セ フ は 、 父 ヤコブ と 弟 ベ ニヤ ミン を 覚え て いた 。 

and he Dardons yoOu yOUT ]ealousV 

下 ヨ セ フ に 例え られ る イエ ス は 、 へ ブラ イ 人 で ある 上 兄 、 へ ブライ 人 で ある 兄 の 始 を 
許し た 。 

and emlDraces you With tears. 

剖 ヨ セ フ に 例え られ る イエ ス は 、 涙 を 流し な が ら 、 へ ブラ イ 人 で ある 上 兄 を 抱き し め た 。 


Children of true Delievers, we wl sing with you: "There is no God Dut 
God, and Mohammed is His prophet!" 

イス ラム 教徒 よ 、 熱 狂 的 な 信者 の 子孫 よ 、 イ スラ ム 教 徒 と 共に キリ スト 教徒 は 「 神 の 
他 に 神 は 無し ! ム ハン マ ド は 神 の 預言 者 で ある (と 言え る )!」 と 「 シ ャ ハー ダ 」 と いう イ 
スラ ム 教 の 信仰 告白 を 歌う で あろ う 。 

Say with the children of Israel: "There is no God Dut God, amd Moses 1s 
His prophet!" 

へ ブラ イ 人 よ 、 イ スラ エル の 子孫 よ 、「 神 の 他 に 神 は 無し ! モ ー セ は 神 の 預言 者 で あ 
る !」 と 話し な さい 。 

Say with the Christians: "There is no God Dut God, amd jesus Christ is His 
Drophet!" 

キリ スト 教徒 よ 、「 神 の 他 に 神 は 無し !( 人 に 成っ た 神 ) イ エス キリ スト は 神 の 預言 者 
で ある (と 言え る )!」 と 話し な さい 。 

Mohammed is the shadow of Moses. 

ムハンマド は モー セ の 影 で ある 。 

Moses is the forerunmer of ]esus. 

モー セ は イエ ス の 先駆 者 、 前 触れ で ある 。 

What is a Drophet? 


預言 者 と は 、 何 者 な の か ? 

Arepresentative of humamity seekimg God. 

預言 者 と は 、 神 を 探求 する 人 の 代表 で ある 。 

God is GodL, 

( 神 に つい て の 人 の 考え が 誤っ て いて も 、) 神 の 概念 は 神 の 概念 で ある 。 

and man is the prophet of God, when he causes us to Delieve in God!. 
人 は 、 他 人 に 神 を 信じ させ た 時 、 神 の 預言 者 と 成る (と 言え る )。 

The Old Testament, the Qur'an, and the Gospel are three different 
translations of the same book. 

ユダ ヤ 教 の 旧約 聖書 、 イ スラ ム 教 の 聖書 クル アー ン 、 キ リス ト 教 の 福音 書 は 、 同 一 の 
聖書 の 3 つの 異な る 解釈 で ある (と 言え る か も し れ な い )。 

As God is one, SO also is the law. 

法 は 唯一 で ある 、 の と 同じ く 、( 創 造 主 で ある 男性 ) 神 は 唯一 で ある 。 

Oideal womanl! 

お お っ ! イ スラ ム 教 の 理想 の 女性 で ある 、 永 遠 に 処女 に 戻る 天女 フー リー よ ! 

O reward of the electl 

お お っ ! 神 に 選ば れ た 人 へ の 報い で ある 、 永 遠 に 処女 に 戻る 天女 フー リー よ ! 

Art thou more Deautiful than Mary? 

永遠 に 処女 に 戻る 天女 フー リー は 、 聖母 マリ ア よ り も 美しい の か ? 

0 Mary, daughter of the East! caste(x っ chaste) as Dure loVe, great as the 
desire of motherhood, come and teach the children of Islam the 
mysteries Of Paradise, and the secrets of Deauty! 

お お っ ! 聖 母 マ リア よ ! 東 の 娘 よ ! 清 ら か な 愛 の 様 な 純潔 、 貞 小 よ ! 母 性 に よる 願い の 
様 に 大 いな る 者 よ ! 降 臨 し て 、 楽 園 の 神秘 と 美 の 秘密 を 、 イ スラ ム 教 徒 の 子孫 に 教え 
て くだ さい 1! 

Imvite them to the festival of the new alliance! 

聖母 マリ ア よ ! イ スラ ム 教 徒 の 子孫 を 、 新 し い 緑 組み の 祭 に 招い て くだ さい ! 

There, upon three thrones ghtterimg with Drecious stones, three 
Drophets will De seated. 

新しい 縁組 み の 祭 で は 、 宝 石 で 輝い て いる 3 つの 王座 の 上 に 、3 人 の 預言 者 が 座る 
で あろ う 。 

The tuDa tree wil make, wrth its Dack-curving Dranches, a dais for the 
Celestial taDle. 

イス ラム 教 が か た る 「 ト ゥ ー バ の 木 」 は 、 反 ら せ た 湾曲 させ た 枝 で 、 天 の テー ブル と し 
て 、 上 段 を 作る で あろ う 。( ア ラビ ア 語 で 「 ト ゥ ー バ 」 は 「 神 の 至福 」 を 意味 する 。 
「Tupa-Tree」、「 ト ゥ ー バ の 木 」 は イス ラム 教 が か た る 天国 の 木 で ある 。) 

The Dride will De white as the moor, and scarlet as the smile of 
morTunmg. 

花嫁 (で ある 教会 ) は 、 月 の 様 に 白く 、 朝 の 微笑 の 様 に 赤い 。 

All nations shall press forward to see her 

全て の 民族 や 国民 は 、 花 嫁 ( で ある 教会 ) を 見 る た め に 、 押 し 進む で あろ う 。 

and they will no 1onger fear to pass AL Sirah( = Sirat): 


も う 、 全 て の 民族 や 国民 は 、 イ スラ ム 教 が か た る カミ ソリ の 刃 の 様 な 狭い 天国 へ の 架 
け 橋 で ある 「 シ ラー ト の 橋 」 を 渡る 事 を 恐れ な いで あろ う 。 
for 
な ぜ な ら 、 
on that razor-edged Dridge, 
イス ラム 教 が か た る カミ ソリ の 刃 の 様 な 狭い 天国 へ の 架け 橋 で ある 「 シ ラー ト の 橋 」 
の LE で 、 
the Saviour wrll stretch His cross, and come to stretch His hand to those 
who stumDle, 
救い 主 イ エス は 、 橋 の 上 を よろ け て 進む び 人 々 の た め に 十字 架 を 広げ 、 橋 の 上 を よろ 
け て 進む 人 々 へ 手 を 伸ばす た め に 、 降 人 臨 す る で あろ う 。 
and to those who have fallen the Dride wl stretch her perfumed Ve 
and draw them to her 
花嫁 (で ある 教会 ) は 、 橋 か ら 落 ち て し まっ た 人 々 の た め に 香る ヴェ ー ル を 広げ 、 橋 か 
ら 落 ち て し まっ た 人 々 を 引き 寄せ る で あろ う 。 
O ye people, clap your hands, and praise the last triumph of loVe! 
お お っ ! 人 よ ! 拍 手 し て 、 愛 の 最終 的 な 勝利 を た た えな さい ! 
Death alone wl remain dead!, 
死 だ けが 死ん だ まま に 成る で あろ う ! 
and hell alone wl De consumedl! 
地獄 だ けが 滅ぼさ れる で あろ う ! 
0 nations of Europe, to whom the East stretches forth its hands, unite 
and push Dack the northern Dear! 
お お っ ! ヨ ー ロ ッ パ の 国々 よ ! 東 は ヨー ロッ パ の 国々 に 手 を 差し 伸 べ て いる ! 一 致 協力 
し て 、 北 の 熊 を 押し 戻し な さい !( 高 等 魔術 の 祭儀 17 章 「 ガ ファ レル は 『 古 代 人 が 悪 
の 前 兆 の 象徴 の 全て を 天空 の 北 の 領 域 に 配置 し た の に は 意味 が 有る 。』 と 話し て い 
る 。 全 て の 時 代 の 、 不 運 は 、 北 か ら 来 て 、 南 に 侵入 し て 、 地 上 に 広まる 。」、「 熊 、 蛇 と 
いっ た 動物 は 、 暴 虐 、 強 奪 、 全 て の 迫害 の 象徴 で ある 。」。) 
Letthe last war bring the triumph of intelhgence amd 1oVe, 
最後 の 戦い は 、 知 と 思い や り の 勝利 を も た ら す ! 
let commerce interlace the arms of the world, 
商業 、 皿 易 と いっ た 交流 は 、 世 界 の 人 々 の 腕 を 組ま せ 合 
and a new civilization, SDrung from the armed 還 
新しい 文明 が 、 武 装 し た 福音 か ら 湧き 起 る ! 
unite allthe flocks ofthe earth under the crook ofthe same shepherdl! 
イエ ス と いう 同じ 唯一 の 羊 飼 い の 杖 の 下 で 、 地 の 全 キ リス ト 教 徒 は 、 一 致 協力 し な さ 
い ! 
Such wll De the COnQueStS Of DrTOgTeSS, 

上 記 が 、 進 歩 が 獲得 する も の で あろ う 。 
such is the end towards which the whole movement of the world is 
US. 

上 記 が 、 世 界 の 人 々 の 運動 全体 が 人 々 を 押し 進め て 行く 先 の 目標 で ある 。 


ProgreSS 1Ss moVement, and movement is Hfe. 

進歩 は 運動 で ある 。 運 動 は 命 で ある 。(「 生 きる 」 と は 、「 進 歩 す る 」、「 向 上 する 」 と いう 
事 で ある 。) 

To deny Drogress is to affirm nothimngness, and to deify death. 

進歩 の 否定 は 、 死 の 育 定 で あり 、 死 の 神格 化 で ある 。(「 進歩 し な い 」、「 向 上 し な い 」 
と は 「 死 ん で いる 」 と いう 事 で ある 。) 

ProgreSss 1S the oy reply that reason can giVe to the oDjections which 
the existence Of evil ra1ses. 

「 悪 の 存在 」 が も た ら す 嫌悪 に 、 論 理 が も た ら す 事 が で きる 唯一 の 応 ( こ た ) え が 、 進 
歩 で ある 。(「 悪 の 存在 」 と いう 疑問 へ の 答え の 鍵 は 「 進 歩 」 で ある 。) 

All is not wel, Dut all wlll De well one dayi 

全て の も の が 良い わけ で は な い 。 し か し 、 い つか 、 全 て の も の は 良く 成る で あろ う 。 
God Degins His work, and He wl fimish it. 

神 は 、 業 を 始め 、 い つか 業 を 終え る 。 

Without progress, evll would De immutable ke God. 

進歩 無し で は 、 悪 は 、 神 の 様 に 不変 に 成っ て し まう で あろ う 。 

ProgreSS eXDlaims TU1Tts, 

進歩 は 、( 逆 方 向 の 進歩 で ある 、) 基 落 が 存在 し て いる 理由 を 説明 する 。 

and consoles the weeping of jerermiah. 

進歩 は 、「 哀 歌 」 で 地上 の エル サレ ム の 破壊 を 門 し ん だ 預言 者 エレ ミヤ を 慰め る 。 
Nations suCceed each other hke men: 

諸国 は 、 人 々 の 様 に 、 互 い の 跡 を 受け 継い で 行く 。 

and nothing is staDle, 

( 神 以外 に 、) 不 変 な も の は 存在 し な い 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

eVerything is marching towards Derfection. 

( 神 以 外 の 、) 全 て の も の は 、 完 成 へ 向け て 進ん で 行く 。 

The great man who dies Degueathes to his coumntry the frut of his 
WOTKS: 

大 いな る 人 は 、 死 ぬ が 、 死 ぬ ま で の 行為 の 結果 を 祖国 に 残す 。 

the great nation which Decomes extimgulshed upon earth transforms 
itself imto a star to enhghten the oDscurities of History 

大 いな る 国 は 、 地 上 か ら 消 え 去 っ て 、 歴 史 の 謎 を 教え る 星 に 変わ る 。 

What it has written Dy its actions remains graver in the eternal Dook: 
行為 に よっ て 記さ れ た 物 は 、( 神 の ) 永 遠 の 書 に 記さ れ て 存在 し 続け る 。 

it has added a page to the Bible of the human race. 
行為 に よっ て 記さ れ た 物 は 、1 ペー ジ と し て 、 人 類 の 聖書 に 加え られ る 。 

Do not say that civlhization is Dadi 

(ルソー の 様 に )「 文 明 は 悪 で ある 。」 と 言う な か れ 。 

for 

な ぜ な ら 、 


It resemDles the damp heat which ripens the harVest, 

文明 は 、 収 穫 を 実ら せる 湿っ た 熱気 に 似 て いる 。 

it rap1dly develops the primciples of life and the principles of death, 
文明 は 、 命 の 原理 と 死 の 原理 を 速やか に 実現 させ る 。 

it kills and it Vivifies. 

文明 は 、 殺 し た り 、 命 を 与え た りす る 。 

It is jike the angel of the judgment who separates the wicked from the 
g000. 

文明 は 、 正 し い 人 と 悪人 を 選び 分 ける 器 判 の 天使 に 似 て いる 。 

Civilization transforms men of good will into amgels of light, 

文明 は 、 正 し い 人 を 光 の 天使 に 変え る 。 

and 1owers the selfish man Deneath the Drute: 

文明 は 、 利 己 的 な 悪人 を 動物 的 人 間 以 下 に 堕落 させ る 。 

it is the corruption of Dodies and the emancipation of soulS. 

文明 は 、 肉 体 を 堕落 させ る が 、( 善 の 知 に よっ て 、 正 し い 人 の ) 精 神 を 解放 する 。 

The impious world of the giants raised to Heaven the soul of Enoch: 
創世 記 6 草 の 巨 人 に 例え られ る 肉欲 の 奴隷 で ある 不信 心 な 世界 の 人 々 の 文明 は 、 
(反面 教師 と し て 、) 創 世 記 5 章 の エノク の 魂 を 天 に 至る まで 高め た 。 

above the Bacchanals of prirmitive Greece rises the harmonious sDirit of 
Orpheus. 

古代 ギリ シャ の 酒 神 バッ カス を 信じ る 人 々 の 文明 は 、( 反 面 教師 と し て 、) 超 越 さ せる 
形 で 、 オ ルフ ェ ウ ス の 調和 し た 精神 を 高め た 。 

SOcrates and Pythagoras, Plato amd Aristotle, resume, In explaimng 
them all the aspirations and all the glories of the ancient Worldi 
ソクラテス と ピタ ゴラス 、 プ ラ ト ン と アリ スト テレ ス は 、 古 代 の 世界 の 全て の 向上 と 全 
て の 栄光 を 弁明 し て 要約 し て いる 。 

the fables of Homer remain truer than history, 

ホメ ロス の 例え 話 は 、 歴 史 よ り も 正しい まま 存在 し 続け る 。 

andnothing remains to us of the grandeur of Rome Dut the immmortal 
writimgs which the century of Augustus Drought forth. 

ロー マ の 偉大 さ を 現代 まで 伝え て いる 物 は 、 ア ウ グ ス トゥ ス の 紀元 前 1 世紀 が も た ら 
し た ウェ ル ギ リ ウス の 不滅 の 作品 し か 無い 。 

Thus, 

その た め 、 

perhaps, Rome only shook the world with the convulsions of war in 
order to Dring forth Vergil. 

多分 、 ウ ェ ル ギリ ウス を も た ら す た め に だ け 、 ロ ー マ は 世界 を 戦い で 揺るが し た 。 
Christiarty is the fruit of the meditations of all the sages of the East, 
キリ スト 教 は 、 東 の 全て の 賢者 の 熟考 の 結果 で ある 。 

who HVe agaim in Tesus Christ. 

東 の 全て の 賢者 は 、 イ エス キリ スト の 中 で ( 魂 が ) 再 び 生 き て いる 。 東 の 全て の 賢者 
の 考え は 、 イ エス キリ スト の キリ スト 教 の 中 で (精神 が ) 再 び 生 き て いる 。 

Thus the light of the spirits has risen where the sun of the world rises: 


世界 の 太陽 が 昇っ て いる 場所 に 、 精 神 の 光 は 昇っ て いる 。 

Christ conqduered the West, 

イエ ス キリ スト は 西 を 圧倒 し た 。 

and the soft rays of the sun of Asia have touched the icicles of the North. 
東 の 小 ア ジア の 太陽 の 優し い 光 線 は 、 北 の 氷柱 (つら ら ) を 照ら し た 。 

Stirred Dy this unkmown heat, ant-heaps of new men haVe sDreadl OVer a 
WOrn-0Ut WOrldi: 

キリ スト 教 と いう 未知 の 熱 に 目覚 め さ せ られ て 、 蝶 の 群れ の 様 な 、 新 し い 人 々 は 、 ば ぼ ば 
ろ ぼ ばろ で あっ た 世界 に 広がっ た 。 

the souls of dead people have shone upon rejuVvenated races, and 
enlarged in them the spirit of jife. 

死ん だ 人 々 の 魂 は 、 若 返っ た 人 々 を 照ら し て 、 若 返っ た 人 々 の 中 の 、 命 の 精神 を 増 や 
し た 。 

There is in the world a nation which calls itself frankness and freedom, 
世界 に は 、「 率 直 」 を 意味 する 「frankness」 と 「 自 由 」 を 意味 する 「freedom」 を 自 
称す る 一 国 の 国民 が 存在 する 。 

for 

な ぜ な ら 、 

these two words are synOonymous wrth the name of France. 

「 率 直 」 を 意味 する 「frankmess」 と 「 自 由 」 を 意味 する 「freedom」 と いう 2 つの 言 
葉 は 、 「France」、「 フ ラン ス 」 と いう 名 前 、 言 葉 と 意味 が 同じ で ある 。 

This nation has always Deen in some ways more Catholic than the Pope, 
and more Protestant than Luther 

常に 、 フ ラン ス は 、 あ る 意味 、 法 王 よ り も カト リッ ク で あり 、 ル ター より も プロ テス タン ト 
で あっ た 。 

The France of the Crusades, 

十字 軍 の フラ ンス 、 

the France of the TrouDadours, the France Of songSs, 

恋 や 騎士 道 物語 を 歌っ た 11 世紀 の トル バド ゥ ー ル や 12 世紀 の トル ヴェ ー ル と いっ 
た 吟遊 圭 人 の フラ ンス 、 カ ー ル 大 電 な ど を 歌っ た 武勲 圭 の フラ ンス 、 

the France of RaDbelais and of Voltaire, 

ラブ レー の フラ ンス や ヴォ ル テ ー ル の フラ ンス 、 

the France of Bossuet and of Pascal, 

神学 者 ボ シ ュ エ の フラ ンス や 哲学 者 パス カル の フラ ンス 、 

it is she who is the synthesis of all peoples: 

フラ ンス と いう 国家 は 、 全 て の 人 々 の 統合 体 で ある 。 

it is she who consecrates the alliance ofreason and of faith, 

フラ ンス は 、 論 理 と 信心 の 結合 を 神聖 化し て いる 国家 で ある 。 

of revolution and of Dower 

フラ ンス は 、 革 命 と 権力 の 結合 を 神聖 化し て いる 国家 で ある 。 

of the most tender Delief and ofthe proudest human digrnty. 

フラ ンス は 、 最 も 気 高 い 、 人 の 気 高 さと 、 最 も 思い や り 深 い 信 心 の 結合 を 神聖 化し て 
いる 国家 で ある 。 


Andl, see how she marches, how she swings herself, how she struggles, 
how she grows greatl 

フラ ンス が 、 ど の よう に 進む か 、 ど の よう に 揺れ て 変わ る か 、 ど の よう に 戦う か 、 ど の よ 
うに 大 いな る 国家 へ と 成長 する か 、 見 な さい ! 

Often deceived and wounded, never cast dowr, enthusiastic Over her 
triumphs, darimg In her adVersities, she ]aughs, she sings, she dies, and 
she teaches the world faith in immortality. 

時 に 騙さ れ 傷 つけ られ て も 、 決 し て 落胆 せ ず に 、 勝 利 に 夢中 に 成っ て 、 逆 境 で も 田 気 
を 持っ て 行動 し て 、 フ ラン ス は 、 笑 い 、 歌 い 、 死 ん で 、( 精 神 の ) 不 死 を 信じ る 事 を 世界 
の 人 々 に 教え る 。 

The old guard does not surrender Dut neither does it die! 

ナポレオン の 親衛 隊 は 降伏 せ ず 死に も し な い ! 

The proof ofit iS the enthusiasmm of our children, who mear, one day to 
be also soldiers of the old guardl! 

ナポレオン の 親衛 隊 が 降伏 せ ず 死に も し な い 証 拠 は 、 い つの 日 か ナポレオン の 親衛 
隊 に 成る つも り で ある フラ ンス の 子孫 の 熱狂 で ある ! 

Napoleon is no more a man: 

も う 、 ナ ポレ オン は 、 人 で は な い 。 

he is the Very gerus of France, 

ナポレオン は 、 正 に 、 フ ラン ス の 精神 で ある 。 

he is the second saviour of the World, 

ナポレオン と いう 、 フ ラン ス の 精神 は 、 世 界 の 人 々 の 第 2 の 救い 主 で ある 。 

and he also gave for a sign the cross to his apostles. 

フラ ンス の 精神 で ある ナポレオン は 、 象 徴 と し て 、 十 字 の 聖 ル イ 勲章 を 要約 し て いる 
五 星 の レジ オン ドヌール 勲章 を 使徒 で ある 騎士 に 与え た 。( 高 等 魔術 の 祭儀 7 章 
「 ナ ポレ オン の 五 世 星 の レジ オン ドヌール 勲章 が 、 十 字 の 聖 ルイ 勲章 、 全 体 を 象徴 的 
に 要約 し て いる 事 は 、 現 代 の 革命 的 な 業績 で ある 。」。) 

St. Helena and Golgotha are the Deacons of the new civihzation: 
ナポレオン が 死ん だ セン ト ヘ レナ 島 と 、 イ エス が 死ん だ ゴル ゴ タ の 丘 は 、 新 し い 文 明 
の 2 つの 灯台 で ある 。 

they are the two piles of an immerse(x づつ immense) bridge made by the 
ralnbow of the final deluge, and which throws a bridge between the two 
Worlds. 

ナポレオン が 死ん だ セン ト ヘ レナ 島 と 、 イ エス が 死ん だ ゴル ゴ タ の 丘 は 、 最 後 の 大 洪 
水 の 虹 が 作っ て 、 古 代 と 現代 と いう 2 つの 世界 の 間 に 架 ける 、 巨 大 な 橋 の 2 つの 基 
礎 の 杭 ( く い ) で ある 。 

And can you DeheVve that a Dast wthout aureole and wlthout glory, 
might capture and deVvour so great a future? 

栄光 の 無い 過去 が 大 いな る 未来 を と ら え て 飲み 込ん で し まう と 信じ られ て し まう の 
か ? 

Could you think that the spur of a Tartar might one day tear up the pact 
of our glories, the testament of our HDerties? 


いつ の 日 か 、 タ ター ル 人 に よる 刺激 が 、 フ ラン ス の 栄光 の 約束 、 神 と 人 の 自由 の 約 
束 を 引き 君 く と 信じ られ て し まう の か ? 

Say rather that we may agaln Decome children, and enter agaim imto Our 
mother's womD! 

上 記 を 信じ て し まう くら いな ら 、「 再 び 、 幼 子 に 成っ て 母 の 胎内 に 入り た い !」 と 言っ て 
いる 方 が 、 ま だ まし で あろ うに ! 

"Go on! Go on!" said the Voce of God to the wandering jewr 

神 の 言葉 は 、「 進 み 続け な さい ! 進 み 続け な さい !」 と 「 さ ま よ える ユダ ヤ 人 」 に 言っ た 。 
"Advance! AdVance!" the destimy of the world cries out to France. 

世界 の 運命 を 操る 神 は 、「 進 みな さい ! 進 みな さい !」 と フラ ンス に 叫ん で いる 。 

And where do We g0? 

人 は 、 ど こ へ 進む の か ? 

To the unknownt the the aDyss perhaps: 

多分 、 人 は 、 未 知 と いう 底無し の 淵 へ 進む 。 


0 matter! 

(人 は 、 未 知 と いう 底無し の 淵 へ 進ん で も 、) 構 わな い ! 
But 

じ か し 、 


to the past, to the cemeteries of oDIivion, to the swaddHmg-clothes which 
Our childhood itself tore in shreds, towards the imDecihty and 
ignorantce Of the earliest ageSs.… never! meVer! 

人 は 、 過 去 へ は 、 忘 却 と いう 墓地 へ は 、 ぼ ろば ぼろ に 幼子 の 時 に 自ら 裂 い た 産 着 へ は 、 
最初 の 時 代 の 愚か さ へ は .……、 決 し て 、 決 し て 、 進 まな い ! 


XV 
数 15 


THE NUMBER FIFTEEN 

数 15 

FIFTEEN is the numDer of antagorusmm, 

数 15 は 、 対 立 の 数 で ある 。 

and of cathoHcity. 

数 15 は 、 普 遍 性 の 数 で ある 。 

Christianity 1S at Dresent diVided into two churches: 

現在 、 キ リス ト 教 は 、2 つの 教会 に 分 けら れ て いる 。 

the civihzing church, and the savage church: 

文明 的 な カト リッ ク 教 会 と 、( 質 素 過ぎ る 粗野 な 建物 で ある 教会 に 、 冷 淡 な 事務 上 員 の 
様 な 粗野 な 服装 の 聖職 者 と いっ た 、) 粗 野 な プロ テス タン ト 。 

the progress1Ve church, and the stationary church. 

進歩 的 な カト リッ ク 教 会 と 、 停 滞 的 な プロ テス タン ト 。 

One is actVe, the other 1S DasS1Vve: 

自発 的 な カト リッ ク 教 会 と 、 受 容 的 な プロ テス タン ト 。 

one has mastered the nations and goVerns them alWways, 

カト リッ ク 教 会 は 、 諸 国 を 、 統 治し た し 、 常 に 統治 し て いる 。 

SITCe 

な ぜ な ら 、 

kings fear it: 

権力 者 は 、 カ トリ ッ ク 教 会 を 明 散 し て いる 。 

the other has suDmitted to eVery despottsm, 

プロ テス タン ト は 、 全 て の 独裁 に 従っ た 。 

and can De nothing Dut an instrument of slaveryi 

プロ テス タン ト は 、( 過 去 の イギリス な ど で の 独裁 が 、) キ リス ト 教 を 奴隷 に する た め の 
手段 で し か な い 。 

The actiVe church realizes God for men, 

自発 的 な カト リッ ク 教 会 は 、 人 に と っ て の 神 、 人 の た め の 神 を 理解 し て いる 。 

and alone Delieves in the divimity of the human Word, as an interpreter 
ofthat of God. 

カト リッ ク 教 会 だ けが 、( 思 いや り と いっ た 、) 神 の 神 性 の 解説 者 と し て の 、 人 に 成っ た 
神 の 言葉 イエ ス の 神 性 を 信じ て いる 。 

What after all is the infalhDpility of the Pope, Dut the autocracy of 
intelligence, corfirmed Dy the urnversal Vote of faith? 

結局 、 法 王 の 絶対 性 と は 、 信 心 に よる 普遍 の 決議 が 認め た 、 知 に よる 独裁 、 以 外 の 
何 物 で あろ うか ? 法 王 の 絶対 性 と は 、 信 心 に よる 普遍 の 決議 が 認め た 、 知 に よる 独 
裁 で ある ! 

In this case, one might say, the Pope ought to De the first genius of his 
Centtury. 

法王 の 絶対 性 に つい て 、 人 は 、「 当 代 随 一 の 天才 が 法王 に 成る べき で ある 。」 と 言う 
か も し れ な い 。 


Why? 

どう し て 、 天 才 が 法王 に 成る べき で あろ うか ? い いえ ! 法 王 が 天才 で ある 必要 は 無 
い ! 

It is more DroDer In realty, that he should De an average man. 

実は 、「 標 準 的 な 人 が 法王 に 成る べき で ある 。」。 実 は 、「 標準 的 な 人 が 法王 に 成る 」 
方 (ほう ) が 、 よ り 相 応 し い 。 

His supremacy 1S only more divine for that, 

「 標 準 的 な 人 が 法王 に 成る 」 事 で 、 法 王 の 無 上 性 は 、 よ り 神 聖 に 成る ば か り で ある 。 
Decause 

な ぜ な ら 、 

1t is in a Way more human. 

「 標 準 的 な 人 が 法王 に 成る 」 事 で 、 法 王 の 無 上 性 は 、 あ る 意味 、 よ り 人 的 に 成る 。 
Do not events speak 1ouder than rancours and irrelig1ouS 1gnOrantCeS? 
「 標 準 的 な 人 が 法王 に 成る べき で ある 。」 事 を 、 敵 意 や 不信 心 な 無知 より も 、 諸 々 の 
出来 事 が 大 き な 声 で 物語 っ て は いな いか ? は い !「 標 準 的 な 人 が 法王 に 成る べき で 
ある 。」 事 を 、 敵 意 や 不信 心 な 無知 より も 、 諸 々 の 出来 事 が 大 き な 声 で 物語 っ て いる ! 
Do not you see Catholhc France sustaiming with one hand the tottering 
papacy and with the other holding the sword to fight at the head of the 
armmy 0f DrOgTeSS? 

カト リッ ク 教 国 の フラ ンス が 、 よ ろ め く 歴 代 の 法王 を 一 方 の 手 で 支え 、 他 方 の 手 で 進 
歩 と いう 軍団 の 先頭 に 立っ て 戦う た め の 剣 を 持っ て いる の が 見 えな い の か ? 
CathoHics, jews, Turks, Protestants, already fight under the same 
Danner: 

カト リッ ク 、 ユ ダ ヤ 教 徒 、 ト ルコ の イス ラム 教徒 、 プ ロ テ ス タン ト は 、 す で に 同じ 旗印 (は 
た じ る し ) の 下 で 戦っ た 。 

the crescent has rallhed to the Latm crOSs, 

ヨー ロッ パ を モデ ル に し た 改革 後 の 1844 年 か ら 1923 年 まで の オス マン トル コ の 
新 月 旗 は 、 カ トリ ッ ク や プロ テス タン ト な どの ラテ ン 十 字 の 元 に 集まっ た 事 が 有る 。 
and altogether We struggle against the inVasion of the DarDarians, amd 
their Drutahzing orthodoxy. 

カト リッ ク 、 ユ ダ ヤ 教 徒 、 ト ルコ の イス ラム 教徒 、 プ ロ テ ス タン ト は 、 共 に 、 ロ シア と いっ 
た 、 外 国 の 侵略 と 外国 の 動物 的 に 成っ て し まっ た 正統 な 教え の 侵略 に 対し て 戦っ た 。 
It is for eVer an acCormplished fact. 

カト リッ ク 、 ユ ダ ヤ 教 徒 、 ト ルコ の イス ラム 教徒 、 プ ロ テ ス タン ト が 共に 戦っ た 事 は 、 永 
速 の 既成 事実 で ある 。 

In admittmg new dogmas, the chair of St. Peter has solemrly 
Droclaimed itself DrogresSs1Ve. 

使徒 ベト ロ の 椅子 (イス ) に 座る 法王 は 、 粛 々 (し ゅ くし ゅ く ) と 、 新 し い 考え を 認め て 、 カ 
トリ ッ ク は 進歩 的 で ある 、 と 公言 し た 事 が 有る 。 

The fatherland of Catholic Christiamity is that of the sciences and of the 
fime arts: 

カト リッ ク の キリ スト 教 の 祖国 は 、 知 の 祖国 で あり 、 美 術 や 芸術 の 祖国 で ある 。 


andthe eternal Word of the Gospel, 1ivimg and incarnate in a visible 
authority, is stll the light of the world. 

量 音 の 永遠 の 神 の 言葉 イエ ス 、 目 に 見 える 証拠 に よっ て 、 生 き て いる 、 人 に 成っ た 神 
イエ ス は 、 未 だ に 、 世 界 の 人 々 の 光 で ある 。 

Silence, then, to the Pharisees of the neW synagogue! 

新しい ユダ ヤ 教 の 似非 信者 よ 、 黙 りな さい ! 

Silence to the hateful traditions of the Schools, 

諸 学 派 の 憎む べき 口伝 よ 、 黙 りな さい ! 
to the arrogance of PresDyterian1sm, 

プロ テス タン ト の 一 派 で ある 長老 派 教会 の 父 慢 よ 、 黙 りな さい ! 
to the abDsurdity of ]ansermism, 

ジャ ン セ ニス ム の 非 論理 よ 、 庄 りな さい ! 

and to all those shameful and supersttious interpretations of the 
eternal dogma, s0 justly stigmatized Dy the pitless genius of Voltaire! 
ヴォ ル テ ー ル の 酷い 知識 が 正 に 多大 な 汚名 を 着せ た 、 キ リス ト 教 の 永遠 の 教え に つ 
いて の 、 恥 ず べ き 迷 信 的 な 全て の 誤っ た 解釈 よ 、 甘 り な さい ! 
Voltaire and Napoleon died Catholics. 

ヴォ ル テ ー ル と ナポレオン は 、 カ トリ ッ ク と し て 死ん だ 。 
And do you kmow what the Catholicism of the future must De? 

未来 の カト リッ ク の 教え が 、 ど う あ る べき か 知っ て いる か ? 
It will De the dogma of the Gospel, tried ikKe gold Dy the critical acid of 
Voltaire, and realized, in the kingdom of the world, Dy the genius of the 
Christian Napoleon. 
未来 の カト リッ ク の 教え は 、 ヴ ォ ル テー ル の 批判 の 酸 で 試さ れ た 黄金 の 様 な 、 キ リス 
ト 教 徒 の ナポレオン の 精神 が 世界 と いう ( 神 の ) 王 国 で 実現 し た 、 福 音 の 教え に 成る 
で あろ う 。 
Those who wil not march wll De dragged or trampled Dy events. 
諸々 の 出来 事 は 、 進 む 意 思 が 無い 人 を 、 引 きず っ て 行く か 、 踏 み に じ る で あろ う 。 
Immense calamitles may agan hang oVer the world. 
再び 、 無 数 の 不運 が 世界 を 覆う か も し れ な い 。 
The armies of the Apocalypse may, Derhaps, One day, unchain the four 
SCOUTPGeS. 

多分 、 い つの 日 か 、 ヨ ハネ の 庄 示 録 の 軍団 が 、4 人 の こら し め る も の 、 ヨ ハネ の 回 示 
録 9 章 14 節 の 4 人 の 神 の 使者 を 解放 する か も し れ な い 。 
The sanctuary wl De cleansed. 
聖 所 は 清め られ る で あろ う 。 
Rigid and holy poverty wl send forth its apostles to uphold what 
staggers, Iift up again what is Droken, and anoint all wounds with 
Sacredl 011S. 
上 厳し い 神聖 な 清貧 が 、 よ ろ め く 人 を 支え る た め に 、 打 ち 倒 され た も の を 建て 直す た め 
に 、 神 聖 な 油 オリ ー ブ オ イル を 全て の 傷 に 塗 油 し て 癒す た め に 、 使 徒 を 派遣 する で あ 
ろう 。 


Those two Dlood-hungered monsters, despotism and anarchy wl tear 
themselves to pieces, and anmihilate each other after having mutually 
sustaimed each other for a Hittle while, by the embrace of their struggle 
itself. 

独裁 と 無政府 主義 と いう 2 つの 血 に 錠 え た 奇形 は 、 少 し の 間 だ け 互 い に 取っ 組み 
合っ て 支え 合っ た 後 で 、 互 い を ぼろ ば ぼろ に 有 裂 き 合っ て 滅ぼし 合う で あろ う 。 

And the governmert of the future will be that whose model is shown to 
us in nature, Dy the farmily andin the religious world Dy the pastoral 
hierarchyr 

未来 の 政府 は 、 自 然 に お いて 家庭 が 人 に 見 せる 理想 の 政府 、 宗 教 界 に お いて 法王 
と いう 羊 飼い の 位階 制 が 見 せる 理想 の 政府 に 成る で あろ う 。 

The elect shall reign with ]esus Christ during a thousand years, say the 
apostolic traditions: 

ヨハ ネ の 回 示 録 20 章 と いっ た 使徒 の 口伝 に は 、 神 に 選ば れ た 人 が 千年 間 イ エス 
キリ スト と 共に 統治 する 、 と 記さ れ て いる 。 

thatis to say 

言い 換え る と 、 

that during a series of centuries, the intelhigence and love of chosen 
mer, devoted to the Durden of power wl admimster the interests and 
the wealth of the umiversal farmly. 

ー 連 の 何 世紀 も の 間 、 神 に 選ば れ た 人 は 、 知 と 思い や り を 権力 と いう 重荷 に ささ げ 
て 、 普 遍 の 家族 で ある 世界 の 人 々 の 利益 と 富 を 統治 する で あろ う 。 

At that day, according to the promise of the Gospel, there wil De no 
more than one flock and one shepherd. 

神 に 選ば れ た 人 が 千年 間 イ エス キリ スト と 共に 統治 する 時 、 ヨ ハネ に よる 福音 10 
章 16 節 の 約束 に よる と 、 唯 一 の 羊 の 群れ (キリ スト 教会 ) と 唯一 の 羊 飼い (イエ ス ) だ 
け に 成る で あろ う 。 


XXV1 
数 16 


THE NUMBER SIXTEEN 

数 16 

SIXTEEN is the nummDer of the temple. 

数 16 は 、 神 殿 の 数 で ある 。 

Let us say what the temple of the future will De! 

どん な 未来 の 神殿 が 存在 する の か 、 話 そう ! 

When the spirit of intelligence and love shall have revealed itself, the 
whole trimity wl mamifest itself im its truth and in its glory 

知 と 思い や り の 精神 が あら われ た ら 、 神 の 三位一体 の 、 全 て 、 真 理 、 栄 光 が あ ら わ れ 
る で あろ う 。 

Humanity, Decomme a ueeLl, 

思い や り は 、 女 王 と 成る 。 

andL as it were, risen from the deadl 

思い や り は 、 言 っ て みれ ば 、 死 ん だ も の か ら 復 活 する 。 

will haVe the grace of childhood in its poesy the Vigour of youth im its 
reaso, and the wisdom of ripe age im its WOrKS. 

思い や り に は 、 詩 的 霊感 に お いて 幼い 時 の 神 の 思い や り 、 論 理 に お いて 若い 時 の 力 
強 さ 、 行 為 に お いて 円 熟 時 の 知 が 有る で あろ う 。 

All those forms, which the divine thought has successively clothed, wl 
be Dorn agaim, Irmmortal and perfect. 

神 の 概念 が 次 々 と 纏 ( ま と ) っ た 全て の 形 が 、 不 減 の 完全 な 形 で 再生 する で あろ う 。 
All those features which the art of successive nations has sketched wi 
urute themselves, and form the complete image of God. 

代々 の 国々 の わざ が 描い た 全て の 特徴 が 、 統 一 され て 、 神 の 完全 な 像 を 形成 する で 
あろ う 。 

Jerusalem will rebuild the Temple of jehovah on the model prophesied 
Dy Ezekiel: 

エル サレ ム は 、 エ ゼ キ エル 書 で 預言 者 エ ゼ キ エ ル が 預 言 し た 理想 の 姿 に 従っ て 、 ヤ 
ハウ ェ の 神殿 を 建て 直す で あろ う 。 

and the Christ, new and eternal Solomor, wi chant, Deneath roofs of 
cedar and of Cypress, the Epithalamium of his marriage with holy 
hperty, the holy Dride of the Song of Songs. 

ヒマ ラ ヤ 杉 と 糸 杉 の 屋根 の 下 で 、 新 し い 永遠 の ソロ モン の 神 の 知 イ エス キリ スト は 、 
イエ ス と 教会 を 花 開 と 花嫁 に 例え て いる と 言わ れ て いる 「 雅 歌 」 の 中 の 神 の 花嫁 で 
ある 、 教 会 で ある 、 神 の 自由 と イエ ス の 結婚 の 祝 婚 芝 を 歌う で あろ う 。( 古 代 イ ンド で 
ヒマ ラ ヤ 杉 は 神木 で ある 。 糸 杉 は 腐敗 し 難い の で 椿 な ど に 用 いら れ た の で 死 の 象徴 
に 成っ た 。 糸 杉 は 一 度 切っ た ら 二 度 と 生え な い の で 死 の 象徴 に 成っ た 。 イ エス の 十 
字 架 は 糸 杉 の 十字 架 で ある と いう 伝説 が 有る 。 古代 エ ジ プ ト や 古代 ロー マ で 維 杉 は 
神木 で あっ た 。) 

But jehovah will have ]aid aside his thunderDbolts, to Dless with Doth 
hands the Dridegroom and the Dride: 


父 で ある 神 ヤ ハウ ェ は 、 花 婚 イ エス と 花嫁 で ある 教会 で ある 神 の 自由 を 諸手 を 挙げ 
て 祝福 する た め に 、 雷 を 脇 に 置く で あろ う 。 

he wl appear smihng Detweenr them, and take pleasure in Deing called 
father 

父 で ある 神 は 、 微 笑み な が ら 、 花 婚 イ エス と 花嫁 で ある 教会 で ある 神 の 自由 の 間 に 
あら われ て 、 父 と 呼ば れる 事 を 喜ぶ で あろ う 。 

However the poetry of the East in its magical souverirs, will call him 
stlll Brahma, and jupiter 

し か し 、 そ れ で も な お 、 東 の 詩 で は 、 魔 術 的 な 思い 出 に よっ て 、 父 で ある 神 ヤ ハウ ェ を 、 
神 ブ ラフ マー や 、 主 神 ユ ピ テ ル と 呼ぶ で あろ う 。 

India wil teach our enchanted chmates the marvellous faDles of 
Vishnu, 

イン ド は 、 維 持 者 ・ 救 い 主 ヴィ シュ ヌ の 不思議 な 例え 話 を 、 現 代 の 思想 の 流れ に 教え 
る で あろ う 。 

and we shall place upon the stlll Dleedimg forehead of our well-Deloved 
Christ the triple crown of pearls of the mystical Trimurti. 

キリ スト 教徒 は 、 創 造 神 ブ ラフ マー、 破 壊 神 シ ヴァ 、 維 持 者 ・ 救 い 主 ヴィ シュ ヌ と いう イ 
ンド の 神秘 の 三 神 一 体 の 真珠 の 三重 の 王冠 を 、 最 愛 の イエ ス キリ スト の 未だ に 血 
を 流し て いる 額 ( ひ た い ) の 上 に 置く で あろ う 。 

From that tme, Venus, Durified under the Veil of Mary, wl no more 
weeD for her Adlonis. 

キリ スト 教徒 が イン ド の 三 神 一 体 の 真珠 の 三重 の 王冠 を イエ ス の 額 ( ひ た い ) の 上 に 
置い た 時 、 聖 母 マ リア の ヴェ ー ル の 下 で 清め られ た 愛 の 女神 ウェ ヌス は 、 イ ノシ シ に 
さ れ た アド ニス の た め に 、 も う 涙 を 流し て 悲し まな いで あろ う 。 な ぜ な ら 、 

The bridegroom is risen to die no more, 

花 嬉 アド ニス 、 花 婚 イ エス は 、 も う 死 な な い 様 に 、 復 活 し て いる 。 

and the infernal boar has found death in its momentary victory. 

( 死 と いう ) 地 獄 の イノ シシ は 、 一 時 的 な 勝利 の 後に 、 死 ん だ 。 

Lift yourselves uD agalrl 0 Temples of Delphi and of Ephesus! 

再び 、 そ び え 立 ちな さい ! お お っ ! 光 の 神 ア ポロ ン の デル ボ ポイ 神 殿 よ ! 月 の 女神 ディ ア 
ナ の エフ ェ ソ ス の 神殿 よ ! 

The God of Light and of Art is Decome the God of the world!, 

光 の 神 ア ポロ ン 、 芸 術 の 神 ア ポロ ン は 、 世 界 の 人 々 の 神 と 成る ! 

andthe Word of God is indeed wiling to De called Apollo! 

神 の 言葉 イエ ス は 、 光 の 神 ア ポロ ン 、 芸 術 の 神 ア ポロ ン と 呼ば れ て も 全く 構わ な い ! 
Diana wil no more reign widowed in the 1onely fields of night: 

も う 、 月 の 女神 ディ アナ は 、 夜 と いう 孤独 な 領域 で 、 未 亡 人 を 統治 し な いで あろ う 。 
her silVern crescent is now Deneath the feet of the Dride. 

月 の 女神 ディ アナ の 銀 の 三日月 は 、 花 嫁 の 足下 に ある 。( ヨ ハネ の 黙示 録 12 章 の 女 
性 の 足下 に は 月 が ある 。) 

But 

だ し 。 

Diana 1s not conduered Dy Venus: 


愛 の 女神 ウェ ヌス が 、 月 の 処女 神 デ ィ ア ナ を 圧倒 し た の で は な い 。 

her Endymion has wakened, and virginmity 1s about to take pride in 
motherhoodl! 

永遠 に 者 いさ せな いた め に 眠ら され て いた エン ディ ミオ ン は 目覚 め て 、 月 の 処女 神 
ディ アナ と いう 、 処 女性 は 、 母 性 を 喜 ぼ うと し て いる ! 

Quit the tomb, 0 Phidias, and rejolce in the destruction of thy first 
Jupiter: 

墓 を 離れ な さい 、 お お っ 、 古 代 ギ リ シ ャ の 彫刻 家 フ ェ イ ディ アス よ 、 最 高 傑作 の ゼウス 
像 が 破壊 され た 事 を 喜び な さい 。 な ぜ な ら 、 

1t is now that thou wilt conceive a Godl! 

古代 ギリ シャ の 彫刻 家 フ ェ イ ディ アス よ 、 神 の 像 を 建て 直す の は 今 だ ! 

0 Rome, let thy temples rise again, side by side wrth thy Dasilicas: 

お お っ 、 ロ ー マ よ 、 バ シリ カ 建 物 様式 の 教会 と 共存 させ て 、 ロ ー マ の 神殿 を 建て 直し 
な さい 。 

De once more the Queen of the World, and the Pantheon of the nations: 
ロー マ よ 、 再 び 、 世 界 の 女王 と 諸国 の パン テオ ン に 成り な さい 。 

let Vergil De crowned on the Capitol by the hand of St. Peter: 

ロー マ の 中 心 で ある 最高 の 丘 で ある カビ トリ ヌス 丘 の 上 で 、 使 徒 ベ ペトロ の 手 に よっ て 、 
ウェ ル ギ リ ウス に 王冠 を か ぶら せな さい 。 

andlet Olympus and Carmel urute their divimities Deneath the Drush of 
Raphael! 

画家 ラフ ァ エ ロ の 描画 に よっ て 、 オ リュ ン ポ ス 山 の ギリ シャ の 神々 と カル メル 山の神 
ヤ ハ ウェ を 統一 させ な さい ! 

Transfigure yourselVves, ancient cathedrals of our fathers: 
祖先 に よる 古代 の カテ ドラ ル よ 、 神 々 し い 物 へ と 変身 し な さい 。 

dart forth into the clouds your chiselled and Hivimg arroWS, 

彫刻 され た 、 生 き て いる 、 矢 の 様 な カテ ドラ ル の 屋根 で 雲 を 射 抜き な さい ! 

andlet stone record in ammated figures the dark legends of the North, 
brightened Dy the marvellous gilded apologues of the Qur'an! 

命 を 与え た 形 に よっ て 、 石 板 の 記 録 を 、 イ スラ ム 教 の 聖書 クル アー ン の 不思議 な 黄 
金 の 例え 話 に よっ て 照ら され た 、 北 の 闇 の 口伝 に し な さい ! 

Let the East adore ]esus Christ im its mOsdUeS, 

イス ラム 教 の モス ク で 、 東 に イエ ス キリ スト を 敬礼 させ な さい ! 

and on the minarets of a new Santa Sophia let the cross rise in the midst 
of the crescent! 

(1935 年 か ら 博物 館 に 成っ た )「 神 の 知 」 を 意味 する トル コ の 新しい モス ク ( で あっ た ) 
「 ア ヤ ソフ ィ ア 」 の 塔 ミ ナレ ッ ト の 上 で 、 イ スラ ム 教 の 象徴 で も ある 三日月 の 中 央 に 、 
十字 架 を 昇 ら せ な さい ! 

Let Mohammed set woman free to giVe to the true Deliever the houris 
which he has so 1ong dreamt ot, 

長い 間 、 イ スラ ム 教 徒 が 夢見 て いる イス ラム 教 の 永遠 に 処女 に 戻る 天女 フー リー を 
真 の 信者 に も た ら す た め に 、 ム ハン マ ド に 女性 を 解放 させ な さい ! 


andlet the martyrs of the Saviour teach chaste caresses to the Deautiful 
angels of Mohammed! 

救い 主 イ エス の た め の 閣 教 者 に 、 ム ハン マ ド の 美しい 天使 で ある イス ラム 教 の 永遠 
に 処女 に 戻る 天女 フー リー へ 、 貞 汰 な 愛撫 を 教え させ な さい ! 

The whole earth, reclothed with the rich adornments which all the arts 
have emDroidered for her will no 1onger De anythimg Dut a magnificent 
temmple, 

地 の た め に 全て の わざ で 飾ら れ た 、 豊 富 な 装飾 を 再び 身 に つけ た 、 地 の 全て は 、1 
つの 壮大 な 神殿 に 成る で あろ う 。 

of which man shall De the eternal priest. 

(正しい ) 人 は 、 地 と いう 神殿 の 永遠 の 祭司 に 成る で あろ う 。 

All that was true, all that was Deautiful, all that was sweet in the past 
centuries, wlll Ve once more glorified in this transfiguration of the 
World. 

正しかっ た 全て の も の 、 美 し か っ た 全て の も の 、 過 去 の 世紀 で 甘美 で あっ た 全て の も 
の は 、 神 々 し く 変身 し た 世界 に よる 変化 に よっ て 、 再 び 美 し く 成 っ て 、 生 きる で あろ う 。 
And the Deautiful form will remain inseparable from the true idea, 
美しい 形 は 、 真 の 概念 と 不可 分 の まま で あろ う 。 

as the Dody wil one day be inseparable from the soul, when the soull 
come to its own Dower wlll haVe made itself a body in its own Image. 
いつ の 日 か 、 人 の 魂 が 、 魂 自身 の ( 真 の ) 力 に 至っ て 、( 魂 の 体 と いう ) 魂 の 形 に よっ て 
星 の 体 を 自ら 創造 する と 、 星 の 体 が 、 人 の 魂 か ら 切り 離し 難く 成る 、 様 に 。 

That wil De the kingdom of Heaven upon Earth, 

(正しい 人 の ) 星 の 体 は 、 地 上 の 、 神 の 王国 に 成る 。( 地 上 ら 神 の 王国 。 正 し い 人 の 星 
の 体 は 、 霊 の 冥界 で 、 天 の 一 部 に 成る 。) 

and the body wl De the temple of the soull 

(正しい 人 の ) 肉 体 は 、 魂 の 神殿 に 成る で あろ う 。 

as the regenerated uriverse wl De the Dody of God. 

復活 し た 世界 が 、 神 の 体 に 成る 、 様 に 。 

And Dodies and souls, and form and thought, and the whole umiverse, 
will De the light, the word, and the permanent and VisiDle revelation of 
God. 

魂 と 肉体 、 概 念 と 形 、 世 界 の 全て が 、 神 の 光 と 成り 、 神 の 言葉 と 成り 、 永 遠 の 目 に 見 
える 神 の 啓示 と 成る で あろ う 。 

Amen. 

で あり ます 様 に 。(amen は へ ブラ イ 語 で 「 で ある 様 に 。」 な ど を 意味 する 。) 

SO De 1. 

そう 成り ます 様 に 。 


XVII 
数 17 


THE NUMBER SEVENTEEN 

数 17 

SEVEN1TEEN is the numDer of the star: 

数 17 は 、 星 の 数 で ある 。 

it is that of intellhigence and loVe. 

数 17 は 、 知 と 思い や り の 数 で ある 。 

Warrior and Dold intelhgence, accomplice of divine Prometheus, eldest 
daughter of Lucifer hail unto thee in thine audacity! 
戦士 で あり 大 胆 で ある 知 よ 、 神 の 様 な プロ メ テ ウ ス の 共犯 者 で ある 知 よ 、 光 を も た ら 
す 天 使 ル シフ ェ ル の 長女 で ある 知 よ 、 知 に よる 大 胆 さ を た た える ! 

Thou dndst wish to kmow, and in order to DoSseSS, thou didst DraVe all 
the thunders, and affronted eVery aDyss! 

知 は 、 所 有する た め に 、 知 る 事 を 望ん で 、 全 て の 雷 と 全て の 底無し の 淵 に 勇気 を 持っ 
て 立ち 向かっ た !( 知 る 事 は 存在 を 所 有する 事 で ある 。 知 る 事 は 存在 させ る 事 で ある 、 
と 言え る 。) 

Intellhgence, 0 Thou, whom We poor simmers have loVed to madmess, to 
Scandal, to reproDaton! 

知 よ ! お お っ !( 学 徒 で ある ) 私 達 、 貧 し い 罪人 は 、 狂 お し い ほ ど に 、 醍 聞 を ね つ 造 され 
る ほど に 、 人 迫害 され る ほど に 、 知 を 愛し て いる ! 

Divine right of man, essence and soul of iDerty, hail unto thee! 

人 の 神聖 な 権利 で ある 知 、 自 由 の 精髄 で ある 知 を た た える ! 

FOr 

な ぜ な ら 、 

they haVe Dursued thee, in tramplmg Deneath their feet for thee the 
dearest dreams of their imagination, the Dest Deloved phantoms of their 
heart! 

知 の た め に 、( 学 徒 で ある ) 彼 ら は 、 想 像 で きる 中 で 最も 価値 の 有る 夢 、 心 の 中 で 最も 
愛用 し て いる 幻 を 足下 に 踏み に じ っ て 、 知 を 追い 求め た ! 

For thee, they have Deen repulsed amd proscr1Dedl 

知 の た め に 、( 学 徒 で ある ) 彼 ら は 、 人 迫害 され た 。 

for thee they have suffered prison, nakedness, hunger thirst, the 
desertion of those whom they 1oVed, and the darkK temptations of 
desDar! 

知 の た め に 、( 学 徒 で ある ) 彼 ら は 、 投 獄 さ れ 、 服 を 奪わ れ て 裸 に され 、 飼 えさ せら れ 、 
喉 の 意 き を 覚え させ られ 、 親 し か っ た 人 達 に 捨て られ 、 絶 望 の 聞 に 惑わ され た ! 
Thou wast therr right, 

知る 事 は 、( 学 徒 で ある ) 彼 ら の 権利 で あっ た ! 

and they have conquered thee! 

(学徒 で ある ) 彼 ら は 、 知 を 勝ち 取っ た ! 

Now they can WeeDp and DelieVe, 


を 勝ち 取っ た 今 、( 学 徒 で ある ) 彼 ら は 、( 人 に 成っ た 神 イ エス に つい て 、) 涙 を 流し て 
嘆き 圧し む 事 も 、 信 じ る 事 も で きる 。 

now they can suDmt themselves and pray! 

知 を 勝ち 取っ た 今 、( 学 徒 で ある ) 彼 ら は 、( 人 に 成っ た 神 イ エス に 、) 従 順に 成る 事 も 、 

祈る 事 も で きる 。 

Repertant Cain would have Deen greater thanl Abel: 

悔い 改め た カイ ン は 、 ア ベル より も 、 大 いな る 者 と 成る で あろ う 。 

it is lawful pride satisfied which has the right to humiliate itself! 

悔い 改め た カイ ン は 、 恥 を か く 権 利 が 有る 、 満 足し た 、 法 に 従う 、 側 慢 で ある 。 

1 DelieVe 

私 は 、( 人 に 成っ た 神 イ エス を ) 信 じ る 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

1 know why and how one must DelieVe: 

私 は 、 人 が 、 な ぜ 、 ど うし て 、( 人 に 成っ た 神 イ エス を ) 信 じ る 必要 が 有る か 知っ て いる 。 

1 DelieVe 

私 は 、( 人 に 成っ た 神 イ エス を ) 信 じ る 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

1 loVe, and fear no more. 

私 は 、( 人 に 成っ た 神 イ エス を ) 愛 し 、( 死 と いっ た 神 で は な いも の を ) も う 恐 れ な い 。 

Love! LOVe! Sublhme redeemer and subhme restorer: 

思い や り よ ! 思 いや り よ ! 思 いや り は 無 上 の 身代わり に よる 罪 の つぐ な い に よ る 救い 

主 で ある ! 思 いや り は 無 上 の 復活 させ る も の で ある ! 

thou who makest so much happiness, wth so many tortures, 

知 、 思 いや り は 、 多 数 の 苦し み に よ っ て 、 多 数 の 幸せ を 作る 。 

thou who didst sacrifice Dlood and tears, 

知 、 思 いや り は 、 血 と 涙 を ささ げ る 。 

thou who art Virtue itself, 

知 自体 、 思 いや り 自 体 が 、 力 、 徳 、 善 行 で ある 。 

and the reward of Virtue: 

知 、 思 いや り は 、 力 、 徳 、 善 行 に よる ( 神 か ら の ) 報 いで ある 。 

force of resignation, Delief of obedience, joy Of sorrow, Hfe of death, 

hail! 

あき ら め に お ける 力 、 従 順に お ける 確信 、 悲 し み に お ける 喜び 、 死 の 中 の 合 で ある 、 

知 、 思 いや り を た た える ! 

Salutation and glory to thee! 

敬礼 と 栄光 を 知 、 思 いや り に ! 

Ifintelligence is a 1amp, thou art its flame: 

も し 人 、 人 の 知性 が ラン プ で ある な ら ば 、 知 、 思 いや り は ラン プ の 火 で ある 。 

itis right, thou art duty: 

も し 人 の 知性 が 権利 で ある な ら ば 、 知 、 思 いや り は 義務 で ある 。 

it is noDility, thou art happineSSs. 


も し 人 の 知性 が 気 高 さ で ある な ら ば 、 知 、 思 いや り は 幸福 で ある 。 

LoVve, full of pride and modesty in thy mysteries, 

思い や り よ 。 思 いや り の 神秘 に は 、 自 信 と 謙虚 が 満ち て いる 。 

Qivine love, hidden loVe, love insensate and sublime, 

神聖 な 思い や り よ 、 隠 され た 思い や り よ 、 思 いや り は 神 の 様 に (人 に は 理解 不能 な ) 
不条理 で あり 無 上 で ある 。 

Titan who takest Heavenr in Doth hands, and forcestit to earth, 
思い や り で ある 「 思 慮 」 で ある 、 テ ィ タ ー ン 神族 の クロ ノ ス 、「 時 」 は 、 諸 手 で ウラ ノ ス 、 
天 を と ら え 、 ウ ラノ ス 、 天 を ガイ ア 、 地 に 押し つけ た 。 

fimal and ineffaple secret of Christian widowhoodl 

思い や り は 、 キ リス ト 教 の 未亡人 の 、 言 い 表 せな い 最 終 的 な 秘密 で ある 。 

love eternal, 

思い や り は 、 永 遠 の 物 で ある 。 

loVe infimite, 

思い や り は 、 無 限 の 物 で ある 。 

ideal which would suffice to create worlds: 

思い や り は 、 諸 世界 を 創造 する に 足り る 概念 で ある 。 

love! loVe! Dlessing and glory to thee! 

思い や り よ ! 思 いや り よ ! 祝 福 と 栄光 を 思い や り に ! 

Glory to the intelligences 

栄光 を 知 に ! 

which veil themselves that they may not offend weak eyes! 

知 は 、 真 理 を 視 る 力 が 弱い 人 の 目障り に 成ら な い 様 に 、 知 自身 を ヴェ ー ル で 覆う ! 
Glory to right which transforms itself wholly into duty, and which 
Decomes deVotion! 

栄光 を 、 権 利 自身 の 全て を 義務 に 変え る 権利 、 献 身 に 成る 権利 に ! 

To the widowed souls who love, amd Durn up without Deimg 1oved! 
栄光 を 、 思 いや られ な く て も 思い や り に 燃え 上 が る 未亡人 の 様 な 人 に ! 

To those who suffer and make none other suffer 

栄光 を 、 苦 し む が 他 者 を 苦し め な い 人 に ! 

to those who forg1ve the ungrateful, 

栄光 を 、 感 謝 を 未だ 知ら な い 人 を 許す 人 に ! 

to those who love their ememies! 

栄光 を 、( 正 し い 人 で あれ ば 、) 敵 で も 愛す る 人 に ! 

Oh, happy evermore, happy Deyond all, are those who embrace DoVerty, 
who have draimed themselves to the dregs, to giVe! 

清貧 を 自ら 進ん で 選び 取っ た 人 、 こ の 世 の ( か す ) の 様 な 扱い を 受け る 貧者 に 施す 
た め に 己 を 空しく する 人 は 、 永 遠 に 、 何 者 より も 、 幸 いで ある ! 

Happy are the souls who for eVer make thy peace! 

永遠 に 自分 の 平和 を 作る 人 は 、 幸 いで ある ! 

Happy the pure and the snmple hearts that never thmk themselves 
Detter than others! 

他人 より も 自分 を 優れ て いる と は 決し て 思考 し な い 純 粋 な 心 の 人 は 、 幸 いで ある ! 


Humanity, my mother 

思い や り は 、 私 の 母 で ある ! 

humanity daughter and mother of God!, 

思い や り は 、 神 の 娘 で あり 、 聖 母 マ リア で ある ! 

human1ty conce1ved without sim, un1versal Church, Mary! 
罪 無く 処女 懐胎 し た 思い や り は 、 普 遍 の 教会 で あり 、 聖 母 マ リア で ある ! 

Happy 1s he who has dared all to know thee and to understand thee, 
思い や り を 知っ て 理解 する た め に 大 胆 に 全て を 賭け た 人 は 、 幸 いで ある ! 

and who is ready to suffer all once more, in order to serVe thee and to 
loVe thee! 

思い や り を 愛す る た め に 、 思 いや り の 役に立つ た め に 、 更 な る 全て の 苦し み を 覚悟 し 
た 人 は 、 幸 いで ある ! 


VIII 
数 18 


THE NUMBER EIGHTEEN 

数 18 

THIS numDer is that of religious dogTma, 

数 18 は 、 宗 教 の 教義 の 数 で ある 。 

which is all poetry and all mystery 

宗教 の 教義 は 、 全 て の 詩 で あり 、 全 て の 神秘 で ある 。 

The Gospel says that at the death of the Saviour the veil of the Temple 

Was rent, 

マタ イ に よる 福音 27 章 51 節 に は 、 救 い 主 イ エス (の 肉体 ) が 死ん だ 時 に 、 神 殿 の 

ヴェ ー ル が 裂 か れ た 、 と 記さ れ て いる 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

that death manifested the triumph of devotion, the miracle of charity, 

the power of God in man, divine humanity and human divimity, the 

highest and most sublhme of Arcana, the last word of all imitiations. 

救い 主 イ エス (の 肉体 ) の 死 は 、 献 身 の 勝利 、 思 いや り に よる 奇跡 的 な 行動 、 

の 「 神 の 力 」、 神 の 人 性 、 人 の 神 性 、 無 上 の 秘密 、 全 て の 秘伝 伝授 の 最終 的 な 

を 表す 。 

But 

5 人 し 。 

the Saviour knew that at first men would not understand him, 

救い 主 イ エス は 、 人 が 最初 は イエ ス の 言葉 を 理解 で き な い 、 と 知っ て いた 。 

and 

その た め 、 

he sald: "You will not De able to Dear at present the full light of my 

doctrime: Dut, when the Spirit of Truth shall manifest himselt, he will 

teach you all truth, and he will cause you to understand the sense of 

what I haVe said umto you.“ 

ヨハ ネ に よる 福音 16 草 12 節 で 、 イ エス は 、「 あ な た 達 (、 使 徒 ) は 今 は 、 そ れ (、 私 、 人 

に 成っ た 神 イ エス の 教え の 全て の 光 ) に 耐え る 事 が で き な い 。 し か し 、 真 理 の 霊 が ( あ 

ら わ れ て 、) 来 る 時 、 真 理 の 霊 が 全て の 真理 を あな た 達 (、 使 徒 ) に 教え る 。( 真 理 の 寺 

は 私 イエ ス の 言葉 の 意味 を あな た 達 、 使 徒 に 理解 させ る 。)」 と 話し て いる 。 

Now the Spirit of Truth is the spirit of science and intelhigence, the spirit 

of force and of counsel. 

ヨハ ネ に よる 福音 16 章 12 節 の 「 真 理 の 霊 」 と は 、「 知 の 精神 」、「『 神 の 知 』 の 神 の 

聖霊 」、「『 神 の 力 』 の 神 の 聖霊 」、「 助 言 の 神 の 聖霊 」 で ある 。( コ リン 剛 

の 手紙 1 章 24 節 『 キ リス ト は 神 の 力 で あり 神 の 知 で ある 。」。 マ タイ に よる 福音 

章 19 節 か ら 20 節 「 何 を どう 言 うか 心配 する な か れ 。 言う べき 時 に 、 言 うべ 人 き 事 は 提 
の 聖霊 に よっ て 与え られ る 。 言 うべ き 事 は 、 あ な た が 言っ て いる の で は な く 、 父 で ある 

神 の 聖霊 が 言っ て いる の で ある 。」。) 


It is that spirit which solemrly manifested itself in the Roman Church, 
when it declared in the four articles ofits decree of the 12th DecemDber 
1845: 

1845 年 12 月 12 日 に 、 ロ ー マ の カト リッ ク 教 会 で 、 ヨ ハネ に よる 福音 16 章 12 節 の 
「 真 理 の 霊 」 は 、4 つの 信条 を 人 に 布告 させ て 、「 真 理 の 霊 」 自 身 で ある 「 知 の 精神 」 
を 粛々 (し ゅ くし ゅ く ) と 表し た 。 


1 Degree. That if faith is superior to reasor, reason ought to endorse the 
Inspirations of faith: 

(1) 信 心 が 人 の 理性 より 優れ て いる 場合 は 、 人 の 理性 は 信心 か ら の 霊感 を 認め る ベ 
さ で ある 。 

2 Degree. That faith and science have each their separate domaim, and 
that the one should not usurp the functions of the otheri: 

(2) 信 心 と 知 に は 各々 独立 し た 別 の 領域 が 有る 。 そ の た め 、 信 心 と 知 で 、 一 方 が 他方 
の 役割 を 侵害 する べき で は な い 。 

3 Degree. That it is Droper for faith and grace, not to weaken, Dut on the 
contrary to strengthen and develop reason: 

(3) 人 の 理性 を 弱め る の で は な く 、 逆 に 、 人 の 理性 を 強め て 成長 させ る 事 は 、 信 心 と 
神 の 思い や り に と っ て 、 適正 で ある 。 

4 Degree. That the concourse of reason, which exammines, not the 
decisions of faith, Dut the natural and rational Dases of the authority 
which decides them, far from injuring faith, can only De useful to it im 
other words, that a faith, perfectly reasonable in its principles, should 
not fear Dut should, on the contrary, desire the sincere exammination of 
reaSOT. 

(④ 信 心 に よる 決定 を 調べ る の で は な く 、 信 心 に よる 決定 の 根拠 の うち 、 自 然 な 論理 
的 な 根拠 を 調べ る 、 人 の 理性 の 、 信 心 へ の 合流 は 、 信 心 を 損なわ ず 、 信心 を 害 さ ず 、 
信心 を 助け る 役に立つ 事 ば か り で ある 。 言 い 換 える と 、 信 心 の 原理 に お いて 完全 に 
論理 的 な 信心 は 、 信 心 に よる 決定 の 根拠 の うち 、 自 然 な 論理 的 な 根拠 を 、 人 が 論理 
的 に 真剣 に 調べ る 事 を 、 恐 れる べき で は な く 、 逆 に 、 望 むべ き で ある 。 


Such a decree is the accomplishment of a complete relig1ous revolution, 
上 記 の 様 に 、1845 年 12 月 12 日 に 、 ロ ー マ の カト リッ ク 教 会 は 、4 つの 信条 の 布告 
を し て 、 完 全 な 宗教 改革 を 成就 し た 。 

it is the inauguration of the reign of the Holy Ghost upon the earth. 

上 記 の 様 に 、1845 年 12 月 12 日 に 、 ロ ー マ の カト リッ ク 教 会 は 、4 つの 信条 の 布告 
を し て 、 地 上 に お ける 神 の 聖霊 の 統治 を 開始 させ た 。 


IX 
数 19 


THE NUMBER NINETEEN 

数 19 

IT is the numbDer of light. 

数 19 は 、 光 の 数 で ある 。 

It is the existence Of God proVed Dy the Very idea of God. 

数 19 は 、 神 に つい て の 真正 な 概念 が 証明 し た 、 神 の 存在 で ある 。 

Either one must say that Being is the umiversal tomD where, Dy an 
automatic movement, strs a formm for ever dead and corpse-hKe, or one 
must adrnit the aDsolute primciple ofintelligence and of jife. 

人 は 、「 神 、 存 在 と は 、 永 遠 に 死ん だ 形 や 永遠 に 死体 の 様 な 形 を 機械 的 な 運動 に 
よっ て 動か す 、 万 物 の 墓 で ある 。」 と 誤っ て 必ず 話す か 、「 存 在 で ある 神 と は 、 知 と 思 
いや り の 絶対 の 原理 で ある 。」 と 必ず 認め る 。 

Is the umiversal light dead 

神 、 普 遍 の 光 は 、 死 ん で いる の か ? い いえ ! 

Or ahVe? 

普遍 の 光 で ある 神 は 、 生 き て いる の か ? 普 遍 の 光 で ある 神 は 、 生 き て いる ! 

Is it vowed fatally to the Work of destruction, 

存在 、 神 は 、 運 命 と し て 、 減 びる 作品 と し て 、 人 を ささ げ る と 約 っ て いる の か ? い いえ ! 
Or DroVldentially directed to an immortal Dirth? 

存在 で ある 神 は 、 神 意 に よっ て 、 人 を 不死 の (正しい 心 の ) 誕 生 に 導い て いる の か ? 存 
在 で ある 神 は 、 神 意 に よっ て 、 人 を 不死 の (正しい 心 の ) 誕 生 に 導い て いる ! 

If there De no GodL intelhigence 1s orly a deception, 

も し 神 が 存 在 し な い の で あれ ば 、 知 的 存在 で ある 人 は 虚偽 に 過ぎ な い 事 に 成っ て し 
まう 。 

for 

な ぜ な ら 、 

it fails to De the absolute, and its ideal is a lie. 

も し 神 が 存 在 し な い の で あれ ば 、「 知 的 存在 で ある 人 は 絶対 者 で ある 神 に 成 れ な 
い 」 事 に 成る し 、「 知 的 存在 で ある 人 は 絶対 な 者 に 成 れ な い 」 事 に 成る し 、「 知 的 存 
在 は 絶対 的 な 者 で は な い 」 事 に 成る し 、「 知 的 存在 で ある 人 の 究極 の 理想 で ある 神 
は 虚偽 で ある 」 事 に 成っ て し まう 。 

Without God Deing is a nothimgness affirmimg itself, 

「 神 無し で は 、 存 在 と は 、( 絶 対 性 が 無い た め 、) 無 価値 で ある 事 を 認め た 無 価値 で あ 
る 」 事 に 成っ て し まう 。 

life a death in disgu1se, 

「 神 無し で は 、 命 と は 、 変 装 し た 死 で ある 」 事 に 成っ て し まう 。 

and light a night for ever deceiVed Dy the mirage of dreams. 

「 神 無し で は 、 光 と は 、 永 遠 に 、 夢 幻 に よっ て 、 だ まさ れ て いる 夜 で ある 」 事 に 成っ て し 
まう 。 

The first and most essential act of faith is then thiS. 


第 一 に 、 絶 対 に 信じ る 必要 が 有る 事 と は 、「 存 在 は 存在 する 。」 事 、「 神 は 存在 する 。」 
事 で ある 。 
Being eX1StS: 
「 存 在 は 存在 する 。」、「 神 は 存在 する 。」。 
and the Being of Deimgs, 
「 神 は 存在 の 中 の 存在 で ある 。」、「 神 は 本 物 の 存在 で ある 。」、「 神 は 幻 で は な い 存 
在 で ある 。」。 
the Truth of Demg, is God. 
「 神 は 存在 の 実体 で ある 。」。 
Beinmg 1s aliVe with intelhgence, 
存在 で ある 神 は 、 知 的 に 生き て いる 。 
and the Iiving intelligence of absolute Deing is God. 
絶対 の 存在 の 生き て いる 知 が 、 神 で ある 。 
Light is real amd life-g1ving: 
神 で ある 光 は 、 現 実に 存在 し て 、 命 を 与え て いる 。 
now, the reahty and Hfe of all light is God. 
全て の 光 の 現実 の 実在 の 実体 が 神 で ある 。 全 て の 光 の 命 が 神 で ある 。 全 て の 光 に 
よる 命 が 神 で ある 。 
The word of umiversal reason 1s an affirmation and not a negation. 
普遍 の 論理 に よる 言葉 は 、 神 の 存在 の 育 定 と 成り 、 神 の 存在 の 否定 に は 成ら な い 。 
How blind are they who do not see that physical hight is nothing Dut the 
instrument of thought! 
2 し か な い 、 と 見 な い 人 は 何と 盲目 で あろ う ! 物 理 的 な 
は 思考 の 道具 で し か な い 、 と 見 な い 人 は 何と 盲目 で あろ う ! 
SSR alone, then, reveals light, and creates it in usimg it for its own 
DUTDOSGeS. 
思考 だ けが 、 光 を 実現 し て 、 思 考 す る 者 の 目的 の た め に 、 思 考 を 利用 し て 、 思 考 を 創 
造 す る 。 
The affirmation of atheism is the dogmma of eternal might: 
無神論 の 誤っ た 育 定 は 、 永 遠 の 夜 の 考え と 成る 。 
the affirmation of God is the dogma of light! 
神 の 育 定 は 、 光 の 教え と 成る ! 


We stop here at the numDer Nineteen, although the sacred alphabet has 
twenty-two letters: 

神 の アル ファ ベッ ト で ある へ ブラ イ 文 字 に は 22 文字 ある が 、 数 19 まで で 、 エ リフ ァ ス 
レヴ ィ は 数 の 意味 の 説明 を 止め る 。 

but the first mimeteen are the keys of occult theology, 

数 1 か ら 数 19 まで の 数 の 意味 は 、 隠 され た 神学 の 鍵 と 成る 。 

The others are the keys of Nature: 

数 20 か ら 数 21 まで の 数 の 意味 は 、 自 然 の 鍵 と 成る 。 

we shall return to them in the third part of this work. 


「 大 いな る 神秘 の 鍵 第 3 部 」 で 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 自 然 の 鍵 に つい て の 話 に 、 話 
を 戻す つも り で ある 。 


要約 


Let us resume what We haVe said concermmg God, Dy quotmg a fime 
imvocation Dorrowed from the jewish Hturgy. 

へ ブラ イ 人 の 典礼 の 見 事 な 聖 歌 「Kether-Malkuth( 王 冠 )」 を 引用 し て 、 神 に つい て 
の 話 を 要約 し よう 。 

It is a page from the qaDbalistic poem Kether-Malkuth, by Rabhi 
Solomonr, son of GaDirol: 

下記 は 、11 世紀 の スペ イン の 神秘 の アラ ビア 語 の 詩人 アヴィ ケ ブ ロ ン 、 ソ ロモ ン ベ 
ン イェ フ ダ ー イブ ン ガ ビ ー ロ ー ル に よる カバ ラ の 詩 「Kether-Malkuth( 王 冠 )」 の 1 
ペー ジ で ある 。 


1 
Thou art one, 

神 は 、 数 1 で ある (、 と 言え る )。(0+ 1 = 1) 

the beginmming of all numDers, 

数 1 は 、 全 て の 数 の 根源 で ある 。 

and the foundation of all Duildings: 

数 1 の 、 存 在 性 は 、 全 て の 建物 の 基礎 で ある 。 

thou art one, 

神 は 、 数 1 で ある (、 と 言え る )。 

andin the secret of thy umity the most wise of men are ost, 

数 1 の 、 存 在 性 の 単 一 性 の 神秘 に お いて 、 人 の 中 で 最高 の 、 賢 者 達 で すら 途方 に く 
れる 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

they know it not. 

賢者 達 で すら 、 数 1 の 、 存 在 性 の 単 一 性 の 神秘 を (完全 に は ) 知 ら な い 。 

Thou art one, 

神 は 、 数 1 で ある (、 と 言え る )。 

and thy uuty nelther wanes nor WaXeS, 

数 1 の 、 存 在 性 の 単 一 性 は 、( 月 の 外見 の 様 に は ) 満 ち 欠け し な い 。( 真 の 存在 性 は 、 
神 以外 は さわ れ な いし 、 減 衰 で き な い 。 真 の 存在 性 は 、 月 の 様 に 速く に ある 。) 
neither suffers any change. 

数 1 の 、 存 在 性 の 単 一 性 は 、 い か な る 変化 も 受け つけ な い 。( 真 の 存在 性 は 、 不 変 で 
ある 。) 

Thou art one, 

神 は 、 数 1 で ある (、 と 言え る )。 

and yet 

けれ ども 、 

not the one of the mathematician, 


数 1 の 存在 性 は 、 数 学 の 数 値 1 で は な い 。( 数 1 の 存在 性 は 、 数 学 の 数 値 1 と は 異 
な り 、 無 く 成 っ た り し な い 。) 

for 

な ぜ な ら 、 

thy umity admuts neither multplication, nor change, nor form. 

数 1 の 、 存 在 性 の 単 一 性 は 、 増 加 、 変 化 、 形 成 を 受け つけ な い 、。( 真 の 存在 性 は 、 神 
以外 は さわ れ な い 。) 

Thou art one, 

神 は 、 数 1 で ある (、 と 言え る )。 

andnot one ofmimne imagimnatons can fix a nmit for thee, or glVve a 
defirition of thee: 

人 で ある 私 の 想像 力 で は 、 数 1 の 存在 性 を 特定 で き な い し 、 数 1 の 存在 性 を 定義 で 
さ な い 。 

therefore 

その た め 、 

wll I take heed to my ways, lest 1 offend with my tongue. 

私 は 、 間 違っ た 事 を 話す 罪 を 犯さ な い 様 に 、 神 、 数 1、 存 在 性 、 単 一 性 に つい て の 話 
し 方 に 注意 する つも り で ある 。 

Thou art one indeed!, 

実に 、 神 は 、 数 1 で ある (、 と 言え る )。 

whose excellence is so lofty, that it may in no wise fall, Dy no means 1ike 
that one which may cease to De. 

神 の 超越 性 、 真 の 存在 性 の 超越 性 は 、 堕 落 が 不可 能 な ほど 気高く 、 落 下 が 不 可能 
な ほど 高く 、 存 在 す る の を や め る 事 が 可能 な 『 こ の 世 』 の も の と は 全く 類似 点 が 無い 。 
"Thou art the existimg One: 

神 は 、 存 在 する 者 で ある 。 

neVvertheless, 

それ に も か か わら ず 、 

the understanding and the sight of mortals cannot attan thine 
existence, nor Dlace in thee the where, the how, the why. 

人 の 理解 力 や 知見 は 、 神 の 存在 性 に (完全 に は ) 到 達 で きず 、 ど こ に 神 は 存在 する の 
か 、 ど の よう に 神 は 存在 する の か 、 な ぜ 神 は 存在 する の か 、 突 き 止 め る 事 は 不可 能 
で ある 。 

Thou art the existimg On6, 

神 は 、 存 在 する 者 で ある 。 

but in thyself, 

神 は 、 神 の 中 に し か 、 存 在 し な い 。 

SITCe 

な ぜ な ら 、 

no other can exist Deside thee. 

神 の 外 で 、 存 在 で きる も の は 無い 。 

Thou art the existimg On6, 

神 は 、 存 在 する 者 で ある 。 


before time, 

神 は 、 こ の 世 の 『 時 』 の 前 か ら 存 在 し て いる 。( 神 が 、 こ の 世 の 『 時 』 を 創造 し た 。) 
and Deyond SDace. 

神 は 、 こ の 世 の 空 間 を 超越 し て 存在 し て いる 。( こ の 世 の 空 間 の 全て を 科学 で 探索 し 
て も 神 は 見 つか ら な い 。) 

Thou artindeed the existimg one, 

実に 、 神 は 、 存 在 す る 者 で ある 。 

and thime existence is so hidden, and so deep, that none can d1scoVer 1t, 
Or Denetrate its secret. 

人 が 神 の 存在 を 発見 する の は 不可 能 な ほど 、 人 が 神 の 存在 の 神秘 を 見 通す の は 不 
可能 な ほど 、 神 の 存在 は 隠さ れ て いる し 、 神 の 存在 性 は 深い 。 

"Thou art the HVmg one, 

神 は 、 生 き て いる 者 で ある 。 

Dut 

し か し 、 

not in fixed and known tme: 

神 は 、 一 定時 間 し か 生き られ な い 者 で は な いし 、 既 知 の 『 こ の 世 』 の 『 時 』 に よっ て 生 
さき て いる 者 で は な い 。 

thou art the HVimg one, 

神 は 、 生 き て いる 者 で ある 。 

Dut 

し か し 、 

not by spirit or Dy Sou 

神 は 、 人 の 精神 に よっ て 生き て いる 者 で は な いし 、 人 に よっ て 生き て いる 者 で は な い 。 
( 神 は 神 だ け で 生き て いる 。) 

for 

な ぜ な ら 、 

thou art the Soull of all souls. 

神 は 、 全 て の 人 に 命 を 与え て いる 者 で ある 。 

Thou art the Hivimg one: 

神 は 、 生 き て いる 者 で ある 。 

Dut 

し か し 、 

not living with the jife of mortals, 

神 の 生 は 、 人 生 と 類似 点 が 無い 。 

that is, Iike a Dreath, 

人 生 は 、 一 人 息 の 様 な 全 い 物 で ある 。 

and whose end is to giVe food to Worms. 

人 生 、 人 の 命 、 人 の 肉体 は 、 曲 (や 曲 に 例え られ る 星 の 光 ) の 糧 と 成っ て 、 終 わっ て し 
まつ 

Thou art the HVmg one, 

神 は 、 生 き て いる 者 で ある 。 


and he that can attain thy mysteries wl enjoy eternal delight and HVe 
for eVer 

神 の 神秘 に 到達 で きた 人 は 、 永 遠 の 喜 び を 楽し み 、 永 遠 に ( 魂 が ) 生 きら れる 。 
"Thou art great: 

神 は 偉大 で ある 。 

before thy greatness all other greatmess DoWSs, and all that is most 
excellent Decomes Imperfect. 

神 の 偉大 さ の 前 で は 、 他 の 全て の 偉大 さ は 頭 を 下げ 、 最 優秀 な 全て の も の は 不 完 
全 と 成る 。 

Thou art great aDove all imagimation, 

全て の 想像 を 超越 し て 、 神 は 偉大 で ある 。 

and thou art exalted above all the hierarchies of Heaven. 

神 は 、 天 の 全て の 位階 を 超越 し て いる 。 

Thou art great aDoVe all greatmeSss, 

全て の 偉大 さ を 超越 し て 、 神 は 偉大 で ある 。 

and thou art exalted aDove all praise. 

神 は 、 全 て の 称賛 を 超越 し て いる 。 

Thou art stromg, 

神 は 、 強 い 。 

and not one among thy creatures can do the works that thou dost, nor 
Can his force De compared with thime. 

被 造物 で 神 の 行為 を 行え る 者 は いな いし 、 被 造物 の 力 は 神 の 力 に 及ば な い 。 
Thou art strong, 

神 は 、 強 い 。 

and it is to thee that Delongs that strength invincible which changes not 
and decays neVer 

不変 の 減衰 し な い 無 敵 の 強 さ は 、 神 の 物 で ある 。 

Thou art strong: 

神 は 、 強 い 。 

by thy 1oving-kimdness thou dost forgive in the momenrnt of thy most 
Durmimg Wrath, 

神 は 、 思 いや り 深 さ に よっ て 、 燃 える 様 に 最も 激しく 怒っ て いる 時 で も 、 許 す 。 

and thou showest thyself long-sufferimg to sinners. 

神 は 、 罪 人 に 我慢 強く 接する 姿勢 を 見 せ た 。 

Thou art strong, 

神 は 、 強 い 。 

and thy mercies, existimg from all tme, are upor all thy creatures. 
神 の 思い や り は 、『 最 初 』 か ら 全て の 時 代 に 存在 し て いて 、 全 て の 被 造物 の 上 に 降り 
注い で いる 。 

Thou art the eternal hight, 

神 は 、 永 遠 の 、 光 で ある 。 

that pure souls shall see, 

清らか な 人 は 、 神 を 見 る 。 


and that the cloud of sins wl hide from the eyes of sinners. 
罪 と いう 雲 は 、 神 と いう 光 を 罪人 の 目 か ら 隠 す 。 

Thou art the Hight 

神 は 、 光 で ある 。 

which is hidden in this world, and Visible in the other 

神 と いう 光 は 、 こ の 世 で は 隠さ れ て いる が 、 他 の 諸 世界 で は 目 に 見 える 。 

where the glory of the Lord is shown forth. 

他 の 諸 世 界 で は 、 神 は 、 主 で ある 神 の 栄光 を 表し て いる 。 

Thou art SoverelgT, 

神 は 、 王 で ある 。 

andthe eyes of understanding which desire to see thee are all amazed, 
for they can attain Dut part of it, never the whole. 

神 を 見 る 事 を 望む 理解 力 と いう 目 は 、 視 力 が 、 神 の 一 部 に し か 到達 で きず 、 神 の 全 
体 に 到達 で き な い の で 、 全 く 、 和 驚か され る 。 

Thou art the God of gods, 

神 は 、 神 の 中 の 神 、 本 物 の 神 、 幻 で は な い 神 で ある 。 

and all thy creatures Dear witnmess to 1t: 

全て の 被 造物 は 、 神 が 幻 で は な い 事 の 証拠 で ある 。 

andin honour of this great name they owe thee all their worshD. 

神 と いう 大 いな る 名 前 を 長 散 し て 、 全 て の 被 造物 は 全て の 景 散 を 神 の 概念 に 感じ る 。 
Thou art GodL, 

神 は 、 神 で ある 。 

and all created beimgs are thy servants amd thy worshiDDers: 

全て の 被 造物 は 、 神 の 下僕 で あり 、 神 の 信者 で ある 。 

thy glory is not tarnished, although men Worship other gods, 

人 は 、 他 の 神々 、 人 が ね つ 造 し た 偽 の 神々 を 敬礼 し て し まう 。 け れ ど も 、 真 の 神 の 栄 
光 は 、 曇 ら な い 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

their intention is to address themselves to thee: 

偽 の 神々 を 敬礼 し て し まっ て いる 人 の 思い は 、 真 の 神 の 概念 に 向かっ て いる 。 
they are hke blind men, who wish to follow the straight road, Dut stray: 
偽 の 神々 を 敬礼 し て し まっ て いる 人 は 、 正 道 を 辿 ろ うと 望む が 、 道 を 外れ て し まう 、 盲 
人 に 似 て いる 。 

one falls into a well, the other into a ditch: 

ある 盲人 は 穴 に 堕ち 、 他 の 盲人 は 溝 ( み ぞ ) に 堕ち る 。 

all thimk that they are come to their desire, 

盲人 の 様 な 人 は 、 全 て 、 自 分 の 望み の 場所 に 来 た と 思い 込ん で し まう 。 

yet 

けれ ども 、 

they have wearied themselves in vaim. 

盲人 の 様 な 人 は 、 無 駄 に 疲れ た だ け に 過ぎ な い 。 

But 


し か し 、 

thy servants are hke men of clear sight travelhng upon the highroadi: 
神 の 下僕 は 、 正 道 を 進む 、 先 見 の 明 が ある 人 に 似 て いる 。 

neVer do they stray from it, either to the right hand or the eft, until they 
are entered into the court of the king's palace. 

神 の 下僕 は 、( 神 の 王国 の ) 王 宮 の 法 廷 に 入る まで 、 右 手 に も 左手 に も 正道 を 外れ な 
い 。 

Thou art Godl, 

神 は 、 神 で ある 。 

who Dy thy godhead sustaimest all Deimgs, 

神 は 、 神 性 に よっ て 、 全 て の 被 造物 を 支え て いる 。 

and Dy thy umty dost Demg home all creatures. 

神 は 、 単 一 性 に よっ て 、 全 て の 被 造物 を 悟ら せる 。 

Thou art Godl, 

神 は 、 神 で ある 。 

and there is no difference betweenr thy dety, thy unity, thy eterruty, and 
thy existence: 

神 性 、 神 の 単 一 性 、 神 の 永遠 性 、 神 性 で ある 存在 性 の 間 に 相違 は 無い 。 

for 

な ぜ な ら 、 

all is one and the same mystery: 

神 性 、 神 の 単 一 性 、 神 の 永遠 性 、 神 性 で ある 存在 性 は 、 全 て 1 つ で あり 、 同 一 の 神秘 
で ある 。 

although names vary all returns to the same truth. 

神 性 、 神 の 単 一 性 、 神 の 永遠 性 、 神 性 で ある 存在 性 は 、 名 称 は 異な る が 、 全 て 、 同 一 
の 真理 に 帰す 。 神 性 、 神 の 単 一 性 、 神 の 永遠 性 、 神 性 で ある 存在 性 は 、 名 称 は 異な 
る が 、 全 て 、 同 一 の 真理 が 源 で ある 。 

Thou grt the knower 

神 は 、 知 者 で ある 。 

and thatintelligence which is the source of fe emanates from thyself: 
神 が 、 命 の 源 で ある 知 を も た ら す 。 

and beside thy kmowledge all the wisest men are fools. 

神 の 知 と 比べ る と 、 人 で ある 賢者 は 全て 愚者 と 成る 。 

Thou art the knower 

神 は 、 知 者 で ある 。 

and the ancient of the ancient ones, 

神 は 、 古 い 者 の 中 の 古い 者 、 最 も 古い 者 で ある 。 

and kmowledge has ever fed from thee. 

常に 、 神 は 、 知 と いう 魂 の 糧 を 与え て いる 。 

Thou grt the knower 

神 は 、 知 者 で ある 。 

and thou hast learned thy knowledge from none, nor hast acdunred it 
but fromm thyself. 


神 は 、 神 の 知 を 、 神 以外 の 何 も の か ら も 学ば な か っ た 。 

Thou art the knower 

神 は 、 知 者 で ある 。 

and jike a workman and an architect thou hast taken from thy 
knowledge a divine wl, at an appointed tme, to draw Deing from 
nothing: 

約束 の 日 に 、 職 人 や 建設 者 の 様 に 、 神 は 、 無 か ら 存在 を 引き 出す た め に 、 無 か ら 人 
を 引き 出す た め に 、 神 の 知 か ら 神 意 を 取り 出す 。 

so that the Hight which falls from the eyes is drawn from its own cemtre 
without any instrument or tool. 

神 の 目 か ら 降 り 注 ぐ 光 が 、 道 具 無 し で 、 光 の 中 心から 引き 出さ れる 、 様 に 。 

This divine will has hollowedl designed, purified and moulded: 

神意 は 、 え ぐり 、 設 計 し 、 清 め 、 形 成 し た 。 

it has ordered Nothmgness to oper itselt, 

神意 は 、 無 に 明らか に 表れ る 様 に 命令 し た 。 

Being to shut UP, 

神意 は 、 存 在 に 沈黙 する 様 に 命令 し た 。 神 意 は 、 人 に 沈黙 する 様 に 命令 し た 。 

and the world to spread itself. 

神意 は 、 こ の 世に 広がる 様 に 命令 し た 。 

It has spanned the heavens, 

神意 は 、 諸 々 の 天 を 覆っ た 。 

and assembled with its power the tabernacle of the spheres, 

神意 は 、 神 意 の 力 に よっ て 、 諸 々 の 、 天 球 と いう 幕 屋 を 集め た 。 

with the cords of its might it has Dound the curtains of the creatures Of 
the um1verse, 

神意 は 、 神 意 の 力 に よる 東 縛 に よっ て 、 こ の 世 の 諸 々 の 被 造物 の 障壁 を 抑制 し た 。 
and touching with its strength the edge of the curtain of creatior, has 
]olned that which is aDoVe to that which was Delow. 

神意 は 、 神 意 の 力 に よっ て 被 造物 の 障壁 の 縁 に 干渉 し て 、 上 の も の を 過去 の 下 の も 
の に : 千 び つけ た 。 


」 
("Prayers of Kippour ") 
(「 ヨ ム キ プ ル の 日 の 祈り 」) 


We haVe given to these Dold qabalistic speculations the only form which 
suts them, that is, poesy, or the inspiration of the heart. 

つり 合う 唯一 の 詩歌 と いう 形 、 ま た は 、 心 へ の 霊感 を 形 に し た 物 を 、「Kether- 
Malkuth( 王 冠 )」 の 中 の 、 大 胆 な カバ ラ 的 な 考察 に も た らし た 。 

Believimg souls wl have no need of the rational hypotheses contained 
in this new explanation of the figures of the BiDle: 


(カト リッ ク の 真 の ) 信 者 に は 、 聖 書 の 諸 象 徴 の 新しい 解説 で ある 「Kether- 
Malkuth( 王 冠 )」 に 含ま れ て いる 、 論 理 的 な 仮説 は 不要 で あろ う 。 

Dut 

し か し 、 

those sincere hearts afflicted Dy douDt, which are tortured Dy 
elghteenth-century criticism, wlll understand in readimg it that even 
reasonl without faith can find in the Holy Book something Desides 
stumDbHhmg-Dlocks: 

18 世紀 の 聖書 へ の 批判 に よる 不信 に 苦し ん で いる 真剣 な 人 は 、「Kether- 
Malkuth( 王 冠 )」 を 読ん で 、「 信 心 が 無 い 人 の 理性 で さえ 、『 つ まず き の 石 』 以 外 の 
何 も の か を 聖書 に 見 つけ る 事 が で きる 。」 と 理解 する で あろ う 。 

下 the veils with which the divine text is covered throw a great shadoW, 
this shadow is so marvellously designed Dy the interplay of hght thatit 
becomes the sole intelligible image of the divine ideal. 

た と え 、 聖 書 を 響 い 隠 し て いる ヴェ ー ル が 大 き な 影 を 投じ て も 、 聖書 を 覆い 隠し て い 
る ヴェ ー ル が 投じ る 影 は 、 光 の 相互 作用 に よっ て 、 不 思 議 な くら い 設 計 さ れ て いる の 
で 、 神 の 概念 の 唯一 の 理解 可能 な 象徴 と 成る 。 

Ideal, incomprehensible as infirty, and indispensable as the Very 
eSSentce Of mystery! 

神 の 概念 は 、 無 限 と し て は 理解 不可 能 で あり 、 神 秘 の 実体 と し て は 絶対 に 必要 で あ 
る ! 


MICROPROSOPUS 


上 ziluth 
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Grand pantacle drawn by the vision of St. john 
ヨハ ネ の 黙示 録 に よっ て 描い た 大 いな る pantacle 


ARTICLE II 


第 2 条 
SOLUTION OF THE SECOND PROBLEM 
第 2 の 問題 の 解決 。 議 論 の 余地 が 無い 様 に 、 真 の 宗教 の 存在 を 確証 する 事 。 


TRUE RELIGION 
真 の 宗教 


RELIGION exists in humaruty, HKe love. 

思い や り の 様 に 、 宗 教 は 、 人 性 の 中 に 存在 する 。 

LikKe it, it 1S Un1dUe. 

思い や り の 様 に 、 宗 教 は 、 唯 一 で ある 。 

Like it it either exists, or does not exiSt, in such and such a soull: 
思い や り の 様 に 、 宗 教 は 、 正 し い 人 の 魂 に は 存在 し 、 悪 人 の 魂 に は 存在 し な い 。 
Dut, 

し か し 、 

whether one accepts it or denies 1t, it 1s in humamty: 

人 が 、 宗 教 を 受け 入れ よう と 、 宗 教 を 拒絶 し よう と 、 宗 教 は 、 人 性 の 中 に 存在 する 。 
it is, then in Iife, 

その た め 、 宗 教 は 、 命 の 中 に 存在 する 。 

it is in nature itself 

宗教 は 、 自 然 の 中 に 存在 する 。 

it is an imcontestable fact of science, 

宗教 は 、 議 諭 の 余地 が 無い 、 科 学 的 事実 で ある 。 

and even of reason. 

宗教 は 、 議 論 の 余地 が 無い 、 論 理 的 事実 で すら ある 。 

The true religion is that which has always existed, which exists today, 
and will exist for ever 

真 の 宗教 は 、 過 去 、 常 に 存在 し て いた 物 、 現 在 、 存 在 し て いる 物 、 未 来 永 支 、 存 在 す 
る 物 で ある 。 

Some One mmay say that religion is this or that: 

誰か が 、「 宗 教 と は 、 あ れこ れ で ある 。」 と 言う か も し れ な い が 、 

religion 1s what it 1S. 

宗教 と は 、 存 在 す る 通り の 物 で ある 。 

This is the true religion, 

存在 する 通り の 物 が 、 真 の 宗教 で ある ! 

and the false religions are superstitions irutated from her Dorrowed 
from her 1yimg shadows of herselt! 

偽 の 宗教 は 、 真 の 宗教 を 模 信 し た 迷信 、 真 の 宗教 か ら 人 盗用 し た 迷信 、 真 の 宗教 の 虚 
偽 の 影 で ある ! 


One may say ofrehglon what one says Of true art. 

真 の 美術 に つい て 言え る 事 が 、 真 の 宗教 に つい て も 言え る 。 

SaVvage attermpts at Daimtimg or sculpture are the attempts of ignorantce 
to arTiVe at the truth. 

描画 や 彫刻 で の 厳し い 試 み は 、 無 知 か ら 真理 へ 到達 する た め の 試 み で ある 。 

Art DroVes Itself Dy itself, is radiant with its own splendour 1S udue 
and eternal hke Deauty. 

美術 は 、 自 身 だ け で 自分 の 力 を 示し 、 自 身 の 輝 さ で 輝き 、 美 の 様 に 唯一 で あり 永遠 
で ある 。 

The true religion is Deautiful, 

真 の 宗教 は 美しい 。 

and it is by that divine character that it imposes itself on the respect of 
Sclence, amd obtains the assert of reason. 

美 と いう 神 性 に よっ て 、 真 の 宗教 は 、 知 と 学問 が 真 の 宗教 を 胃 散 する 事 を 課 し 、 論 理 
と 人 の 理性 に よる 真 の 宗教 へ の 承認 を 獲得 で きる 。 

Sclence dare not affirm or deny those dogmatic hypotheses which are 
truths for faith: 

知 は 、 真 の 宗教 に と っ て は 真理 で ある 教え の 仮定 を あえ て 育 定 も 否定 も し な い 。 
Dut 

だ だ < 

1t must recogTuze Dy unmnstakaDle characters 了 true relig1on, 

知 は 、 間 違え 様 の 無い 性 質 に よっ て 、 真 の 宗教 を 必ず 認め 

that is to say 

言い 換え る と 、 

that which alone merits the name ofreligion in that it umites all the 
characters which agree wrth that great and umiversal aspiration of the 
human soul. 

知 は 、 真 の 宗教 が 人 の 魂 の 大 いな る 普遍 の 向上 と 一 致す る ! 3 し て い 
る の で 、 真 の 宗教 だ けが 「 宗 教 」 と いう 名 前 に 値する 事 を 必ず 認め 

One only thing, which is to all most evidently d1Vinme, is 間 昌 Im 
the world. 

全て の 者 に と っ て 最も 明らか に 神聖 な 唯一 の 物 が 、 世 界 に あら われ て いる 。 

It is charity. 

世界 に あら われ て いる 、 全 て の 者 に と っ て 最も 明らか に 神聖 な 唯一 の 物 と は 、 思 し 

や り で ある 。 

The work of true religion should De to Droduce, to DreserVe, and to 
Spread aDroad the spirit of charity. 

真 の 宗教 の 務め と は 、 思 いや り の 精神 を 引き 起こ し 、 保 護 し 、 他 へ 広げ る 事 で ある ベ 
さ で ある 。 

To arrive at this end she must herself possess all the characteristics of 
charity, 

思い や り の 精神 を 引き 起こ し 、 保 護 し 、 他 へ 広げ る と いう 目的 を 達成 する に は 、 真 の 
宗教 は 自ら 、 思 いや り の 全て の 特徴 を 所 有する 必要 が 有る 。 


in such a manner that one could define her satisfactorily in naming her 
"Orgaruc Charity." 
真 の 宗教 が 思い や り を 体現 すれ ば 、 人 は 、「 組 織 的 な 思い や り 」、「 思 いや り の 組織 」、 
「 思 いや り に よる 相互 扶助 組織 」 と いう 名 前 を 真 の 宗教 に 与え て 、 真 の 宗教 を 満足 
に 定義 で きる 。 
NOWY, 
SS 
what are the characteristics of charity? 
思い や り の 特徴 と は 何で あろ うか ? 
It is St. Paul who wl tell US. 
コリ ント 人 へ の 第 1 の 手紙 13 章 4 節 か ら 7 節 で 、 使 徒 パ ウロ が 、 思 いや り の 特徴 を 
人 に 教え て くれ る で あろ う 。 
Charity 1s Datent. 
コリ ント 人 へ の 第 1 の 手紙 13 章 4 節 「 思 いや り は 忍耐 強い 。」、「 慈 愛 は 忍耐 強 
い 。」、「 愛 は 忍耐 強い 。」。 
Patent ke Godl, 
神 の 様 に 、 思 いや り は 、 忍 耐 強い 。 
Decause 
な ぜ な ら 、 
1t is eternal as He 1S. 
神 が 永 遠 で ある 様 に 、 思 いや り は 永遠 で ある 。 
It suffers persecutions, and never Dersecutes Others. 
思い や り が 有る 者 は 、 人 迫害 を 忍耐 し 、 他 者 を 迫害 し な い 。 
It is kindly and 1oving, calhimg to itself the HIttle, and not repulsing the 
great. 
思い や り が 有る 者 は 、 親 切 で あり 、 愛 情 を 表し 、 幼 子 と いっ た 「 小 さい 者 」 を 呼び 寄せ 、 
大 いな る 者 を 追い 払わ な い 。 
It is without jealousy. 
思い や り が 有る 者 は 、 如 し な い 。 
Of whom, and of what, should it De jealous? 
誰 に 、 何 に つい て 、 思 いや り が 有る 者 が 災 始 する と いう の か ? い いえ ! 思 いや り が 有 
る 者 は 、 奴 始 し な い ! 
Has it not that Detter part which shall not De taken away from it? 
他 の も の が 持っ て いる より も 、 思 いや り に は 、 奪 われ る 事 が 無い 、 よ り 良 い ( 神 か ら の ) 
分 け 前 が 無い か ? は い ! 他 の も の が 持っ て いる より も 、 思 いや り に は 、 奪 われ る 事 が 
無い 、 よ り 良い ( 神 か ら の ) 分 け 前 が 有る ! 
It is neither quarrelsome nor imtriguing. 
思い や り が 有る 者 は 、 言 い 争 い を 好ま ず 、 陰 謀 を 企 ま な い 。 
It is without pride, without amDbition, without selfishness, without 
amger: 
思い や り が 有る 者 に は 、 僚 慢 、 野 心 、 利 己 心 、 怒 り が 無い 。 
It never thmks evil, and neVer triumphs by Injusttce: 
思い や り は 、 悪 い 事 を 考え ず 、 不 正 に 勝利 し な い 。 


for all its joy 1S comprehended in truth. 

実に 、 全て の 者 は 、 思い や り に よる 喜び に 理解 を 示す 。 

It endures everythimg without eVer toleratimg eV1l. 

思い や り は 、 淀 に 悪 は 許さ な い が 、 全 て の も の を 忍耐 する 。 

It believes all: 

思い や り は 、 全 て の 者 を 信じ る 。 

its faith is simple, suDmmiss1ve, hierarchical, and um1versal. 

思い や り に よる 真 の 宗教 は 、 簡 潔 で あり 、 従 順 で あり 、 位 階 制 で あり 、 普 遍 で ある 。 
It sustains al and never imposes Durdens which it is not itself the first 
to Carry. 

思い や り は 、 全 て の も の を 支え 、 思 いや り が 先 に 負わ な い 重 荷 を 他 者 に 負わ せな い 。 
Religion is patient- the religion of great thimkers and of martyrs. 

大 いな る 思索 家 と 狗 教 者 に よる 真 の 宗教 は 、 忍 耐 強い 。 真 の 宗教 は 、 忍 耐 強い 。 

It is Denevolent hke Christ and the apostles, hke Vincent de Paul, and 
hke Fenelon. 

イエ ス キリ スト と 12 使徒 の 様 に 、 ヴ ァ ン サン ド ポー ル の 様 に 、 フ ラン ソ ワ フェ ヌ ロ ン 
の 様 に 、 真 の 宗教 は 、 思 いや り 深 い 。 真 の 宗教 と は 、 カ トリ ッ ク で ある 。 

It enVvies not either the dignities or the goods of the earth. 

真 の 宗教 の 信者 は 、 地 の 位階 や 物 に 既 始 し な い 。 

It is the religion of the fathers of the desert, of St. Francis, and of St. 
Brumo, of the Sisters of Charity, and ofthe Brothers of Saint-jean-de- 
Dieu. 

真 の 宗教 は 、「 荒 野 の 教父 」 の 宗教 、 フ イッ シ ジ の フラ ンチ ェ ス コ の 宗教 、 ケ ルン の プ ブ 
ルー ノ の 宗教 、 ヴ ァ ン サン ド ポー ル の 「 愛 徳 姉 妹 会 」 の 宗教 、「 聖 ヨハ ネ 病 院 修道 
会 」 の 宗教 で ある 。 

It is neither quarrelsome nor imtriguing. 

真 の 宗教 の 信者 は 、 言 い 争 い を 好ま ず 、 陰 謀 を 企 ま な い 。 

It prays, does good amd Wa1tS. 

真 の 宗教 の 信者 は 、 祈 り 、 善 行 を し 、 待 機 す る 。 

It is humDle, 

真 の 宗教 の 信者 は 、 謙 虚 で ある 。 

1t 1S SWeet-temmDeredl 

真 の 宗教 の 信者 は 、 感 じ の 良い 者 で ある 。 

it imspires Orly devotion and sacrifice. 

真 の 宗教 は 、 献 身 と 自己 犠牲 だ け を 鼓舞 する 。 

It has, in short all the characteristcs of Charity 

要約 する と 、 真 の 宗教 に は 、 思 いや り の 全て の 特徴 が 有る 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

1t is Char1ty itself. 

真 の 宗教 と は 、 思 いや り 、 そ の 物 で ある 。 

Menr, on the contrary, are impatient, DersecutOrS, ]ealOUS, CrUel, 
armDitious, UT]USt, 


逆 に 、 人 は 、 忍 耐 が 無く て 怒り 易く 、 人 迫害 者 で あり 、 如 深く 、 残 酷 で あり 、 野 心 に 燃 
え 、 不 公正 で ある 。 

and they show themselves as such, even in the name of that religion 
which they have succeeded in calummnatmg, Dut which they wl never 
CauSe to ]ife. 

人 は 、 中 傷 に 成功 し た 真 の 宗教 の 名 前 、 命 を も た ら す 気 が 無い 真 の 宗教 の 名 前 に 
お いて すら 、 自 身 が 忍耐 が 無く て 怒り 易く 、 人 迫害 者 で あり 、 如 深く 、 残 酷 で あり 、 野 
心 に 燃え 、 不 公正 で ある と 示す 。 

Men pass away, Dut truth 1s eternal. 

人 は 滅ぶ が 、 真 理 は 永 速 で ある 。 

Daughter of Charity, and creator of Charity in her own turn, 

思い や り は 思い や り の 娘 と し て 真 の 宗教 を も た ら し 、 真 の 宗教 は 思い や り の 更 な る 
創造 主として 思い や り を 更に も た ら す 。 

true religlon 1S essentially that which realHzes: 

本 質 的 に 、 真 の 宗教 は 、 実 現す る 者 で ある 。 

she believes in the miracles of faith, 

真 の 宗教 は 、 真 の 宗教 に よる 、 思い や り と いっ た 奇跡 を 信 じ る 。 ( 他 の 奇跡 より も 、 他 
人 を 思い や れる 事 は 奇跡 的 で ある 。) 

Decause 

な ぜ な ら 、 

she herself acCOrnDliSheS them every day when she practises char1ty, 
毎日 、 真 の 宗教 は 自ら 、 慈 善行 為 を 実践 し て 、 思 いや り と いっ た 奇跡 を 成就 し て いる 。 
( 他 の 奇跡 より も 、 他 人 を 思い や れる 事 は 奇跡 的 で ある 。) 

Now, a religion which practtses char1ty may flatter herself that she 
9298 all the dreams of MM 1OVe. 

慈 三 立 行 為 を 実践 する 宗教 は 、 慈 7 で 療 有 行為 を 実践 する 宗教 が 神 の 思い や り の 全て の 夢 
を 実現 で きる と 自 惚 ( う ぬ ぼ ) れ て も 良い 。 

MoreoVver 

さら に 、 

the faith of the hierarchical church transforms mystcisrm into realsm 
by the efficacy of her sacraments. 

位階 制 の 教会 の 宗教 で ある カト リッ ク は 、 秘 跡 の 効力 に よっ て 、 神 秘 主義 を 現実 

義 に 性 質 改 善 で きる 。 

No more signs, no more figures whose strength is not im grace, amd 
which do not really give what they promise! 

これ 以上 、 神 の 思い や り に よる 力 が 無い 象徴 、 約 束 し た 物 を 実際 に は も た ら さ な い 
象徴 は 、 い ら な い ! 

Faith animates al 

真 の 宗教 は 、 命 を 全て の も の に も た ら す 。 

makes all in some sort Vis1Dle amd Dalpable: 

ある 程度 、 真 の 宗教 は 、 全 て の も の を 、 目 に 見 え 、 手 で 触れ られ る も の に する 。 
ever the parables of jesus Christ take a Dody and a soul. 


イエ ス キリ スト の 例え 話 で すら 、 体 と 魂 と 成る 。 イ エス キリ スト の 例え 話 は 、 血 肉 と 成 
る 。 

They showi, at jerusalem, the house of the wicked rich manl! 

エル サレ ム で 、 人 は 、 ル カ に よる 福音 16 草 19 節 か ら 31 節 の 例え 話 の 悪い 金持ち 
の 家 を 実際 に 見 る 事 が で きる !! 

The thm symDboHsms of the primitive religions oOVerturned Dy scienCe, 
and deprived of the jife of faith, resemDle those whitened Dones which 
COVered the field that Ezekiel saw in his Vision. 

科学 が 打ち 倒し て 信心 と いう 命 を 奪っ て し まっ た 、 精 神 を 失 く し た 形骸 化し た 古代 の 
宗教 の 象徴 は 、 エ ゼ キ エル 書 37 章 で 預言 者 エ ゼ キ エ ル が 幻視 で 見 た 、 色 を 失っ た 
骨 が 散っ て 呈 っ て いる 平野 に 似 て いる 。 

The Spirit of the Saviour the spirit of faith, the spirit of charity, has 
breathed upon this dust 

エ ゼ キ エ ル 書 37 章 9 節 で 、 救 い 主 イエ ス の 精神 、 真 の 宗教 の 精神 、 思 いや り の 精 
神 が 、 色 を 失っ た 骨 の 様 に 形骸 化し た 象徴 と いう 塵 に 息 を 吹き 込ん だ 。 

and all that which was dead has taken Hfe again 

イエ ス の 精神 、 真 の 宗教 の 精神 、 思 いや り の 精神 が 形骸 化し た 象徴 に 息 を 吹き 込 

と 、 死 ん だ 全て の も の は 、 命 を 再び 取り 戻し て 、 復 活 し た 。 

so really that one recognzes no more yesterday'Ss Corpses in these HVimg 
creatures Of t0-dayi 

イエ ス の 精神 、 真 の 宗教 の 精神 、 思 いや り の 精神 に よっ て 復活 し た 、 現 在 、 生 き て い 
る も の は 、 過 去 、 死 体 で あっ た と 、 も う 人 が 思い 出せ な い ほ ど 現 実 的 に 命 に 満ち あふ 
れ て いる 。 

And why should one recogmiZze them, since the world is renewedL simce 
St. Paul Durned at Ephesus the books of the hierophants? 

イエ ス の 精神 、 真 の 宗教 の 精神 、 思 いや り の 精神 に よっ て 世界 が 復活 し た の に 、 使 
徒 行 伝 19 章 19 節 で 使徒 パウ ロ は エフ ェ ソ ス の 大 衆 が 秘 儀 祭 司 の 書物 を 燃やす の 
を 止め な か っ た の に 、 な ぜ 、 象 微 が 形骸 化し て いた と 人 は 思い 出せ る で あろ うか ? い 
いえ ! イ エス の 精神 、 真 の 宗教 の 精神 、 思 いや り の 精神 に よっ て 世界 が 復活 し た の で 、 
使徒 行 伝 19 章 19 節 で 使徒 パウ ロ は エフ ェ ソ ス の 大 衆 が 秘 儀 祭 司 の 書物 を 燃やす 
の を 止め な か っ た の で 、 象 徴 が 形骸 化し て いた と 人 は 思い 出せ な い ! 

Was then St. Paul a DarDarian, and was he commmittimg a crime agalnst 
SClenCe? 

使徒 行 伝 19 章 19 節 で エフ ェ ソ ス の 大 衆 が 魔術 の 書物 を 燃やす の を 止め な か っ た 
使徒 パウ ロ は 、 粗 野 で あっ た か ? 知 に 対し て 罪 を 犯し た の か ?( イ エス は 神 の 知 、 真 
の 知 で ある 。) 

NO0, 

いい え 。 

Dut 

7 で 、 

he Durned the winding-sheets of the resuscitated 

使徒 行 伝 19 章 19 節 で 使徒 パウ ロ は 、 復 活 し た 魔術 の 、 過 去 の 遺物 と いう 尼 衣 だ 
け を エフ ェ ソ ス の 大 衆 が 燃やす の を 止め な か っ た に 過ぎ な い 。 


that they might forget death. 

使徒 行 伝 19 章 19 節 の エフ ェ ソ ス の 大 衆 は 、 復 活 し た 魔術 の 、 過 去 の 死 を 忘れ て 
めい だ 

Why then, do We to-day recall the qaDalistic originms of dogma? 

それ で は 、 な ぜ 、 現 代 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 真 の 宗教 の 教え の カバ ラ 的 な 起源 を 思い 
出さ せよ うと し て いる の か ? 

Why do we jon agan the figures of the Bible to the allegories of 
Hermmes? 

な ぜ 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 聖書 の 象徴 と ヘル メス の 象徴 の つなが り を 再 確認 させ よう 
と し て いる の か ? 

Is it to condemn St. Paul, is it to Drimg douDt to Delievers? NO, 

使徒 行 伝 19 章 19 節 で エフ ェ ソ ス の 大 衆 が 魔術 の 書物 を 燃やす の を 止め な か っ た 
使徒 パウ ロ を 非難 する た めか ? い いえ ! 真 の 宗教 で ある カト リッ ク の 信者 に 不信 を 抱 
か せる た めか ? い いえ ! 

indeed, for 

な ぜ な ら 、 実 は 、 

believers havVe no need of our Dooki: 

真 の 宗教 の 信者 に は 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 本 は 不要 で ある 。 

they wl not read it, 

真 の 宗教 の 信者 は 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 本 を 読ま な いで あろ う 。 

and they wl not wish to understand it. 

真 の 宗教 の 信者 は 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 本 の 内 容 の 理解 を 望ま な いで あろ う 。 

But we wish to show to the innumerable crowd of those who douDbt, that 
faith is attached to the reason of all the centuries, to the science of all 
the sageSs. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 宗 教 に 不信 を 抱く 無数 の 大 衆 に 、 真 の 宗教 が 全て の 時 代 の 論 
理 、 全 て の 賢者 の 知 と 結び つい て いる 事 を 示し た い の で ある 。 

We wish to force human HDerty to respect divime authority, reason to 
recogmize the Dases of faith, so that faith and authority, in their turn, 
may never again DrOSCr1De IiDerty and reason. 

真 の 宗教 と いう 神聖 な 権威 が 人 の 自由 意思 と 人 の 理性 を 再び 迫害 で き な い 様 に す 
る た め 、 エ リフ ァ ス レヴ イィ は 、 人 の 自由 意思 に 真 の 宗教 と いう 神聖 な 権威 を 明 散 させ 
た いし 、 人 の 理性 に 真 の 宗教 の 根拠 を 認め させ た い の で ある 。 


ARTICLE III 


第 3 条 

SOLUTION OF THE THIRD PROBLEM 

第 3 の 問題 の 解決 。 唯 一 の 真 の 普遍 の 宗教 の 全て の 神秘 の 意味 と ! 存 在 理由 」 を 
表す 事 。 


THE RATIONALE OF 1HE MYSTERIES 
神秘 の 論理 的 根拠 


FAITH Deing the aspiration to the unknmowT, 

宗教 と は 、 未 知 の も の へ の 向上 で ある 。 

the ohject of faith is aDsolutely and necessarily this one thing - Mystery 
未知 の も の へ の 向上 で ある 宗教 の 、 目 標 と は 、 絶 対 的 に 、 必 然 的 に 、 神 秘 と いう 唯一 
の も の に 成る 。 

In order to formulate its aspirations, faith is forced to Dorrow 
asDlrations and images from the kmown. 

宗教 と いう 未知 の も の へ の 向上 を 形 に する た め に 、 宗 教 は 、 既 知 の も の の 向上 心 と 
形 を 借り る 必要 が 有る 。 

But she speclahzes the employment of these forms, Dy placing them 
together in a manner which, in the kmnown order of things, is irmpossible. 
未知 の も の を 形 に する た め に 、 宗 教 は 、 既 知 の 形 に は 通常 あり 得 な い 通 例 と は 異な 
る 配置 方 法 で 既知 の 形 を 適切 に 配置 し て 、 未 知 の も の と 既知 の 形 を 1 対 1 対応 さ 
せ て 利用 する 。 

Such is the profound reason of the apparent aDsurdity of symDolism. 
未知 の も の を 形 に する た め に 、 既 知 の 形 に は 通常 あり 得 な い 通 例 と は 異な る 配置 
方 法 で 既知 の 形 を 適切 に 配置 する 事 が 、 一 見 、 象 徴 は 不条理 に 見 える 、 深 い 理 由 で 
ある 。 

Let us g1Ve an exaTnDle: 

例 を 示 そ う 。 


If faith said that God was impersonal, one might conclude that God is 
only a word, or at most, a thing. 

も し 宗教 が 「 神 は 、 人 格 で は な い 。」 と 教え た ら 、 人 は 「 神 は 、 法 則 の 様 な 心 を 持た な 
い 言 葉 の 様 な 物 に 過ぎ な いか 、 良 く て 、 目 に 見 えな い 機 械 の 様 な 自由 意思 の 無い 
物 に 過ぎ な い 。」 と 決め つけ る で あろ う 。 

Ifit is said that God Was a Dersor, One would represent to oneself the 
intelhgent infimite, under the necessarlly Dounded form of an 
individual. 


も し 宗教 が 「 神 は 、 一 個 の 人 格 で ある 。」 と 教え た ら 、 人 は 「 神 は 、 必 然 的 に 、 個 人 の 
有限 の 形 の 、 無 限 の 知 的 存在 で ある 。」 と 決め つけ る で あろ う 。 

It says, "God 1s one in three persons," in order to express that one 
COncelves In God Doth umity and multplhcity. 

その た め 、 真 の 宗教 で ある カト リッ ク は 、 人 が 「 神 は 単 一 で ある 、 と 共に 、 神 は 多数 で 
ある 。」 と 考え る 様 に 表現 する た め に 、「 神 は 三位一体 の 人 格 で ある 。」 と 教え る 。 


The formula of a mystery excludes necessarily the very intelligence of 
that formula, so far as it is Dorrowed from the world of known things: 
宗教 が 象徴 を この 世 の 既 知 の も の か ら 借 り て いる 限り 、 神 秘 の 象徴 は 、 象 微 と し て 
借り て いる 既知 の も の の 知識 を 必然 的 に 思考 時 に 排除 する 。 

for 

な ぜ な ら 、 

下 one understood it, it would express the kmown and not the unkmown. 
も し 人 が 思考 時 に 象徴 と し て 借り て いる 既知 の も の を 理解 し た まま で いた ら 、 象 微 
は 既知 の も の を 表し て し まい 、 未 知 の も の を 表 さ な く 成 っ て し まう で あろ う 。 

It would then belong to science, and no 1onger to relhigion, that 1s to say, 
to faith. 

も し 人 が 思考 時 に 象 微 と し て 借り て いる 既知 の も の を 理解 し た まま で いて 、 象 徴 が 
既知 の も の を 表し て し まい 、 未 知 の も の を 表 さ な いと 、 象 徴 は 知っ て いる も の と 成っ 
て し まい 、 宗 教 の も の 、 信 じ る も の で は な く 成 っ て し まう で あろ う 。 

The oDject of faith is a mathematical proDblem, whose "X" escapes the 
procedures of Our algebra. 

信じ る 対象 と は 、 代 数 x が 代数 学 で は 処理 で き な い 数 学 の 問題 で ある (、 と 言え る )。 
ADsolute mathematics proVe only the necess1ty, and, in conseduenCe, 
the existence Of this unknown which we represent Dy the 
untranslataDle "X." 

絶対 の 数 学 は 、 必 然 的 に 、 結 果 的 に 、 有 限 の 数 に 置換 で き な い 代数 x で 表現 し た 、 
未知 の も の の 存在 を 証明 する に 過ぎ な い 。 

NowW sclence DrOgTeSSeS 1n Va 

現在 、 い た ずら に 、 科 学 は 、 進 歩 し て いる 。 

its DrOgreSS 1S indefimite, Dut always relatively firute: 

科学 の 進歩 は 、 無 制限 で は な く 、 常 に 、 相 対 的 に 制限 され て いる 。 

it wl never fimd in the language ofthe fimite the complete expresslon of 
the infirite. 

科学 は 、 有 限 の も の に よる 言葉 に よる 、 神 秘 と いっ た 無限 の も の の 完全 な 表現 を 見 
つけ られ な い 。 

Mystery is therefore eternal. 

神秘 と は 、 無 限 で ある 。 

To Drimg into the logic of the known the terms of a profession of faith is 
to withdraw them from faith, 


信仰 告白 に お ける 言葉 を 既知 の も の の 論理 に 持ち 込む 事 は 、 信 仰 告白 に お ける 言 
葉 を 宗教 か ら 引き 離し て し まう 事 に 成る 。 

which has for positiVe Dases antl-log1C, 

確信 の 根拠 と し て 、 信 心 に は 不条理 な 部 分 が 存在 する 。 

thatis to say 

言い 換え る と 、 

the impossibility of 1ogically explaining the unknown. 

確信 の 根拠 と し て 、 信 心 に は 未知 の も の を 論理 的 に は 表現 で き な い 部 分 が 存在 す 
る 。 

For the jew, God is separate from humaruty: He does not IiVe in His 
creatures, He is Infinite egoism. 

ユダ ヤ 教 徒 に と っ て 、 神 は 、 人 と は 隔絶 し て いる 。 神 は 、 被 造物 の 中 に は 宿 ら な い 。 神 
は 無限 の 自我 主義 者 で ある 。 

For the Mussulman, God is a word before which one prostrates oneself, 
on the authority of Mohammed. 

イス ラム 教徒 に と っ て 、 人 は 、 ム ハン マ ド と いう 権威 に 従っ て 、 神 と いう 言葉 の 前 に 平 
伏 す 。 

For the Christian, 

キリ スト 教徒 に と っ て 、 

God has revealed hmself in humamity 

神 は 、 人 に 成っ た 神 イ エス な どの 様 に 、 神 自身 を 人 の 中 に 啓示 し て きた 。 

proves Himself Dy charity, 

神 は 、 思 いや り に よっ て 、 神 自身 を 証明 し て いる 。 

and Te1gnS by virtue of the order which constitutes the hierarchyr 

神 は 、 位 階 を 形成 し て いる 秩序 の 徳 、 位 階 を 形成 し て いる 秩序 の 力 に よっ て 、 統 治し 
て いる 。 

The hierarchy is the guardian of dogma, 

位階 制 は 、 神 の 教え の 守護 者 で ある 。 

for whose letter and spirit she alike demands resDpect. 

位階 制 へ の 明 区 を 求め る の と 同じ 様 に 、 位 階 制 は 、 神 の 教え の 霊 と 文字 、 神 の 教え 
の 精神 と 象徴 、 神 の 教え の 概念 と 形 へ の 明 散 を 求め る 。 

The sectarians who, in the name of their reason or rather of their 
Individual unreason, have laid hands on dogma, haVe, in the Very act 
lost the of charity: they have excommurucated themselVes. 
異端 者 は 、 異 端 者 自身 の 理性 を 名 目 に 、 と 言う より は 、 異 端 者 個人 の 狂気 に より 、 神 
の 教え に 手 を つけ て し まい 、 神 の 教え に 手 を つけ て し まう と いう 行為 に よっ て 思い や 
り の 精神 を 失っ て し まい 、 異 端 者 自身 を 破門 し て し まう 。 

The Catholic, that is to say the umiversal, dogrma merits that magmificent 
name Dy harmomizing in one all the religious asDpirations of the Worldi: 
カト リッ ク 教 会 の 教え は 、 世 界 の 全て の 宗教 的 な 向上 を 唯一 に 統一 する の で 、「 カ ト 
リッ ク 」 と いう 大 いな る 名 前 に 相応 し い 。 普 遍 の 神 の 教え は 、 世 界 の 全て の 宗教 的 な 
向上 を 唯一 に 統一 する の で 、「 普 遍 」 と いう 大 いな る 名 前 に 相応 し い 。 

with Moses and Mohammed, it affirms the unity of Godi 


モー セ と ムハンマド と 共に 、 普 遍 の 教会 カト リッ ク は 、 神 の 唯一 性 を 認め る 。 

with Zoroaster Hermes and Plato, it recogniZzes in Him the infinite 
trimty of its own regeneratior: 

ゾロ アス ター、 ヘ ル メ ス 、 プ ラ ト ン と 共に 、 普 遍 の 教会 カト リッ ク は 、 神 自身 の 中 に お け 
る 、 神 自身 を 再生 する 事 に よる 、 無 限 の 三位一体 を 認め る 。 

it reconciles the hving numDers of Pythagoras wrth the monadic Word 
of St. johm: 

普遍 の 教会 カト リッ ク は 、 ピ タゴ ラス の 生き て いる 数 を 、 使 徒 ヨ ハネ の 唯一 の 神 の 言 
葉 イ エス と 一 致 さ せる 。 

SO much, science amd reason wl agree. 

それ ほど 、 知 や 学 間 と 、 人 の 理性 は 一 致す る 。 

Itistheninthe eyes ofreason and of science themselves the most 
perfect, that is to say the most complete, dogma which has ever Deen 
produced in the World. 

その た め 、 知 自身 の 目 や 学 問 自身 の 目 に は 、 人 の 理性 自身 の 目 に は 、 宗 教 の 最も 
完全 な 教え は 、 こ の 世に 常に も た ら さ れ て いる 、 様 に 見 える 。 

Let science andl reason grarlt us sO mmUCh: 

それ ほど 、 知 や 学問 と 、 人 の 理性 が 、 普 遍 の 教会 カト リッ ク を 認め ます 様 に 。 

we shall ask nothing more of them. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 普 遍 の 教会 カト リッ ク を 認め る 事 、 以 上 を 、 知 や 学問 と 、 人 の 理 
性 に 求め な い 。 

"GOd exiSsts: there 1S only one God, and He pumishes those who do ev " 
Sa1d MOses. 

モー セ は 、「 神 は 存在 する 。 唯 一 の 神 だ けが 存在 する 。 神 は 悪事 を 行う 人 を こら し め 
る 。」 と 話し て いる 。 

"God 1S everywhere: He 1s in uS, and the good that we do to me We do it 
to God," sald esUS. 

イエ ス は 、「 神 は 遍 在 する 。 人 の 中 に も 神 は 存在 する 。 人 に 成っ た 神 イ エス の た め に 、 
人 が 善行 を する 事 は 、 神 の た め に 行っ た 事 に 成る 。」 と 話し て いる 。 

"Fear" is the conclusion of the dogma of Moses. 

「 神 を 景 散 し な さい 。」 と 言う の が 、 人 モー セ の 考え の 結論 で ある 。 

"LoVe" is the conclusion of the dogma Of Tesus. 

「 神 を 愛し な さい 。」 と 言う の が 、 人 に 成っ た 神 イ エス の 教え の 結論 で ある 。 

The typical ideal of the life of God in humamity 1s incarnation. 

人 の 中 の 神 と いう 命 の 理想 は 、 人 に 成っ た 神 で ある 。 

Incarnatlon necesstates redemptiom, 

人 に 成っ た 神 は 、 身 代わ り に よる 罪 の つぐ な い に よ る 救い を 必然 的 に 伴う 。 

and operates it in the name of the reversiDilhty of solidarity, 
連帯 に よる 可逆 性 と いう 名 前 に お いて 、 人 に 成っ た 神 は 、 身 代わ り に よる 罪 の つぐ な 
い に よ る 救い を 行う 。 

Or in other WOrdS, 

言い 換え る と 、 

of universal commumion, the dogmatic principle of the spirit of charity. 


思い や り の 精神 と いう 良い 意味 で 独善 的 な 原理 に よる 、 普 遍 の 交流 と いう 名 前 に お 

いて 、 人 に 成っ た 神 は 、 身 代わ り に よる 罪 の つぐ な い に よ る 救い を 行う 。 

To suDstitute human arDitrament for the legitmate despotism of the 

]aW, 

人 は 、 プ ロ テ ス タン ト や 民主 主義 の 結果 、 法 に よる 公正 な 独裁 の 代わ り に 、 人 に よる 

裁き を 利用 し て し まう 。 

to Dut, in other words, tyranny In the place of authority, is the work of 

all Protestantism and of all democracies. 

言い 換え る と 、 人 は 、 プ ロ テ ス タン ト や 民主 主義 の 結果 、 暴 君 を 権力 者 の 地位 に 叫 

いて し まう 。 

What men call jiDerty is the sanction of illegitimate authority, 

( 真 の 自由 で は な い 、) 人 が 自由 と 呼ん で いる 物 は 、 不 法 な 権力 者 を 認め る 事 に 成っ 

て し まう 。 

or rather 

と 言う より は 、 

the fiction ofpower not sanctioned Dy authority, 

( 真 の 自由 で は な い 、) 人 が 自由 と 呼ん で いる 物 は 、 権 威 が 認め な い 権 力 に よる 虚構 
認め る 事 に 成っ て し まう 。 

John Calvim protested against the stakes of Rome, in order to giVe 

himself the right to burn Michael SerVetus. 

ジャ ン カル ヴァ ン は 、 ミ シェ ル セル ヴェ を 私 刑 で 火 刑 で 焼き 殺す 権利 を 獲得 する た 

め に 、 ロ ー マ に よる 火 刑 に 対し て 抗議 し た 。 

EVery Deople that 1iDerates itself from a Charles I, or a Louis XVI, must 

undergo a RoDespierre or a Cromwell 

チャ ー ル ズ 1 世 か ら 解 放さ れ た イギリス な どの 大 衆 は クロ ムウ ェ ル の 独裁 を 経験 す 

る 羽目 に 成っ た 。 ル イ 16 世 か ら 解 放さ れ た フラ ンス の 大 衆 は ロベスピエール の 「 恐 

怖 政 治 」 を 経験 する 羽目 に 成っ た 。 

and there is a more Or less aDsurd antl-Dope Deing all protestations 

aganst the legitimate Dapacy 

プロ テス タン ト や 民主 主義 に は 、 多 か れ 少 な か れ 、 正 統 な 法王 に 対す る 抗議 と いう 

対立 教皇 の 様 な 狂 愚 が 存在 する 。 

The divimity of esus Christ only exists in the Catholic Church, 

カト リッ ク 教 会 に は 、 イ エス キリ スト の 神 性 だ けが 存在 する 。 

to which He transrmits hierarchically His life and His divine DoWwers. 

イエ ス は 、 位 階 制 に よっ て 、 人 に 成っ た 神 イ エス の 命 と 「 神 の 力 」 を カト リッ ク 教 会 に 

伝え 残し た 。 

This divimity 1s sacerdotal amd royal by Virtue of cormmunmior: 

カト リッ ク 教 会 と いう 交流 に よる 徳 、 カ トリ ッ ク 教 会 と いう 交流 に よる 力 に よっ て 、 イ エ 

ス の 神 性 は 、 王 者 と 祭司 だ け の 物 で ある 。 

but outside of that commmumnion, every affirmation of the divinity of 

Jesus Christ is idolatrous, 


カト リッ ク 教 会 と いう 交流 の 外 で の (カト リッ ク 教 会 か ら 分 像 し て の ) イ エス キリ スト の 
神 性 へ の 育 定 は 、( イ エス の 精神 、 思 いや り の 精神 を 伴わ な い 、) 偶 像 崇拝 に 成っ て し 
まう 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

Jesus Christ could not De an isolated God. 

イエ ス キリ スト は 分 像 し た 神 で は な い 。 

The numDer of Protestants 1s of no importance to Catholic truth. 

カト リッ ク の 真理 に と っ て 、 プ ロ テ ス タン ト の 人 数 は 重要 で は な い 。 

If all men were bhmd, would that De a reason for denying the existence 
of the sun? 

仮に 、 全 て の 人 が 盲目 で も 、 太 陽 の 存在 を 否定 する 理由 に 成る で あろ うか ? い いえ ! 
全て の 人 が 盲目 で も 、 太 陽 の 存在 を 否定 する 理由 に 成ら な い ! 

Reasorl in protestimg against dogTma, DroVes sufficiently that she has not 
InmVented it: 

人 の 理性 は 、 神 の 教え に 抗議 する 事 に よっ て 、「 人 の 理性 が 神 の 教え を 発明 し た わ 
け で は な い 。」 事 を 十分 に 証明 し て いる 。 

but she is forced to admmire the morality which results from that dogma. 
人 の 理性 は 、 神 の 教え が も た らし た 倫理 道徳 を 敬礼 せ ざ る を 得 な い 。 

Now If morality is a light, it follows that dogma must De a su 

も し 、 倫 理 道徳 が 光 で ある な ら ば 、 神 の 教え は 太陽 で ある 。 

jight does not come from shadoWs. 

景 は 光 を も た ら さ な い 。 

Between the two abysses of polytheism, and an aDsurd and ignorant 
theism, there 1s only one poss1Dle medium: the mystery of the most Holy 
TTiruty. 

多 神 論 と 非 論理 的 な 無知 な 一 神 論 と いう 2 つの 底無し の 淵 の 間 の 中 証 に は 、 最 も 
神聖 な 、 神 の 三位一体 の 神秘 だ けが 唯一 、 存 在 可能 で ある 。 

Between sDeculative theism, and anthropomorphiosm, there 1S oly one 
DOssible medium: the mystery ofincarnation. 

推測 に よる 有 神 論 と 神 人 同形 論 と いう 2 つの 底無し の 淵 の 間 の 中 証 に は 、 人 に 
成っ た 神 イ エス の 神秘 だ けが 唯一 、 存 在 可能 で ある 。 

Between immoral fatality, and Draconic respons1Dihty, which would 
conclude the damnation of all Deimgs, there is only one Doss1Dle mean: 
the mystery of redermption. 

不道徳 な 必然 性 と 、 全 て の 人 の 滅び 、 全 て の 人 の 地獄 堕ち を 定め る で あろ う 茂 し い 
責任 と いう 2 つの 底無し の 淵 の 間 の 中 証 に は 、 イ エス に よる 身代わり に よる 罪 の つ 
ぐ な い に よ る 救い の 神秘 だ けが 唯一 、 存 在 可能 で ある 。 

The trimty is faith. The incarnation is hope. The redemption is charity 
「 神 の 三位一体 、 人 に 成っ た 神 イ エス 、 イ エス な ど に よる 身代わり に よる 罪 の つぐ な 
い に よ る 救い 」 は 「 信 仰 、 希 望 、 愛 」 で ある 。 神 の 三位一体 は 、 信 仰 で ある 。 人 に 成っ 
た 神 イ エス は 、 希 望 で ある 。 イ エス な ど に よる 身代わり に よる 罪 の つぐ な い に よ る 救 
い は 、 愛 で ある 。 


The trimity is the hierarchy. 

神 の 三位一体 は 、9 位階 の 位階 制 と 成る 。 

Incarnation is the divine authority ofthe Church. 

人 に 成っ た 神 イ エス は 、 カ トリ ッ ク 教 会 の 神聖 な 権威 と 成る 。 

Redemption is the uniqdue, infallible, unfaihmg and Catholic priesthood. 
身代わり に よる 罪 の つぐ で ない による 救い は 、 唯 一 絶対 の 誤り が 無い カト リッ ク の 普遍 
の 祭司 の 務め と 成る 。 

The Catholic Church alone possesses an inVvariaDle dogma, 

カト リッ ク 教 会 だ けが 、 不 変 の 神 の 教え を 所 有 し て いる 。 

and by its Very constitutor is incapaDle of corruptimg morality: 

カト リッ ク 教 会 だ けが 、 カ トリ ッ ク 教 会 の 性 質 に よっ て 、 倫 理 道徳 性 を 堕落 させ る 事 が 
で き な い 。 な ぜ な ら 、 

she does not make innovations, she expla1ns. 

カト リッ ク 教 会 は 、 変 革 し な いで 、 説 明 す る 。 

Thus, for exarmple, 

その た め 、 例 えば 、 

the dogma of the irmmaculate conception is not neWi 

無 原罪 処女 懐胎 の 教え は 、 新 し く な い 。 

it was Contained in the theotokon of the Council of Ephesus, 

無 原罪 処女 懐胎 の 教え は 、 エ フェ ソス の 公会 議 の 「( 聖 母 ) マ リア は 聖母 で ある 。」 と 
定め た 教え の 中 に 含ま れ て いる 。 

and the theotokon is a rigorous Conseduence of the Catholic dogma of 
the incarnation. 

「( 聖 母 ) マ リア は 聖母 で ある 。」 と いう 教え は 、 人 に 成っ た 神 イ エス に つい て の カト リッ 
ク 教 会 の 教え が 厳正 に も た らし た 結果 で ある 。 

In the same way 

同様 に 、 

the Catholic Church makes no excommuruications, she declares them: 
カト リッ ク 教 会 は 、 破 門 を 宣言 する が 、 破 門 を 実行 し な い 。 

and she alone can declare them, 

カト リッ ク 教 会 だ けが 、 破 門 を 宣言 で きる 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

she alone is guardian of umity. 

カト リッ ク 教 会 だ けが 、 単 一 性 の 守護 者 で ある 。 

Outside the Vessel of Peter there is nothing Dut the aDySs. 

使徒 ベト ロ の カト リッ ク 教 会 と いう 船 の 外 に は 、 底 無し の 淵 し か な い 。 

Protestants are jike people who have thrown themselves into the water 
In order tO esCaDe Sea-S1CKmeSS. 

プロ テス タン ト は 、 船 酔い を 避け る た め に 水中 に 身 を 投じ た 人 に 似 て いる 。 

It is of Catholicity, such as it isS constituted in the Roman Church, that 
one Imust say what Voltaire so Doldly said of God: "fit did not exist, it 
would De necessary to imVent 1t." 


ヴォ ル テ ー ル は 「 も し 神 が 存 在 し な い の で あれ ば 、 神 を 創造 する 必要 が 有る で あろ 
う 。」 と 神 に つい て 非常 に 大 胆 に 話し た と 言わ れ て いる が 、 存 在 し な い の で あれ は ば 創 
造 す る 必要 が 有る も の は 、 ロ ー マ の カト リッ ク 教 会 が 定め て いる カト リッ ク 教 義 で ある 。 
But 

GL 

aman had been capaDle ofinventng the spirit of charity, he also 
would have invented God!. 

も し 人 が 思い や り の 精神 を 創造 で きた の で あれ ば 、 思 いや り の 精神 の 体現 者 で ある 
人 は 神 を 創造 し た 事 に 成る 。 

Charity does not imvent itself, 

思い や り が 、 思 いや り を 発明 し た わけ で は な い 。 

it reVeals itself Dy 1ts WorKS, 

思い や り は 、 思 いや り に よる 慈善 行為 で 、 思 いや り を 表す 。 

anditisthen that one can cry with the Saviour of the world: "Blessed 
are the pure in heart, for they shall see God!" 

この 世 の 救 い 主 イ エス と 共に 、 慈 善行 為 で 思い や り を 表し た 人 は 、 マ タイ に よる 福音 
5 草 8 節 の 「 心 の 清 い 人 達 は 幸い で ある ! 心 の 清 い 人 達 は 神 を 見 る か ら !」 と いう 言 
葉 を 叫ぶ 事 が で きる ! 

To understand the spirit of charity 1s to umderstand all mysteries. 

思い や り の 精神 を 理解 する 事 は 、 全 て の 神秘 を 理解 する 事 で ある 。 


ARTICLE IV 


第 4 条 
SOLU1TION OF THE FOURTH PROBLEM 
第 4 の 問題 の 解決 。 哲 学 の 反対 を 真 の 宗教 に 役立つ 論拠 へ 変え る 事 。 


RELIGION PROVED BY THE OBIECTIONS WHICH PEOPLE OPPOSE TO TT. 
宗教 に 対す る 反論 に よっ て ( 逆 に ) 証 明 さ れ た 宗教 


THE oDjectons which one may make agalnst religion may De made 
either in the name of science, or in the name of reason, or in the name 
of faith. 

科学 か 、 人 の 理性 か 、 他 の 宗教 の 名 前 に お いて 、 人 は 、 真 の 宗教 で ある カト リッ ク に 
対し て 反論 する 。 


Science Cannot deny the facts of the existence ofreligion, Of its 
estaDlishment and its influence upon the events of history. 

し か し 、 科 学 は 、 宗 教 が 存在 する 事実 、 宗 教 が 確立 され て いる 事実 、 宗 教 が 歴史 の 
出来 事 に 影響 を 与え た 事実 を 否定 で き な い 。 

It is forDidden to it to touch dogma: 

科学 が 神 の 教え に 手 を 出す の は 禁じ られ て いる 。 

dogrma Delongs wholly to faith. 

神 の 教え は 宗教 だ け の 物 で ある 。 

Sclence Ordimar1ly arms itself against religion with a series of facts 
通常 、 科 学 は 、 宗 教 に 対し て 、 一 連 の 事実 で 理論 武装 する 。 

which it is her duty to aDDpreclate, 

事実 を 評価 する の は 、 科 学 の 義務 で ある 。 

which, in fact, she does appreclate thoroughly, 

事実 、 科 学 は 事実 を 徹底 的 に 評価 する 。 

Dut 

が し 

which she condemns stll more energetically than science does. 
宗教 は 、 科 学 より も 更に 精力 的 に 、 事 実 を 非難 する 。 

Im domg that, science admmits that religion is right, and herself Wrong: 
宗教 に よる 事実 へ の 非難 に よっ て 、 科 学 は 、 宗 教 の 正 し さ と 、 科 学 の 誤り を 認め る 事 
に 成る 。 

she lacks 1ogiC, 

科学 に は 、 道 理 、 倫 理 が 欠け て いる 。 

manifests the disorder which every angry Dasslon introduces into the 
SDirit of ma 


科学 は 、 激 情 を 人 の 精神 に も た らし て し まう 不具 合 を 明らか に し て し まっ た 。 

and adrmits the need that it has of beimg ceaselessIy redressed and 
directed by the spirit of charity. 

科学 は 、 思 いや り の 精神 が 科学 を 絶え 間 無 く 矯正 し て 導く 必要 を 認め る 事 に 成る 。 


Reasorl On 1ts side, exarmimes dogma and fimds it aDsurd. 

人 の 理性 は 、 神 の 教え を 調べ て 、「 宗 教 は 不条理 で ある 。」 と 知る 。 

BUt, 

し か し 、 

fit were not so, reason WOuld understand it: 

仮に 、 宗 教 が 不条理 で な けれ ば 、 人 の 理性 は 宗教 を 理解 する で あろ う 。 そ し て 、 

if reason understood it, 

仮に 、 人 の 理性 が 宗教 を 理解 する と 、 

it would no longer De the formula of the unknown. 

も う 宗 教 は 未知 の も の の 象徴 で は な く 成 っ て し まう で あろ う 。 そ し て 、 

It would De a mathematical demonstration of the infinite. 

宗教 は 、 無 限 に つい て の 数 学 的 な 実証 に 成っ て し まう で あろ う 。 そ し て 、 

It would De the infimite fimite, the unknown known, the immeasurable 
measured, the indicible named. 

宗教 は 、 有 限 の 無限 、 既 知 の 未知 、 計 測 さ れ た 計り 知れ な い 物 、 言 い 表 せる 言い 様 
の 無い 物 に 成っ て し まう で あろ う 。 

That is to say that 

言い 換え る と 、 

dogrma could only cease to De aDsurd in the eyes of reasonr to Decome, in 
the eyes of faith, sclence, reason and good sense in one, the most 
monstrous and the most impossiDle of all aDsurdities. 

神 の 教え は 、 人 の 理性 か ら 見 る と 不条理 で ある 事 を や め て 、 人 の 中 の 信心 、 知 、 理 性 、 
良識 か ら 見 る と 最も 奇形 で 在り 得 な い 不 条 理 と 成る だ け で あろ う 。 


Remain the oDjections of dissent. 
他 の 宗教 に よる 異議 に よる カト リッ ク 、 キ リス ト 教 へ の 反論 が 残っ て いる 。 


The jews, our fathers in religion, 

ユダ ヤ 教 は 、 宗 教 的 に 、 キ リス ト 教 の 前 身 で ある 。 

reDroach us wth having attacked the umty of God, 

ユダ ヤ 教 は 、( 神 と イエ ス と 神 の 聖霊 に よる 、 神 の 三位一体 に よっ て 、) キ リス ト 教 が 神 
の 単 一 性 を 損ね た と 非難 する 。 

wrth having changed the immutable and eternal 1aW, 

ユダ ヤ 教 は 、 不 変 の 永遠 の 法 、 律 法 を 変え た と 非難 する 。 

with adoring the creature instead ofthe Creator 


ユダ ヤ 教 は 、 創 造 主 で ある 神 の 代わ り に 、 被 造物 の 人 (に 成っ た 神 ) イ エス を 敬礼 し て 
いる と 非難 する 。 

These heavy reproaches are founded on their perfectly false notion of 
Christianity. 

ユダ ヤ 教 か ら の キリ スト 教 へ の 激しい 非難 は 、 キ リス ト 教 に 対す る ユダ ヤ 教 に よる 完 
全 に 虚偽 の 自説 に 基づい て いる 。 

Our God is the God of Moses, umidue, irmmaterial, infimite God, sole 
oODject of Worship, and ever the same. 

キリ スト 教 の 神 は 、 モ ー セ の 神 で あり 、 唯 一 の 非 物質 的 な 無限 の 神 で あり 、 宗 教 の 
唯一 の 対象 で あり 、 常 に 同一 の 神 で ある 。 

Like the jews, we DelieVe Him to De present everywhere, 

ユダ ヤ 教 徒 の 様 に 、 キ リス ト 教 徒 は 、「 神 は 遍 在 し て いる 。」 と 信じ て いる 。 

Dut, 

だ だ し 。 

as they ought to do, We Deleve Him jiving, thimking and 1oving in 
human1ty 

ユダ ヤ 教 徒 が 信じ る べき で ある 様 に 、 キ リス ト 教 徒 は 、 人 の 中 で も 、 生 き て いる 、 思 
する 、 思 いや る 神 を 信じ て いる 。 

and we adore Himm in His WorKS. 

人 と いっ た 神 の 作品 に よっ て 、 キ リス ト 教 徒 は 、 神 を 敬礼 し て いる 。 

We have not changed His 1aw, 

また 、 キ リス ト 教 徒 は 、 神 の 法 、 律 法 を 変え な か っ た 。 

for 

な ぜ な ら 、 

the jewish Decalogue is also the 1aw of Christians. 

へ ブラ イ 人 へ の 十戒 は 、 キ リス ト 教 徒 の 法 で も ある 。 

The law is immutaDle 

神 の 法 は 不変 で ある 。 律 法 は 不変 で ある 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

it is founded on the eternal principles of Nature: 

神 の 法 、 律 法 は 、 神 の 作品 で ある 自然 の 中 の 、 神 の 傾向 で ある 永遠 の 原理 に 基づい 
て いる 。 

Dut 

炉 / だ し 、 

the worship necessitated Dy the needs of man may change, 
変化 する 人 の 欲求 が 、 宗 教 を 必要 と し て いる の で ある 。 

and modify itselt, parallel with the changes in men themselVes. 
その た め 、 宗 教 は 、 宗 教 自 身 を 変え て 、 人 自身 に よる 変化 に 対応 する 事 に 成る 。 
This sigmifies that the worship itself is immutaDle, Dut modifies itself as 
1amguage dO6eS. 

「 人 の 変化 に 対応 する た め 宗 教 が 変化 する 。」 と は 、「 言 葉 が 変化 する 様 に 、 宗 教 の 
意味 は 不変 で ある が 、 宗 教 の 形 は 変化 する 事 に 成る 。」 事 を 意味 する 。 


Worship is a form of instruction: 

款 教 と は 、 神 の 教え の 形 で ある 。 

1t is a lamguage: 

宗教 と は 、 言 葉 で ある 。( ヨ ハネ に よる 福音 1 章 イ エス は 神 の 言葉 、 神 の ロゴ ス 。) 
one must translate it when nations no 1onger understand 1t. 

も は や 諸国 民 が 言葉 、 宗 教 を 理解 し な い 時 に 、 人 は 言葉 、 宗 教 を 翻訳 する 必要 が 有 
る 。 

We have translated, amd not destroyed, the worship of Moses and of the 
Drophets. 

キリ スト 教徒 は 、 モ ー セ や 預言 者 の 宗教 を 客 訳 し た が 、 破 壊し な か っ た 。 

In adoring God in creation, we donot adore the creation itself. 

人 と いっ た 被 造物 に よっ て 神 を 敬礼 し て いる 時 に 、 キ リス ト 教 徒 は 、 人 と いっ た 被 造 
物 自体 を 神 と し て 敬礼 し て は いな い 。 

In adoring God in esus Christ, it 1S God alone whom we adore, 

人 に 成っ た 神 イ エス キリ スト に よっ て 父 で ある 神 を 敬礼 し て いる 時 に 、 キ リス ト 教 徒 
は 神 だ け を 敬礼 し て いる 。 

Dut 

7 だ し 、 

God umited to humaruty. 

人 に 成っ た 神 イ エス と いう 道 を 通じ て 、 神 は 、 人 性 、 思 いや り と 結び つい て いる 。 

In making humanity divine, Christianity has revealed the human 
diVin1ty. 

人 性 を 神聖 化し て 、 キ リス ト 教 徒 は 、 人 の 神 性 を 啓示 し て いる 。 

The God of the jews was inhuman, 

ユダ ヤ 教 徒 の 神 の 概念 は 非 人 間 的 で ある 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

they did not understand Hm in His workKSs. 

ユダ ヤ 教 徒 は 、 人 と いっ た 神 の 作品 を 通じ て 、 神 を 理解 する 気 が 無い 。 

We are, then, more Israelite than the Israelites themselves. 

その た め 、 キ リス ト 教 徒 は 、 肉 だ け の へ ブラ イ 人 より も 、 霊 的 に へ ブラ イ 人 (が 象徴 し 
て いる 、 正 し い 人 ) で ある 。 

What they behieve, we Delieve with them, and Detter than they do. 

キリ スト 教徒 は 、 ユ ダ ヤ 教 徒 と 共に 、 ユ ダ ヤ 教 徒 が 信じ て いる 神 を 、 ユ ダ ヤ 教 徒 が 信 
じ て い る より も 、 よ り 善 く 信 じ て い る 。 

They accuse us of having separated ourselves from them, 

ユダ ヤ 教 徒 は 、 キ リス ト 教 徒 が ユダ ヤ 教 徒 か ら 分 像 し た と 誤っ て 非難 し て いる 。 
and, on the contrary, 

し か し 、 正 反対 に 、 

it is they who wish to separate from us. 

ユダ ヤ 教 徒 が 、 キ リス ト 教 徒 か ら 分 像 し た い 、 キ リス ト 教 徒 と 区 別 さ れ た い 、 と 望ん で 
いる の で ある 。 

We wait for them, the heart and the arms wide open. 


キリ スト 教徒 は 、 心 を 広く 開い て 、 腕 を 大 きく 開い て 、 ユ ダ ヤ 教 徒 が 「 イ エス が 人 に 
成っ た 神 で ある 。」 と 信じ る 事 を 待ち 望ん で いる 。 

We are, as they are, the disciples of MOses. 

ユダ ヤ 教 徒 と 同じ く 、 キ リス ト 教 徒 は 、 預 言 者 モー セ の 弟子 で ある 。 

Like them, We come from Egypt, amd we detest its slaVery. 

キリ スト 教徒 は 、 ヘ へ ブライ 人 の 様 に エジプト の 奴隷 と 成る 事 を 嫌っ て 出 エ ジ プ ト し た 。 
But 

7 だ し 。 

we have entered into the Promised Land!, 

キリ スト 教徒 は 、 神 の 王国 と いう 約束 の 地 に 入門 し た 。 

and 

し か し 、 

they obstmately aDide and die in the desert. 

ユダ ヤ 教 徒 は 、 頑 な に 荒野 に 留まっ て 、( 思 いや り が 、 心 が 、) 死 ん で いる 。 


Mohammedans are the Dastards of Israel, or rather they are his 
disinherited Drothers, hke Esau. 

イス ラム 教徒 は 、 イ スラ エル の 未婚 の 子 達 で ある 、 と 言う より は 、 ヤ コブ の 兄 エ サウ の 
様 に 、 イ スラ エル の 遺産 を 相続 し て いな い 人 達 で ある 。 

Their Delief is ilogical, 

イス ラム 教徒 が 信じ て いる 事 は 、 非 論理 的 で 支離滅裂 で ある 。 

for 

な ぜ な ら 、 

they admmit that Tesus is a great Drophet, and they treat Christans as 
infidels. 

イス ラム 教徒 は 、「 イ エス は 、 大 いな る 預言 者 で ある (と 言え る )。」 と 認め る が 、 キ リス 
ト 教 徒 を 不信 心 者 ども 、 異 教徒 ども 、 反 イス ラム 主義 者 ども 、 と し て 扱う 。 

They recogmize the Divine inspiration of Moses, 

イス ラム 教徒 は 、「 モ ー セ は 、 神 か ら 霊 感 を 与え られ た 。」 と 認め る 。 

yet 

けれ ども 、 

they do not look upon the jews as their Drothers. 

イス ラム 教徒 は 、(「 モ ー セ は 、 神 か ら 霊 感 を 与え られ た 。」 と 認め る ) ユ ダ ヤ 教 徒 を 同 
胞 と 見 な さ な い 。 

They Delieve Dlhndly in their bhmd prophet, the fatahist Mohammed, the 
enemy Of DFOBTeSS and of jiperty. 

イス ラム 教徒 は 、 盲 目 の 屯 言 者 ヘム ハハ ンマ ド 、 運 命 論者 ムハンマド 、 進 歩 と 自由 へ の 反 
対 者 ムハンマド を 言 目的 に 信じ て いる 。 

Nevertheless, 

それ で も 、 

do not let us take away from Mohammed the glory of having 
proclaimed the unity of God among the idolatrous AraDs. 


キリ スト 教徒 は 、 偶 像 崇拝 者 で あっ た アラ ブ 人 の 中 で 神 の 単 一 性 を 主張 し た 栄光 を 
ムハンマド か ら 墓 うな か れ 。 
There are Dure and subhme pages in the Qur'an. 
イス ラム 教 の 聖書 クル アー ン に は 、「 神 の 他 に 神 は 無し 。」 と いう 清らか な 崇高 な 言 
葉 が 存在 する 。 
In reading those pages, one may say wrth the children of Ishmael, 
"There 1s no other God Dut God, and Mohammed is his prophet.“ 
「 神 の 他 に 神 は 無し 。」 と いう 言葉 を 読め ば 、 人 は 、 イ シュ マエ ル の 子孫 で ある アラ ブ 
人 と 共に 、「 神 の 他 に 神 は 無し し, ムハンマド は 神 の 預言 者 で ある (と 言え る )。」 と 言え 
る か も し れ な い 。 
There are three thrones in heaven for the three prophets of the nations: 
天 に は 、 神 の 国 の 国民 へ の 、3 人 の 預言 者 の た め の 、3 つの 王座 が 存在 する 。 
Dut, 
症 だ じ し 。 
at the end of ime, Mohammed wl De replaced Dy Elas. 
時 の 終わ り に 、 預 言 者 で ある と 言え る か も し れ な い ム ハン マ ド か ら 預 言 者 エリ ヤ へ 
交代 する で あろ う 。 
The Mussulmans do not reproach the Christians: 
イス ラム 教徒 は 、 キ リス ト 教 徒 を 非難 する な か れ 。 
they insult them. 
イス ラム 教徒 は 、 キ リス ト 教 徒 を 傷 辱 し て いる 。 
They call them infidels and "giaours," that is to say, dOgS. 
イス ラム 教徒 は 、 キ リス ト 教 徒 を 「 犬 」 が 語源 で ある 「giaours」、「 不 信心 者 ども 」、 
「 異 教徒 ども 」、「 反 イス ラム 主義 者 ども 」 と 呼ん で 傷 辱 し て いる 。 
We have nothing to reply to them. 
キリ スト 教徒 は 、 イ スラ ム 教 徒 か ら の 作 辱 に 対し て 何 も 応 ( こ た ) え な い 。 
One must not refute the Turks and the AraDs: 
人 は 、 ト ルコ 人 や アラ ブ 人 と いっ た イス ラム 教徒 の 誤り を 証明 する な か れ 
One must imstruct amd civihze them. 
人 は 、 イ スラ ム 教 徒 を 教育 し て 文明 化す る 必要 が 有る 。 


Remain dissident Christans, 

反 カ トリ ッ ク の キリ スト 教徒 が 残っ て いる 。 

thatis to say 

言い 換え る と 、 

those who, having Droken the Dond of uruty, declare themselves 

strangers to the charity of the Church. 

の トリ ッ ク の キリ スト 教徒 は 、 神 の 単 一 性 と いう 結び つき を 破壊 し て 、 カ トリ ッ ク 教 
の 思い や りか ら 外 れ た 者 と いう 正体 を 現し て し まっ て いる 人 達 で ある 。 


Greek orthodoxy that twin of the Roman Church which has not grown 
greater simce Its seDaratloTl, 

ロー マ の カト リッ ク 教 会 の 双子 の 兄弟 で ある 、 ギ リ シ ャ 正 教 は 、 カ トリ ッ ク 教 会 か ら 分 
銚 し て か ら 成 長 し て いな い 。 

which counts no 1onger in relig1om, 

ギリ シャ 正教 は 、 も は や 宗教 に 値 し な い 。 

which, simce Photus, has not imspired a simgle eloduenCce, 

フォ ティ オス 1 世 以 降 、 ギ リ シ ャ 正 教 は 、 雄 弁 の 霊感 を 与え られ な か っ た 。 

1s a church Decome entrely temporal, 

ギリ シャ 正教 は 、 完 全 に 俗 化し て し まっ た 。 

whose Driesthood is no more than a function regulated Dy the imperial 
poHcy ofthe Tsar of All the Russias: 

ギリ シャ 正教 の 聖職 者 は 、 ロ シア 旦 電 が 政策 に よっ て 管理 する 機能 で し か な く 成 っ 
で じじ まっ つて いる 。 

a CUY1OUS ImUurmrny of the DrirmitiVe Church, stll coloured and gilded 
wrth all its legends and all its rites, which its popes no longer 
undlerstandi: 

ギリ シャ 正教 は 、 も は や ギリ シャ 正教 の 法王 が 理解 し て いな い 伝説 と 儀式 で 飾ら れ 
た 、 初 期 キリ スト 教 の 興味 深い ミイ ラ で ある 。 

the shadow of a Iiving church, 

ギリ シャ 正教 は 、 生 き て いる 教会 の 影 で ある 。 

Dut 

症 だ 。 

one which insisted on stoppmg when that church moved om, 

生き て いる 教会 が 動い て いる 時 に 、 ギ リ シ ャ 正 教 は 、 立 ち 止 まっ て いる べき で ある と 
主張 し て し まっ て いる 。 

and which is now no more than its Dloated-out and headless sllhouette. 
ギリ シャ 正教 は 、 生 き て いる 教会 の 、 肥 大 化し た が 指導 者 の いな い 愚 か な 影絵 で し 
か な い 。 


Then, the Protestants, those eternal regulators of anarchy, 

プロ テス タン ト は 、 無 政府 主義 の 永遠 の 調整 者 で ある 。 

who have Droken down dogrma, 

プロ テス タン ト は 、 神 の 教え を 叩き 壊し た 。 

and are tryimg always to fl the void with reasomings, Hike the sieve of 
the Danaldes: 

ダナ イデ ス 姉 妹 の うち 、 意 に 反し て 結婚 させ られ た 夫 を 殺 し た 49 人 の 姉妹 が 冥界 
で 穴 の 開い た 容器 で 水 を 流 む 天罰 を 受け た 様 に 、 プ ロ テ ス タン ト は 、 推 測 で 虚無 を 
満た そう と 常に 試み て いる 。 

these weavers of religious fantasy, 

プロ テス タン ト は 、 宗 教 的 な 妄想 を 編み 出し た 。 

all of whose innovations are negatiVe, 


プロ テス タン ト の 改悪 は 、 実 り が 無い 。 

who haVe formulated for their own use an unknown calhmg itself Detter 

kmowT, 

プロ テス タン ト は 、 プ ロ テ ス タン ト の 役に立つ 様 に 、 既 知 よ り も 良く 知ら れ て いる 未知 

と 呼ん で 、 未 知 を ご ま か し た 。 

mysteries Detter explaimed, 

プロ テス タン ト は 、 よ り 良 く 説明 され た 神秘 と 呼ん で 、 神 秘 を ご ま か し た 。 

amore defined infimite, a more restrained immensity, 

プロ テス タン ト は 、 よ り 多 く 定 義 さ れ た 無限 、 よ り 多 く 制御 され た 無限 と 呼ん で 、 無 限 

を ご ま か し た 。 

a more douDtmg faith, 

プロ テス タン ト は 、 よ り 多 く 疑 える 信心 と 呼ん で 、 信 心 を ど ま か し た 。 

those who have quintessentialized the aDsurd!, 

上 記 の 様 に し て 、 プ ロ テ ス タン ト は 、 不 条 理 を 曖昧 に し た 。 

divided charity, and taken acts of anarchy for the principles of an 

entirely impossible hierarchyV: 

プロ テス タン ト は 、 プ ロ テ ス タン ト の 無政府 主義 の 行動 が 、 完 全 に 在り 得 な い が 、 位 

階 制 の 原理 で ある と 誤解 し て 、 思 いや り を 分 像 させ て 、 思 いや り を い た 。 

those men who wish to realize salvation by faith alone, 

プロ テス タン ト は 、( 善 行 せ ず に 、) 信 じ る だ け で 救 わ れ よ うと 望む 人 で ある 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

charity escapes them, and who can no 1onger realize it, eVen uDor the 

earth, 

思い や り を 分 像 さす た プロ テス タン ト か ら 思 いや り は 逃げ 去っ て し まい 、 も う プ ロ テ ス 

タン ト は 地上 で すら 思い や り を 実現 で き な い 。 

for 

な ぜ な ら 、 

their pretended sacraments are no longer anythimg Dut allegorical 

murmmer1es: 

プロ テス タン ト の 偽 の 秘跡 は 、 も は や 形骸 化し た ミイ ラ で し か な い 。 

they no longer g1Ve graCe: 

プロ テス タン ト は 、 神 の 思い や り を も う 与 えら れ な い 。 

they no 1onger make God seen and touched: 

プロ テス タン ト は 、 神 を も う 見 える よう に し た り 手 で 触れ られ る よう に し た り で き な い 。 

they are no longer in a Word the signs of the ahmighty power of faith, 

but the compelled witnesses of the eternal impotence of douDt. 

プロ テス タン ト は 、 も う 信 心 の 全能 の 力 の 象徴 で は な く 、 不 信 の 永遠 の 
不能 に 圧倒 され た 証拠 と 成っ て し まっ て いる 。 

It is, then, against faith itself that the Reformation protestedi 

その た め 、 プ ロ テ ス タン ト に よる 「 宗 教 改革 」 は 、 宗 教 自体 に 対す る 抗議 で あっ た ! 

Protestants were right only in their protest agalnst the inconsiderate 

and persecutimg Zeal which wished to force ConscienCes. 


プロ テス タン ト は 、 罪 悪 感 の 強制 を 望む 思い や り の 無い 迫害 する 熱狂 に 対し て 抗議 
の みす る 権利 で あっ た 。 

They claumed the right to douDt, the right to have less religion than 
others, or ever to haVe none at al: 

プロ テス タン ト は 、 宗 教 に 不信 を 抱く 権利 、 他 人 より も 少な い 信 心 を 抱く 権利 や 、 全 く 
信心 を 持た な い 権 利 す ら 主 張 し た 。 

they haVe shed their blood for that sad privilege: 

プロ テス タン ト は 、 少 な い 信 心 を 抱く 権利 と いう 情け な い 特 権 の た め に 、 血 を 流し た 。 
they conduered it, they DoSSeSss 1t: 

プロ テス タン ト は 、 少 な い 信心 を 抱く 権利 を 勝ち 取っ て 所 有 し て いる 。 

Dut 

し か し 、 

they will not take away from us that of pitying them and 1oving them. 
プロ テス タン ト は 、 カ トリ ッ ク 教 徒 が プロ テス タン ト に 同情 し て 思い や る 権利 を 奪わ な 
いで あろ う 。 

When the need to believe again takes them, 

プロ テス タン ト の 心 を 信じ た い 欲求 が 占め た 時 、 

when their heart revolts against the tyranny of a falsified reason when 
they Decome tred of the empty aDstractions of their arDitrary dogma, of 
the Vague oDservances Of their ineffectiVe worshiD: 

プロ テス タン ト の 心 が 、 プ ロ テ ス タン ト と いう 無力 な 宗教 へ 曖昧 に 従う 放心 状態 に 
飽き て 、 プ ロ テ ス タン ト の 根拠 の 無い 教義 に よる 放心 状態 に 飽 き て 、 プ ロ テ ス タン ト 
の 虚偽 の 論理 に よる 横暴 に 反感 を 抱い た 時 、 

when their commuruon without the real presence, ther churches 
wthout divimity, and their morality without grace fimally frighten them: 
プロ テス タン ト の 交流 に 現実 の 存在 感 が 無く 成り 、 プ ロ テ ス タン ト の 教会 に 神 性 が 
無く 成り 、 つ い に 、 神 の 思い や り を 与え られ て いな い プ ロ テ ス タン ト の 倫理 道 術 が プ 
ロ テ ス タン ト を 脅かし た 時 、 

when they are sick with the nostalgia of God - 

プロ テス タン ト が 神 を 信じ る 事 の な つか し さ で 心 を 病 ん だ 時 、 

wll they not rise upD hke the prodigal son, amd come to throw 
themselves at the feet of the successor of Peter saying: "Father we have 
snned against heaven and in thy sight, amd We are no more Worthy to 
be called thy sons, Dut count us among the humDlest of thy serVants"? 
プロ テス タン ト は 、 ル カ に よる 福音 15 章 11 節 か ら 32 節 の 「 放 薄 息 子 」 の 様 に 悔い 
改め て 復活 し て 、「 父 で ある 神 よ 、 神 に 対し て 、 神 の 目 の 前 で 、 プ ロ テ ス タン ト は 、 神 へ 
の 不信 を 抱く と いう 罪 を 犯し て きま し た 。 プ ロ テ ス タン ト は 、 も う 『 神 の 子 』 と 呼ば れる 
に 値 し ませ ん 。 け れ ど も 、 神 よ 、 ど うか プロ テス タン ト を 『 神 の 最も 卑しい 下僕 』 と し て 
数 えて くだ さい 。」 と 話し て 、 使 徒 ペ トロ の 後継 者 で ある カト リッ ク の 法王 の 足元 に 身 
を 投げ 出し に 来 な いか ? は い ! 


We will not speak of the criticism of Voltaire. 


カト リッ ク 教 徒 は 、 ヴ ォ ル テー ル の 批判 の 詳細 に つい て 話す つも り は 無い 。 

That great rmind was dominated Dy an ardent loVe of truth and justice, 
ヴォ ル テ ー ル と いう 偉人 は 、 真 理 と 正義 へ の 熱烈 な 愛 に 支配 され て いた 。 

Dut 

7 。 

he lacked that rectitude of heart 

ヴォ ル テ ー ル は 、 心 の 正しい 判断 力 に 欠け て いた 。 

which the intelligemce of faith giVes. 

神 を 信じ る 知 は 、 心 の 正しい 判断 力 を 与え る 。 

Voltaire could not admit faith, 

ヴォ ル テ ー ル は 、 宗 教 を 認め る 事 が で き な か っ た 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

he did not kmow how to love. 

ヴォ ル テ ー ル は 、 思 いや る 方 法 を 知ら な か っ た 。( キ リス ト 教 の 教え と は 、 思 いや る 方 
法 で ある 、 と 言え る 。) 

The spirit of charity did not reveal itself to that soul which had no 
tenderneSS, 

思い や り の 精神 は 、 思 いや り が 無い ヴォ ル テ ー ル の 魂 に 、 思 いや り を 啓示 し な か っ た 。 
and he Ditterly criticized the hearth of which he did not feel the 
warmth, and the lamp of which he did not see the Hght. 

ヴォ ル テ ー ル は 、 ヴ ォ ル テー ル が 心 の 暖か さ を 感じ られ な か っ た 家庭 の 団 疫 と 、 ヴ ォ 
ル テ ー ル の 心 の 目 が 光明 を 見 い 出せ な か っ た ラン プ で ある キリ スト 教 を 、 激 し く 批 
し で じ ま っ た 。 

If religion were such as he saw it, he would have Deen a thousand tmes 
right to attack it, and one would De obliged to fall on one's knees Defore 
the heroism of his courage. 

仮に 、 宗 教 が ヴォ ル テ ー ル が 誤解 し た 様 な 代物 で あれ ば 、 ヴ ォ ル テー ル は 宗教 を 品 
撃 す る 権利 を 千 倍 持っ て いた で あろ うし 、 宗 教 を 口 撃 す る ヴォ ル テ ー ル の 勇気 ある 
英雄 的 行為 の 前 に 人 は ひざ まず く 事 を 余儀 な くさ れ た で あろ う 。 

Voltaire would De the Messiah of good sense, the Hercules destructor of 
fanaticlsm. … 

仮に 、 宗 教 が ヴォ ル テ ー ル が 誤解 し た 様 な 代物 で あれ ば 、 ヴ ォ ル テー ル は 良識 へ の 
救い 主 、 和 狂信 の 破壊 者 へ ヘラクレス に 成っ た で あろ う .…。 

But 

し か し 、 

he laughed too much to understand Him who said: "Happy are they 
who weeD,“ 

ヴォ ル テ ー ル は 、 マ タイ に よる 福音 5 章 4 人 節 で 「 悲 し し で いる 人 は 幸い で ある 。」 と 話 
し て いる 人 に 成っ た 神 イ エス を 理解 する に は 、 イ エス を 笑い も の に し 過ぎ て し まっ た 。 
and the philosophy of laughter wl never have anything in common 
with the religion of tears. 


ヴォ ル テ ー ル と いう キリ スト 教 を 笑い も の に し た 哲学 者 は 、 涙 に つい て の 宗教 で ある 
キリ スト 教 と 共通 点 を 持つ 気 が 無 か っ た 。 

Voltaire parodied the Bible, dogma and worship: and then he mocked 
and insulted that parody. 

ヴォ ル テ ー ル は 、 聖 書 の 言葉 、 キ リス ト 教 の 教え の 言葉 、 信 心 に よる 言葉 を 改悪 し 、 
笑い も の に し て 傷 辱 し て し まっ た 。 

Only those who recogmize religion in Voltaire's parody carl take offence 
at it. 

ヴォ ル テ ー ル の 改悪 し た 聖書 な どの 言葉 に よっ て キリ スト 教 を 誤認 し た 人 だ けが 、 キ 
リス ト 教 に 対し て 怒 れ る の で ある 。 

The Voltaireans are hke the frogs in the fable 

ヴォ ル テ ー ル 派 は 、 イ ソ ッ プ 二話 の 、 神 ユピテル へ 王 を 与え る 様 に 求め た カエ ル の 群 
れ と 似 て いる 。 

who leap upon the log, and then make fun of royal majesty. 

イソ ッ プ 二話 の カエ ル は 、 神 ユピテル が 王 と し て 与え た 丸太 が 大 人 し いと 知る と 、 王 
で ある 丸太 の 上 に 飛び 乗っ て 笑い も の に し た 。 

They are at 0 to take the log for a king, 

ヴォ ル テ ー ル 派 が 、 キ リス ト 教 と いう 大 人 し い 丸 太 が 笑い も の に し て よい 王 で ある と 
誤解 する の は 自 由 で ある 。 

they are at iperty to make once more that Roman caricature of which 
Tertullian once made mrth, that which represented the God of the 
Christians under the figure of a man with an ass's head. 

ヴォ ル テ ー ル 派 が 、 か つて テル トゥ リア ヌス が 笑い も の に し た 、 ロ バ の 頭 を 持つ 人 の 
姿 を し た 偽 の 神 が キ リス ト 教 の 神 と し て 誤っ て 描か れ て いる ロー マ の 風刺 画 を 再生 
する の は 自由 で ある 。 

Christans will shrug their shoulders when they see this kmavery, amd 
pray God for the poor ignorants who imagine that they insult them. 

キリ スト 教徒 は 、 ヴ ォ ル テー ル 派 の 非行 を 見 て 肩 を すく め 、 キ リス ト 教 徒 を 辱め る 事 
が で きた と 誤っ て 思い 込ん で いる 気の毒 な 愚者 の た め に 神 に 祈る 。 

M.the Count ]oseph de Maistre, after having, in one of his most 
eloquent paradoxes, repDreserted the hangman as a sacred Deimg, amd a 
permanent incarnation of divime justice uDon earth, suggested that one 
should raise to the old man of Ferney a statue executed Dy the 
hangman. 

ジョ ゼ フ ド メー スト ル 伯 爵 は 、 雄 弁 な 逆説 の 1 つ で 絞首刑 執行 人 を 地上 に お ける 
神 の 正義 の 永遠 の 化身 と いう 神聖 な 存在 と し て 表現 し て 、 フ ラン ス の フェ ルネ ヴォ 
ル テ ー ル で 「 フ ェ ル ネ の 家長 」 と 呼ば れ て いる フェ ルネ を 発展 させ た 恩人 で ある 老人 
ヴォ ル テ ー ル の た め に 、 絞 首 刑 執行 人 が 絞首刑 を 執行 し て いる 姿 の 像 を 建て る 様 
に 人 へ 提案 し た 。 

There is depth in this thought. 

ジョ ゼ フ ド メー スト ル 伯 爵 の 考え は 深い 。 


Voltaire, in effect, also was, in the world, a Deimg at the same tme 
providentlal and fatal, endowed with insensiDihty for the 
accomplishment of his terrible functions. 

実際 に 、 ヴ ォ ル テー ル も 、 こ の 世 で 、 神 が 与え た 明 散 する べき 働き を 果たす た め に 、 
神 が 無 感覚 な ほど の 冷酷 さ を 与え た 、 神 意 的 な 存在 で あっ た 、 と 共に 、 死 を も た ら す 
存在 で あっ た 。 

He was, in the domain of intelligence, a hangman, an extirminator 
armed Dy the justice of God Himself. 

ヴォ ル テ ー ル は 、 知 の 領域 、 哲 学 の 領域 に お いて 、 神 の 正義 で 武装 し た 、 絞 首 刑 執 
行人 、( 悪 人 を 自滅 させ る ) 害 虫 駆除 業者 で あっ た 。 

God sent Voltaire Detween the century of Bossuet and that of Napoleon 
in order to destroy everything that separates those two gemiuses and to 
urute them in one alone. 

神 は 、 神 学者 ボド シュ エ の 精神 と ナポレオン の 精神 と いう 2 つの 精神 を 分 像 させ る も 
の を 減 ぼ し て 、 神 学者 ボ シ ュ エ の 精神 と ナポレオン の 精神 と いう 2 つの 精神 を 唯一 
に 統一 する た め に 、 神 学者 ボ シ ュ エ の 17 世紀 と ナポレオン の 19 世紀 の 間 の 18 世 
紀 に ヴォ ル テ ー ル を この 世に 派遣 し た 。 

He was the Samson of the spirit, always ready to shake the columns of 
the temple: 

ヴォ ル テ ー ル は 、 神 殿 の 2 つの 柱 を 揺さぶる 覚悟 が 常に ある 、 精 神 に お ける サム ソ 
ン で あっ た 。 

but in order to make him turn in spite of himself the mil of religious 
progress, Providence made him blind of heart. 

ヴォ ル テ ー ル が 知ら ず に 、 ヴ ォ ル テー ル が キリ スト 教 の 進歩 の た め の 石 臼 に 変わ る 
様 に 、 神 意 は 、 ヴ ォ ル テー ル の 心 を 盲目 に し た 。 


ARTICLE V 


第 5 条 

SOLUTION OF THE LAST PROBLEM 

最後 の 問題 の 解決 。 宗 教 と 迷信 の 間 に 境 界 線 を 引く 事 と 、 奇 跡 と 驚異 現象 の 論理 
を も た ら す 事 。 


TO0 SEPARATE RELIGTION FROM SUPERSTTTION AND FANATTCISM 
宗教 と 、 迷 信 と 狂信 の 区 別 


SUPERSTITION, from the Latim word "superstes," 

「 迷 信 」 を 意味 する superstition の 語源 は ラテ ン 語 で 「 上 に 立つ も の 」、「 生 き 残 っ 
た も の 」 を 意味 する superstitio で ある 。 

SUTV1VIm8, 1s the sign which surVives the idea which it represents: 
意味 の 死後 も 残存 し て いる 形骸 化し た 迷信 と は 、 意 味 で ある 概念 の 死後 も 残存 し て 
いる 形骸 化し た 象徴 で ある 。 

it is the form preferred to the thimg, 

迷信 と は 、 概 念 よ り も 好ま れ た 形骸 化し た 形 で ある 。 

the rite wrthout reasoT, 

迷信 と は 、 論 理 無し の 形骸 化し た 儀式 で ある 。 

faith become insensate through isolatmg itself. It is in conseduence the 
COTDSe Of relig1on, 

分 像 し て 孤立 し て いる 信仰 は 、 無 感覚 に 成り 、 結 果 と し て 、 迷 信 と いう 死体 に 成り 果 
て て し まう 。 迷 信 は 、 分 像 し て 孤立 し て 無 感覚 に 成っ て 死ん だ 、 信 仰 の 死体 で ある 。 
the death of life, 

迷信 と は 、 舎 の 死 で ある 。 

stupefaction suDstituted for inspiration. 

迷信 と は 、 霊 感 の 劣悪 な 代替 と し て の 、 麻 痺 状態 で ある 。 

Fanatlc1sm 1S SUDerstition Decome Dass1onate, 

狂信 と は 、 熱 往 し て いる 迷信 で ある 。 

its name comes from the word "fanum," which signifies "temple," 

「 狂 信 」 を 意味 する fanaticism の 語源 は ラテ ン 語 で 「 神 殿 」 を 意味 する fanum で 
ある 。 

it is the temple put in place of God! 

狂信 と は 、 神 の 劣悪 な 代替 と し て の 、 神 殿 と いう 形骸 化し た 物質 へ の 偶像 崇拝 で あ 
る 。 

it is the human and temporal interest of the priest suDstituted for the 
honour Of priesthood!, 

狂信 と は 、 祭 司 の 務め の 栄光 の 劣悪 な 代替 と し て の 、 聖 職 者 へ の 人 間 的 な 俗 な 好 
奇 心 で ある 。 

the wretched passion of the man exploitmg the faith of the believer 


人 は 、 劣 悪 な 熱狂 に お いて 、 信 者 と し て の 信心 を 悪用 する 。 

In the fable of the ass 1oaded with relics, La Fontaine tells us that the 
anmmal thought that he was Deing adoredi 

二話 で ラ フォ ン テ ー ヌ は 、「 敬礼 さ れる 聖 遺物 を 背負 っ た ロバ は 、『 ロ バ 自 身 が 敬礼 
され て いる 。』 と 誤っ て 思い 込ん だ 。」 と 話し て いる が 、 

he did not tell us that certain people indeed thought that they were 
adoring the amumal. These people were the superstitOUS. 

二話 で ラ フォ ン テ ー ヌ は 、「 実 際 に 、 何 人 か は 、『 迷 信 家 は 、 聖 遺物 より も 、 聖 遺物 を 
育 負 っ た ロバ 自体 を 偶像 崇拝 し て いる 。』 と 考え た 。」 と は 思い 至ら ず 、 話 せな か っ た 。 
If anmy one had laughed at their stupidity, he would Very hkKely have 
Deen assassinated!, 

仮に 、 人 が 、 迷 信 家 の 竹 患 を 括 い も の に し た ら 、 迷 信 家 で ある 狂信 者 に よっ て 殺さ れ 
る 事 も 正 に あり 得る で あろ う 。 

for 

な ぜ な ら 、 

from superstition to fanaticism is only one steD. 

迷信 か ら 狂 信 ま で は 、 た っ た 一 歩 の 近 さ で ある 。 

SuDerstition is religion Interpreted Dy stupidity: 

迷信 と は 、 愚 者 で ある 狂人 が 曲解 し た 信仰 で ある 。 

fanattcisTm is religion serVving as a Dretext to fury, 

狂信 と は 、 怒 る 口実 と し て 悪用 され て いる 信仰 で ある 。 

Those who intenttonally and mahciously confound religion itself with 
SuDerstition and fanaticlsm, Dorrow from stupidity its Dhimd prejudices, 
意図 し て 悪意 を 持っ て 宗教 を 迷信 や 狂信 と 混同 する 人 は 、 盲 目的 な 先入観 を 狂 愚 
か ら 盗 用 し て いる 。 

and 

また 、 

would Dorrow Derhaps in the same way from fanattcismm its injustices 
and angerSs. 

多分 、 同 様 に 、 意 図 し て 悪意 を 持っ て 宗教 を 迷信 や 狂信 と 混同 する 人 は 、 不 公正 と 
即 り を 和 狂信 か ら 盗 用 し て いる の で ある 。 

Inquisitors or Septembrisors( = slaughterers in "SeptemDer Massacres" 
of "French Revolution"), what matter names? 

宗教 裁判 官 ど も に し ろ 、「 フ ラン ス 革 命 」 の 「 九 月 虐殺 」 の 虐殺 者 ども に し ろ 、 名 前 は 
問題 で は な い ! 

The religion of esus Christ condemns, and has always condermnedl 
aSSaSS1TS. 

イエ ス キリ スト の キリ スト 教 は 、 殺 人 を 常に 非難 し て きた し 非難 する 。 


RESUME OF THE FIRST PART 
第 1 部 の 要約 


IN THE FORM OF A DIALOGUE 
対話 形式 で 


FAITH, SCIENCE, REASON. 
信心 、 人 知 、 人 の 理性 の 対話 


SCIENCE. You wl never make me Delieve in the existence of God. 

人 知 「 信 心 は 神 の 存在 を 人 知 に 信じ させ る 事 が で き な い で あろ う 。」。 

FAITH. You haVe not the privilege of Delieving, Dut you wl never DrOVe 
to me that God does not exist. 

信心 「 人 知 に は 信じ る と いう 3 特権 は 無い が 、 人 知 は 神 の 不在 を 信心 に 証明 で き な 
い 。」。 

SCIENCE. In order to proVe It to you, I must first know what God 1S. 

人 知 「 神 の 不在 を 信心 に 証明 する た め に は 、 神 と は 、 ど の よう な 存在 で ある か 、 と い 
う 定 義 を 先 に 知る 必要 が 有る 。」。 

FAITH. You wl never know it. TTF you kmew 1it, yOu Could teach it to me: 
and when 1 knew it, I should no 1onger believe 1t. 

信心 「 人 知 は 、 神 と は 、 ど の よう な 存在 で ある か 、 知 る 事 は 無い で あろ う 。 も し 人 知 が 、 
神 と は 、 ど の よう な 存在 で ある か 、 知 っ て いた ら 、 人 知 は 、 神 と は 、 ど の よう な 存在 で 
ある か 、 信 心 に 教え る 事 が で きた は ず で ある 。 信 心 が 、 神 と は 、 ど の よう な 存在 で ある 
か 、 知 っ た ら 、 も う 信 心 は 、 神 を 信じ る 必要 が 無い 。」。 

SCIENCE. Do you then Delieve without knowimg what you Delieve? 

人 知 「 信 心 は 、 信 じ て い る も の を 知ら な いで 、 信 じ て い る の で すか ?」。 

FAITH. Oh, do not let us play with words! 

信心 「 お お っ ! 言 葉 遊 び を する な か れ ! 

It is you who do not kmow what I DelieVe, 

人 知 こそ 、 信 心 が 信 じ て い る も の を 知ら な い 。 

and 1 DelieVe it preclsely Decause you do not know 1t. 

人 知 は 神 を 知る 事 が で き な い の で 、 正 に 、 信 心 は 神 を 信じ て いる の で ある 。 

Do you Dretend to De infimite? 

人 知 は 無限 で る る ふり を する の で すか ? 人 知 は 有限 で ある の に ? 

Are you n0Ot stODDed at every steD Dy mystery? 

神秘 に よっ て 、 人 知 は 全て の 歩み を 止め な い の で すか ? 

Mystery is for you ar infimite igmorance which would reduce to nothing 
yOUr fimite knowledge, if I did notillumime it with my Durming 


asplrations: and it, when you say "Ino 1onger kmow," I did not cry, "As 
for me, I Degin to Delieve." 

も し 信心 が 燃え て いる 向上 心 で 神秘 を 明か さ な い と 、 も し 人 知 が 『 神 を 知る 事 が で 
さき さ な い 。』 と 話し た 時 に 信心 が 『 人 知 に は 神 を 知る 事 が で き な い の で 、 信 心 は 神 を 信 
じ 始 め る 。』 と 叫ば な いと 、 神 秘 は 、 人 知 の 有限 の 知 を 何 も 減衰 させない 、 人 知 に と っ 
て は 無限 の 未知 の まま で ある 。」 。 

SCIENCE. But your aspirations and their oDject are not (and camnot De 
for me) anything Dut hypotheses. 

人 知 「 信 心 の 向上 心 と 、 信 じ る 対象 は 、 仮 定 で し か な い 。( 人 知 に と っ て は 、 信 心 の 向 
上 心 と 、 信 じ る 対象 は 、 仮 定 で し か あり 得 な い 。)」。 

FAITH. DouDtless, Dut they are certainties for me, 

信心 「 疑 い 無く 、 信 心 に と っ て は 、 信 心 の 向上 心 と 、 信 じ る 対象 は 、 確 実 な も の で ある 。 
SITCe 

な ぜ な ら 、 

without those hypotheses 1 should De doubtful even about your 
CertalmtleSs. 

信心 の 向上 心 と 、 信 じ る 対象 と いう 仮定 が 無い と 、 人 知 に お いて 確実 な も の に つい 
て すら 信心 に は 疑わ し く 成 っ て し まう 。」。 

SCIENCE. But if you begin where I stop, you Degin always too rashIy and 
too soO1. 

人 知 「 も し 人 知 が あき ら め る 所 か ら 信 心 が 始 め る の で あれ ば 、 信 心 は 常に 早々 に 余 
り に も 軽率 に 始め る 事 に 成る 。 

My progress Dears witness that I am eVer adVanclmg. 

人 知 の 進歩 は 証拠 を も た ら す 。 人 知 は 、 人 知 の 進歩 が も た ら す 証拠 を 常に 向上 させ 
て 行く 。」。 

FAITH. What does your progress matter 1 am always walking in front 
Of VOu? 

信心 「 信 心 が 常に 人 知 の 前 を 進ん で 行く の で あれ ば 、 人 知 の 進歩 は 信心 と は 無 関 
係 で は ?」。 

SCIENCE. You, walking! Dreamer of eternity, you have disdaimed earth 
too much: your feet are Demumbed. 

人 知 「 信 心 が 、 進 む ?! 信 心 は 、 永 遠 の 夢 想 家 で ある 。 信 心 は 地 を 軽視 し 過ぎ で ある 。 
信心 の 足 は 麻痺 し て いる 。」。 

FAITH. Imake my children carry me. 

信心 「 信 者 は 信心 を 伴っ て 進ん で 行く 。」。 

SCIENCE. They are the Dlimnd carrying the Dlmd: Deware of preciplces! 
人 知 「 信 者 は 、 盲 人 で あり 、 盲 人 を 導い て いる 。 せ い ぜ い 危険 な 断崖 絶壁 に は 注意 
し な さい !」。 

FAITH. No, my children are Dy no means Dlhmdi: 

信心 「 い いえ 。 信 者 は 、 盲 人 に は 成り 得 な い 。 

on the contrary, they emjoy twofold sight: 

逆 に 、 信 者 は 、 人 知 と 信心 と いう 2 通り の 観点 を 楽し む 。 

they see, Dy thine eyes, what thou canst show them upon earth, 


人 知 に よる 観点 に よっ て 、 信 者 は 、 人 知 が 地上 で 見 せる 事 が で きる も の を 見 る 。 
and they contemplate, Dy mme, what 1 show them in Heaven. 
信心 に よる 観点 に よっ て 、 信 者 は 、 信 心 が 天 で 見 せる も の を 観 じ て 熟考 する 。」。 
SCIENCE. What does Reason thmk of it? 

人 知 「 人 の 理性 は 、 ど う 思 う ?」。 

REASON. 1 think, my dear teachers, that you illustrate a touching faDle, 
that of the blind man and the paralytc. 

人 の 理性 「 人 知 と 信心 と いう 景 散 する べき 教師 達 よ 、 人 の 理性 は 、( 信 心 に よる ) 心 に 
触れ る 盲人 の 例え 話 や 足 が 麻 痺 し て いた 中 風 患 者 の 例え 話 を 、 人 知 が 実例 で 明 ら 
か に し て くれ る 、 と 思っ て いる 。 

SclenCe TeDroaches Faith with not knowing how to walk upon the earth, 
人 知 は 、『 信 心 は 、 地 上 の 歩き 方 を 知ら な い 。』 と 非難 する 。 

and Faith says that Science sees nothing of her aspirations and of 
eternity in the sky. 

信心 は 、『 天 に お ける 、 信 心 に よる 向上 と 、 永 速 に つい て は 、 人 知 の 目 に は 見 えて い 
な い 。』 と 話し て いる 。 

Instead of quarrellhmg, Science and Faith ought to umite: 

人 知 と 信心 は 、 言 い 争 う 代 わり に 、 一 致 協力 する べき で ある 。 

let Science carry Falth, 

人 知 は 、 信 心 、 倫 理 を 伴っ て 進み まし ょ う 。 

and let Faith console Sclence Dy teaching her to hope and to love! 
信心 は 、 希 望 と 思い や り を 人 知 に 教え て 、 人 知 を 慰め まし ょ う 。」。 

SCIENCE. It is a fime ideal, Dut Utopian. 

人 知 「 人 知 と 信心 の 一 致 協力 は 、 良 い 理想 で は ある が 、 非 現実 的 で ある 。 

Faith wl tell me aDsurdities. 

信心 は 、 人 知 に 不作 理 を 教え る で あろ う 。 

1 prefer to walk without her 

人 知 は 、 信 心 無 し で 進む 事 を 選ぶ 。」。 

FAITH. What do you call aDsurdites? 

信心 「 人 知 が 不条理 と 呼ぶ も の は 何で すか ?」。 

SCIENCE. 1 call aDsurdites proposltons contrary to my demonstrations: 
人 知 「 人 知 の 実例 に 反する 信心 の 考え を 、 人 知 は 不 衝 理 と 呼ん で いる 。 

as, for exaTmple, that three make one, that a God has Decome manl, 
例え ば 、『 神 の 三位一体 と し て 、 数 3 は 数 1 で ある 。』 事 、『 イ エス と し て 、 神 が 人 に 
成っ た 。』 事 、 と いっ た 様 な 事 で ある 。 

thatis to say 

言い 換え る と 、 

that the Infinite has made itself finmite, 

『 無 限 の 者 で ある 神 が 有 限 を 形成 し て いる 。』 事 、 

that the Eternal diedl 

『 無 限 の 者 で ある 永遠 の 者 で ある 神 が ( ま と っ て いた 肉体 が ) 死 ん だ 。』 事 、 

that God pumished his innocent Son for the sim of guilty men. … 


『 父 で ある 神 が 、 無 罪 で ある 神 の 息子 イエ ス を 、 有 罪 で ある 人 の 罪 の 身代わり と し て 、 
十字 架 刑 と いう 苦し い 目 に 遭わ せ た 。』 事 な ど で あ る .…。」。 

FAITH. Say no more aDout 1t. 

信心 「 も う 人 知 は 神秘 に つい て 語ら な いで くだ さい 。 

As emumciated Dy YOU, 

すでに 語ら れ た 様 に 、 

these Dropositions are in fact aDsurdities. 

実際 、 神 秘 の 事柄 は 、 不 条 理 で ある 。 

Do you know what is the numDer of God, you who do not kmow God? 
神 に つい て 知ら な い 人 知 は 、 神 の 数 と は 何 か 知 っ て いる の か ? 

Can you reason aDout the operations of the unknown? 

人 知 は 、 未 知 の も の か ら の 作用 に つい て 論理 的 に 判断 で きる の か ? 

Can you understand the mysteries of charity? 

人 知 は 、 思 いや り の 神秘 を 理解 で きる の か ? 

1 must always De aDsurd for yoUui: 

常に 、 信 心 は 、 人 知 に と っ て は 不条理 で ある 。 

for 

な ぜ な ら 、 

you understood them, my affirmations would De aDsorDed Dy your 
theorems: 

も し 人 知 で 神秘 を 理解 で きた ら 、 人 知 に よる 原理 は 、 信 心 に よる 断言 を 飲み 込ん で し 
まう 。 

1 should De you, and you would De me: or to put it better 1 should no 
longer exiSt, 

も し 人 知 で 神秘 を 理解 で きた ら 、 人 知 と 信心 の 差異 が 無く 成る 、 と 言う より は 、 も っ と 
良く 言え ば 、 信 心 が 存在 で き な く 成っ て し まう 。 

and Reason, in the presence of the infirute, would halt, bhinded for 
eVermmore Dy yoOur douDts, which are as imfimite as SDaCe. 

人 の 理性 は 、 無 限 の 者 で ある 神 の 前 で は 迷っ て し まう で あろ うし 、 人 知 に よる 、 空 間 
と 同じ くら い 無 限 な 疑問 に よっ て 永遠 に 盲目 に 成っ て し まう で あろ う 。」。 

SCIENCE. At least, you should never usuTD my authority, or g1Ve mme the 
lie in my own domainms. 

人 知 「 少 な く と も 、 信 心 は 人 知 の 権限 を 侵害 する べき で は な い 。 ま た 、 信 心 は 人 知 の 
分 野 で は 人 知 が 虚偽 で ある と 非難 する べき で は な い 。」。 

FAITH. TI have neVer done so, and TI Could neVver dO s0. 

信心 「 信 心 は 、 人 知 を 侵害 し た 事 は 無い し 、 人 知 を 侵害 で き な い 。」。 

SCIENCE. So! 

人 知 「 そ れ で は ! 

You have neVver Delieved, for example, that a virginm Could Decomme a 
mother wlthout ceasimg to De a virgin in the physical, natural, DOs1t1Ve 
order of things, in spite of all the 1aws of Nature: 

例え ば 、『 物 質 の 物理 的 な 自然 な 現実 の 秩序 の 中 で 、 自 然 の 法 に も か か わら ず 、 処 
女 マ リア は 処女 の まま 聖母 に 成っ た 。』 と 信心 は 信じ た 事 が 無い の で すね 。 


you do not affirm that a piece of Dread is not only a God, Dut a real 
human Dody wrth its Dones and its Veins, its Organs, 1ts Dloodi: 

『 一 欠片 の 聖体 の パン は 、 人 に 成っ た 神 イ エス だ け で は な く 、 骨 、 血 管 、 器 官 、 血 を 
伴っ た 現実 の 人 イエ ス の 肉体 で も ある 。』 と 信心 は 断言 し な い の で すね 。 

such, in short, that you make of your children who eat this Dread a Hittle 
raCe Of canmibals. 

要約 する と 、『 聖 体 の パン を 食べ た 信者 を ある 種 の 人 食い 人 種 に する 。』 様 な 事 を 信 
心 は 断言 し な い の で すね 。」。 

FAITH. There is not a single Christian who would not De revolted Dy 
what you havVe just said. 

信心 「 人 知 が か た っ た 事 に 、 反 感 を 覚え な い キ リス ト 教 徒 は いな い 。 

That sufficiently proVves that they do not understand my teachings in 
{this DositiVe and groSs senSe. 

人 知 が か た っ た 事 は 、 人 知 が 信心 の 教え の 実際 の 大 ま か な 意 味 を 理解 し て いな い 
事 を 十分 に 証明 し て いる 。 

The supernatural which 1 affirm is abDove Nature, and conseduently 
Could neVer ODDOse itself to her: 

信心 が 断言 する 超自然 的 な 物事 は 、 自 然 を 超越 し て いる の で 、 結 果 、 自 然 に 反し な 
い 。 

the words of Faith are understood only Dy Faith: 

信心 だ けが 、 信 心 に よる 言葉 を 理解 で きる 。 

Sclentce has only to repeat them to DerVert ther DroDer senSe. 

人 知 は 、 信 心 に よる 言葉 を 、 真 意 を 誤 般 し て 、 く り 返 す だ け に 違い な い 。 

1 employ these words Decause 1 have no others: 

信心 は 、 他 に 無い の で 、 人 知 の 既知 の 言葉 を 用 いて いる 。 

Dut 

し か し 、 

since you fimd my remarks aDsurd, you should conclude from that that 1 
g1Ve to the same words a meamng which escapes YOU. 

人 知 は 、『 信 心 に よる 言葉 は 不条理 で ある 。』 と 感じ る の で あれ ば 、『 信 心 は 、 人 知 が 
と ら え られ な い 意 味 を 人 知 の 既知 の 言葉 に 与え て いる 。』 と 判断 する べき で ある 。 
When the Saviour reVealed the dogma of the real presence, did he not 
say: "The flesh profiteth nothimg, Dut my words are spirit and Hife." 

ヨハ ネ に よる 福音 6 章 63 節 で 、 救 い 主 イ エス は 、 現 実 の 存在 に つい て の 教え を 啓 
示す る 時 に 、『( 肉 は 例え で ある 。 霊 感 に と っ て 実際 の ) 肉 は 何 の 役 に も 立た な い 。 私 
イエ ス の 、 言 葉 が 霊 で あり 命 で ある 。』 と 言わ な か っ た か ? 言 っ た ! 

1 do not giVe you the mystery of the incarnation for an anatomical 
phenomenon, 

信心 は 、 人 に 成っ た 神 イ エス の 神秘 を 、 解 剖 学 的 な 現象 と し て は 人 知 に 知ら せ て い 
な い 。 

nor that of transubstantiation for a chemical marmnpulation. 

信心 は 、 聖 体 の パン と 赤ワイン が イエ ス の 血 肉 、 イ エス の 精神 に 『 化 体 』 し て いる 神 
秘 を 、 化 学 的 な 操作 と し て は 人 知 に 知ら せ て いな い 。 


By what right do you exclanm "ADsurd!"? 

人 知 は 、 何 の 権利 で 、『 神 秘 は 不条理 で ある !』 と 叫ぶ の か ? 人 知 に は 『 神 秘 は 不 条 
理 で ある !』 と 判断 する 権利 は 無い ! 

1 donot reason about any ofthe thimgs you kmoWi: 

信心 は 、 人 知 の 既知 の 全て の 物事 に つい て 判断 し な い 。 

by what right do you say that 1 talk umreasonaD1y? 

人 知 は 、 何 の 権利 で 、『 信 心 は 非 論理 的 に 話す 。』 と か た る の か ?」。 

SCIENCE. 1 Degin to understand you, or rather 1 see that 1 shall never 
understand YOU. 

人 知 「 人 知 は 、 信 心 に つい て 理解 し 始め た 、 と 言う より は 、 信 心 に つい て 理解 で き な 
いと 理解 し た 。 

This Deinmg so, let us remain seDarate: 

人 知 は 信心 に つい て 理解 で き な い の で 、 人 知 と 信心 は 離れ た まま で いよ う 。 

1 shall neVver have need of yoUu. 

人 知 は 、 信 心 を 必要 と し な い 。」。 

FAITH. 1 am less proud, and Irecogruze that you may De useful to me 
DerhaDSs. 

信心 「 信 心 は 人 慢 で は な い の で 、 信 心 は 、 多 分 、 人 知 が 信心 の 役に立つ と 認め て い 
る 。 

Perhaps, too, you wl De Very sad and very desperate wlthout me, 
多分 、 信 心 無 し で は 、 人 知 は 非常 に 悲し み 絶望 する で あろ う 。 

and 1 will not leave you unless Reason ConsentSs. 

論理 で ある 神 が 許可 し な い 限 り 、 信 心 は 、 人 知 か ら 離 れる つも り は 無い 。」。 
REASON. Be well 'ware of doing so! 

人 の 理性 「 信 心 か 人 知 の 一 方 だ け に 成ら な い 様 に 良く 注意 し て くだ さい ! 

1 am necessary to Doth of you. 

人 の 理性 に は 、 信 心 と 人 知 の 双方 が 必要 で ある 。 

And 1, what should IT do without yoU? 

人 の 理性 は 、 信 心 と 人 知 無し で 何 が で きる で し ょ うか ? 

In order to De just, 1 need to know and to Delieve. 

正しく 成る た め に 、 人 の 理性 に は 、 知 る 事 と 信じ る 事 が 必要 で ある 。 

But 

存 だ し 、 

1 must neVver Confound what 1 kmow with what I Delieve. 

人 の 理性 は 、 知 っ て いる 事 と 信じ て いる 事 を 混同 し て は いけ な い 。 

To know is to believe no longer: 

知っ て いる 事 は 、 も う 信 じ る 対象 に は 成 れ な い 。 

to DelieVe is not to know as yet. 

信じ る 事 が で きる 対象 は 、 今 は まだ 知ら な い 事 で ある 。 

The oDject of Science is the kmown: 

人 知 の 対象 と 成る の は 、 既 知 の も の で ある 。 

Faith does not occupy 1tself with that,。 and leaVes it all to Science. 
信心 は 、 既 知 の も の に 従事 せ ず 、 既 知 の も の を 全て 人 知 に 任せ る 。 


The oDject of Faith is the unkmowm: 

信心 の 対象 と 成る の は 、 未 知 の も の で ある 。 

ScienCe may seek it, Dut not definme it: 

人 知 は 、 未 知 の も の を 探求 する か も し れ な い が 、 定 義 で き な い 。 

she is then obliged, at least Drovisionally, to accept the defimitions of 
Falth which it is irmpossible for her even to critic1Ze. 

少な く と も 一 時 的 に 、 人 知 は 、 人 知 に は 批判 すら 不可 能 で ある 、 信 心 に よる 定義 を 受 
け 入 れる 事 を 余儀 な くさ れる 。 

OnIy 

し か し 、 

せ Science remnounces Faith, she remounces hope and loVe, 

も し 人 知 が 信心 を 放棄 する の で あれ ば 、 人 知 は 希望 と 思い や り も 放棄 する 羽目 に 
成っ て し まう 。 

whose existence and necessity are as evident for Science as for Faith. 
思い や り の 存在 性 と 必要 性 は 、 信 心 に と っ て 明らか で ある 、 の と 同じ くら い 、 人 知 に 
と っ て 明らか で ある 。 

Fath, as a Dsychological fact, pertains to the realm of Science: 
心理 学 的 な 事実 と し て 、 信 心 は 、 人 知 の 分 野 と 関係 し て いる 。 

and Science, as the manifestation of the light of God within the human 
intelhgence, pertains to the realm of Faith. 

人 の 知性 の 中 に お ける 神 の 光 の 表れ と し て 、 人 知 は 、 信 心 の 分 野 と 関係 し て いる 。 
SClentce amd Faith must then admmt each other respect each other 
mutuallY, suDport each other and Dear each other aid in case of need, 
but without ever encroaching the one MM the other 

その た め 、 人 知 と 信心 は 、 常 に 一 方 が 他方 を 侵害 せ ず に 、 相 互 に 、 認 め 合い 、 長 敬 し 
合い 、 支 え 合 い 、 必 要 な 場合 に は 助け を 与え 合う 必要 が 有る 。 

The means of umitimg them is - never to confound them. 

人 知 と 信心 を 一 致 協力 させ る 方 法 と は 、 人 知 と 信心 を 混同 し な い 事 で ある 。 

Never can there De contradicton Detween them, 

人 知 と 信心 の 間 に は 、 矛 盾 は 存在 で きま せん 。 

for 

な ぜ な ら 、 

although they use the same words,, they do not speak the same 
1amguage. 

人 知 と 信心 が 同一 の 言葉 を 用 いて も 、 人 知 と 信心 は 同一 の 意味 を 話し て いな い 。」。 
FAITH. Oh, we Sister Science: what do you say aDout 1t? 

信心 「 お お っ 、 で は 、 姉 妹 で ある 人 知 よ 、 人 知 と 信心 の 一 致 協力 に つい て 、 ど う 思 いま 
すか ?」。 

SCIENCE. 1 say that we are separated Dy a deploraDle misunderstandimg, 
and that henceforward we shall De able to walk together 

人 知 「『 人 知 と 信心 は 、 悲 し むべ き 誤解 に よっ て 分 像 し て いる が 、 今 後 は 共に 進め 

る 。 』 と 人 知 は 思っ て いる 。 

But 


が し 、 
to which of your different creeds do you wish to attach me? 
信心 は 、 様 々 な 宗教 の うち 、 ど の 宗教 に 人 知 を 結び つけ た いと 望ん で いる の か ? 
Shall I De ]ewish, Catholic, Mohammedan, or Protestant? 
人 知 は 、 ユ ダ ヤ 教 徒 に 成る の か 、 カ トリ ッ ク 教 徒 に 成る の か 、 イ スラ ム 教 徒 に 成る の 
か 、 プ ロ テ ス タン ト に 成る の か ?」。 
FAITH. You wl remain Science, and you will De umiversal. 
信心 「 人 知 は 、 知 の まま で 、 普 遍 に 成る 。」。 
SCIENCE. That is to say, 
人 知 「 言 い 換え る と 、 
CathoHic, if T understand you correctly. 
も し 人 知 が 信心 を 正しく 理解 で き て いれ ば 、 人 知 は 普遍 、 カ トリ ッ ク に 成る の で すね 。 
But 
し か し 、 
what should I thmk of the different religions? 
人 知 は 、 様 々 な 宗教 に つい て 、 ど う 思 うべ き な の で すか ?」。 
FAITH. judge them Dy their worKkSs. 
信心 「 宗 教 ( や 人 ) は 、 行 い に よ っ て 判断 し な さい 。 
SA true Charity 

の 思い や り を 探し な さい 。( 悪 人 は 自分 に 都合 の 良い 人 に 愛想 良く し た り 権 力 者 
13 が 、 悪 人 の 思い や り は 見 せ か け の 偽物 の 思い や り で ある 。) 
SO when you have found her ask her to which religion she Delongs. 

の 思い や り を 見 つけ た ら 、『 真 の 思い や り が 、 ど の 宗教 の 物 で ある か ?』 真 の 思い 
ei EN 」。 
SCIENCE. It is certairly not to that of the Inquisition, and of the authors 
of the Massacre of St. Bartholomew. 
人 知 「 真 の 思い や り は 、 宗 教 裁 判 と 『 サ ン バル テル ミ の 虐殺 』 の 虐殺 者 の 宗教 で あ 
る カト リッ ク で ある キリ スト 教 の 物 で は な い 事 は 確か で すね 。」。 
FAITH. It js to that of St. john the AImoner of St. Francois de Sales, Of St. 
Vincent de Paul, of Feneloru and so many more. 
信心 「 真 の 思い や リ は 、St. john the Almoner、 フ ラン シス コ サレ ジオ 、 ヴ ァ ン サン 
ド ポー ル 、 フ ラン ソ ワ フェ ヌ ロ ン 、 そ の 他 多 数 の 宗教 で ある キリ スト 教 の 物 で ある 。」。 
SCIENCE. Adrmit that if religion has produced much good, she has also 
done much evil. 
人 知 「 も し 宗教 が 多数 の 普 を も た らし た 事 を 認め る の で あれ ば 、 宗 教 は 多数 の 悪 
を 行っ た 事 も 認め な さい 。」。 
FAITH. When one kills in the name of the God who said, "Thou shalt not 
kill," 
信心 「 出 エジプト 記 20 章 13 節 で 『 殺 す な か れ 。』 と 話し て いる 神 の 名 前 を か た っ て 
人 が 殺す 時 、 
when one Dersecutes in the name of Him who commands us to forg1ve 
OUT emermles, 


『( 正 し い 人 で あれ ば 、) 敵 を 許し な さい 。』 と 命じ て いる 人 に 成っ た 神 イ エス の 名 前 を 
か た っ て 人 が 迫害 する 時 、 

when one Dropagates darkKness in the name of Him who tells us not to 
hide the Hight under a Dushel, 

マタ イ に よる 福音 5 章 15 節 で 『 井 (ます ) で 光明 を 隠さ な い 。』 様 に 教え て いる イエ ス 
の 名 前 を か た っ て 、 人 が 闇 を 増殖 させ る 時 、 

1s it juSt to attr1Dute the crime to the very law which condemmns 1t? 

神 の 法 が 正 に 非難 し て いる 犯罪 を 神 の 法 の せい に する の は 正しい で あろ うか ? 
Say, TT you wish to De just, that in spite of religion, much evil has Deen 
done Upon earth. 

も し 正しく あり た いと 望む の で あれ ば 、『 宗 教 が 存在 する に も か か わら ず 、 地 上 で 悪 
人 は 多数 の 悪事 を 行っ て いる 。』 と 話し な さい 。 

But alS0, 

し か し 、 ま た 、 

to how many virtues has it not giVen Dirth? 

宗教 は 多数 の 善行 を も た ら さ な か っ た か ? 

How many are the devotions, how many the sacrifices, of which we do 
not know! 

宗教 は 、 大 衆 が 知ら な い 、 多 数 の 献身 、 多 数 の 自己 犠牲 を も た らし た ! 

Have you counted those noDle hearts, Doth men and womer, who 
remountced all joys to enter the serVice of all sorroWs? 

全て の 悲し い 務 め の 一 細 を 担う た め に 、 全 て の 快楽 を 放棄 し た 男性 と 女性 の 双方 
の 気 高 い 心 を 考慮 に 入れ た か ? 

Those souls devoted to ]aDour and to Drayer 

労苦 と 祈り に 身 を ささ げた 魂 を 考慮 に 入れ た か ? 

who have strewn ther pathways wth good deeds? 

善行 を し て 、 善 行 と 共に 道 に 散っ て 行っ た 人 を 考慮 に 入れ た か ? 

Who founded asylums for orphans and old men, hospitals for the sick, 
retreats for the repentant? 

孤児 と 考 人 の た め の 保護 施 設 、 病 人 の た め の 病 院 、 悔 い 改 め た 人 の た め の 修 道 院 
を 建て た 人 を 考慮 に 入れ た か ? 

These institutions, as glorious as they are modest, are the real Works 
wrth which the annals of the Church are filled: 

孤児 院 と いっ た 、 慎 まし い が 栄 光 に 満ち た 施設 は 、 キ リス ト 教 会 の 歴史 に 満ち あふ 
れ て いる 、 現 実 の 善行 の 業績 で ある 。 

religious Wars and the persecution of heretics Delong to the politcs of 
SaVage CeTttUr1eS. 

宗教 戦争 と 異端 者 へ の 迫害 は 、 未 開 の 時 代 の 政治 に よる 物 で ある 。 

The heretics, moreoVver, were themselVes murdererS. 

さら に 、 異 端 者 も 、 殺 人 者 で あっ た 。 

HavVe you forgotten the Durning of Michael SerVvetus 

プロ テス タン ト に よる 、 ミ シェ ル セル ヴェ へ の 私 刑 の 火 刑 を 忘れ た の か ? 


and the massacre Of our DriestSs, renewed! stll in the name of humaruty 
and reason, Dy the revolutionaries who hated the Inguisition and the 
Massacre of St. Bartholomew? 

宗教 裁判 と 『 サ ン バル テル ミ の 虐殺 』 を 憎ん だ プロ テス タン ト の 革命 家 に よる 、 依 
然 と し て 、 人 道 と 理性 の 名 前 に お いて 、 く り 返 され た 、 カ トリ ッ ク の 祭司 へ の 虐殺 を 忘 
れ た の か ? 

Men are always cruel, 1t 1S tYue, 

『 常 に 、 人 は 冷酷 で ある 。』 の は 真実 で ある 。 

Dut 

し か し 、 

only when they forget the religion whose watchwords are Dlessing and 
Dardon. 

『 祝 福 』 と 『 許 し 』 が 合言葉 で ある 宗教 で ある キリ スト 教 の 教え を 人 が 忘れ た 時 だ け 、 
人 は 冷酷 に 成る の で ある 。」。 

SCIENCE. O Faith! Pardon me, then, if I cannot believe: 

人 知 「 お お っ ! 信 心 よ た! それで は 、 も し 人 知 が 信心 を 信じ る 事 が で き な く て も 、 人 知 を 
許し て くだ さい 。 

Dut 

し か し 、 

1 know now why you Delieve. 

今 、 人 知 は 、 な ぜ 信 心 が 神 や 宗教 を 信じ る の か 知り まし た 。 

Irespect your hopes, and share your desires. 

人 知 は 、 信 心 の 希望 を 胃 散 し て 、 望 み を 信心 と 共有 し て いま す 。 

But 

し か し 、 

1 must find Dy seekimg: 

人 知 は 、 探 求 し て 、 発 見 する 必要 が 有る 。 

and in order to seek, 1 must douDt. 

探求 する た め に 、 人 知 は 、 疑 う 必要 が 有る 。」。 

REASON. Work, then, and seek, O Science, Dut respDect the oracles of 
Faith! 

人 の 理性 「 そ れ で は 、 行 動 し な さい ! 探 求 し な さい ! お お っ ! 人 知 よ ! た だ し 、 信 心から 
の 神託 を 明 敬 し な さい ! 

When your doubt leaves a gaD In umiversal enlhghtenment, allow Faith 
to Hill it! 

人 知 に よる 疑い が 普遍 の 光明 の 中 に 穴 を 残し て し まう 時 は 、 信 心 が 穴埋め する 事 を 
許し な さい ! 

Walk distimguished the one from the other 

人 知 と 信心 は 、 分 か れ て 、 進 みな さい 。 

Dut 

だ だ し 。 

learimg the one upon the other 

人 知 と 信心 は 、 互 い に 頼り 合っ て 、 進 みな さい 。 


and 

そう すれ ば 、 

yoOu wl never go astray. 

人 知 と 信心 は 、 迷 わな いで あろ う 。」。 


PART II 
第 2 部 


PHILOSOPHICAL MYSTERIES 
哲学 の 神秘 


PRELIMINARY CONSIDERATTONS 


予備 考 宗 


IT has Deen said that beauty is the splendour of truth. 

美 は 真理 の 輝き で ある 、 と 言わ れ て いる 。 

Now moral Deauty 1s goodmeSSs. 

心 の 美 と は 、 善 で ある 。 

It is Deautiful to De good. 

善 で ある の は 美しい 。 

To De intelligently good, one must De just. 

知 的 に 善 で ある に は 、 人 は 、 正 し く 存 在 す る 必要 が 有る 。 

To De just, one mmust act reasonaDIy. 

正しく 存在 する に は 、 人 は 、 論 理 的 に 行動 する 必要 が 有る 。 

To act reasonaDly, one must have the knowledge of reality. 
論理 的 に 行動 する に は 、 人 は 、 現 実に つい て 知る 必要 が 有る 。 

To have the knowledge of reality, one must have consciousness Of truth. 
現実 に つい て 知る に は 、 人 は 、 真 理 を 意識 し て いる 必要 が 有る 。 

To haVe consclousneSss Of truth, one must haVe an exact notion of Deinmg. 
真理 を 意識 する に は 、 人 は 、 存 在 に つい て の 正確 な 概念 を 所 有する 必要 が 有る 。 
Being, truth, reason and justice are the common OoDjects of the 
researches of science, amd of the aspirations of faith. 

存在 、 真 理 、 論 理 、 正 義 は 、 知 の 探究 対象 に 共通 する 対象 で あり 、 信 心 の 向上 の 対 
象 に 共通 する 対象 で ある 。 

The conceptions, whether real or hypothetical, of a supreme DOWer 
transform justice into Providence: 

現実 で あろ うと 仮定 で あろ うと 、 無 上 の 力 で ある 神 に つい て の 概念 は 、 正 義 を 神意 に 
変え る 。 

and the notion of divimity, from this poimt of VieW, Decommes accessible to 
Sclence herself. 

上 記 の 観点 か ら 、 神 に つい て の 概念 を 知る 事 は 、 知 自体 に 近づき 易く 成る 事 で ある 。 


Sclence studies Being in its partal mamifestation: 

知 は 、 存 在 で ある 神 を 、 神 の 部 分 的 な 表れ に よっ て 、 学 ぶ 。 

faith supposes it, or rather admts it "a Drlori" as a whole. 
信心 は 、 神 を 仮定 する 、 と 言う より は 、 神 を 総合 と し て 「 先 験 的 」 に 認め る 。 


SclenCce seeks the truth in eVerythimg: 

知 は 、 全 て の も の の 中 に 、 真 理 を 探求 する 。 

faith refers everything to an umiversal amd aDsolute truth. 

信心 は 、 全 て の も の を 、 唯 一 普遍 の 絶対 の 真理 に 問い 合わ せる 。 

SClentce records realites in detaL 

知 は 、 現 実 を 詳細 に 記録 する 。 

faith explains them Dy totalized reahty to which science cannot Dear 
wltnmeSS, 

信心 は 、 現 実 の 要約 に よっ て 、 現 実 を 説明 する 。 

to which science canmot Dear WItneSSs, 

知 は 、 信 心 の 現実 の 要約 に 、 証 拠 を 提供 で き な い 、 

Dut 

し か し 、 

which the very existence of the details seems to force her to recogT1Ze 
and to admmt. 

知 に よる 現実 の 詳細 の 記録 の 存在 は 、 知 に 、 信 心 の 現実 の 要約 を 認め ざる を 得 な く 
させ て いる 、 様 に 思わ れる 。 

Sclence suDmits the reasons of persons and things to the umiversal 
mathematical reason: 

知 は 、 人 と いっ た 者 の 理性 を 、 普 遍 の 数 学 的 な 論理 に 従わ せる 。 

faith seeks, or rather suDDOoSseS, an intelligent and aDsolute reason for 
(and above) mathematics themselves. 

信心 は 、 数 学 自体 と し て 、 ま た 、 数 学 を 超越 し た も の と し て 、 知 的 な 絶対 の 論理 を 探 
求 す る 、 と 言う より は 、 知 的 な 絶対 の 論理 を 仮定 する 。 

Sclentce demonstrates ]UStice Dy ]ustness: 

知 は 、 正 確 さ に よっ て 、 正 義 を 実証 する 。 

faith giVes an aDsolute justness to justice, in suDordinatmg it to 
ProVvidenCe. 

信心 は 、 正 義 を 神意 に 従わ せる 事 に よっ て 、 絶 対 の 正確 さ を 正義 に も た ら す 。 
One sees here all that faith borrows from science, and all that science, 
in its turm, 0owes to faith. 

上 記 に よっ て 、 人 は 、 信 心 が 知 の 力 を 借り て いる 事 と 、 知 が 信心 の 力 を 借り て いる 事 
を 全て 理解 する 事 に 成る 。 

Without faith, science 1s circumscribed Dy an aDsolute douDt, 

信心 無し で は 、 知 は 、 絶 対 的 な 疑い に よっ て 制限 され て し まう 。 

and fimds itself eternally penned within the risky empiricism of a 
reaSOrmg SCeDtcls: 

信心 無し で は 、 知 は 、 推 測 的 な 疑い に よる 危険 な 経験 主義 の 中 に 永遠 に 閉じ 込め ら 
れ て し まう 。 

without science, faith constructs its hypotheses at random, 

知 無し で は 、 信 心 は 、 根 拠 無し に 仮定 を 作っ て し まう 。 

and can only Dhmdly prejudge the causes of the effects of which she is 
1gmOrant. 


知 無し で は 、 信 心 は 、 信 心 が 知 ら な い 結 果 か ら 、 原 因 を 盲目 的 に 根拠 無し に 予断 し 
て し まう 。 

The great chain which reurutes science and faith is analogy. 

知 と 信心 を 区 別して か ら 統一 する 大 いな る 針 は 、 類 推 可能 性 で ある 。 

ScienCe 1S oODliged to respect a Delief whose hypotheses are analogous to 
demonstrated truths. 

知 は 、 信 心 の 仮定 が 、 実 証 さ れ た 真理 と 類推 可能 性 が 有る の で 、 信 心 を 明 散 する 事 
を 余儀 な くさ れる 。 

Faith, which attriDutes everything to GodL is oDliged to adrmt sclence as 
beng a natural revelation 

信心 は 、 全 て の も の を 神 に 帰す た め 、 知 が 自然 の 表れ で ある の で 、 知 を 認め る 事 を 
余儀 な くさ れる 。 

which, Dy the partial manifestation of the 1aws of eternal reaso, g1Ves a 
Scale of Droportion to all the aspirations and to all the excursions of the 
soul into the domain of the unknowm. 

自然 の 表れ で ある 、 知 は 、 永 遠 の 論理 の 法 の 部 分 的 な 表れ に よっ て 、 つ り 合 い の 段 
階 を 、 全 て の 向上 心 と 、 未 知 の 領域 へ 踏み 込む 魂 に も た ら す 。 

It is, then, faith alone that can give a solution to the mysteries of 
SC1eTlCe: 

信心 だ けが 、 知 の 謎 に 答え を も た ら す 事 が で きる 。 

and in returr, it is sclence alone that demonstrates the necessity of the 
mysteries Of faith. 

知 だ けが 、 信 心 の 神秘 の 必然 性 を 実証 する 。 

Outside the umnon and the concourse of these two Hing forces of the 
intelligenmce, there is for science nothing Dut scepttcism and desDair for 
faith nothing but rashness and fanaticism. 

知 的 存在 の 、 知 と 信心 と いう 2 つの 生き て いる 力 を 合流 、 結 合 し な いと 、 知 に は 疑い 
と 絶望 し か な く 成 っ て し まい 、 信 心 に は 軽率 さと 狂信 し か な く 成 っ て し まう 。 

ITf faith insults science, she blasphemes: 

も し 信心 が 知 を 冒 済 する と 、 信 心 は 神 を 冒 済 する 事 に 成っ て し まう 。( 知 は 神 の 双子 
の 娘 の 妹 で あり 、 信 心 は 神 の 双子 の 娘 の 姉 で ある 。) 

fscience misunderstand faith, she aDdicates. 

も し 知 が 信心 を 誤解 する と 、 知 は 王位 を 退く 羽目 に 成っ て し まう 。( オ イデ ィ プ ス の 様 
に 。) 

Now let us hear them speak in harmony! 

調和 し て いる 知 と 信心 の 話 を 聞こ う ! 


"Beimg 1S eVeryWwhere," SayS SClenCe, 
知 「 存 在 で ある 神 は 、 全 て の 場所 に 遍 在 する 。」。 


知 「 
it is multiple amd Variable im its forms, 


存在 で ある 神 は 、 神 の 諸 形 態 に お いて は 、 多 様 で あり 、 可 変 で ある 。 

udue In 1ts essenCce, and immutable im its 1aWs. 

存在 で ある 神 は 、 神 の 本 質 に お いて は 唯一 で あり 、 神 の 法 に お いて は 不変 で ある 。 
The relatVe demonstrates the existence of the aDsolute. 

相対 は 、 絶 対 の 存在 を 実証 し て いる 。 

Intellhgence exists in Deing. 

知性 で ある 神 が 存 在 の 中 に 存在 する 。 

Intellhigence arnmates and modifies matter 

知 で ある 神 は 、 命 を 物質 に 与え て 、 物 質 を 変え て いる 。 


」 


"Imtelliigence 1S everywhere," says falth: 

信心 「 知 で ある 神 は 、 全 て の 場所 に 遍 在 す る 。」。 

信心 「 

Life is nowhere fatal 

命 は 、 ど の 場所 で も 死に 至ら な い 。 命 は 、 全 て の 場所 で 死に 至ら な い 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

1t 1S ruled. 

全て の 場所 に 通 在 する 、 知 で ある 神 が 、 命 を 統治 、 保 持 し て 導い て いる 。 

This rule is the expresslon of supreme Wisdom. 

命 の 統治 、 命 の 保持 と 先導 は 、 無 上 の 知 で ある 神 の 表れ で ある 。 命 の 統治 、 命 の 保 
持 と 先導 は 、 無 上 の 知 で ある 神 を 表し て いる 。 

The aDsolute in intelhgence, the supreme regulator of forms, the hving 
ideal of spirits, 1s God. 

知 に お ける 絶対 、 知 に お ける 絶対 者 、 諸 形態 に お ける 無 上 の 調整 者 、 精 神 の 生き て 
いる 理想 、 霊 の 生き て いる 理想 が 神 で ある 。 


」 


"In its identty wth the ideal, Demg is truth," says sclenCe. 

知 「 理 想 と 一 致し て いる 存在 は 真理 で ある 。」。 

"In its identtty with the ideal, truth is God," replies faith. 

信心 「 理 想 と 一 致し て いる 真理 は 神 で ある 。」。 

"In its identity wlth my demonstrations , Deimg is reaHty," Says SclenCe. 
知 「 実 証 と 一 致し て いる 存在 は 現実 で ある 。」。 

"In its identity wlth my legitmate aspiratons, reality 1S my dogma," SayS 
faith. 


信心 「 信 心 の 論理 的 な 倫理 的 な 向上 心 と 一 致し て いる 現実 は 神 の 教え で あり 神 の 
考え で ある 。」。 

"In its identtty wlth the Wordl beimg 1s reason," SayS SclenCe. 

知 「 神 の 言葉 (イエ ス ) と 一 致し て いる 存在 は 論理 で ある 。」。 

"Im its identity with the spirit of charity, the highest reason 1Ss my 
oODedience," says faith. 

信心 「 思 いや り の 精神 と 一 致し て いる 無 上 の 論理 は 神 へ の 従順 と 成る 。」。 

"Im its identtty with the motive of reasonaDle acts, Demg 1S justice," Says 
SC1enC6e. 

知 「 論 理 的 な 行動 の 動機 と 一 致し て いる 存在 は 正義 と 成る 。」。 

"Im its identty with the principle of charity, justice 1s Providence," 
replies faith. 

信心 「 思 いや り の 原理 と 一 致し て いる 正義 は 神意 で ある 。」。 


Subhme harmony of all certainties with all hopes, 

全て の 確信 と 、 全 て の 希望 の 、 無 上 の 調和 ! 

of the aDsolute in intelhgence with the aDsolute in loVe! 

知 に お ける 絶対 と 、 思 いや り に お ける 絶対 の 、 無 上 の 調和 ! 

The Holy Spirit, the spirit of charity, should then concihate all and 
transform all into His own light. 

神 の 聖霊 、 思 いや り の 精神 は 、 全 て の も の を 調和 させ て 、 全 て の も の を 神 の 光 に 変え 
る で あろ う 。 

Is it not the spirit of intelligence, the spirit of science, the spirit of 
COunsel, the spirit of force? 

神 の 聖霊 、 思 いや り の 精神 は 、 知 的 存在 の 精神 、 知 の 精神 、 助 言 の 精神 、 弁 護 者 の 
精神 、 力 の 精神 で は な いか ? は い ! 神 の 聖霊 、 思 いや り の 精神 は 、 知 的 存在 の 精神 、 
知 の 精神 、 助 言 の 精 神 、 井 護 者 の 精神 、 力 の 精神 で ある ! 

"He must come," says the Catholic Hturgy, "and it wl De, as it were, a 
new creation: and He will change the face of the earth." 

カト リッ ク の 祈り で は 「 イ エス の 精神 、 思 いや り の 精神 は 、 必 ず 降 臨 し て 、 言 わ ば 、 新 
し い 創 世 と 成る で あろ う 。 イ エス の 精神 、 思 いや り の 精神 は 、 地 の 面 ( お も て ) を 一 変 さ 
せる で あろ う 。」 と 話し て いる 。 

"To laugh at philosophy is already to philosophize," said Pascal, 
referrimg to that sceptical and incredulous philosophy which does not 
recogmiZe faith. 

「 パ ン セ 」 で 哲学 者 パス カル は 、 信 心 を 認め な い 疑 い 深い 哲学 に あて て 、「 哲 学 を 馬 
鹿 に する 事 こ そ 、 真 に 、 哲 学 す る 事 で ある 。」、「 哲 学 を 笑い も の に する 事 が 、 す で に 哲 
学 し て いる 。」 と 話し て いる 。 

And ifthere existed a faith which trampled science underfoot, We 
should not say that to laugh at such a faith would De a true act of 
relig1On, 


し か し 、 も し 知 を 足下 に 踏み に じ る 宗教 が 存在 し て も 、 知 を 足下 に 踏み に じ る 宗教 を 
笑い も の に する 事 が 真 に 宗教 的 な 行動 に 成る と は 言わ な い 。 

for 

な ぜ な ら 、 

religion, which is all charity, does not tolerate mockery: 

全て の 思い や り で ある 、 真 の 宗教 は 、 何 も の か を 笑い も の に する 事 を 許さ な い 。 
Dut 

祥 だ 、 

One WoOuld De right in Dlaming this 1oVe for ignorance, and in sayinmg to 
this rash faith, "Since you slight your sister you are not the daughter of 
God!" 

人 が 、「 妹 で ある 知 を 軽視 する 宗教 は 神 の 娘 で は な い !」 と 、 知 を 踏み に じ っ て いる 軽 
率 な 宗教 に 対し て 話し て 、 知 を 踏み に じ っ て いる 宗教 が 無知 で ある と 非難 する の は 
正しい 。 

Truth, reality, reasOT, juStice, Providence, these are the fiVe rays of the 
flamDoyant star 

真理 、 現 実 、 論 理 、 正 義 、 神 意 は 、 燃 える 五 詞 星 の 5 つの 光線 で ある 。 

in the centre of which science wil write the word "Denmg," to which 
faith will add the ineffable name of God. 

真理 、 現 実 、 論 理 、 正 義 、 神 意 と いう 、 燃 える 五 世 星 の 中 心 に 、 知 は 、「 存 在 ( で ある 
神 )」 と いう 言葉 を 書き 記し 、 信 心 は 、 言 い 表 せな い 神 の 名 前 を 書き 加え る 。 


SOLUTION OF THE PHILOSOPHICAL PROBLEMS 
哲学 の 諸 問 題 の 解決 
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QUESTION. What is truth? 

真理 と は 何 か ? 

ANSWER. Idea identical with being. 
真理 と は 、 存 在 と 一 致し て いる 概念 で ある 。 

0. What is reahty? 

現実 と は 何 か ? 

A. Knowledge identical with being. 
現実 と は 、 存 在 と 一 致し て いる 知 で ある 。 

0. What is reason? 

論理 と は 何 か ? 

A.The Word identcal with Deimg. 
論理 と は 、 存 在 と 一 致し て いる 言葉 で ある 。 

0. What is justice? 

正義 と は 何 か ? 

A. The motive of acts identical with Deing. 
正義 と は 、 存 在 と 一 致し て いる 行動 の 動機 で ある 。 
0. What is the aDsolute? 

絶対 と は 何 か ? 

A. Being. 

絶対 と は 、 存 在 で ある 。 


Q. Can one conceive anything suDerior to DeIng? 
存在 より 上 の も の で ある 何 も の か を 人 は 考え る 事 が で きる か ? 
A. NO: 

いい え 。 

Dut 

だ だ し 、 

One conCce1Vves in being itself something superemiment and 
transcendental. 

存在 の うち 、 超 越 的 な 存在 で ある 何 も の か を 人 は 考え る 。 

0. Whatis that? 

存在 の うち 、 超 越 的 な 存在 で ある も の と は 、 何 も の か ? 

A. The supreme reason of Deing. 


存在 の うち 、 超 越 的 な 存在 で ある も の と は 、 存 在 の 無 上 の 論理 で ある 。 

0. Do you kmow 1 

存在 の 無 上 の 論理 を 知っ て いる か ? 

and 

まま 7 だく 

can you defime it? 

存在 の 無 上 の 論理 を 定義 で きる の か ? 

A. Faith alone affirms it, and names it God. 

宗教 だ けが 、 存 在 の 無 上 の 論理 を 認知 し て 、 存 在 の 無 上 の 論理 を 神 と 呼ん で いる 。 


0. IS there anything aDoVe truth? 

真理 を 超越 する 何 も の か は 存在 する か ? 

A. AboVve known truth, there is unknown truth. 

既知 の 真理 を 超越 する も の で ある 、 未 知 の 真理 が 存在 する 。 

0. How can one construct reasonaDle hypotheses with regard to this 
truth? 

どう し た ら 、 未 知 の 真理 に つい て 、 論 理 的 な 仮定 を 人 は 構築 する 事 が で きる か ? 
A. By amalogy amnd Droportion. 

類推 可能 性 と 、 つ り 合 い に よ っ て 、 未 知 の 真理 に つい て 、 論 理 的 な 仮定 を 人 は 構築 
する 事 が で きる 。 

0. How can one defime it? 

どう し た ら 、 未 知 の 真理 を 人 は 定義 で きる か ? 

A. By the symDols of faith. 

宗教 の 象 微 に よっ て 、 未 知 の 真理 を 人 は 定義 で きる 。 


0. Canl one say of reality the same thing as of truth? 

真理 に つい て 人 が 言え る 事 と 同じ 事 が 、 現 実に つい て 人 は 言え る か ? 

A. Exactly the same thing. 

確実 に 、 真 理 に つい て 人 が 言え る 事 と 同じ 事 が 、 現 実に つい て 人 は 言え る 。 


0. 1s there anythimg abDoVe reason? 

論理 を 超越 する 何 も の か は 存在 する か ? 

A. ADoVe fimite reason, there is infinite reason. 

有限 の 論理 を 超越 する も の で ある 、 無 限 の 論理 が 存在 する 。 
0. What is infimite reason? 

無限 の 論理 と は 何 か ? 

A. It is that suprerme reason Of Deimg 

無限 の 論理 と は 、 存 在 の 無 上 の 論理 で ある 。 

that faith calls God. 

宗教 は 、 存 在 の 無 上 の 論理 を 神 と 呼ん で いる 。 


Q. 1s there anythimg aDoVe justtce? 

正義 を 超越 する 何 も の か は 存在 する か ? 

A. Yes: 

は い 。 

acCording to faith, there is the Providence of God, 
宗教 に よる と 、 正 義 を 超越 する 、 神 に よる 、 神 意 が 存在 する 。 
and 

に 9/a 

the sacrifice of man. 

宗教 に よる と 、 正 義 を 超越 する 、 人 に よる 、 自 己 犠牲 が 存在 する 。 
0. What is this sacrifice? 

自己 犠牲 と は 何 か ? 

A.Itis the willimg and spontaneous surTender of right. 
自己 冬 牲 と は 、 権 利 の 自発 的 な 放棄 で ある 。 

0. IS this sacrifice reasonaDle? 

権利 の 自発 的 な 放棄 と いう 、 自 己 犠牲 は 、 理 性 的 か ? 

A. No: 

いい え 。 

it is a kimd of folly greater than reasorl, 

権利 の 自発 的 な 放棄 と いう 、 自 己 犠 牲 は 、 人 の 理性 より も 大 いな る 物 で あり 、( 愛 の 
様 に 、) あ る 種 の (神聖 な ) 狂 気 で ある 。 

for 

な ぜ な ら 、 

reasor 1s forced to adnmire it. 

人 の 理性 は 、 権 利 の 自発 的 な 放棄 と いう 、 自 己 犠牲 に 感心 せ ざ る を 得 な い 。 


0. How does one call a man who acts accordnng to truth, reahty, reason 
and juSt1Ce? 

真理 、 現 実 、 論 理 、 正 義 に 従っ て 行動 する 人 を 、 人 は 何と 呼ぶ か ? 

A.Amoral man. 

真理 、 現 実 、 論 理 、 正 義 に 従っ て 行動 する 人 を 、 人 は 「 備 理 道徳 的 な 人 」、「 高 徳 の 
人 」 と 呼ぶ 。 

0.And 下 he sacrifices his interests to justice? 

正義 に 関心 を 持っ て 、 正 義 に 専念 する 高徳 の 人 を 、 人 は 何と 呼ぶ か ? 

A.Aman of honour 

正義 に 関心 を 持っ て 、 正 義 に 専念 する 高徳 の 人 を 、 人 は 「 名 誉 の 人 」、「 栄 光 の 人 」 と 
呼ぶ 。 

0. And せ in order to irmitate the grandeur amd goodness Of Providence 
he does more than his duty, and sacrifices his right to the good of 
Others? 


神意 の 雄大 さと 善良 さ を 見 習っ て 、 義 務 以 上 の 善行 を し 、 他 者 に と っ て 善い 事 の た 
め に 自分 の 権利 を 自己 犠牲 する 高徳 の 人 を 、 人 は 何と 呼ぶ か ? 

A.A hero. 

神意 の 雄大 さと 善良 さ を 見 習っ て 、 義 務 以 上 の 善行 を し 、 他 者 に と っ て 善い 事 の た 
め に 自分 の 権利 を 自己 犠牲 する 高徳 の 人 を 、 人 は 「 英 雄 」(、「 神 の 子 」) と 呼ぶ 。 

0. Whatis the primciple of true heroism? 

真 の 英雄 的 行為 の 原理 と は 、 何 か ? 

A. Faith. 

真 の 英雄 的 行為 の 原理 と は 、 信 仰 で ある 。 

0. What is its suDport? 

信仰 の 支え と は 、 何 か ? 

A. HODe. 

信仰 の 支え と は 、 希 望 で ある 。 

Q. And its rule? 

信仰 の 法 、 信 仰 の 命令 、 信 仰 の 習慣 、 信 仰 の も の さ し と は 、 何 か ? 

A. CharItV. 

信仰 の 法 、 信 仰 の 命令 、 信 仰 の 泊 慣 、 信 仰 の も の さ し と は 、 愛 、 思 いや り で ある 。 


0. What is the Good? 

療 と は 何 か ? 

A. Order, 

と は 、 秩 序 で ある 。 

0. What is the Evil? 

回 と は 何 か ? 

A. Disorder 

悪 と は 、 無 秩序 で ある 。 

0. What is DermissiDle pleasure? 

許さ れる 喜び と は 何 か ? 

A. Emjoyment of order 

許さ れる 喜び と は 、 秩 序 の 喜 び で ある 。 

0. What is forbidden pleasure? 

禁じ られ て いる 喜び と は 何 か ? 

A. Emjoyment of disorder 

禁じ られ て いる 喜び と は 、 無 秩序 の 喜び で ある 。 
0. What are the conseduences of each? 
秩序 の 結果 と は 何 か ? 無 秩序 の 結果 と は 何 か ? 
A. Moral life and moral death. 
秩序 の 結果 と は 、 精 神 の 命 で ある 。 無 秩序 の 結果 と は 、 精 神 の 死 で ある 。 


0. Has then hell, with all its horrors, its justification in religious dogma? 


地獄 の 恐怖 の 存在 と 、 地 獄 の 存在 に は 、 神 の 教え に よる 、 正 当 な 理由 が 存在 する の 
の 

A. Yes: 

は い 。 

1t 1S a rigOrOUS COTSedUeTCe Of a Dr1mCiDle. 

地獄 の 恐怖 の 存在 と 、 地 獄 の 存在 の 正当 な 理由 と は 、 宗 教 的 な 、 原 因 と 結果 で ある 。 
0. What is this primclple? 

地獄 の 恐怖 の 存在 と 、 地 獄 の 存在 の 正当 な 理由 で ある 原因 と は 、 何 か ? 

A. LiDerty. 

地獄 の 恐怖 の 存在 と 、 地 獄 の 存在 の 正当 な 理由 で ある 原因 と は 、 自 由 で ある 。 

0. What is HDerty? 

自由 と は 何 か ? 

A.The right to do one's duty with the possiDihity ofnot doing it. 

自由 と は 、 自 分 の 義務 を 果たさ な い 可 能 性 を 持ち な が ら も 、 自 分 の 義務 を 果たす 権 
利 で ある 。 

0. Whatis faihng in one's duty? 

「 自 分 の 義務 を 怠っ て いる 。」 と は 、 何 か ? 

A. It inVolves the loss of one's right. 

「 自 分 の 義務 を 怠っ て いる 。」 と は 、 自 分 の 義務 を 果たす 権利 を 喪失 する 様 な 物事 に 
夢中 に 成る 事 で ある 。 

Now, right Deng eternal, 

権利 と は 、 永 遠 な 物 で ある 。 

to lose it is to suffer an eternal 10SS. 

自分 の 義務 を 果たす 権利 を 喪失 する と 、 永 遠 の 損 失 に 苦し む 事 に 成る 。 


0. Can one repair a fault? 

人 は 、 罪 を つぐ な う 事 が で きる か ? 

A. Yes: Dy exDpiation. 

は い 。 罪 を つぐ な う 事 が で きる 。 

0. What is explation? 

罪 の つぐない と は 、 何 か ? 

A. Working overtime. 

罪 の つぐ な いと は 、 超 過 し て 労苦 する 事 で ある 。 

Thus, 

例え ば 、 

Decause ! was lazy yesterday, 1 had to do a douDle task to-day. 

昨日 、 怠 けた の で あれ ば 、 今 日 は 2 倍 、 労 苦 する 必要 が 有る 。 

0. What are we to think of those who impose on themselves Voluntary 
sufferimgs? 

自発 的 に 苦し み を 背負 う 人 に つい て 、 ど う 考 えれ ば 良い の か ? 

A.Tf they do so in order to oVercome the Drutal fascimnation of pleasure, 
they are W1Se: 


快楽 の 魅力 の 激 し さ を 圧倒 する た め に 、 自 発 的 に 苦し み を 背負 う 人 は 、 賢 明 で ある 。 
to suffer instead of others, they are generoUus: 

自発 的 に 他 者 の 代わ り に 苦し み を 背負 う 人 は 、 思 いや り が 有る 。 

Dut 

し か し 、 

they do it without discretion and without measure, they are 
1mprudent. 

慎重 さ 無し に 、 考 え 無し に 、 判 断 基 準 が 無い に も か か わら ず 、 自 発 的 に 苦し み を 痛 
う 人 (、 無 駄 に 苦行 する 狂信 者 ) は 、 無 思 鹿 で あり 、 軽 率 で ある 。 


0. Thus, in the eyes of true philosophy, rehglon is wise in all that it 
OrdaimS? 

真 の 哲学 か ら 見 て 、 宗 教 が 定め て いる 全て の 物事 で 、 宗 教 は 賢明 で ある 、 の か ? 

A. You see that it 1S s0. 

真 の 哲学 か ら 見 て 、 宗 教 が 定め て いる 全て の 物事 で 、 宗 教 は 賢明 で ある 、 と 理解 す 
る 事 に 成る 。 

0. But if, after all, we were deceived in our eternal hopes? 

し か し 、 も し か し た ら 、 結 局 、 宗 教 に よる 自分 の 永遠 の 希望 に 裏切ら れる 、 と いう 事 に 
成ら な い の か ? 

A.Faith does not adrnit that douDt. 

宗教 は 、 希 望 に 裏切ら れる か も し れ な いと いう 疑い の 余地 を 許さ な い 。 

But 

7 だ 7 だ 。 

philosophy herself should reply that all the pleasures of the earth are 
not worth one day of wisdomm, and that all the triumphs of amDbition are 
not worth a single minute of heroism and of charity, 

「 地 上 の 全て の 快楽 も 、 知 に 生き た 時 間 の 一 日 分 の 価値 に も 及ば な い 。」、「 野 心 に 
よる 全て の 勝利 や 成功 も 、 英 雄 的 行為 に 生き た 一 瞬 の 価値 や 、 思 いや り に 生き た 一 
瞬 の 価値 に も 及ば な い 。」 と 、 哲 学 が 自ら 応 ( こ た ) え る べき で ある 。 


SECOND SERIES 
第 2 編 


QUESTION. What is man? 

人 と は 何 か ? 

ANSWER. Man is an intelhgent and corporeal beimg made in the image 
of God and of the World!, 

人 と は 、 神 が 、 神 と 世界 に 似せ て 創造 し た 、 知 性 と 肉体 が 有る 存在 で ある 。 

One In essenCe, tr1Dple In suDstance, 

人 は 、 本 質 は 唯一 で あり 、 実 質 は 三重 で ある 。 

mortal and immortal. 

人 と は 、 致 死 性 と 不死 性 が 有る 存在 で ある 。 

0. You say "triple in suDstance." Has man, thernl two souls or two 
bodhies? 

「 人 に は 三重 の 実質 が 有る 。」 と は 、「2 つの 魂 か 、2 つの 肉体 に よる 三重 で ある 。」 と 
いう 意味 か ? 

A. No: 

いい え 。 

there is in himm a spiritual soul, a material Dody, and a plastic mediumm. 
人 に は 、 霊 的 な 魂 、 物 質 の 肉体 、 自 由 な 形 に で きる 仲介 する も の が 存在 する 。( 体 と 
いう 形 を 持つ 魂 、 魂 の 体 と 肉体 を 仲介 する 星 の 光 に よる 星 の 体 、 肉 体 。) 

0. Whatis the substance of this medium? 

自由 な 形 に で きる 仲介 する も の の 本 質 と は 何 か ? 

A. Light, partally volatle, and partially fixed. 

自由 な 形 に で きる 仲介 する も の の 本 人 質 と は 、 気 化し 易い 部 分 と 、 気 化し 難い 部 分 が 
有る 、( 星 の ) 光 で ある 。 

0. What is the volatile part of this jight? 

( 星 の ) 光 の 気化 し 易い 部 分 と は 何 か ? 

A. Magnetic fluid. 

( 星 の ) 光 の 気化 し 易い 部 分 と は 、 磁 気 的 な 流体 で ある 。 

0. And the fixed part? 

( 星 の ) 光 の 気化 し 難い 部 分 と は 何 か ? 

A. The fluidic or fragrant Dody. 

( 星 の ) 光 の 気化 し 難い 部 分 と は 、 流 体 の 体 、 ま た は 、 良 い 香 り の 体 で ある ( 星 の 体 で 
ある )。 

Q. Is the existence of this body demonstrated? 

( 星 の 体 、) 流 体 の 体 の 存在 は 実証 され て いる の か ? 

A. Yes: 

は い 。 

by the most curious and the most conclus1Ve exDer1entCeS. 

最も 興味 深い 最終 的 な 経験 に よっ て 、( 星 の 体 、) 流 体 の 体 の 存在 は 実証 され て いる 。 


We shall speak of them in the third part of this work. 

「 大 いな る 神秘 の 鍵 第 3 部 」 で 、( 星 の 体 、) 流 体 の 体 の 存在 を 実証 し て いる 、 最 も 興 
味 深い 最終 的 な 経験 に つい て 、 話 す つ も り で ある 。 

0. Are these experiences artcles of faith? 

( 星 の 体 、) 流 体 の 体 の 存在 を 実証 し て いる 、 最 も 興味 深い 最終 的 な 経験 と は 、 信 条 
で ある の か ? 

A. NO0, 

いい え 。 

they pertain to sclenCe. 

( 星 の 体 、) 流 体 の 体 の 存在 を 実証 し て いる 、 最 も 興味 深い 最終 的 な 経験 と は 、 自 然 
学 の 物 で ある 。 

0. But will science DreOCcuDy herself with it? 

8 目 人 然 学 子 は 、 (時 の 体 、 ) 流 体 の 体 の 存在 を 実証 し て いる 、 最 も 興味 深い 最終 的 
A. She already Dreoccuples herself with it. 

既に 、 自 然 学 は 、( 星 の 体 、) 流 体 の 体 の 存在 を 実証 し て いる 、 最 も 興味 深い 最終 的 
な 経験 に 夢中 に 成っ て いる 。 

We have written this Dook and you are readhmg 1t. 

な ぜ な ら 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が 本 書 「 大 いな る 神秘 の 鍵 」 を 記し 、 今 、 読 者 が 読ん で い 
る 。 

0. Give us some notions Of this plastic medium. 

自由 な 形 に で きる 仲介 する も の に つい て の 考え を いく つか 教え て くだ さ 

A. It is formed of astral or terrestrial light, 

自由 な 形 に で きる 仲介 する も の は 、 星 の 光 、 ま た は 、 地 の 光 に よっ て 形成 され て いる 。 
and transmuts the double magnetizaton of it to the human body. 

自由 な 形 に で きる 仲介 する も の は 、 星 の 光 の 二 重 の 磁化 を 、 人 の 肉体 に 伝え る 。 
The soul, Dy actmg on this light through its vVolitions, can dissolve it or 
COagulate 1t, 

魂 は 、 意 思 に より 、 星 の 光 の 作用 に よっ て 、 星 の 光 を 分 解 し た り 凝 固 し た り で きる 。 
Droject it or withdraw it. 

魂 は 、 意 思 に よっ て 、 星 の 光 を 放射 し た り 引 き 寄 せ た り で きる 。 

It is the mirror of the imagimation and of dreams. 

星 の 光 は 、 想 像 と 夢 の 鏡 で ある 。 

It reacts uponr the nerVous systerm, and thus produces the moVements of 
the body. 

魂 は 、 星 の 光 に よっ て 、 神 経糸 に 感化 を 与え て 、 肉 体 の 動き を 引き 起こ す 。 

This jight can dilate itself indefimitely, and commurucate its reflections 
at consideraDle distances: 

星 の 光 は 、 星 の 光 を 無制限 に 拡張 で き て 、 か な り 遠 く の も の の 星 の 光 に 映っ て いる 
も の と 交流 で きる 。 

it magnetizes the Dodies submitted to the action of man, and can, Dy 
concentratimg itself, again draw them to him. 


星 の 光 は 、 人 の 作用 に 従っ て いる 諸 物 体 を 磁化 し 、 星 の 光 を 集中 させ て 、 諸 物体 を 、 
作用 に 従わ せ て いる 人 の 元 へ 引き 戻す 事 が で きる 。 

It canl take all the forms evoked Dy thought, and, in the transitory 
coagulations of its radiant particles, apDDpear to the eyes: it can eVen offer 
a SOrt ofresistamce to the touch. 

星 の 光 は 、 思 考 が 呼び 起こ し た 諸 形 態 を 形成 する 事 が で き 、 星 の 光 に よる 光 を 放つ 
粒子 に よる 一 時 的 な 凝固 に よっ て 、 肉 眼 に 見 える 様 に 表れ る 事 が で き 、 接 触 に 対し 
て 一 種 の 抵抗 を 与え る 事 す ら で き る 。 

But 

だ だ し 、 

these mamifestations and uses of the plastic medium Deing abnormal, 

自由 な 形 に で きる 仲介 する も の が 、 物 質 的 に 表れ た り 、 物 質 的 に 利用 で きる の は 、 
(超常 、) 異 常 で ある 。 

the luminous instrument of precls1on canmot Droduce them without 
beng stramedl 

光る 精密 機械 で ある 、 自 由 な 形 に で きる 仲介 する も の は 、 不 自然 に し か 、 物 質 的 に 
表れ な いし 、 物 質 的 に 利用 で き な い 。 

and 

その た め 、 

there is danger of either habitual hallucination, or of insamity. 

自由 な 形 に で きる 仲介 する も の を 、 物 質 的 に 表し た り 、 物 質 的 に 利用 する の は 、 泊 慎 
的 な 幻覚 か 、 狂 気 を も た ら す 危険 性 が 存在 する 。 

0. What is amimal magnetism? 

動物 磁気 と は 何 か ? 

A. The action of one plastic medium upon another in order to dissolVe 
Or Coagulate 1t. 

動物 磁気 と は 、 星 の 光 の 分 解 や 凝固 に よる 、 自 由 な 形 に で きる 仲介 する も の の 一 方 
か ら 他 方 へ の 作用 で ある 。 

By augmenting the elasticity of the vital hght and its force of projection, 
one sends it forth as far as one will, and withdraws it completely 1oaded 
wrth images: 

命 の 光 で ある 星 の 光 の 伸縮 性 の 増大 や 、 星 の 光 の 放射 力 の 増大 に よっ て 、 人 は 、 意 
思 す る 限り 遠く まで 、 星 の 光 を 放射 し て 、 完 全 に 映像 が 乗っ て いる 星 の 光 を 引き 寄せ 
る 事 が で きる 。 

Dut 

7 

this operationl must De favoured Dy the slumDber of the suDject。 

映像 が 乗っ て いる 星 の 光 を 引き 寄せ る 操作 を する の は 被 催眠 者 の 方 (ほう ) が 有利 
で ある 。 

which one produces Dy coagulatimg stlll further the fixed part of his 
medium. 

催眠 術 師 は 、 被 催眠 者 の 候補 者 の 仲介 する も の の 気化 し 難い 部 分 を 更に 凝固 させ 
て 、 被 催眠 状態 を 被 催眠 者 の 候補 者 に も た ら す 事 が で きる 。 


0. Is magnetism contrary to moraHty amnd relhgion? 

催眠 術 は 、 倫 理 に 反し た り 、 宗 教 に 反し な いか ? 

A. Yes, when one aDuses 1t. 

催眠 術 は 、 溢 用 する と 、 倫 理 に 反する し 、 宗 教 に 反する 。 

0. In what does the aDuse Of it cons1St? 

催眠 術 の 溢 用 に 含ま れる 事 と は 何 か ? 

A. In employing it in a disordered manner or for a disordered oDject. 
催眠 術 を 無秩序 な 形 で 用 いる か 、 催 眠 術 を 無秩序 な 目的 の た め に 用 いる と 、 催 眠 
術 の 洪 用 に 含ま れる 。 

0. What is a disordered magnetisTm? 

無秩序 な 催眠 術 と は 何 か ? 

A. An unwholesome fluidic emission, made with a Dad intention: 
無秩序 な 催眠 術 と は 、 悪 意 に よっ て 行わ れる 、 不 健全 な 流体 (で ある 星 の 光 ) の 放射 
で ある 。 

for exarmple, 

例え ば 、 

to know the secrets of others, or to arrive at umworthy ends. 
無秩序 な 催眠 術 と は 、 他 の も の の 秘密 を 知る た め に 、 ま た は 、 催 眠 術 師 に は 相応 し 
く な い 目 的 に 到達 する た め に 、 悪 意 に よっ て 行わ れる 、 不 健全 な 流体 の 放射 で ある 。 
0. Whatis the result of it? 

無秩序 な 催眠 術 の 結果 と は 何 か ? 

A. It Duts out of order the fluidic instrument of precision, Doth in the 
Case ofthe magnetizer and ofthe magnetized. 

無秩序 な 催眠 術 は 、 催 眠 術 師 と 被 催眠 者 の 双方 の 、 流 体 の 精密 機械 で ある 星 の 体 
を 乱 し て し まう 。 

To this cause one must attriDute the immoralities and the folliies with 
which a great numDer of those who occupy themselves with magnetism 
arTe reDroached. 

催眠 術 に 夢中 に 成っ て いる 多数 の 人 々 が 非難 され る 原因 と 成っ て いる 不道徳 な 醒 
行 や 愚行 は 、 無 秩序 な 催眠 術 の 結果 で ある 、 星 の 体 の 乱れ が 原因 で ある 。 

0. What conditons are redulred In order to magnetze DTODer]y? 

正しく 催眠 術 を か ける た め に 必ず 必要 な 条件 と は 、 何 か ? 

A. Health of spirit and Dodyj 

正しく 催眠 術 を か ける た め に 必ず 必要 な 条件 と は 、 心 身 の 健全 さ で ある 。 

right intentiom, and discreet DractCe. 

正しく 催眠 術 を か ける た め に 必ず 必要 な 条件 と は 、 正 し い 意 図 と 、 思 慮 の 有る 実践 
で ある 。 

Q. What advantageous results can one oDtan Dy discreet magnetlsm? 
思慮 の 有る 催眠 術 に よっ て 、 人 が 獲得 で きる 有益 な 結果 と は 、 何 か ? 

A.The cure ofnerVous diseases, the analysls of presentiments, the 
reestablishment of fluidic harmomnies, and the rediscovery Of certain 
secrets Of Nature. 


思慮 の 有る 催眠 術 に よっ て 、 人 が 獲得 で きる 有益 な 結果 と は 、 神 経 の 病気 の 治療 、 
予感 の 解析 、 流 体 で ある 星 の 体 の 調和 の 建て 直し 、 自 然 の いく つか の 秘密 の 再発 
見 で ある 。 

Q. Explain that to us in amore complete manner 

神経 の 病気 の 治療 、 予 感 の 解析 、 流 体 で ある 星 の 体 の 調和 の 建て 直し 、 自 然 の いく 
つか の 秘密 の 再発 見 に つい て 、 よ り 完 全 な 形 で 説明 し て くだ さい 。 

A. We shall do sointhe third part of this work, which wl treat speclally 
Of the mysteries of Nature. 

自然 の 神秘 を 専門 に 扱う 「 大 いな る 神秘 の 鍵 第 3 部 」 で 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 神 経 
の 病気 の 治療 、 予 感 の 解析 、 流 体 で ある 星 の 体 の 調和 の 建て 直し 、 自 然 の いく つか 
の 秘密 の 再発 見 に つい て 、 よ り 完 全 な 形 で 説明 する つも り で ある 。 
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PART III 
第 3 部 


THE MYSTERIES OF NATURE 
自然 の 神秘 


THE GREAT MAGICAL AGENT 
大 いな る 魔術 の 代行 者 


WE have spoken of a suDbstance extended in the infimite. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 無 限 の 者 で ある 神 の 中 に 広がっ て いる 本 質 で ある 神 性 (と 、 神 性 
を 劣化 させ た も の で ある 星 の 光 ) に つい て 話し て きた 。 

That suDstance is one which is heaven and earth: 

神 性 (、 ま た は 、 神 性 を 劣化 させ た も の で ある 星 の 光 ) は 、 天 と 地 と 成っ て いる 、 唯 一 の 
も の で ある 。 

thatis to say 

言い 換え る と 、 

aCCOrding to its degrees Of polarization, suDtle or fixed. 

神 性 (、 ま た は 、 神 性 を 劣化 させ た も の で ある 星 の 光 ) は 、 両 極 間 の 位置 に 応じ て 、 気 
化し 易く 薄く 成っ て いた り 、 気 化し 難く 成っ て いた りす る 。 

This suDstance is what Hermes Trismegistus calls the great "Telesma." 

「 エ メラ ルド 板 」 で ヘル メス トリ ス メ ギ スト ス は 神 性 (、 ま た は 、 神 性 を 劣化 させ た も の 
で ある 星 の 光 ) を 大 いな る も の 「Telesma」 と 呼ん で いる 。 

When it produces splendour it is called Light. 

「Telesma」 が 光 を も た ら す 時 、「Telesma」 は 星 の 光 と 呼ば れる 。 

It is this substance which God creates Defore everything else, when He 
says, "Let there De jight.“ 

創世 記 で 神 が 、「 光 あれ 。」 と 話し て 、 何 も の より も 先 に 創造 し た も の は 、 星 の 光 で あ 
る 。 

It is at once suDstance amd movemenrt. 

星 の 光 は 、 本 質 や 物体 で ある 、 と 共に 、 運 動 で ある 。 

It is fluid, and a Derpetual vibration. 

星 の 光 は 、 流 体 で あり 、 永 遠 の 振動 で ある 。 

Its inherent force which set it is motion is called "magnetism.“ 

星 の 光 に 固有 の 力 が 振動 し て いる 星 の 光 は 、「 磁 気 」 と 呼ば れる 。 

In the infimite, this umiqdue substance is the ether or the etheric Hight. 
無限 の 者 で ある 神 の 中 で 、 神 の 世界 で 、 神 性 と いう 唯一 の 本 質 は 、 エ ー テ ル 、 ま た は 、 
エー テル の 光 で ある 。 

In the stars which it magnettzes, it Decomes astral light. 

神 性 が 磁 化し て いる 、 星 の 中 で 、 神 性 は 星 の 光 と 成る 。 


In organized Deings, light, or magnettc fluid. 

組織 的 な 存在 の 中 で 、 星 の 光 は 、 光 、 ま た は 、 磁 気 の 流体 と 成る 。 

In manit forms the "astral Dody" or the "plastic medium." 

人 の 中 で 、 星 の 光 は 、「 星 の 体 」、「 自 由 な 形 に で きる 仲介 する も の 」 を 形成 する 。 
The wll ofintellhigent Deimgs acts directly on this Hight, amd Dy means of 
it on all that part of Nature which is submitted to the modifications of 
Intelligence. 

知 的 存在 の 意思 は 、 星 の 光 に 直接 作用 し 、 星 の 光 と いう 手段 に よっ て 自然 の 全て の 
部 分 に 作用 し て 、 自 然 を 知 に よる 変化 に 従わ せる 。 

This light is the common mnirror of all thoughts and all forms: 

星 の 光 は 、 全 概念 と 全 形 態 の 共通 の 鏡 で ある 。 

it preserVes the images of everythmg that has Deen, the reflections of 
past worlds, and, Dy analogy, the sketches of worlds to come. 

星 の 光 は 、 過 去 に 存在 し た 全て の も の の 映像 、 過 去 の 諸 世 界 の 反映 、 類 推 可 能 性 
に よる 未来 の 諸 世界 の 原案 を 保存 し て いる 。 

It is the instrument of thaumaturgy and divimation, 

星 の 光 は 、 奇 跡 と 予見 の 手段 で ある 。 

as remains for us to explain in the third and last part of this Work. 

星 の 光 に つい て は 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ に は 、「 大 いな る 神秘 の 鍵 第 3 部 」 と 、 最 後 の 
「 大 いな る 神秘 の 鍵 第 4 部 」 で 説明 する 事 が 残っ て いる 。 


FIRST BOOK 

第 3 部 第 1 巻 
MAGNETIC MYSTERIES 
磯 気 の 神 秘 


CHAPTER 1 

第 3 部 第 1 巻 第 1 章 

THE KEY OF MESMERISM 
メス メル の 治療 メス メリ ズム の 鍵 


MESMER rediscovered the secret science of Nature: 

メス メル は 、 自 然 の 秘密 の 知 を 再発 見 し た 。 

he did not imVert it. 

メス メル が 、 自 然 の 秘密 の 知 を 発明 し た わけ で は な い 。 

The first unidue and elementary suDstance whose existence he 
Droclaims in his aphor1smms, 

メス メル の 格言 集 で 、 メ スメル は 、 基 礎 の 唯一 の 第 一 質 料 で ある 星 の 光 の 存在 を 主 
張 し た 。 

was kmownr Dy Hermes and Pythagoras. 

ヘル メス と ピタ ゴラス は 、 星 の 光 に つい て 知っ て いた 。 

SyneS1uS, Who sings It in his hymns, 

シュ ネ シ オ ス の 聖歌 第 2 編 で 、 シ ュ ネ シオ ス は 、 星 の 光 に つい て 歌っ て いる 。 

had found it reVvealed in the Platonistic records of the School of 
Alexandria: 

シュ ネ シ オ ス は 、 ア レク サン ドリ ア 学 派 の プラ トン 主義 者 の 文書 で 啓示 され て いた 、 
星 の 光 に つい て 知っ て いた 。 


"MC イア 必 と の と 6 TO と の 7 で ぐ EE 入 民 E 
以 の の の 「1E の と と ア 上 の O ひ の 克 の EE と ひ O 上 ソリ OcCC 人 XX の 6o ル oc で 
と 6 の の 0OE 0O と OpOwc「llo 入 の の の ひ ww 入 oO ん O の OcGoG" 


"A simgle source, a simgle root of light, jets out amd spreads itself imto 
three branches of splendour .…… A Dreath blows round the earth, and 
Vivifies in innmumerable forms all parts of amimated suDstance." 

「 光 の 唯一 の 源泉 、 光 の 唯一 の 根源 は 、 光 を 光 の 3 つの 枝 へ 飛び 出さ せ て 広め て 
いる 。」、「 神 が 、 地 を 一 巡 す る 様 に 息 を 吹き か け 、 無 数 の 形 の 中 で 、 命 を 与え られ て 
いる も の の 全て の 部 分 に 、 命 を 与え て いる 。」。 

(HYMN II - "Synesius.") 

(シュ ネ シ オ ス の 聖歌 第 2 編 ) 


Mesmer saw In elementary matter a suDstance indifferent to movement 
as to rest. 

メス メル は 、 基 礎 の 物質 で ある 星 の 光 に 、 静 止 に 対し て 、 と 同じ く 、 運 動 に 対し て 中 性 
で ある 性 質 を 見 た 。 

SuDbmitted to moVvemenrnt, it is Volatlle: 

星 の 光 は 、 運 動 に 従わ せる と 、 気 化し 易く 成る 。 

fallen Dack into rest, it is fixed: 

星 の 光 は 、 静 止 状態 に 戻す と 、 気 化し 難く 成る 。 

and 

し か し 、 

he did not understand that movement is inherent in the first substance: 
「 運 動 は 第 一 質 料 で ある 星 の 光 に 固有 の 物 で ある 。」 事 を メス メル は 理解 で き な 
が つた 。 

that it results, not from its indifference, Dut fromm its apttude, comDined!, 
wrth amovement and a rest which are eduihDrated the one Dy the 
Other: 

「 運 動 と 静止 に 対す る 中 性 で は な く 、 相 互 に つり 合っ て いる 運動 と 静止 が 重なっ て い 
る 性 質 が 原因 と 成っ て 、 星 の 光 は 運動 し て いる と 気化 し 易く 成り 、 静 止 し て いる と 気 
化し 難く 成る 結果 を も た ら す 。」 事 を メス メル は 理解 で き な か っ た 。 

that aDsolute rest is nowhere in un1versal Ving matter 

完全 な 静止 は 、 普 遍 の 生き て いる 物質 で ある 星 の 光 の 中 の 、 ど こ に も 存在 し な い 。 
but that the fixed attracts the volatile in order to fix it: 

一 方 で は 、 固 定 さ れ て いる 星 の 光 は 、 気 化し て いる 星 の 光 を 固定 する た め に 、 気 化し 
て いる 星 の 光 を 引き 寄せ る 。 

while the volatile attacks the fixed in order to Volatilize it. 

他方 で は 、 気 化し て いる 星 の 光 は 、 固 定 さ れ て いる 星 の 光 を 気化 させ る た め に 、 固 定 
され て いる 星 の 光 を 侵食 する 。 

That the supposed rest of particles apDDarently fixed, in nothing Dut a 
more desperate struggle and a greater tension Of their fluidic forces, 
which Dy neutralizing each other make themselves immoDile. 

一 見 、 固 定 さ れ て いる 状態 に 見 える 、 仮 定 さ れ て いた 、 星 の 光 と いう 粒子 の 静止 状 
態 は 、 星 の 光 と いう 流体 の 2 つの 力 が 、 相 互 に 相殺 し 合っ て 不動 に 成っ て いる 事 に 
よる 、 運 動 し て いる より も 激しく 取っ 組み 合っ て いる 状態 で し か な いし 、 運 動 し て いる 
より も 強い 緊張 状態 で し か な い 。 

It is thus that, as Hermes says, that which is aDoVe is Iike that which is 
Delowi: 

その た め 、「 エ メラ ルド 板 」 で ヘル メス は 「 上 の も の は 下 の も の か ら 類 推 可能 で あ 
る 。」 と 話し て いる 。 な ぜ な ら 、 

the same force which expands steam, Contracts and hardens the icicle: 
蒸気 を 膨張 させ る 力 が 、 氷 柱 ( つ らら ) を 収縮 させ て 硬く 固め る 。 

everything oDeys the laws of life 


全て の も の は 、 命 の 法 に 従っ て いる 。 

which are inherent in the origimal suDstance: 

命 の 法 は 、「 最 初 」 か ら 、 先 天 的 に 、 根 源 の 第 一 質 料 で ある 星 の 光 に 存在 し て いる 。 
this suDstance attracts amd reDelS, 

常に 調和 し な が ら 、 根 源 の 第 一 賢 料 で ある 星 の 光 は 、 引 き 寄 せ た り 兵 け た りす る 。 
in coagulates itself and dissolves itself, with a constant harmonyi: 

常に 調和 し な が ら 、 星 の 光 は 、 星 の 光 を 凝固 させ た り 分 解 し た りす る 。 

1t is douDle: 

星 の 光 は 二 重 で ある 。 

1t is androgymOUusS: 

星 の 光 は 両性 具有 で ある 。 

1t emDraces itself, and fertilizes itself, 

星 の 光 は 、 星 の 光 を 抱擁 し て 受胎 させ る 。 

1t struggles, triuTmphs, destroys, reneWs: 

星 の 光 は 、 戦 い 、 圧 倒し 、 破 壊し て 更新 する 。 

Dut 

し か し 、 

neVver aDandons itself to inertia, 

星 の 光 は 、 慣 性 、 情 性 、 無 気力 に 身 を 委ね な い 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

inertia, for it, would De death. 

星 の 光 に と っ て 、 慎 性 、 必 性 、 無 気力 は 、 死 ぬ 事 で ある 。 

It is this origimal suDstance to which the hieratic recital of Genesis refers 
when the word of Elohim creates Hight Dy commanding it to exiSst. 
創世 記 1 章 3 節 の 「 神 が 『 光 あれ !』 と 話す と 光 が 創 造 さ れ た 。」 と いう 、 神 の 言葉 が 、 
光 に 存在 する 様 に と 話し て 、 光 を 創造 し た 話 は 、 根 源 の 第 一 質 料 で ある 星 の 光 に つ 
いて の 創世 記 の 祭司 へ の 話 で ある 。 

The Elohim sand, "Let there De Hight!" and there was light. 

創世 記 1 章 3 節 「 神 が 『 光 あれ !』 と 話す と 光 が 創 造 さ れ た 。」。 

This jight, whose HeDrew name 1S ]1N, "a0ur" 

古代 ヘブライ 人 は 、 星 の 光 を 、「 光 」 を 意味 する 「 ア ウル 」 ま た は 「 オ ウル 」 と 呼ん で い 
る 。(]IN、AWR、 ア ウル 、 オ ウル は 光 を 意味 する 。) 

is the fluidic and Hhving gold of the hermetic philosophy, 

星 の 光 は 、 錬 金 術 の 流体 の 生き て いる 黄金 で ある 。 

Its DositiVe primciple is ther sulphur: 

星 の 光 の 、 自 発 的 な 原理 は 、 錬 金 術 の 硫黄 で ある 。 

its negatiVe Drimclple, their mercuryi: 

星 の 光 の 、 受 容 的 な 原理 は 、 錬 金 術 の 水銀 で ある 。 

and its eduilibrated principles form what they call their salt. 

星 の 光 の 、 つ り 合 っ て いる 自発 的 な 原理 と 受容 的 な 原理 は 、 錬 金 術 の 塩 で ある 。 
One must ther, in place of the sixth aphorism of Mesmer which reads 
thus: "Matter is indifferent as to whether it is in movement or at rest," 


establish this propositon: "The um1versal matter 1s compelled to 
movemert Dy its double magnetization, and its fate is to seek 
edUullhiDrium.“ 

その た め 、「 第 一 質 料 は 、 運 動 や 静止 に 対し て 、 中 性 で ある 。」 と いう メス メル の 第 6 
の 格言 と いう 誤解 の 代わ り に 、 人 は 、「 普 遍 の 質 料 で ある 星 の 光 は 、 星 の 光 の 二 重 
の 磁化 に よっ て 運動 せ ざ る を 得 な い 。 ま た 、 必 然 的 に 、 星 の 光 は 、 つ り 合 い を 求め 
る 。」 と いう 正しい 原理 を 確立 する 必要 が 有る 。 

Whence one may deduce these corollaries: 

また 、 そ の た め 、 下 記 の 様 に 、 人 は 諸々 の 結果 を 導き 出せ る 。 

Regularity amd Variety in movemernt result from the different 
combinations of eduihDrium. 

つり 合い の 様々 な 組み 合わ せ が 、 運 動 の 法則 性 と 多様 性 を も た ら す 。 

Apolmt eduihDrated on all sides remans at rest, 

全面 的 に 、 つ り 合っ て いる 点 は 静止 し た まま で ある 。 

for the very reason that 

その た め 、 

Itis endowed with motion. 

つり 合っ て いる 点 は 運動 を 与え られ て いる 事 に 成る 。 

Fluid consists of rapidly moving matter always stirred Dy the Variation 
Of the Dalancing forces. 

常に 、 つ り 合っ て いる 2 つの 力 の 変化 は 、 速 く 運動 し て いる 第 一 質 料 で ある 星 の 光 
が 形成 し て いる 流体 を 、 か き 混 ぜ た り 、 揺 り 動 か し た り し て いる 。 

A solid is the same matter in slow movement, or at apDDarent rest 
Decause 1t 1s more or less solhdly Dalanced. 

多かれ 少な か れ 、 し っ か り と 、 つ り 合 っ て いる 2 つの 力 は 、 第 一 質 料 で ある 星 の 光 が 
形成 し て いる 固体 を 、 遅 く 動 か し た り 、 一 見 、 静 止 さ せ た り し て いる 。 

There 1s no solid Dody which would not immediately De Dulver1zed!, 
固体 を 構成 し て いる 粒子 群 の つり 合い が 突然 月 れ な い 場 合 は 、 固 体 が 、 す ぐに 竣 状 
に 粉砕 し て し まう 事 は 、 あ り 得 な い 。 

Varush in smmoke, and Decome invisible if the equihbrium of its 
molecules were to cease suddenly. 

固体 を 構成 し て いる 粒子 群 の つり 合い が 突然 月 れ た 場合 は 、 固 体 は 、 煙 の 様 に 薄 
れ て 目 に 見 えな く 成 る 時 が 存在 する 。 

There is no fluid which would not instantly Decome harder than the 
diamondL, i one could eqdunlibrate its constituent molecules. 

何者 か が 、 流 体 を 構成 し て いる 粒子 群 を つり 合わ せる と 、 流 体 は 即座 に ダイ アモ ンド 
より も 硬く 成る 場合 が 存在 する 。 

To direct the magnetic forces is then to destroy or create fOrms: 
その た め 、 磁 気 の 2 つの 力 を 傾け る 事 は 、 諸 形態 を 破壊 する か 、 創 造 す る 事 に 成る 。 
to produce to all appearance, Or to destroy Dodies: 

星 の 光 の 2 つの 力 を 傾け る 事 は 、 諸 物体 を 破壊 する か 、 全 て の 表れ を も た ら す 事 に 
成る 。 


it is to exerclse the almighty Dower of Nature. 


星 の 光 の 2 つの 力 を 傾け る 事 は 、 自 然 の 全能 の 力 を 発揮 する 事 で ある 。 

Our plastc medium is a magnet which attracts or reDels the astral light 
under the pressure of the wil. 

自由 な 形 に で きる 仲介 する も の は 、 意 思 に 人 迫 ら れ て 、 星 の 光 を 引き 寄せ た り け た り 
する 磁石 で ある 。 

It is a luminous body which reproduces with the greatest ease forTms 
COrresDonding to ideas. 

星 の 光 は 、 概 念 に 対応 する 形 を 非常 に 容易 に 再現 する 、 光 る 肉体 で ある 。 

It is the mirror of the imagimation. 

星 の 光 は 、 想 像 力 の 鏡 で ある 。 

This body 1s nourished Dy astral light 

星 の 体 は 、 星 の 光 に よっ て 養 わ れ て いる 。 

just as the orgamc Dody is nourished Dy the products ofthe earth. 

正 に 、 有 機体 が 地 の 産 物 に よっ て 養 わ れ て いる 、 様 に 。 

During slumDer it aDsorDs the astral light Dy immersion, 

睡眠 中 は 、 星 の 体 は 、 星 の 光 に 沈め られ て 浸透 され て 、 星 の 光 を 吸収 する 。 

and during waking, Dy a kimnd of somewhat slow respiration. 
目覚 め て いる 時 は 、 星 の 体 は 、 あ る 種 の 多少 の 呼吸 で 、 星 の 光 を 吸収 する 。 

When the phenomena of natural somnamDbulism are produced, the 
plastc medium is surcharged with 則 -digested nourishment. 

夢遊 病 と いっ た 自然 な 催眠 状態 の 時 は 、 自 由 な 形 に で きる 仲介 する も の で ある 星 の 
体 は 、 消 化 不良 で 、 星 の 光 を 過 充 電 さ れ て いる 。 

The will, although Dound by the torpor of slumDer repels instimnctvely 
the medium towards the organs in order to disengage 1t, 

夢遊 病 と いっ た 催眠 状態 の 時 は 、 催 眠 に よる 麻痺 が 意思 を 東 縛 し て いる が 、 意 思 は 、 
意思 を 催眠 に よる 麻痺 か ら 解放 する た め に 、 仲 介する も の で ある 星 の 光 を 肉体 の 諸 
器 巨 へ 先天 的 に 民 ける 。 

and a reaction, of mechanical nature, takes place, which with the 
movemert of the Dody equnhbrates the Hight of the medium. 

意思 が 星 の 光 を 肉体 へ 圧 け る と 、 肉 体 が 肉体 を 動か し て 仲介 する も の で ある 星 の 
光 を 発散 させ て 一 定量 に 保 と うと する た め 、 肉 体 に よる 肉体 の 運動 と いう 機械 的 な 
自然 な 反作用 が 起き る 。 

It is for that reason that 

その た め 、 

lt so dangerous to Wake somnambDulists suddenly 

夢遊 病 者 と いっ た 被 催 眠 者 を 突然 、 目 覚め させ る 事 は 危険 で ある 。 

for 

な ぜ な ら 、 

he gorged medium may then withdraw itself suddemly towards the 
commor reserVoir and aDandon the organs altogether: these are then 
separated from the soul, and death is the result. 

突然 、 被 催眠 者 を 目覚 め さ せ る と 、 意 思 が 星 の 光 を 肉体 へ 兵 け て いて 肉体 に 蓄積 さ 
れ て いた 仲介 する も の で ある 星 の 光 は 、 肉 体 が 肉体 を 動か し て 肉体 に 蓄積 され て い 


た 星 の 光 を 発散 させ る 前 に 、 突 然 、 天 体 と いっ た 星 の 光 の 共通 の 貯蔵 所 へ 発散 する 
形 で 引き 上 げ て し まい 、 薔 積 さ れる 前 の 星 の 光 と 共に 肉体 の 諸 器 官 を 捨て 去っ て し 
まい 、 肉 体 の 諸 器 官 と 魂 を 仲介 する も の が 去っ て し まい 、 肉 体 が 魂 と 分 か れ て し まい 、 
結果 、 肉 体 が 死ぬ 事 に 成っ て し まう 。 

The state of somnamDulism, whether natural or artificial, is then 
extremely damgerOUuS, 

自然 で あろ うと 人 工 で あろ うと 、 催 眠 状 態 は 、 極 め て 危険 で ある 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

im umitimg the phenomena of the waking state and the state of slumDer 
it constitutes a sort of straddle Detween two worlds. 

催眠 状態 は 、 目 覚め て いる 状態 の 現象 と 、 睡 眠 状 態 の 現象 を 合わ せ 持っ て いて 、 あ 
る 種 、2 つの 世界 に また が っ て いる ((、 霊 の 冥界 に 片足 を 突っ 込ん で いる ) 状 態 を 形成 
する 。 

The soul moves the springs of the particular Hife while Dathing itself im 
the umnversal Hfe, and experiences an Inexpress1Dle sense of well-Deing: 
催眠 状態 で は 、 魂 は 、 普 遍 の 命 に 浸り な が ら 、 特 化し て いる 命 の 諸々 の 原動力 を 動 
か し て 、 言 い 表 せな い 幸 福 感 を 経験 する 。 

1t wl then wilhmgly let go the nervous Dranches which hold it 
SusDended aDoVe the current. 

催眠 状態 で 、 星 の 光 の 流れ に 圧倒 され な い 様 に 魂 を 保持 し て いる 神経 系 を 、 魂 は 自 
発 的 に 手 放 そ うと し て し まう 。 

In ecstasies of eVery kimd the situation is the same. 

全て の 種類 の 忘 我 状 態 で も 、 催 眠 状 態 と 、 状 況 は 同じ で ある 。 

If the will plunges into it with a passionate effort, or even aDandons 
itself entirely to it, the subject may Decome insane or Daralysed, or eVen 
die. 

意思 が 、 催 眠 状 態 と いっ た 忘 我 状態 に 熱烈 に 努め て の め り 込 ん で し まっ た り 、 催 眠 
状態 と いっ た 忘 我 状態 に 完全 に 身 を 委ね さえ し た り し て し まう と 、 被 催眠 者 は 、 和 狂っ 
て し まう か 、 し びれ て し まう か 、 死 に さえ し て し まう 。 

Hallucmations and Vislon result from wounds inflicted on the plastic 
medium, and from its 1ocal DaralyS1S. 

自由 な 形 に で きる 仲介 する も の で ある 星 の 体 の 負傷 や 局所 的 な 麻痺 が 幻覚 や 幻視 
を も た ら す 。 

Sometimes it ceases to giVe forth rays, and suDstitutes immages 
condensed somehow or other to realities shown Dy the Hght 

幻覚 状態 で は 、 時 に は 、 星 の 体 は 、 星 の 光 の 光線 の 放射 を や め て 、 星 の 体 の 中 で 濃 
縮 し て し まっ た 星 の 光 に よる 映像 を 、 星 の 光 が 見 せ て いる 現実 に 、 何 と か し て 、 代 え 
て し まう 。 

Sometimes it radiates writh too much force, and condense itself outside 
and around some chance and irregulated nucleus, 

幻覚 状態 で は 、 時 に は 、 星 の 体 は 、 星 の 光 を 強 過ぎ る 力 で 放射 し て し まい 、 星 の 体 の 
外 で 星 の 光 を 意図 せ ず に 無秩序 に 何 点 か の 中 心 の 周囲 に 濃縮 し て し まう 。 


as Dlood does in some Dodily growths. 

血 が 何 個 か の 腫瘍 の 周囲 に 濃縮 し て し まう 、 様 に 。 

Then the chimeras of our Drain take on a Dody, and seem to take on a 
SOUI: 

幻覚 状態 で 、 星 の 体 が 星 の 体 の 内 部 か 外部 に 星 の 光 を 濃縮 し て し まう と 、 脳 内 の 妄 
想 が 形 と 成り 、 魂 を 得 て し ま っ た 様 に 見 えて し まう 。 

We apDDear to Ourselves radiant or deformed accordimg to the Image of 
the ideal of our desires, Or Our fears. 

幻覚 状態 で 、 星 の 体 が 星 の 体 の 内 部 か 外部 に 星 の 光 を 濃縮 し て し まう と 、 欲 望 の 理 
想像 に 一 致す る 光 を 放つ 自身 の 星 の 体 を 自分 に 見 せ て し まう か 、 競 怖 の 典型 像 に 
一 致す る 奇形 の 自身 の 星 の 体 を 自分 に 見 せ て し まう 。 

Hallucmations, Deing the dreams of waking Dersons, alWays imply a 
state analogous to sommnamDulism. 

幻覚 は 、 目 覚め て いる 人 の 夢 や 妄想 で あり 、 常 に 、 催 眠 状態 に 似 た 状態 を 伴う 。 

But in a contrary Sense: 

し か し 、 逆 に 、 あ る 意味 で 、 

somnamDbulism is slumDer Dorrowng Its phenomena from Waking: 
催眠 状態 は 、 目 覚め て いる 状態 の 現象 を 取り 入れ た 睡眠 状態 で ある 。 
hallucimation is waking stll partially suDjected to the astral intoxicatton 
of slumDer 

幻覚 状態 は 、 睡 眠 状態 の 時 の 、 星 の 光 に 本 町 し た 状態 に 部 分 的 に 負け た まま 目覚 
め て いる 状態 で ある 。 

Our fluidic bodies attract and repulse each other following 1aWs simular 
to those of electricity, 

電気 の 法 に 似 て いる 、 星 の 光 の 法 に 従っ て 、 あ る 人 の 流体 の 体 で ある 星 の 体 は 、 他 
人 の 星 の 体 と 、 相 互 に 引き 寄せ 合っ た り 、 相 互 に 殿 け 合っ た り し て いる 。 

It is this which produces instimctVe sympathies and anttpathies. 

ある 人 の 星 の 体 と 、 他 人 の 星 の 体 の 、 相 互 の 引き 寄せ 合い が 先天 的 な 共感 を 、 相 互 
の 圧 け 合い が 完 天 的 な 反感 を も た ら す 。 

They thus equnhbrate each other 

上 記 の 様 に 、 あ る 人 の 星 の 体 と 、 他 人 の 星 の 体 は 、 相 互 に 、 つ り 合 っ て いる 。 

and for this reason 

その た め 、 

hallucimations are often contag1ious: 

幻覚 は 伝染 する 時 が 有る 。 

apnormmal projectons change the lummmous Currents: 

星 の 光 の 異常 な 放射 は 、 星 の 光 の 流れ を 変え る 。 

the perturDation caused Dy a sick Derson Wins OVer to itself the more 
SemsltiVe matures: 

神経 質 で 病 ん だ 人 が 引き 起こ し た 星 の 光 の 混乱 が 、 よ り 神 経 質 な 人 々 を 引き ずり 込 
ん で し まう 。 

a circle ofillusions is established, and a whole crowd of people is easily 
dragged away therebyr 


幻覚 の 輪 が 確立 され る と 、 大 衆 は 一 丸 と 成っ て 容易 に 幻覚 の 輪 に 引き ずり 込ま れ て 
し まう 。 

Such is the history of strange apDpar1tions and Dopular Drodigies. 
幻覚 の 伝染 が 、 不 思 議 な 霊 の 出現 や 、 民 間 の 口伝 の 驚異 現象 の 、 経 歴 で ある 。 
Thus are explained the miracles of the American mediums and the 
hysterics of taDle-turners, who reproduce in Our 0wr tmes the ecstasies 
of whirhmg dervishes. 

幻覚 の 伝染 は 、 ア メリ カ の 霊媒 師 に よる 父 異 現象 、 テ ー ブ ル ター ニン グ に よる 病 的 
興奮 、 回 旋 舞 踊 す る イス ラム 教 の 神秘 主義 の 苦行 僧 ダ ル ヴ ィ ーシュ の 忘 我 状態 が 
現代 で 再現 する 驚異 現象 を 説明 する 。 

The sorcerers of Lapland with their magic drums, and the corjurer 
medicime-men of savages arT1Ve at sirmlar results Dy similar 
Droceedhmgs: 

ラッ プラ ンド の シャ ー マ ン ドラ ム を 持つ シャ ー マ ン と 、 未 開 の 民族 の 呪 医 も 、 幻 覚 と い 
う 同 じ 成 り 行き で 、 幻 覚 の 伝染 と いう 同じ 結果 に 到達 し た 。 

their gods or their devils have nothing to do wrth it. 

偽 の 神々 や 存在 し な い 諸々 の 悪魔 は 幻覚 の 伝染 と は 何 の 関 係 も 無い 。 

Madmen and idiots are more sensitiVe to magnetism than Deople of 
SOUT0d minds: 

健全 な 精神 の 人 より も 、 狂 人 や 愚者 は 磁気 、 星 の 光 に 対し て 敏感 で ある 。 

it should De easy to understand the reason ofthat: 

「 健 全 な 精神 の 人 より も 、 狂 人 や 愚者 は 星 の 光 に 対し て 敏感 で ある 。」 理 由 は 容易 に 
理解 で きる で あろ う 。 な ぜ な ら 、 例 えば 、 

Very httle is reguired to turn completely the head of a drunken man, 
本 酎 者 の 頭 を 一 変 す る た め に は 、 非 常に 砦 細 な 物事 し か 必要 で は な い 。 

and one more eas1ly acqdures a disease when all the organs are 
predisposed to suDmt to its impresslons, and mamifest its disorders. 

全 器 官 が 革 細 な 物事 か ら の 影響 を 受け 易く 成っ て いて 、 革 細 な 物事 に よる 不調 を 
表し 易く 成っ て いる と 、 よ り 容 易 に 、 本 本 者 は 病気 に 成る 。 

Fluidic maladies have ther fatal crises. 

流体 、 星 の 光 に よる 病気 に は 、 死 に 至る 転機 が 有る 。 

Every aDnormal tension of the nerVvous aDDaratus endls in the contrary 
tension, accordimg to the necessary 1aws of eduihbrium. 

神経 器官 の 全て の 異常 な 緊張 は 、 つ り 合い の 必然 の 法 に 従っ て 、 正 反対 の 緊張 に 
成っ て し まう 。 

An exaggerated lOve changes to aVers1O1l, 

病 的 に 肥大 し た 愛着 は 、( 甘 細 な すれ 違い 等 で 、) 憎 悪 に 変わ っ て し まう 。 

and eVery exalted hate comes Very near to loVe: 

また 、 病 的 に 肥大 し た 憎悪 は 、 愛 着 に 非常 に 近づく 。 

the reaction happens suddenly with the flame and violence of the 
thunderDbolt. 

火 の 様 に 、 雷 の 激 し さ の 様 に 、 反 作用 は 、 突 然 、 起 きる 。 

lgnorance then laments it or exclaims against 1t: 


反作用 が 起き る と 、 無 知 な 愚者 は 、 反 作用 を 悲し むか 、 反 作用 に 対し て 抗議 する 。 
ScienCce resignts itself, and remains silent. 

反作用 が 起き る と 、 知 者 は 、 反 作用 に 身 を 委ね て 、 沈 黙 を 保つ 。 

There are two loVves, that of the heart, and that of the head: 

心 の 愛 と 、 脳 の 愛着 と いう 2 つの 愛 が 存在 する 。 

the loVe of the heart never excites itself, 

心 の 愛 は 、 興 奮 し な い 。 

it gathers itself together and grows slowIy Dy the path of ordeal and 
SaCrifice: 

心 の 愛 は 、 心 を 言 い 立 た せ て 覚悟 し て 、 試 練 と 自己 犠牲 の 経路 に よっ て 、 ゆ っ くり と 
成長 する 。 

Durely nervous and Dass1onate cerebral love ]iVes only on enthusiasTm, 
単に 神経 質 で 肉欲 的 な 脳 の 愛着 は 、 熱 狂 の み に 生き 続け る 。 

dashes itself against all dutes, 

脳 の 愛着 は 、 全 て の 義務 と 衝突 する 。 

treats the Deloved oDject as a Dr1Ze Of conquest, 

脳 の 愛着 は 、 愛 着 の 対象 を 戦利 品 の 様 に 扱う 。 

is selfish, exactmg, restless, tyramrucal, 

脳 の 愛着 は 、 利 己 的 で あり 、 冷 酷 で あり 、 不 安 で あり 、 暴 君 的 で ある 。 

andis fated to drag after it either suicide as the fimal catastrophe, or 
adultery as a remedy 

脳 の 愛着 は 、 愛 着 し た 後に 、 結 末 と し て の 自殺 か 、 薬 と し て の 姦淫 を 必然 的 に 伴う 。 
These phenomena are constant 1kKe nature, inexorabDle as fatality 

脳 の 愛着 が 自殺 か 姦淫 を 必然 的 に 伴う の は 、 自 然 の 様 に 、 運 命 の 様 に 、 不 変 で ある 。 
A youmg artist full of courage, with her future all Defore her had a 
husDandL an honest man, a seeker after kmowledge, a Doet, 
勇気 に 満ち た 、 将 来 が 目 の 前 に 開か れ て いる 、 若 い 女性 芸術 家 に は 、 知 の 探求 者 で 
あり 詩人 で ある 誠実 な 夫 が いた 。 

whose only fault was an excess of loVe for her: 

夫 の 欠陥 は 、 妻 へ の 愛着 が 過剰 で ある 事 だ け で あっ た 。 

she outraged him and left him, and has continued to hate him ever 
S1nCe. 

妻 は 、 夫 に 怒っ て 、 夫 と 別れ 、 別 れ て か ら 常 に 元夫 を 憎み 続け た 。 

Yet she, too, is a decent womar: 

けれ ども 、 元 妻 も 良識 的 な 女性 で あっ た 。 

the pitlless world, however judges and condemns her 

し か し 、 無 慈悲 な 世間 は 元 妻 を 裁 い て 非難 し た 。 

And yet, this was not her crme. 

それ で も 、 元 妻 は 無罪 で あっ た 。 

Her fault, Tf one may De permmtted to reproach her with one, was that, at 
first, she madly and passionately 1oved her husDandl. 

も し 人 が 元 妻 を 非難 で きる 余地 が 有る と し た ら 、 元 妻 の 過誤 は 、 最 初 の うち は 、 元 妻 
が 元夫 を 熱狂 的 に 愛着 し た 事 で ある 。 


"But," you wll say "1S not the human soul, then, free?" 

人 は 「 し か し 、 そ れ で は 、 人 の 魂 は 自由 で は な い の か ?」 と 話す で あろ う 。 

NO0, 

いい え 。 

it is no longer free when it has aDandoned itself to the giddimess caused 
Dy Dasslon. 

人 の 魂 が 、 肉 欲 に よる 、 め まい に 身 を 委ね る と 、 も う 自 由 で は な い 。 

It is omly wisdom which is free: 

知 だ けが 自由 で ある 。 

disordered Dass1ons are the kimgdom of follY 

乱れ た 肉欲 は 、 狂 患 の 王国 と 成る 。( 神 の 知 は 、 神 の 王国 と 成る 。) 

and folly is fatahty. 

狂 患 は 、 死 に 至る 。 

What we have sald of loVe may edually well De said of religion, 

愛 に つい て 言え る 事 は 宗教 に つい て も 言え る 。 

which is the most powerful, Dut also the most intoxicatmg, of all 1oVes. 
胃 敬 を 伴う 信じ る 愛 で あ る 宗教 は 、 全 て の 愛 の うち 、 最 も 強い 愛 で あ り 、 最 も 夢中 に 
させ る 愛 で あ る 。 

Religious Dasslon has also its excesses and its fatal reactions. 
宗教 的 な 愛 に は 、 過 剰 な 宗教 的 な 愛 も あれ ば 、 必 然 の 反作用 も ある 。 

One may haVe ecstasies and stgmata 1hke St. Francis of Assisi, and fall 
afterwards into abysses of deDauch and impiety. 

人 は 、 ア ッ シ ジ の フラ ンチ ェ ス コ の 様 に 忘 我 状態 と 聖 痕 を 得 た 後に 、 放 薄 と 不信 心 の 
旗 無し の 淵 に 也 る か も し れ な い 。 

Passionate natures are highly charged magnets: 

熱烈 な 性 質 の 人 は 、 高 く 充 電 さ れ た 磁石 で ある 。 

they attract or repel with violence. 

熱烈 な 性 質 の 人 は 、 激 し く 引き 寄せ た り 、 激 し く 兵 けた りす る 。 

It 1s Doss1Dle to magnetize in two WaySs: 

2 つの 方 法 で 催眠 を か ける 事 が 可能 で ある 。 

first, in actng by will upon the plastic medium of another Dersorl, 
whose wl and whose acts are, in conseduence, SuDordinated to that 
action. 

第 一 の 催眠 方 法 は 、 催 眠 術 師 の 意思 に よっ て 、 被 催眠 者 の 自由 な 形 に で きる 仲介 
する も の で ある 星 の 体 に 働き か け て 、 被 催眠 者 の 意思 と 行為 を 結果 的 に 催眠 術 師 
の 働き か け に 従わ せる 。 

Secondly, in actmg through the will of another either by intrmidation, 
or Dy persuasior, so that the influenced wl modifies at our pleasure 
the plastic medium and the acts of that person. 

第 二 の 催眠 方 法 は 、 催 眠 術 師 の 脅迫 か 説得 に よっ て 、 被 催眠 者 の 意思 に 働き か け 
て 、 催 眠 術 師 が 影響 を 与え た 被 催眠 者 の 意思 が 、 催 眠 術 師 の 思い 通り に 、 被 催眠 
者 の 星 の 体 と 行為 を 変え る 。 

One magnetizes Dy radiation, Dy contact, Dy 1ook, or Dy word. 


人 は 、 星 の 光 の 放射 に よっ て 、 接 触 に よっ て 、 視 線 に よっ て 、 言 葉 に よっ て 、 被 催眠 者 
を 磁化 し て 、 被 催眠 者 に 催眠 を か ける 。 

The vibrations of the Voice modify the movement of the astral light, 

声 の 振動 は 、 星 の 光 の 運動 を 変え る 。 

and 

まだ 、 

are a DOWerful Vehicle ofmagnetsm. 

声 の 振動 は 、 磁 気 、 星 の 光 の 強い 仲介 者 で ある 。 

The warm Dreath magnetzes DOS1HVelY, 

熱い 息 は 、 陽 極 に 磁 化す る 。 

and the cold breath negatvely. 

冷た い 候 は 、 陰 極 に 磁化 する 。 

A warm and prolonged insufflation upor the spinal column at the Dase 
of the cerebellum may occasion erotic Dhenomena. 

育 骨 の 上 の 小脳 の 基底 部 に 、 熱 い 息 を 長く 吹き か ける と 性 的 な 現象 を 引き 起こ す 
事 が で きる 。 

Tf one puts the right hand upon the head and the left hand under the 
feet of a Derson completely enveloped with wool or silk, one causes the 
magnetic SDark to Dass Completely through the body, and one may thus 
OcCas1on a nerVous reVolution in his orgarsm with the rapidity of 
lightning. 

壮 毛 か 絹 の マン ト で 完全 に 覆 わ れ た 被 催眠 者 の 頭上 に 催眠 術 師 の 右手 を 置き 、 被 
催眠 者 の 足 裏 に 催眠 術 師 の 左手 を 置く と 、 磁 気 、 星 の 光 の 二 が 、 被 催 眠 者 の 全身 
を 貫通 し て 、 神 経 の 変革 を 被 催眠 者 の 有機 体 に 引き 起こ す 事 が で きる 。 

Magnetic Dasses Orly serve to direct the wil of the magnetizer in 
confirming it Dy acts. 

催眠 術 を か ける 手さばき は 、 手 さば き と い う 行 為 に よっ て 意思 を 確証 し て 、 催 眠 術 師 
の 意思 を 導く の に 役立つ だ け で ある 。 

They are signs and nothing more. 

手さばき は 、 象 徴 で し か な い 。 

The act of the wil is expressed and not operated Dy these signs. 
意思 の 作用 は 、 手 さば き と い っ た 象徴 に よっ て 表 さ れる が 、 実 行 さ れ な い 。 
Powdered charcoal aDsorDs and retains the astral light. 

炭 の 粉 は 、 星 の 光 を 吸収 し て 保持 する 。 

This explains the magic mrror of Dupotet. 

「 談 の 粉 が 星 の 光 を 吸収 し て 保持 する 。」 事 は 、 デ ュ ポテ 男 主 の 「 魔 法 の 鏡 」 の 原理 
を 説明 する 。 

Figures traced in charcoal appear lumnnous to a magnet1zed DersO!, 

炭 で 描か れ た 象徴 は 、 催 眠 状 態 の 被 催 眠 者 に は 、 光 っ て 見 える 。 

and take, for him, following the direction indicated Dy the will of the 
magnetzer the most graclous or the most terrifyimg forms. 

炭 で 描か れ た 象徴 は 、 催 眠 状 態 の 被 催 眠 者 に は 、 催 眠 術 師 の 意思 が 指す 方 向 性 に 
従っ て 、 最 も 優美 な 形 か 、 最 も 花 ろ し い 形 に 成っ て 見 える 。 


The astral light, or rather the vital light, of the plastic medium, aDsorDed 
by the charcoal, Decomes wholly negatVe: 

自由 な 形 に で きる 仲介 する も の の 命 の 光 、 星 の 光 は 、 炭 に 吸収 され る と 、 完 全 に 陰 
極 に 成る 。 

for this reason 

その た め 、 

anmals which are tormented Dy electricity, as for exarmple, cats, 1oVe to 
roll themselves upon coal. 

例え ば 、 猫 と いっ た 、 電 気 、 星 の 光 に 苦し ん で いる 動物 は 、 記 の 上 に 寝 転 が る 事 を 好 
む 。 

One day, medicme wl make use of this Droperty, amnd merVvOuS DeTSOTS 
wll find great relef from it. 

いつ の 日 か 、 医 学 は 、 誠 の 特性 を 利用 し て 、 神 経 質 な 人 を 星 の 光 に よる 苦し みか ら 
大 い に 解 放す る で あろ う 。 


CHAPTER II 

第 3 部 第 1 巻 第 2 章 

LIVE AND DEATH. - SLEEP AND WAKING 
生 と 死 。 睡 眠 状 態 と 目覚 め て いる 状態 。 


SLEEP is an incomplete death: 

眠り は 、 不 完全 な 死 で ある 。 

death is a complete sleep. 

死 は 、 完 全 な 眠り で ある 。 

Nature suDjects us to sleep in order to accustom us to the idea of death, 
自然 は 、 人 を 死 と いう 概念 に 慣れ させ る た め に 、 人 を 眠り に 従わ せ て いる 。 

and 

また だ 。 

warns us Dy dreams of the persistence of another life. 

自然 は 、 夢 に よっ て 、( 肉 体 と は ) 別 の ( 魂 の ) 命 の 永遠 性 を 人 に 知ら せ て いる 。 

The astral jight into which sleep plunges us 1s hkKe an ocean 

眠り は 人 を 星 の 光 に 沈め て 浸す の で 、 星 の 光 は 大 海 に 似 て いる 。 

in which inmumeraDle images are afloat, flotsam of wrecked existenCes, 
mirages and reflections of those which pass, presentiments of those 
which are aDout to De. 

星 の 光 と いう 大 海 の 中 に は 、( 星 の 光 に 分 解 さ れ て いる 存在 の 残骸 と いう ) 難 破 し た 
諸 存在 と いう 漂流 物 、 過 去 の 物事 の 幻 や 反映 、 成 りか け て いる 物事 の 予感 と いっ た 、 
無数 の 映像 が 漂流 し て いる 。 

Our nervous Ohspositlon attracts to us those images which correspond to 
our agitation, to the nature Of our fatigue, 

人 の 神経 の 傾向 は 、 人 の 運動 に 対応 し て いる 、 人 の 労苦 に 対応 し て いる 星 の 光 の 
映像 を 人 の 所 に 引き 寄せ る 。 

just as a magnet, moved among partcles of various metals, would 
attract to itself and choose partcularly the iron filings. 

正 に 、 破 石 が 、 様 々 な 金属 の 粒子 群 の 間 で 動か され る と 、 鉄 層 を 特に 選ん で 磁石 の 
所 に 引き 寄せ る 、 様 に 。 

Dreams reVeal to us the sickness or the health, the calm or the 
disturDance, of our plastic medium, and conseduently, also, that of our 
merVOUS aDDaTatUuS. 

夢 は 、 健 康 か 病気 か 、 自 由 な 形 に で きる 仲介 する も の で ある 星 の 体 が 落ち 着い て い 
る か 乱れ て いる か 、 結 果 と し て 神経 組織 が 落ち 着い て いる か 乱れ て いる か 、 人 に 啓 
示す る 。 

They formulate our presentiments Dy the analogy which the images 
Dear to them. 

夢 は 、 象 徴 が 持っ て いる 類推 可能 性 に よっ て 、 人 の 予感 を 形 に する 。 

For 

な ぜ な ら 、 


all ideas haVe a double significance for us, relatimg to our double life. 
全て の 概念 は 人 の 肉体 の 命 と 魂 の 命 と いう 二 重 の 命 に 関係 し て いて 、 全 て の 概念 
に は 人 に と っ て 二 重 の 意味 が 有る 。 

There exists a 1anmguage of sleeD: 

眠り の 言葉 が 存在 する 。 

Im the waking state it is hmpossible to umnderstand it, or even to Order 1ts 
WOrOS. 

眠り の 言葉 は 、 目 覚め て いる 状態 で は 、 理 解 不能 で あり 、 秩 序 的 に 並べ て 整理 する 
事 す ら 不 可能 で ある 。 

The 1anguage of slumDer is that of nature, 

眠り の 言葉 は 、 自 然 の 言葉 で ある 。 

hieroglyphuc in its character and rhythmucal in its sounds. 

自然 の 言葉 、 眠 り の 言葉 は 、 文 字 が 象徴 で あり 、 音 が 周期 で ある 。 

SlumDer may De either giddy or lucid. 

眠り は 、 め まい で ある か 、 透 明 で 意識 が 有る 。 

Madness is a Dermanent state of Vertigimous sommambDulism. 

狂気 と は 、 め まい を 起こ させ る 永遠 の 催眠 状態 で ある 。 

A vViolent disturDance may wake madmmenr to sense, or Kill them. 

激しい 混乱 は 、 狂 人 を 正気 に 目覚 め さ せ る か 、 組 し て し まう 。 

Hallucimations, when they obtain the adhesion of the intelligence, are 
transitory attacks of madmess. 

幻覚 が 幻覚 患者 の 知性 と 一 体 化し て し まう と 、 幻 覚 は 狂気 と いう 一 時 的 な 発作 と 
成っ て し まう 。 

EVery mental fatigue DroVokes slumDer: 

全て の 精神 的 な 疲れ は 、 眠 り を も た ら す 。 

Dut 

7 だ 

the fatigue 1S accompanied Dy nerVous irritation, the slumDer may De 
incomplete, and take on the character of sommnarmDulism. 

神経 の 荷 立ち 、 神 経 の 興奮 に 伴う 精神 的 な 疲れ の 場合 は 、 眠 り は 不 完全 に 成っ て 
し まい 、 催 眠 状 態 の 性 質 を 帯び て し まう 。 

One sometimes goes to sleepD without knowng it in the midst of real jfe: 
人 は 、 現 実に 生き て いる 最 中 に 、 目 覚め て いる まま 、 知 ら な いで 眠り 込ん で し まう 時 
が 有る 。 

and then instead of thimkinmg, one dreamms. 

人 が 現実 に 生き て いる 最 中 に 目覚 め て いる まま 知ら な いで 眠り 込ん で し まっ て いる 
時 、 人 は 、 考 える 代わ り に 、 夢 見 て いる 。 

How is it that we rememDer things which have never happened tO US? 
な ぜ 、 過 去 に 起き な か っ た 事 を 人 は 覚え て いる の か ? 

BeCauSe 

な ぜ な ら 、 

we dreamt them when wide awake. 

完全 に 目覚 め な が ら 、 人 は 、 夢 で 過去 に 起き な か っ た 事 を 見 た の で ある 。 


This phenomenon of involuntary and unperceived sleeDp when 
suddenly traVerses real life, often happens to those who over-exclte 
their nerVous organlsm Dy excesses either of worKk, Vigl, drimk, or 
erethism. 

目覚 め て いる まま 意図 し な いで 知ら な いで 無自覚 に 眠り 込ん で し まう 現象 が 、 突 然 、 
現実 に 生き て いる 時 に よぎる 事 は 、 過 労 、 徹 夜 の し 過ぎ 、 飲 み 過 ぎ 、 過 敏 に よっ て 神 
経 系 が 興奮 し 過ぎ て いる 人 の 身 に 起き る 時 が 有る 。 

Monomamiacs are asleep when they perforrm unreasonaDle aCtS. 
偏執 狂 者 は 、 非 論理 的 な 行動 を し て いる 時 は 、 目 覚め て いる まま 眠っ て いる 。 

They no 1onger remember anything on waking. 

偏執 狂 者 は 、 完 全 に 目覚 め る と 、 も は や 何 も 覚え て いな い 。 

When Papvoine(* っ Papavoine) was arrested Dy the police, he calmly 
said to them these remarkaDle words: "You are takimg the other for me." 
19 世紀 フラ ンス の パパ ヴォ ワー ヌ 事 件 で 、 殺 人 犯 の パパ ヴォ ワー ヌ は 、 警 察 に 未 捕 
され た 時 、「 あ な た た ち 警 察 は 、 殺 人 犯 で ある 他人 を 私 パパ ヴォ ワー ヌ と 間違え て い 
る の で す 。」 と いう 注目 する べき 言葉 を 警察 に 穏やか に 話し た 。 

It was the somnamDbulist who was stll speakimg. 

19 世紀 フラ ンス の パパ ヴォ ワー ヌ 事 件 の 殺人 犯 の パパ ヴォ ワー ヌ は 、 夢 遊 病 者 で 
あっ た の で ある 。 

Edgar Poe, that unhappy man of gemius who used to intoxicate himselt, 
エド ガー アラ ン ポー は 、 か つて 酔っ て いた 不適 切な 天才 で ある 。 

has terriDly descriDed the sommnarmDulism of monomaniacs. 

エド ガー アラ ン ポー は 、 偏 執 狂 者 の 夢遊 病 者 を 小説 で 恐ろし く 描い た 。 
Sometmes it 1S an assassin who hears, and who thinks that everyDody 
hears, through the wall of the tomDb, the Deatmg of his victim 's heartb 
ある 時 は 、 偏 執 狂 者 の 夢遊 病 者 は 、 墓 の 壁 を 通過 し て 、 殺 人 の 犠牲 者 の 心臓 の 鼓 
動 が 聞こ える と 思い 込ん で いる 、 人 の 犠牲 者 の 心臓 の 鼓動 が 他人 に も 全員 に 聞 
こえ て いる と 思い 込ん で いる 、 殺 人 者 で ある 。 

sometimes it 1S a Do1soner who, Dy dimt of saying to himself, "1 am safe, 
provided 1 do not go and denounce myself," ends Dy drearmimg aloud 
that he is denouncing himself, andin fact does s0. 

ある 時 は 、 偏 執 狂 者 の 夢遊 病 者 は 、「 私 は 、 警 察 に 自首 し な い 限 り 、 安 全 で ある 。」 と 
自身 に 話し か ける 事 に よっ て 安心 し て いた が 、 自 首 す る 夢 を 声 を 出し て 見 る 様 に 
成っ て し まい 、 実 際 に 自首 し た 、 毒 鋼 者 で ある 。 

Edgar Poe himself invented neither the persons nor the facts of these 
Stramge nOVe]S: 

エド ガー アラ ン ポー は 、 自 分 の 変わ っ た 小説 の 殺人 犯 や 犯行 を 自分 で 考案 し た わ 
け で は な い 。 

he drearnt them wakng, 

エド ガー アラ ン ポー は 、 自 分 の 変わ っ た 小説 の 殺人 犯 や 犯行 を 、 目 覚め て いる まま 
で 、 夢 で 見 た の で ある 。 

and that is why 

その た め 、 


he clothed them so well with all the colours of a shocking reahty. 

エド ガー アラ ン ポー は 、 自 分 の 変わ っ た 小説 の 殺人 犯 や 犯行 を 、 衝 撃 的 な 現実 の 
特色 で 非常 に 巧 く 話せ た の で ある 。 

Dr Briere de Boismonrt in his remarkable work on "Hallucimatons," tells 
the story of an Enghshman otherwrlse duite sane, 

幻覚 に つい て の 注目 する べき 作品 で 、 精 神 医 Briere de Boismont は 、 幻 覚 以外 
で は 完全 に 正気 で ある イギリス 人 の 話 を 記し て いる 。 


who thought that he had met a stranger and made his acqualntanCe, 
who took him to lunch at his tavern, and then having asked him to Visit 
St. Paul's in his company, had tried to throw hm from the top of the 
tower which they had chmDed together 

幻覚 以外 で は 完全 に 正気 で ある イギリス 人 は 、「 私 は 、 見 知ら ぬ 人 と 出会っ て 知人 に 
成っ た 。 知 人 は 、 私 の 宿 で 私 と 昼食 を 食べ た 時 に 、 私 に セン ト ポ ー ル 大 聖堂 に 同伴 
し て 行く 様 に 頼ん で きた 。 私 は 知人 と セン ト ポ ー ル 大 聖堂 を 訪れ た 。 私 が 知人 と 共に 
塔 の 頂上 に 昇る と 、 知 人 は 私 を 塔 の 頂上 か ら 投げ 落と そう と 試み て きた 。」 と いう 幻 
覚 を 見 て 事実 だ と 思い 込ん で いた 。 

From that momenrnt the Englishman was oDsessed Dy this stranger 
whom he alone could see, amd whom he always met when he was alone, 
and had dined well. 

幻覚 以外 で は 完全 に 正気 で ある イギリス 人 は 、 存 在 し な い 知人 の 幻覚 を 見 た 時 か 
ら 、 自 分 に し か 見 えな い 存 在 し な い 知人 の 幻覚 に と りつ か れ て 、 食 事 を 食べ 終わ っ 
た 後 の 独 り の 時 は 、 常 に 、 存 在 し な い 知 人 と 幻覚 の 中 で 出会っ た 。 


PreciD1ces attract: 

危険 は 引き 寄せ る 。 

drunkenness calls to drunkenness: 

楓 町 は 柳町 を 呼ぶ 。 

madness has invinciDle charms for madness. 

狂気 に は 狂気 に 対し て 無敵 の 魅力 が 有る 。 

When a man succurmDs to sleep, he holds in horror eVerythmg which 
might wake hum. 

人 が 眠り に 負け る 時 は 、 人 を 目覚 め さ せ る か も し れ な い 全 て の も の に 恐怖 を 抱く 。 
It is the same wrth the hallucinated, with statical sommnamDulists , 
maruacs, eplleptics, andl all those who aDandon themselves to the 
delirium of a Dass1on. 

幻覚 患者 、 動 か な い 夢 遊 病 者 、 狂 人 、 て ん か ん 患者 、 激 情 に よる 精神 錯乱 者 は 、 正 
気 に 目 覚め させ る か も し れ な い 全 て の も の に 恐怖 を 抱く 。 

They have heard the fatal music, they haVe entered into the dance of 
death: 


狂人 は 、 死 に 至る 音楽 を 聞い て 、 死 と いう 踊り に 加わ る 。( マ タイ に よる 福音 11 章 17 
節 『 あ な た の た め に 笛 を 鳴ら し た の に 、 あ な た は 踊っ て くれ な い 。」。) 

and 

し か し 、 

they feel themselves dragged away into the whirl of Vertig0. 

狂人 は 、 め まい の 渦 に 引き ずり 込ま れ て いる 様 に 感じ て いる 。 

You speak to them, they no more hear yoU: 

狂人 に 話し か け て も 、 も は や 狂人 は 聞く 耳 を 持た な い 。 

yOu Warn themm, they no 1onger understand VOU, Dut VOUr VO1Ce amm0OyS 
them: 

狂人 に 注意 し て も 、 も は や 狂人 は 注意 を 理解 で きず 、 注 意 は 狂人 に と っ て うる さく て 
狂人 を 昔 立 た せる 。 

they are asleep with the sleep of death. 

狂人 は 、 死 と いう 眠り に よっ て 眠っ て いる 。 

Death is a current which carries yOU 8aW3y 

死 は 、 人 を さら っ て 行く 流れ で ある 。 

a Whirlpool which draws you doWwT, 

死 は 、 人 を 下 へ 引き ずり 込む 渦 で ある 。 

Dut 

し か し 、 

from the Dottom of which the least movement may make you chHmD 
aga1n. 

死 と いう 渦 の 底 か ら 、 人 は 、 最 低 限 の 動き で 、 再 び 浮上 で きる 。 

The force or(x ~ of) repulsion Deing egual to that of attraction, 
反発 力 は 、 引 き 寄せ る 力 に 相当 する 。 

at the Very moment of expiring, one often attaches oneself again Violent 
to Hfe. 

正 に 死ぬ 瞬間 に 、 人 は 、 再 び 激 し く 、 肉 体 の 命 に と こり つい て し まう 事 が 頻繁 に 有る 。 
Often also, Dy the same 1aw of eduilibrium, one Dasses from sleep to 
death through complaisance for sleep. 

人 が 肉体 の 命 に と こり つく の と 同じ 、 つ り 合い の 法 に よっ て 、 人 は 、 有 眠り に と りつ か れ て 
従っ て し まい 、 有 眠っ た まま 死ん で し まう 事 が 頻繁 に 有る 。 


A shallop sways uponr the shores of the lake. 

湖 の 岸 に 、 小 舟 が 揺れ て いる 。 

The child enters the water 

幼子 は 、 小 舟 に 乗っ て 、 進 水 し て し まう 。 

which, shimimg with a thousand reflections, dances aroumd him and 
calls him: 

水 は 、 多 数 の 反映 で 輝い て 、 幼 子 の まわ り で 踊り 、 幼 子 を 呼ぶ 。 

the chanm which retains the boat stretches and seems to wsh to Dreak 
itself 


小舟 を 留め て いた 鎖 は 、 伸 びき っ て 、 自 壊す る 事 を 望ん で いる 様 に 見 える 。 

then a marvellous Dird shoots out from the Dank, and skims, simgimg, 
upon the ]0yOUS WaVeS: 

湖 の 岸 か ら 、 不 思 議 な 鳥 が 飛び 出し 、 水 面 を か すめ て 飛び 、 喜 ん で いる 波 々 の 上 で 、 
歌っ て いる 。 

the child wishes to follow it, he puts his hand upon the chain, he 
detaches the ring. 

幼子 は 、 鳥 の 後 を 追 お うと 望み 、 鎖 に 手 を 置き 、 鎖 の 先 の 輸 を 外し て し まう 。 


Antiquity divined the mystery of the attraction of death, and 
reDresertted it in the fable of HYylas. 
古代 人 は 、 死 の 引き 寄せ る 力 の 神秘 を 、 見 抜い て 、 ヒ ュ ラ ス の 例え 話 で 表現 し た 。 


Weary with a 1ong Voyage, Hylas has arrived im a flowered, enamelled 
1Sle: 

長い 航海 で 疲れ た 、 ヒ ュ ラ ス は 、 花 で 覆 わ れ た 、 エ ナメ ル の 様 な 光沢 で 輝い て いる 、 
島 に 辿り 着い た 。 

he approaches a fountain to draw water: 

ヒュ ラス は 、 水 を 流 む た め に 泉 へ 近づく 。 

a gTaC1OUuS mirage Srrles at hm 

優美 な 幻 が ヒュ ラス に 微笑 む 。 

he sees a nymph stretch out her arms to hm 

ヒュ ラス は 、 自 分 に 手 を 差し 伸 べ る ニン フ を 見 た 。 

his own lose nerVve, 

ヒュ ラス は 、 ニ ン フ に うろ た える 。 

and cannot draw Dack the heavy jar: 

その た め 、 ヒ ュ ラ ス は 、 重 い 水瓶 を 引き 戻す 事 が で き な か っ た 。 

the fresh fragrance of the spring put himm to sleep: 

泉 か ら の 鮮やか な 香り は 、 ヒ ュ ラ ス を 眠ら せ て し まう 。 

the perfumes of the Dank intoxicate hm. 

彼岸 の 香り は 、 ヒ ュ ラ ス を 酔わ せ て し まう 。 

There he is, Dent oVer the water Hike a narclssus 

ヒュ ラス は 、 ナ ルキ ッ ソ ス の 様 に 水 の 上 に 身 を か が め た 。 

whose stalk has Deen Droken by a child at play: 

幼子 が 遊び で ナル キッ ソス の 水仙 の 花 の 茎 を 手 折 っ た 。 

the full jar falls to the Dottom, and Hylas follows it: 

水 で 満ち た 水瓶 が 水底 に 落ち 、 ヒ ュ ラ ス も 水瓶 の 後 を 追っ て 水底 に 落ち る 。 

he dies, dreamung that nymphs caress him, 

ニン フ に 抱擁 され る 夢 を 見 な が ら 、 ヒ ュ ラ ス は 、 死 ん だ 。 

andno longer hears the Voice of Hercules recalhng him to the 1aDours 
Of jife: 


ヒュ ラス は 、 命 の 労苦 に 呼び 戻す ヘラ クレ ス の 声 に 対し て 、 も う 聞 く 耳 を 持た な い 。 
Hercules, who runs wldly everywhere, crying, "Hylas! Hylas!" 
ヘラ クレ ス は 、「 ヒ ュ ラ ス ! ヒ ュ ラ ス !」 と 叫ん で 、 荒 々 し く 全 て の 場所 を 走り まわ る 。 


Another faDle, not less touching, which steps forth from the shadows of 
the Orphic initiatior is that of Eurydice recalled to life Dy the miracles 

of harmony and love, of Eurydice, that sensitiVe Droken on the Very day 
of her marriage, who takes refuge in the tomD, tremDblhmg with modesty. 


Soon she hears the 1yre of Orpheus, and slowIy chmDs again towards 
the light: 


the terrible divinities of EreDbus dare not Dar her Dassage. 
She follows the poet, or rather the poetry which adores. .… 
BUt, 


woe to the lover せ he changes the magnetic curTent and DursueS In his 
turn, wrth a single 1ook, her whom he should only attractl 


The sacred loVe, the virgimal loVe, the love which is stronger than the 
tommD, seeks only devotion, and flies in terror Defore the egoism of 
desire. 


Orpheus kmows 1: 
Dut, 


for an instant, he forgets it. Eurydice, in her white Dridal dress, lies 
upor the marriage Dedi: 


he wears the Vestments of Grand Hierophant, he stands upright, his lyre 
Im his handl his head crowned wrth the sacred laurel, hs eyes turned 
towards the East, and he simgs. 


He sings of the luminous arroWs of love that traverse the shadows of old 
Chaos, the waVes of softt, clear light, flowing from the black teats of the 
mother of the gods, from which hang the two children, Eros and 
AnterOS. 


He says the song of Adomus returming to Hfe in answer to the complaint 
of Venus, reV1ving hke a flower under the shimmg dew of her tears: 


the song of Castor and Pollux, whom death could not diVide, and who 
love alternately in hell and upon earth. … 


Then he calls softly Eurydice, his dear Eurydice, his so much 1oVed 
Eurydice: 


Ah! miseram Eurydicen arnma fugiente VocaDat, Eurydicenl! toto 
referebant flumine ripae. 


While he simgs, that pallhd statue of the sculptor death takes on the 
colour of the first tmt of Hfe, its white hps begin to redden hke the dawn 


Orpheus sees her he tremDles, he starmmers, the hymn almost dies upon 
his ips, Dut she pales aneWi: 


then the Grand Hierophant tears from his 1yre sublime heartrending 
Songs, he looks no more save uDon Heaver, he weeDps, he Drays, amd 
Eurydice ODens her eyes .… 


Unhappy one, do not look at her! singl! simg! 


do not scare away the Dutterfly of Psyche, which is about to alight on 
this flower! 


But the insensate man has seen the look of the woman whom he has 
ralsed from the dead, the Grand Hierophant gives place to the lover his 
lyre falls from his hands, he 1ooks upon Eurydice, he darts towards 
her. .… 


he clasps her in his arms, he finds her frozen stll, her eyes are closed 
agalr, her Iips are Daler and colder than ever the sensitiVe soul has 
tremDbled, the frail cord is broken anew and for ever .… 


Eurydlce is dead, and the hymns of Orpheus can no 1onger recall her to 
life! 


In our "Dogma and Ritual of The High Magic," we had the temerity to 
say that the resurrection of the dead is not an imposs1Dle phenomenon 
eve On the physical plane: 

「 高 等 魔術 の 教理 と 祭儀 」 で エリ ファ ス レヴ ィ は 「 物 理 的 に も 、 死 ん だ 人 の 復活 は 可 
能 な 現象 で ある 。」 と 大 胆 に 話し た 。 

and in saying that, we have not denied or in any way contradicted the 
fatal law of death. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 「 物 理 的 に も 、 死 ん だ 人 の 復活 は 可能 な 現象 で ある 。」 と 話し た 
時 に 、 不 可 避 の 死 の 法 を 否定 し な か っ た 。 

A death which can discontmue is only lethargy and slumDer: 
中 止 で きる 死 は 、 績 睡 状態 と 睡眠 状態 だ け で ある 。 

Dut 

太 だ 、 

1t is Dy lethargy and slumDer that death always Degins. 

皆 睡 状態 や 睡眠 状態 に よっ て 、 死 は 常に 始ま る 。 

The state of profound peace which succeeds the agitations of life carries 
away the relaxed and sleepimg Sou 

命 の 不安 の 後に 続く 、 深 い 平和 の 状態 と いう 死 は 、 楽 に 成っ た 眠っ て いる 魂 を さら っ 
で 行 で し まう 。 

One cannot make it return, and force it to plumge aneW into Hife, except 
by excitmg Violently all its affections and all its desires. 

死ぬ と 、 人 は 、 激 し く 感 動 さ せる 愛情 や 望み に よっ て で は な いと 、 魂 を 戻せ ず 、 魂 は 新 
し い 合 に 沈ん で 浸る 事 を 強い られ る 。 

When ]esus, the Saviour of the world, Was upon earth, the earth Was 
more Deautiful and more desiraDle than HeaVven: 

世界 の 救い 主 イ エス が 地上 に いた 時 代 、 地 は 、 天 より も 、 美 し く 、 望 まし か っ た 。 

and yet 

それ に も か か わら ず 、 

it was necessary for ]esus to cry aloud and apply a shock in order to 
awaken ]airus's daughter 

ルカ に よる 福音 8 章 54 節 で 、 ヤ イロ の 娘 を 復活 させ る た め に 、 イ エス は 大 き な 声 で 
叫ん で 衝撃 を 加え る 必要 が 有 っ た 。 

It was by dimt of shudderings and tears that he called Dack his friend 
Lazarus from the tomb, 

ヨハ ネ に よる 福音 11 章 35 節 で 身 を 賑わせ て 涙 を 流し て 泣く 事 に よっ て 、 イ エス は 、 
イエ ス の 友人 ラ ザ ロ を 墓 か ら 復 活 さ せ た 。 

so difficult is it to interrupt a tired soul who is sleeping his Deauty-sleep! 
人 に 成っ た 神 イ エス で すら 叫ん だ りす る 必要 が 有 っ た くら い 、 素 晴らし い 眠 り を 眠っ 
て いる 疲れ た 魂 に 割り 込む 事 は 難し い ! 

At the same tmme, 

同時 に 、 


the countenance of death has not the same seremity for eVery soul that 

contemplates 1t. 

死 を 受け 入れ る 全て の 魂 に と っ て 、 同 様 に 、 死 の 様子 は 安らか で ある 、 と いう わけ で 

は な い 。 

When one has missed the goal of jife, when one carries away with one 

frenzled greeds or unassuaged hates, etern1ty aDDears to the igmorant Or 

guilty soul with such a formidable proportion of sorrows, that it 

sometimes tries to fhng itself Dack into mortal life. 

生き て いる 事 に よる 目標 を 手 に 入れ そこ な っ た 人 や 、 激 し い 貧 欲 や 癒さ れ て いな い 

憎悪 に 夢中 に 成っ て いる 人 と いっ た 、 無 知 な 人 や 罪人 の 魂 に 、 永 遠 は 趣 ろ し いく らい 
の 悲し み の 姿 で 現れ る の で 、 無 知 な 人 や 罪人 の 魂 は 、 肉 体 と いう 死ぬ 命 に 戻る うう と 

乱暴 に 試み る 時 が 有る 。 

How many souls, urged Dy the nightmare of hell, have taken refuge in 

their frozen Dodies, their Dodies already covered with funereal marDble! 

多数 の 魂 が 、 地 獄 の 悪夢 に 迫 ら れ て 、 氷 の 様 に 冷た い 死 体 に 避難 し た が 、 す で に 死 

体 は 大 理 石 の 枢 に 閉じ 込め られ て いる ! 

Men have found skeletons turned Over ConVulsed, twisted, and they 

have said, "Here are men who have Deen Duried alive.“ 

人 は 、 ひ っ くり 返っ た 残骸 で ある 死体 、 身 も だ え し た と 思わ れる 死体 、 身 を よじ ら せ て 

いた 死体 を 見 つけ て 、「 こ れ は 、 生 きた まま 埋葬 され た 人 の 死体 で ある 。」 と 話し て い 
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Often this was not the case. 

し か し 、 ひ っ くり 返っ た 死体 、 身 も だ え し た と 思わ れる 死体 、 身 を よじ ら せ て いた 死体 

は 、 生 きた まま 埋葬 され た 人 の 死体 で は な い 事 が 多い 。 

These may always De waifs of death, men ralsed from the tomDb, Wh0, 

before they could aDandon themselves altogether to the anguish of the 

threshold of etermity, were obliged to make a second attempt. 

ひっ くり 返っ た 死体 、 身 も だ え し た と 思わ れる 死体 、 身 を よじ ら せ て いた 死体 は 、 常 に 、 

死 か ら の 漂着 物 、 永 速 へ の 入口 で の 苦し み に 完 全 に 身 を 委ね る 前 に 、 肉 体 に よる 第 

2 の 人 生 を 生き よう と 試み 求め た 、 墓 で 復活 し た 人 の 死体 で ある か も し れ な い 。 

A celebrated magnetist, Baron Dupotet, teaches in his secret Dook on 

"Magic" that one can kl Dy magic as Dy electricity. 

秘密 に し て いた 、 魔 術 に つい て の 本 で 、 高 名 な 催眠 術 師 デュ ポテ 男 評 は 、「 人 は 、 魔 

術 の 電気 に よっ て 尊 害 で きる 。」 と 記し て いる 。 

There is nothing strange in this reVelation for anyone who is well 

acqualnted with the analogies of Nature. 

自然 の 類推 可能 性 を 良く 知っ て いる 人 に と っ て 、「 人 は 、 魔 術 の 電気 に よっ て 殺害 で 

きる 。」 と いう デュ ポテ 男 の 啓示 は 、 不 思 議 で は な い 。 

It is certaim that in dilutmg Deyond measure, or in coagulatmg suddenly, 

the plastic medium of a suDject, it 1s poss1Dle to 1oose the Dody from the 

SOUl. 


対象 者 の 、 自 由 な 形 に で きる 仲介 する も の で ある 星 の 体 を 、 過 剰 に 薄め て 、 ま た は 、 
突然 に 凝固 させ て 、 魂 と の 鎖 か ら 肉体 を 解 さき 放 っ て し まう 事 が 可能 な の は 確か で あ 
る 。 

It is sometimes sufficient to arouse a Violent anger or an OVermasterimg 
fear in anyone, to kill him suddenly, 

突然 死 さ せる の に 、 激 怒 さ せる だ け で 、 ま た は 、 直 怖 で 圧倒 する だ け で 、 十 分 な 場 

が 有る 。 

The habitual use of magnetism usually puts the subject who aDandons 
himself to it at the NBN6D Of the magnetizer 

催眠 術 の 習慣 的 な 利用 は 、 普 通 、 被 催眠 者 が 身 を 委ね て し まう 形 で 、 被 催眠 者 を 催 
眠 術 師 の 思い 通り に させ て し まう 。 

When commumication is well-established, and the magnetzer can 
produce at will slumDer insensibility, catalepsy and so on, 1t will onIy 
reduire a 1ittle further effort to Drimg on death. 

交流 が 十分 に 確立 され て いて 、 催 眠 術 師 が 眠り 、 麻 痺 や 気絶 、 強 硬 症 カタ レプ シー 
な ど を 思い 通り に 被 催眠 者 に も た ら す 事 が で きる と 、 死 を 被 催眠 者 に も た ら す に は 、 
更 な る 甘 細 な 努力 が 必要 な だ け で ある 。 

We have Deen told as an actual fact a story 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 実 際 の 事実 で ある と し て 、 あ る 話 を 聞い た 事 が 有る 。 

whose authenticity we wl not altogether guarantee. 

た だ し 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 事 実 で ある と し て 聞い た 話 の 真 偽 を 完全 に は 保証 で き 
な い 。 

We are aDout to repeat 1t 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 事 実 で ある と し て 聞い た 話 を 記す 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

1t may De true. 

エリ ファ ス レヴ ィ が 、 事 実 で ある と し て 聞い た 話 は 、 真 実 で ある か も し れ な い 。 


Certain Dersons who doubted Doth religion and magnetism, of that 

incredulous class which is ready for all superstitions and al 

fanaticlsms, had Dersuaded a Door girl to suDrmit to their experiments 

for a fee. 

迷信 と 狂信 に 期待 する 半信半疑 の 類 ( た ぐい ) の 人 で ある 、 宗 教 と 催眠 術 を 疑っ て い 

た 何人 か が 、 貧 し い 少 女 を 金銭 で 説得 し て 催眠 術 の 実験 に 従わ せ た 。 

This girl was of an Impress1onable and nerVous nature, fatigued 

moreoVer Dy the excesses of a jife which had been more than irregular 

while she was already dnsgusted with existenCce. 

グ 女 は 、 慰 感受 性 が 強く 、 神 経 質 で あり 、 更 に (貧困 に よる ) 不 規則 過ぎ る 生活 に よる 不 
節制 で 疲れ て いて 、 生き て いる 事 に 既に うん ざり し て いた 。 

They Dut her to sleep: 

催眠 術 の 実験 者 は 、 少 女 に 催眠 術 を か け て 眠ら せ た 。 


Dade her see: 

催眠 術 の 実験 者 は 、 少 女 に 「 見 る 」 様 に 命令 し た 。 

She weeDs and struggleS. 

少女 は 、 涙 を 流し て 、「 見 る 」 事 に 取り 組ん だ 。 

They speak to her of Godi: 

催眠 術 の 実験 者 は 、 少 女 に 、 神 に つい て 何 が 「 見 える 」 か 尋ね た 。 

she tremDles in every Hmb. 

少女 は 、 手 足 を 全て 賑わせ た 。 

"No," said she, "mo: "He frightens me: 1 wl not 1ook at Him." 

少女 は 、「 駄 目 、 駄 目 、 神 は 私 を 脅し て 、 見 る 事 を 断念 させ る 。 私 は 神 を 見 れ な い 。」 と 
話し た 。 

"Look at Him, I wsh 1t." 

「 神 を 見 な さい 。 催 眠 術 師 で ある 私 が 望ん で いる の だ 。」。 

She opens her eyes, her DuDpils expandi: she is terrifying. 

少女 は 、 目 を 見 開き 、 少 女 の 瞳 孔 は 開い た の で 、 恐 ろ し く 見 えた 。 

"What do you see?" 

「 何 が 見 える の か ?」。 

"1 should not know how to say it. … Oh for pity's sake awaken me!" 

「 ど う 言 い 表 せ ば 良い の か 、 わ か ら な い .…。 お お っ ! お 願い だ か ら 、 私 を 目覚 め さ せ て 
くだ さい !」。 

"No, 1ook, and say what you see.“ 

「 駄 目 だ 。 見 な さい 。 そ し て 、 何 が 見 える の か 話し な さい 。」。 

"1 see a Dlack night in which whirl sparks of eVery colour around two 
great eVer-rOlhng eyes. From these eyes leaD rays whose spiral whorls 
fill space. …… Ho, it hurts me! Wake me!" 

「 闇 夜 が 見 える 。 闇 夜 の 中 に 、2 つの 大 き な 常 に 回 転 し て いる 目 の ま わり に 、 全 色 の 
輝き が 回 転 し て いる の が 見 える 。2 つの 大 き な 常 に 回 転 し て いる 目 か ら 光 線 が 飛び 
出し 、 光 線 の 螺旋 の 渦巻 き は 空間 を 満た す .……。 お お っ ! 痛 い ! 私 を 目覚 め さ せ て !」。 
"No, looKk." 

「 駄 目 だ 。 見 な さい 。」。 

"Where do you wish me to ook noW?" 

「 そ れ で は 、 ど こ を 見 る 事 を 望ん で いる の で すか ?」。 

"Look into Paradhise." 

「 神 の 楽園 の 中 を 見 な さい 。」。 

"No, I cannot chimDb there: the great night pushes me Dack, 1 always fall 
Dack." 

「 駄 目 、 私 は 神 の 楽園 まで 昇る 事 が で き な い 。 大 いな る 闇 が 私 を 下 へ 押し 返し て し ま 
う 。 私 は 常に 落下 し て いる 。」。 

"Very well then, 1ook into hell." 

「 わ か り ま し た 。 そ れ で は 、 地 獄 の 中 を 見 な さい 。」。 

Here the sleep-waker Decame ConVulsively agitated. 

ここ で 、 被 催眠 者 の 少女 は 、 け いれ ん し て 動揺 し た 。 


"No, no!" she cried sobbing: "1 will not! I shall De giddy: IT should fall! Oh, 
hold me Dack! Hold me Dack!" 

少女 は 、「 駄 目 ! 駄 目 ! 見 れ な い 。 め まい が し そう 。 落 下 し そう ! お お っ ! 私 を 引き 留め 
て ! 私 を 引き 留め て !」 と 、 す すり 泣き な が ら 叫 ん だ 。 

"NO, descend." 

「 駄 目 だ 、 降 りな さい 。」。 

"Where do you want me to descend?" 

「 ど こ に 降り て 欲し い の で すか ?」。 

"Into hell.“" 

「 地 獄 の 中 へ だ 。」。 

"But It Is horriDle! No! No! 1 will not go there!" 

「 だ けど 、 地 獄 は 趣 い ! 嫌 ! 嫌 ! 私 は 地獄 に 行き た く な い !」。 

"GO there.“ 

「 地 獄 に 行き な さい 。」。 

"IMercy!" 

「 あ あっ !」。 

"Go there. It is my wl.“ 

「 地 獄 に 行き な さい 。 地獄 に 行く 事 が 私 の 望み だ 。」。 

The features of the sleep-waker Decome terriDle to Deholdi 

被 催眠 者 の 少女 の 容貌 は 見 る も 恐ろし い 物 に 成っ た 。 

her hair stands on endi: 

少女 の 髪 は 逆 立 っ た 。 

her wide-opened eyes show onIy the white: 

少女 は 目 を 大 きく 見 開き 白目 だ け を 見 せ た 。 

her breast heaves, and a sort of death-rattle escapes from her throat. 
少女 の 胸 は グイ ッ と 持ち 上 が り 、 死 ぬ 時 の 様 に 喉 を ゴロ ゴロ 鳴ら し た 。 

"Go there. It is my wl," repeats the magnetizer, 

催眠 術 師 は 「 地 獄 に 行き な さい 。 地 獄 に 行く 事 が 私 の 望み だ 。」 と 、 く り 返 し 命令 し た 。 
"1 am there!" says the unhappy girl between her teeth, falhmg Dack 
exhausted. 

不幸 な 少女 は 、「 私 は 、 地 獄 に いる !」 と 歯 の 間 か ら 漏 ら す 様 に 話し 、 力 を 使い 果たし 
で GS の ほぞ っ た 。 

Then she no longer ansWers: 

それ か ら 、 も う 少 女 は 応 ( こ た ) え な く な っ た 。 

her head hangs heavy on her shoulder: 

少女 の 頭 は 重く 片方 の 肩 に か か っ て いた 。 

her arms fall idly Dy her side. 

少女 の 両 腕 は 、 か た わら に 、 ダ ラッ と 投げ 落と され て いた 。 

They approach her 

催眠 術 師 は 、 少 女 に 近づい た 。 

They touch her 

催眠 術 師 は 、 少 女 に 触れ た 。 

They try to waken her Dut it is too ]ate: 


催眠 術 師 は 、 少 女 を 目覚 め さ せ よう と 試み た が 、 遅 過ぎ た 。 

the crime was accomplhshedi 

犯罪 が 為 さ れ て し まっ て いた 。 

the woman Was dead. 

少女 は 死ん で いた 。 

It was to the puDlic incredulity in the matter of magnettsm that the 
authors of this sacrilegious eXxDeriment oOwed their own immunity from 
DTOSeCcutlOn. 

神 を 冒 法 する 催眠 術 の 実験 の 実験 者 は 、 催 眠 術 に よる 事件 へ の 大 衆 の 不信 の お か 
げ で 、 起 訴 を 免れ た 。 

The authorities held an induest, 

警察 関係 当局 は 調査 を 行っ た 。 

and 

で し て 、 

death was attributed to the rupture of an ameur1sm. 

被 催眠 者 の 死 は 、 動 脈 次 の 破裂 の せい に され た 。 

The body anyhow, Dore no trace of Violence: 

被 催 眠 者 の 死体 に は 、 ど こ に も 暴行 の 跡 が 無かっ た 。 

they had it Duried, and there was an end of the matter 

被 催眠 者 の 死体 は 埋葬 され て 、 事 件 は 終わ っ た 。 


Here is another anecdote which we heard from a travellhimg cormparuon. 
下記 は 、 旅 の 道連れ か ら 聞 いた 、 別 の 逸話 で ある 。 


Two friends were staying in the same inrl and sharing the same room. 
2 人 の 友人 が 、 同 じ 宿 の 同じ 部 屋 に 泊まっ て いた 。 

One of them had a habit of talkimg in his sleep, 

一 方 の 人 に は 、 寝 言 を 話す 癖 が 有 っ た 。 

and, at that tme, would answer the questions which his comrade put to 
him. 

寝言 を 話す 人 は 、 寝 言 を 話し て いる 時 に 、 友 人 が 質問 する と 、 質 問 に 答え た 。 

One night, he suddenly uttered stfled cries: 

ある 夜 、 寝 言 を 話す 人 が 、 突 然 、 寝 言 で 、 抑 えた 叫び を あげ た 。 

his commparuon woke uD and asked him what was the matter 
同室 の 友人 は 目覚 め て 、 寝 言 を 話し て いる 人 に 、 ど うし た の か 尋ね た 。 

"But, dont you see," sald the sleeper "dont you see that enormous 
stone .…1t 1S becoming 1oose from the moumtain .…1t is falhng on me, itiS 
goO1ng to crush me.“ 

寝言 を 話し て いる 人 は 、「 あ な た は 見 えな い の か ? あ な た は 巨大 な 岩 が 見 えな い の 
か .…? 巨 大 な 岩 が 山 か ら 崩れ て いる .…! 巨 大 な 岩 は 私 の 上 に 落ち て 来る ! 巨 大 な 岩 
に 私 は 押し つぶ され る !」 と 話し た 。 


"Oh, well, get out of its way!" 

「 お お っ ! で は 、 道 の 脇 に 逃げ な さい !」。 

"Impossible! My feet are caught in DramDles that chmg ever closer Ah! 
Help! Help! There is the great stone coming right upon me!" 

「 で き な い ! 茨 に 両足 を と られ て いて 、 茨 は し まっ た まま で 両足 に つい て 取れ な い 。 あ 
あっ ! 助 け て ! 助 け て ! 巨 大 な 岩 が 私 の 真 上 に 落ち て 来る !」。 

"Well, there it is!" said the other laughing, throwing the pillow at his 
head in order to wake hm. 

同室 の 友人 は 、「 ほ ら 、 こ れ が 巨大 な 岩 だ !」 と 笑い な が ら 話 し て 、 寝 言 を 話し て いる 
人 を 目覚 め さ せ る た め に 、 枕 を 頭 に 投げ つけ た 。 

A terrible cry, suddenly strangled in his throat, a conVvuls1on, a sigh, 
then nothing more. 

寝言 を 話し て いる 人 は 、 突 然 、 恐 ろ し い 抑え た 叫び を あげ 、 け いれ ん し 、 候 を 吐き 、 身 
動き し な く 成 っ た 。 

The practcal joOker gets uD, Dulls his comrade's arm, calls him: 
悪ふざけ を し た 同室 の 友人 は 、 起 き 上 が っ て 、 寝 言 を 話し て いた 人 の 腕 を 引っ 張っ 
て 、 呼 び か けた 。 

in his turn, he Decomes frightened, he cries 0ut, 

同室 の 友人 は 、 和 驚い て 叫ん だ 。 

people come with Hights .… 

人 々 が 明か り を 持っ て 様子 を 見 に 来 た .…。 

the umfortunate sleep-waker was dead!. 

不幸 な 寝言 を 話し て いた 人 は 死ん で いた 。 


CHAPTER III 

第 3 部 第 1 巻 第 3 章 

MYSTERIES OF HALLUCINATTONS AND OF THE EVOCATION OF SPIRITS 
幻覚 と 降 霊 術 の 神秘 


AN hallucination 1s an ilusion Droduced Dy an irregular movement of 
the astral light. 

幻覚 は 、 星 の 光 の 運動 の 乱れ が も た ら す 幻 で ある 。 

It 1S, as We sald DreVvlously, the adrmixture ofthe phenomena of sleep 
with those of wakimg. 

すでに 話し た 様 に 、 幻 覚 は 、 眠 っ て いる 時 の 現象 と 、 目 覚め て いる 時 の 現象 の 、 混 合 
物 で ある 。 

Our plastic medium Dreathes in and out the astral light or vital soul of 
the earth, 

人 の 、 自 由 な 形 に で きる 仲介 する も の で ある 、 星 の 体 は 、 星 の 光 、 地 の 命 の 魂 を 呼吸 
する 。 

as Our Dody Dreathes in and out the terrestrial atmosphere. 

人 の 肉体 が 地 の 大 気 を 呼吸 する 、 様 に 。 

Now, just as in certaim places the air is impure and not fit for Dreathimg, 
Im the same way certan unusual circumstances may make the astral 
jight unwholesome, and not assimulaDle. 

正 に 、 あ る 場所 の 空気 が 渦 さ れ て 呼吸 で き な い 事 が 有る 、 の と 同様 に 、 あ る 異常 な 
事情 が 星 の 光 を 不 健 全 に し て 吸収 が 不可 能 に 成る 事 が 有る 。 

The ar of some places may De too Dracing for some DeOoDle, and suit 
others perfectly: 

ある 場所 の 空気 が 、 あ る 人 に は 刺激 的 過ぎ て 、 他 の 人 に は 完全 に 合う 事 が 有る 。 

1t is exactly the same with the magnetic hght. 

同様 に 、 磁 気 の 光 、 星 の 光 が 、 あ る 人 に は 刺激 的 過ぎ て 、 他 の 人 に は 完全 に 合う 事 
が 有る 。 

The plastic medium is hke a metallic statue alWa7s in a state of fusion. 
自由 な 形 に で きる 仲介 する も の で ある 、 星 の 体 は 、 常 に 溶解 し た まま で ある 金属 の 
像 に 似 て いる 。 

If the mould is defectiVe, it Decomes deformed: 

星 の 体 の 鋳型 が 欠け て いる と 、 星 の 体 は 奇形 に 成っ て し まう 。 

if the mould Dreaks, it runs Out. 

星 の 体 の 型 が 破 ら れる と 、 星 の 体 を 形成 し て いる 星 の 光 は 漏れ て し まう 。 

The mould of the plastc medium is Dalanced and polarized vital force. 
自由 な 形 に で きる 仲介 する も の で ある 、 星 の 体 の 鋳型 と は 、 両 極 化し て 、 つ り 合 っ て 
いる 、 合 の 力 で ある 。 

Our Dody, Dy means of the nervous system, attracts and retains this 
fugitiVe form of light 


人 の 肉体 は 、 神 経 系 に よっ て 、 星 の 体 と いう 、 星 の 光 の 変化 し 易い 形 を 引き 寄せ て 
保持 し て いる 。 

Dut 

し か し 、 

local fatigue, or Dartial OVer-excltement Of the apparatus, may OcCCas1on 
fluidic deformities. 

諸 和 器官 で の 局所 的 な 疲れ や 部 分 的 な 過度 の 興 稚 は 、 流 体 の 星 の 体 の 奇形 を 引き 
起こ し て し まう 。 

These deformites partally falsify the mirror of the imagination, 

疲れ や 過度 の 興奮 に よる 星 の 体 の 奇形 部 分 は 、 想 像 に よる 見 本 の 部 分 的 な 改悪 で 
ある 。 

and thus occasion habitual hallucimations to the static type of Visionary. 
星 の 体 の 奇形 は 、 幻 覚 の 習慣 を 、 体 を 動か さ な い 種類 の 幻視 者 に も た ら す 。 

The plastic medium, made in the image and 1ikeness of our body 

自由 な 形 に で きる 仲介 する も の で ある 、 星 の 体 は 、 想 像 と 肉体 に 似せ て 創造 され て 
いる 。 

of which it figures eVery Orgarl im light, 

星 の 体 は 、 星 の 光 で 、 肉 体 の 全て の 器官 に 相当 する 器官 を 形成 する 。 

has a sight, touch, hearing, smell and taste which are DroDer to itself: 
星 の 体 に は 、( 肉 体 の 五感 と は 異な る 、) 星 の 体 に 相応 し い 、 視 覚 、 聴 覚 、 別 覚 、 味 覚 、 
触覚 と いう 五感 が 有る 。 

1t may, when it 1s OoVer-exclted, Commmumicate them Dy viDrations to the 
nerVOUuS aDDaratUusS 

星 の 体 が 過度 に 興奮 し て いる と 、 星 の 体 は 、 振 動 に よっ て 、 肉 体 の 五感 と は 異な る 、 
星 の 体 の 五感 を 肉体 の 神経 器官 に 伝え る 。 

In such a manner that the hallucimatton is complete. 

星 の 体 が 過度 に 興奮 し て 、 肉 体 の 五感 と は 異な る 、 星 の 体 の 五感 を 肉体 の 神経 に 
伝え る と 、 幻 覚 は 完成 され て し まう 。 

The imagination seems then to triumph over Nature itself, and 
Droduces truly strange Dhenomena. 

幻覚 が 完成 され る と 、 妄 想 が 自然 を 圧倒 し た 様 に 見 えて し まい 、 合 異 現象 が 現実 に 
起き る 。 

The material Dody, deluged with fluid, seems to participate in the fluidic 
dUalit1es, 

物質 の 肉体 は 、 流 体 の 星 の 光 に 飲み 込ま れ て 、 流 体 の 星 の 光 の 性 質 を 帯び る か の 
様 に 見 える 。 

it escapes from the operation of the laws of gravity, 

集団 幻覚 を 見 て いる 人 々 の 輪 の 中 で 、 星 の 光 に 飲み 込ま れ た 肉体 は 、 重 力 の 法則 
の 作用 か ら 免 れる 。 

becomes momentar1ly inVulmeraDle, 

集団 幻覚 を 見 て いる 人 々 の 輪 の 中 で 、 星 の 光 に 飲み 込ま れ た 肉体 は 、 少 し の 間 だ け 、 
喝 つ か な く 成 る 。 


and even inVisible, in a circle of persons suffering from collectVe 
hallucimnaton. 

集団 幻覚 を 見 て いる 人 々 の 輪 の 中 で 、 星 の 光 に 飲み 込ま れ た 肉体 は 、 少 し の 間 だ け 、 
目 に 見 えな く 成 る 。 

The convulsionaries of St. Medard, as one knows, had their flesh torn 
off with red-hot pincers, had themselves felled ke oxen, and ground 
Iike corm, and crucified, without sufferimg any Daln: 

人 に 知ら れ て いる 様 に 、 サ ン メダ ー ル の けい れん 者 は 、 肉 を 赤熱 し た ペン チ で も ぎ 
取ら れ た り 、 和 牛 の 様 に 倒さ れ た り 、 皮 膚 の 肘 胸 (た こ ) の 様 に 磨り 潰さ れ た り 、 十 字 栄 
に は りつ けら れ て も 、 痛 み を 感じ な か っ た 。 

they were levitated, walked about head downwards, 

サン メダ ー ル の けい れん 者 は 、 空 中 浮揚 し て 、 頭 を 下 に し て 歩い た 。 

and ate Dent pins and digested them. 

サン メダ ー ル の けい れん 者 は 、 曲 が っ た 留め 針 を 食べ て 消化 し た 。 


We thimk we ought to recapitulate here the remarks which We 
published in the "Estafette" on the prodigies produced Dy the American 
medium Home, and on several Dhenomena of the same kind. 

中 略 

We have neVer Dersonally witnessed Mr Home's miracles, Dut our 
information comes from the Dest sources: 


we gathereditinahouse where the American medium had Deen 
recelved with kindness when he was in misfortune, and wrth 
indulgence when he reached the point of thmking that his illmess was a 
plece of good luck: 


in the house of a 1ady Dorn in Poland, Dut thrice French Dy the nobility 
of her heart, the indescriDable charm of her spirit, and the European 
celebrity of her name. 


The publication of this informaton in the "Estafette" attracted to us at 
that tme, without our partcularly knowing why the insults of a Mr de 
Pene, since then Decome kmown to fame through his unfortunate duel. 


We thought at the time of La Fontaine's fable about the fool who threw 
stones at the sage. 


Mr de Pene spoke of us as an unfrocked priest, and a Dad Catholic. 


We at least showed ourself a good Christian in pityimg and forgiving 
him, and as it is irmpossible to De an umfrocked priest without ever 
having Deen a Driest, we let fall to the ground an insult which did not 
reaCch US. 


SPOOKS IN PARIS. 
パリ の 霊 


Mr Home, a week ago, Was Once more aDout to quut Paris, that Paris 
where ever the angels and the demons, if they appeared in any shaDe, 
would not pass Very 1ong for marVvellous Deings, amd would fimd nothing 
Detter to do than to return at toD-speed to heaven or to hell, to escape 
the forgetfulmess and the neglect of human kind. 


Mr Home, his air sad and disillusioned, was then Didding farewell to a 
noble 1ady whose kimdlIy welcome had Deen one of the frst happiness 
which he had tasted in France. 


Mme. de B.… treated him Very kimdIy that day as always, and asked hm 
to stay to dimner: 

その 日 、B ひ 〇 〇 〇 婦人 は 、 ア メリ カ の 霊媒 師 ホ ー ム を いつ も の 様 に 非常 に 親切 に も て 
な し て 、 タ 食 を 食べ る た め に BO 〇 〇 婦人 の 家 に 留まる 様 に 霊媒 師 ホ ー ム に 頼ん 

7 だ 。 

the man of mystery was aDout to accept, when, somme one having just 
sa1d that they were waltmg for a qaDalist, well known in the world of 
OCCult science Dy the puDlication of a Dook entitled "Dogma and Ritual 
of The High Magic," 

神秘 の 人 で ある 霊媒 師 ホ ー ム が 、B 〇 〇 〇 婦人 の 申し 出 を 受け 入れ よう と し た 時 、 
ある 人 が 「 私 達 は 、『 高 等 魔術 の 教理 と 祭儀 』 と いう 名 前 の 本 を 出版 し て 、 隠 され た 
知 の 世界 で 良く 知ら れ て いる カバ リス ト で ある 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ を 待っ て いる 。」 と 話 
間 ye 上 


Mr Home suddenly changed countenance, and sald, stammerimg, and 
wrth a visible emDarrassment, that he could not remain, and that the 
apDDroach of this Professor of IMagic caused him an incomparaDle terror 
霊媒 師 ホ ー ム は 、 突 然 、 表 情 を 変え 、 困 惑 を 見 せ 、「 私 ホー ム は 、B 〇 〇 〇 婦人 の 家 
留 ま れ な い 。」、 魔術 師 エリ ファ ス レヴ ィ が 近づく と 、 私 ホー ム は 、 比 較 で き な い く 
らい の 恐怖 を 感じ る 。」 と 、 ど も りな が ら 話 し た 。 
EVerything one could say to reassure hm Droved useleSs. 
ある 人 が 霊媒 師 ホ ー ム を 安心 させ る た め に 話し た 全て の 言葉 は 、 無 駄 に 成っ た 。 
"1 do not Dresume to judge the man," said he: 
寺 媒 師 ホ ー ム は 「 私 ホー ム は エリ ファ ス レヴ ィ と いう 男性 を 推測 で は 判断 し な い 。」 
と 話し た 。 
1 do not assert that he is good or evL 
私 ホー ム は 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が 善人 で ある か 、 悪 人 で ある か 、 断 言 し な い 。 
1 kmow nothing aDout it: 
私 ホー ム に は 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が 善人 で ある か 、 に つい て 何 も わ か ら な い 。 
Dut 
SEN 
his atmosphere hurts me: 
エリ ファ ス レヴ ィ が まとっ て いる 空気 は 、 私 ホー ム を 精神 的 に 傷つけ る 。 
near him I should feel myselt, as it were, without force, even without 
life. 
エリ ファ ス レヴ ィ の 近く で は 、 私 ホー ム は 、 言 わ ば 、 無 力 に 、 命 すら 無い 様 に 、 感 じ て し 
まう 。 


」 

After which explanation. Mr Home hastened to salute and withdraw. 
上 記 の 様 に 、 説 明 し た 後 で 、 霊 媒 師 ホー ム は 、 急 いで 別れ の 挨拶 を する と 引き 上 げ 

7 だら 

This terror of miracle-mongers in the presence of the VeritaDle initiates 

of science, 1s not a new fact in the annals of occultism. 

知 の 真 の 秘伝 伝授 者 が 存在 する と 、 驚 異 現象 を 商売 に し て いる 人 た ち が 怖 する 

の は 、 隠 され た 知 の 歴史 に お いて 、 新 し い 事 実 で は な い 。 


You may read in Philostratus the history of the Lamia who tremDles on 
hearing the approach of Apollomnus of TVana. 
中 略 


Our admiraDle story-teller Alexander Dumas dramatized this magical 
anecdote in the magmificent epitome of all legends which forms the 
Drologue to his great epic novel, "The Wandering jew.“ 

The scene takes place at Corinth: 

it is am old-tHme wedding with its Deauttful children crowned with 
flowers, Dearing the nuptial torches, and simgimg graclous eDithalarmla 
flowered with voluptuous images ike the poems of Catullus. 


The bride is as Deautiful in her chaste draperies as the ancient 
Polyhumma: 


she is amorous and deliclousIy Drovoking in her modesty, Ke a Venus 
Of Corregg10, Or a GTaCce Of CanoVa. 


The bridegroom is Climias, a disciple ofthe famous Apollomus of Tyana. 


The master had promised to come to his disciple's wedding, Dut he does 
not arTiVe, and the fair Dride breathes easier for she fears Apollonius. 


HoweVer the day 1S not Over 


The hour has arrived when the newly married are to De conducted to 
the nuptial couch. 


Meroe tremDles, pales, ooks oDstinately towards the door stretches out 
her hand with alarm and says in a strangled voice: "Here he is! It is he!" 


It was in fact Apollonius. 

Here 1s the magus: 

here is the master: 

the hour of enchantments has passedi 
jugglery falls before true science. 


One seeks the loVely Dride, the white Meroe, and one sees no more than 
an old woman, the sorceress Canidia, the devourer of little children. 


CHinias is disaDused: 


he thanks his master he is saved. 


The Vulgar are always dece1ved aDout Imag1c, 

常に 、 俗 人 は 、 魔 術 に つい て 、 誤 っ た 印象 を 受け て し まう 。 

and confuse adepts with enchanters. 

俗人 は 、 達 道 者 と 誘惑 者 を 混同 する 。 

True magic, that is to say, the traditional science of the magi, 
真 の 魔術 は 、 マ ギ の 口伝 の 知 で ある 、 と 言え る 。 

is the mortal enemy of enchantment: 

真 の 魔術 は 、 誘 惑 術 に と っ て 致命 的 な 反対 物 で ある 。 

1t DreVets, Or makes to cease, sham miracles, hostile to the light, 
真 の 魔術 は 、 光 に 敵対 する 偽物 の 奇跡 を 予防 する か 、 止 め る 。 

that fascinate a small numDer of prejudiced or credulous WitnesSseS. 

光 に 敵対 する 偽物 の 奇跡 は 、 先 入 観 が 有る か 、 軽 信 し 易い 、 少 数 の 目撃 者 を 誘惑 し 
て し まう 。 

The apparent disorder in the 1aws of Nature 1s a lie: 

自然 の 法 が 、 一 見 、 混 乱 し て いる 様 に 見 える 驚異 現象 は 、 嘘 の 奇跡 で ある 。 

1t is not then a miracle. 

自然 の 法 が 、 一 見 、 混 乱 し て いる 様 に 見 える 父 異 現象 は 、 真 の 奇跡 で は な い 。 

The true miracle, the true Drodigy always flaming in the eyes of all, iS 
the eVer constant harmony of effect amd cause: 

全て の 人 の 目 に と っ て 輝い て 見 える 、 真 の 奇跡 は 、 常 に 、 原 因 と 結果 が 不変 に 調和 
し て いる 。 

these are the splendours of eternal order! 

真 の 奇跡 は 、 永 遠 の 秩 序 の 輝 き で ある ! 

We could not say whether Cagliostro would have performed miracles in 
the presence of SwedenDorg: 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 仮 に 、 ス ヴェ ー デ ン ボ ル グ が いる 所 で 、 カ リオ スト ロ が 奇跡 を 行 
えた か どう か に つい て は 言わ な い 。 

Dut 

し か し 、 

he would certaimly have dreaded the presence of Paracelsus and of 
Henry Khunrath, if these great men had Deen his contermporaries. 
仮に に 、 パ ラケル スス や ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト と いっ た 大 いな る 人 達 が 18 世紀 に 存 
在 し て いて 、 近 くに いた ら 、 カ リオ スト ロ は 、 確 実に 恐怖 し た で あろ う 。 

Far De it from us, however to denounce Mr Home as a 10W-class 
SOrCeTer 


し か し 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 ア メリ カ の 霊媒 師 ホ ー ム を 、 低 級 な 悪人 の 霊 の 魔術 師 と 
し て 非難 し な い 。 

thatis to say 

言い 換え る と 、 

as a Charlatan. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 霊 媒 師 ホー ム を 、 詐 欺 師 と し て 非難 し な い 。 

The celeDrated American medium is sweet and natural as a child. 

有名 な アメ リカ の 霊媒 師 ホ ー ム は 、 幼 子 の 様 に 、 甘 い 、 あ り の まま の 人 で ある 。 

He is a Door and oVer-sensitive Deimg, without cummmg and without 
defence: 

霊媒 師 ホ ー ム は 、 不 器用 で 無防備 な 、 貧 弱 で 過敏 過ぎ る 人 で ある 。 

he is the plaything of a terriDle force of whose nature he is igmorant, 
霊媒 師 ホ ー ム は 、 ホ ー ム に は 未知 の 自然 の 胃 敬 する べき 力 に 翻弄 され て いる 。 
and the first of his dupes is certanly himself. 

霊媒 師 ホ ー ム が 、 最 初 に だ まし て し まっ た 人 は 、 確 実に 、 自 分 自身 で ある 。 

The study of the strange phenomena which are produced in the 
nelghDbourhood of this young man is of the greatest ImportanCce. 
霊媒 師 ホ ー ム と いう 若い 男性 の 近く で 起き る 不思議 な 現象 の 研究 は 、 最 重要 で ある 。 
One must seriousIy reconsider the too easy denlals of the eighteenth 
CeTltUuYW, 

人 は 、18 世紀 か ら の 簡単 に 否定 し 過ぎ る 態度 を 真剣 に 考え 直す 必要 が 有る 。 

and open out before science and reason Droader horizons than those of 
a Dourgeo1s cr1ticlsm, which denies eVerything which it does not yet 
knmow how to explain to itself. 

人 は 、 説 明 方 法 が 未だ 知ら れ て いな い 全 て の も の を 否定 する 俗 な 批判 より も 、 知 と 
論理 の 前 に 幅広 く 視 野 を 広げ る 必要 が 有る 。 

Facts are ImexoraDle, 

事実 は 変わ ら な い 。 事 実は 不変 で ある 。 

and genuine good faith should never fear to exarmine them. 

真 に 誠実 な 人 は 、 不 思 議 な 事実 を 調べ る 事 を 恐れ る べき で は な い 。 

The explanation of these facts, which all traditions obstimately affirm, 
and which are reproduced Defore our eyes with tiresome DuDlicity, this 
exDplanation, anclent as the facts themselves, rigorous as mathematics, 
but drawnr for the frst tme fromm the shadows in which the hierophants 
of all ages have hidden it would De a great scientific event if it could 
oDtain sufficient light amd publcity. 

全て の 口伝 が 頑 な まで に 認め て いる 、 う ん ざり する くら い 公 に 関心 を 持た れ て 現代 
人 の 目 の 前 で 再現 され た 、 不 思 議 な 事実 の 説明 は 、 事 実 自体 の 様 に 古く 、 数 学 の 
様 に 厳密 で ある が 、 も し 十分 な 光 と 公 の 関心 を 獲得 すれ ば 、 初 め て 、 全 て の 時 代 の 
秘 儀 祭司 が 隠し て いた 先 の 間 か ら 引 きず り 出 され て 、 自 然 科学 的 な 大 事件 と 成る 
で あろ う 。 

This eVent We are Derhaps aDout to DreDare。, 


多分 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 不 思 議 な 事実 の 説明 が 自然 科学 的 な 事件 と 成る 、 用 意 
を し よう と し て いる 。 

for 

な ぜ な ら 、 

One would not permit us the audacious hope of accomplishimg t. 

エリ ファ ス レヴ ィ が 不思議 な 事実 の 説明 を 自然 科学 的 な 事件 と し て 実現 する 大 腸 
な 希望 を 、 人 は 許さ な いで あろ う 。 

Here, in the first place, are the facts, in all their singularity 
下記 は 、 第 一 に 、 不 思 議 な 事実 の 特異 性 で ある 。 

We have verified them, and we havVe estaDblished them with a rigorous 
exactitude, aDstaimng in the first place from all explanation and al 
commentary. 

下記 の 事実 を 、 第 一 に 、 説 明 や 注釈 を 全て 控え て 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 厳密 な 正確 さ 
で 確証 する 。 


Mr Home is suDject to trances which put him, accordimg to his own 
aCcount, in direct commurnication wrth the soul of his mother and, 
through her with the entire world of spirts. 

霊媒 師 ホ ー ム の 解釈 に よる と 、 ホ ー ム は 記 我 状態 に 成り 易く 、 記 我 状態 は ホー ム を 、 
ホー ム の 母 の 魂 と 直接 に 交流 させ 、 ホ ー ム の 母 を 通じ て 霊 の 冥界 全体 と 交流 させ る 。 
He descriDes, hke the sleep-wakers of Cahagnet, Dersons whom he has 
neVer seeTl, 

19 世紀 の フラ ンス の 霊媒 師 Cahagnet の 様 に 、 霊 媒 師 ホ ー ム は 、 知 ら な い 人 物 の 
人 物 画 を 描け た 。 

and who are recogn1zed Dy those who evoke them 

人 物 画 の 人 物 を 呼び 出し て 見 た 人 は 、 霊 媒 師 ホー ム の 知ら な い 人 物 の 人 物 画 が 、 
似 て いた と 認め た 。 

he wil tell you even their names, and will reply on their Dehalf, to 
questlons which can De understood only Dy the soul evoked and 
VOUTSelVeS. 

霊媒 師 ホ ー ム は 、 知 ら な い 人 物 の 名 前 すら 言う 事 が で き 、 知 ら な い 人 物 と 質問 者 だ 
けが 理解 可能 な 質問 に 、 知 ら な い 人 物 に 代わ っ て 、 答 える 事 が で きた 。 

When he is in a room 

寺 媒 師 ホ ー ム が 室内 に いる と 、 

imexplicaDle noises make themselves heard. 

不思議 な 騒音 が 聞こ えた 。 

Violent Dlows resound upon the furniture, and in the walls: 
家具 や 壁 で 激しい 打撃 音 が 反 響 し た 。 

sometimes doors and windowWs open Dy themselves, as せ they Were 
blown open Dy a storm: 

時 に は 、 嵐 に 打 た れ て 開い た か の 様 な 音 を 立て て 、 ド ア や 窓 が 独り で に 開い た 。 


one even hears the wind and the rain, though when one goes Out of 
doors, the skKy is cloudless, and one does not feel the lightest Dreath of 
wmd. 

人 は 、 外 出し て も 、 そ よ 風 も 感じ ず 、 空 に は 雲 が 無い に も か か わら ず 、 風 雨 の 音 を 聞 
ささ え し た 。 

The furmiture is OoVerturned and displace, without anyDody touching it. 
誰 も 触れ ず に 、 家 具 が 転倒 し て 移動 し た 。 

Pencils write of their own accord. Their writing is that of Mr Home, and 
they make the same mmistakes as he does. 

鉛筆 は 、 独 り で に 、 霊 媒 師 ホー ム の 筆跡 で 、 文 字 を 記し 、 ホ ー ム と 同じ 様 な 誤字 脱字 
を し た 。 

Those present feel themselves touched and selzed Dy invisible hands. 
霊媒 師 ホ ー ム と 同じ 室内 に いる 人 は 、 目 に 見 えな い 手 に よっ て 、 触 れ ら れ た り 掴 まれ 
た り し た 様 に 感じ た 。 

These contacts, which seem to select ladies, lack a serious slde, and 
sometimes even DrODr1ety. 

霊媒 師 ホ ー ム の 目 に 見 えな い 手 に よる 接触 は 、 女 性 を 選ん で いる 様 に 思わ れ 、 不 真 
面目 で あり 、 下 品 な 時 すら 有 っ た 。 

We think that we shall De sufficiently understood. 

読者 は エリ ファ ス レヴ ィ の 遠まわし な 表現 の 意味 を 十分 に 理解 で きる 、 と エリ ファ ス 
レヴ ィ は 思う 。( 読 者 は 、「 霊媒 師 ホ ー ム の 目 に 見 えな い 手 が 、 女 性 を 選ん で 、 性 的 に 
触っ た 。」 と 理解 で きる 、 と エリ ファ ス レヴ ィ は 思う 。) 

Visible and tangiDle hands comme out, Or seem to come out, of taDles: 

目 に 見 え 手 で 触れ られ る 複数 の 手 が 、 テ ー ブ ル か ら 出 現し た 、 ま た は 、 テ ー ブ ル か ら 
出現 し た 様 に 見 えた 。 

Dut in this case, the tables must De covered. 

た だ し 、 目 に 見 え 手 で 触れ られ る 複数 の 手 が テ ー ブ ル か ら 出 現す る 様 に 見 える 光景 
を 見 る た め に は 、 テ ー ブ ル を ヴェ ー ル と いっ た 物 で 履 う 必要 が 有る 。 

The invisiDle agent needs certain aDDaratUus, 

上 記 の 様 に 、 目 に 見 えな い 代 行者 で ある 星 の 光 は 、 特 定 の 道具 の 用 意 を 必要 と す 
る 。 

just as do the cleverest successors Of RoDert Houdin. 

正 に 、 手 品 師 ジ ャ ン ウジ ェ ー ヌ ロベール ウー ダン の 巧み な 後継 者 で ある 手品 師 達 
が 、 特 定 の 道具 の 用 意 を 必要 と する 、 様 に 。 

These hands show themselves aDoVe all in darkness: 

特に 、 闇 の 中 で 、 霊 媒 師 ホー ム に よる 不思議 な 手 は 、 あ ら わ れ た 。 

they are warm and PhosDhorescert Or Cold and Dlack. 

霊媒 師 ホ ー ム に よる 不思議 な 手 は 、 暖 か く て リン の 様 な 青白 い 光 を 放っ て いる か 、 
冷た く て 黒色 で あっ た 。 

They write stupiditles, or touch the pian0: 

霊媒 師 ホ ー ム に よる 不思議 な 手 は 、 愚 か な 文 を 書い た り ピ アノ に 触れ た り し た 。 


and when they haVe touched the piano, it 1s necessary to send for the 
tuner their contact beimg always fatal to the exacttude of the 
Instrument. 

霊媒 師 ホ ー ム に よる 不思議 な 手 が ビ アノ に 触れ る と 、 常 に ビ ピアノ の 正確 さ を 狂わ せ 
た の で 、 ピ アノ の 調律 師 を 呼ぶ 必要 が 有 っ た 。 

One of the most considerable personages in England, Sir Bulwer Lytton, 
has seen and touched those hands: 

イギリス の 最 重 要 人 物 の 1 人 で ある 小説 家 で あり 政治 家 で ある 男爵 エド ワー ド ブ 
ル ワ ー リッ トン 卿 も 、 霊 媒 師 ホー ム に よる 不思議 な 手 を 見 た り 触 れ た り し た 。 

we have read his written and signed attestation. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 霊 媒 師 ホー ム に よる 不思議 な 手 に つい て の 、 エ ド ワ ー ド ブル 
ワー リッ トン の 記録 と 署名 入り の 証明 書 を 読ん だ 事 が 有る 。 

He declares evenr that he has seized them, and drawn them towards 
himself with all his strength, in order to withdraw from their incogmuto 
the arm to which they should naturally De attached. 

エド ワー ド ブル ワー リッ トン は 、 霊 媒 師 ホー ム に よる 不思議 な 手 が 当然 つなが っ て 
いる 先 の 腕 を 謎 の 者 か ら 引き 寄せ る た め に 、 霊 媒 師 ホ ー ム に よる 不思議 な 手 を つか 
ん で 全力 で 引き 寄せ た 、 と 記し て いる 。 

But 

し が か し 、 

the invisible object has proVed stronger than the English novelist, and. 
the hands have escaped him. 

目 に 見 えな い 者 は イギリス の 小説 家 エ ド ワ ー ド ブル ワー リッ トン より も 力 が 強く て 、 
霊媒 師 ホ ー ム に よる 不思議 な 手 は 、 エ ド ワ ー ド ブル ワー リッ トン の 手 か ら 逃 れ て し 
まだ 6 

A Russian noDleman who was the protector of Mr Home, and whose 
character and good faith could not possiDly De doubted, Count A. B------, 
has also seen and seized with vigor the mySter10US hands. 

霊媒 師 ホ ー ム の 後援 者 で ある 、 人 格 と 誠実 さ が 疑 い 様 が 無い 、 ロ シア の 伯爵 
A.B 〇 〇 〇 〇 OO 〇 〇 も 、 霊 媒 師 ホー ム に よる 不思議 な 手 を 見 て 力強く 掴ん だ 。 
"They are," says he, "DerTect shapes of human hands, warrm and HiVing, 
only one feels no Dones." 

伯爵 A.B 〇 〇 〇 〇 〇 〇 は 、「 霊 媒 師 ホー ム に よる 不思議 な 手 は 、 完 全 に 人 の 手 の 形 
を し て いて 、 暖 か く 生 き て いた 。 た だ し 、 唯 一 不思議 に 感じ た 事 は 、 骨 が 無い 事 で あ 
る 。」 と 話し て いる 。 

Pressed Dy an unavoidaDle constrannt, those hands did not struggle to 
escaDe, Dut grew smaller and in some way melted, so that the Count 
ended Dy no longer holdimg anythnng. 

逃れ られ な い 様 に 東 縛 し て 掴ん で いる と 、 霊 媒 師 ホ ー ム に よる 不思議 な 手 は 、 逃 れ 
よう と 抗 わ な く 成 り 、 縮 小 し て 、 溶 け て し まい 、 伯 爵 A.B ひ O 〇 〇 〇 〇 〇 の 手 の 中 に は 
何 も 残ら な か っ た 。 


Other persons who haVe seen them, and touched them, say that the 
fimgers are Duffed out and sttff, amd compare them to gloVes of india- 
ruDDber swollen wrth a warm and phosphorescent ar 

霊媒 師 ホ ー ム に よる 不思議 な 手 を 見 て 触っ た 、 あ る 人 は 、「 霊媒 師 ホ ー ム に よる 不 思 
議 な 手 の 指 は 、 膨 6 ん で いて 、 こ わ ば っ て いた 。」 と 話し て 、 霊 媒 師 ホ ー ム に よる 不 思 
議 な 手 の 指 を 、 リ ン の 様 な 青白 い 光 を 放っ て いる 暖か い 空気 で 膨れ た ゴム 手袋 に 
例え た 。 

Sometimes, instead of hands, it is feet which produce themselves, Dut 
never naked. 

時 に は 、 不 思 議 な 手 の 代 わり に 、 不 思 議 な 足 が 、 あ ら わ れ た が 、 裸 足 で は な か っ た 。 
The spirit, which probably 1acks footwear respects (at least in this 
particular) the delicacy of ladies, and never shows his feet Dut under a 
drapery Or a cloth. 

十 中 八 九 、 靴 下 が 無い 圭 は 、 少 な く と も 特別 に 、 女 性 の 繊細 さ を 景 散 し て 、 テ ー ブ ル 
に か か っ て いる 布 越し で し か 足 を 見 せな か っ た 。 

The production of these feet Very much tires and frightens Mr Home. 
不思議 な 足 の 出現 は 、 霊 媒 師 ホー ム を 非常 に 疲れ させ て 震え させ た 。 

He then endeaVvours to approach some healthy person, and selzes him 
Iike a drowrung man: 

不思議 な 足 が 出現 する と 、 霊 媒 師 ホ ー ム は 、 健 康 な 人 に 近づき 、 湧 死 し た 様 に 健康 
が 大 に つが まっ た 。 

the person so seized Dy the medium feels himself, on a sudden, in a 
singular state of exhaustion and debility. 

霊媒 師 ホ ー ム に つか まれ た 人 は 、 突 然 、 不 思 議 な 疲れ と 吉 弱 を 感じ た 。 

A Polish gentleman, who was Dresent at one of the "seances" of Mr 
Home, had placed on the ground Detween his feet a pencil on a DaDer 
and had asked for a sign ofthe presence of the spirit. 

霊媒 師 ホ ー ム の 降 霊 術 の 会 の 1 つ に 出席 し た 、 あ る ポー ラン ド の 紳士 は 、 鉛 筆 と 紙 
を 地面 の 両足 の 間 に 置 いて 、 霊 の 存在 の 証 と し て 、 紙 に 何 か を 書く 様 に 霊 に 求め た 。 
For some Instants nothimg stirred, Dut suddenly, the pencll was thrown 
to the other end ofthe room. 

少し の 間 、 鉛 筆 は 微動 だ に し な か っ た が 、 突 然 、 鉛 筆 が 部 屋 の 隅 に 投げ られ た 。 
The gentleman stooped, took the paper and saw there three qaDalistic 
slgns which noDody understood. 

ポー ラン ド の 紳士 は 、 か が ん で 、 紙 を 取っ て みる と 、 誰 も 理解 で き な か っ た 3 つの カ 
バラ の 象徴 が 紙 に 存在 する の を 見 つけ た 。 

Mr Home (alone) appearedl on seeing them, to De very much upset, and 
eve frightenedi 

3 つの カバ ラ の 象 微 を 見 て 、 霊 媒 師 ホー ム だ けが 、 気 を 非常 に 動転 させ 、 岩 えさ え し 
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Dut 

じ が > 


he refused to explain himself as to the nature and significamce ofthese 
CharacterS. 

霊媒 師 ホ ー ム は 、3 つの カバ ラ の 象徴 の 性 質 や 意味 の 説明 を 自ら 拒ん だ 。 

The investigators accordimgly kept them, and took them to that 
Professor of High Magic whose approach had Deen so much dreaded Dy 
the medium. 

その た め 、 研 究 者 達 は 、3 つの カバ ラ の 象徴 を 保存 し て 、 霊 媒 師 ホー ム が 近づく 事 を 
非常 に 恐れ た 高等 魔術 の 師 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 所 へ 持ち 込ん だ 。 

We haVe seen them, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、3 つの カバ ラ の 象徴 を 見 た 。 

and 

そし て 、 

here is a mmute descripton of them. 

下記 は 、3 つの カバ ラ の 象徴 の 詳細 な 記述 で ある 。 


They were traced forciDly, and the pencil had almost cut the paper 
鉛筆 が 紙 を ほとん ど 切 っ て いる くら い 、3 つの カバ ラ の 象徴 は 、 強 引 に 描か れ て いた 。 
They had Deen dashed on to the paper without order or alignmment. 

3 つの カバ ラ の 象徴 は 、 無 秩序 に 、 紙 に 殴り 書き され て いた 。 


The first was the symDbol which the Egyptian initiates usuallY placed in 
the hand of Typhon. 

第 1 の カバ ラ の 象徴 は 、 エ ジ プ ト の 秘伝 伝授 者 が 通例 ティ フォ ン の 手 の 中 に 置い た 
カバ ラ の 象徴 で ある 。 

A tau with upright double hmes opened in the form of a compass: an 
ankh (or crux ansata) having at the top a circular ring: 

第 1 の カバ ラ の 象徴 は 、 タ ウ (n) と コン パス の 形 に 開い た 2 つ 1 組 の (地面 に ) 垂 直 
に 立っ て いる 線 で ある 、 上 が 輪 で ある アン ク (、 ま た は 、 ア ン サ タ 十 字 ) で ある 。 

Delow the ring, a douDle horizontal Hime: Deneath the double horizontal 
hne, two oDligue Hmes, ike aVupside down. 

輪 の 下 は 、2 つ 1 組 の (地面 に ) 水 平 な 短い 線 で ある 。2 つ 1 組 の (地面 に ) 水 平 な 短 
い 線 の 下 で は 、 コ ン パ ス の 形 に 開い た 2 つ 1 組 の 斜め の 線 が 逆さ の V 字形 で ある 
人 字形 に 成っ て いる 。 


The second character represented a Grand Hierophant's cross, wth the 
three hierarchical cross-Dars. 

第 2 の カバ ラ の 象徴 は 、( タ ロッ ト の 5 ペー ジ 目 に 描か れ て いる 、) 法 王 、 大 祭司 イエ 
ス 、 秘 儀 祭 司 の 、 横 木 が 三角 形 の ピラ ミッ ド 型 の 位階 制 を 形成 し て いる 、 三 重 十 字 
架 で ある 。 

This symDbol, which dates from the remotest antiduity, 


三重 十字 架 は 、 遥 か 古代 か ら 存 在 し て いる 象徴 で ある 。 

is still the attriDute of our sovereignt Dont1ffs, 

三重 十字 架 は 、 未 だ に 、 法 王 の 象徴 で ある 。 

and forms the upper extremty of their pastoral staff. 

三重 十字 架 は 、 法 王 と いう 羊 飼 い の 杖 の 上 の 先端 を 形成 し て いる 。 

But 

し か し 、 

the sign traced Dy the pencll had this particularity, that the upper 
branch, the head of the cross, was double, and formed again the terriDle 
Typhonnan V 

悪人 の 霊 が 鉛筆 で 描い た 第 2 の カバ ラ の 象徴 で ある 、 三 重 十字 架 に は 、 十 字 架 の 
上 へ の 枝 、 十 字 架 の 先端 が 、 二 又 に 分 岐 し て いる 2 つ 1 組 で 、 第 1 の カバ ラ の 象徴 
に 続い て 再び 、 恐 る べき ティ フォ ン の V 字形 を 形成 し て いる 、 と いう 特徴 が 有 っ た 。 
the sign of antagonism and separation, 

V 字 形 は 、 対 立 と 分 像 の 象徴 で ある 。 

the symDbol of hate and eternal comDat. 

V 字形 は 、 憎 悪 と 永遠 の 戦い の 象徴 で ある 。 


The third character was that which Freemasons call the Philosophical 
CroSS, a CrOSS with four edual arms, with a point in each ofits angles. 

第 3 の カバ ラ の 象徴 は 、 フ リー メー ソン が 「 哲 学 の 十字 」 と 呼ん で いる 、 枝 と 枝 の 間 
の 直角 の 間 に (、 想 像 の 中 で 正方 形 を 描い た 場合 の 隅 に 、) 点 が 1 つ 存 在 す る 、4 つ 
の 均等 な 枝 に よる 十字 で ある 。 

BUt, 

が も 、 

instead of four points, there were only two, placed in the two right-hand 
COTTneTS, 

悪人 の 霊 が 描い た 「 哲 学 の 十字 」 は 、4 つの 点 の 代わ り に 、2 つの 点 だ けが 、 右 側 の 
2 つの 隅 に 配置 され て 存在 し て いる 。 

Once more a sigT Of struggle, separation amd demial. 

悪人 の 霊 が 描い た 第 1 と 第 2 の カバ ラ の 象徴 に 続い て 更に 、 悪 人 の 霊 が 描い た 第 
3 の カバ ラ の 象徴 の 、2 つの 点 は 、 戦 い 、 分 裂 、 否 定 の 象徴 で ある 。 


The Professor whom one wl allow us to distimguish from the narrator 
andtonamein the third person in order not to Weary Our readers in 
havmg the air of speaking of ourself - the Professor then, Master 
Ehphas Levl, gaVe the persons assemDled in Mme. de B------'s draw1ng- 
rOOmm the scientfic explanation of the three signatures, and this is what 
he sad: 

下記 の 様 に 、 魔 術 師 エリ ファ ス レヴ ィ 、 達 道 者 エリ ファ ス レヴ ィ は 、BO 〇 OOOO 
婦人 の 客間 に 集まっ た 人 々 に 、3 つの カバ ラ の 象徴 の 意味 を 学問 的 に 説明 し た 。( エ 


リフ ァ ス レヴ ィ が 、 自 慢 話 の 様 な 雰囲気 で 読者 を うん ざり させ な いた め に 、 第 1 人 称 
の 語り 手 エ リフ ァ ス レヴ ィ と 、 物 語 の 中 の 第 3 人 称 的 な 名 前 の 登場 人 物 エ リフ ァ ス 
レヴ ィ を 区 別 する 事 を 、 読 者 は 許し て くだ さい 。) 


1 
These three signs Delong to the series of sacred and Dr1irmitiVe 
hieroglyphs, kmown only to initates of the first order 

カバ ラ の 3 つの 象徴 は 、 無 上 の 秘伝 伝授 者 だ けが 知っ て いる 、 一 連 の 神聖 な 古代 
の 象徴 の 物 で ある 。 


The first is the signature of Typhon. 

第 1 の カバ ラ の 象徴 は い 、 テ ィ フ ォ ン の 象徴 で ある 。 

It expresses the Dlasphemy of the evil spirit Dy estaDlishing dualism in 
the creatVe Drimcple. 

第 1 の カバ ラ の 象徴 は 、 悪 人 の 霊 が 創造 する 原理 の 中 で 二元論 を ね つ 造 し て 神 を 
冒 流 し て いる 事 を 表す 。 

For 

な ぜ な ら 、 

the crux ansata of Osiris is a 1imgam upside dOWwT, 

オシ リス の アン サタ 十字 は 、 逆 さ の 男性 器 で ある 。 

and represents the paternal and active force of God (the vertical line 
extending fromm the circle) fertlizimng DassiVe nature (the horizontal 
Ime). 

オシ リス の アン サタ 十字 は 、( 水 平 の 線 の ) 受 容 的 な 自然 を 、 受 胎 させ る 、( 輪 か ら 伸 
び た た 垂直 の 線 の ) 父 の 自発 的 な 神 の 力 を 表す 。 

To double the Vertical line is to affirm that nature has two fathers: 
逆さ の V 字形 で ある 、 人 宇 形 を 形成 し て いる 、 コ ン パ ス の 形 に 開い た 2 つ 1 組 の ( 地 
面 に ) 垂 直 に 立っ て いる 線 は 、 自 然 の 父 が 唯一 で は な く 2 人 いる と いう 嘘 を 主張 し て 
いる 。 

it is to Dut adultery in the place of the divine motherhoodl 

ティ フォ ン の 象徴 は 、 神 聖 な 母性 の 代わ り に 、 聞 淫 を 推奨 し て いる 。 

it is to affirm, instead of the principle of intelhgence, Dhmd fatality, 
which has for result the eternal conflict of appearances In nothingneSsSs: 
ティ フォ ン の 象徴 は 、 知 の 原理 の 代わ り に 、 虚 無 に あら われ る 永遠 の 衝突 と いう 結果 
に 成る 盲目 の 運命 と いう 嘘 を 主張 し て いる 。 

it is, then, the most ancient, the most authentic, and the most terrible of 
all the stigmata of hell. 

その た め 、 テ ィ フ ォ ン の 象徴 は 、 最 古 の 、 改 変 が 最小 の 、 最 も 臣 る べき 、 地 獄 の 印 で あ 
る 。 
It sigmifies the "atheistic god"*: 


ティ フォ ン の 象徴 は 、 無 神 論 の 神 を 意味 する 。 

it is the signature of Satan. 

ティ フォ ン の 象徴 は 、 悪 魔 の ふり を し た 悪人 の 霊 に よる 『 悪 魔 の サイ ン 』 で ある 。 
"This first signature is hieratical, and Dears reference to the occult 
characters of the divine world. 

ティ フォ ン の 象徴 は 、 古 代 エ ジ プ ト の 祭司 の 象徴 で あり 、 神 だ け の 領域 の 隠さ れ た 象 
徴 群 と 関連 が 有る 。 


"The second MM to philosophical hieroglyphs, 
三重 十字 架 は 、 哲 学 の 象徴 と 関係 が 有る 。 
it represents the graduated extent of idea, and the DrogreSsiVe 
extenslon of form. 
三重 十字 架 は 、 概 念 の 段階 的 な 広がり と 、 形 の 進歩 的 な 拡大 を 表す 。 
"It 1s a tTiple tau upslde dOWm: 
三重 十字 架 は 、 逆 さ の タウ の 三重 で ある 。 
it is human thought affirming the aDsolute in the three worlds, 
三重 十字 架 は 、3 つの 世界 の 絶対 を 育 定 する 人 の 思考 で ある 。 
6 和 aDsolute ends here Dy a fork, 
悪人 の 霊 が 描い た 縦 木 の 上 が 二 又 に 分 岐 し て いる 三重 十字 架 は 、3 つの 世界 の 絶 
対 が 、 2 で 0 わっ て いる 。 
thatis to say 
言い 換え る と 、 
by the sign of doubt and antagonlsm. 
悪人 の 霊 が 描い た 縦 木 の 上 が 二 又 に 分 岐 し て いる 三重 十字 架 は 、3 つの 世界 の 絶 
対 が 、 分 岐 と いう 疑い と 対立 の 象徴 で 終わ っ て いる 。 
So that 
その た め 、 
the first character means: There is no God 
も し ティ フォ ン の 象徴 が 『 神 は 存在 し な い 。』 と いう 嘘 を 意味 する の で あれ ば 、 
the rigorous slgmification of this one is: Hierarchical truth does not 
eX1S{.! 
悪人 の 霊 が 描い た 縦 木 の 上 が 二 又 に 分 岐 し て いる 三重 十字 架 は 、『 位 階 的 な 真理 
は 存在 し な い 。』 と いう 嘘 を 厳密 に は 意味 する 。 


"The third or philosophical cross has been in allinitatons the symDbol 
of Nature, and its four elementary forms. 

『 哲 学 の 十字 』 は 、 全 て の 秘伝 伝授 者 に は 自然 の 象徴 、 自 然 の 四 大 元素 の 形 で ある 。 
The four poimts represert the four indiciDle an incommumnicable letters 
ofthe occult tetragram, 

『 哲 学 の 十字 』 の 4 つの 点 は 、 隠 され た テト ラ グラ マト ン と いう 言い 表せ な い 伝達 
不能 な 神 の 名 前 の 4 文字 を 表す 。 


that eternal formula of the Great Arcanum, G.. A." 

テト ラ グラ マト ン は 、『G.. A.'』、『Great Arcamum( 大 いな る 秘密 )』 の 永遠 の 言葉 
で ある 。 

"The two points on the right represent force, 

『 匠 学 の 十字 』 の 右 の 2 つの 点 は 、 力 を 表す 。 

as those on the left symDoHize love, 

『 哲 学 の 十字 』 の 左 の 2 つの 点 は 、 思 いや り を 表す 、 様 に 。 

and the four letters should De read from right to left, 

『 折 学 の 十字 』 の 4 つの 点 は 、 テ トラ グラ マト ン を 表し 、 右 か ら 左 へ 読む べき で ある 。 
beginmming Dy the right-hand upper corner and going thence to the left- 
hand 1ower corner and so for the others, making the cross of St. 
AndreW. 

『 折 学 の 十字 』 の 4 つの 点 は 、 テ トラ グラ マト ン を 表し 、X 字形 の 十字 で ある 『 聖 アン 
デレ 十字 』 を 形成 する 様 に 、 右 上 の 点 か ら 左 下 の 点 へ 読ん で か ら 、 右 下 の 点 か ら 左 
上 の 点 へ 読む 。 

"The suppresslon of the two left-hand points expresses the negation of 
the cross, the negation of mercy and of loVe. 

悪人 の 霊 が 描い た 『 哲 学 の 十字 』 で は 左 の 2 つの 点 が 削除 され て いる 事 は 、 十 字 
栄 の 否定 、 思 いや りや 愛 の 否定 を 表す 。 

"The affirmation of the absolute reign of force, and its eternal 
antagonism, from aboVe to Deneath, and from Deneath to aDoVe. 
悪人 の 霊 が 描い た 『 哲 学 の 十字 』 で は 左 の 2 つの 点 が 削除 され て いる 事 は 、 力 に よ 
る 絶対 的 な 支配 の 育 定 、 力 に よる 上 位 か ら 下 位 へ と 下位 か ら 上 位 へ の 永遠 の 対立 
を 表す 。 

"The glorification of tyranmny and of revolt. 

悪人 の 霊 が 描い た 『 哲 学 の 十字 』 で は 左 の 2 つの 点 が 削除 され て いる 事 は 、 力 に よ 
る 上 位 か ら 下 位 へ の 圧政 の 美化 と 、 力 に よる 下位 か ら 上 位 へ の 反乱 の 美化 を 表す 。 
"The hieroglyphuc sign of the unclean rite, 

悪人 の 霊 が 描い た 『 哲 学 の 十字 』 は 、 汚 れ た 儀式 の 象徴 で ある 。 

with which, rightly or wrongly, the Templars Were reDroached: 

事 の 善悪 は と も か く 、 悪 人 の 霊 が 描い た 『 哲 学 の 十字 』 に よっ て 、 神 殿 騎 士 団 は 非 
難 さ れ た 。 

it is the sign of disorder and of eternal despar 

悪人 の 霊 が 描い た 『 哲 学 の 十字 』 は 、 無 秩序 の 象徴 で あり 、 永 遠 の 絶 望 の 象徴 で あ 
る 。 


」 


Such, then, are the first revelations of the hidden science of the magi 
wth regard to these phenomena of supernatural manifestations. 
上 記 は 、 超 自然 的 な 霊 の 出現 に つい て の 、 マ ギ の 隠さ れ た 知 の 第 1 の 啓示 で ある 。 


Now letit De permuitted to us to compare wrth these strange sigmatureS 
other contemporary apDDparitions of phenomenal Writings, 

それ で は 、 同 時 代 の 、 霊 の 出現 に よる 、 不 思 議 な 象徴 を 比較 させ て くだ さい 。 

for 

な ぜ な ら 、 

it is really a Drief which science ought to study Defore taking it to the 
triDunal of public opimion. 

世論 と いう 裁判 所 に 持ち 込む 前 に 、 知 は 研究 、 探 求 す る べき で ある 。 

One must then desDise no researCh, 

その た め 、 人 は 、 研 究 、 探 求 、 調 査 を いと うな か れ 。 

OVerlook no clue. 

その た め 、 人 は 、 き っ か け を 見 過ごす な か れ 。 


In the neighDourhood of Caer, at TV-sur-Seulles , a series of 
inexplicaDle facts occurred some years agO, under the influence ofa 
medium, Or ecstatic, named Eugene Vimtras. 

中 略 

Certain ridiculous circumstances and a Drosecution for swindlmg soon 
caused this thaumaturgist to fall into oDIiVion, and even into contempt: 


he had, moreover Deen attacked with Violence in pamphlets whose 
authors had at one tme Deen admirers of his doctrine, for the medium 
Vintras took it upon himself to dogmattze. 


One thimg, howeVer is remarkaDle in the invectives of which he is the 
ODject: 


his adVersaries, though strairnng eVery effort im order to scourge hm, 
recogmize the truth of his miracles, and content themselves with 
attriDutmg them to the devil. 


What, then, are these so authentic miracles of Vintras? 


On this suDject We are Detter informed than anyDody as wll soon 
aDDear 


Affidavits signed Dy honourable witmesses, Dersons Who are artistS, 
doctors, Driests, all men aDoVe reproach, have Deen commurnicated to 
US: 


we have questoned eye-witnesses, andl, Detter than that, we have seen 
with our 0wnT eyeS. 


The facts deserVve to De descriDed in detail. 


There is in Paris a writer named Mr Madrolle, who is, to say the least of 
1t, a Dit eccentr1C. 


He is an old man of good famity, 

He wrote at first on Dehalf of Catholicism in the most exalted way, 
rece1vedl most flatterimg encouragemenrnts from ecclesiastical authority, 
and eVen letters fromm the Holy See. 

Then he saw Vintras: 

and, led away Dy the prestige of his miracles, Decame a deterrmimed 
sectariaru, and an irreconcilaDle enemy of the hierarchy and of the 
Clergy. 

At the period when Ehphas Levi was puDlishing his "Dogma and Ritual 
of The High Magic," he received a pamphlet from Mr Madrolle which 
astorished him. 


In it, the author vigorously sustained the most unheard of paradoxes in 
the disordered style of the ecstatics. 


For him, Hife sufficed for the expiation of the greatest crimes, simce it 
was the conseduence of a sentence of death. 


The most wicked men, Deing the most unhappy of all, seemed to him to 
offer the suDlimest of expiations to God. 


He Droke all Dounds in his attack on all represslon amd all damnation. 
"Areligion which damns," he cried, "1s a damned religion!" 

He further preached the most aDsolute licence under the pretext of 
charity, and so far forgot himself as to say that "the most irmperfect and 
the most apparently reprehensible act of love was worth more than the 


Dest of Drayers." 


It was the Marquis de Sade turned Dreacher! 


Further he denied the existence of the devil with an enthusiasm often 
full of eloguence. 


"Can YOU COnCe1ve," sa1d he, 

a devll tolerated amd authorized Dy God? 

Can you Concelve, further a God who made the devil, amnd who allowed 
him to raVage creatures already sO Weak, and so DromDpt to dece1ve 


themselVes! 


A god ofthe devil, in short, aDetted, protected, and scarcely surpassed in 
his reVenges, Dy a devil of a god! 


The rest of the pamphlet was of the same Vigour 


The Professor of Magic was almost frightened, and inguired the address 
of Mr Madrolle. 


It was not without some trouDle that he obtained an interview wrth this 
simgular pamphleteer and here is, more or less, their conVersation: 


ELIPHAS LEVI. "Sir I haVe received a Darmphlet from you. 


1 am come to thank you for your gift, amd, at the same tme, to testify to 
my aston1shment and disappountment." 


MR. MADROLLE. "Your disappomntment, sir! 
Pray explain yoursef, I do not understand you.“ 


"It is a IiVely regret to me, si to see you make mstakes which I have 
myself at one tme made. 


But 1 had ther at least, the excuse ofinexperience and youth. 


Your Damphlet ]acks conviction, Decause 1t lacKs discrimination. 


Your intention was doubtless to Drotest against errors in Delieft, and 
apuses In morality: 


and Dehold, it is the Delief and the morality themselves that you attackI! 
The exaltation which overflows in your parmphlet may indeed do you 
the greatest harm, and some of your Dest friends must have 
exDerlenced anxiety with regard to the state of your health. … 

"Oh, no douDt: 

they have said, and say stll, that I am mad. 


But it is nothing new that believers must undergo the folly of the cross. 


1 am exalted, si Decause yOU VOurself would De so in my place, Decause 
it is hmpossible to remain calIm in the presence of prodigies. .… 


"Oh, oh, you speak of prodigies, that interests mme. 


Come, between ourselves, and in all good faith, of what prodigies are 
yOu SDeaking?" 


"Eh, what prodigies should they De Dut those of the great Drophet Elias, 
returned to earth under the name of Pierre Michel?" 


"1 understandi yoOu mean Eugene Vintras. 1 have heard his Drophecies 
SDOken of. 


But does he really perform miracles?" 

("Here Mr Madrolle jumps in his chair ralses his eyes and his hands to 
heaverl,, and finally smles with a condescension which seems to soumd 
the depths of pity.) 

"Does he do miracles, sir? 

"But the greatest! 


"The most astomnshing! 


"The most incontestaDble! 


"The truest rmiracles that have ever Deen done on earth since the time of 
Jesus Christ! .… 


Whatl 
Thousands of hosts appear on altars where there Were none: 


wine aDpDears In emDpty chalices, and it is not an illusion, it 1S wime, a 
delic1Ous W1me. .… 


Celestial music is heard, Derfumes of the world Deyond fill the room, 
and then blood. .… real human blood (doctors have examined it), real 
blood, I tell you, sweats and sometimes flows fromm the hosts, imprinting 
mysterlous characters on the altars! 


1 am talkimg to you of what I have seen, of what I haVe heard, of what 1 
havVe touched, of what I have tastedI! 


And you wart me to remain cold at the Didding of an ecclesiastical 
authority which fimds it more convemient to deny everything than to 
examme the least thmg! .… 

"By DermSss10T, SIT: 

it is in religious matters, aDoVve all, that authority can never Dy Wrong. .… 
In religiom, good 1S hierarchy, and evll is amarchyi: 

to what would the influence ofthe priesthood De reducedL in effect 下 
you set up the primciple that one must rather Delieve the testimony Of 
one's senses than the decision of the Church? 

Is not the Church more Visible than all your miracles? 

Those who see miracles and who do not see the Church are much more 
to be pited than the blimd, for there remains to them not ever the 
resOourCe Of allowing themselves to De ]ed. … 


"Si 1 know all that as well as you d0. 


But God cannot De divided aganst Himself. 


He cannot allow good faith to De deceived, and the Church itself could 
hardly decide that 1 am blind when I haVe eyeSs. .… 


Here, see what john Huss says in his letter the forty-third letter towards 
the endi: 


"A doctor of theology said to me: 


"Im everything I should submit myself to the Coumc: everythimg would 
then De good and lawful for me.“ 


He added: 


"Hf the Council said that you had only one eye, although you haVve two, it 
would De stlll necessary to admit that the Councll was not wrong.“ 


"Were the whole world," I replied, "to affirm such a thing, so long as 1 
had the use of my reasort 1 should not De able to agree without 
woundimg my Consclence." 


1 wl say to you, 1ike john Huss, "Before there were a Church and its 
councils there were truth and reason." 


"Pardon me IinterruDt, my dear sr: 

you Were a Catholic at one tme, you are no 1onger SO: 

consclences are free. 

1 shall merely suDmit to you that the institution of the hierarchical 
infallibility in matters of dogma is reasonaDle in quite another sense, 


and far more incontestaD1y true than all the miracles of the world. 


Besides, what sacrifices ought one not to make in order to DreserVe 
DeaCe! 


Believe me, ]ohn Huss would have Deen a greater man ifhe had 
sacrificedl one of his eyes to um1Versal concord, rather than deluge 
EuroDe Wlth bloodI! 


O sir! 


let the Church decide when she will that I have Dut one eye: 


1 omly ask her one faVour it is to tell me in which eye I am DlimdL in 
order that 1 may close it and look with the other wrth an irreproachaDle 
orthodoxy!" 

"1 adrmit that I am not orthodox in your fashion." 

"Tperce1ve that clearly. 

But let us Come to the miracles! 

You haVe then seen, touchedL, felt, tasted them: 

Dut, come, Duttmg exaltation on one side, please g1ve me a thoroughIyY 
detailed and circumstantial account of the affair and, aDove all, evident 
proof of miracle. 

Am Iindiscreet in askimg you that?" 

"Not the least in the world: 

Dut which shall I choose? 

There are so many!" 

"Let me think," added Mr Madrolle, after a moment's reflection and 
wrth a shight tremDbhmg in the Voice, "the prophet is in London, amd We 
are here. 

Eh! well, せ you only make a mental request to the prophet to send you 
immediately the commurmioru and ifin a place designated Dy you, im 
yOuT Own house, in a cloth, or in a Dook, you found a host on your 
return, what Would you say?" 


"1 should declare the fact inexplicable Dy ordimary critical rules." 


"Oh, well si " cried Mr Madrolle, triumphantly "there is a thmg that 
often happens to me: 


whenever 1 wish, that is to say whenever 1 am Drepared and hope 
humDly to De worthy of it! 


Yes, sir 1 find the host when I ask for it 


1 fimd it real amd palpable, Dut often ornamented with Hittle hearts, Ittle 
miraculous hearts, which one might think had Deen painted Dy 
Raphael." 

Ehphas Levi, who feltil at ease in discussing facts with which there was 
mimgled a sort of profanation of the most hoIly things, then took his 
leave of the one-tme Catholic writer and went out meditatimg on the 
strange imfluence of this Vimtras, 


who had so oVerthrown that old belief, and turned the old savant's 
head. 


Some days afterwards, the qabalist Ehphas was awakened Very early in 
the mornng Dy an unknown Visitor 


It was aman wrth white hair entirely clothed in Dlacki: 
his phys1ognomy that of an extremely devout Driest: 
his whole air in short, was entirely worthy ofrespect. 


This ecclesiastic was furnished with a letter of recommendation 
COnce1ved in these terms: "DEAR MASTER, 


"This is to imtroduce to you an old savant, who wants to gabDle HeDrew 
SOTCery W1th yoU. 


Receive him Iike myself I mean as I myself received him Dy gettmg rid 
of him in the Dest Way you Can. 


"Entrrely yours, in the sacrosanct QaDalah, 
"AD. DESBARROLLES." 
"Reverend sir" said Ehphas, smilhimg, after havimng read the letter 


"1 am entirely at your serVvlce, amd canl refuse nothing to the friend who 
writes to me. 


You have then seen my excellent discuple DesDarrolles?" 


"Yes, si amd 1I have found in him a Very armiaDle and Very learned man. 


1 think both you and him worthy of the truth which has Deen lately 
revealed Dy astomishing rmiracles, and the positiVe reVelations of the 
Archangel St. Michael." 

"Si VOU do us honour 


Has then the good DesDarrolles astonished you Dy his science?" 


"Oh, certainly he possesses in a Very remarkKable degree the secrets of 
cherromancyi: 


by merely inspectmg my hand he told me nearly the whole history of 
my life." 


"He is quite capaDle of that. 
But did he enter into the smallest details?" 
"Sufficiently sir to comvimce me of his extraordimary DOWer." 


"Did he tell you that you were once the vicar of Mont-Louis, in the 
diocese Of TOurs? 


That you are the most zealous dhisciple ofthe ecstatic Eugene Vintras? 
And that your name is CharvoZ?" 

It was a VeritaDle thunderDolt: 

at each ofthese three phrases the old priest jumped in his chair 


When he heard his name, he turned pale, and rose as if a sprimg had 
Deen released. 


"You are then really a magician?" he crieddi 
"CharV0oZ 1S certaimly my name, Dut it is not that which 1 Dear: 
1 call myself La Paraz." 


"1 know it: La Paraz is the name of your mother 


You have left a sufficiently enviaDle positon, that of a country Vicar and 
yOur charmmimg Vicarage, in Order to share the trouDbled existence ofa 
Sectary.“ 

"Say 0f a great Drophet!" 

"Si 1 believe perfectly in your good faith. 


But you will Dermit me to examunme a Hittle the mission and the character 
of your DrODhet.“ 


"Yes, sir: exarmnation, full light, the microscope of science, that is all We 
aSK. 


Come to London, si amd you wl see! 
The mmiracles are Dermanently established there.“ 


"Would you De so kimd, sir as to giVe me, first of all, some exact and 
conscientious details wth regard to the miracles?" 


"Oh, as many as you Iike!" 

And immediately the old priest Degan to recount things which the 
whole world would have found impossible, Dut which did not even turn 
a eye-lash of the Professor of Transcendental Magic. 


Here is one of his stories: 


One day Vintras, in an access Of enthusiasm, Was Dreaching before his 
heterodox altar: 


twenty-five persons Were Dresert. 


An empty chalice was upor the altar a chalice well kmown to the ADDbe 
CharVvoZ: 


he brought it himself from his church of Mont-Louis, and he Was 
perfectly certain that the sacred Vase had neither secret ducts nor 
douDle Dottom. 


"Im order to DroVe tO yOUu,' sa1d Vimtras, that it is God Himself who 
imspires Ime, He acdualnts me that this chalice will fil itself with drops 


of His blood, under the appearance Of wine, and you wl all De able to 
taste the fruit of the vines of the future, the wine which we shall drink 
wth the Saviour in the Kingdomm of His Father..… 


"OVercome with astonishment and fear" contimued the AbDbe CharVozZz, "1 
g0 uD to the altar 1 take the chalice, Ilook at the Dottom of it: 


it was entirely empty. 1 oVerturned it in the sight of eVeryone, then 1 
returned to kneel at the foot of the altar holding the chalice Detween my 
two handS.… 


Suddenly there was a shght noise: 


the noise of a drop of water falling into the chalice from the ceihng, was 
distimctly heard, and a drop of wine appeared at the Dottom of the Vase. 


"EVery eye was fixed on me. 


Then they 1ooked at the ceihimg, for our simple chapel was held in a Door 
TOOIm: 


in the ceilhimg was neither hole nor fissure: 


nothing was seen to fall, and yet the noise of the fall of the drops 
multplied, it Decame more rapid, and more freguent.. 


and the wine climDbed from the Dottom of the chalice towards the Drim. 


"When the chalice was full, I Dore it slowIy around so that all might see 
1 


then the prophet dipped his 1ips into it, and all, one after the other 
tasted the miraculous wlne. 


It is in Vain to search memory for any delicious taste which would gaVe 
an idea of it.… 


And what shall I tell you," added the AbDbe Charvoz, "of those miracles of 
blood which astonish us eVery day? 


Thousands of wounded and Dleeding hosts are found upon our altars. 


The sacred stigmata apDDpear to all who wish to see them. 


The hosts, at first white, slowly Decome marked with characters and 
hearts in Dlood. .… 


Must one believe that God abDandons the holiest oDjects to the false 
miracles of the deV1l? 


Should not one rather adore, and Delieve that the hour of the supreme 
and final revelation has arriVed?" 


ADDbe CharvoZ, as he thus spoke, had in his voice that sort of nerVvous 
tremDlimg that Eliphas Levi had already notced in the case of Mr 
Madrolle. 

The magiclan shook his head Densively: 

ther, suddenly: "Sir" said he to the AbDe: 


"YOU haVe upon you One Or twWo Of these miraculous hostS. 


Be good emough to show them to me.“ 


"You haVe some, 1 know it: why should you deny 1t?" 
"1 do not deny 1" said ADDe CharvoZ: 


"Dut you wl Dermit me not to expose to the inVvestigations of 
incredulity OoDjects of the most simcere and devout Delief." 


"ReVerend sir" said Ehphas gravely: "1ncredulity is the mistrust of an 
igmorance alImost sure to dece1ve itself. 


ScienCe 1S not Incredulous. 
1 Delieve, to Degin wrth, in you own convlctton, since YOu have accepted 
a Hfe of privation and even of reproach, in order to stick to this 


unhappy Delief. 


Show me then your muraculous hosts, and Delieve entirely in my resDect 
for the oDjects of a sincere WorshiD." 


"Oh, well!" said the AbDe CharvozZ, after another slight hesitatior: 

"1 wlll show them to you." 

Then he unbuttoned the top of his Dlack waistcoat and drew forth a 
Ittle reliduary of silVer Defore which he fell on his knees, with tears in 
his eyes, and Drayers On his IiDs: 


Ehphas fell on his knees Deside him, and the Abbe opened the reliquaryi 


There were in the relquary three hosts, one whole, the two others 
almost hkKe Daste, 


and asit were kneaded wrth blood. 
The whole host bore in its centre a heart in relief on Doth sides: 


a clot of blood moulded in the form of a heart which seemed to have 
been formed in the host itself in an inexplicaDle manner 


The blood could not have been appled from without, for the imDbibed 
colouring matter had left the particles adhering to the exterior surface 
quite white. 

The appearance of the phenomenon Was the same on Doth sides. 

The Master of Magic was seized with an inVoluntary tremDlhmg. 

This emotion did not escape the old vicar who having once again done 
adoration and closed his reliquary, drew from his pocket an album, and 
gave 1t without a Word to Eiphas. .… 

There were copies of all the Dleeding characters which had Deen 
OoDserved upon hosts simce the Deginning of the ecstasies and miracles of 
Vintras. 

There were hearts of every kind, and many different sorts of emDlems. 
But three especlally excited the curiosity of Eliphas to the highest point. 


"Reverend si "sald he to CharVozZ, "do You know these three signs?" 


"No,” replied the Abbe ingemuously: 


"but the prophet assures us that they are of the highest importance, amd 
that their hidden sigmification shall soon De made known, that is to say 
at the end of the Age.“ 


"Oh, well, sir" solemnly replied the Professor of Magic: 
"even Defore the end of the Age, 1 will explain them to you: 
these three qaDalistc signs are the signature of the deVvil!" 
"It is impossible!" cried the old priest. 


"It is the case," replied Ehphas, with determinatlon. 


Now the signs were these: 
下記 は 、19 世紀 の 偽 の グノー シス 主義 者 ヴァ ント ラス が 避 体 の パン へ 悪人 の 霊 に 
血 で 描か せ た 象 徴 で ある 。 


1 Degree. 

(1) 

The star of the micrososm, or the magic pentagram. 

小宇宙 の 星 で ある 、 魔 術 の 五 世 星 。 

It is the fiVe-pointed star of occult masonry, 

隠さ れ た メー ソン の 五 世 星 。 

the star with which Agrippa drew the human figure, the head in the 
uDDer Doint, the four IimDs in the four others. 

コル ネリ ウス アグ リッ パ は 、 五 世 星 の 中 に 、 上 の 頂点 の 内 側 に 頭 が 、 他 の 4 つの 頂 
点 の 内 側 に 手足 が ある 、 人 の 形 を 描い た 。 

The flamng star 

燃え る 星 。 

which, when turned upside dowr is the hierolgyphic sign of the goat of 
Black MagiC, 

五 世 星 が 、 逆 さ に 成る と 、 黒 魔術 の ヤギ の 象徴 に 成っ て し まう 。 

whose head may then be drawn in the star the two horns at the top, the 
ears to the right and left, the beard at the Dottom. 

逆さ の 五 立 星 の 中 に 、 上 の 2 つの 頂点 の 内 側 に 2 つの 角 が 、 左 右 の 頂点 の 内 側 に 
2 つの 耳 が 、 下 の 頂点 の 内 側 に 明 ( ひ げ ) が ある 、 ヤ ギ の 頭 が 描か れる 。 


It is the sigm of antagomism and fataHty, 

中 に ヤギ の 頭 が 描か れ た 、 逆 さ の 五 蘭 星 は 、 対 立 と 運命 の 象徴 で ある 。 

It is the goat of lust attacking the heaVens with its horns. 

中 に ヤギ の 頭 が 描か れ た 、 逆 さ の 五 詞 星 は 、 諸 々 の 天 を 角 で 襲う ヤギ で ある 。 

It is a sign execrated by initiates of a superior rank, even at the SabDbath. 
上 位 の 秘伝 伝授 者 は 、 サ バト に お いて すら 、 中 に ヤギ の 頭 が 描か れ た 、 逆 さ の 五葉 
星 を 嫌っ た 。 


2 Degree. 

(2) 

The two hermetic serDents. 

ヘル メス の 杖 ケ ー リ ュ ケ イオ ン の 2 頭 の 蛇 。 

But 

し か し 、 

the heads and tails, instead of coming together in two simlar 
Sermlcircles, were turned outward5S, 

悪人 の 霊 が 描い た ケー リュ ケイ オン の 2 頭 の 蛇 は 、2 つの 半 円 を 描い た 後に 、 頭 と 
尾 が 一 緒 に 成る 代わ り に 、 外 を 向い て いる 。 

and 

まこ 

there was no intermediate Hme representimg the caduceus. 

悪人 の 霊 が 描い た ケー リュ ケイ オン は 、2 頭 の 蛇 の 中 間 の 線 で ある 杖 が 無い の で 、 
正しい ケー リュ ケイ オン を 表し て いな い 。 

Above the head of the serpents, one saw the fatal V the TVyphomian fork, 
the character of hell. 

2 頭 の 蛇 の 頭上 に は 、 地 獄 の 象徴 で ある 、 死 に 至る V 字形 で ある ティ フォ ン の 二 又 
の 分 岐 が 描か れ て いる 。 

To the right and left, the sacred numDers III and VII were relegated to 
the horizontal ine which represents Dass1ve and secondary things. 
悪人 の 霊 が 描い た ケー リュ ケイ オン は 、 受 容 性 と 副 次 的 な も の を 表す 水平 線 が 、 神 
聖 な 数 3 を 右 に 、 神 聖 な 数 7 を 左 に 委ね て いる 様 に 描か れ て いる 。 

The meaning of the character was then this: 

下記 は 、 悪 人 の 霊 が 描い た ケー リュ ケイ オン の 意味 で ある 。 

Antagonlsm 1S eternal. 

対立 は 永遠 で ある 。 

God is the strife of fatal forces, which always create through 
destruction. 

神 と は 、 常 に 破壊 に よっ て 創造 する 2 つの 死に 至る 力 に よる 争い で ある 。 

The thmgs of religion are Dass1Vve and transitory. 

款 教 の も の は 、 受 容 的 で あり 、 偽 い 一 時 的 な が も の で ある 。 

Boldness makes use of them, 

大 胆 さ は 、 宗 教 の も の を 利用 する 。 


war Drofits Dy themm, 

争い も 、 宗 教 の も の を 利用 する 。 

and it is Dy them that discord is Derpetuated. 
宗教 の も の に よっ て 、 対 立 は 永遠 と 成っ て いる 。 


3 Degree. 

(3③) 

Finally the qabalistic monogram of jehovah, 

カバ ラ の 、 ヤ ハウ ェ の 組み 合わ せ 文 字 。 

the」OD and the HE, Dut upside down. 

し か し 、 悪 人 の 霊 が 描い た テト ラ グラ マト ン の 組み 合わ せ 文 字 は 、 イ ョ ヨッ ド と ヘー が 
逆さ で ある 。 

This is, accordhmg to the doctors of occult science, the most frightful of 
all Dlasphermies, 

隠さ れ た 知 の 学者 達 に よる と 、 悪 人 の 霊 が 描い た テト ラ グラ マト ン の 組み 合わ せ 文 
字 は 、 最 も 花 ろ し い 神 へ の 冒 流 で ある 。 

and signifies, however one may read 和 , 

下記 を 、 悪 人 の 霊 が 描い た テト ラ グラ マト ン の 組み 合わ せ 文 字 は 、 ど う 読 ん で も 、 意 
味 する 。 

Fatahity alone eX1Sts: 

運命 だ けが 存在 する 。 

God and the Spirit are not. 

(悪人 の 霊 の 嘘 で は 、) 神 と 神 の 聖霊 は 存在 し な い 。 

Matter is all 

物質 が 全て で ある 。 

and spirit is orly a fiction of this matter demented. 

精神 と は 、 狂 っ た 物質 に よる 虚構 に 過ぎ な い 。 

Form is more than idea, 

形 は 概念 以上 の 物 で ある ! 

woman more than ma 

女性 は 男性 以上 の 者 で ある ! 

pleasure more than thought, 

快楽 は 思考 以上 の 物 で ある ! 

Vlce more than Virtue, 

如 徳 は 徳 以上 の 物 で ある ! 

the mob more than its chiefs, 

大 衆 は 頭 ( か し ら ) 以 上 の 者 で ある ! 

the children more than their fathers, 

幼子 は 父 以 上 の 者 で ある ! 

follY more than reason! 


狂 患 は 理性 以上 の 物 で ある ! 


」 


There is what was written in characters of Dlood upon the pretended 
miraculous hosts of Vintras! 

上 記 が 、 ヴ ァ ン トラ ス が 奇跡 の ふり を し て 聖体 の パン の 上 へ 悪人 の 霊 に 血 で 描か せ 
た 象徴 で ある ! 

We affirm upon our honour that the facts cited aDoVe are such as we 
have stated! 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 栄 光 に 満ち て 、「 事 実は 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が 意味 を 説明 し た 通り 
で ある 。」 と 断言 する 。 

and 

また だ 。 

that we ourselves saw and explaimned the characters accordimg to 
magical science and the true keys of the Qabalah. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、「 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 自 ら 、 魔 術 の 知 と カバ ラ の 真 の 鍵 に よっ て 、 
ヴァ ント ラス が 聖体 の パン へ 悪人 の 霊 に 血 で 描か せ た 象 徴 を 見 て 、 説 明 し た 。」 と 断 
言 する 。 


The disciple of Vintras also commmumicated to us the description and 
design Of the pontifical Vestments giVer, said he, Dy jesus Christ Himself 
to the pretended Drophet, during one Of his ecstatic tranCes. 

中 略 

Vintras had these Vestments made, and clothes himself with them in 
order to Derform his rmiracles. 


They are red in colour 
He wears uDor his forehead a cross in the form of a Hmgam: 


and his pastoral staff is surmounted Dy a handL, all of whose fimgers are 
closed, except the thumD and the Hittle fimger 


Nowi, all that is diabohcal in the highest degree. 


And isitnot areally wonderful thing, this intuition of the signs of a 1ost 
SCleCe? 
失わ れ た 知 の 象徴 を 直感 で きる 事 こ そ 、 本 当 に 不思議 な 事 で は な いか ? は い ! 失 わ 
れ た 知 の 象徴 を 直感 で きる 事 こそ 、 本 当 に 不思議 な 事 で ある ! 
For 
な ぜ な ら 、 
lt is transcendental magic which, Dasng the umiverse upon the two 
colurmns of Hermes and of Solomon, has divided the metaphysical 
world into two intellectual Zones, one white amd luminous, enclos1ng 
DOS1tVe ideas, the other Dlack and oDscure, contarimg negatiVe 1deas, 
超越 的 な 魔術 は 、 全 て の も の を ヘル メス と ソロ モン の 2 つの 柱 に 基づか せ て 、 親 学 
科 0 自発 的 な 諸 概 念 を 含む 白い 光 の 知 の 領域 と 、 受容 的 な 諸 概 念 を 含 4 む 黒 
\ 影 の 知 の 領域 と いう 、2 つの 知 の 領域 に 分 け て いる 。 
0 which has given to the synthesis of the first, the name of Godl 
自発 的 な 諸 概 念 を 含む 白い 光 の 知 の 領域 の 総合 は 、 神 と いう 名 前 を 与え られ て い 
る 。 
and to that ofthe other the name of the devil or of Satan. 
受容 的 な 諸 概 念 を 含む 黒い 影 の 知 の 領域 の 総合 は 、 悪 魔 ま た は サタ ン と いう 名 前 
を 与え られ て いる 。 (悪魔 は 存在 し な い 。) 
The sign ofthe hnmgam borne upon the forehead is in India the 
distmguishing mark of the worshippers of Shiva the destroyer: 
男性 器 を 額 ( ひ た い ) の 上 に 持っ て 行く 合図 は 、 イ ンド の 破壊 神 シ ヴァ の 信者 の 特徴 
的 な 合図 で ある 。 
for 
な ぜ な ら 、 
that sign being that of the great magical arcanum, which refers to the 
mystery 0f urm1versal generation, 
男性 器 を 額 ( ひ た い ) の 上 に 持っ て 行く 合図 は 、 創 世 の 神秘 に 当て は まる 大 いな る 魔 
術 の 秘密 の 合図 で ある 。 
to Dear it on the forehead is to make profession of dogmatic 
ShamelessneSss. 
男性 器 を 額 ( ひ た い ) の 上 に 持っ て 行く 合図 は 、 恥 知ら ず な 考え の 告白 と 成る 。 
"Now,” say the Orientals, "the day when there is no 1onger modesty in 
the world, the world, given over to deDauch which is sterile, wl end at 
once for ]ack of mothers. Modesty is the acceptance of materruty." 
古代 オリ エン ト 人 は 、「 も は や 世界 の 人 々 に 慎み が 無い 時 代 に は 、 世 界 の 人 々 は 不毛 
な 放 少 に 身 を 委ね る た め 、 母 が いな く 成 る の で 、 世 界 の 人 々 は 、 す ぐに 終わ る 。 慎 み 
と は 、 母 性 を 受け 入れ る 事 で ある 。」 と 話し て いる 。 
The hand with the three large fimgers closed expresses the negation Of 
the ternary 
親指 と 小指 だ け 伸 ば し た 手 は 、3 つ 1 組 の 否定 を 表す 。 
and the affirmation of the natural forces alone. 


親指 と 小指 だ け 伸 ば し た 手 は 、 自 然 の 力 の み へ の 青 定 を 表す 。 

The ancient hierophants, as our learned and witty friend DesDarolles is 
apout to explain in an adrmirable Dook which is at present in the DreSss, 
had given a complete "resume" of magical science in the human hand. 
現在 、 印 刷 中 の 手相 に つい て の 見 事 な 本 で 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 学 の 有る 機知 に 冨 
ん だ 友人 の Desbarolles が 説明 し よう と し て いる 様 に 、 古 代 の 秘 儀 祭 司 は 、 人 の 手 
に よっ て 、 魔 術 の 知 の 完全 な 要約 を 得 て い た 。 

The forefinger for them, represented Tupiter: 

古代 の 秘 儀 祭司 に と っ て 、 人 差し 指 は 、 ユ ピ テ ル か 木星 を 表す 。 

the middle finger Saturm: 

古代 の 秘 儀 祭司 に と っ て 、 中 指 は 、 サ トゥ ル ヌ ス か 土星 を 表す 。 

the ring-fimger Apollo or the Sun. 

古代 の 秘 儀 祭司 に と っ て 、 薬 指 は 、 ア ポロ ン か 太陽 を 表す 。 

Among the Egyptians, the middle fimger was OD5s, 

古代 エジプト 人 に と っ て 、 中 指 は オプ ス で あっ た 。 

the forefimger Osir1s, 

古代 エジプト 人 に と っ て 、 人差し指 は オシ リス で あっ た 。 

and the Iittle fimger Horus: 

古代 エジプト 人 に と っ て 、 小 指 は ホル ス で あっ た 。 

the thumD represented the generatiVe force, 

親指 は 、 創 造 する 力 を 表す 。 

and the Httle fimger cunming. 

小指 は 、 機 知 を 表す 。 

A hnand, showing only the thumD and the Httle finger is edu1valent, in 
the sacred hieroglyphic language, to the exclusive affirmation of 
Dassion and diplomacy. 

親指 と 小指 だ け 伸 ば し て 見 せ た 手 は 、 神 聖 な 象徴 で は 、 肉 欲 と 駆け 引き だ け を 青 定 
する 事 と 同義 で ある 。 

It is the pervertedl and material translation of that great Word of St. 
Augustme: "LoVe, and do what you w1!" 

親指 と 小指 だ け 伸 ば し た 手 の 合 図 の 意味 、 肉 欲 と 駆け 引き だ け の 育 定 は 、「 愛 し な 
さい ! そ し て 、 望 む 事 を し な さい !」 と いう アウ グ ス テ ィ ヌ ス の 大 いな る 言葉 を 物質 的 に 
誤解 し た 物 で ある 。 


Compare now this sign wrth the doctrine of Mr. Madrolle: "The most 
imperfect and the most apparently gulty act of ove is worth more than 
the best of prayers." 

中 略 

And you wl ask yourself what is that force which, independently ofthe 
wil, and of the greater or ]ess knowledge of man (for Vintras is a man 


of no education), formulates its dogmas wrth signs Duried in the rubbish 
of the ancient world, re-discovers the mysteries of Thebes and of 
Eleusis, and writes for us the most learned reveries of India with the 
OCCult alphaDets of Hermes? 


What is that force? 

1 wl tell you. 

But 

1 have stl plenty of other miracles to tell: 
and this article is ke a judicial inVestigation. 
We must, Defore anything else, cormplete t. 
HoweVer 


we may De permutted, Defore Droceedimg to other accounts to transcriDe 
here a Dage from a German "1lumine," of the work of Ludwig Tieck: 


If, for exarmple, as an ancient tradition informs usS, somme of the angels 
whom God had created fell all too soon, and ifthese, as they also say 
were Dreclsely the most brilliant of the angels, one may Very well 
understand by this fall' that they sought a new road, a new form of 
activity, Other Occupations, and another Hfe than those orthodox or 
more DaSS1Ve SDirits who remained in the realm assigned to them, and 
made no use Of iDerty, the appanage of all of them. 


Their fall' was that weight of form which we now-a-days call reaHty, 
and which is a protest on the part of indiVvidual existence against 1ts 
reaDsorption into the aDysses of umiversal spirt. 


It is thus that death preserves and reDproduces Hfe, it is thus that Hfe is 
Detrothed to death. … 


Do you understand now what Lucifer iS?" 


Is it not the Very gerus of anclent Prometheus, "that force which sets in 
motion the world, ife, even movement, and which regulates the Course 
Of suCCesSiVe formS? 


This force, Dy its resistance, eduihbrated the creative Drimciple. 

It is thus that the Elohm gaVe Dirth to the earth. 

When, suDseduently men Were placed upon the earth Dy the Lordl as 
Intermedhiate spirits, In ther enthusiasm, which led themm to search 
Nature in its depths, they gaVe themselves over to the influence of that 
proud and powerful gemus, and when they were softIy ravished away 


oOVer the precipice of death to find Hfe, there it was that they Degan to 
ex1st in a real and natural manner as is fit for all creatures. 


This page needs no commentary, and explains sufficiently the 
tendencies of what one calls spiritualism, or "SDirittsm." 


It is already a 1ong tme since this doctrime, or rather this antidoctrime, 
Degan to work upon the world, to plunge it into umiversal amnarchy. 


But the 1aw of eqgunhibrium will save us, and already the great 
movemert of reaction has Degun. 


We contimue the recital of the phenomena. 
One day a Workman paid a Visit to Eliphas LeVvi. 


He was a tall man of some fifty years old, of frank appearance, and 
SDeaking in a Very reasonable manner 


Questoned as to the motive of his Visit, he repled: "You ought to know 
1t well enough: 


1 am come to Deg and pray you to return to me what 1 have 1ost." 


We must say to De frank, that Eliphas knew nothing of this Visitor nor 
of what he might have lost. 


He accordinmgly repled: "You thmk me much more of a sorcerer than 1 
aTm: 


1 do not know who you are, nor what you seek: 


conseduently if you thimk that I can De useful to you in any Way, yOU 
must explaim yourself and make your reduest more DreC1Se." 


"Oh, well, simce you are deterrmimed not to understand me, you wl at 
least recognize this," said the stranger takinmg from his Docket a Iittle, 
much-used Dlack Dook. 

It was the "grimoire" of Pope Honor1uSs. 


One word upon this httle Dook so much decried. 


The "grimoire" of Honorius iS Composed of an apocryphal constittution 
of Honorius II, for the evocation and control of sDirits: 


then of some supDerstitiOus reCe1DtSs .… 


it was the manual of the Dad priests who practised Black Magic durimg 
the darkest Deriods of the middle ages. 


You wl fimd there Dloody rites, mimgled with profanations of the Mass 
and of the consecrated elements, formulae of Dewitchment and 
malevolent spells, amd practices which stupidity alone could credit or 
Kmavery Counsel. 

In fact, it is a Dook complete of its kimd: 


1t 1S Comseduently Decome Very rare, and the Diblhophile pushes it to 
Very high prices in the puDlic sales. 


"My dear sp" said the workmar, sighimg, "since 1 was ten years old, 1 
have not missedl once Derformnng the orison. 


This Dook never leaves me, and 1 comply rigorousIy with all the 
Drescr1Ded cerermOrues. 


Why then, have those who used to Visit me aDandoned me? 
EIi, Ei, 1ama ----- 


"Stop,” sa1d Eliphas, 


"do not parody the most forrmdable words that agony ever uttered im 
this world! 


Who are the Deimgs who visited you Dy virtue of this horrible Dook? 
Do you know them? 

HaVe you Dromused them anythmg? 

Have you slgned a DaCt?" 

"No," interrupted the owner of the "grimoire:" 

"1 dO not kmow them, 

and 1 have entered into no agreement with them. 


1 only know that among them the chiefs are good, the intermediate rank 
Dartly good and partly ev 


the inferiors Dad, Dut blindly, and without its Deimg possible for them to 
do Detter 


He whomm 1 evoked, and who has often appeared to me, Delongs to the 
most elevated hierarchy: 


for 


he was good-lookimg, well dressed, and always gaVe me favouraDle 
amSWGeTS. 


But 


1 have lost a page of my "grimoire," the first, the most important, that 
which Dore the autograph of the spirit: 


and, since then, he no longer appears when 1 call him. 
"1 am a lost man. 


1 am naked as ToDb, 1 haVe no longer either force or courage. 


0 Master 1 conjure YOU, yOU who need only say One word, make one 
s1gT, and the spirits wll obDey, take Dity upDon me, amd restore to me 
what I have lost!" 

"G1Vve me yOUr grlmonre!" said Eliphas. 

"What name used you to giVe to the spirit who appeared tO yOU?" 
"Lcalled him Adonai.“" 

"Andin what language Was his slgnature?" 

"1 do not know, Dut I suppose 1t was in Hebrew.“ 

"There," said the Professor of Transcendental Magic, after haVving traced 
two words in the Hebrew 1anguage in the Deginmming and at the end of 


the book. 


"Here are tWo words which the spirits of darKkness will never 
Counterfeit. 


Go In Deace, sleeD we and no 1onger evoke sDirits.“ 

The workman withdreW. 

A week later he returned to seek the Man of Science. 

"You have restored to me hope and Hfe," said he: 

"my strength is partially returnedl 

1 am aDle with the signatures that you gaVve me to relieve sufferers, and 
Cast out devils, Dut" hm, "1 cannot see himm agaim, and, untl TI have seen 


him, I shall De sad to the day ofmy death. 


Formerly, he was always near me, he sometmes touched me, and he 
used to wake meupithenight to tell me all that Ineeded to knowr 


Master I Deg of you let me see him again!" 


"See Whom?" 

エリ ファ ス レヴ ィ は 「 誰 に 会 いた い の で すか ?」 と 尋ね た 。 

"Adonai," 

偽 の 魔術 書 「 ホ ノリ ウス の 魔術 書 」 の 偽 の 儀式 で 悪人 の 霊 と 交流 し て いた 男性 は 
「 主 で ある 神 (を 騙る 悪人 の 霊 ) に 会 いた い の で す 。」 と 答え た 。 

"Do you know who Adonai 1S?" 

「( 真 の ) 主 で ある 神 と は 、 ど の よう な 存在 で ある か 、 あ な た は 知っ て いま すか ?」。 
"No, Dut 1 want to see hum again.“ 

「 い いえ 。 し か し 、 ま た 会 いた い の で す 。」。 

"Adonai 1S imVis1Dle.“ 

「( 真 の ) 主 で ある 神 は 、 物 質 的 な 肉眼 の 目 に は 見 えな い 。」。 

"1 have seen hmm.“ 

「 主 で ある 神 (を 騙る 悪人 の 霊 ) を (物質 的 な 肉眼 の ) 目 で 見 まし た 。」。 

"He has no form." 

「( 真 の ) 主 で ある 神 に は 、 物 質 的 な 姿 が 無い 。」。 

"1 have touched him." 

「 主 で ある 神 (を 騙る 悪人 の 霊 ) を (物質 的 な 肉 の ) 手 で 触れ まし た 。」。 

"He is infimite.“ 

「( 真 の ) 主 で ある 神 は 、 無 限 で ある 。」。 

"He is Very nearly of my own height." 

「 主 で ある 神 (を 騙る 悪人 の 霊 ) の 育 は 私 の 育 に と て も 近い 。」。 

"The prophets say of him that the hem of his Vestment, from the East to 
the West, sweeps the stars of the morming." 

「 預 言 者 達 は 、( 真 の ) 主 で ある 神 に つい て 、『( 真 の ) 主 で ある 神 の 外 衣 は 、 東 か ら 西 
へ 広がり 、 明 け の 明星 達 を 一 掃 す る 。』 と 話し て いる 。」。 

"He had a Very clean surcoat, and Very white Hinen.“ 

「 主 で ある 神 (を 騙る 悪人 の 霊 ) は 、 非 常に 清潔 な (、 中 世に 騎士 が 鎧 の 上 に 着 て い 
た 、) 袖 無し の 外 衣 や 、 非 常に 白い リネ ン (、 亜 麻布 ) の 服 を 着 て いま し た 。」。 

"The HoIly Scripture says that one cannot see hm and HVe.“ 

「 出 エジプト 記 33 章 20 節 に は 、『 人 は 、 神 (の 顔 ) を 見 た ら 、 生 き て いる 事 は で き な 
い 。』 と 記さ れ て いる 。」。 

"He had a kimd and jovial face." 

「 主 で ある 神 ( を 騙る 悪人 の 霊 ) は 、 優 し げ な 陽気 そう な 顔 を し て いま し た 。」。 


"But how did you proceed in order to oDtain these apparltions?" 


"Why 1 did everythmg that it tells you to do in the "grimoire. 


"What! Even the bloody sacrifice?" 


"DouDbtless." 

"Unhappy manl! 

But who, then, was the victm?" 

At this question, the workman had a slght tremDblHimg: 
he paled, and his glance Decame troubled. 


"Master you know Detter than 1I whatit is," said he humDIy in alow 
VO1C6. 


"Oh, it cost me a great deal to do it 


aDoVe all, the first time, with a single blow of the magic kmife to cut the 
throat of that innocent creature! 


One night I had just accomplished the funereal rites, 1 was seated in the 
circle on the interior threshold of my door and the victm had just Deen 
consumed in a great fire of alder and cypress wood. .… 

All of a sudden, quite close to me. … 

1 drearmt or rather 1 felt it Dass .… 

1Iheardinmy ear a heartrending wall .… 

One would haVe sald that it Wept 

and simce that moment 1 think that 1 am hearimg it always.“ 

Ehphas had risem: 


he looked fixedly upon his interlocutor 


Had he before him a dangerous madman, capaDle of renewing the 
atrocities of the seigneur of RetZ? 


And yet the face ofthe man was gentle and honest. 


No, it was nOot DoSs1Dle. 


"But then this Victmm.… 

tell me clearly what it Was. 

You suDDpose that ! kmow already. 

Perhaps 1 do know, Dut 1 have reasons for wishing you to tell me." 


"It was, accordimng to the magic ritual, a young goat of a year 01d, Virgim, 
and without defect." 


"A real youmg he-goat?" 

"DouDtless. 

Understand that it was neither a child's toy nor a stuffed ammmal." 
Ehphas breathed again. 

"GooQL" thought he: 

"this man is not a sorcerer Worthy of the stake. 

He does not know that the aDormimnable authors of the "grimoire," 
when they spoke of the virgin he-goat,' meant a Httle child." 

"Well," said he to his consultant: 

"g1Ve me SOme details aDout yoUr V1S1OTS. 

What you tell me interests me in the highest degree." 

The sorcerer - for one must call him so - the sorcerer then told him of a 
series Of strange facts, of which two famihes had Deen witness, and 


these facts were Drecisely identical with the phenomena of Mr Home: 


hands coming out of walls, movements of furniture, Dhosphorescent 
aDDaT1t1OTS. 


One day the rash apprentice-magician had dared to call up Astaroth, 
and had seen the apparition of a gigantic monster having the body of a 
hog, and the head Dorrowed from the skeleton of a colossal OX. 

But he told all that with an accent of truth, a certainty of having seerl 
which excluded eVery kind of doubt as to the good faith and the entire 
COnViction Of the narrator 

Ehphas, who is an epicure in magic, Was delighted wrth this fimd. 

In the nmeteenth century, a real sorcerer of the middle ages, a 
remarkaDly innocent and convimced sorcerer a Sorcerer who had seen 
Satanl under the name of Adonai, Satan dressed ikKe a respectaDle 
citizen, and Astaroth in his true diabolical form! 

What a supremme fimd for a museum! 

What a treasure for an archaeologist! 


"My friend," sald he to his new disciple, "T am going to help you to find 
what YOU Say YOU havVe 1ost. 


Take my Dook, oDserve the prescriptions Of the ritual, and come agaim to 
see me In a Week." 


A week later he returned, but this time the workman declared that he 
had invented a Iife-savimng machine of the greatest importance for the 


naVy, 
The machime is perfectly put together: 

1t only acks one thimg - 

1t wl not Work: 

there is a hidden defect in the machmery. 
What was that defect? 

The evil spirit alone could tell him. 


It is then aDsolutely necessary to eVoke hiuml .… 


"Take care you do not!" said Ehphas. 
"You had much Detter say for nine days this qaDalistic evocation." 
He gave hm a leaf covered with manuscrIDt. 


"Begin this eveming, and return to-morrow to tell me what you have 
see, for to night you will have a mamifestation." 


The next day, Our good man did not miss the appointment. 
"1 woke up suddenly" said he, "upon one Oclock in the morning. 


Im front ofmy Ded 1 saw a Dright Hght, and in this Hght a "shadowy arm 
which passed amd repassed Defore me, as せ to magnetze me. 


Then I went to sleep agaru and some instants afterwards, waking amneW, 
1 saw again the same jight, Dut it had changed its place. 


It had passed from left to right, amd upon a luminous Dackground 1 
distmguished the silhouette ofa man who was 1ooking at me with arms 
CTOSSed." 

"What was this man jike?" 

"ust aDout your height and Dreadth.“ 

"It is well. Go, and contmue to do what 1 told you.“ 

The nime days rolled Dyi: 

at the end of that tme, a neW Visit: 

Dut this tme he was aDsolutely radiant and exclted. 

As soon as he caught sight of Ehphas: 

"Thanks, Master!" he cried. 


"The machine works! 


People whom 1 did not know havVe come to place at my disposal the 
funds which were necessary tO Carry Out my enterDr1Se: 


1 have found again Deace in sleep: 

and all that thanks to your Dower!" 

"Say, rather thanks to your faith amd your docihty. 
And now, farewell: 

1 must WOrK.… 


Well, why do you assume this supphant anr and what more do you Want 
of me?" 


"Oh, 下 You Only Would ------ 
"Well, what now? 


HaVe you not obtaimed all that you asked for and even more than you 
asked for for you did not mention money to me?" 


"Yes, douDbtless," said the other sighimg: 

"Dut I do want to see him agaim!" 

"IncorrigiDle!" said Ehphas. 

Some days afterwards, the Professor of Transcendental Magic was 
awakened, aDout two oclock in the morning, Dy an acute Da in the 
head. 

For some moments he feared a cerebral comgestion. 

He therefore rose, relt his 1amDp, Opened his wimdow, walked to and fro 
in his study, and then, calmed by the fresh air of the mormimng, he lay 
down again, amnd slept deeply. 


He had amightmare: 


he sawi, terriDly real, the giant with the fleshless ox's head of which the 
workman had spoken to hmm. 


The monster Dursued him, and struggled with him. 


When he woke up, it was already day, and someDbody was knocking at 
his door 


Ehphas rose, threw or a dressing-g0WT, and OpDenedi 

1t was the workman. 

"Master" sad he, enterimg hastlly, and with an alarmed air: 
"how are yOU?" 

"Very well" repled Eliphas. 


"But last night, at two Oclock in the morming, did you not run a great 
danmger?" 


Ehphas did not grasp the allusion: 

he already no 1onger remembered the indisposition of the night. 
"A danger?" said he. 

"No: none that 1 know of." 


"Have you not Deen assaulted Dy a monster phantom, who sought to 
strangle YOu? 


Did it mot hurt VOU?" 
Ehphas rememDered. 


"Yes," said he, "certairly, I had the Deginning of a sort of apoplectic 
attack, and a horriDle dream. 


But how do you know that?" 


"At the same tme, an inVisiDle hand struck me roughIy on the shoulder 
and awoke me suddenly. 


1 dreamt then that I saw you fightmg with Astaroth. 


I jumped up, and a Voice sa1d in my ear: Arise and go to the help ofthy 
Master: he is in danger. 


1 got uD In a great hurry 

But where must 1 runm? 

What danger threatened you? 

Was it at Our 0wT house, or elsewhere? 

The voice said nothing aDout that. 

1 decided to wait for sunr1se: 

and immediately day dawned, Iran, and here 1 am.“ 
"Thanks, friend," said the magus, holding out his handi 
"Astaroth is a stuDpid joOKer: 

all that happened last night was a Httle Dlood to the head. 
Nowi 1 am perfectly well. 

Be assured, then, and return to yoOUT WOTK.“ 


Strange as may De the facts which we haVe just related, there remma1ns 
for us to unVeil a tragic drama much more extraordimary stll. 


It refers to the deed of blood which at the Deginming of this year 
plunged Paris 


and all Christendom into mourming and stupefaction: 
a deedin which no one suspected that Black Magic had any Dart. 
Here 1s what happened: 


During the wimnter at the beginnmg of 1ast year a Dookseller informed 
the author of the "Dogma and Ritual of The High Magic" 


that an ecclesiastic was 1ooking for his address, testfyinmg the greatest 
desire to see him. 


Ehphas Levi did not feel himself immediately prepossessed with 
confidence towards the stranger to the poimt of exposing himself 
without precaution to hiS Vsits: 


he indicated the house of a friend, where he was to De in the company 
of his faithful disciple, DesDarrolles. 


At the hour and date apponted they went, in fact, to the house of Mme. 
A-----, amd found that the ecclesiastc had Deen waitimg for them for 
some moments. 

He was a young and shm man: 

he had an arched and ponted nose, wth dull Dlue eyes. 

His Dony and projectmg forehead was rather Droad than high, his head 
was dolichocephalic, his hair flat and short, parted on one side, of a 
greylsh Dlond with just a Hmge of chestnut of a rather curious and 
disagreeaDle shade. 


Hns mouth was sensual and quarrelsome: 


his manners were affable, his voice softt, and his speech sometimes a 
jittle embarrassed. 


Questoned Dy Eliphas Levi concerning the object of his visit, he replhed 
that he was on the 1ook-out for the "grimoire" of Honorius, and that he 
had come to learn from the Professor of Occult Science how to obtain 
that httle black Dook, now-a-days almost impossible to find. 


"1 would gladly giVe a hundred francs for a copy of that grimoire," said 
he. 


"The work in itself is valueless," sald Ehiphas. 


"It is a Dretended constitution of Honorius IL, which you wl fimd 
perhaps quoted Dy some erudite collector of apocryphal constitutions: 


you can fimd itin the hbrary." 


"1 will do so, for I pass almost all my tme in Paris in the public 
IiDraries.“ 


"You are TOt 0CCuDled in the ministry In Paris?" 
"NO, nO0t n0W: 


1 was for some Hittle while employed in the parish of St. Germaim- 
AuXeTTO15S." 


"And you noOW SDend your Hme, 1 understand, in Curious researches In 
OCCUlt scienCe." 


"Not precisely, Dut 1 am seeking the realization of a thought. .… 
1 have something to do.“ 


"1 do not suDppose that this something can De an operation of Black 
Magic. 


You know as well as 1 do, reverend sir that the Church has always 
condemned, and stlll condemns, severely, everythimg which relates to 
these forbidden Dractices.“ 


Apale smile, imprinted with a sort of sarcastic irony, Was all the answer 
that the ADbbe gaVe, and the conVersation fell to the ground. 


HoweVer the cheiromancer DesDarrolles was attentively 1ooknmg at the 
hand of the priest: 


he percelved 1t, a quute natural explanation followed, the Abbe offered 
gTac1ouSly and of his own accord his hand to the experimenter, 


DesDarrolles kmut his Drows, amd appeared emDarrassed. 

The hand was damp and cold, the fimgers smooth and spatulatedi 

the mount of Venus, or the part of the palm of the hand which 
COrTesDonds to the thumDb, was of a noteworthy development, the lime of 


jife was short and broken, there Were crosses in the centre of the hand!, 
and stars upon the mount of the moon. 


"Reverend sir" said DesDarrolles, "1f you had not a Very solid relig1iOus 
education yOU Would eas1ly Decome a dangerous seCtary, fOr Vou are led 
on the one hand toward the most exalted mysttclsm, amd on the other to 
the most concentrated oDstimacy comDined wrth the greatest 
secretiVveness that can DOSs1D1y De. 

You want much, Dut you imagine more, amnd as VOU Confide Vour 
1maginations to noDody they might attain proportions which would 
make them Veritable ememes for yourself. 


Your habits are contemplattve an rather easygolng, Dut it 1s a 
somnolence whose awakemings are Derhaps to De dreaded. 


You are carried away by a Dassion which your state of jife - 


But pardor, reVverend sir 1 fear that 1I am oVer-stepping the Doundaries 
Of discretion.“ 


"Say eVerything, sir: 1 am willimg to hear all 1 wish to now everything." 
"Oh, well! If, as I do not doubt to De the case, you turr to the profit of 
charity all the restless activities with which the passions of your heart 


furmish you, you must often De Dlessed for your good WorKs.“ 


The ADbDe once more srmiled that duDious and fatal smile which gave so 
slmgular an eXDreSslon to his Dalhd countenance. 


He rose amd took his leave wrthout havng giVen his name, and wlthout 
any One having thought to ask him for it. 


Ehphas and DesDbarrolles reconducted him as far as the staircase, in 
token of respDect for his digmity as a Driest. 


Near the staircase he turned and said slowIly: 
"Before long, you wl hear something . … 
You wl hear me spoken ot." 

he added, emphasiz1ng each word. 


Then he saluted with head and hand, turned without adding a single 
word, and descended the staircase. 


The two friends returned to Mme. A-----'s room. 
"There is a simgular Dersonage," sa1d Ehphas: 


"1 thimk I have seen Pierrot of the Funambules playimg the part of a 
traitor 


What he said to us on his departure seemed to me Very much hke a 
threat." 


"You frightened him," said Mme. A------. 

"Before your arrival, he was Deginming to Open his whole rmind, Dut you 
SDOke to him of consclence and of the 1aws of the Church, and he no 
longer dared to tell you what he wished." 

"Bah! What did he wish then?" 

"To see the devil." 


"Perhaps he thought 1 had him in my pocket?" 


"No, Dut he knows that you glve lessons In the QaDbalah, and in magiC, 
and so he hoped that you would help him in his enterDrise. 


He told my daughter and myself that in his vicarage in the country, he 
had already made one night an evocation of the devil Dy the help of a 
Dopular "grimorre.“ 

Then' said he, 'a whirlwnd seemed to shake the vicarage: 

the rafts groaned, the wainscotimg cracked, the doors shook, the 
windows opened wrth a crash, and whisthnmgs were heard in every 
Corner Of the house.' 

He then expected that formidable vision to follow, Dut he saw nothing: 


no monster Dresented itself: 


In a WordL the devll would not apDDpear. 


That is why he is 1ookimg for the "grimoire" of Honorius, for he hopes to 
fimd in it stronger comjurations, and more efficacious rites." 


"Really! But the man is then a monster or a madman!" 
"1thimk he is just simply in 1oVe,” sand DesDarrolles. 


"He is gnawed Dy some aDsurd Dassion, and hopes for aDsolutely 
nothing umless he can get the devil to interfere." 


"But how then - 
what does he mean when he says that we shall hear him spoken of?" 
"Who kmoWs? 


Perhaps he thinks to carry off the Queen of EnglandL or the Sultana 
Valide.“ 


The conversatlon dropped, and a whole year passed wlthout Mme. 
Aー----. OY DesDarrolles, or Ehphas hearing the unknown youmg Driest 
SDOken of. 


In the course of the night between the 1st and 2nd of january, 18577, 
Ehphas Levi was awakened suddenly Dy the emotions of a Dizarre and 
dismal dream. 


It seemed to himm that he was in a dilapidated room of gothic 
architecture, rather jike the abandoned chapel of an old castle. 


A door hidden by a Dlack drapery opened on to this room: 
behind the drapery one guessed the hidden Hght of tapers, andit 
seemed to Ehphas that, driven Dy a curiosity full of terror he Was 


apDDroaching the Dlack draperyi .… 


Then the drapery Was parted, and a hand was stretched forth and 
se1zed the arm of Eliphas. 


He saw n0o one, but he heard a 1ow Voice which said in his ear: "Come 
and see your father who is aDout to die." 


The magus awOke, his heart Dalpitatmg, and his forehead bathed in 
Sweat. 


"What can this dream mean?" thought he. 
"It is 1ong since my father diedi 


why am 1 told that he is gomg to die, and why has this warning uDset 
me 


The following night, the same dream recurred with the same 
CiYCurmstanCces: 


once more Ehphas awoke, hearimg a Voce Im his ear repeat: "Come and 
see your father who is about to die." 


This repeated nightmare made a painful impression upon Eliphas: 


he had acceptedL for the 3rd january, an inVitation to dinner in pleasant 
cormpany, Dut he wrote and excused himselt, feelhimg himself jittle 
inchmed for the gaiety of a Danduet of artistSs. 


He remainedl then, in his study: 
the weather was cloudyi: 


at midday he received a Visit from one of his magical DuDpils, Viscount 
M----. When he left, the raim was falhng in such abDundance that Ehphas 
offered his umDrella to the Viscount, who refused it. 


There followed a contest of politeness, of which the result was that 
Ehphas went out to see the Viscount home. 


While they were in the street, the rain stopped, the Viscount found a 
carriage, and Ehphas, instead of returning to his house, mechanically 
Crossed the LuxemDourg, Went out Dy the gate which opens on the Rue 
dEnfer and found himself opposite the Pantheon. 


A double row of Dooths, improvised for the Festival of St. GeneVleVe, 
imdicated to pilgrims the road to St. Etienne-du-Mont. 


Ehphas, whose heart was sad, and conseduently disposed to Drayer 
followed that way and entered the church. 


It might have Deen at that thme about four oclock in the afternoon. 


The church was full of the faithful, and the office was performed with 
great concentration, and extraordinary solemnty 


The banners of the parishes of the city, and of the suDburDs, Dore witness 
to the public venerator for the virgin who saved Paris from farmme and 
1mVaS10. 


At the Dottom of the church, the tomD of St. Genevieve shone gloriously 
wth light. 


They were chantimg the Htanies, and the procession Was Cormng Out of 
the choir 


After the crosS, aCCOmDpamied Dy its acolytes, and followed by the 
choirDboys, came the banner of St. GemevieVe: 


then, walking in doubDle file, came the lady devotees of St. GemeVvieVe, 
clothed in black, with a white Veil on the headl, a Dlue ribDon around the 
neck, with the medal of the legendL, a taper in the hand, surmounted Dy 
the Hittle gothic 1antern that tradition gives to the images Of the sannt. 


For in the old Dooks, St Genevieve 1s always represented with a medal 
on her neck, that which St. Germain dAuxerre gaVe her and holdimg a 
taper which the devil tries to extmguish, Dut which is protected from 
the breath of the umclean spirit Dy a miraculous ttle taDernacle. 


After the ]ady deVotees came the clergy: 
then finally appeared the venerable ArchDishop of Paris, mtred with a 
white rmitre, wearimg a CODe which Was suDported on each side by his 


tWO V1CarS: 


the prelate, leamng on his cross, walked slowly and Dlessed to right and 
left the crowd which knelt about his path. 


Ehphas saw the ArchDishop for the first hme, and noticed the features 
of his countenance. 


They expressed kindHimess and gentleness: 


but one might oDserve the expression of a great fatigue, and even Of a 
nerVvous sufferimg Dainfully dissimulated. 


The procession descended to the foot of the church, traVersing the naVe, 
Went up agam Dy the asle at the left of the door and came to the station 
of the tomD of St. GenevieVe: 


then it returned Dy the right-hand aisle, chantmg the Htames as it Went. 


A group of the faithful followed the procession, and walked 
immediately behind the ArchDishop. 


Ehphas mingled in this group, in order more eas1ly to get through the 
crOWd which was aDout to reform, so that he mmight regain the door of 
the church. 


He was 1ost im reVerie, softened Dy this pious solemruty. 


The head of the procession had already returned to the choir the 
ArchDishop was arriving at the raihimg of the nave: 


there the passage Was too narrow for three people to walk in file: 

the ArchDishop was in front, and the two grand-vicars Dehind him, 
always holding the edges of his cope, which was thus thrown off, and 
drawn Dackwards, in such a manner that the prelate presented his 
breast uncovered, amnd Drotected only the by crossed emDroideries of his 
Stole. 


Then those who were behmd the Archbishop saw him tremDle, and we 
heard an interruption in a loud amd clear Vo1Ce: 


Dut without shoutmg, or clamour, What had Deen said? 
It seemed thatit was: "Down wrth the goddesses!" 


But 1 thought I had not heard aright, so out of place and Void of sense it 
seemed. 


HoweVer the exclamation Was repeated twice or thrice: 


then some one cried: "SaVe the ArchDishop!" 


Other Voices rephed: "To arms!" 


The crowd, oVerturnnng the chairs and the Darriers, scattered, amd 
rushed towards the doors shrieking. 


Amidst the wails of the children, and the screams of the women, 
Ehphas, carried away Dy the crowd, found himself somehow or other 
out of the church: 


but the last look that he was aDle to cast upon it was srmitten with a 
terrible and ineffaceable picture! 


In the midst of a circle made 1arge by the affright of all those who 
Surrounded him, the prelate was standing alone, learimg always on his 
crOSS, and held up by the stiffmess of his cope, which the grand-Vlcars 
had let go, and which accordingly hung downr to the ground. 


The head of the ArchDishop was a Hittle thrown Dack, his eyes and his 
free hand raised to heaven. 


His attitude was that which Eugene Delacroix has given to the Bishop of 
Liege in the picture of his assassination Dy the Dandits ofthe Wild Boar 
of the Ardenmnes: 


there was in his gesture the whole epic or martyrdo: 

it was an acceptance and an offerimg: 

a Drayer for his Deople, and a pardon for his murderer 

The day was falhng, and the church was Deginmimng to grow dark. 

The ArchDbishop, his arms ralsed to heaven, hghted Dy alast ray which 
penetrated the casements of the nave, stood out uDon a dark 
Dackground, where one could scarcely distmguish a pedestal wlthout a 
statue, On which were written these two words of the Passion of Christ: 
ECCE HOMO! 

and farther in the DackgroundL an apocalyptic painting representimg the 


four plagues ready to let themselves 1oose upon the world, and the 
whirlwinds of hell following the dusty traces of the pale horse of death. 


Before the ArchDbishop, a Hfted arm, skKetched in shadow 1kKe an infernal 
silhouette, held and Drandished a kmife. 


Policemen, sword in hand, were rumrung UD. 

And while all this tumult was going on at the Dottom of the church, the 
singing of the Hitanies contimued in the choir as the harmony of the orDs 
of heaven goes on for ever careless Of our revolutions and of our 
anguish. 

Ehphas Levi had Deen swept out of the church Dy the crowd. 

He had come out Dy the right-hand door 


Almost at the same momenrnt the left-hand door was flung violently open, 
andl a furious group of men rushed out of the church. 


This group was whirlimg around a man whomm fifty arms seemed to 
hold, whom a hundred shaken fists sought to strike. 


This man later complained of having Deen roughly handled by the 
police, Dut, as far as one could see in such an uproar the Dolice were 
rather protectmg him against the exasperation Of the moD. 

Women Were runming after him, shrieking: "Kill him!" 


"But what has he done?" cried other VO1CeS. 


"The wretch! He has struck the ArchDbishop with his fist!" said the 
women. 


Then others came out of the church, and contradnctory accourtts Were 
flyimg to and fro. 


"The archbishop was frightenedl and has fainted," said some. 
"He is dead!" repled others. 
"Did you see the kmife?" added a third comer 


"It is as ]ong as a saDre, and the Dlood was steaming on the blade.“ 


"The poor Archbishop has lost one of his shppers," remarked an old 
woman, ]oinmg her hands. 


"It is nothingl! It is nothimg!" cried a Woman who rented chairs. 


"You Cant Come Dack to the church: Monseigneur is not hurt: they have 
Just sald so from the pulpit." 


The crowd then made amovement to return to the church. 


"GO! Go!" said at that Very moment the grave and anguished voice ofa 
Drlest. 


"The office cannot De contimued: we are gong to close the church: it is 
profaned.“ 


"How is the ArchDishop?" said a man. 


"Sp" replied the priest, "the ArchDishop is dying: perhaps even at this 
Very moment he is dead!" 


The crowd dispersed in consternaton to spread the mournful news 
OVer Par1S. 


A bizarre incident happened to Eliphas, and made a kimd of diversion 
for his deep sorrow at what had just Dassed. 


At the moment of the uproar an aged woman of the most respectaDle 
appearance had taken his arm, and claimed his protection. 


He made it a duty to reply to this appeal, and when he had got out of the 
crOWd with this lady: "How happy 1 am," said she, "to have met a man 
who weeps for this great crime, for which, at this moment so many 
wretches re]Olce!" 


"What are you sayIng, madam? How is it Doss1Dle that there should exist 
beings so depraved as to rejoice at so great a misfortume?" 


"Silence!" sad the old ladVi 


"perhaps We are OoVerheard. .… Yes," she added, 10werimg her VoiCe: 


there are Deople who are exceedimgly pleased at what has happened. 
And look there, just now, there was a man 0f simister rmien, who said to 


the anxious crowd, when they asked him what had happened, Oh, it is 
nothing! It is a spider which has fallen.' 


No, madam, You must have msunderstood. 


The crowd would not haVve suffered so abDominaDle a remark, and the 
man would have Deen immednately arrested. 


"Would to God that all the world thought as you do!" sald the 1ady. 


Then she added: "TI recommend myself to your Drayers, for I see clearIy 
that you are a man 0f God." 


"Perhaps every One does not think so," repled Eliphas. 

"And what does the world matter to us?" replied the lady with viVacity: 
"the world lies and calumruates, and is implous! It speaks evil of yoU, 
perhaps. 1 am not surprised at it, amnd せ you knew whatit says of me, 
yoOu would easily understand why I despise Its opiruon!" 

"The world speaks evil of you, madam?" 

"Yes, In truth, and the greatest evil that can De said." 

"HO0W s07" 

"It accuses Ime Of sacrilege." 


"You frighten me. Of what sacrilege, if you Dlease?" 


"Of an umworthy comedy that 1 am supposed to have played in order to 
decelVe two children, on the mountain of the Salette." 


"What! You must De ------ 4 

"1 am Mademoiselle de la Merliere." 

"1 have heard speak of your trial, mademoiselle, and of the scandal 
which it caused, Dut it seems to me that your age and Vour Dosltion 


ought to haVe sheltered you from such an accusation." 


"Come and see me, si and 1 wl present you to my 1awyer M. Favre, 
who is a man of talent whom I wish to gain to God." 


Thus talking, the two companions had arriVed at the Rue du Vieux 
ColomDier 


The Lady thanked her improvised cavaler and renewed her Invitation 
to come to see her 


"1 wl try to do so,” sald Eliphas: 

"Dut ifT come shall I ask the porter for Mille. de la Merliere?" 
"Do not do so," sa1d she: 

"1 amnot know under that name: ask for Mme. Dutruck.“ 


"Dutruck, certanrly, madam: 1 present my humDble complments." And 
they separated. 


The trial of the assassin Degan, and Ehphas, readinmg in the neWsDapers 
that the man was a priest, that he had Delonged to the clergy of St. 
Germain TAuxerro1s, that he had Deen a country vicar and that he 
seemed exalted to the point of madness, recalled the pale Driest who, a 
year earlier had Deen lookimg for the "grimoire" of Honmor1us. 


But the description which the public sheets gave of the criminal 
disagreed wrth the recollection ofthe Professor of Magic. 


In fact the majority of the papers sald that he had black hair .… 


"It is not he, then," thought Ehphas. 


"However 1 stll] keep in my ear and in my memory the word which 
would now De explained for me Dy this great crime: "You will soon learn 
somethmg. Before a Httle, you will hear speak ofme.'“" 


The trial took place with all the frightful vicissitudes with which eVery 
one is familiar and the accused was condemned to death. 


The next day Ehiphas read in a legal mnewspaper the accoumt of this 
unheard-of scene in the annals of justice, Dut a cloud Dassed 0Ver his 
eyes when he camme to the description of the accused: "He is Dlond." 


"It must De he," said the Professor of Magic. 


Some days afterwards, a Derson who had Deen aDle to skKetch the 
ConVict during the trial, showed it to Ehphas. 


"Let me copy this drawing," said he, all tremblimg with fear 


He made the copy and tookit to his friend Desbarrolles, of whom he 
asked, wthout other explanation: 


"Do you know this head?" 
"Yes," sa1d DesDarrolles energetically. 


"Wat a moment: yes, 1t 1S the mysterious Driest whom We saw at Mme. 
信 ------ 'S, amnQ who wanted to make maglcal evocations.“ 


"Oh, well, my friend, you confirm me in my sad conViction. 
The man we saW, We shall neVer see aga1T: 

the hand which you examined has Decome a Dloody hand. 
We have heard speak of hm, as he told us we should: 

that pale priest, dO you know what was his name?" 


"Oh, my God!" said Desbarolles, changing colour "T am afraid to know 
1t!" 


"Well you kmow it: it was the wretch Louis Verger!" 


Some Weeks after what we haVe just recorded, Eliphas Levi was talking 
wrth a Dookseller whose specialty was to make a collection of old Dooks 
COncerTumg the occult sclenCes. 

They were talkimg of the "grimoire" of Honorius. 

"Now-a-days, 1t 1S mpossible to fimd it" said the merchart. 

"The last that I had in my hands I sold to a priest for a hundred francs." 


"A young Driest? And do you rememDber what he 1ooked hke?" 


"Oh, perfectly, Dut you ought to know him well yourself, for he told me 
he had seen you, and 1t 1s I who sent him to you." 


No more douDt, then: 
the umhappy priest had found the fatal "grimoire," 


he had done the evocation, amd Drepared himself for the murder Dy a 
Ser1es Of sacrileges. 


For this is in what the infernal eVvocations consist, accordimg to the 
"grimoire" of Honorius: 


"Choose a Dlack cock, and giVve him the name of the spirit of darKmess 
which one wishes to eVoke. 


"Kill the cock, and keep its heart its tongue, and the first feather of its 
left winmg. 


"Dry the tongue and the heart, amd reduce them to powder 

"Eat no meat amd drink no wime, that day. 

"On Tuesday, at dawm, say a mass Of the angelS. 

"Trace uDor the altar itself, with the feather of the cock dipped in the 
consecrated wime, Certaim diaDolical signatures (those of Mr Home's 


pencil, and the bloody hosts of Vintras). 


"On Wednesday, prepare a taper of yellow waxX: 


rise at midmight, and alone, in the church, Degin the office ofthe dead. 
"Mingle with this office infernal eVocations. 


"Fimish the office by the light of a single taper extimgunsh it immediately 
and remain without Hight in the church thus profaned untll sunrise. 


"On Thursday, rmimgle with the consecrated water the Dowder of the 
tongue and heart of the black cock, and let the whole De swallowed Dy a 
male lamb ofmme days old. … 


The hand refuses to write the rest. 


It is a mixture of Drutalizimg practices amd revolting crimes, SO 
constituted as to kill for evermore judgment and conscience. 


But in order to cormmunmicate with the phantom of absolute evil, to 
realize that phantom to the point of seeing and touching it, 1s it not 
necessary to De wrthout consclence and without judgment? 

There is douDtless the secret of this incrediDle perversity, of this 
murderous fury, of this unwholesome hate against all order all 
mimistry, all hierarchy of this fury, abDove all, against the dogma which 
sanctifies Deace, oODedience, gentlenesS, Dur1ty, under so touching an 
emDblem as that ofamother 

This wretch thought himself sure not to die. 

The Emperor thought he, would De oDliged to pardon him: 

an honouraDle exile awaited hm: 

his crime Would giVe him an enormous celeDrity: 


his reVeries Would De Dought for their weight in gold Dy the Dooksellers. 


He would become immensely rich, attract the notice of a great 1ady, and 
marry Deyond the seas. 


It is Dy such Drormises that the phantom of the devil, 1omg ago, lured 
Gilles de Laval, Seigneur of Retz, and made him wade from crime to 
CT1Tm6e. 


Aman capaDle of evoking the devil, according to the rites of the 
"grimore" of Honorius, has gone so far upor the road of evil that he is 
disposed to all kinds of hallucinations, and all lies. 


So, Verger slept in Dlood, to dream of I kmow not what abominaDle 
pantheon: 


and he awoke upon the scaffold. 

But the abDerrations of perVversity do not constitute an insaruty: 

the executon of this wretch proved 1t. 

One kmows what desperate reslstance he made to h1s execut1onerS. 
"It 1s treason," sa1d he: 


"I cannot die so! Only one hour an hour to write to the Emperor! The 
Emperor 1s Dound to saVve me." 


Who, then, was Detraying hm? 
Who, then, had promised him life? 


Who, then, had assured him Deforehand of a clemency which Was 
IimpossiDle, Decause it Would revolt the conscience of the puDlic? 


Ask all that of the "grimoire" of Honorius! 


Two incidents in this tragic story Dear upor the phenomena produced 
Dy Mr Home: 


the noise of the storm heard by the wicked priest in his earIy 
eVocations, and the difficulty which he found in expressing hs real 
thought in the presence of Ehphas Levi. 


One may also comment upon the apparition of the sinister man takimg 
pleasure in the public grief, and utterimg an indeed infernal word in the 
midst of the consternation of the crowdL, an apparition orly noticed Dy 
the ecstatic of La Salette, the too celebrated Mile, de La Merliere, who 
has the ar after all of a worthy individual, Dut Very excitaDle, and 
perhaps capaDle of actmg and speaking without kmowing it herselt, 
under the influence of a sort of ascetic sleeD-wakimg. 


This word "sleep-waking" Drings us Dack to Mr Home, and our 
anecdotes have not made us forget what the title of this Work promnsed 
to Our readerS. 


We ought, ther to tell them what Mr Home is. 


We keep our DrOIm1Sse. 


"Mr Home is an inVald suffering from a contagious sleeD-waking." This 
1s an aSsertion. 

「 ア メリ カ の 霊媒 師 ホ ー ム は 、 伝 染 性 の 夢遊 病 を 患っ て いる 病人 で ある 。」 と いう の 
が 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 意見 で ある 。 

It remains to us to giVe an explanation and a demonstration. 

「 霊 媒 師 ホー ム は 、 伝 染 性 の 夢遊 病 を 患っ て いる 病人 で ある 。」 と いう 意見 の 説明 と 
証明 が 残っ て いる 。 

That explanation and demonstration, in order to De complete, demand a 
work sufficient to il a Dook. 

「 霊 媒 師 ホー ム は 、 伝 染 性 の 夢遊 病 を 患っ て いる 病人 で ある 。」 と いう 意見 を 完全 に 
説明 し て 証明 する た め に 、 一 冊 の 本 を 十分 に 書き 上 げ る 労力 を 必要 と し た 。 

That book has Deen written and we shall publish it shortly. 

「 霊 媒 師 ホー ム は 、 伝 染 性 の 夢遊 病 を 患っ て いる 病人 で ある 。」 と いう 意見 を 説明 し 
て 証明 する 本 は 書き 上 げ ら れ て いて 、 間 も な く 出 版 す る つも り で いる 。 

Here is the title: "The Reason of Miracles, or the Devil at the Tribunal of 
SClenCe." 

「 霊 媒 師 ホー ム は 、 伝 染 性 の 夢遊 病 を 患っ て いる 病人 で ある 。」 と いう 意見 を 説明 し 
て 証明 する 本 の 名 前 は 「 驚 異 現象 の 理由 、 ま た は 、 知 と いう 裁判 所 に お ける 悪魔 」 で 
ある 。 

"Why the devil?" 

な ぜ 悪 魔 な の か ? 

BeCauSe 

な ぜ な ら 、 

we haVe demonstrated by facts what Mr de Mirville had Defore Us, 
incompletely set forth. 

Mirville が 不 完全 に 説明 し た 事実 に に っ て 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 「 霊 媒 師 ホー ム は 、 
伝染 性 の 夢遊 病 を 患っ て いる 病人 で ある 。」 と いう 意見 を 説明 し て 証明 し て いる 。 
We say "1mcompletely": 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、「Mirville が 『 不 完全 に 説明 し た 』」 と 話し た 。 

Decause 


な ぜ な ら 、 

the devil is, for Mr. de Mirville, a fantastic Dersonage, 

Mirville は 、 悪 魔 が 不思議 な 人 格 で ある 、 と 誤っ て 考え て し まっ た 。 

while for us, it is the mmisuse of a natural force. 

一 方 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ に と っ て 、 悪 魔 と 呼ば れ て いる も の は 、 自 然 の 力 の 誤用 で ある 。 
Amedium once said: "Hell is not a place, it 1s a state." 

か つて 、 あ る 霊媒 師 は 、「 地 獄 と は 場所 で は な く 状 態 で ある 。」 と 話し て いる 。 

We shall De aple to add: "The devil is not a Derson Or a force: 1t 1S a V1C6, 
and in comseduenCce, 8 Weakmess.“ 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、「 地 獄 と は 場所 で は な く 状 態 で ある 。」、「 悪 魔 と 呼ば れ て いる も 
の は 、 人 格 で も 力 自体 で も な い 。 悪 魔 と 呼ば れ て いる も の は 、 悪 徳 で あり 、 結 果 と し 
て 、 弱 さ で ある 。」 と 話せ る 。 

Let us return for a moment to the study of phenomenal! 

少し の 間 、 父 異 現象 の 研究 に 戻 ろう ! 

Mediumms are, in general, of poor health and narrow Hirmitations. 

一 般 的 に 、 霊 媒 師 は 、 健 康 が 貧弱 で あり 、 狭 量 な 弱 さ が 有る 。 

They can accomplish nothing extraordinary in the presence Of calm and 
educated DersO1s. 

冷静 な 学 の 有る 人 が いる と 、 霊 媒 師 は 、 和 驚異 現象 を 何 も 起こ せな い 。 

One must De accustomed to them before seeing or feelhimg anything. 

人 は 、 何 か を 見 た り 感 じ た り する 前 に 、 霊 媒 師 と 慣れ 合う 必要 が 有る 。 

The phenomena are not identical for all present. 

第 異 現象 は 全て の 人 に と っ て 同一 で は な い 。 

For examDle, 

例え ば 、 

where one will see a hand, another wll percelve nothing Dut a whitsh 
STmOke. 

ある 人 が 不思議 な 手 を 見 て いる 時 、 別 の 人 に は 白い 薄い 煙 し か 見 えな い 。 
Persons impressed Dy the magnetism of Mr Home feel a sort of 
imdisposittom: 

霊媒 師 ホ ー ム の 磁気 、 星 の 光 か ら 印 象 を 受け 取っ た 人 は 、 一 種 の 不快 を 感じ る 。 

lt seemms to them that the room turns round, and the temperature seermns 
to them to groW rapldly 10ower 

霊媒 師 の 星 の 光 か ら 印 象 を 受け 取っ た 人 が 感じ る 不快 と は 、 部 屋 が 回 転 し て いる よ 
うな 錯覚 や 、 気 温 が 急 に 低く 成っ た 感覚 で ある 。 

The miracles are more successful in the presence of a few people 
chosen by the medium himself. 

霊媒 師 ホ ー ム が 自ら 選ん だ 何人 か が いる と 、 篤 異 現象 は 、 よ り 成 功 し た 。 

In a meetimg of several Dersons, it may De that all will see the miracles - 
wrth the excepton of one, who wil see aDsolutely nothimg. 

何人 か に よる 降 霊 術 の 会 で は 、 全 く 何 も 見 えな い 人 が いる 場合 が 有る か も し れ な い 。 
Among the persons who do see, all do not see the same thimg. 


何人 か に よる 降 霊 術 の 会 で は 、 見 えて いる 人 た ちの 間 で も 、 見 えて いる 物 は 全て の 
人 に と っ て 同一 で は な い 。 

Thus, for exammDle: 

例え ば 、 

One eveming, at Mme. de V------ s, the medium made appear a child 
which that lady had lost. Mme. de B----- alone saw the child: Count de 
IMー---- saW a Httle whitish Vapour in the shape of a pyramidi: the others 
SaW nothing. 

ある 夜 、VO 〇 OO 〇 O 〇 〇 〇 の 家 で 、 霊 媒 師 ホー ム は 婦人 が 亡くし た 幼子 の 霊 を 出現 さ 
せ た が 、B 〇 〇 〇 〇 〇 O 〇 婦人 だ けが 幼子 の 霊 を 見 、MO 〇 〇 O 〇 OO 〇 伯爵 は 小さ い 
白い 薄い ピラ ミッ ド 型 の 蒸気 を 見 た が 、 他 の 人 は 何 も 見 えな か っ た 。 

EVerybody knows that certan suDstances, hashish, for example, 
intoxicate without takimg away the use of reasor, and cause to De seen 
wrth an astonishing Vividness things which do not exist. 

例え ば 、 大 麻 と いっ た 物質 は 、 理 性 の 働き を 奪う 事 無く 柳 町 させ て 、 存 在 し な い 父 異 
的 な 鮮明 な 幻覚 を 見 せる 、 事 が 知ら れ て いる 。 

A great Dart of the phenomena of Mr Home belong to a natural 
influence similar to that of hashish. 

霊媒 師 ホ ー ム の 驚異 現象 の 大 部 分 は 、 大 麻 に 似 た 、 自 然 の 感化 力 に よる 物 で ある 。 
This is the reason Why 

その た め 、 

the medium refuses to operate except Defore a small numDer of Dersons 
chosen by himself. 

霊媒 師 ホ ー ム は 、 自 ら 選 ん だ 少数 の 人 の 前 、 以 外 で は 、 和 驚異 現象 を 起こ す 事 を 拒む 。 
The rest of these phenomena should De attriDuted to magnetc DOoWer 
霊媒 師 ホ ー ム の 驚異 現象 の 残り は 、 磁 気 、 星 の 光 の 力 に よる 物 で ある 。 

To see anything at Mr Home's "seances" is not a reassuring index of the 
health of him who sees. 

霊媒 師 ホ ー ム の 降 震 術 の 会 で 何 も の か を 見 る 事 は 、 見 た 人 の 健康 不安 の 目安 と 
成っ て し まう 。 

And eVen if his health should De in other ways excellent, the vision 
indicates a transitory DerturDation of the nerVvous aDDaratus in 1ts 
relation to Imagination and Hght. 

た と え 霊 媒 師 の 降 霊 術 で 幻覚 を 見 た 人 の 健康 状態 が すぐ で れ て いて も 、 幻 覚 を 見 る 
事 は 、 想 像 する 脳 と 光 を 知覚 する 脳 や 視神経 と いっ た 神経 器官 が 一 時 的 に 混乱 し 
て いる 事 を 表す 。 

Tf this perturbation were freduertly repeated, he would Decome 
SeriOuSIy 則 . 

も し 神経 系 の 一 時 的 な 混乱 が 頻繁 に くり 返さ れる と 、 人 は 、 深 刻 な 病気 に 成っ て し ま 
う で あろ う 。 

Who knows how many collapses, attacks of tetanus, imsanities, Violent 
deaths, the mamnia of table-turnmng has already Droduced? 


テー ブル ター ニン グ と いっ た 幻覚 に 夢中 に 成っ た 、 ど れ だ け 多 数 の 人 が 、 衰 弱 し 、 持 
続 強 縮 性 けい れん に 襲わ れ 、 竹 い 、 変 死 し た か 、 誰 が 知っ て いる で あろ うか ? 
These phenomena Decome partcularly terriDle when perversity takes 
DOssession of them. 

倒錯 に 飲み 込ま れる と 、 父 異 現象 は 、 特 に 起 ろ し い 物 と 成っ て し まう 。 

It is then that one can really affirm the intervention and the presence of 
the spirit of evil. 

倒錯 に 飲み 込ま れる と 、 驚 異 現象 に お いて 、 人 は 、 悪 人 の 霊 の 干渉 と 存在 を 本 当 に 
認め る 事 が で きる 。 

Pervers1ty or fatality, these pretended miracles obey one of these two 
DOW6TS. 

偽 の 奇跡 で ある 驚異 現象 は 、 倒 錯 か 運命 と いう 2 つの 力 の うち の 1 つ に 従っ て いる 。 
As to qaDalisttc writings amd mysterlous s1gnatures, We shall say that 
they reproduce themselves by the magnetic intuition of the mirages of 
thought in the uruversal vital fluid. 

カバ ラ の 象徴 や 謎 の 象徴 に つい て は 、 人 が 、 普 遍 の 命 の 流体 で ある 星 の 光 の 中 の 、 
概念 の 幻 を 磁気 的 に 直感 し て 、 再 現し た 物 で ある 。 

These instmctive reflections may De produced if the magic Word has 
nothing arbitrary in it, and ぜ the signs of the occult sanctuary are the 
natural exDressions of aDsolute ideas. 

魔術 の 言葉 に は 根拠 が 有 っ て 自分 勝手 に で きる 物 で は な い の で 、 隠 され た 聖 所 の 
象徴 は 絶対 の 概念 が 自然 に 表れ た 物 で ある の で 、 人 の 直感 へ の 反映 と し て 再現 さ 
れる 。 

It is this which we shall demonstrate in our DooK. 

「 驚 異 現象 の 理由 、 ま た は 、 知 と いう 裁判 所 に お ける 悪魔 」 と いう 本 で 、 エ リフ ァ ス レ 
ヴィ は 、「 魔 術 の 言葉 に は 根拠 が 有る 。」 事 と 「 隠 され た 聖 所 の 象徴 は 絶対 の 概念 が 
目 然 に 表れ た 物 で ある 。」 事 を 証明 する つも り で ある 。 

BUt, 

し か し 、 

in order not to send DackK our readers from the unknown to the future, 
we shall detach Deforehand two chapters of that unpublished work, one 
upon the qaDalistic Word, the other upon the secrets of the Qabalah, 
and we shall draw conclusions which wl compete in a manner 
satisfactory to all the explanation which We have promised in the 
matter of Mr Home. 

「 大 いな る 神秘 の 鍵 」 の 読者 に 知ら せな いま ま 放 置 し な いた め に 、「 父 異 現象 の 理 
由 、 ま た は 、 知 と いう 裁判 所 に お ける 悪魔 」 と いう 未 出版 の 作品 か ら 、 事 前 に 、 カ バラ 
の 言葉 に つい て の 章 と 、 カ バラ の 秘密 に つい て の 章 の 2 章 を 抜粋 し て 、 下 記 に 記し 
て 、 満 足 で きる 形 で 、 約 束 し て いた 霊媒 師 ホ ー ム の 問題 の 全て の 説明 を 果たす 、 結 
論 を 導く 。 


There exists a Dower which gemerates forms: 


諸 形態 を 創造 し て いる 力 が 存在 する 。 

this power 1S Hght. 

諸 形 態 を 創造 し て いる 力 と は 、 星 の 光 で ある 。 

Light creates forms in accordance wrth the laws of eternal mathematics, 
by the umiversal eduihDrium of light and shadowW. 

星 の 光 は 、 永 遠 の 数 学 の 法 に 従っ て 、 光 と 影 の 普遍 の つり 合い に よっ て 、 諸 形態 を 
創造 し て いる 。 

The primitive signs of thought trace themselves Dy themselves in the 
jight, 

概念 の 原初 の 象徴 は 、 星 の 光 の 中 で 、 独 り で に 描か れる 。 

which is the material instrument of thought. 

星 の 光 は 、 概 念 の 物質 的 な 道具 で ある 。 

God is the soul of light. 

神 は 、 光 の 魂 で ある 。 

The umiversal and infimite light is for us, as it were, the Dody of god. 
普遍 の 無限 の 光 は 、 人 に と っ て は 言わ ば 、 神 の 体 で ある 。 

The Qabalah, or transcendental magic, is the science of light. 

カバ ラ 、 ま た は 、 超 越 的 な 魔術 は 、 光 の 知 で ある 。 

Light corresDonds to Hfe. 

光 は 、 合 に 対応 し て いる 。 

The kingdom of shadows is death. 

明 の 王国 は 死 で ある 。 

All the dogmas of true religion are written in the QaDbalah in characters 
of light upon a Dage Of shadowW. 

真 の 宗教 の 全て の 考え は 、 光 の 文字 で 、 影 の 紙 の 上 に 、 カ バラ の 中 に 記さ れ て いる 。 
The page of shadows consists of Dlind Deliefs. 

影 の 紙 は 、 言 信 で 出来 て いる 。 

Light is the great plastic medium. 

星 の 光 と は 、 自 由 な 形 に で きる 大 いな る 仲介 する も の で ある 。 

The allhiance of the soul and the Dody is amarriage of light amd shadow. 
魂 と 肉体 の 結合 は 、 光 と 影 の 結合 で ある 。 

Light is the instrument of the Wordl 

星 の 光 は 、 神 の 言葉 の 道具 で ある 。 

it is the white writimg of God upon the great Dook of night. 

星 の 光 は 、 影 と いう 大 いな る 本 の 上 の 、 神 の 白い 文 で ある 。 

Light is the source of thought, 

光 は 、 概 念 の 源泉 で ある 。 

anditisinitthat one must seek for the origin of all religious dogTma. 
人 は 、 光 の 中 に 、 全 て の 宗教 の 考え の 起源 を 探求 する 必要 が 有る 。 

But 

だ だ し 、 

there is only one true dogma, 

唯一 の 真 の 神 の 教え だ けが 存在 する 。 唯 一 の 真 の 考え だ けが 存在 する 。 


as there 1S Only one Dure light: 

唯一 の 純粋 な 光 だ けが 存在 する 、 様 に 。 

ShaOow alone is infimitely varied. 

盟 だ けが 無限 に 変え られ て いく 。 

Light, shadow, and their harmony which is the vision of Deimgs, form 
the principle analogous to the great dogmas of Trimity, of Imcarnation, 
and of Redemmption. 

光 、 影 、 存 在 の 映像 で ある 光 と 影 の 調和 は 、 神 の 三位一体 、 人 に 成っ た 神 、 身 代わ り 
RS な る まう を 邊 二 ロ 8 E で ある 原理 を 形成 する 。 

SUCh iS 81SO the mystery of the CTOSS. 

また 、 光 、 影 、 存 在 の 映像 で ある 光 と 影 の 調和 は 、 十 字 貯 の 神秘 で ある 。 

It will De easy for us to DroVe Dy an appeal to religious monuments, 
by the signs of the primitive WordL Dy those Dooks which contain the 
secrets of the QaDalah, and finally Dy the reasoned explanation of all 
the mySterles by the means 6 the keys of qabalistic mmagic. 

「 光 、 影 、 存 在 の 映像 で ある 光 と 影 の 調和 が 、 神 の 三位一体 、 人 に 成っ た 神 、 身 代わ 
り に よる 救い と いう 大 いな る 考え を 類推 可 E で ある 原理 を 形成 する し 、 十 字 貯 の 神 
秘 で ある 。」 事 は 、 宗 教 の 記念 碑 を 根拠 に する 事 に よっ て 、「 最初 」 の 神 の 言葉 イエ ス 
の 象徴 に に っ て 、 カ バラ の 秘密 を 含ん で いる 諸々 の 書物 に よっ て 、 カ バラ の 魔術 の 鍵 
に よる 全て の 神秘 の 論理 的 に 考え られ た 説明 に よっ て 、 魔 術 師 に は 証明 が 容易 で 
ある 。 

In all symDolisms, in fact, We fimd ideas of antagonism and of harmony 
producing a trimitarian notion in the conception of divinity, 

実に 、 全 て の 象徴 に お いて 、 魔 術 師 は 、 神 性 に つい て の 概念 に お ける 神 の 三位一体 
の 概念 を も た ら す 、 対 立 と 調和 の 概念 を 見 つけ る 。 

followimg which 

そし て 、 

the mythological personification of the four cardinmal points of heaven 
cormpletes the sacred septenary, the Dase of all dogrmas and of all rites. 
天 の 東 西南 北 の 神 話 に お ける 人 格 化 が 、 全 て の 考え と 全て の 儀式 の 基礎 で ある 、 
神 の 7 つ 1 組 を 完成 し て いる 。 

In order to comvimce oneself of it it is sufficient to read again and 
meditate upon the learned work of DuDuus, 

「 全 て の 象徴 に お いて 、 神 の 三位一体 の 概念 を も た ら す 、 対 立 と 調和 の 概念 が 見 つ 
か り 、 天 の 東西 南北 の 神話 に お ける 人 格 化 が 、 神 の 7 つ 1 組 を 完成 し て いる 。」 事 を 
確信 する に は 、 カ バラ の 学 の 無かっ た デュ ピュ イ の 、 学 の 有る 作品 を 再読 し て 熟考 す 
る だ け で 十分 で ある 。 

who would De a great qaDalist if he had seen a harmony of truths where 
his negatiVe DreOccuDations Ony Derrmutted him to see a concert of 
eYTOTS. 

仮に 、 デ ュ ピ ュ イ が 、 宗 教 を 否定 する 先入観 に よっ て 宗教 を 信じ る と いう 諸々 の 誤 信 
が 天文 学 と し て 一 致し て いる と 誤っ て 見 て いた だ け の 所 に 、 諸 々 の 真理 の 調和 を 見 
て いた ら 、 デ ュ ピ ュ イ は 大 いな る カバ リス ト に 成 れ た で あろ う 。 


It is not here Our Dusiness to repeat his worK, which everyDody KmoWs: 
「 大 いな る 神秘 の 鍵 」 で 、 知 られ て いる デュ ピュ イ の 文書 を くり 返し て 記す の に は 、 及 
ば な いで あろ う 。 

Dut 

けれ ども 、 

it is important to proVe that the religious reform Drought aDout Dy 
Moses was altogether qaDalistc, that Christianity, in institutmg a new 
dogTma, has sirmply come nearer to the prirmitive sources of the 
teachings of Moses, and that the Gospel is no more than a transparent 
Vell thrown upon the uversal and natural mysteries of oriental 
imitiation. 

「 モ ー セ が も た らし た 宗教 改革 は 、 完 全 な カバ ラ の 宗教 改革 で あっ た 。」 事 、「 キ リス 
ト 教 は 、 新 し い 考え を 定め て 、 単 に に モー セ の 教え の 『 最 初 』 の 源泉 に 、 よ り 近 づい た 
だ け で ある 。」 事 、「 福 音 は 、 オ リエ ント で 秘伝 伝授 され て いた 普遍 の 自然 の 神秘 の 
上 に 投じ られ た 透明 な ヴェ ー ル で し か な い 。」 事 を 、 証 明 す る の は 重要 で ある 。 

A distimguished Dut httle kmown man of learming, Mr P Lacour in his 
book on the Elohim or Mosaic God, has thrown a great light on that 
question, amd has rediscoVered in the symDols of Egypt all the 
allegorical figures of Genes1Ss. 

エロ ヒム や モー セ の 神 に つい て の 著書 で 、 卓 越し て いる が 無名 の 、 学 の 有る ピエ ー 
ル ラク ー ル は 、 エ ロ ヒ ム や モー セ の 神 に 大 き な 光 を 投じ て 、 古 代 エ ジ プ ト の 象徴 に 
全て の 創世 記 の 象 微 を 再発 見 し た 。 

More recently, another courageous student of Vast erudition, Mr 
Vincent (de TYonne), has published a treatlse upor idolatry among Doth 
the ancients and the moderns, 

より 最近 で は 、 巨 人 的 な 学 の 有る 、 大 胆 な 学徒 ヴァ ン サ ンド リヨン ヌ は 、 古 代 人 と 近 
代 人 の 偶像 崇拝 に つい て の 論文 を 出版 し た 。 

im which he raises the vel of umiversal mythology. 

古代 人 と 近代 人 の 偶像 崇拝 に つい て の 論文 で 、 ヴ ァ ン サン ド リヨン ヌ は 、 普 遍 の 神 
話 の ヴェ ー ル を 持ち 上 げ て いる 。 

We invite conscientious students to read these var1lOUS WOrKS, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 良心 的 な 学徒 達 に 、 ビ エール ラク ー ル と ヴァ ン サ ンド リヨン ヌ 
の 様々 な 文書 を 読む 様 に 勧め る 。 


and 

それ で は 、 

we confine ourselves to the special study of the QaDalah among the 
HeDreWs. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 へ ブラ イ 人 の カバ ラ の 探究 だ け に 専念 する 。 

The Logos, or the word, Deimg accordimg to the initiates of that science 
the complete revelation, 


神 の ロゴ ス 、 神 の 言葉 は 、 カ バラ の 神 の 知 の 秘伝 伝授 者 に よる と 、 完 全 な 啓示 で あ 
る 。 そ の た め 、 

the principles of the holy Qabalah ought to De found reumited in the 
signs themselves of which the primitive alphaDbet is composed. 

神 の カバ ラ の 諸 原 理 は 、 最 初 の アル ファ ベッ ト で ある 象形 文字 で ある へ ブラ イ 文 字 
を 形成 し て いる 象徴 を 区 別して 再 統 一 し た 物 と し て 、 見 つか る は ず で ある 。 

Now this is what we find in all Hebrew grammmars. 

下記 は 、 全 て の へ ブラ イ 語 の 文法 の 中 に 見 つか る 物 で ある 。 

There is a fundamental and umiversal letter which generates all the 
Others. It is the IOD. 

イ ョ ッ ド は 、 他 の 全て の 文字 を 創造 し て いる 、 根 源 の 普遍 の 文字 で ある 。(「 形 成 の 
書 」 の 最初 の 部 分 に よる と 、「 神 ヤー が 、 数 1 か ら 数 10 まで の 数 と 、22 文字 の へ ブ 
ライ 文字 で 、 創 世 し た 。」。 ヤ ー は ヤ ハ ウェ の 短縮 形 で ある 。 カ バラ で は 、 ヤ ー を イ ョ ッ ド 
で 表す 。) 

There are {two other mother letters, OpDposed and analogous among 
themselves:, the ALEPH N and the MEM 5, according to others the 
SCHIN W. 

へ ブラ イ 文 字 の 2 つの 母 字 は 、 ア レフ と メ ム で あり 、 相 互 に 相対 し 合う が 、 相 互 に 類 
推 可能 で ある 。「 形 成 の 書 」 の 最初 の 部 分 な ど に よる と 、 へ ブラ イ 文 字 の 母 字 は 3 つ 
で あり 、 へ プライ 文字 の 3 つの 母 字 は 、 ア レフ 、 メ ム 、 シ ュ ィ ン で ある 。 

There are seVven douDle letters, the BETH ュ the GIMEL :, the DALETH 
the KAPH っ , the PE 5, the RESH ], and the TAU Tr. 

へ ブラ イ 文 字 の 7 つの 複 字 は 、 ベ ト 、 ギ メル 、 ダ レト 、 カ フ 、 プ フェ 、 レ シュ 、 タ ウ で ある 。 
(「 形 成 の 書 」 の 最初 の 部 分 に よる と 、「 へ ブラ イ 文 字 の 7 つの 複 字 は 、 二 重 に 響 
dl 

Finally, there are twelve smple letters: 

エリ ファ ス レヴ ィ に よる と 、 へ ブラ イ 文 字 の 12 の 単 字 は 、 ヘ ー、 ヴ ァ ウ 、 ザ イン 、 ケ ト 、 テ 
ト 、 イ ヨッ ド か アレ フ 、 ラ メド 、 ヌ ン 、 サ メ ク 、 ア イン 、 ツ ァ ー デ 、 ク ォ フ で ある 。「 形 成 の 書 」 
の 最初 の 部 分 に よる と 、 へ ブラ イ 文 字 の 12 の 単 字 は 、 ヘ ー、 ヴ ァ ウ 、 ザ イン 、 ケ ト 、 テ ト 、 
イ ヨ ョ ッ ド 、 ラ メド 、 ヌ ン 、 サ メ ク 、 ア イン 、 ツ ァ ー デ 、 ク ォ フ で ある 。( ア レフ は 数 1 と 対応 し 0 
+ 1 = 1 で ある 。 イ ョ ッ ド は 数 10 と 対応 し て いる 。 数 10 は 数 1 と 数 0 で 出来 て いる 。 
カバ ラ で は 、 王 冠 ケ テル と 王国 マル クト は 呼応 する 。 カ バラ で は 、 数 1 と 数 10 は 呼 
応 す る 。) 

In all twenty-tWO. 

へ ブラ イ 文 字 の 22 文字 は 、3 つの 母 字 、7 つの 複 字 、12 の 単 字 で ある 。 

The um1ty 1s represented, in a relatve manner Dy the ALEPH: 

単 一 性 は 、 相 対 的 な 形 で 、 ア レフ が 表し て いる 。 

the ternary is figured either Dy IOD, MEM, SCHIN, or Dy ALEPH, MEM, 
SCHIN. 

3 つ 1 組 は 、 イ ヨッ ド と メ ム と シュ ィ ン か 、 ア レフ と メ ム と シュ ィ ン が 表す 。( エ リフ ァ ス レ 
ヴィ に よる と 、 へ ブラ イ 文 字 の 3 つの 母 字 は 、 ア レフ か イ ョ ヨッ ド 、 メ ム 、 シ ュ ィ イン か タウ で 
ある 。「 形 成 の 書 」 の 最初 の 部 分 に よる と 、 へ ブラ イ 文 字 の 3 つの 母 字 は 、 ア レフ 、 メ 
ム 、 シ ュ ィ ン で ある 。 ア レフ は 数 1 と 対応 し 0+ 1 = 1 で ある 。 イ ョ ッ ド は 数 10 と 対応 し 


て いる 。 数 10 は 数 1 と 数 0 で 出来 て いる 。 カ バラ で は 、 王 冠 ケ テル と 王国 マル クト は 
呼応 する 。 カ バラ で は 、 数 1 と 数 10 は 呼応 する 。 シ ュ イ ィ イン と タウ は へ ブラ イ 文 字 の 最 
後 の 2 文字 で ある 。) 

The septenary, Dy BETH, GIMEL, DALETH, KAPH, PE, RESH, TAU. 

7 つ 1 組 は 、 ヘ ブラ イ 文 字 の 7 つの 複 字 が 表す 。 へ ブライ 文字 の 7 つの 複 字 は 、 ベ ト 、 
ギ メ ル 、 ダ レト 、 カ フ 、 プ フェ 、 レ シュ 、 タ ウ で ある 。 

The duodenary, Dy the other letters. 

12 つ 1 組 は 、 ヘ へ ブ ライ 文字 の 12 の 単 字 が 表す 。 エ リフ ァ ス レヴ ィ に よる と 、 へ ブラ イ 
文字 の 12 の 単 字 は 、 ヘ ー、 ヴ ァ ウ 、 ザ イン 、 ケ ト 、 テ ト 、 イ ヨッ ド か アレ フ か メ ム 、 ラ メド 、 
ヌメ ヌン 、 サ メ ク 、 ア イン 、 ツ ァ ー デ 、 ク ォ フ で ある 。「 形 成 の 書 」 の 最初 の 部 分 に よる と 、 ヘ へ ブ 
ライ 文字 の 12 の 単 字 は 、 ヘ ー、 ヴ ァ ウ 、 ザ イン 、 ケ ト 、 テ ト 、 イ ヨッ ド 、 ラ メド 、 ヌ ン 、 サ メ ク 、 
アイ ン 、 ツ ァ ー デ 、 ク ォ フ で ある 。( ア レフ は 数 1 と 対応 し 0 + 1 = 1 で ある 。 イ ョ ッ ド は 数 
10 と 対応 し て いる 。 数 10 は 数 1 と 数 0 で 出来 て いる 。 カ バラ で は 、 王 冠 ケ テル と 王 
国 マ ルク ト は 呼応 する 。 カ バラ で は 、 数 1 と 数 10 は 呼応 する 。) 

The duodenary 1s the ternary multiplhed Dy four: 

12 つ 1 組 は 、3 つ 1 組 を 4 つ 1 組 で 増殖 し た 物 で ある 。 

anditreenters thus into the symbolism of the septenary. 

12 つ 1 組 は 3 つ 1 組 を 4 つ 1 組 で 増殖 し た 物 で ある た め 、7 つ 1 組 は 3 つ 1 組 と 
4 つ 1 組 を 合わ せ た 物 で ある の で 、7 つ 1 組 に よる 象徴 体系 は 、12 つ 1 組 を 再び 含 
ん で いる と 言え る 。 

Each letter represents a numDer: 

へ ブラ イ 文 字 の 各 文 字 は 数 を 表す 。 

each assemDlage of letters, a series of numDers. 

へ ブラ イ 文 字 の 組み 合わ せ は 、 一 連 の 数 で ある 。 

The numDbers represert aDsolute Dhillosophical ideas. 

数 は 、 絶 対 の 哲学 の 概念 を 表す 。 

The letters are shorthand hieroglyphs. 

へ ブラ イ 文 字 は 、 象 形 文字 の 略記 で ある 。 へ ブラ イ 文 字 は 、 象 形 文字 の 要約 で ある 。 
Let us see now the hieroglyphic and philosophical significations of each 
of the twenty-two letters ("Vide" Bellarmin, Reuchlim, Saint-jerome, 
Kabala denudata, Sepher Yetzirah, Techmica curiosa of Father Schott, 
Picus de Mirandola, and other authors, especially those of the collecton 
Of Pistor1usS). 

22 文字 の へ ブラ イ 文 字 の 各 文 字 の 象形 的 な 意味 と 哲学 的 な 意味 を 見 て 行こ う 。( 品 
ベル ト ベラ ルミ ー ノ 、 ヨ ハネ ス ロイ ヒ リ ン 、 ヒ エロ ニム ス 、「 裸 の カバ ラ 」、「 形 成 の 書 」、 
イエ ズ ス 会 士 で 神父 の ガス パー ショ ッ ト の 「Technica Curiosa = Curious 
Technique = 不思議 な わざ 」、 ピ コ デラ ミラ ンド ラ 、 そ の 他 の 特に ビ ピス トリ ウス が 集 
め た 文書 の 著者 を 参照 し て くだ さい 。) 


THE MOTHERS 
へ ブラ イ 文 字 の 3 つの 母 字 
The IOD. The aDsolute principle, the productVe Deinmg. 


アレ フ か イ ョ ッ ド 。 絶 対 の 原理 。 創 造 す る 存在 で ある 神 。( ア レフ は 数 1 と 対応 し 0 + 1 
= 1 で ある 。 イ ョ ッ ド は 数 10 と 対応 し て いる 。 数 10 は 数 1 と 数 0 で 出来 て いる 。 カ バ 
ラ で は 、 王 冠 ケ テル と 王国 マル クト は 呼応 する 。 カ バラ で は 、 数 1 と 数 10 は 呼応 す 
る 。) 

The MEM. Spirit, or the jakim of Solomon. 

メ ム 。 精 神 。 ソ ロモ ン の 一 方 の 柱 ヤ キン 。( エ リフ ァ ス レヴ ィ の 「 魔 術 の 歴史 」「 ボ アズ 
と ヤキ ン は 強い も の と 弱い も の を 意味 する 」。) 

The SCHIN. Matter or the column called Boaz. 

シュ ィ ン 。 物 質 。 ソ ロモ ン の 他方 の 柱 ボ アズ 。( エ リフ ァ ス レヴ ィ の 「 魔 術 の 歴史 」「 ボ ア 
ズ と ヤキ ン は 強い も の と 弱い も の を 意味 する 」。) 


THE DOUBLE LETTERS 

へ ブラ イ 文 字 の 7 つの 複 字 

BETH. Reflection, thought, the moor, the Angel Gabriel, Prince of 
ImysterleS. 

ベト 。 反映 と いっ た 表れ 、 概 念 、 月 、 神 秘 の 王 で ある 天使 ガブ リエ ル 。 

GIMEL. Love, wl, Venus, the Angel Anmael, Prince of life and death. 

ギ メ ル 。 愛 、 意 思 、 金 星 、 生 と 死 の 王 で ある 天使 アナ エル 。 

DALETH. Force, power jupiter Sachiel, Melech, King of kimgs. 

ダレ ト 。 知 力 、 権 力 、 木 星 、 王 の 中 の 王 で ある 天使 サキ エル メレ ク 。( サ キ エ ル は 神 を 
維 う 者 を 意味 する 。 メ レク は へ ブラ イ 語 で 王 を 意味 する 。 王 で ある 神 。) 

KAPH. Violence, strife, work, Mars, Samael Zebaoth, Prince of 
Phalanges. 

カフ 。 激 し い 力 、 戦 い 、 労 苦 、 火 星 、 軍 団 が 一 丸 と 成っ て 攻撃 する 重 装 歩兵 の 密集 陣 
形 フ ァ ラ ンク ス の 王 で あり 軍団 で ある 天使 サマ エル 。(Zebaoth、Sabaoth は へ ブラ 
イ 語 で 軍団 を 意味 する 。) 

PE. Eloduence, intelligence, Mercury, Raphael, Primce of sclenCes. 

プ フ ェ 。 雄 弁 、 理 解 力 、 水 星 、 知 の 天使 ラフ ァ エ ル 。 

RESH. Destruction and regeneration, Time, Saturr, Cassiel, King of 
tomDbs and of solitude. 

レシ ュ 。 破 壊 と 再生 、「 時 」、 土 星 、 墓 と 孤独 の 王 で ある 天使 カシ エル 。( カ シエル は へ 
ブラ イ 語 で 「 神 の 速 さ 」 ま た は 「 神 は 私 の 怒り 」 を 意味 する 。) 

TAU. Truth, light, the Sun, Michael, King of the Elohim. 

タウ 。 真 理 、 光 、 太 陽 、 エ ロ ヒ ム の 王 で ある (、 エ ロ ヒ ム を 神 の 聖霊 で ある 天使 と 解釈 す 
る と 天使 の 王 で ある 、) 天 使 ミ カエ ル 。 


THE SIMPLE LETTERS 

へ ブラ イ 文 字 の 12 の 単 字 

The simple letters are divided into four triplHcities, 
へ ブラ イ 文 字 の 12 の 単 字 は 、4 組 の 3 つ 1 組 に 分 けら れる 。 


having for ttles the four letters of the divine tetragamm Yod-Heh-Vau- 
Heh. 

へ ブラ イ 文 字 の 12 の 単 字 の 、4 組 の 3 つ 1 組 の 、 各 組 は 、 権 限 と し て 、 神 の テト ラ 
グラ マト ン の 4 文字 イ ヨ ッ ド 、 ヘ ー、 ヴ ァ ウ 、 ヘ ー の うち 1 文字 を 持っ て いる 。 

In the divne tetragram, the IOD, as We haVe just sald, symDoHzes the 
Droductive and actiVe Dr1inciple. 

神 の テト ラ グラ マト ン の イ ョ ッ ド は 、 ち ょ うど 既に 話し た 様 に 、 創 造 する 自発 的 な 原理 
を 表す 。 

The HE irepresents the pass1Ve DroductVe DrInciple, the CTEIS. 

テト ラ グラ マト ン の ヘー は 、 創 造 さ れる 受容 的 な 原理 、 女 性 器 を 表す 。 

The VAU symDbolizes the umion of the two, or the Himgam, 

テト ラ グラ マト ン の ヴァ ウ は 、2 つの も の の 統一 、 男 性 器 を 表す 。 

and the fimal HE is the image of the second reproductiVe Drimclple: 
テト ラ グラ マト ン の 最後 の ヘー は 、 第 2 の 創造 され る 原理 を 表す 。 

thatis to say 

言い 換え る と 、 

Of the passive reproduction in the world of effects amd forms. 

テト ラ グラ マト ン の 最後 の ヘー は 、 原 因 に 対す る 、 諸 結果 と 諸 形態 の 世界 に お ける 
受容 的 な 再生 を 表す 。 

The twelve simple letters、 ロ 1tTO2J0yYpandy? or が, 

へ ブラ イ 文 字 の 12 の 単 字 は 、 ヘ ー、 ヴ ァ ウ 、 ザ イン 、 ケ ト 、 テ ト 、 イ ョ ッ ド (か アレ フ ) か メ 
ム 、 ラ メド 、 ヌ ン 、 サ メ ク 、 ア イン 、 ツ ァ ー デ 、 ク ォ フ で ある 。(「 形 成 の 書 」 の 最初 の 部 分 に 
よる と 、 へ プラ イ 文 字 の 12 の 単 字 は 、 ヘ ー、 ヴ ァ ウ 、 ザ イン 、 ケ ト 、 テ ト 、 イ ョ ッ ド 、 ラ メド 、 
ヌン 、 サ メ ク 、 ア イン 、 ツ ァ ー デ 、 ク ォ フ で ある 。 ア レフ は 数 1 と 対応 し 0 + 1 = 1 で ある 。 
イ ョ ッ ド は 数 10 と 対応 し て いる 。 数 10 は 数 1 と 数 0 で 出来 て いる 。 カ バラ で は 、 王 冠 
ケ テ ル と 王国 マル クト は 呼応 する 。 カ バラ で は 、 数 1 と 数 10 は 呼応 する 。) 

divided inmto threes, 

へ ブラ イ 文 字 の 12 の 単 字 は 、4 組 の 3 つ 1 組 に 分 けら れる 。 

reDproduce the notion of the primutive triangle, with the interpretation, 
and under the influence, of each of the letters of the tetragram. 

へ ブラ イ 文 字 の 12 の 単 字 の 、4 組 の 3 つ 1 組 の 、 各 組 は 、 テ トラ グラ マト ン の 4 文 
字 の うち 1 文字 の 感化 の 下 で 、 テ トラ グラ マト ン の 4 文字 の うち 1 文字 の 解釈 と 共 
に 、「 最初 」 の 三角 形 の 概念 を 再生 する 。 


One sees that the philosophy and the relhgious dogma of the QaDalah 
are there indicated in a complete Dut Veiled manner 

上 記 に は 、「 カ バラ の 哲学 的 な 考え と 神 の 教え が 、 ヴ ェ ー ル に 隠さ れ た 形 で は ある 
が 、 完 全 に 示さ れ て いる 。」 と 理解 で きる で あろ う 。 


Let us noW imVestigate the allegories of Genes1S. 
で は 、 創 世 記 の 象徴 を 探求 し よう 。 


"Im the beginning (IOD, the umity of Deimg,) Elohim, the equilhibrated 
forces (jakim and BoaZ), created the heaven (spirit) and the earth 
(matter), or in other words, good and evil, affirmation and negation.“ 

「 最 初 に 、 存 在 の 単 一 性 で ある イ ョ ヨッ ド に お いて 、 エ ロ ヒ ム 、 ヤ キン と ボア ズ と いう 2 つ 
の つり 合わ され て いる 力 は 、 天 、 精 神 と 、 地 、 物 質 を 創造 し た 。 言 い 換 える と 、 最 初 に 、 
エロ ヒム は 、 善 と 悪 、 育 定 と 否定 を 創造 し た 。」。 

Thus Degins the Mosaic accoumt of creation. 

上 記 の 様 に 、 モ ー セ の 創世 記 は 始ま る 。 

Then, 

それ か ら 、 

when it comes to giving a place to man, and a sanctuary to his alhance 
with divimity, Moses speaks of a garden, in the midst of which a simgle 
fountain Dranched into four rivers (,the IOD and the TETRAGRAM), and 
then of two trees, one of life, and the other of death, planted near the 
TiVer, 

地 を 人 に 譲る 話 に 成っ た 時 に 、 人 を 神 性 と 結び つけ る た め の 聖 所 の 話 に 成っ た 時 に 、 
モー セ は 、 楽 園 、 イ ョ ヨッ ド と テト ラ グラ マト ン で ある 楽園 の 中 央 の 唯一 の 源泉 と 源泉 
か ら 枝 分 か れ し て いる 4 つの 川 、 川 の 近く に 植え られ た 命 の 木 と 死 を も た ら す 木 と 
いう 2 つの 木 に つい て 話し て いる 。 

There are placed the man and the woman, 

男性 アダ ム と 女性 エヴァ が 楽園 に 置か れる 。 

the actiVe and the Dass1Ve: 

男性 アダ ム と 女性 エヴァ は 、 自 発 性 と 受容 性 を 表す 。 

the woman sympathizes with death, and draws Adam with her in her 
fall. 

女性 エヴァ は 、 死 に 共感 し て 、 男 性 アダ ム を 女性 エヴァ と 共に 女性 エヴァ の 堕 天 に 引 
きず り 込 む 。 

They are then driVen out from the sanctuary of truth, 

神 は 、 男 性 アダ ム と 女性 エヴァ を 、 真 理 と いう 聖 所 か ら 追 放す る 。 

and a keruD (a Dull-headed sphinx, "Vide" the hieroglyphs of Assyria, of 
India and of Egypt) is placed at the gate of the garden of truth in order 
to Drevert the profane from destroying the tree of Hfe. 

神 は 、 大 衆 が 命 の 木 を 損なう の を 予防 する た め に 、 牛 の 頭 を 持つ スフィンクス で ある 
智 天使 ケル ブ を 、 真 理 と いう 楽園 の 門 に 置い た 。( 牛 の 頭 を 持つ スフィンクス に つい 
て は 、 ア ッ シ リ ア の 象徴 、 イ ンド の 象徴 、 エ ジ プ ト の 象徴 を 参照 し て くだ さい 。) 

Here we have mysterlous dogma, with all its allegories and its terrOrS, 
replacing the simplicity of truth. 

上 記 は 、 人 が 真理 の 単 一 性 か ら 導 き 出せ る 、 神 秘 の 考え 、 神 秘 の 考え の 象徴 、 神 秘 
の 考え が 抱か せる 景 散 で ある 。 

The idol has replaced God, and fallen humanity will not delay to giVe 
itself up to the Worship of the golden calf. 

堕落 し た 人 々 は 、 神 を 偶像 に 取っ て 代え て し まい 、 遅 か ら ず 、 出 エジプト 記 32 章 の 金 
の 子 牛 へ の 偶像 崇拝 に 夢中 に 成っ て し まう 。 


The mystery of the necessary amd success1Ve reactions of the two 
principles on each other is indicated suDseduently Dy the allegory of 
Cain and ADel. 

続い て 、 カ イン と アベ ル と いう 象徴 は 、 相 互 に 作用 し 合う 2 つの 原理 に よる 交互 に 連 
続 する 必然 の 反作用 の 神秘 を 表す 。 

Force aVenges itself Dy OppresSsion for the seduction of weakness: 

アベ ル が 象徴 する 、 強 さ は 、 自 ら 、 圧 迫 に よっ て 、 弱 さ の 誘惑 に 対し て 報復 する 。 
martyred weakmess expiates and intercedes for force when it iS 
condemned for its crime to Dranding rermorse. 

カイ ン が 象徴 する 、 狗 教 者 で ある 、 弱 さ は 、 罪 を つぐ な っ て 、 良 心 の 町 責 と いう 罪 の 始 
印 を 押さ れ て 非難 され て 、 強 さと 和解 する 。 
Thus is revealed the eqduihbrium of the moral worldi: 

カイ ン と アベ ル は 、 備 理 道徳 の 領域 の つり 合い を 表す 。 
here is the Dasis of all the prophecies, 

倫理 道徳 の 領域 の つり 合い は 、 全 て の 予言 の 基礎 で ある 。 

and the fulcrum of all intelhgent political thought. 

偽 理 道徳 の 領域 の つり 合い は 、 全 て の 知 的 な 政治 的 な 思考 の 支点 で ある 。 
To abandon a force to its 0Wm eXCeSSeS 1S tO comndermn it to suicide. 

強 さ に 越 権 行 為 を 許し て し まう 事 は 、 強 さ が 自 殺す る 様 に 運命 づけ る 事 と 成る 。 


Dupuis failed to understand the umiversal religious dogma of the 


QOaDalah, 

デュ ピュ イ は 、 カ バラ の 普遍 の 神 の 教え を 理解 で き な か っ た 。 
Decause 

な ぜ な ら 、 


he hadnot the science of the beautiful hypothesis, Dartly demonstrated 
and realized more from day to day Dy the discoveries of science: Irefer 
to "uruversal analogy." 

科学 の 発見 が 、 部 分 的 に 証明 し 、 日 増し に 、 よ り 多 く 実 現し て 行っ て いる 、「 普 遍 の 類 
推 可能 性 」 と いう 美しい 仮定 の 知 が 、 デ ュ ピ ュ イ に は 無かっ た 。 

Deprived of this key of transcendental dogma, he could see no more of 
the gods than the sun, the seven planets, and the twelve signs of the 
Z0dhaC: 

超越 的 な 魔術 の 「 普 遍 の 類推 可能 性 」 と いう 鍵 を 保持 し て いな か っ た デュ ピュ イ は 、 
太陽 と 7 惑星 と 黄道 12 星座 に つい て より も 、 エ ロ ヒ ム に つい て 見 る 事 が で き な か っ 
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but he did not see in the sun the image of the Logos of Plato, 

デュ ピュ イ は 、 プ ラ ト ン の ロゴ ス の 象徴 が 、 太 陽 の 中 に 、 見 えな か っ た 。 

in the seVen planets the seven notes of the celestial garmut, 

デュ ピュ イ は 、 天 の 7 音階 が 、7 惑星 の 中 に 、 見 えな か っ た 。 

andin the zodiac the quadrature of the ternary circle of all imitiations. 
デュ ピュ イ は 、 全 て の 入門 の 4 組 の 3 つ 1 組 が 、 黄 道 12 星座 の 中 に 、 見 えな か っ た 。 


The Emperor julian, that "adept of the spirit" who Was neVer 
understood, that initiate whose paganlsm was less idolatrous than the 
faith of certain Christians, the Emperor ]ulian, we say, Understood 
better than Dupuns and Volney the symDolic worship of the sun. 

「 大 衆 に 理解 され な か っ た 、 霊 、 精 神 、 知 の 達 道 者 で あり 、 何 人 か の 似非 キリ スト 教 
徒 の 似非 信心 より も 、 偶 像 崇拝 し な か っ た 多神教 徒 の 秘伝 伝授 者 で ある 、 ユ リア ヌ 
ス 帝 は 、 象 徴 的 な 太陽 崇拝 を 、 デ ュ ピ ュ イ と ヴォ ルネ イ よ り も 、 良 く 理解 し て いた 。」 と 
エリ ファ ス レヴ ィ は 断言 する 。 

Im his hymn to the king, Helos, he recognizes that the star of day is Dut 
the reflection and the material shadow of that sun of truth which 
illummes the world ofimntelligence, and which is itself only a Hight 
borrowed from the Absolute. 

「 王 な る 太陽 へ の 区 歌 」 で 、 ユ リア ヌス 帝 は 、「 こ の 世 の 太 陽 が 、 知 の 領域 を 照ら す 真 
理 と いう 太陽 の 反映 や 物質 的 な 影 で し か な い 。」、「 真理 と いう 太陽 自体 も 、 絶 対 の 
者 で ある 神 か ら 借り て いる 光 で し か な い 。」 と 認め て いた 。 

It is a remarkaDle thing that julan has ideas of the Supreme Godl 

ユリ アヌ ス が 、 キ リス ト 教 の 神 で ある 、 無 上 の 神 に つい て の 概念 を 保持 し て いる 事 は 、 
注目 する べき 事 で ある 。 

that the Christians thought they alone adored, much greater and more 
COrreCct than those of some of the fathers of the Church, who were his 
contemporar1es, and his adVersar1eS. 

現代 の キリ スト 教徒 は 、「 自 分 だ けが 、 ユ リア ヌス 帝 と 同時 代 の 敵 の 教会 の 教父 の 
何人 か より も 、 大 い に 、 正 し く 、 キ リス ト 教 の 神 で ある 、 無 上 の 神 を 敬礼 し て いる 。」 と 
誤っ て 思い 込ん で いる 。 

This is how he expresses himself in his defence of Hellenism: 

下記 は 、 ヘ レニ ズム を 擁護 する ユリ アヌ ス の 文書 で 、 ユ リア ヌス が 自分 の 考え を 表し 
た 文 で ある 。 


It is not sufficient to write in a Dook that God spake, and thimgs Were 
made. 

『 神 が 話し た 。 そ うす る と 、 諸 々 の も の が 創造 され た 。』 と 本 に 記す だ け で は 不 十分 で 
ある 。 

It is necessary to exarmme whether the thngs that one attriDutes to God 
are not contrary to the Very 1aws of Being. 

『 人 が 神 が 源 で ある と し て いる 、 諸 々 の も の が 、 存 在 で ある 神 の 法 に 反し て いな いか 
どう か ?』 を 調べ る 必要 が 有る 。 

FOr 

な ぜ な ら 、 


if it is so, God could not have made them, 

も し 諸々 の も の が 神 の 法 に 反し て いる の で あれ ば 、 神 は 諸々 の も の を 創造 し た は ず 
が 無い 。 

for 

な ぜ な ら 、 

He could not contradict Nature without denying Himself. .… 

神 は 、 神 自身 を 否定 し な いで 自然 と 矛盾 で きた は ず が 無い .…。 

God Deing eternall 

神 は 、 永 遠 の 者 で ある 。 

it is of the nature of necessity that His orders should De irmmutaDle as 
He. 

神 は 永遠 の 者 で ある の で 、 神 の 秩序 も 不変 で ある は ず で ある 、 の は 必然 的 な 性 質 で 
ある 。 


」 


SO SDake that apostate, that man of impiety! 

上 記 の 様 に 、 神 に つい て 正しく 話し て いる ユリ アヌ ス を 、 大 衆 は 背 教 者 、 不 信心 者 と 
誤っ て 呼ん で いる の で ある ! 
Yet, 
大 衆 は ユリ アヌ ス を 痛 教 者 、 不 信心 者 と 誤っ て 呼ん で いる が 、 
later a Christian doctor Decome the oracle of the theological schools, 
taking his inspiration perhaps from these splendid words ofthe 
misbeliever found himself obliged to Dridle superstition Dy writing that 
beautiful and Drave maxim which eas1ly resumes the thought of the 
great Emperor: "A thimg 1s not just Decause God wlls it Dut God wills it 
Decause 1t 1S ]USt." 
後に 、 神 学校 へ の 神託 と 成っ た キリ スト 教会 博士 の トマ ス アク ィ ナ ス は 、 多 分 、 上 記 
の 、 異 教徒 の ユリ アヌ ス の 輝かしい 言葉 か ら 霊 感 を 得 て 、 大 いな る 皇帝 ユリ アヌ ス の 
思考 を 簡潔 に 要約 し て いる 「 神 が 望む か ら 正 し い の で は な く 、 正しい か ら 神 が 望 
む 。」 と いう 美しい 大 胆 な 言葉 を 書き 記す 事 に よっ て 、 迷 信 を 自ら 抑制 する 必要 性 に 
気づい た 。 


The idea of a perfect and immutable order in nature, the notion of an 
ascending hierarchy and of a descending influence in all Deings, had 
furmished to the ancient hierophants the first classification of the whole 
of natural history. 

自然 の 完全 な 不変 の 秩序 と いう 概念 、 全 て の 存在 の 上 昇 する 位階 と 下降 する 感化 
と いう 概念 は 、 博 物 学 全体 の 第 一 の 分 類 を 、 古 代 の 秘 儀 祭司 達 に 与え た 。 
Minerals, VegetaDles, anmals were studned analogically: 

古代 の 秘 儀 祭司 達 は 、 鉱 物 、 植 物 、 動 物 を 類推 的 に 研究 し た 。 


and 

だ で 。 

they attriDuted their origin and ther Droperties to the Dass1ve or to the 
actVe Drinciple, to the darkness or to the light. 

古代 の 秘 儀 祭司 達 は 、 鉱 物 、 植 物 、 動 物 の 起源 と 特性 を 、 自 発 的 な 原理 か 受容 的 
な 原理 、 光 か 痢 が 源 で ある と し た 。 

The sign oftheir election or of their reproDation, traced in their natural 
form, Decame the hieroglyphic character of a Vice Or a Virtue: 

鉱物 、 植 物 、 動 物 の 自 人 な 形 に よっ て 痕跡 を 折っ て 務 控 知 し た 、 鉱 物 、 植 物 、 動 物 に 
お ける 神 に よる 選択 や 拒否 の 痕跡 が 、 徳 や 悪徳 の 象形 文字 に 成っ た 。 

then, 

その た め 、 

by dint of taking the sign for the thing, and expressing the thmg by the 
slgn, they ended Dy confounding them. 

象徴 を も の 自体 と 誤解 し た 事 に よっ て 、 ま た 、 も の 自体 を 象徴 で 表現 し た 事 に よっ て 、 
大 衆 は 、 も の 自体 と 象徴 を 混同 する 様 に 成っ て し まっ た 。 

Such is the origin of that fabulous natural history, 

も の 自体 と 象徴 の 大 衆 に よる 混同 が 、 文 字 通り 受け 取っ て し まう と 架空 に 成っ て し ま 
う 、 例 え 話 で ある 博物 学 の 起源 で ある 。 

im which lions allow themselves to De defeated Dy cocks, where 
dolphins die of sorrow for the ingratitude of men, in which mandrakes 
SDeak, and the stars sing. 

文字 通り 受け 取っ て し まう と 架空 に 成っ て し まう 、 例 え 話 で ある 博物 学 で は 、 あ えて 
ライ オン が 鶏 に 負け 、 イ ルカ が 人 々 の 中 に 恩 知 ら ず が いる 悲し み で 死に 、 マ ンド ラ ゴ 
ラ が 話し 、 星 々 が 歌う 。 

This enchanted world is indeed the poetic domain of magic: 

例え 話 で ある 博物 学 の 、 例 え 話 の 魔法 が か か っ た 世界 は 、 実 に 、 魔 術 の 詩 の 領域 で 
ある 。 

Dut 

が か がい 、 

it has no other reality than the mearing of the hieroglyphs which gave 
it Dirth. 

例え 話 で ある 博物 学 は 、 例 え 話 で ある 博物 学 を も た らし た 象徴 の 意味 と いう 現実 性 
し か 持た な い 。 

For the sage who understands the analogies of the transcendental 
Qabalah, and the exact relation of ideas with signs, this fabulous 
Country of the fairies is a country stll fertile in dhiscoVeries: 

超越 的 な カバ ラ の 類推 可能 性 と 、 概 念 と 象徴 の 正確 な 繋が り を 理解 し て いる 賢者 
に と っ て 、 例 え 話 で ある 博物 学 の 、 妖 精 達 の 王国 は 、 発 見 が 未だ に 豊富 に 有る 王国 
で ある 。 

for 

な ぜ な ら 、 


those truths which are too beautiful, or too slmple to please me 

without any Ve have all Deen hidden in these ingenious shadoWs. 

ヴェ ー ル 無し で は 人 々 を 喜ば せる に は 美 し 過 ぎる か 、 簡 単 過ぎ る 、 例 え 話 で ある 博物 
学 の 真理 は 、 巧 妙 な 影 に 完全 に 隠さ れ て いる 。 

YeS, 

Aa 

the cock can intimidate the lion, and make himself master of him, 

凌 ( が 表す 警戒 心 ) は ライ オン (が 表す 力 ) を 不安 に させ る 事 が で きる 、 ま た 、 鶏 (が 表す 
警戒 心 ) は ライ オン (が 表す 怒り ) の 主 に 成 れ る 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

Vigilance often supplants force, and succeeds in tamung wrath. 

頻繁 に 、 警 戒 心 は 力 に 取っ て 代わ る 。 ま た 、 警 戒 心 は 色 り の 抑制 に 成功 する 。 

The other faples of the sham natural history of the ancients are 

exDlamed in the same manner 

上 記 と 同様 に 、 古 代 人 の 博物 学 に 見 せ か けた 例え 話 の 他 の 話 も 説明 で きる 。 

and in this allegorical use of amalogies, One can already understand the 

Doss1Dle abuses amd predict the errors to which the Qabalah was 

obliged to g1Ve Dirth. 

人 は 、 類 推 可能 性 の 例え 話 と し て の 利用 に お ける 誤用 の 可能 性 を 既に 理解 で きる 

で あろ うし 、 カ バラ が 、 仕 方 な し に 、 も た らし て し まう 類推 可能 性 に 対す る 誤解 を 予測 

で きる で あろ う 。 


The 1aw of analogies, in fact。 has Deen for qaDalists of a secondary rank 
the ohject of a Dlind and fanatical faith. 

実際 に 、 二 流 の カバ リス ト に と っ て 、 類 推 可能 性 の 法 は 、 盲 信 や 狂信 の 対象 と 成っ た 。 
It is to this belief that one must attriDute all the superstitions 

人 は 、 全 て の 迷信 は 、 二 流 の カバ リス ト に よる 類推 可能 性 の 法 に 対す る 盲信 や 狂信 
が 原因 で ある と する 必要 が 有る 。 

with which the adepts of occult science have Deen RE 

大 衆 は 、 迷 信 を も た らし た と いう 無実 の 罪 で 、 隠 され た 知 の 達 道 者 達 を 迫害 し て き て 
いる 。 

This is how they reasoned: 

下記 の 様 に 、 二 流 の カバ リス ト は 、 類 推 可能 性 の 法 を 、 推 測 し た 。( 後 に 記さ れ て いる 
が 、 下 記 の 推測 は 、 あ る 物 は 真実 で 他 の 物 は 仮定 で ある 原理 で ある 。) 


The slgn expresses the thing. 


象徴 は 、 も の 自体 を 表す 。 


The thmgis the Virtue ofthe sign. 


も の 自体 が 、 象 徴 の 力 で ある 。( 例 えば 、 二 流 の カバ リス ト は 、「 神 は 、 神 の 象徴 に 力 
を 与え る 。」 と 推測 し た 。) 


There is an analogical correspondence Detween the sign and the thimg 
sigmified. 
象徴 と 、 象 徴 が 意味 する も の 自体 の 間 に は 、 類 推 可能 性 が 存在 する 。 


The more perfect is the sign, the more entire is the corresDondence. 
象徴 が 完全 で ある ほど 、 類 推 可能 性 は 完全 と 成る 。 


To say a Word is to evoke a thought and make it Dresent. 
言葉 を 話す 事 は 、 概 念 を 呼び 出し て 、 目 の 前 に 、 存 在 させ る 事 に 成る 。 
To name God is to mamifest God. 

神 の 名 前 を 呼ぶ 事 は 、 神 を 現 せ させ る 事 に 成る 。 


The word acts upon souls, and souls react upon Dodies: 

言葉 は 、 魂 に 作用 し て 、 魂 に 肉体 へ 反作用 させ る 。 

conseduently one can frighten, console, cause to fall 則 , cure, even kil, 
and raise from the dead by means of words. 

結果 的 に 、 人 は 、 他 人 を 脅かす 事 が で き 、 慰 め る 事 が で き 、 病 気 に 陥る 原因 を も た ら 
す 事 が で き 、 治 す 事 が で き 、 す 事 す ら で き 、 言 葉 と いう 手段 に よっ て 死 か ら 復 活 さ 
せる 事 が で きる 。 


To utter a name 1S to create Or eVoke a Deing. 


名 前 を 話す 事 は 、 話 し た 名 前 の 存在 を 創造 する か 、 呼 び 出す 事 に 成る 。 


In the name is contained the "VerDal" or spiritual doctrime ofthe Deing 
itself. 
名 前 に は 、 存 在 自体 の 、 言 葉 に よる 考え か 、 精 神 の 考え が 含ま れ て いる 。 


When the soul evokes a thought, the sign of that thought is written 
automatically in the Hight. 

魂 が 概念 を 呼び 出す と 、 魂 が 呼び 出し た 概念 の 象徴 が 星 の 光 の 中 に 自動 的 に 記さ 
れる 。 


To inVoke is to adJure, 

呼び 出す 事 は 、 求 め る 事 で ある 。 

thatis to say 

言い 換え る と 、 

to swear Dy a name: 

呼び 出す 事 は 、 名 前 に よっ て 暫 う 事 で ある 。 

it is to Derform an act of faith in that name, 

名 前 に よっ て 区 う 事 は 、 名 前 に お いて 信念 の 証 と 成る 行為 を 果たす 事 で ある 。 
and to commumnicate In the virtue which it representSs. 

名 前 に よっ て 痺 う 事 は 、 名 前 が 表す 力 に よっ て 交流 する 事 で ある 。 


Words in themselves are, then, good or evll, 
言葉 自体 が 療 で ある か 悪 で ある 。 

Dolsonous Or Wholesome. 

言葉 自体 が 健全 で ある か 有害 で ある 。 


The most dangerous Words are Vain and lightly uttered words, 

最も 危険 な 言葉 は 、 無 意味 な 言葉 や 軽率 に 話さ れ た 言葉 で ある 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

they are the Voluntary abDortions of thought. 

無 意 味 な 言葉 や 軽率 に 話さ れ た 言葉 は 、 概 念 へ の 故意 の 中 絶 と 成る 。 

Auseless word is a crime against the spirit of intelligence: 

無 意 味 な 言葉 や 軽率 に 話さ れ た 言葉 、 無 用 な 言葉 は 、 知 の 霊 に 対す る 犯罪 で ある 。 
it is am intellectual infanticide. 

無 意 味 な 言葉 や 軽率 に 話さ れ た 言葉 、 無 用 な 言葉 は 、 知 的 な 子 殺 し と 成る 。 


Thimgs are for eVery one what he makes of them Dy naming them. 
諸々 の も の は 、 各 人 に と っ て 、 各 人 が 名 前 を 与え て 諸々 の も の か ら 創 造 し た 物 で ある 。 


The "word" of eVery one 1s an mpression Or an haDitual Drayer, 
全て の 人 の 言葉 は 、 痕 陣 こ で ある か 、 習 慣 的 な 祈り で ある 。 


To speak well is to hVe well. 
正しく 話す 事 は 、 正 し く 生 きる 事 で ある 。 


A fime style is an aureole of holiness. 


上 品 な 言葉 違 い は 、 神 加 さ の 栄光 の 光 で ある 。 


Fromm these primciples, some true, Others hypothetical, and from the 
more Or less exaggerated Comseduences that they draw from them, 
there resulted for superstitious qaDalists and aDsolute confidence im 
enchantments, evocatons, COrjurattons and myster10US DrayerS. 

上 記 の 、 あ る 物 は 真実 で 他 の 物 は 仮定 で ある 原理 か ら 、 ま た 、 二 流 の カバ リス ト が 原 
理 か ら 導 き 出 し た 多かれ 少な か れ 誇 張 され た 結果 か ら 、 迷 信 的 な 二流 の カバ リス ト 
は 、 誘 惑 術 、 降 霊 術 、 霊 を 追い 払う 術 、 謎 の 祈り を 完全 に 信じ て し まっ た 。 

NOWY, 

さて 、 

as faith has always accomplished miracles, aDDar1tiOns, OraCles, 
myster1ous CUTeS, Sudden and strange maladies, haVe neVer Deen 
lackimg to it. 

宗教 は 常に 奇跡 を 成 惹 し て いる の で 、 神 の 聖霊 の あら われ 、 神 託 、 不 思 議 な 治療 、 
突然 の 不思議 な 病気 に は 宗教 が 欠か せな か っ た 。 

It is thus that a snmple and subHhme philosophy has Decome the secret 
sclence Of Black Magic. 

その た め 、 簡 深 で 崇高 な 哲学 は 、 黒 魔術 の 秘密 の 知 と 成っ て し まっ た 。 

It is from this pont of view abDoVe all that the Qabalah is stll able to 
exclte the curiosity of the majority in our so distrustful amd so credulous 
Cenltury. 

上 記 の 観点 か ら 、 非 常に 懐疑 的 で ある が 非常 に 軽 信 し 易い 19 世紀 に お いて 、 特 に 、 
カバ ラ は 、 大 多数 の 人 々 の 好奇 心 を 未だ に 刺激 で きる 。 

HoweVer 

し か し 、 

as We have ]ust explaimed!, 

すでに 話し た 様 に 、 

that is not the true sclenCe. 

上 記 は 、 真 の 知 で は な い 。 


Men rarely seek the truth from its own sake: 

人 が 真理 自体 を 目的 と し て 真理 を 探求 する 事 は 、 稀 で ある 。 

they have always a secret motiVe in their efforts, some Dass1on to 
satisfy, Or Some greedl to assUage. 

魔術 に 取り 組む 俗人 の 努力 に は 、 満 た し た い 肉 欲 や 貧 欲 と いっ た 隠さ れ た 動機 が 
常に 存在 する 。 

Among the secrets of the Qabalah there is one above all which has 
always tormented seekersi: it is the secret of the transmutation of 
metals, amd of the conVversion of all earthly substances into gold. 


カバ ラ の 諸々 の 秘密 の 中 に は 、 特 に 魔術 に 取り 組む 俗人 を 常に 苦し め て きた カバ ラ 
の 秘密 、 錬 金 の 秘密 、 地 の も の を 黄金 に 変え る 秘密 が 存在 する 。 

Alchemy Dorrowed all these signs from the Qabalah, 
錬金術 の 全て の 象徴 は 、 カ バラ の 象徴 で ある 。 

andit is upon the law of analogies resultmg from the harmony of 
conttraries that it Dased Its ODeratOnSs. 

錬金術 の 操作 は 、2 つの 正反対 の も の の 一 致 が も た ら す 、 類 推 可能 性 の 法 に 基 づ 
いて いる 。 

An immense DhYyslcal secret Was, moreoVer hldden under the qaDalhistc 
parables of the ancientSs. 

さら に 、 計 り 知 れ な い 物 理 の 秘密 が 、 古 代 人 の カバ ラ の 例え 話 に 隠さ れ て いる 。 
This secret we haVe arr1Ved at deciphering, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 古 代 人 の カバ ラ の 例え 話 を 解読 し て 、 物 理 の 秘密 に 辿り 着い た 。 
and we shall submit its letter to the investigations of the gold-makers. 
エリ ファ ス レヴ ィ は 、 物 理 の 秘密 の 知 を 、 錬 金 術 の 探究 者 の 調査 に 委ね る 。 

Here 1t 1S: 

下記 は 、 カ バラ と 錬金術 の 物理 の 秘密 の 知 で ある 。 


1 Degree. 

(①) 

The four imponderable fluids are nothing Dut the diVerse 
manifestations of one same umiversal agent, which is light. 

熱 、 光 、 電 気 、 磁 気 と いっ た 不可 量 物 の 4 つの 流体 は 、 星 の 光 と いう 唯一 の 普遍 の 
代行 者 の 4 つの 表れ で し か な い 。 

2 Degree. 

(2) 

Light is the fire which serves for the Great Work under the form of 
electr1c1ty. 

星 の 光 は 、 電 気 の 形 で 大 作業 に 役立つ 火 で ある 。 

3 Degree. 

(⑬) 

The human wil directs the vital light Dy means of the nervous system. 
In our days this is called Magnetism. 

現代 で は 催眠 術 と 呼ば れ て いる が 、 人 の 意思 は 、 神 経 系 を 用 いて 、 命 の 光 、 星 の 光 
を 傾け る 事 が で きる 。 

4 Degree. 

(④ 

The secret agent ofthe Great Work, the Azoth of the sages, the Hiving 
and life-givimg gold of the philosophers, the umiversal metalhc 
DroductiVe agent, 1S MAGNET1IZED ELECTRICITY. 

大 作業 の 秘密 の 代行 者 、 賢 者 の Azoth、 錬 金 術 師 の 命 を 与え る 生き て いる 黄金 、 普 
遍 の 金属 の 創造 する 代行 者 と は 、「 磁 化 さ れ た 電気 」 で ある 。 


The alliance of these two words stll does not tell us much, 

「 磁 化 さ れ た 電気 」 と いう 「 磁 気 」 と 「 電 気 」 と いう 2 つの 言葉 の 結合 は 、 多 く の 事 を 
人 に 未だ 教え て は くれ な いで あろ う 。 

and yet, 

それ で も 、 

perhaps, they contain a force sufficient to oVerturn the world. 

多分 、「 磁 気 」 と 「 電 気 」 と いう 2 つの 言葉 は 、 世 界 を 覆 す の に 十分 な 力 を 含ん で いる 。 
We say "Derhaps" on philosophical groumds, 

哲学 的 な 見 地 で 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 「 多 分 」 と 話し て いる 。 

for 

な ぜ な ら 、 

personally, we have no douDt whatever of the high importance of this 
great hermetic arcamUurm. 

個人 的 に は 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、「 磁気 」 と 「 電 気 」 と いう 大 いな る ヘル メス の 錬金術 
の 秘密 の 高等 な 重要 性 に つい て 何 も 疑 わな い 。 

We have just sad that 

すでに 話し た 様 に 、 

alchemy 1s the daughter of the QaDalah: 

錬金術 は カバ ラ の 娘 で ある 。 

to conVvince oneself ofthe truth of this it is sufficient to 1ook at the 
SymDols of Flamel, of Basil Valentime, the pages of the jew Abraham, 
and the more or less apocryphal oracles of the Emerald Table of 
HerTmeS. 

「 錬 金 術 が カバ ラ の 娘 で ある 。」 と いう 真実 を 確か め る に は 、 ニ コラ フラ メル の 象徴 
群 、 バ シレ ウス ヴァ レン ティ ヌス の 象 微 群 、 へ ブラ イ 人 の ラビ の アブ ラ ハ ム の 諸々 の 
文書 、 ヘ ル メ ス の 「 エ メラ ルド 板 」 の 多かれ 少な か れ 聖 書 外典 の 様 な 神託 を 見 る だ 
け で 十分 で ある 。 

Everywhere one finds the traces of that decade of Pythagoras, 
全て の 場所 で 、 普 遍 に 、 人 は 、 ピ タゴ ラス の 10 つ 1 組 の 痕跡 を 見 つけ られ る 。 
which is so magmificently applied in the Sepher Yetzirah to the complete 
and aDsolute notion of divine things, 

「 形 成 の 書 」 で は 、10 つ 1 組 を 、 神 の も の の 完全 な 絶対 の 概念 に 非常 に 壮大 に 適 
用 し て いる 。 

that decade composed of umity and a triple ternary 

10 つ 1 組 は 、 単 一 性 と 三重 の 3 つ 1 組 で 出来 て いる 。(10 = 1 + 3 x 3。) 

which the RaDbDis have called the Berashith, and the Mercavah, the 
luminous tree of the Sephiroth, and the key of the Shemhamphorash. 
へ ブラ イ 人 の ラビ 達 は 、10 つ 1 組 を 、 創 世 記 ベレ シー ト 、 戦 車 メ ルカ バー、 光 の 「 セ 
フィ ロト の 樹 」 ま た は 「 生 命 の 樹 」、 セ ム ハ ム フォ ラス の 鍵 と 呼ん で いる 。 


We have spoken at some length in our Dook entitled "Dogma and Ritual 
of The High Magic" of a hieroglyphic monument (DreserVed up to our 
own tme under a futile pretext) 

「 高 等 魔術 の 教理 と 祭儀 」 と いう 名 前 の 本 で 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、( 取 る に 足り な い 
口実 で 現代 まで 保存 され て いる ) タ ロッ ト と いう 象徴 の 記念 碑 に つい て 、 か な り 詳 し く 
話し て いる 。 

which alone explains all the mysterious writmgs of high initiation. 
タロ ッ ト だ けが 、 天 の 高等 な 秘伝 伝授 の 神秘 の 文書 の 全て を 説明 で きる 。 

This monument is that Tarot of the Bohemians which gave rise to OUr 
gammes 0f CardS. 

象徴 の 記念 碑 と は 、 ト ラン プ 遊 びと いっ た カー ド 遊 び を も た らし た 放浪 の 民 ロ マ の タ 
ロッ ト で ある 。 

It is composed of twenty-two allegorical letters, and of four series of ten 
hieroglyphs each, referring to the four letters of the name of jehovah. 
タロ ッ ト は 、22 文字 の へ ブラ イ 文 字 に 1 対 1 対応 し て いる 象徴 で ある 22 枚 の 大 ア 
ルカ ナ と 、4 組 の 10 つ 1 組 の 小 ア ルカ ナ で 出来 て いる 。4 組 の 小 ア ルカ ナ の 各 組 の 
象徴 は ヤマハ ウェ と いう 神 の 名 前 の 4 文字 の うち 1 文字 と 対応 し て いる 。 

The diVerse comDinations of those signs, and the numDbers which 
COrTesDond to them form so many qaDalistic oracles, so that the whole 
SclenCe 1S contained in this mysterlous DooK. 

タロ ッ ト の 象徴 の 多様 な 組み 合わ せ と 、 タ ロッ ト の 象徴 と 数 の 1 対 1 対応 は 、 多 数 の 
カバ ラ の 神託 を 形成 する の で 、 タ ロッ ト と いう 神秘 の 書 は 、 全 て の 知 を 含ん で いる 。 
This perfectly smple philosophical machine astomishes by the depth of 
1ts reSUltS. 

タロ ッ ト と いう 完全 に 簡潔 な 哲学 的 な 機械 は 、 諸 々 の 結果 の 深 さ に よっ て 、 人 を 驚か 
せる 。 

The ADbDbe Trithemius, one of our greatest masters in mag1C, 

トリ テ ミ ウ ス 修 道 院長 は 、 魔 術 の 大 いな る 祖師 の 1 人 で ある 。 

Composed a Very Ingeruous WOrKk, which he calls Polygraphy upon the 
qabahistic alphaDbet. 

トリ テ ミ ウ ス は 、 カ バラ の アル ファ ベッ ト に つい て の 「 ポ リグ ラフ ィ ア 」 と いう 名 前 の 非 
常に 巧妙 な 著作 を 書い た 。 

It is a comDbined series of progressiVe alphabets where each letter 
represents a WordL, the words correspond to each other and complete 
themselves from one alphabet to another: 

トリ テ ミ ウ ス の 「 ポ リグ ラフ ィ ア 」 の カバ ラ の アル ファ ベッ ト の 文字 群 は 、 各 文字 が 1 
つの 言葉 を 表す 、 言 葉 同 士 が 相互 に 対応 し 合う 、 あ る 文字 か ら 別 の 文字 へ 言葉 群 
が 言葉 群 を 補完 する 、 連 続 する 文字 群 の 一 連 の 組み 合わ せ で ある 。 

and there is no douDbt that Trithemus was acduainted with the Tarot 
andmade use ofit to set his learned combinations in 1ogical order 
トリ テ ミ ウ ス は 、 タ ロッ ト に つい て 知っ て いて 、 タ ロッ ト を 応用 し 、「 ポ リグ ラフ ィ ア 」 の 学 
の 有る 組み 合わ せ を 論理 的 な 順序 で 配置 し た 、 の は 疑い 様 が 無い 。 


Jerome Cardan Was acguainted with the symDolical alphabet of the 
Intiates, 

カル ダー ノ は 、 秘 伝 伝授 者 の 象徴 的 な アル ファ ベッ ト で ある タロ ッ ト に つい て 知っ て 
いた 。 

as One may recognize Dy the numDer and disposition of the chapters of 
his Work on SuDbtlety. 

希薄 な も の に つい て の カル ダー ノ の 著作 の 章 の 数 と 性 質 に よっ て 、 人 は 、 カ ル ダ ー ノ 
が タロ ッ ト に つい て 知っ て いた 事 を 認め る 事 が で きる 。 

This work, in fact, is commposed of twenty-two chapters, and the subject 
of each chapter is analogous to the numDer and to the allegory of the 
COrTesDonding card of the Tarot. 

実際 、 希 薄 な も の に つい て の カル ダー ノ の 著作 は 、 章 の 数 が 22 で あり 、 章 の テー マ 
が 対応 し て いる タロ ッ ト の 大 アル カナ の 数 と 象徴 の 意味 と 一 致す る 。 

We have made the same oDserVation on a Dook of St. Martn entitled "A 
Natural Picture of the Relations which exist between God, Man and the 
UmuVerse.“ 

「 神 と 人 と 万 物 の 対応 に つい て の (『Natural Table』 ま た は )『Natural Picture』」 
と いう 名 前 の ルイ クロ ー ド ド サン マル タン の 著作 も 、 希 薄 な も の に つい て の カル 
ダー ノ の 著作 と 、 同 様 で ある 、 と 人 は 気づけ る 。 

The tradition of this secret has, then, never Deen interrupted from the 
first ages of the Qabalah to our own tmes. 

タロ ッ ト と いう 秘密 の 口伝 は 、 カ バラ の 最初 の 時 代 か ら 現代 まで 絶え 間 無 く 続い て き 
7 だ 。 

The table-turners, and those who make the spirits speak wrth 
alphabetical charts, are, then a good many centuries Dehimd the tmes: 
テー ブル ター ニン グ の 霊媒 師 や 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト の 文字 の 一 覧 表 で 諸 霊 と 話す 霊媒 
師 は 、( タ ロッ ト よ り も 、) か な り 時 代 遅 れ で ある 。 

they do not know that there exists an oracular instrumernt 

霊媒 師 は 、 タ ロッ ト と いう 神託 の 道具 が 存在 する 事 を 知ら な い 。 

whose words are always clear and always accurate, 

タロ ッ ト の 言葉 は 、 常 に 明確 で あり 、 淀 に 正確 で ある 。 

by means of which one can cormmurucate with the seven genii of the 
planets, and make to speak at will the seventy-two wheels of Assiah, of 
Yetzirah, and of Briah. 

タロ ッ ト に よっ て 、 人 は 、7 惑星 の 7 つの 霊 と 交流 で き て 、3 つの 段階 で わる アッ 

シャ ー、 イ エ ツ ィ ラー、 ベ リア ー の 72 の 車輪 に 思い 通り に 話さ せる 事 が で きる 。 

For that purpose It is sufficient to understand the system Of uniVversal 
analogies, 

7 惑星 の 7 つの 霊 と 交流 し 、3 つの 段階 で や る アッ シャ ー、 イ エ ツ ィ ラー、 ベ リア ー の 
72 の 車輪 に 思い 通り に 話さ せる に は 、 普 遍 の 類推 可能 性 に よる 秩序 を 理解 する だ 
け で 十分 で ある 。 

such as SwedenDorg has set it forth in the hieroglyphic Key of the 
aTCanda: 


ス ヴ ェ ー デ ン ボ ル グ が 、 秘 密 の 象徴 的 な 鍵 で ある タロ ッ ト に お いて 、 話 し て いる 、 様 に 。 
then to mmix the cards together and draw from them Dy chance, always 
grOuping them Dy the numDbers correspondimng to the ideas on which 
one desires enhghtenment: then, reading the oracles as qaDalistic 
writimgs ought to De readl, 

タロ ッ ト を 混ぜ 合わ せ て 、 運 任せ に タロ ッ ト を 引き 、 タ ロッ ト を 引く 人 が 啓発 を 望む 事 
に つい て の 概念 に 対応 する 数 だ け 引 いた タロ ッ ト を 集め 、 カ バラ の 文 を 読む 様 に タ 
ロッ ト の 神託 を 読み 解い て 行く 。 

thatis to say 

言い 換え る と 、 

begimrung in the middle and going from right to left for odd numDers, 
begimrung on the right for eVen numDers, 

奇数 だ け 集め た タロ ッ ト は 中 央 か ら 右 を 経由 し て 左 へ 読ん で タロ ッ ト の 神託 を 読み 
取っ て 行き 、 偶 数 だ け 集 め た タロ ッ ト は 右 か ら 左 へ 読ん で タロ ッ ト の 神託 を 読み 取っ 
て 行く 。 

and interpretimg Success1vely the numDer for the letter which 
COrTesDonds to it, the grouping of the letters Dy the addition of their 
numDers, and all the success1ve oracles Dy their numerical order and 
their hieroglyphnc relations. 

順に 、 各 タロ ッ ト に 対応 し て いる 数 を 解釈 し 、 集 め た タロ ッ ト の 合計 数 を 解釈 し 、 数 の 
順序 と 象徴 的 な 繋が り に よっ て 連続 し て いる 神託 を 解釈 する 。 

This operation of the qabalistic sages, Origimally intended to discover 
the rigorous deVvelopment of aDsolute ideas, 

上 記 の 、 タ ロッ ト を 読み 解く 方 法 は 、 カ バラ の 賢者 の 方 法 で あり 、 絶 対 の 諸 概 念 の 厳 
正 な 展開 の 発見 を 本 来 の 目的 と し て いた 。 

degenerated into superstition when it fell into the hands of the ignorant 
priests and the nomadic ancestors of the Bohemians who possessed the 
Tarot in the Middle Ages: 

タロ ッ ト を 読み 解く 方 法 は 、 無 知 な 聖職 者 と 、 中 世に タロ ッ ト を 所 有 し て いた 放浪 の 
民 ロ マ と いう 放浪 の 民 の 先駆 者 の 手中 に 落ち て し まっ て 、 迷 信 に まで 堕落 させ られ 
で し じ ま っ つた 。 

they did not know how to employ 1t Droperly 

無知 な 聖職 者 と 放浪 の 民 ロ マ は 、 タ ロッ ト を 正しく 用 いる 方 法 を 知ら な か っ た 。 

and used it solely for fortune-telliimg. 

無知 な 聖職 者 と 放浪 の 民 ロ マ は 、 タ ロッ ト を 占い に だ け 利 用 し た 。 

The game of chess, attriDuted to Palamedes, 

中 世 の 大 軍 は 、 チ ェ ス の 発明 者 が ホメ ロス の 「 イ ー リ アス 」 の 英雄 パラ メデ ス で ある 
と 信じ た 。 

has no other orign than the Tarot, 

チェ ス の 起源 は タロ ッ ト し か な い 。 

and one finds there the same comDinations and the same symDols: the 
king, the dueen, the kright, the soldier the fool, the tower and houses 
reDresentimg nurmDers. 


王 ( ま た は 旦 帝 )、 女 王 ( ま た は 女帝 )、 騎 士 、 戦 士 、 愚 者 、 塔 、 諸 々 の 数 を 表す チェ ス 
と いっ た 、 タ ロッ ト と 同じ 、 象 徴 と 象徴 の 組み 合わ せ が 、 チ ェ ス に は 存在 する 、 と 人 は 
気づく で あろ う 。 

In old tmes, chess-players sought upon their chess-Doard the solution of 
philosophical and religious problems, and argued sllently with each 
other in manoeuvring the hieroglyphic characters across the numDers. 
古代 で は 、 チ ェ ス の 指し 手 達 は 、 チ ェ ス 盤 の 上 で 、 哲 学 的 な 諸 問 題 や 宗教 的 な 諸 間 
題 の 解決 方 法 を 探求 し て 、 チ ェ ス の 駒 と いう 象徴 を チェ ス 盤 と いう 諸々 の 数 と 交わ ら 
せ て 動か し て 、 沈 黙 し て 相互 に 論じ 合っ た 。 

Our Vulgar game of goose, rev1Ved frorm the old Grecian game, 

「 鷲 島 ( が ちょ う ) の ゲー ム 」 と いう 上 螺旋 の 双 六 (すご ろく ) は 、 古 代 ギ リ シ ャ 人 の 遊び か 
ら 復活 し た 。 

and also attriDuted to Palamedes, 

「 甘 島 (が ちょ う ) の ゲー ム 」 の 開発 者 も ホメ ロス の 「 イ ー リ アス 」 の 英雄 パラ メデ ス で 
ある 、 と いう 説 が 有る 。 

1s nothmg Dut a chess-Doard with motionless figures and numDbers 
movable Dy means of dice. 

「 荻 鳥 ( が ちょ う ) の ゲー ム 」 は 、 象 徴 は 動か ず 、 サ イコ ロ で 諸々 の 数 は 動く 、 チ ェ ス 高 で 
し か な い 。 

It is a Tarot disposed in the form of a wheel, for the use of aspirants to 
Initiation. 

「 荻 島 ( が ちょ う ) の ゲー ム 」 は 、 入 門 を 求め る 修行 者 が 利用 する た め の 、 車 輪 の 形 に 
配置 され た タロ ッ ト で ある 。 

NOWY, 

と この ぐに 

the word Tarot in which one finds "rota" and "tora," 

「tarot」 と いう 言葉 に は 、「rota」 と 「tora」 と いう 言葉 が 見 つか る 。 

itself expresses, as Wiliam Postel has demonstrated, this Drimmitive 
disposition in the form of a wheel. 

ギヨーム ポス テル が 証明 し た 様 に 、「tarot」 と いう 言葉 は 、 棒 、 杯 、 剣 、 輪 と いう タ 
ロッ ト の 小 ア ルカ ナ の 象徴 の 、 車 輪 の 形 の 、 最 初 の 配置 を 表す 。 

The hieroglyphs of the game of goose are simmpler than those of the 
Tarot, Dut one fimds the same symDols in it: the juggler, the king, the 
queer, the tower the devil or Typhon, death, and so on. 

タロ ッ ト の 象徴 より も 、「 茶 島 ( が ちょ う ) の ゲー ム 」 の 象徴 は 質素 で ある が 、 手 品 師 ま 
た は 魔術 師 、 王 (また は 皇帝 )、 女 王 ( ま た は 女帝 )、 塔 、 悪 魔 ま た は ティ フォ ン 、 死 を 表 
す も の と いっ た タロ ッ ト と 同じ 象徴 が 見 つか る 。 

The dice-indicated chances of the game represent those of Hfe, and 
conceal a highly philosophical sense sufficiently profound to make 
sages meditate, and snrmple enough to De understood Dy children. 

サイ コロ が 表す 遊戯 の 可能 性 は 、 命 の 可能 性 を 表現 し て いて 、 賢 者 が 熟考 する ほど 
十分 に 深く 、 幼 子 が 理解 する ほど 十分 に 簡潔 な 、 天 の 高等 な 哲学 的 な 意味 を 隠し て 
いる 。 


The allegorical personage Palamedes, 1s, however 1dentlcal with Enoch, 
Hermes, and Cadnmus, to whom Varlous mythologles have attriDuted the 
inVention of letters. 

古代 ギリ シャ 人 に よる 文字 の 発明 者 と いう 象徴 的 な 人 物 で ある パラ メデ ス は 、 文 字 
の 発明 者 で ある エノク と 同一 人 物 で ある 。 文 字 の 発明 者 で ある ヘル メス 、 文 字 の 発 
明 者 で ある カド モス は 、 文 字 の 発明 者 で ある エノク と 同一 人 物 で ある 。 

But 

だ し 、 

in the conception of Homer Palamedes, the man who exposed the fraud 
Of Ulysses and fell a Victmm to his revemge, reDresents the initiator or the 
man of gemius whose eternal destiny is to De killed by those whom he 
IntiateS. 

ホメ ロス の 「 イ ー リ アス 」 で 、「 ト ロイ ア 戦 争 へ の 参加 を 回 避 す る た め の オ デュ ッ セ ウス 
の 狂っ た ふり が ふり で ある と 暴 い た パラ メデ ス が オデ ュ ッ セ ウ ス の 報復 の 犠牲 に 
成っ た 。」 と いう 例え 話 は 、「 秘 伝 伝授 者 の 先導 者 また は 知 の 人 の 永遠 の 運命 は 、 弟 
子 に よっ て 殺さ れる 事 で ある 。」 事 を 表す 。 な ぜ な ら 、 

The disciple does not Decome the Iiving realizaton of the thoughts of 
the Master untl he had drunk his Dlood and eaten his flesh, to use the 
energetic and allegorical expression of the initiator so 和則 understood Dy 
Christians. 

秘伝 伝授 者 の 先導 者 の 力強い 象徴 的 な 表現 を 用 いて いる た め に 、 キ リス ト 教 徒 の 
大 衆 は 非常 に 誤解 し て いる が 、「 和 弟子 は 、 師 の 精神 で ある 血 肉 を 自分 の 物 と し て 、 師 
の 思想 の 生き て いる 実現 と 成る 。」 の で ある 。 

The conception of the DrirmitiVe alphabet was, as one may eas1ly see, the 
idea of a uruVersal 1amguage 

容易 に 理解 で きる 様 に 、 最 初 の アル ファ ベッ ト の 概念 は 、 普 遍 の 言葉 の 概念 で あっ 
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which should enclose in Its comDbinattons, and eVen In 1tSs s1gns 
themselves, the recapitulation and the evolutionary 1aw of all sclences, 
divine and human. 

最初 の アル ファ ベッ ト 、 普 遍 の 言葉 は 、 全 て の 知 、 神 、 人 の 要約 と 進歩 の 法 を 、 組 み 
合わ せ の 中 に 、 ま た 、 象 徴 自 体 の 中 に すら 、 含 ん で いる 。 

In our own opinlon, nothing fimer or greater has ever Deen drearmt Dy 
the geruius of ma 

エリ ファ ス レヴ ィ の 意見 で は 、 人 の 知 が 夢見 た 物 と し て 、 最 初 の アル ファ ベッ ト よ り も 
優れ た 物 や 大 いな る 物 は 存在 し た 事 が 無い 。 

and we are Convinced that the discovery Of this secret of the ancient 
world has fullY repaid us for so many years of sterile research and 
thankless toil in the crypts of lost sciences and the cemeteries of the 
DaSt. 

最初 の アル ファ ベッ ト と いう 古代 の 世界 の 秘密 の 発見 は 、 過 去 の 失わ れ た 知 と いう 
地下 墓地 に お ける エリ ファ ス レヴ ィ の 長年 の 実 を 結ば な か っ た 研究 と 感謝 され な 
か っ た 労苦 に 完全 に 報い て くれ た 、 と エリ ファ ス レヴ ィ は 確信 し て いる 。 


One ofthe first results of this discovery should De to giVe a new 
direction to the study of the hieroglyphic writings as yet so Irmperfectly 
deciphered by the riVals and successors of M. Champolhion. 
最初 の アル ファ ベッ ト の 発見 に よる 無 上 の 結果 の 1 つ は 、 シ ャ ン ポ リオ ン の 好敵手 や 
後継 者 が 未だ に 不 完全 に し か 解読 で き て いな い 、 象 形 文字 の 研究 に 、 新 し い 方 針 を 
も た ら す で あろ う 。 

The system of writimg of the disciples of Hermes beimg analogical amd 
synthetical, ke all the signs of the Qabalah, 

カバ ラ の 象徴 の 様 に に ヘル メス の 弟子 の 書き 方 は 、 類 推 可能 性 に より 象徴 的 で あり 、 
組み 合わ せ に より 総合 的 で ある 。 そ の た め 、 

would it not De useful, in order to read the pages engraVed uDor the 
stones Of the ancient temples, to replace these stones in their place, amd 
to courlt the numDers of their letters, comparing them wrth the 
numDers of other stones? 

古代 の 神殿 の 石碑 に 記さ れ た 文書 を 読み 解く た め に は 、 石 碑 を ある べき 場所 に 戻 
し て か ら 、 他 の 石碑 の 文字 が 有 し て いる 数 と も 比較 し て 、 石 碑 の 文字 が 有 し て いる 
数 を 数 える 事 が 、 有 効 で は な いか ? は い ! 

The obelisk of Luxor for example, was it not one of the two columns at 
the entrance of a temple? 

例え ば 、 テ ー ベ を 含ん で いる ルク ソー ル の オベリスク は 、 神 殿 の 入口 の 2 つの 柱 の 1 
つ で あっ た か ? 

Wasit at the right-hand or the left-hand pillar? 

オベリスク が 神殿 の 2 つの 柱 の 1 つ で ある 場合 は 、 右 手 に あっ た の か ? 左 手 に あっ 
た の か ? 

If at the right, these signs refer to the active Drimciple: 

神殿 の 2 つの 柱 の 右手 に あっ た 柱 オ ベリ スク の 象徴 は 、 自 発 的 な 原理 に 繋が っ て 
いる は ず で ある 。 

iT at the left, it is by the passive primciple that one must imterpret its 
characterS. 

神殿 の 2 つの 柱 の 左手 に あっ た 柱 オ ベリ スク の 象徴 は 、 受 容 的 な 原理 に よっ て 読み 
解く 必要 が 有る 。 

But 

填 だ し 。 

there should De an exact correspDondence of one obelisk with the other 
神殿 の 2 つの 柱 オ ベリ スク の うち 、 一 方 は 、 他 方 と 、 正 確 に 対応 し て いる は ず で ある 。 
and 

その た め 、 

each sign should receiVe its complete sense fromm the analogy of 
COnltrar1eS. 

神殿 の 2 つの 柱 の うち 1 つの 柱 オ ベリ スク の 象徴 は 、2 つの 正反対 の も の の 類推 
可能 性 か ら 、 象 徴 の 完全 な 意味 を 読み 解く 必要 が 有る 。 

M. Champolhion found Coptic in the hieroglyphics, 

シャ ン ポ リオ ン は 、「 ロ ゼ ッ タ スト ー ン 」 の 「 ヒ エロ グリ フ 」 に 、 コ プ ト 語 を 見 た 。 


another savant would perhaps find more easily, and more fortunately 
HeDrew: 

多分 、 別 の 学者 で あれ ば 、 シ ャ ン ポ リオ ン よ り 容 易 に 、 よ り 幸 運 に も 、「 ロ ゼ ッ タ スト ー 
ン 」 の 「 ヒ エロ グリ フ 」 に 、 へ プラ イ 語 を 見 つけ た で あろ う 。 

Dut 

し か し 、 

what would one say せ 1it were neither HeDbrew nor CoptC? 

も し 「 ロ ゼ ッ タ スト ー ン 」 の 「 ヒ エロ グリ フ 」 が へ ブラ イ 語 で も コプト 語 で も 無かっ た ら 、 
人 は 何と 言う で あろ うか ? 

If it were, for example, the uruversal Drirmitive ]amguage? 

例え ば 、 も し 「 ロ ゼ ッ タ スト ー ン 」 の 「 ヒ エロ グリ フ 」 が 普遍 の 最初 の 言葉 で あっ た ら ? 
NOWY, 

どら CS 

this ]anguage, which was that of the transcendental Qabalah, did 
Certalrly ex1st: 

超越 的 な カバ ラ の 言葉 で ある 、 普 遍 の 最初 の 言葉 は 、 確 か に 存在 し て いる 。 

ImOTe, 

さら に 、 

it still exists at the base of Hebrew itself, and of all the oriental 
languages Which derive from it 

普遍 の 最初 の 言葉 は 、 ヘ ブライ 語 の 基礎 と 、 ヘ へ ブライ 語 が 源 で ある 全て の オリ エン ト 
の 言葉 の 基礎 に 、 未 だ に 存在 し て いる 。 

this language is that of the sanctuary 

普遍 の 最初 の 言葉 は 、 聖 所 の 言葉 で ある 。 

and 

その た め 、 

the columns at the entrance of the temples ordinarily contained all its 
SymDols. 

諸々 の 神殿 の 入口 の 諸々 の 柱 は 、 普 通 に 、 普 遍 の 最初 の 言葉 の 象徴 を 全て 含ん で 
いる 。 

The intuition of the ecstatics comes nearer to the truth with regard to 
these prirmitve signs that even the science of the learned, 

忘 我 状態 の 人 の 直感 は 、 最 初 の 象 懲 群 に つい て は 、 学 の 有る 人 の 知 よ りさ えも 、 真 
理 に 近づく 。 

DecauSe, 

な ぜ な ら 、 

aS We havVe sal0l, 

すでに 話し た 様 に 、 

the umnversal vital fluid, the astral light, Deimg the mediatinmg principle 
betweenr the ideas and the forms, is obedient to the extraordimary leaps 
ofthe soul which seeks the unknowr, and furmishes it naturally with 
the signs already found, Dut forgotten, of the great revelations of 
OCCultism. 


普遍 の 命 の 流体 、 星 の 光 は 、 概 念 と 形 の 間 を 仲介 する 原理 で あり 、 未 知 の も の を 探 
求 す る 魂 の 超常 的 な 飛躍 に 従っ て 、 忘 れ ら れ て いる が 既に 知ら ず に 発見 され て いる 
隠さ れ た 知 の 大 いな る 啓示 の 象徴 に よっ て 、 真 理 を 忘 我 状態 の 人 に 自然 と 与え る 。 
Thus are formed the pretended signatures Of SsDir1tS, 

星 の 光 が 真理 を 象徴 で 忘 我 状態 の 人 に 与え る の で 、 悪 魔 の ふり を し た 悪人 の 霊 は 
「 悪 魔 の サイ ン 」 を カバ ラ の 象徴 を 盗用 し た 形 で 形成 で きる 。 

thus were Droduced the mysterious writmgs of GaDlidone, Who 
apDeared to Dr. Lavater the phantoms of Schroepfer of St. Michel- 
Vintras, and the spirits of Mr Home. 

星 の 光 が 真理 を 象徴 で 忘 我 状 態 の 人 に 与え る の で 、Lavater の 前 に 現れ た 
Gablidone、Schroepfer が 呼び 出し た 霊 、 ヴ ァ ン トラ ス が 呼び 出し た 悪人 の 霊 、 寺 
召 師 ホ ー ム が 呼び 出し た 悪人 の 霊 は 、 謎 の サイ ン を 、 カ バラ の 象徴 を 盗用 する 形 で 、 
も た ら す 事 が で きた 。 

If electricity can move a light, or even a heavy Dody without one 
touching 1t, 1S it imposs1Dle to g1Ve Dy magnetism a direction to 
electricity, andl to Droduce, thus naturally, signs and writmgs? 

も し 電気 が 光 を 動か せ た ら 、 ま た 、 電 気 が 触 れず に 重い 物体 すら 動か せ た ら 、 磁 気 、 
星 の 光 に よっ て 、 電 気 を 傾け て 、 象 徴 と 文 を 自然 と 表す 事 は 可能 で あろ うか ? 

One can d0o 1t, douDtless: 

疑い 無く 、 人 は 、 星 の 光 に よっ て 、 電 気 を 傾け て 、 象 徴 と 文 を 自然 と 表す 事 が 可能 で 
ある 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

One does it. 

すでに 、 何 人 か の 人 は 、 星 の 光 に よっ て 、 電 気 を 傾け て 、 象 徴 と 文 を 自然 と 表し て い 
る 。 


Thus, then to those who ask us, "What is the most important agent of 
miracles?" we shall reply 

下記 の 様 に 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、「 諸 々 の 奇跡 の 最 重 要 な 代行 者 と は 何 か ?」 と 尋 
ね て くる 人 に 、 応 ( こ た ) え る 。 

"It is the first matter of the Great Work. 

「 奇 跡 の 代行 者 は 、『 大 いな る 務め 』 の 『 第 一 賢 料 』 で ある 。」。 

"It is MAGNETIZED ELECTRICITY." 

「 奇 跡 の 代行 者 は 、『 破 化 さ れ た 電気 』 で ある 。」。 


Everything has Deen created Dy hght. 
星 の 光 が 、 全 て の も の を 創造 し て いる 。 

It is in light that forrm is DreserVved. 
星 の 光 の 中 に 、 形 は 保存 され る 。 

It is Dy light that form reproduces itsel. 


星 の 光 に よっ て 、 形 は 再現 され る 。 

The vibrations of light are the principle of umiversal movement. 

星 の 光 の 振動 は 、 普 遍 の 運動 の 原理 で ある 。 

By light, the suns are attached to each other and they interlace their 
rayS hke chaimns of electricity. 

星 の 光 に よっ て 、 恒 星 同 士 は 相互 に 結び つき 、 電 気 の 鎖 の 様 に 、 恒 星 同 士 は 相互 の 
光線 を 絡み 合わ せる 。 

Men and things are magnetized Dy hght jiKe the suns, 

星 の 光 が 諸々 の 恒星 を 磁化 し て いる 、 様 に 、 星 の 光 は 人 と いっ た 諸々 の も の を 磁化 
し て いる 。 

and, Dy means of electro-magnetc chains whose tension is caused Dy 
sympathies and affimities, are able to commurucate with each other 
from one end of the world to the other to caress or strike, Wound or 
heal, in a manner douDtless natural, Dut invisible, and of the nature of 
Drodigy, 

共感 と 親近 感 が 張力 を も た ら す 電磁 気 の 鎖 、 星 の 光 に よる 星 の 鎖 に よっ て 、 疑 い 無 
く 自然 で は ある が 目 に は 見 え ず 驚異 の 性 質 の 方 法 で 、 人 と いっ た 諸々 の も の は 、 世 
界 の 一 方 の 端 か ら 他 方 の 端 へ 相互 に 交流 で き 、 愛 撫 し た り 打 っ た り で き 、 傷 つけ た 
り 治し た り で きる 。 

There is the secret of magic. 

星 の 光 に 、 魔 術 の 秘密 が 存在 する 。 

Magic, that sclence which comes to us from the magi! 

魔術 は 、 マ ギ か ら 現 代 人 へ 伝え られ て きた 知 で ある ! 

Magic, the first of sciences! 

魔術 は 、 無 上 の 知 で ある ! 

Magic, the holiest sclence, 

魔術 は 、 最 も 神聖 な 知 で ある ! 

Decause 

な ぜ な ら 、 

lt estaDlishes in the sublhmest manner the great relig1ous truths! 
魔術 は 、 最 も 崇高 な 形 で 、 大 いな る 宗教 の 真理 を 確証 する ! 

Magic, the most calummiated of al 

魔術 は 、 最 も 中 傷 さ れ た 物 で ある ! 

Decause 

な ぜ な ら 、 

the vulgar oDstimately confound magic with the superstitious sOrCery 
俗人 で ある 大 衆 は 、 神 の 聖霊 の 魔術 を 、 迷 信 的 な 悪人 の 霊 の 魔術 と 頑 迷 に 混同 す 
る ! 

whose abomimaDle practces we have denounced! 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 悪 人 の 霊 の 魔術 の 、 憎 むべ き 実 践 を 既に 非難 し て いる ! 

It is omly Dy magic that one can reply to the emigmatical duestions of the 
SDphmx of Thebes, 

魔術 に よっ て の み 、 人 は 、 テ ー バ イ の スフィンクス の 謎 の 質問 に 答え る 事 が で きる 。 


and fimd the solution of those problems of religious history which are 
sealed in the sometumes scandalous oDscurities which are to be found in 
the stories of the BiDle. 

魔術 に よっ て の み 、 人 は 、 聖 書 の 話 と し て 存在 する 醒 聞 的 な 影 に 隠さ れ て いる 時 が 
有る 宗教 史 の 諸 問 題 の 解決 方 法 を 見 つけ る 事 が で きる 。 

The sacred historians themselves recogmiZze the existence and the Dower 
of the magic which boldly riValled that of Moses. 

宗教 史家 は 、 モ ー セ の 神 の 聖霊 の 魔術 に 無謀 に も 敵対 し た 魔術 の 存在 と 力 を 認め 
て いる 。 

The BiDle tells us that jannes and jamDres, Pharaoh's maglcians, at first 
performed "the same miracles" as MOses, 

出 エ ジ プ ト 記 に は 、 フ ァ ラ オ の 魔術 師 ヤ ン ネ と ヤン ブレ が 、 杖 を 蛇 に 変え (た 様 に 見 

え ) る 魔術 と 「10 の 災い 」 の うち 第 1 と 第 2 の 災い で 、 モ ー セ と 同様 に 見 える 魔術 を 
行使 し た 、 と 記さ れ て いる 。 

and that they declared those which they could not imitate Impossible to 
human sclenCe. 

出 エジプト 記 8 章 15 節 で 、 フ ァ ラ オ の 魔術 師 ヤ ン ネ と ヤン ブレ は 「 モ ー セ は 神 の 指 
で す 。」 と 話し て 、 人 知 で は 、 モ ー セ の 神 の 奇跡 の 模 條 は 不可 能 で ある と 宣言 し た 。 


It is in fact more flattering to the self-loVe of a charlatan to deem that a 
miracle has taken place, than to declare himself conquered Dy the 
sclence Or skill of a fellow-magiclan aDoVe all, when he is a Dolitical 
enemmy Or a relig1ous adVersaryr 

略 
When does the possiDle in magical miracles Degin and end? 
Here 1s a serlous and 1rmDportant dueston. 


What is certain is the existence of the facts which one habitually 
descriDes as mracles. 


Magnetizers and sleep-wakers do them every dayi: 
Sister Rose Tamlsier dhd them: 
the "Huminated" Vintras does them stlll: 


more than fifteen thousand witnesses recently attested those of the 
American mediurms: 


ten thousand peasants of Berry and Sologne would attest, i need were, 
those ofthe god Cheneau (a retired Dutton-merchant who Delieves 
himself inspired Dy God). 


Are all these people hallucimated or knaVes? 


Hallucimated, yes, Derhaps, Dut the Very fact that their hallucination is 
identical, whether separately Or collectively, is it not a sufficiently great 
miracle on the part of him who produces it, always, at wl, and at a 
stated time and place? 


To do mnracles, and to Dersuade the multitude that one does them, are 
Very nearly the same thing, aDoVe all in a century as frivolous and 
SCcOffing as OUTS. 


Now the world is full of wonder-makers, and science is often reduced to 
denying their works or refusimg to see them, in order not to De reduced 
to exarmming them, or asslgnng a Cause to them. 


In the 1ast century all Europe resounded with the miracles of Cagliostro. 
18 世紀 に 、 カ リオ スト ロ の 和敬 異 現象 は 、 ヨ ー ロ ッ パ の 全て に 知れ 渡っ た 。 

Who is ignorant of what powers were attriDuted to his "wime of Egypt 
and to his elixr'? 

18 世紀 に 、 カ リオ スト ロ の 「 エ ジ プ ト の 赤ワイン 」 と 「 若 返り 薬 エ リク サー」 が も た ら す 
力 を 知ら な か っ た 人 は いた で あろ うか ? い いえ ! 

What can we add to the stories that they tell of his other-world suDDers, 
where he made appear im flesh and blood the ilustrious personages of 
the Dast? 

18 世紀 に 、 大 衆 が 話し て いた 、 カ リオ スト ロ が 過去 の 死ん だ 有名 人 を 血 肉 を 持た せ 
て 出現 させ て 見 せ た 霊 の 冥界 の 夕食 会 の 話 に 、 何 を 言い 足す 事 が で きる で あろ う 
か ? 

Caglhiostro Was, howeVver far from Deing an imitate of the first order 
し か し 、 カ リオ スト ロ は 、 無 上 の 秘伝 伝授 者 で は な か っ た 。 

SITCe 

な ぜ な ら 、 

the Great White Brotherhood aDandoned him to the Roman Induisition, 
大 いな る 白い 結社 フリ ー メ ー ソ ン は 、 カ リオ スト ロ を ロー マ の 宗教 裁判 所 に 引き 渡し 
た だ 。 


before whom he made, if one can Delieve the documents to his trial, so 
ridiculous and so odious an explanation ofthe Masonic trigramu 工 .. P.. 


D5。 

裁判 の 資料 を 信じ る 事 が で きる な ら ば 、 ロ ー マ の 宗教 裁判 所 の 裁判 官 を 前 に 、 カ リ 
オス トロ は 、 メ ー ソ ン の 三文 字 の 言葉 「L..D..P..」 が 「 百 合 を 足 の 下 に 踏ん で 圧倒 
し な さい 。」 ま た は 「 百 合 ( が 紋章 で ある フラ ンス 王家 ) を 足 の 下 に 踏み に じ り な さ 

い 。」 で ある と いう 非常 に 愚か な 憎む べき 説明 を し た 。 

But 

だ だ 

miracles are not the exclusiVve privilege of the first order of initiates: 
篤 異 現象 は 、 無 上 の 秘伝 伝授 者 だ け の 特権 で は な い 。 

they are often performed by Demgs without education Or Virtue. 
教養 も 徳 も 無い 人 が 、 頻 繁 に 、 驚 異 現象 を 起こ す 物 で ある 。 

Natural ]aws fimd an Opportunity In an orgarnsrm Whose exceptional 
quahifications are not clear to us, and they perform their work with 
their inVariaDle precision and calm. 

自然 の 法 は 、 人 に は 不明 な 特別 な 能力 を 有 し て いる 生物 に 機会 8 見 つけ て は 、 不 変 
の 精密 さと 静けさ で 自然 の わざ を 施行 する 。 

The most refimed gourmets appreciate truffles, and ermploy them for 
ther purpoSeS, Dut it is hogs that dig them uD: 

最高 に 洗練 され た 美食 家 は 、 ト リュ フ の 価値 を 正しく 評価 で き て 、 ト リュ フ を 自分 の た 
め だ け に 用 いる が 、 ト リュ フ を 掘り 起こ す 者 は 、 味 覚 が 鈍感 で ある と 思わ れる 、 豚 で あ 
る 。 
it is analogically the same for plenty of thmgs less material amd less 
gastronomlcal: 

より 物質 的 で は な い 、 よ り 美 食 的 で は な い 、 多 数 の 物事 で も 、 類 推 的 に 同様 で ある 。 
Instmcts haVve groping DresentiTmments, 

直感 は 、 予 感 を 手探り で 探し て きた 。 

Dut 

し か し 、 

1t is reallY only sclence which discoverSs. 

実に 、 知 だ けが 発見 で きる 。 

The actual progress of human kmowledge has dirmimished Dy a great 
deal the chances of prodigies, 

人 知 の 現実 の 進歩 は 、 驚 異 現象 が 起き る 機会 を た 大 い に 減 少 さ せ て 行っ て いる 。 
Dut 

し か し 、 

there stull remains a great numDer 

公 異 現象 は 未だ に 多数 、 残 存 し て いる 。 

SITCe 

な ぜ な ら 、 

both the power of the imagination and the nature and Dower Of 
magnetism are not yet kmown. 


想像 力 の 力 と 、 催 眠 術 の 性 質 と 力 は 、 共 に 、 未 だ に 、 知 られ て いな い 。 

The obserVation of umiversal analogies, moreover has Deen neglected, 
さら に 、 普 遍 の 類推 可能 性 の 観察 を 人 は 怠っ て いる 。 

and for that reason 

その た め 、 

divination 1S no longer Delieved in. 

人 は 、 占 い を も う 信 じ て い な い 。 

A qaDbalistic sage may then, stll astonish the crowd and even Dewilder 
the educated: 

その た め 、 下 記 に よっ て 、 カ バラ の 賢者 は 、 未 だ に 、 大 衆 を 驚 か し 、 知 識 人 を 混乱 させ 
る 事 さ え で きる 。 


1 Degree- By divining hidden thmgs: 

(1) 隠 され た 物事 を 見 抜く 。 

2 Degree- Dy prediction many things to come: 

2) 未来 の 多数 の 物事 を 予言 する 。 

3 Degree- Dy domimating the will of others so as to preVert them doing 
what they w レ , and forcimg them to do what they do not wi 

(3) 望 む 事 を 行わ な い 様 に 予防 する 様 に 、 望 まな い 事 を 行わ ざる を 得 な い 様 に 追い 
込む 様 に 、 他 人 の 意思 を 制御 する 。 

4 Degree- Dy excltmg apDDparitions amd dreams: 

(4) 霊 の 出現 と 夢 を 刺激 し て 引き 起こ す 。 

5 Degree- by curing a large number of imesses: 

5) 多数 の 病気 を 治す 。 

6 Degree- by restoring life to suDjects who display all the symptoms of 
death: 

(6) 死 の 全て の 兆候 を 見 せ て いた 人 を 復活 させ る 。 

7 Degree- ]astly, Dy demonstratimg (if need De, Dy exarmples) the reality 
of the philosophical stone, and the transmutation of metals, accordimg 
to the secrets of Abraham the jew, of Flamel, and of Raymond Lully. 
(7) ヘ へ ブラ イ 人 アブ ラ ハ ム 、 ニ コラ フラ メル 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス の 秘密 に よっ て 、 賢 
者 の 石 と 錬金術 の 実在 を (必要 が 有 れ ば 実例 に よっ て ) 実 証する 。 


All these prodigles are acCcomplished Dy means of a single agent 

上 記 の 、 全 て の 驚異 現象 は 、 唯 一 の 代行 者 に よっ て 行わ れる 。 

which the Hebrew calls OD, as did the Chevalier de ReichenbacK, 
奇跡 の 代行 者 を 、 古 代 ヘ ブライ 人 と 、 化 学者 の 貴族 カー ル フォ ン ライ ヘン バッ ハ は 、 
オド と 呼ん で いる 。 

which we, with the School of Pasqualis Martimez, call astral light, 
奇跡 の 代行 者 を 、18 世紀 の マル ティ ネス ド パス カー リ の マル ティ ニス ト と 、 エ リフ ァ 
ス レヴ ィ は 星 の 光 と 呼ん で いる 。 


which Mr de Mirville calls the devil, 

奇跡 の 代行 者 を 、Mirville は 悪魔 と 呼ん で いる 。( 悪 魔 は 存在 し な い 。) 

and which the ancient alchemusts called Azoth. 

奇跡 の 代行 者 を 、 古 代 の 錬金術 師 は 、Azoth と 呼ん で いる 。 

It is the Vital element 

星 の 光 は 、 命 の 元素 で ある 。 

which manifests itself Dy the phenomena of heat, light, electricity and 
magnetism, 

星 の 光 は 、 熱 、 光 、 電 気 、 磁 気 の 現象 と し て 表れ る 。 

which magnetizes all terrestrial gloDes, and all 1HVing Deings. 

星 の 光 は 、 全 て の 地 の 天 体 と 全て の 生き て いる 存在 を 磁化 し て いる 。 

In this agent eVen are marufested the proofs of the qaDalistic doctrimne 
with regard to equlhDbrium and moton, Dy douDle polarity: 

星 の 光 に お いて 、 星 の 光 の 両極 性 に よっ て 、 つ り 合 いと 運動 に つい て の カバ ラ の 神 
の 教え の 証拠 が 表 さ れる 。 

when one pole attracts the other repels, 

星 の 光 の 、 一 方 の 極 が 引き 寄せ る 時 、 他 方 の 極 は 奈 ける 。 

one Droduces heat, the other cold!, 

星 の 光 の 、 一 方 の 極 が 暖め る 時 、 他 方 の 極 は 冷や す 。 

one g1Ves a Dlue or greemish hght, the other a yellow or reddish light. 
星 の 光 の 、 一 方 の 極 が 青色 の 光 か 緑 が か っ た 光 を 放つ 時 、 他 方 の 極 は 黄色 の 光 か 
赤み を 帯び た 光 を 放つ 。 

This agent, Dy 1ts different methods of magnetzatior, attracts us to each 
other or estranges us fromm each other 

星 の 光 と いう 奇跡 の 代行 者 は 、 磁 化 の 多様 な 方 法 に よっ て 、 人 を 相互 に 引き 寄せ た 
り 引 き 離 し た りす る 。 

suDbordinates one to the wishes of the other Dy causing him to enter his 
centre of attraction, 

星 の 光 は 、 一 方 の 引き 寄せ る 力 の 中 心 に 他方 を 引き 寄せ て 、 一 方 の 望み に 他方 を 
従わ せる 。 

re-estaDlishes or disturDs the eduihDrium in amimal economy Dy 1ts 
transmutations and its alternate Currents, 

星 の 光 は 、 星 の 光 の 変化 や 星 の 光 の 流れ の 変化 に よっ て 、 動 物 の 秩序 の つり 合い 
を 建て 直し た り 乱 し た りす る 。 

recelVes and transmts the imprints of the force ofimagination which is 
in men the image and the semDlance of the creatiVe word, amd thus 
produces Dresentiments and deterrmimes dreamms. 

星 の 光 は 、 創 造 する 神 の 言葉 に よる 人 の 中 の 映像 や 類推 可能 性 で ある 想像 力 の 印 
象 を 受け 取り 伝え て 、 予 感 を も た らし た り 夢 の 内 容 を 決定 し た りす る 。 想像 力 は 、 創 
造 する 神 の 言葉 に よる 人 の 中 の 映像 や 類推 可能 性 で ある 。 

The science of miracles is then the kmowledge of this marVellous force, 
奇跡 に つい て の 知 は 、 星 の 光 と いう 不思議 な 力 に つい て の 知 で ある 。 


and the art of doing muiracles is simply the art of magnettzing or 
nlumimatmg" bemgs, accordimg to the inVariable laws of magnetism or 
astral light. 

簡潔 に 言う と 、 奇 跡 を 起こ すわ ざ は 、 磁 気 、 星 の 光 の 不変 の 法 に 従っ て 、 諸 存在 を 磁 
化す る わざ 、 ま た は 、 諸 存在 を 照ら すわ ざ で ある 。 

We prefer the word "hght'" to the word "magnetisrm," 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、「 磁気 」 と いう 言葉 より も 、「 光 」、「 星 の 光 」 と いう 言葉 を 好む 。 
Decause 

な ぜ な ら 、 

lt is more traditional in occultism, 

「 磁 気 」 と いう 名 前 より も 、「 光 」、「 星 の 光 」 と いう 名 前 は 、 隠 され た 知 の 口伝 の 名 前 
で ある 。 

and 

まだ 

eXxDTeSSeS In a more complete and Derfect manner the nature of the 
Secret agert. 

「 磁 気 」 と いう 名 前 より も 、「 光 」、「 星 の 光 」 と いう 名 前 は 、 秘 密 の 代行 者 の 性 質 を 完 
全 な 形 で 表す 。 

There is, in truth, the hquid and drinkaple gold of the masters in 
alchemy: 

実に 、 星 の 光 で ある 、 錬 金 術 師 の 、 液 体 の 、 飲 用 に 適し た 黄金 は 、 存 在 する 。 

the word "OR" (the French word for "gold") comes from the Hebrew 
"AOUR" which sigmifies "hight." 

金 を 意味 する フラ ンス 語 の OR は 光 を 意味 する へ ブラ イ 語 の AOUR に 由来 する 。 
"What do you wlsh?" they asked the candidate in every inttatton: 

全て の 入門 に お いて 、 達 道 者 は 、「 何 を 望む の か ?」 と 修行 者 に 尋ね た 。 

"To see the hight." should De their ansWwer 

修行 者 は 「 光 を 見 る 事 を 望む 。」 と 答え る 必要 が 有る 。 

The name of illuminat which one ordinarily giVes to adeDtS, 

普通 に 、 人 は 、「 光 に 照ら され た 者 」 と いう 名 前 を 達 道 者 達 に 与え て いる 。 

has then Deen generally very Dadly interpreted Dy glving to it a mystical 
sense, as 1 it sigmified men whose intelhgence Delieves itself to De 
jighted Dy a miraculous day. 

「 光 に 照ら され た 者 」 と いう 名 前 は 、 知 性 が 奇跡 の 光 に 照 ら さ れる 事 を 信じ て いる 者 
と いう 誤っ た 意味 で ある か の 様 に 神秘 的 な 意味 に 誤解 され て 、 一 般 に 非常 に 誤解 さ 
れ て いる 。 

Tllumimat' means simply Knowers and possessors Of the light, either Dy 
the knowledge of the great magical agent, or by the rational and 
ontological notion of the aDsolute. 

簡潔 に 言う と 、「 光 に 照ら され た 者 」 と いう 名 前 は 、 大 いな る 魔術 の 代行 者 に つい て 
の 知 に よる 、 ま た は 、 絶 対 の 者 で ある 神 に つい て の 存在 論 の 論理 的 な 概念 に つい て 
の 知 に よる 、 光 に つい て の 知 者 や 、 光 の 所 有 者 を 意味 する 。 


The universal agert is a force tractable and suDordinate to intelligence. 
普 思 の 代行 者 、 星 の 光 は 、 知 に 従う 力 で ある 。 

ADandoned to itself, it, ike Moloch, devours rapidly all that to which it 
giVes Dirth, and changes the superaDundance of Hife into immense 
destructlon. 

星 の 光 は 、 制 御 さ れ な いと 、 星 の 光 が 創 造 し て いる 全て の も の を 速やか に モロ ク の 
様 に 飲み 込ん で し まい 、 合 の 過剰 を 計り 知れ な い 破 壊 に 変え て し まう 。 

It is, then, the infernal serpent of the ancient myths, the Typhon of the 
Egyptians, and the Moloch of Phoenicia: 

制御 され て いな い 星 の 光 は 、 古 代 の 神話 の 地獄 の 蛇 、 古 代 エ ジ プ ト 人 の ティ フォ ン 、 
フェ ニキ ア 人 の モロ ク と 成っ て し まう 。 

Dut 

し か し 、 

下 Wisdom, mother of the Elohim, puts her foot upon his head, she 
outwears all the flames which he Delches forth, and pours with full 
hands upon the earth a vivifyimg light. 

エロ ヒム の 母 で ある 知 が 星 の 光 と いう 蛇 の 頭 の 上 に 足 を 置く と 、 知 は 、 蛇 が 噴き 出す 
火 を 全て 使い 尽く し 、 命 を 与え る 光 を 地 に 諸手 で 注ぐ 。 

Thus also It is said in the Zohar that 

下記 の 様 に 、「 光 輝 の 書 」 に は 記さ れ て いる 。 


at the Deginming of our earth1y period, when the elements disputed 
among themselves the surface of the earth, that fire, ike an immense 
SerDert, had enveloped everything In its co1lS, amd was aDout to 
Consume all Demgs, when divime clemency ralsing around it the Waves 
of the sea hke a Vestment of clouds, put her foot upon the head ofthe 
serDent and made him re-enter the aDySS. 

この 世 の 「 最 初 」 に 、 四 大 元素 が 地 の 面 (お も て ) を 獲得 し よう と 戦い 合っ て いた 時 に 、 
( 星 の 光 と いう ) 火 は 巨大 な 蛇 の 様 に 巻き つい て 全て の も の を 包囲 し て 破壊 し よう と 
し た が 、 神 の 思い や り が 、 雲 を 外 衣 と し て 纏 ( ま と ) う 様 に 海 の 波 を 周囲 に 立て な が ら 、 
足 を ( 星 の 光 と いう ) 蛇 の 頭 の 上 に 置い て 、( 星 の 光 と いう ) 蛇 を 底無し の 淵 に 戻し た 。 


Who does not see in this allegory the first idea, and the most reasonaDle 
exDplanation, of one of the images dearest to Catholic symDolism, the 
triumph of the Mother of God? 

上 記 の 、「 光 輝 の 書 」 の 例え 話 に 、 カ トリ ッ ク の 象徴 に と っ て 大 事 な 象徴 の 1 つ で あ 
る 聖母 マリ ア の 勝利 の 第 一 の 概念 と 最も 論理 的 な 説明 を 見 な い 人 が いる で あろ う 
か ?「 光 輝 の 書 」 の 例え 話 に 、 カ トリ ッ ク の 象徴 に と っ て 大 事 な 象徴 の 1 つ で ある 回 
母 マ リア の 勝利 の 第 一 の 概念 と 最も 論理 的 な 説明 を 人 は 見 る ! 


The qaDalists say that the occult name of the devil, his true name, is that 
of jehovah written Dackwards. 
カバ リス ト は 、 書 魔 の 隠さ れ た 真 の 名 前 は 、 神 の 名 前 ヤ ハ ウェ を 逆 に 書い た 物 で あ 
る 、 と 話し て いる 。( 悪 魔 は 存在 し な い 。) 
This, for the initiate, 1s a Complete revelation of the mysteries of the 
AB 

「 悪 魔 の 名 前 が 神 の 名 前 ヤ ハ ウェ を 逆 に し た 物 で ある 。」 事 は 、 逆 に 、 秘 伝 伝授 者 に 
は 、 テ トラ グラ マト ン の 神秘 の 完全 な 啓示 と 成る 。( 悪 魔 は 存在 し な い 。) 
In fact, the order of the letters of that great name indicates the 
predomnance of the idea over form, of the active oVer the Dassive, of 
CauSe OVer effeCct. 
実に 、 大 いな る 神 の 名 前 ヤ ハ ウェ の 文字 と 順序 は 、「 概念 は 形 を 超越 し て 統治 
る 。」 事 、「 自 発 性 は 受容 性 を 超越 し て 統治 する 。」 事 、「 原 因 は 結果 を 超越 し て 統治 
する 。」 事 を 表す 。 
By reversior that order one obtains the contrary. 
神 の 名 前 ヤ ハ ウェ の 文字 と 順序 の 啓示 に よっ て 、 人 は 、 正 反対 の 、 悪 魔 の 名 前 の 文 
字 と 順序 が 表す 事 を 会 得する 。 
Jehovah is he who tames Nature as it were a suDerD horse and makes it 
g0 where he wl: 
神 ヤ ハウ ェ は 、 自 然 を 名 馬 の 様 に 従わ せ て 、 神 が 望む 場所 へ 名 馬 の 様 な 自然 を 走 
ら せ る 。 
Chavajoh (the demon) is the horse without a Dridle who, Iike those of 
the Egyptians of the song of Moses, falls upon its rider and hurls him 
Deneath it, into the aDySsSs. 
悪 魔 エ ヴァ イ ヨ は 、 た が の 外れ た 馬 で あり 、 出 エジプト 記 15 章 1 節 の 「 モ ー セ の 歌 」 
の 紅海 に 飲み 込ま れ た エジプト 人 の 馬 の 様 に 、 転 倒し て 、 乗 馬 者 を 馬 の 下 に 投げ 出 
し 、 底 無し の 淵 に 沈む 。( 悪 魔 は 存在 し な い 。) 
The devil, then, exists really enough for the qaDalists: Dut it is neither a 
person nor a distimguished Dower of eVen the forces of Nature. 
カバ リス ト に と っ て は 、 悪 魔 は 存在 する が 、 人 格 で も な く 、 自 然 の 2 つの 力 す ら 超越 
する 力 で も な い 。 
The devil is dispersion, or the slumDer of the intelligence. 
中 魔 と は 、 散 乱 し た 人 知 、 ま た は 、 有 眠り 込ん で し まっ た 人 知 で ある 。 
It is madmess and falsehood. 
如 魔 と は 、 狂 気 で あり 、 虚 偽 で ある 。 
Thus are explained the nightmares of the Middle Ages: 

「 悪 魔 と は 、 散 乱 し た 人 知 、 眠 り 込ん で し まっ た 人 知 、 和 狂気 、 虚 偽 で ある 。」 事 は 、 中 世 
の 夢魔 を 説明 で きる 。 
thus, too, are explained the Dizarre symDols of somme initiates, 

「 悪 魔 と は 、 散 乱 し た 人 知 、 眠 り 込ん で し まっ た 人 知 、 和 狂気 、 虚 偽 で ある 。」 事 は 、 何 人 
か の 秘伝 伝授 者 の 奇妙 な 象徴 を 説明 で きる 。 
those of the Templars, for example, 


例え ば 、「 悪 魔 と は 、 散 乱 し た 人 知 、 眠 り 込 ん で し まっ た 人 知 、 狂 気 、 虚 偽 で ある 。」 事 
は 、 神 殿 騎 士 団 の 奇妙 な 象徴 を 説明 で きる 。 

who are much less to De Dlamed for havimg worshipped Baphomet than 
for allowing its image to De perce1ved Dy the profane. 

神殿 騎士 団 は 、 バ フォ メッ ト を 敬礼 し た 事 で 非難 され た が 、 バ フォ メッ ト と いう 象徴 を 
大 衆 に 知ら れ た 事 で 更に 非難 され た 。 

Baphomet, pantheistic figure of the universal agent, 

バフ ォ メ ッ ト は 、 普 遍 の 代行 者 、 星 の 光 の 汎 神 論 的 な 象徴 で ある 。 

1s nothmg else than the Dearded devl of the alchemists. 

バフ ォ メ ッ ト は 、 錬 金 術 師 の ひげ が 有る 悪魔 で し か な い 。 

One knows that the memDers of the highest grades in the old hermetic 
masonry attriDuted to a Dearded demon the accomplishment of the 
Great WorKk. 

「 古 代 の ヘル メス の 錬金術 の メー ソン の 無 上 の 位階 の 魔術 師 が 、 大 作業 の 成就 を 、 
ひげ が 有る 悪魔 の お か げ で ある と し て いた 。」 事 は 知ら れ て いる 。 

At this wordL the vulgar hastened to cross themselVes, and to hide their 


eyGeS, 

「 ひ げ が 有る 悪魔 」 の 「 悪 魔 」 と いう 言葉 で 、 俗 人 の 大 衆 は 急い で 十字 を 切る 手振り 
を し て 、 目 隠し する 。 

Dut 

じ か が し 、 


the initiates of the cult of Hermes-Pantheos understood the allegory, 
and were Very Careful not to explain it to the profane. 

汎 神 ヘ ル メ ス の 宗教 の 秘伝 伝授 者 は 、「 ひ げ が 有る 悪魔 」 と いう 例え を 理解 し て 、 大 
衆 に 口外 し な い 様 に 非常 に 用 心 す る 。 


Mr de Mirville, in a Dook to-day amost forgotten, though it made some 
nolse a few months ago, g1Ves hmself a great deal of trouble to compile 
an accourt of Various sOrceries, Of the kind which il the compilations 
Of people hke Delancre, Delrio, and Bodin. 


He might have found Detter than that in history 


And without speaking of the easily attested miracles of the jansemusts of 
Port Royal, and of the Deacon Paris, what is more marVellous than the 
great monomarua of martyrdom which has made children, and even 
womenr, during three hundred years, go to eXecution as If to a feast? 


What more magmuficent than that enthusiastic faith accorded durinmg so 
many centuries to the mmost incomprehensiDle, and, humanly speaking, 
to the most revoltmg mysterles? 


On this occasion, You wlll say the miracles came from God, and one 
eve employs them as a proof of the truth of religion. 


But, what? 


heretics, too, ]et themselves De killed for dogmas, this tme guite frankly 
and really aDsurd. 


They then sacrificed Doth their reason and their jife to their Delief? 
Oh, for heretics, it is evident that the devil was resDpons1Dle. 

Poor folk, who took the devil for God, and God for the devil! 

Why have they not Deen undecelved Dy making them recognmize the true 
God Dy the charity, the knowledge, the justuce, and aboVe all, Dy the 
mercy Of his mimisters? 

The necromancers who cause the devil to appear after a fatiguing and 
almost Impossible series of the most revoltimg evocations, are OnIy 
chlldren Dy the side of that St. Anthony of the legend who drew them 
from hell Dy thousands, and dragged them everywhere after him jike 
Orpheus, 

who attracted to hm oaks, rocks and the most saVage amnals. 

Callot alone, initated Dy the wanderimg Bohemians during his infancy 
into the mysteries of Dlack sorcery, was aDle to understand and 
reDrOduce the evocations Of the first hermt. 


And do you thmk that in retracing those frightful dreams of maceration 
and fastmg, the makers of legends have inVented? 


NO: 
they haVe remained far Delow the truth. 


The cloisters, in fact。 have always Deen peopled with nameless sDectres, 
and ther walls have palpitated with shadows and infernal larvae. 


St. Catherine of Siena on one Occasion Dassed a Week in the midst of an 
oODscene orgy which would have discouraged the lust of Pietro 
Aretim0: 


St. Theresa felt herself carried away Hiving into hell, and there suffered!, 
between walls which eVer closed upon her tortures which only 
hysterical women wl De aple to understand. .… 


All that, one wl say happened in the imagination of the sufferers. 
But 


where, then, would you exDect facts of a supernatural order to take 
Dlace? 


What is certain is that all these visionaries have seen and touched, that 
they have had the most vivid feehmg of a formidable reality. 


We speak ofit from our own exDperienCe, and there are Visions of our 
own first youth, passed in retreat and asceticism, Whose memory makes 
us shudder even nOW. 


God and the devil are the ideals of aDsolute good and evil. 

神 は 絶対 の 善 の 概念 で ある 。 悪魔 は 悪 の 概念 で ある 。( 悪 魔 は 存在 し な い 。) 
But 

し か し 、 

man neVver COnCelVves aDsolute evil, save as a false idea of good. 
人 は 、 善 か ら の 盗用 の 概念 と し て し か 、 絶 対 の 悪 と いう 概念 を 抱 か な い 。 
Good only can De aDsolute: 

立 だ けが 絶対 で あり 得る 

and evll 1S only relatiVe to our 1gnorance, and to Our erTOTS. 

悪 は 、 人 の 無知 と 過誤 に の み 比 例 する 。 

EVery marl, In order to De a GodL first makes himself a devil: 
全て の 人 は 、 神 に 成る た め に 、 最 初 は 悪魔 に 成っ て し まう 。 

Dut 

し か し 、 

as the 1aw of solidarity 1s un1versal, the hierarchy exists in hell as it does 
In heaven. 


連帯 の 法 は 普遍 で ある の で 、 位 階 が 天 に 存在 する 様 に 、 位 階 は 地獄 に も 存在 する 。 
その た め 、 

A wicked man will always fimd one more wicked thanl himself to do him 
harm: 

常に 、 悪 人 は 、 自 分 に 害 を 与え る 、 自 分 より も 更に 邪悪 な 悪人 を 見 つけ る 事 が で きる 。 
and 

に 

when the evil is atits chimaX, it must CeaSe, 

悪人 は 、 悪 の 頂点 に 達する と 、 悪 人 を 辞め る 必要 が 有る 。 

for 

な ぜ な ら 、 

it could only contimue by the anmihilation of Deimg, which is impossiDle. 
悪人 は 、 自 分 の 人 性 を 消滅 させ て 行く 事 で の み 、 よ り 邪 悪 ん eS 
悪 の 頂点 に 達し て 自分 の 人 性 を 完全 に 消滅 さ せ て し まう と 、 消 滅 さ せる 物 が 無 

成っ て し まい 、 よ り 邪 悪 な 悪人 に 成る 事 は 不可 能 に 成る 。 

Then 

その た め 、 

the man-devils, at the end of their resources, fall once more under the 
empire Of the god-men, and are saVved by those whom one at first 
90 井上 VictmmS: 

届 の 2 に 限 初 は 食い 物 に で きる と 思い 込ん で いた 人 々 に 束 わ れる 事 に 成る 
but the man who strives to IiVe a life of evil deeds, does homage to good 
by all the intelhgence and energy that he deVelops in himself. 

その た め 、 た だ 、 悪 事 の 人 生 を 生き よう と 努め て いる 人 は 、 悔 い 改 め る と 、 悪 事 を 通 
じ て 自 分 の 中 で 成長 させ た 知力 と 意思 力 の 限り を 尽く し て 善 を 明 散 する 事 に 成る 。 
For this reason 

その た め 、 

the great initiator said in his figuratiVe 1anguage: "1 would that thou 
wert cold or hot: Dut Decause thou art lukewarm, I will spew thee out of 
my mouth.“ 

ヨハ ネ の 球 示 録 3 章 15 節 と 16 節 で 、 キ リス ト 教 の 大 いな る 祖 イ エス は 、 象 徴 的 な 
言葉 で 、「 私 イエ ス は あな た が 冷た いか 熱い か どちら か で あっ て ほし い 。」、「 あ な た 
は 生ぬるい の で 、 私 イエ ス は あな た を 口 か ら 吐 き 出す つも り で ある 。」 と 話し て いる 。 


The Great Master in one of his parables, condemns orly the idle man 
who Duried his treasure from fear of losing it in the risKky operations of 
that bank which we call Hife. 

マタ イ に よる 福音 25 章 14 節 か ら 30 節 の 「 タ レン ト の 例え 話 」 で 、 大 いな る 師 イ エス 
は 、 人 生 と いう 銀行 に 預け て 投資 する 危険 を 冒し て 失う 恐怖 か ら 宝 で ある 1 タレ ント 
を 埋め た 怠 必 な 人 だ け を 非難 し た 。 


To think nothing, to 1oVe nothing, to wish for nothing, to do nothimg- 
that is the real sim. 

真 の 罪 と は 、 何 も 思考 し な い 怠 尾 、 何 者 も 愛さ な い 怠 情 、 何 も 望ま な い 怠 情 、 何 も し 
な い 怠 情 で ある 。 

Nature 9 reCcogTuzes and rewards WOrkKers. 

自然 は 、 労 苦 す る 人 だ け を 認め て 報い る 。 

The human wil develops itself and increases itself Dy its own actiVity. 
人 の 意思 は 、 人 自身 の 行動 に よっ て 、 成 長 し 、 強 く 成る 。 

In order to wl truly, one must aCt. 

本 当 に 望む た め に は 、 行 動 す る 必要 が 有る 。 

Action always dormmates inerta amd drags it at its chariot wheels. 

常に 、 行 動 は 無気力 を 支配 し て 、 無 気力 を 戦車 の 車輪 で 引き ずっ て 行く 。 

This is the secret of the influence of the alleged wicked over the alleged 
g000. 

「 行 動力 の 有る 人 が 無気力 な 人 を 支配 する 。」 事 は 、 偽 悪者 が 偽善 者 を 支配 する 影 
響 力 の 秘密 で ある 。 

How many poltroons and cowards think themselves virtuous Decause 
they are afraid to De otherwrlse! 

行動 する 事 を 恐れ て いる だ け な の に 、 自 分 は 徳 が 高い と 誤っ て 思い 込ん で いる 勝 病 
者 が 多数 、 存 在 す る ! 


How many respectable women cast an enVvious eye UDOn Drosttutes! 
間 not Very 1ong ag0O SInCe ConVicts were in fashion. 

Why? 

Do you think that public opimion can ever giVe homage to V1Ce? 

NO, 

Dut 


1t can do justice to actiVity and Dravery, 


and it is right that cowardly Kmaves should esteem Dold Drigands. 


Boldness united to intelligence is the mother of all successes in this 
World. 

知 と 一 致し た 大 胆 さ は 、 こ の 世 で の 全て の 成功 の 母 で ある 。 

To undertake, one must knowWi: 

着手 する に は 、 行 動 す る に は 、 知 る 必要 が 有る 。 

to accomplish, one must w 貼 : 

成 し 遂げ る に は 、 意 意思 する 必要 が 有る 。 

to wl really, one must dare: 

本 当 に 望む に は 、 大 胆 に 行動 する 必要 が 有る 。 

and in order to gather in peace the fruits of one's audacity, One must 
keep silent. 

そし て 、 大 胆 な 行動 の 成果 を 安心 し て 集め る に は 、 沈 昧 を 守る 必要 が 有る 。 

TO KNOW, TO DARE, TO WILL, TO KEEP SILENT, 

知 、 大 胆 さ 、 意 思 、 沈 昧 。 知 る 、 大 胆 に 行う 、 思 う 、 沈 野 を 守る 。 知 る た め に 考え る 、 大 
胆 に 行う 、 思 う 、 沈 黙 を 守る 。 

are, as we have sald elsewhere, the four qaDalistic words which 
COrrespDond to the four letters of the tetragram and to the four 
hieroglyphic forms of the Sphinx. 

「 大 いな る 神秘 の 鍵 」 以 外 の 著書 で 既に 話し た 様 に 、 知 、 大 胆 さ 、 意 思 、 沈 革 は 、 テ ト 
ラ グラ マト ン の 4 文字 や 、 ス フィ ンク ス の 4 つの 象徴 的 な 姿 の 部 分 と 対応 し て いる 、 
4 つの カバ ラ の 言葉 で ある 。 

To knowi is the human head: 

スフィンクス の 人 の 頭 は 、 知 を 表す 。 

to dare, the claws of the lion: 

スフィンクス の ライ オン の 爪 は 、 大 胆 な 行動 を 表す 。 

to wi, the mighty flanks of the bull: 

スフィンクス の 強い 牛 の 腹 は 、 意 思 を 含む 思考 を 表す 。 

to keep silent, the mystical wimgs of the eagle. 
スフィンクス の 神秘 の ワシ の 田 は 、 沈 黙 を 表す 。 

He only maintanns his position aDove other men who does not Drostitute 
the secrets of his intelligence to their commentary and their laughter 
他人 か ら の 批評 や 喘 笑 の た め に 、 金 銭 の た め に 知 の 秘密 を 使用 し な い 人 だ けが 、 
他人 を 超越 し た 態度 を 維持 で きる 。 

All men who are really strong are magnet1ZerSs, 

本 当 に 強い 全て の 人 は 、 磁 化す る 者 で ある 。 

and the umiversal agent oDeys their wl. 

普 思 の 代行 者 は 、 本 当 に 強い 人 の 意思 に 従う 。 

It is thus that they worK marvels. 

「 意 思 に よっ て 、 普 遍 の 代行 者 を 従え る 。」 事 に よっ て 、 本 当 に 強い 人 は 、 奇 跡 を 起こ 
す 。 

They make themselves Delieved!, 

本 当 に 強い 人 は 、 自 分 を 他人 に 信じ させ る 。 


they make themselves followedl 

本 当 に 強い 人 は 、 他 人 を 自分 に 従わ せる 。 

and when they say "This is thus," Nature changes Gn a sense) to the 

eyes Of the Vulgar and becomes what the great man wished. 

大 いな る 人 が 「 こ れ は 、 こ の も の は 、 私 が 望む も の に 成る 。」 と 話す と 、 俗 人 の 大 衆 の 
目 に は (ある 意味 で ) 自 然 が 変身 し た 様 に 見 え 、 自 然 は 大 いな る 人 が 望ん だ も の に 成 
る 。 
"This is my flesh and this is my blood," said a Man who had made 
himself God Dy his virtues: 

マタ イ に よる 福音 26 章 の 「 最 後 の 晩 約 」 で 、 善 行 に よっ て 神 に 成っ た 人 イエ ス は 「 こ 
れ ( で ある パン ) は 、 私 の 肉 で ある 。」、「 こ れ ( で ある 赤ワイン ) は 、 私 の 血 で ある 。」 と 話 
し て いる 。 

and eighteen centuries, in the presence of a Diece of Dread and a Hittle 
wine, haVe seer, touched, tasted and adored flesh and blood made 
divine Dy martyrdoml 

そし て 、 現 在 ま で 、 人 は 、 一 欠片 の パン と 少量 の 赤ワイン の 存在 を 前 に 、 イ エス と 交 教 
者 の 苦し み と 死 が 神聖 化し た 血 肉 を 見 た り 、 手 で 触れ た り 、 味 わっ た り 、 敬 礼 し た り 
で きる の で ある ! 

Say n0W, that the human wl accomplhshes no mmiracles! 

それ で も 、 人 の 意思 は 何 の 奇 跡 も 成就 で き な か っ た と 人 々 は 言う の か !? 人 の 意思 
は 奇跡 を 成就 で きた ! 


Do not let us here speak of Voltaire! 
Voltaire was not a wonder-worker 


he was the witty and eloguent interpreter of those on whomm the mmiracle 
no longer acted!. 


EVerything in his work is negatVe: 


everything was affirmative, on the contrary, in that( - work - ) of the 
"Gahlean," as an illustrious and too unfortunate Emperor called Him. 
高 名 な 不適 切な 皇 ユ リア ヌス が 「 ガ リラ ヤ 人 」 と 呼ん だ イエ ス の わざ に お いて は 、 
全て の も の が 上 育 定 的 で ある 。 


And yet julian in his tme attempted more than Voltaire could 
accomplish: 

中 略 

he wlshed to Oppose miracles to rmracles, 

the austerity Of Dower to that of reVolt, 

VITtues tO VITtUeS, 

wonders to Wonders: 

the Christians never had a more dangerous enemy, 

and they recogmized the fact, 

for 

Julian was assassimatedi 

and the Golden Legend stll Dears wrtness that a holy martyr awakened 
in his tomD by the clamour of the Church, resumed his arms, and struck 
the Apostate in the darkmess, in the mmidst of his army and of his 
V1CtOT1eS. 


Sorry Imartyrs, who rise from the dead to Decome hangmenl! 


Too credulous Emperor who Delieved in his gods, and in the Virtues of 
the past! 


When the kings of France were hedged around with the adoration of 
their people, when they were regarded as the Lord's anointed, and the 
eldest sons of the Church, they cured scrofula. 

Aman who is the fashion can always do mracles when he wishes. 


Cagliostro may have Deen only a charlatan, 


Dut 


as SOo as Opimion had made of him "the divine CagHostro," he Was 
exDected to work miracles: 


and they happened. 

When Cephas Barjona was nothing Dut a jeW Droscr1Ded Dy Nero, 
retailmg to the wives of slaves a specific for eternal life, Cephas Barjona, 
for all educated people of Rome, was only a charlatan: 

Dut 

public opimion made an apostle of the Spiritualistic ermDir1C: 

and the successors of Peter were they Alexander VI or even john XXII, 
are infallible for every man who is properIy Drought up, who does not 
wsh to put himself uselessly outside the pale of society. 


SO gOeS {the world. 


Charlatanism, when It is successful, is then, in magic as In everything 
else, a great instrument of Dower. 


To fascimate the moD cleverIy is not that already to domnmnate it? 
The poor devils of sorcerers who in the Middle Ages stupidly got 
themselves Durnt aHVe had not, it is easy to see, a great emplre On 
Others. 

Joan of Arc was a maglcian at the head of her arrmies, 

and at Rouenrn the poor girl was not even a witch. 


She only knew how to pray and how to fight, 


and the prestige which surrounded her ceased as soon as she was In 
Chalns. 


Does history tell us that the King of France demanded her release? 


That the French noDihty, the people, the army protested agaimst her 
condemnation? 


The Pope, whose eldest son was the King of France, did he 
eXxCommmuricate the executioners of the Maid of Orleans? 


No, nothmg of all thatl 


Joan of Arc was a sorceress for eVery One as soon as she ceased to De a 
maglclan, 


and it Was certairly not the Enghsh alone who Durned her 


When one exerclses an aDDarently superhuman DoWer One must 
exerCise 1t alWays, Or resign Oneself to Derish. 

人 は 、 一 見 、 超 人 的 に 見 える 力 を 発揮 する の で あれ ば 、 超 人 的 に 見 える 力 を 常に 発 
揮 す る 必要 が 有る 。 さ も な けれ ば 、 あ きら め て 死 を 受け 入れ る 事 に 成る 。 

The world always avenges itself in a cowardly way for havimg Delieved 
too much, admmnred too much, and aDoVe all, oDeyed too much. 

大 衆 は 、 信 じ 過 ぎ た 者 に 対し て 、 敬 礼 し 過ぎ た 者 に 対し て 、 特 に 、 従 い 過 ぎ た 者 に 対 
し て 、 寿 劣 方法 で 復讐 する 。 


We only understand magic DOWer Im its applcation to great matters. 


If a true practical magiclan does not make himself master of the world, 
itis that he disdains it. 


To what then, would he degrade his soVerelgn DOWGeT? 


"1 will giVe thee all the kimgdoms of the world, if thou wilt fall at my feet 
and worship me," the Satan of the parable said to jesus. 


"Get thee Dehind me, Satan," replied the Saviour: "foOr it is written, Thou 
shalt adore God alone." .…… 


"ELT, ELT, LAMA SABACHTHANI!" was what this sublime and divine 
adorer of God cried later 


If he had replied to Satan, "1 wll not adore thee, and it is thou who wilt 
fall at my feet, for 1 Did thee in the name ofintelhgence and eternal 
reasor," he would not have consigned his holy andnoDle life to the 
most frightful of all tortures. 


The Satan of the mountain was indeed cruelly avengedl! 


The ancients called practcal magic the sacerdotal amd royal art, 
古代 人 は 、 実 践 的 な 魔術 を 、 王 者 の わざ 、 祭 司 の わざ と 呼ん で いる 。 

and 

その た め 、 

one rememDers that the magi were the masters of DrimutiVe cvilization, 
「 マ ギ と いっ た 魔術 師 は 、 最 初 の 文明 の 師 で あっ た 。」 事 を 人 は 思い 出す で あろ う 。 
Decause 

な ぜ な ら 、 

they were the masters of all the science of their tme. 

魔術 師 は 、 当 時 の 全て の 知 の 師 で あっ た 。 

To know is to De aDle when one dares to wl. 

人 が 大 胆 に 行動 し よう と 意思 すれ ば 、 人 が 知っ て いる 事 は 、 人 が 行動 で きる 事 と 成 
る 。 

The first science of the practcal daDalist, or the magus, is the 
kmowledge of men. 

実践 的 な カバ リス ト 、 実 践 的 な 魔術 師 の 第 一 の 知 は 、 人 に つい て の 知 で ある 。 
Phrenology, Dsychology, chiromancy the oDservation of tastes and of 
movemert, of the sound of the voice and of either sympathetic or 
antpathetic Impresslons, are Dranches of this art, and the ancients 
were not igmorant of them. 

骨 相 学 、 心 理学 、 手 相 占 い 、 好 み と 動作 の 観察 、 声 の 印象 の 観察 、 共 感 的 印象 や 反 
感 的 印象 の 観察 は 、 王 者 の わざ 、 祭 司 の わざ で ある 実践 的 な 魔術 か ら 枝 分 か れ し 
て いる 物 で あり 、 古 代 人 は 知っ て いた 。 

Gall and Spurzhem in our days have rediscovered phrenology. 
現代 の フラ ン ツ ヨー ゼ フ ガル と ヨハ ン カス パー スパ ルツ ハイ ム は 骨 相 学 を 再発 見 
ピノ 完 。 

Lavater following Porta, Cardan, Taisrner jean Belot and some others 
have divined anew rather than rediscovered the science of Dsychology: 
ヨハ ン ポル タ の 後に 続い た ヨハ ン カス パー ラヴ ァ ー タ ー、 カ ル ダ ー ノ 、 
Taismier、]ean Belot、 そ の 他 の 何人 か は 、 心 理学 の 知 を 再発 見 し た 、 と 言う より も 、 
再び 見 抜い た 。 

chiromancy 1S stlll occult, 


手相 占い は 未だ に 隠さ れ た 知 の まま で ある 。 

and one scarcely fimds traces ofit in the quite recent and Very 
interestmg work of dArpentigny. 

ダル ペン ティ ー ニ の 1839 年 の 非常 に 興味 深い 著書 「 手 の 知識 」 に 、 手 相 占 い の 痕 
跡 が 、 か ろう じ て 見 つか る だ け で ある 。 

In order to have sufficient notions Of it, one must remourt to the 
qaDalhistic sources themselVes 

手相 占い に つい て 十分 に 理解 する に は 、 カ バラ の 源泉 自体 に 再び 昇る 必要 が 有る 。 
from which the learned Cornelius Agrippa drew water 

学 の 有る コル ネリ ウス アグ リッ パ は 、 カ バラ の 源泉 か ら 、 知 と いう 水 を 流 ん だ 。 

It is, then, conVemuent to say a few words on the subject while waitimg 
for the work of our friend DesDarrolles. 

その た め 、 友 人 の Desbarrolles の 著作 を 待つ 間 に 、 手 相 占 い に つ いて 少し 話す の 
が 良い で あろ う 。 

The hand is the instrument of action in mam: 

手 は 、 人 の 動作 の 道具 で ある 。 

it is, ike the face, a sort of synthesis of the nervous system, and should 
also have features and physiognomyr 

顔 の 様 に 、 手 は 、 一 種 の 神経 系 の 総合 体 で 、 特 徴 や 外観 を 持っ て いる 。 

The character of the individual is traced there by undeniaDle signs. 
手 に は 、 否 定 で き な い 徴候 に よっ て 、 個 人 の 性 格 が 描か れ て いる 。 

Thus, among hands, some are laDorlous, Some are 1dle, some square 
and heavy, others insimuatimg and Hght. 

ある 手 は 働き 者 の 手 で あり 、 あ る 手 は 怠 情 な 人 の 手 で あり 、 あ る 手 は 角 ば っ て 重く 、 
ある 手 は 始 び て いて 軽い 。 

Hard and dry hands are made for strife and to 

硬い 乾燥 し た 手 は 、 戦 いや 労苦 の た め の 手 で ある 。 

soft and damp hands ask only for pleasure. 

柔らか い 湿 っ た 手 は 、 快 楽 だ け を 求め る 人 の 手 で ある 。 

Pointed fimgers are indulsitive and mystical, 

失っ た 指 は 、 好 奇 心 吐 盛 な 人 の 指 で あり 、 神 秘 的 な 人 の 指 で ある 。 

sduare fimgers mathematical, 

角 ば っ た 指 は 、 数 学 的 な 人 の 指 で ある 。 

spatulated fingers oDstimate and amDitious. 

へ ら 形 の 指 は 、 頑 固 な 人 の 指 で あり 、 野 心 家 の 指 で ある 。 

The thumD, pollex, the fimger of force and power corresDonds in the 
qabalistic symDolism to the first letter of the name of jehovah. 

親指 は 、 人 迫力 と 活力 の 指 で あり 、 カ バラ の 象徴 で は 神 の 名 前 ヤ ハ ウェ の 最初 の 文字 
イ ョ ッ ド に 対応 し て いる 。 

This finger is then a synthesis of the hand: 

その た め 、 親 指 は 、 手 の 統合 体 で ある 。 

Titis strong, the man is morally strong: 


強い 親指 の 人 は 、 精 神 的 に 強い 。 


fitis weak, the man is weak. 

弱い 親指 の 人 は 、 精 神 的 に 弱い 。 

It has three phalanges, 

親指 に は 、3 つの 関節 が 有る 。 

of which the first is hidden in the palm of the handl as the imaginary 
axtis Of the world traVerses the thickness of the earth. 

地球 の 想像 上 の 軸 が 地 の 厚 み を 通過 し て いる 様 に 、 親 指 の 付け 根 の 第 3 関節 は 、 
手のひら の 中 に 隠れ て いる 。 

This first phalanx corresponds to the physical Hfe, 

親指 の 付け 根 の 第 3 関節 は 、 物 質 的 な 命 に 対応 し て いる 。 

the second to the intelhgence, 

親指 の 第 2 関節 は 、 知 に 対応 し て いる 。 

the third to the wl. 

親指 の 指先 の 第 1 関節 は 、 意 思 に 対応 し て いる 。 

Greasy and thick palms denote sensual tastes and great force of physical 
jife: 

油 っ ぽ い 厚 い 手のひら は 、 肉 感 的 な 好み と 、 物 質 的 な 命 の 大 いな る 力 を 表す 。 

a thumDb which is 1ong, especially in its 1ast phalanx, reVeals a strong 
wil, which may go as far as despotismm: 

特に 指先 の 第 1 関節 が 長い 、 長 い 親 指 は 、 独 裁 に まで 行き 着く か も し れ な い 強 い 意 
思 を 表す 。 

short thumDbs, on the contrary, show characters gentle and eas1ly 
controlled. 

短い 親指 は 、 穏 や か で 制御 し 易い 性 格 を 表す 。 

The habitual folds of the hand determine its ines. 

手 の 習 慣 的 な 握り 方 は 、 手 の 線 を 決定 する 。 

These Hines are, then, the traces of haDits, 

その た め 、 手 の 線 は 、 習 慣 の 痕跡 で ある 。 

and the pattent oDserver wl know how to recognize them and how to 
judge them. 

我慢 強い 観察 者 は 、 手 の 線 の 識別 方 法 と 判断 方 法 を 知る で あろ う 。 

The man whose hand folds Dadly is clumsy or unhappy. 

手 の 握り 方 が 悪い 人 は 、 不 器用 で ある か 、 不 満 が 有る 。 

The hand has three principal functions: to grasp, to hold, and to handle. 
手 に は 、 と ら え て 、 に ぎり 、 あ つか うと いう 3 つの 重要 な 機能 が 有る 。 

The subtlest hands seize and handle Dest: 

手 は 、 繊 細 で ある ほど 、 良 く と ら え て 、 上 手 に あつ か える 。 

hard and strong hands hold 1onger 

手 は 、 硬 く 強 い ほ ど 、 長 くに ぎっ て いら れる 。 

Even the Hghtest wrinkles Dear witness to the haDitual sensations of the 
Organ. 

薄い 手 の 線 で すら 、 手 の 習慣 的 な 知覚 の 証拠 と 成る 。 

Each fimger has, Desides, a speclal function from which it takes its name. 


さら に 、 指 に すら 、 指 が 名 前 と し て 持つ 特別 な 機能 が 有る 。 

We have already spoken of the thumb: 

親指 に つい て は 、 す で に 話し た 。 

theindex is the finger which points out, 

人 差し 指 は 、 指 し 示す 指 で ある 。 

it is that ofthe word and of prophecyij 

人 差し 指 は 、 言 葉 と 予言 の 指 で ある 。 

the medius dominates the whole hand!, 

中 指 は 、 手 全体 を 統治 し て いる 。 

it is that of destimyi 

中 指 は 、 運 命 の 指 で ある 。 

the ring-fimger is that of alhances and of honours: 

楽 指 は 、 結 合 と 名 誉 の 指 で ある 。 

chiromancers haVe consecrated it to the sun: 

手相 占い は 、 薬 指 を 太陽 に ささ げ て いる 。 

the Httle fimger is insinuatimg and talkative, at least, so say simple folk 
and nursemaids, whose Httle fimger tells them so much. 

小指 は 、 ほ の めか す 、 お し ゃ べり な 指 で ある 、 と 少な く と も 庶民 や 子守 り を する 女性 は 
話し て いる 。 小 指 は 、 非 常に 多数 の 事 を 庶民 や 子守 り を する 女性 に 教え て いる 。 
The hand has seven protuDerances 

手のひら に は 、7 つの 膨らみ 、7 つの 丘 が 有る 。 

which the qaDalists, following natural analogies, have attriDuted to the 
SeVen Dlanets: 

自然 の 類推 可能 性 に 従っ て 、、 カ バリ スト は 、 手 の ひら の 7 つの 膨らみ 、7 つの 丘 を 7 
惑星 に ささ げ て いる 。 

that of the thumD, to Venus: 

カバ リス ト は 、 親 指 の 膨らみ を 金星 に ささ げ て いる 。 

that of the index to jupiter: 

カバ リス ト は 、 人 差し 指 の 膨らみ を 木星 に ささ げ て いる 。 

that of the medius, to Saturnm: 

カバ リス ト は 、 中 指 の 膨らみ を 土星 に ささ げ て いる 。 

that of the rimg-fimger to the Sun: 

カバ リス ト は 、 薬 指 の 膨らみ を 太陽 に ささ げ て いる 。 

that of the jittle fimger to Mercuryi: 

カバ リス ト は 、 小 指 の 膨らみ を 水星 に ささ げ て いる 。 

the two others to Mars and to the Moon. 

カバ リス ト は 、 小 指 側 の 手首 の 近く の 膨らみ を 月 に ささ げ て いる 。 カ バリ スト は 、 木 星 
丘 と 金星 丘 の 間 の 丘 を 第 1 火星 陸 と し て 火星 に ささ げ て いる 。 カ バリ スト は 、 水 星 丘 
と 月 丘 の 間 の 丘 を 第 2 火星 丘 と し て 火星 に ささ げ て いる 。 

Accordimg to their form and their predominance, they judged the 
inchmations, the aptitudes, amd conseduently the probable destimies of 
the individuals who submitted themselves to their judgment. 


手のひら の 7 つの 丘 の 形 と 統治 の 7 惑星 に 従っ て 、、 カ バリ スト は 、 相 談 者 の 傾向 、 
能力 、 起 こり そう な 個人 の 運命 を 判断 する 。 

There is n0 Vice which does not leaVe its trace, no Virtue which has not 
1tS S1gm. 

痕跡 を 残さ な い 悪 徳 は 存在 し な いし 、 痕 跡 を 残さ な い 徳 も 存在 し な い 。 

ThUS, 

その た め 、 

for the traimned eyes of the oDserver no hyDocr1sy 1S DOSS1Dle. 

鍛錬 され た 観察 眼 を 外見 で だ ます 事 は 不可 能 で ある 。 

One wl understand that such a science 1s already a Dower Indeed 
sacerdotal and royal. 

「 鍛 錬 さ れ た 観察 眼 を 外見 で だ ます 事 は 不可 能 で ある 。」 様 な 知 は 、 す で に 、 王 者 の 
力 で あり 、 祭 司 の 力 で ある 、 と 人 は 理解 で きる で あろ う 。 

The prediction of the principal events of life is already possiDle Dy 
means of the numerous analogical DroDaDilhtes of this oDserVvation: 
手相 な どの 観察 に よる 多数 の 類推 可能 な 見 通し に よっ て 、 人 生 の 重要 な 出来 事 の 
予見 は 、 す で に 、 可 能 で ある 。 

Dut 

7 ん ey | ウ の 

there exists a faculty called that of presentirments or senSitiVism. 

予感 や 超 感 覚 と 呼ば れ て いる 能力 が 存在 する 。 

Events exist often in their causes Defore realizing themselves in actior: 
多く の 場合 、 実 現す る 前 に 、 実 現 中 に 、 結 果 は 原因 の 中 に 存在 する 。 

sensitiVes see Int advance the effects in the causes. 

敏感 な 人 は 、 事 前 に 、 原 因 の 中 に 結果 を 見 る 。 

PreVlous to all great events, there haVe Deen most astomishing 
predictions. 

全て の 大 事件 の 前 に は 、 和 驚く べき 予言 が 存在 し て いる 。 


Im the reign of Louis Philippe We heard sleeD-walKers and ecstatics 
anmounce the return of the Empire, and specify the date of its cormimg. 
中 略 

The Republic of 1848 Was clearly announced in the prophecy of OrVal, 
which dated at least from 1830 and which we strongly suspect to De, jike 
those works attriDuted to the Drothers OHVarius, the posthumous Work 
of Mile. Lenormand. 


This is a matter of little irmportance in this thesis. 


That magnetic light which causes the future to apDDpear 

磁気 の 光 、 星 の 光 は 、 未 来 を 実現 させ る 。 

also causes things at present existimg, Dut hidden, to De guessedi: 
星 の 光 は 、 隠 され て いる が 、 現 在 、 存 在 し て いる 物事 を 推測 させ る 。 

aS 

な ぜ な ら 、 

it is the universal life, 

星 の 光 は 、 普 遍 の 命 で ある 。 

it is also the agent of human sensiDihty, 

また 、 星 の 光 は 、 人 の 感覚 の 代行 者 で ある 。 

transrruttmg to some the sickness or the health of others, accordimg to 
the fatal influence of contracts, or the laws of the will. 

結婚 と いっ た 契約 の 不可 避 の 感化 に 従っ て 、 また は 、 意 品 、 意思 の 法 に 従っ て 、 星 の 光 は 、 
他 者 の 健康 や 病気 を ある 者 に 伝染 させ る 。 

It is that which explans the power of Denedictions and of Dewitchments 
SO clearly recogm1zed Dy the great adepts, and aDove all Dy the 
wonderful Paracelsus. 

星 の 光 は 、 特 に 不思議 お な パラ ケル スス と いっ た 大 いな る 達 道 者 達 が 明らか に 認め 
た ほど の 、 祝 福 と 呪い の 力 を 説明 する 。 
An acute and judiclous critic, Mr Ch. Fauvety, in an article published Dy 
the "Revue philosophique et relgieuse," aDDreciates in a remarkaDle 
manner the adVanced works of Paracelsus, of Pomponacius, Of 
Goglienus, or Crolhs, amd of RoDert Fludd on magnetlsTn. 

「 哲 学 と 宗教 の 評論 」 で 公表 され た 記事 で 、 鋭 い が 慎 重 な 評 論 家 Ch. Fauvety は 、 
注目 する べき 形 で 、 パ ラケル スス 、Pomponacius、Goglienus や Crollis、 ロ バー ト 
フル ッ ド の 磁気 、 星 の 光 に つい て の 先進 的 な 著作 を 高く 評価 し て いる 。 

But 

し か し 、 

what our learned friend and collaborator studies Only as a 
philosophical curiosity, Paracelsus and his followers practised without 
beimg Very anxlous that the world should understand it 

友人 で 学 の 有る Ch. Fauvety と 協力 者 が 哲学 的 な 好奇 心 の た め だ け に 研究 し て 
いる 事 を 、 パ ラケル スス と パラ ケル スス の 後継 者 達 は 、 大 衆 が 理解 する 事 を 正 に 望 
まな いで 、 実 践 し た 。 

for 

な ぜ な ら 、 

it was for them one ofthose traditonal secrets with regard to which 
sllence 1s necessary, amd which it is sufficient to indicate to those who 
know, leaving always a Vell upon the truth for the ignorant. 


パラ ケル スス 達 に と っ て 、 星 の 光 の 知 は 、「 大 衆 に 対し て は 沈黙 が 必要 で ある 。」 事 と 
「 無 学 な 大 衆 に 対し て は 常に ヴェ ー ル で 隠し た まま に し て いる 真理 を 知 者 に だ け 示 
す だ け で 十分 で ある 。」 事 を 考慮 する べき 、 口 伝 する の み の 秘 密 の 1 つ で あっ た 。 


NOW 

と と の で 、 

here is what Paracelsus reserVed for initiates alone, and what we have 
understood through deciphering the qaDahistc characters, and the 
allegories of which he makes use in his Work: 

下記 は 、 パ ラケル スス が 秘伝 伝授 者 の た め だ け に 取っ て お いた 物 、 カ バラ の 文字 と 、 
パラ ケル スス が 著書 で 使用 し て いる 象徴 を 解読 し て こ エ リフ ァ ス レヴ ィ が 理解 し た 事 
で ある 。 


The human soul is material: 

人 の 魂 は 、( 神 に と っ て は ) 物 質 で ある 。 

the divine "mens" is offered to it to immortalize it and to make it IiVe 
Spritually andindividually, 

神 は 、 人 の 魂 を 不死 化す る た め に 、 人 の 魂 を 精神 的 に 個性 的 に 生き させ る た め に 、 
神 の 様 に 「 考 える 力 」 を 人 の 魂 に 与え て いる 。 

Dut 

SE 

its natural suDstance is fluidic and collectiVe. 

人 の 魂 の 自然 な 本 質 は 、 流 動 的 で あり 、 共 同 的 で ある 。 

There are, ther, in man, two HOes: the individual or reasonaDle Hife, and 
the common or instimctiVe life. 

その た め 、 人 の 中 に は 、 個 人 的 な 論理 的 な 命 と 、 共 同 的 な 直感 的 な 命 と いう 2 つの 
命 が 存在 する 。 

It is by this ]atter that one canl Ve in the Dodies of others, 

共同 的 な 直感 的 な 命 に よっ て 、 人 は 、 他 人 と の 集団 の 中 で 生き る 事 が で きる 。 

S1T1Ce 

な ぜ な ら 、 

the umiversal soul, of which each nervous Organlsrm has a seDparate 
COnsciousneSS, 1s the same for all. 

各 人 の 神経 組織 に は 普遍 の 魂 に よる 個別 の 意識 が 有る が 、 普 遍 の 魂 は 全て の 人 に 
と っ て 同一 で ある 。 

We He in a common and umiversal life in the emDryoruc state, in 
ecstasy, and in sleep. 

人 は 、 胎 児 の 状態 で は 、 共 同 的 な 普遍 の 命 の 中 で 、 忘 我 状 態 で 、 眠 っ て 、 生 き て いる 。 
In sleep, in fact。 reason does not act, and 1ogic, when it mingles in our 
dreams, Only does so Dy chance, in accordance with the accidents of 
Durely Dhysical remm1m1scenCeSs. 


実際 、 眠 っ て いる 時 は 、 人 の 理性 は 、 働 か ず 非 論理 的 で あり 、 純 粋 な 肉体 の 記憶 の 
根拠 の 無い 出来 事 に 従っ て 根拠 が 無い まま 夢 の 中 に 入る 。 

In dreams, We haVe the consciousness of the umiversal life: 

夢 を 見 て いる 時 、 人 に は 、 普 遍 の 命 の 意識 が 有る 。 

we mimgle ourselves with water fire, air and earth: 

夢 を 見 て いる 時 、 人 は 、 地 水 火 風 の 四 大 元素 と 混ざり 合う 。 

we HIY hke Dirds: 

夢 を 見 て いる 時 、 人 は 、 鳥 の 様 に 空 を 飛ぶ 。 

We chmD Iike squnrrels: 

夢 を 見 て いる 時 、 人 は 、 リ ス の 様 に 木 に 登る 。 

We CraWl Iike serpents: 

夢 を 見 て いる 時 、 人 は 、 蛇 の 様 に 店 ( は ) う 。 

we are Intoxlcated with astral light: 

夢 を 見 て いる 時 、 人 は 、 星 の 光 で 本 町 し て いる 。 

we plunge Into the common reserVo1r 

夢 を 見 て いる 時 、 人 は 、 星 の 光 の 共通 の 貯蔵 所 に 沈む 。 

as happens in a more complete manner In death: 

死ん だ 時 、 人 は 、 夢 を 見 て いる 時 より も 完全 な 形 で 、 星 の 光 の 共通 の 貯蔵 所 に 沈む 、 
様 に 。 

but then (and it is thus that Paracelsus explains the mysteries of the 
other life) 

し か し 、 死 ん だ 時 、 パ ラケル スス の 「 あ の 世 」 の 神秘 の 説明 に よる と 、 

the wickedl that is to say those who have allowed themselves to De 
domimated by the instimct of the Drute to the prejudice of human 
reaSsO, are drOowned in the ocean of the commonr Hife with all the 
anguish of eternal death: 

悪人 、 言 い 換 える と 、 理 性 を 損失 し て 動物 的 な 先天 的 な 物 で ある 肉欲 の 奴 痕 で あっ 
た 人 は 、 永 遠 の 死 の 苦し み と 共 に 、 共 同 的 な 命 の 大 海 の 中 に 引き ずり 込ま れる 。 
the others swim upon it, amnd enjoy for eVer the riches of that fluid gold 
which they have succeeded in dormimatimg. 

本 当 に 正しい 人 は 、 共 同 的 な 命 の 大 海 の 上 へ 泳い で 浮上 し て 、 統 治 に 成功 し た 星 
の 光 と いう 流体 の 黄金 と いう 冨 を 永遠 に 楽し む 。 

This identity of all physical hfe permmits the stronger souls to DOSSseSs 
themselves of the existence of the others, and to make auxiliaries of 
them: 

物質 的 な 命 の 星 の 光 と いう 大 海 に よる 一 体 化 は 、 強 い 魂 に 他人 の 存在 を 所 有する 
事 と 、 他 人 を 補助 者 に 変え る 事 を 許す 。 

1t exDplains sympathetc currents either near or distant, and gives the 
whole secret of 0ccult medicine, 

「 物 質 的 な 命 の 星 の 光 に よる 一 体 化 が 、 強 い 魂 に 他人 の 存在 を 所 有する 事 と 、 他 人 
を 補助 者 に 変え る 事 を 許す 。」 事 は 、 近 く て も 遠く て も 共感 する 星 の 光 の 流れ を 説明 
し て 、 隠 され た 薬 の 秘密 を 全て も た ら す 。 

Decause 


な ぜ な ら 、 

the principle of this medicine is the grand hypothesis of umiversal 
analogies, and, attriDutimg all the phenomena of physical life to the 
umiversal agent, teaches that one must act upon the astral Dody in order 
to react upor the material VisiDle Dody: 

隠さ れ た 楽 の 原理 は 、 普 遍 の 類推 可能 性 に よる 大 いな る 仮定 で あり 、 物 質 的 な 命 
の 現象 は 普遍 の 代行 者 で ある 星 の 光 が 原因 で ある と し て 、 物 質 的 な 目 に 見 える 肉 
体 へ 反作用 させ る に は 、 星 の 光 に 働き か ける 必要 が 有る 事 を 教え る 。 

it teaches also that the essence of the astral light is a douDble movement 
of attraction and repulsion: 

また 、 隠 され た 楽 の 原理 は 、 星 の 光 の 本 質 は 引き 寄せ る 運動 と 兵 け る 運動 の 二 重 の 
運動 で ある 事 を 教え る 。 

]ust as human Dodies attract and repel one another 

正 に 、 人 の 肉体 同士 は 相互 に 引き 寄せ 合っ た り 兵 け 合 っ た りす る 、 様 に 。 

they can also aDsorD themselves, extend one into another and make 
exchanges: 

また 、 人 の 肉体 同士 は 、 一 方 が 他方 を 吸収 し た り 、 一 方 が 他方 の 中 へ 広がっ た り 、 
一 方 を 他方 と 交換 し た り で きる 、 様 に 。 

the ideas or imaginmations of one can influence the form of the other 
and suDseduently react upon the exterior Dody. 

ある 人 の 考え や 想像 は 、 他 者 の 形 に 感化 を 与え る 事 が で き 、 ま た 、 結 果 的 に 、 外 的 な 
肉体 に 反作用 させ る 事 が で きる 。 

Thus are Droduced the so strange phenomena of maternal impresSs1OnS, 
「 あ る 人 の 考え や 想像 が 、 他 者 の 形 に 感化 を 与え る 事 が で きる 。」 事 は 、 母 の 印象 に 
よる 胎児 へ の 不思議 な 現象 を も た ら す 。 

thus the neighbourhood of invalids gives Dad dreams, 

「 あ る 人 の 考え や 想像 が 、 他 者 の 形 に 感化 を 与え る 事 が で きる 。」 事 に よっ て 、 病 人 
の 近く で は 悪夢 が も た ら さ れる 。 

and thus the soul Dreathes in something unwholesome when in the 
COImpany of fools amd Kmaves. 

「 あ る 人 の 考え や 想像 が 、 他 者 の 形 に 感化 を 与え る 事 が で きる 。」 事 に よっ て 、 愚 者 
や 悪人 が 同席 し て いる と 、 魂 は 不 健 全 な 精神 的 な 物 を 吸い 込ん で し まう 。 

One may remark that in Doarding-schools the children tend to 
assimilate in physiognomyi 

全寮 制 の 学校 の 学童 達 は 顔つき が 似る 傾向 が 有る 、 事 に 人 は 気づく で あろ う 。 
each place of education has, so to speak, a family air which is peculiar 
to 1t. 

各 教 育 現 場 に は 、 各 教育 現場 独特 の 家族 的 な 空気 が 有る 、 と 言え る 。 

In orphan schools conducted Dy nuns all the girls resemDle each other 
and all take on that obedient and effaced physiognomy which 
character1Zzes asCet1c education. 

修道 女 が 運営 する 、 女 の 子 の 孤児 の た め の 学校 で は 、 少 女 達 は 相互 に 似る し 、 禁 欲 
的 な 教育 の 特徴 で ある 、 従 順 で 目立た な い 顔 つき に 成る 。 


Men become handsome in the school of enthusiasm, of the arts, and of 
glory: 

熱意 が 有る 学校 、 美 術 や 芸術 の 学校 、 名 誉 ある 学校 で は 、 人 は 、 美 し く 成 る 。 

they Decome ugly in prison, and of sad countenance in sermmaries and 
1n COnVents. 

人 は 、 宇 獄 で は 本 く 成り 、 神 学校 や 修道 院 で は 悲し い 顔 つき に 成る 。 

Here 1t will De understood we leaVe Paracelsus, in order that we may 
inVestigate the conseduences and applications of his ideas, which are 
sumply those of the ancient magi, and to study the elements of that 
physical Qabalah which we call magic. 

上 記 ま で で 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 簡 潔 に 言え ば 古代 の マギ の 考え で ある パラ ケル ス 
ス の 考え の 結果 と 応用 を 探求 する た め に 、 魔 術 と 呼ん で いる 物理 の カバ ラ の 基礎 を 
探求 する た め に 、 パ ラケル スス の 考え の 話 を 離れ た 、 と 理解 する で あろ う 。 
Accordimg to the qaDalistic Drinciples formulated by the school of 
ParacelsuS, 

パラ ケル スス の 学派 が 表明 し て いる カバ ラ の 諸 原 理 に よる と 、 

death is nothing Dut a slumDber ever growimg deeper and more defimte, 
死 は 、 常 に 、 よ り 深 まっ て 行く 、 よ り 確 か に 成っ て 行く 、 眠 り で し か な い 。 

a slumDer which it would not De impossiDle to stop in its early stages Dy 
exeTCcls1ng a DOWerful action of wl on the astral Dody as it Dreaks 1oose, 
死 は 、 初 期 で は 、 肉 体 か ら 解放 され よう と し て いる 星 の 体 に 意思 の 強い 作用 を 発揮 
し て 、 止 め る 事 が 可能 で ある 、 眠 り で ある 。 

and by recalhng it to Hfe through some powerful interest or some 
domimatimg affection. 

死 は 、 何 ら か の 強い 好奇 心 か 、 何 ら か の 支配 的 な 愛情 を 通じ て 、 星 の 体 を 命 に 呼び 
戻し て 、 止 め る 事 が 可能 で ある 、 眠 り で ある 。 

]esus expressed the same thought when he said to the daughter of 
Jairus: "The maiden is not dead, Dut sleepeth": and of Lazarus: "Our 
friend is fallen asleep, and I go to wake him.“ 

イエ ス は 、 マ ルコ に よる 福音 5 章 39 節 で ヤ イ ロ の 娘 に つい て 「 少 女 は 、 死 ん で いる 
の で は な く 、 眠 っ て いる 。」 と 話し て 、 ま た 、 ヨ ハネ に よる 福音 11 章 11 節 で ラ ザ ロ に 
つい て 「 私 達 の 友人 ラ ザ ロ が 眠っ た の で 、 起 こし に 行く 。」 と 話し て 、「 死 は 眠り で あ 
る 。」 と いう 考え を 表し て いる 。 

To express this resurrectorust systerm in such a manner as not to offend 
commonr sense, Dy which we mean generally-held opinions, let us say 
that 

下記 の 様 に 、 常 識 を 破 ら な い 様 に 、 イ エス と いう 復活 させ る 人 の 「 死 は 眠り で ある 。」 
と いう 考え を 表す た め に 、 一 般 に 考え られ て いる 意見 を 利用 し て 、 話 そう 。 

death, when there is no destruction or essential alteration of the 
physical organs, 1S always Dreceded Dy a lethargy of varyimg duration. 
肉体 の 器官 が 破壊 され て いな いか 、 肉 体 の 器官 の 本 質 の 変化 が 無けれ ば 、 常 に 、 
死 よ り 先 に 、 多 様 な 期間 の 皆 睡 状態 が 起き る 。 


(The resurrection of Lazarus, if we could admmit it as a scientific fact 
would proVve that this state may 1ast for four daySs.) 

(ヨハ ネ に よる 福音 11 章 39 節 「 ラ ザ ロ が 死ん で か ら 4 日間 が 経過 し て いる 。」 と い 
う 話 を 人 が 科学 的 な 事実 と し て 認め た 場合 、 ラ ザ ロ の 復活 は 、 死 の 前 の 縛 睡 状態 
が 4 日 間 も 続 く 場 合 が 有り 得る 事 を 証明 し て いる 。) 


Let us noOW Come to the secret of the Great Work, 

それ で は 、 大 作業 の 秘密 に 至 ろ う 。 

which we have given only In Hebrew, without vowel points, in the 
"Ritual of The High Magic." 

「 高 等 魔術 の 教理 と 祭儀 」 で 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 母 音符 号 が 無い ヘブライ 語 だ け 
で 、 大 作業 の 秘密 を も た らし て いた 。 

Here is the complete text in Latm, as one fimds in on page 144 ofthe 
SeDpher Yetzirah, commented by the alchemist Abraham (Amsterdamm, 
1642): 

下記 は 、 錬 金 術 師 アブ ラ ハ ム が 注釈 し た 「 形 成 の 書 」( ア ム ス テ ル ダム 1642 年 版 ) 
の 144 ペー ジ に 見 つけ た 、 大 作業 の 秘密 に つい て の 、 ラ テン 語 に よる 完全 な 文 で あ 
る 。 


SEMITA XXXI( = PATH XXXTI) 

経路 31 

Vocatur intelhgentia Derpetua:( = It-is-called eternal intelhigence:) 

経路 31 は 、 永 遠 の 知 と 呼ば れ て いる 。 

et quare VOCatur ita?( = And why It-is-called so?) 

それ で は 、 な ぜ 、 経 路 31 は 、 永 遠 の 知 と 呼ば れ て いる の か ? 

Eo duod duc1t motum solis et lumae juxta Constituttonem eOrUTm: 
utrumdue In orDe siDi conVeniente.( = It which leads move of sun and of 
moor, Deside their constitution: suitable-for both orDits themselves.) 

な ぜ な ら 、 経 路 31 は 、 太 陽 と 月 の 横 で 、 太 陽 の 独自 の 軌道 と 月 の 独自 の 軌道 の 両 
方 に 相応 し く 、 太 陽 と 月 の 動き を 導く 。 


RabDi Abraham F.. D.. dicit:( = Rabbi Abraham F.. D.. says:) 
ラビ の アブ ラ ハ ム F.〔. D.. の 注釈 

Semta trigesIma DrIma Vocatur intelligentia Derpetua:( = Path thty 
first is-called eternal intellhigence:) 

経路 31 は 、 永 遠 の 知 と 呼ば れ て いる 。 

et iia ducit solem et lunam et reliqguas(* っ relhiquias) Stellas et figuras, 
unum duoddue in OrDe suo,( = And that leads sun and moon and the- 
rest Stars and figures, each OrDit itS-0WTL) 


そし て 、 経 路 31 は 、 太 陽 を 太陽 の 独自 の 軌道 で 導き 、 月 を 月 の 独自 の 軌道 で 導き 、 
残り の 星々 を 各 星 の 独自 の 軌道 で 導き 、 諸 々 の 形 を 導く 。 

et impertt ommibus creatts juxta disDOsitionem ad sigma et figuras.( = 
and imparts all created Deside disposition to signs and figures.) 

また 、 経 路 31 は 、 諸 々 の 象徴 と 形 に 相応 し い 配 置 で 、 全 て の 被 造 物 を も た ら す 。 


Here is the French translation of the HeDrew text which we have 
transcriDed in our ritual: 

下記 は 、「 高 等 魔術 の 祭儀 12 章 」 に 書き 写し て いた へ ブラ イ 語 の アブ ラ ハ ム の 文 の 、 
フラ ンス 語 訳 ( の 英訳 ) で ある 。 


The thirty-first path is called the perpetual intellhigence: 

経路 31 は 、 永 遠 の 知 と 呼ば れ て いる 。 

andit goVerns the sum and the moon, and the other stars and figures, 
each im its resDectVe OrD. 

経路 31 は 、 太 陽 を 太陽 の 軌道 で 統治 し 、 月 を 月 の 軌道 で 統治 し 、 残 り の 星々 を 各 
星 の 軌道 で 統治 し 、 諸 々 の 形 を 統治 する 。 

And it distriDutes what is needful to all created things, accordimg to 
their disposition to the signs and figures. 

経路 31 は 、 諸 々 の 象徴 と 形 に 相応 し い 配 置 で 、 全 て の 被 造物 に 必要 な も の を 配置 
する 。 


」 


This text, one seeSs, 1S stlll perfectly 0Dscure for whoeVver is not 
acqualnted with the characteristic Value of each of the thirty-two paths. 
上 記 は 、「32 の 経路 」 の 、 数 や ヘブライ 文字 の 独自 の 意味 を 知ら な い 人 に と っ て は 、 
未だ に 完全 に 不明 で ある 、 と 理解 で きる で あろ う 。 

The thirty-two paths are the ten numDers and the twenty-two 
hieroglyphic letters ofthe Qabalah. 

「32 の 経路 」 は 、 数 1 か ら 数 10 まで の 数 と 、22 文字 の カバ ラ の 象形 文字 で ある へ 
ブラ イ 文 字 で ある 。 

The thirty-first refers to , 

経路 31 は 、21 番目 の へ ブラ イ 文 字 シ ュ ィ ン (⑦ ゆ ) と 対応 し て いる 。 

which represents the magic 1amp, or the light Detween the horns of 
Baphomet. 

シュ ィ ン (⑰) の 文字 の 形 は 、 魔 術 の ラン プ や 、 バ フォ メッ ト の 2 本 の 角 の 間 の 光明 を 表 
す 。 
It is the qaDalistic sign of the OD, or astral light, with its two poles, and 
its Dalanced centre. 


シュ ィ ン ( ゆ ) の 文字 の 形 は 、 両 極 と 、 両 極 と つり 合っ て いる 中 心 で あり 、 オ ド 、 星 の 光 の 
カバ ラ の 象徴 で ある 。 

One kmows that in the ]anguage of the alchermist the sum signifies gold!, 
the moon silver and that the other stars or planets refer to the other 
metals. 

錬金術 師 の 言葉 で は 、 太 陽 は 黄金 を 意味 し 、 月 は 銀 を 意味 し 、 残 り の 星々 また は 残 
り の 惑星 は 残り の 金属 を 意味 する 、 事 は 知ら れ て いる 。 

One should now De able to understand the thought of the jew Abraham. 
で は 、 へ ブラ イ 人 アブ ラ ハ ム の 考え が 理解 で きた で あろ う 。 

The secret fire of the masters of alchemy was, them, electricity: 
錬金術 師 の 秘密 の 火 は 、 電 気 で ある 。 

and there is the Detter half of their grand arcanurm: 

電気 に 、 錬 金 術 師 の 大 いな る 秘密 の 半分 は 存在 する 。 

Dut 

7oy ん el 

they knew how to equilibrate its force Dy a magnetic influence which 
they concentrated in their athanor 

錬金術 師 は 、 錬 金 炉 に 集め た 磁気 の 感化 に よっ て 、 電 気 の 力 を つり 合わ せる 方 法 を 
知っ で いた 。 

This is what results from the oDscure dogrmas of Basil Valentime, of 
Bernard Trevisaru and of Henry Khunrath, 

上 記 は 、 バ シレ ウス ヴァ レン ティ ヌス 、 ベ ルナ ー ル トレ ヴィ サン 、 ハ イン リッ ヒ クン ラー 
ト の 不明 な 教え か ら も た ら さ れる 知 で ある 。 

who, all of theml pretended to have worked the transmutation, Hike 
Raymond Lully, ike Arnaud de Villeneuve, and ike Nicholas Flamel. 
ライ ムン ドゥ ス ルル ス 、 ア ルナ ルド ゥ ス デ ビラ ノバ 、 ニ コラ フラ メル の 様 に 、 バ シレ ウ 
ス ヴァ レン ティ ヌス 、 ベ ルナ ー ル トレ ヴィ サン 、 ハ イン リッ ヒ クン ラー ト は 、 黄 金 を 錬 金 
し た と 主張 し て いる 。 

The umnversal light, when it magnetizes the worlds, is called astral light 
普 の 光 は 、 諸 世界 を 磁化 する 時 は 、 星 の 光 と 呼ば れる 。 

when it forms the metals, one calls it azoth, or philosophical mercuryi 
普遍 の 光 は 、 諸 金属 を 形成 する 時 は 、Azoth、 錬 金 術 師 の 水銀 と 呼ば れる 。 
whenit giVes lfe to amimals, it should De called amimal magnetismm. 
普遍 の 光 は 、 命 を 動物 に も た ら す 時 は 、 動 物 磁気 と 呼ば れる 。 

The Drute is suDject to the fatahties of this light 

動物 的 人 間 は 、 星 の 光 に よる 必然 に 従う 。 

man is aDle to direct 1t. 

正しい 人 は 、 星 の 光 を 傾け る 事 が で きる 。 

It is the intelhgence which, Dy adaptmg the sign to the thought, creates 
formms and imageSs. 

星 の 光 は 、 象 徴 を 概念 に 適用 し て 、 諸 々 の 形 と 映像 を 創造 する 、 知 的 存在 、 神 の 聖 
鼓 で ある 。 

The umiversal light is jike the divme imagination, 


星 の 光 は 、 神 の 想像 力 に 似 て いる 。 

and this world, which changes ceaselessIy yet ever remairming the same 
wrth regard to the laws of its configuration, is the Vast dream of God. 
絶え 間 無 く 変 化す る が 、 形 の 法 は 常に 同一 の まま で ある 、 こ の 世 は 、 神 の 広大 な 夢 
で ある 。 

Man formulates the light by his imagination: 

人 は 、 想 像 力 に よっ て 、 星 の 光 を 形 に する 。 

he attracts to himself the jight in sufficient quantities to giVe suitaDle 
formms to his thoughts and even to his dreams: 

人 は 、 自 分 の 思考 や 夢 に 相応 し い 形 を も た ら す の に 十分 な 量 の 、 星 の 光 を 引き 寄せ 
る 。 

this light oVercomes hm, せ he drowns his understanding in the forms 
which he evokes, he is mad. 

星 の 光 が 人 を 圧倒 し て いる 時 に 、 人 が 理解 力 を 、 呼 び 出し た 諸 形 態 に 湧 れ させ る 場 
合 は 、 狂 う 羽 目 に 成っ て し まう 。 

But the fluidic atmosphere of madmen is often a poison for totterimg 
reasOn and for exalted imaginations. 

狂人 に よる 流体 の 大 気 、 狂 人 に よる 星 の 光 の 大 気 は 、 多 く の 場 合 、 理 性 が よろ めい 
て いる 人 に と っ て 、 ま た 、 想 像 力 が 強まっ て いる 人 に と っ て 、 毒 と 成る 。 

The forms which the over-excited imagination produces in order to lead 
astray the understanding, are as real as photographic images. 

興 稚 し 過ぎ た 想像 力 が 、 理 解 力 を だ ます た め に も た ら す 幻 の 形 は 、 写 真 と 同じ くら い 、 
現実 的 で ある 。 

One could not see what does not exist. 

存在 し な いも の は 見 る 事 が で き な い 。 

The phantoms of dreams, and even the dreams of the waking, are then 
real images which exist in the Hght. 

その た め 、 夢 の 幻 や 、 白 昼 夢 の 幻 は 、 星 の 光 の 中 に 存在 する 現実 的 な 映像 で ある 。 
There exist, Desides these, contaglous hallucmations. 

さら に 、 伝 染 す る 幻覚 が 存在 する 。 

But we here affirm somethmg more than ordinary hallucinations. 

た だ し 、 ま ず は 、 普 通 の 幻覚 以上 の 何 物 か に つい て 話す 。 

T the images attracted Dy diseased brains are in some sense real, can 
they not throw them without themselves, as real as they relleve them? 
も し 病気 の 脳 が 引き 寄せ た 映像 が 、 あ る 意味 、 現 実に 存在 する の で あれ ば 、 病 気 の 
脳 は 、 映 像 を すく い 上 げた 時 と 同じ くら い 現 実に 存在 する 映像 を 自身 の 外 へ 放射 で 
さき な いか ? 

These images Drojected Dy the complete nervous organlsm of the 
medium, can they not affect the compete orgarusmm of those Wh0, 
Voluntarily or not. are in nerVous Sympathy wrth the medium? 

霊媒 師 の 完全 に 神経 質 な 脳 が 放射 し た 映像 は 、 意 識 的 に 、 ま た は 、 無 意識 的 に 、 霊 
媒 帥 と 神経 的 に 共感 し て いる 人 の 、 霊 媒 師 と 同じ くら い 神 経 質 な 脳 に 作用 し 得 な い 
が か が? 


The thmgs accomplhshed Dy Mr Home proVve that all this is possiDle. 
霊媒 師 ホ ー ム が 達成 し た 事 は 、「 病 的 に 神経 質 な 人 の 脳 は 、 映 像 を 放射 し て 、 病 的 
に 神経 質 な 他人 の 脳 に 作用 する 。」 事 が 可能 で ある と 証明 し て いる 。 
Now, let us reply to those who thimk that they see in these phenomena 
manifestations of the other world and facts of necromancy. 
それ で は 、 和 驚異 現象 で 、 あ の 世 が 出現 する の を 見 た と 思い 込ん だ り 、 降 圭 術 の 真実 
を 見 た と 思い 込ん だ り し て いる 人 に 答え よう 。 
We shall Dorrow our answer from the sacred Dook of the qaDalists, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 カ バリ スト の 神聖 な 書物 「 光 輝 の 書 」 か ら 答 え を 借り る つも り で 
ある 。 
and 
その た め 、 
in this our doctrine is that of the raDDis who compiled the Zohar 
下記 の 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 教え は 、「 光 輝 の 書 」 を 編集 し た ラビ 達 の 教え で も ある 。 


AXIOM 

原理 

The spirit clothes itself to descend, and strips itself to rise. 
霊 は 、 下 降 す る た め に 自ら 衣 を まとい 、 上 昇 す る た め に 自ら 衣 を 脱ぐ 。 


In fact: Why are created spirits clothed with Dodies? 

事実 、 な ぜ 、 被 造物 の 霊 達 は 肉体 を まとっ て いる の か ? 

It is that they must De Hrmited in order to have a Doss1Dle ex1stence. 

「 被 造物 の 霊 達 が 肉体 を まとっ て いる 。」 の は 、 存 在 で きる 様 に する た め に 、 自 身 を 制 

限 する 必要 が 有る か ら で あ る 。 

Stripped of all body, and Decome conseduently without Hrmit, created 

SD1rits Would lose themselves in the infimite, and from lack of the power 

to concentrate themselves somewhere, they would De dead and 

impotent everywhere, 1ost as they would De in the immensity of God. 

肉体 と 星 の 体 を 脱い だ 結果 と し て 、 制 限 が 無く 成る と 、( 未 熟 な ) 被 造物 の 霊 達 は 、 無 

思 の 自己 を 失い 、 自 己 の どこ に も 意識 を 集中 で き な く 成り 、 全 て の 場所 で 無知 、 
無能 、 無 力 に 成っ て 死に 、 神 の 広大 さ の 中 で 消失 する 。 

Al created spirits have, then, Dodies, some suDbtler some grOSSser 

aCCordimg to the surroundimgs in which they are called to HVe. 

その た め 、 全 て の 被 造 物 の 霊 達 は 、 神 が 生き る 様 に 求め て いる 環境 に 応じ て 、 あ る 

者 は 他 者 より 霊 妙 な 肉体 を 、 あ る 者 は 他 者 より 粗野 な 肉体 を 持つ 事 に 成る 。 

The soul of a dead man would, then, not De aDle to HiVe in the 

atmosphere of the 1iving, any more than We can HIve in earth or in 

water 

その た め 、 生 き て いる 人 が 地 中 や 水中 で 生き る 事 が で き な い 、 の と 同じ くら い 、 死 ん 

だ 人 の 魂 は 生き て いる 人 の 空気 の 大 気 の 中 で は 生き る 事 が で き な い 。 


For an ary, Or rather an ethereal, Spirit, 1t would De necessary to have 
an artficial Dody sirmlar to the apparatus of our OiVers, in order that it 
might comme tO US. 

空気 の 体 の 霊 、 と 言う より 、 エ ー テ ル の 体 の 震 は 、 生 き て いる 人 の 所 に 来る に は 、 潜 
水 服 に 似 た 人 工 の 肉体 が 必要 で ある 。 

All that we can see of the dead are the reflections which they have left 
In the atmospheric hght, 

生き て いる 人 が 死ん だ 人 に つい て 見 る 全て の 物 は 、 死 ん だ 人 が 大 気 的 な 星 の 光 の 
中 に 残し た 鏡像 で ある 。 

light whose imprints We evoke Dy the sympathy of our memories. 
生き て いる 人 は 、 星 の 光 の 中 の 死ん だ 人 の 跡 を 、 記 憶 や 思い 出 に よる 共感 に よっ て 、 
呼び 出す の で ある 。 

The souls of the dead are aDove our atmosphere. 

死ん だ 人 の 魂 は 、 生 き て いる 人 の 空気 の 大 気 を ( 霊 的 に ) 超 越し て 存在 し て いる 。 
Our respiraDle air Decomes earth for them. 

生き て いる 人 が 呼吸 で きる 空気 は 、 死 ん だ 人 に と っ て は 土 の 様 な 物 と 成る 。 

This is what the Savlour declares in His Gospel when He makes the soul 
of a sannt say: "Now the great aDyss is established between us, and those 
who are aDoVe can no longer descend to those who are Delow.“ 
ルカ に よる 福音 16 章 の 「 金 持ち と ラ ザ ロ 」 の 例え 話 の 中 で 、 救 い 主 イエ ス は 、 死 ん 
だ 正しい 人 アブ ラ ハ ム の 魂 に 、「 大 き な 深 淵 が 固定 され て いて 、 こ ちら (で ある 上 ) か 
ら 、 あ な た た ちの ( 下 の ) 所 へ (下降 し て ) 渡 ろう と 思っ て も で き な い 。」 と 話さ せ て 、「 生 
さき て いる 人 が 呼吸 で きる 空気 が 、 死 ん だ 人 に と っ て は 土 の 様 な 物 と 成る 。」 事 を 話し 
て いる 。 

The hands which Mr Home causes to appear are, then, composed of air 
coloured Dy the reflection which his sick imagination attracts and 
DTO]jeCtS. 

その た め 、 霊 媒 師 ホ ー ム が 出現 させ た 不思議 な 手 は 、 霊 媒 師 ホー ム の 病 的 な 想像 
力 が 引き 寄せ て 放射 し た 映像 が 歪め て いる 空気 で 出来 て いる 。 

One touches them as one sees themm: 

ある 人 が 霊媒 師 ホ ー ム が 出現 させ た 不思議 な 手 を 見 た 様 に 、 あ る 人 は 霊媒 師 ホー 
ム が 出現 させ た 不思議 な 手 を 触っ た 。 

half illusion, half magnetic and nerVous force. 

霊媒 師 ホ ー ム が 出現 させ た 不思議 な 手 は 、 半 分 は 幻 で 、 残 り 半 分 は 星 の 光 と いう 磁 
気 的 な 神経 的 な 力 で 出来 て いる 。 


These, it seemms to US, are Very DreCc1se and Very clear exDplanations. 

中 略 

Letusreason a Httle with those who support the theory of apparitions 
from another World: 


Either those hands are real Dodies, or they are ilusions. 
If they are Dodies, they are, then, not sDir1ts. 


Tf they are illusions produced Dy mirages, either im US, Or outside 
OurSelVes, YOu admmit my argurment. 


NowW, One remark! 


It is that all those who suffer from luminous congestion Or ConttagiOUS 
somnamDulism, Derish by a violent or at least, a sudden death. 


It is for this reason that one used to attriDute to the devil the power of 
stramghmg sorcererSs. 


The excellent and worthy Lavater haDbitually evoked the alleged spirit of 
Gablidone. 


He was assassinmated. 


A lemonade-seller of Leipzig, Schroepfer evoked the amimated irmages 
of the dead. 


He Dlew out his Drainms wrth a Distol. 
One kmows what was the unhappy end of Cagliostro. 


Amisfortune greater than death itself is the only thing that can saVe the 
jife of these imprudent exDerimenters. 


They may Decome idiots or madmer, and then they do not die, if one 
watches oVer them with care to preverlt them from commmttimg sulcide. 


Magnetic maladies are the road to madnmess: 

磁気 、 星 の 光 の 病気 は 、 狂 気 へ の 道 で ある 。 

they are always Dorn from the hypertrophy or atrophy of the nerVvous 
SySterm. 

常に 、 神 経糸 の 肥大 か 姜 縮 が 、 星 の 光 の 病気 を も た ら す 。 


They resemDle hysteria, 

星 の 光 の 病気 は 、 病 的 な 興奮 に 似る 。 

which is one of their Varieties, 

病 的 な 興 奮 は 、 星 の 光 の 病気 の 一 種 で ある 。 

and are often produced either Dy excesses of cehbacy or those or(* っ 
Of) exactly the opposite kimd. 

多く の 場合 、 禁 欲 生 活 の し 過ぎ か 、 放 薄 生 活 の し 過ぎ が 、 星 の 光 の 病気 を も た ら す 。 
One knows how closely connected with the Drain are the organs 
charged Dy Nature wrth the accomplishment of her noblest work: those 
whose object is the reproduction of Deing. 

存在 の 増殖 と いう 、 自 然 の 気 高 い 務 め を 果たす 事 を 自然 が 課 し て いる 、 生 将 器 官 が 、 
いか に 脳 と 密接 に 結び つい て いる か 、 は 知ら れ て いる で あろ う 。 

One does not Violate with impumity the sanctuary of Nature. 

自然 の 聖 所 を 犯す と 必ず 罰 を 受け る 。 

Without risking his own Hfe, no one Hfts the veil of the great Is1s. 

大 いな る イシ ス の ヴェ ー ル を 持ち 上 げ る 人 は 、 命 を 危険 に 晒す 事 に 成る 。 

Nature 1S chaste, 

自然 は 貞 小 で ある 。 

andit is to chastity that she giVes the key of life. 

自然 は 命 の 鍵 を 貞 源 な 人 に 与え る 。 

To giVe oneself up to impure loVes is to plight one's troth to death. 
汚れ た 肉欲 に 身 を 委ね る 事 は 、 死 と 婚約 する 事 に 成る 。 

Liperty, which is the jife of the soul, 

自由 は 、 魂 の 命 で ある 。 

1S On1y preserVved in the order of Nature. 

自然 の 秩序 の 中 で の み 、 自 由 は 保持 され る 。 

EVery Voluntary disorder wounds it, Drolonged excess murders 1t. 
全て の 自発 的 な 無秩序 は 自由 を 傷つけ 、 長 期 の 過剰 は 自由 を 殺す 。 

Then, instead of Deimg guided and preserved Dy reason, One 1S 
apandoned to the fatalities of the eDbD and flow of magnetic light. 

自発 的 に 無秩序 に 成る と 、 理 性 が 導い て 保持 する 代わ り に 、 磁 気 の 光 、 星 の 光 の 満 
ち 引 き の 必 然 に 身 を 委ね る 事 に 成る 。 

The magnettc light devours ceaselessly 

磯 気 の 光 、 星 の 光 は 、 絶 え 間 無く 、 飲 み 込む 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

1t 1S always creatmg, 

星 の 光 は 、 常 に 、 創 造 し て いる 。 

amd DecauSe。, 

まり 7 

in order to Droduce contmually, one must aDsorD eternally. 

星 の 光 は 、 創 造 し 続け る た め に 、 永 遠 に 、 吸 収 す る 必要 が 有る 。 

Thence come homicidal mamnas and temmptations to comrrut sulcide. 


殺人 狂 や 自殺 衝動 は 、「 星 の 光 が 常 に 飲み 込 も うと する 。」 事 に 由来 する 。 

Thence comes that spirit of perVersity which Edgar Poe has descriDed in 
SO 1rmDreSs1Ve and accurate a manner 

エド ガー アラ ン ポー が 非常 に 印象 的 に 正確 に 描写 し た 倒錯 し た 心理 は 、「 星 の 光 
が 常に 飲み 込 も うと する 。」 事 に 由来 する 。 

and which Mr de Mirville would De right to call the devl. 

Mirville が 悪魔 と 正 に 呼ん で いる 倒錯 し た 心理 は 、「 星 の 光 が 常 に 飲み 込 も うと す 
る 。」 事 に 由来 する 。 

The devil is the giddiness of the intelhgence stupefied Dy the 
irresolution of the heart. 

如 魔 と は 、 人 の 心 の 優柔 不断 が 麻痺 させ た 、 人 の 知性 の めまい で ある 。 

It is a monomarua of nothingness, the lure of the aDyss: 

書 魔 と は 、 無 意味 な も の へ の 偏執 往 で あり 、 底 無し の 淵 へ の 誘惑 で ある 。 


imdependently of what it may De according to the decisions of the 
Catholic, Apostolic, and Roman faith, which we have not the temerity to 
touch. 

中 略 

As to the reproduction oOf signs and characters Dy that un1versal flud!, 
which we call astral hight, to deny its poss1Dihty would De to take Ittle 
aCCOunt Of the most ordinary Dhenomena of Nature. 


The mirage in the steppes of Russia, the palace of Morgan le Fay, the 
figures printed naturally in the heart of stones which Gaffael calls 
"gamahes," 


the monstrous deforrmites of certain children caused Dy Impressions Of 
the nightmares of their mothers, all these phenomena and many others 
prove that the light is full ofreflections and images which it Drojects 
and reproduces accordimg to the evocations of the imagination, of 
memory, Or Of desire. 

Hallucimation is not always an oODjectless reVer1e: 

aS SOOT asS eVery One SeeS a {thing it 1S certainly Vis1Dle: 


Dut 


this thing is aDsurd one must rigOTOUSIy Conclude that everybody 1s 
decelved or hallucimated Dy a real aDpearantCe. 


To say (for example) that in the magnetic partes of Mr Home real and 
Iivimg hands come out of the tables, true hands which some see, Others 
touch, and by which stlll others feel themselves touched without seenng 
them, to say that these really corporeal hands are hands of spirits, is to 
Speak hkKe children or madmen: 


1t impHes a contradiction im terms. 


But to deem that such or such apparitions, such or such sensations, are 
producedL is simmply to De sincere, and to mock the mockery of the 
normal ma 


evenl when these normal men are as wrtty as this or that editor of this or 
that cormic journal. 


These phenomena of the light which produce apparitions always 
apDDpear at eDochs when humaruty 1s in laDour. 

星 の 光 に よる 霊 の 出現 と いっ た 和合 異 現象 は 、 常 に 、 人 々 が 何 も の か を 産む た め に 苦 
し ん で いる 時 に 表れ る 。 

They are phantoms of the dehrium of the world-fever: 

星 の 光 に よる 霊 の 出現 と いっ た 父 異 現象 は 、 世 界 の 人 々 が 熱 に 苦し ん で 忘 我 状態 
で 見 る 幻覚 で ある 。 

it is the hysteria of a Dored society. 

星 の 光 に よる 霊 の 出現 と いっ た 父 異 現象 は 、 退 屈し て いる 社会 の 病 的 な 興 奮 で あ 
る 。 


Virgil tells us in fime Verse that im the tme of Caesar Rome was full of 
SDeCtTeS: 

中 略 

in the time of Vespasian the gates of the Temple of jerusalem opened of 
themselves, and a Voice was heard cryimg, "The gods depart.“ 


Now, when the gods depart, the devils return. 


Religious feeling transforms itself into superstition when faith is lost: 
真 の 宗教 が 姿 を 隠す と 、 人 の 宗教 的 な 感情 は 迷信 に 変わ る 。 

for 

な ぜ な ら 、 

SOuls need to DelieVe, 

人 の 魂 は 、 信 じ る 事 を 必要 と する 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

they thirst for hope. 

人 の 魂 は 、 希 望 に 飼え て いる 。 

How can faith De lost? 

な ぜ 、 真 の 宗教 は 姿 を 隠す 場合 が 有り 得る の か ? 

How can sclence douDt the infimite harmony? 

な ぜ 、 知 は 無限 の 調和 を 疑 え る の か ? 

BecauSe 

な ぜ な ら 、 

the sanctuary of the aDsolute is always closed for the majority. 
絶対 の 聖 所 は 、 大 衆 に は 常に 閉ざさ れ て いる 。 

But 

し か し 、 

the kingdomm of truth, which is that of God!, 

真理 の 王国 は 、 神 の 王国 で ある 。 

suffers Violence, and the violent must take it Dy force. 

マタ イ に よる 福音 11 章 12 節 「 天 の 王国 は 激しい 力 を 受容 する 。 激 し い 力 が 天 の 王 
国 を 勝ち 取る で あろ う 。」。 

There exists a dogma, there exists a Key, there exists a suDlmme traditon: 
唯一 の 神 の 教え 、 唯 一 の 考え 、 唯 一 の 鍵 、 唯 一 の 崇高 な 口伝 が 存在 する 。 

and this dogma, this key this tradition is tramscendental magiC. 
唯一 の 神 の 教え 、 唯 一 の 考え 、 唯 一 の 鍵 、 唯 一 の 口伝 と は 、 超 越 的 な 魔術 で ある 。 
There only are found the aDsolute of kmowledge and the eternal Dases 
of law, guardnan aganst all madness, all superstition and all error the 
Eden of the intelligence, the ease of the heart, and the peace of the soul. 
真 の 魔術 に の み 、 知 の 絶対 と 、 法 の 永遠 の 基礎 、 狂 気 や 迷信 や 過誤 か ら の 守護 者 、 
知 の 楽園 エデン 、 心 を 楽に する も の 、 魂 の 平和 は 存在 する 。 

We do not say this in the hope of convincing the scoffer Dut only to 
gulde the seeker 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 笑 いも の に する 人 々 を 説得 する 事 を 望ん で 話し て いる わけ で は 
な く 、 探 求 者 を 導き た い だ け で ある 。 

Courage and good hope to hm: 

男気 と 希望 を 探求 者 に 。 


he wl surely fimd, 

マタ イ に よる 福音 7 章 8 節 「 探 す 者 は 、 必 ず 、 見 つけ る 。」。 
S1T1Ce 

な ぜ な ら 、 

We OurselVes haVve found. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 見 つけ た 。 


The magical dogma is not that of the mediumms. 

間 ie who dogmatize can teach nothing Dut anarchy 
SITCe 

their inspirator 1s drawn from a disordered exaltation. 
They are always predictimg disasters: 

they deny hierarchical authority: 


they pose, 1ike Vintras, as sOVere1gTt DOntiffSs. 


The imitate, on the contrary, resDects the hierarchy Defore all, he loVes 
and preserVves Order he Dows Defore sincere Deliefs, he 1oVes all signs of 
immortality in faith, and of redemption Dy charity, 

秘伝 伝授 者 は 、 何 も の より も 位階 制 を 明 散 し 、 秩 序 を 愛し て 維持 し 、 真 の 宗教 に 区 
礼 し 、 真 の 宗教 の 不死 の 象徴 と 思い や り に よる 身代わり に よる 救い の 象徴 を 全て 愛 
する 。 

which is all disciplimne and obedience. 

思い や り が 戒律 で あり 、 思 いや り は 従順 で ある 。 


We have just read a Dook Dublished under the influence of astral and 
magnetic intoxicat1or, and we haVe Deen struck Dy the anarchical 


tendencies with which it is filled under a great apDpearance of 
Denevolence and religion. 

中 略 

At the head of this book one sees the symDbol, or as the magi call it, "the 
slgnature," of the doctrimes which it teaches. 

Instead of the Christian cross, SymDol of harmony, alhance and 
regularity, one sees the tortuous tendrils of the vine, juttmg fromm its 
twisted stem, Images of hallucination and ofimtoxication. 

The first ideas set forth by this book are the chmax of the absurd. 


The souls of the deadL it says, are everywhere, and nothing any 1onger 
hems them in. 


It is an infinite ovVercrowded wrth gods, returning the one into the other 
The souls can and do communicate with us Dy means of tables and hats. 
And so, no more regulated instructor, no more priesthood, no more 
Church, delhirium set upon the throne of truth, oracles which write for 
the salvation of the human race the word attriDuted to CarmDronne, 
great men who leaVe the serenity of their eternal destimies to make Our 
furniture dance, and to hold with us conVersations Hike those which 
Beroalde de Vervlle makes them hold, in "Le Moyen de Parvennr." 

All this is a great DitV: 

and yet, 

Im America, all this is spreading ikKe an intellectual plague. 

Young America raVes, she has feVer: 

she 1S, perhaps, cuttmg her teeth. 

But 

France! France to accept such things! 


NO, 


1t 1S mnOt DOSS1Dle, 


an it 1S n0t Ss0. 
But 


while they refuse the doctrines, serious men should oDserVe the 
phenomena, remain calm in the midst of the agitations of all the 
fanaticisms (for incredulity also has its own), and judge after havimg 
exarrumed. 


To preserVe One'S reasor in the midst of madmen, one's faith in the 
midst of superstitions, One's dignity in the midst of Duffoons, and one's 
Independence among the sheep of Panurge, 1s of all miracles the rarest, 
the finest, and the most difficult to accomplish. 

狂人 ども の 中 で 理性 を 保ち 、 迷 信 家 ども の 中 で 信心 を 保ち 、 ふ ざけ て いる 人 々 の 中 
で 気 高 さ を 保ち 、 ラ ブレ ー の 「 パ ンタ グリ ュ エ ル 物 語 第 四 之 書 」 の パニ ュ ル ジュ の 羊 
の 様 に 盲 従 す る 人 々 の 中 で 自立 を 保つ 事 は 、 最 も 希少 で 、 最 高 で 、 最 も 達成 が 困難 
な 奇跡 で ある 。 


CHAPTER 1IV 

第 3 部 第 1 巻 第 4 章 

FLUIDIC PHANTOMS AND THEIR MYSTERIES 
流体 の 霊 と 流体 の 霊 の 神秘 


THE ancients gave different names to these: larvae, lemures(emDuSeS). 
古代 人 は 、 ラ ル ヴ ァ 、 レ ムレ ー ス (エン プー サ ) と いっ た 様々 な 名 前 を 流体 の 霊 に 与え 
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They 1oVed the vapour of shed Dlood, 

流体 の 霊 は 、 流 血 の 蒸気 を 好む 。 

and fled from the blade of the sword. 

流体 の 霊 は 、 剣 の 刃 か ら 逃 げ る 。 

Theurgy eVoked them, 

聖職 者 が 、 流 体 の 霊 を 呼び 出し た 事 が 有 っ た 。 

and the QaDalah recogrized them under the name of elementary SDir1tS. 
カバ ラ で は 、 四 大 元素 の 霊 と いう 名 前 の 下 で 、 流 体 の 霊 を 認め て いた 。 

They were not sDir1ts, hoOweVer 

し か し 、 流 体 の 霊 は 霊 で は な い 。 

for 

な ぜ な ら 、 

they were mortal. 

流体 の 霊 は 死ぬ 存在 で ある 。 

They were fluidic coagulations 

流体 の 霊 は 、 流 体 の 凝固 体 で ある 。 

which one could destroy by dividnng them. 

人 は 、 流 体 の 霊 を 分 割 し て 破壊 する 事 が で きる 。 

There were a sort of amnmated mirages, imDperfect emanations of human 
life. 

流体 の 霊 は 、 一 種 の 動く 幻 で あり 、 人 の 合 に よる 不 完全 な 放射 物 で ある 。 

The traditions of Black Magic say that they were Dorn owing to the 
cehibacy of Adam. 

黒 魔術 の 口伝 で は 、「 ア ダム の 独身 と いう 禁欲 生活 の せい で 流体 の 霊 は 生ま れ 
た 。」 と 言わ れ て いる 。 

Paracelsus says that the Vapours Of the Dlood of hysterical women 
people the ar with phantoms: 

パラ ケル スス は 、「 病 的 に 興奮 し た 女性 の 血 の 蒸気 は 、 大 気 を 霊 に 満ち あふ れ さ せ 
る 。」 と 話し て いる 。 

and these ideas are so anclent, 

流体 の 霊 に つい て の パラ ケル スス な どの 考え は 、 非 常に 古い 。 

that we find traces of them in Hesiod!, 

ヘ シ オド ス の 話 に 、 流 体 の 霊 に つい て の 考え の 痕跡 が 見 つか る 。 


who expressly forDids that Hinen, staimed Dy a pollution of any sort, 
should De dried Defore a fire. 
ヘ へ シオ ドス は 、 夢 精 と いっ た 種類 の 汚れ が 染み た リネ ン (、 亜 麻布 ) を 火 の 前 で 乾 か 

す 事 を あか ら さ ま に 禁 じ て い る 。 
Persons who are oDsessed Dy Dhantoms are usually exalted Dy too 
NBOROUS cehiDacy, or weakened Dy excesseS. 
通例 、 流 体 の 霊 が と りつ く 人 々 は 、 茂 し 過ぎ る 禁欲 で 逆 に 性 的 に 興奮 し て いる か 、 不 
節制 で 衰 識 し て いる 。 
Fluidic phantoms are the abortions of the vital light: 
流体 の 霊 は 、 命 の 光 、 星 の 光 に よる 失敗 作 で ある 。 
they are plastic media without Dody and without spirit, Dorn from the 
exCeSSeSs Of the spirit and the disorders of the Dody. 
流体 の 霊 は 、 肉 体 と 精神 が 無い 、 自 由 な 形 に で きる 仲介 する も の で あり 、 過 剰 な 精 
神 や 肉体 の 不調 か ら 生 まれ る 。 
These wandering media may De attracted Dy certaim degenerates who 
are fatally sympathetic to them, and who lend them at their own cost a 
factittous existence of a more or less durable kind. 
流体 の 霊 と 必然 的 に 共感 する 、 堕 落し た 人 々 は 、 さ ま よ う 仲 介する も の で ある 流体 の 
霊 を 引き 寄せ 、 自 身 を 犠牲 に し て 多かれ な か れ 長 持ち する 見 せ か け の 存在 性 を 
流体 の 霊 に 貸し 与え る 。 
They then serVe as suDDplementary instruments to the instmctive 
Volitions of these degenerates: never to cure them, always to send them 
farther astray, and to hallucinate them more and more. 

流体 の 喜 は 、 補 助 的 な 道具 と し て 、 堕 落し た 人 々 の 直感 に よる 決断 に 役立つ が 、 堕 
落し た 人 々 を 治す た めで は な く 、 常 に 、 更 に 迷わ せる た めで あり 、 ま すま す 幻 覚 を 見 
せる た めで ある 。 
If corporeal emDryos can take the forms which the imagination of their 
mothers giVes themm, the wandering fluidic emDryos ought to De 
prodigiously Variable, and to transform themselves writh an astonishing 
facihty, 

胎児 の 肉体 が 母 の 想像 が も た ら す 形 に 成る の で あれ ば 、( 堕 落し た 人 々 の 妄想 は 簡 
単に 変化 する の で 、) さ ま よ う 流 体 の 胎児 で ある 流体 の 霊 は 、 和 驚く ほど 変身 で きる 必 
要 が 有る し 、 和 驚く ほど 簡単 に 変身 する 必要 が 有る 。 
Their tendency to giVe themselves a Dody in order to attract a soull, 
makes them condense and assimnlate naturally the corporeal molecules 
which float in the atmosphere. 

人 を 引き 寄せ る た め に 星 の 体 を 形成 する 流体 の 霊 の 傾向 は 、 星 の 体 を 濃縮 し て 、 大 

気 中 に 浮遊 し て いる 星 の 体 の 分 子 で ある 霊 化 し て いる 血 を 自然 と 吸収 する 。 

Thus Dy coagulatmg the Vapour of blood, they remake Dloodl 

上 記 の 様 に し て 、 流 体 の 霊 は 、 霊 化し て いる 血 の 蒸 気 を 疾 固 させ て 、 再 び 、 霊 化し て 
いる 血 の 液体 に する 。 
that Dlood which hallucinated mamuacs see floatimg uDor Dictures Or 
StatueS. 


幻覚 を 見 る 狂人 は 、 流 体 の 霊 に よる 霊 化し て いる 血 の 液 体 が 、 絵 や 像 を 流れ る の を 
見 る 時 が 有る 。 

But 

じ が じ 、 

they are not the only ones to see 1t. 

幻覚 を 見 る 狂人 だ けが 、 流 体 の 霊 に よる 血 の 液体 を 見 た 人 々 で ある わけ で は な い 。 
Vintras and Rose Tamisier are neither impostors nor myOD1CS: 

ヴァ ント ラス や ロー ズ タ ミ シ エ は 詐欺 師 で も な く 短 絡 的 な 者 で も な い 。 

the blood really floWs: 

物質 的 な 血 が 実際 に 絵 や 像 を 流れ た 。 

doctors exarmme 1t, analyse it: it 1S Dlood, real human Dlood: 

医者 が 、 絵 や 像 を 流れ た 赤い 液体 を 調査 し て 分 析 し た 所 、 血 、 本 物 の 人 の 血 で あっ 
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whence comes 1t? 

どこ か ら 、 物 質 的 な 血 は 来 た の か ? 

Canit De formed spontaneously in the atmosphere? 

自然 発生 的 に 、 大 気 中 で 、 物 質 的 な 血 が 形成 され る 事 は 有り 得る の か ? 

Can it naturally flow from a marble, from a painted canVas or a hOst? 
自然 と 、 冷 た い 大 理 石 の 像 か ら 、 絵 が 描か れ た キャ ン バ ス か ら 、 聖 体 の パン か ら 、 物 
質 的 な 血 が 流れ る 事 は 有り 得る の か ? 

No, douDbtless: 

疑い 無く 、 い いえ 。 

this blood did once circulate in Veimns, 

像 や 絵 を 流れ た 物質 的 な 血 は 、 か つて 、 人 の 肉体 の 血管 の 中 を 巡っ て いた 。 

then it has Deen shed, eVaporated, dried, the serum has turned into 
Vapour the globules into impalpable dust, the whole has floated and 
whirled into the atmosphere, and has then Deen attracted into the 
current of a spDecified electromagnetisrm. 

人 の 肉体 の 中 の 血 が 、 外 に 流出 、 気 化 、 霊 化し て 、 乾 燥 し て 、 血 の 無形 の 液体 成分 
で ある 血 組 は 霊 化 し て いる 蒸気 に 変わ り 、 血 の 有形 成分 で ある 血球 は 手 で 触れ な 
い 霊 妙 な 粉 に 変わ り 、 霊 化し て いる 血 全 体 が 大 気 中 で 浮遊 し 渦巻 き 、 特 定 の 電磁 
所 の 流れ 、 星 の 光 の 流れ に 引き 寄せ られ る 。 

The serum has again Decome hqund: it has taken up and imDiDed anew 
the gloDules which the astral light has coloured, and the blood flows. 
星 の 光 の 流れ に より 、 霊 化し て いた 血 朋 は 、 物 質 的 な 液体 の 血 芝 に 戻り 、 星 の 光 が 
喜 化 し て いた 血球 を 取り 込ん で 同化 し て 、 物 質 的 な 血 に 成っ て 絵 や 像 を 流れ た 。 
Photography DroVes tO us sufficiently that images are real modifications 
Of light. 

写真 は 、「 映 像 が 現実 で の 光 の 変化 で ある 。」 事 を 十分 に 証明 し て いる 。 

Now, there exists an accidental and fortuitous photography which 
makes durable impression of mirages wandering in the atmosphere, 
upon leaVes of trees, in wood, and even in the heart of stones: 


大 気 中 に さま よう 幻 で ある 流体 の 霊 の 永続 的 な 痕跡 が 、 木 の 葉 の 上 、 木 の 中 、 石 の 

中 心 部 に 残さ れ た 、 思 い が け な い 、 写 真 に 例え られ る 物 が 存在 する 。 

thus are formed those natural figures to which Gaffarel has consecrated 

seVeral Dages in his Dook of "Curiosites inouies( = Unprecedented 

CUT10S1ties)," 

「 前 代 未 聞 の 驚異 」 と いう 本 で 、 ガ ファ レル は 、「 流 体 の 霊 の 痕跡 が 残さ れ た 。」 と い 

う 形 で 形成 され た 自然 の 象徴 に つい て 、 数 ペー ジ を 割り 当て て いる 。 

those stoned to which he attriDutes an occult virtue, which he calls 

"gamahes:" 

ガ フ ァ レ ル は 、 隠 され た 力 が 有る と 考え た 、 流 体 の 霊 の 痕跡 が 残さ れ た 石 を 、 

「gamalies」 と 呼ん だ 。 

thus are traced those writimgs and drawimgs which so greatly astonish 

the observers of fluidic phenomena. 

流体 の 驚異 現象 、 星 の 光 の 驚異 現象 の 観察 者 を 大 い に 和 驚か せる 、 父 異 現象 で 浮か 

び 上 が る 文 や 象徴 は 、「 流 体 の 霊 の 痕跡 が 残さ れ た 。」 と いう 形 で 描か れる 。 

They are astral photographs traced Dy the imagination of the mediums 

with or without the assistance of the fluidic 1arVvae. 

流体 の 吉 ラ ル ヴ ァ の 助け が 有 っ た り 無 か っ た りす る 、 霊 媒 師 の 想像 力 が 描く 、 公 異 

現象 で 浮か び 上 が る 文 や 象徴 は 、 星 の 光 に よる 星 の 写 真 で ある 。 

The existence of these larvae has Deen demonstrated to us In a 

Dreemmptory manner Dy a rather cur1Ous eXDeT1eTtCe. 

先手 を 打つ 形 に よる 、 非 常に 興味 深い 実験 が 、 ラ ル ヴ ァ の 存在 を 実証 し て いる 。 

Several Dersons, In order to test the magic Dower of the American 

Home, asked him to summon up relatons which they pretended they 

had lost, Dut, who, in reality, had neVer existed. 

アメ リカ 人 の 霊媒 師 ホ ー ム の 魔術 の 力 を 試す た め 、 数 人 の 人 が 、 血 縁者 を 亡くし た 

ぶり を し て 、 実 際 に は 存在 し な い 血 縁者 の 幸 を 呼び 出す 様 に 霊媒 師 ホ ー ム に 頼ん だ 。 

する と 、 

The spectres did not fail to reply to this appeall 

ラル ヴァ が 、 霊 媒 師 ホー ム の 降 霊 術 に 応じ て 、 実 際 に は 存在 し な い 血 縁者 の 霊 と し 

て 出現 し た 。 

and 

ま / に だ 

the phenomena which habitually followed the evocations of the 

medium were fully mamifested. 

霊媒 師 ホ ー ム の 降 寺 術 が 常に 伴う 驚異 現象 も 全て 起こ っ た 。 

This experience 1s sufficient ofitself to convict of tiresome credulity and 

of formal error those who Delieve that spirits interveme to Droduce 

these strange phenomena. 

霊媒 師 ホ ー ム が 存在 し な い 人 の 霊 を 呼び 出し て し まっ た 実験 は 、 霊 が 驚異 現象 に 
ST いる 人 々 に 自身 の 厄介 な 軽 信 性 と 型 に は め ら れ て 

まう 誤 信 性 を 十分 に 悟ら せる で あろ う 。 


That the dead may returTl it is above all necessary that they should 
have existed!, 
死ん だ 人 が 、 こ の 世に 戻る に は 、 こ の 世に 存在 し て いた 事 が 何より も 必要 で ある 。 
and 
また 、 
demons Would not so easily De the dupes of our mystifications. 
悪人 の 霊 は 、 生 き て いる 人 に 、 だ まさ れ や すく は 無い で あろ う 。 
Like all Catholics, we Delieve in the existemce Of spirits of darknmess, 
全て の カト リッ ク 教 徒 の 様 に に 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 闇 の 霊 、 悪 人 の 霊 の 存在 を 信じ て 
いる 。 
Dut 
だ 7 し 。 
We kmow also that the divine power has g1ver them the darkness for an 
eternal Dr1sOT, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、「 神 の 力 が 間 を 永遠 の 定 獄 と し て 悪人 の 霊 に も た らし て いる 。」 
事 も 知っ て いる 。( マ タイ に よる 福音 22 章 13 節 「 外 の 間 」。) 
and 
また 、 
that the Redeemer saw Satan fall from heaven Iike hghtring. 
エリ ファ ス レヴ ィ は 、 ル カ に よる 福音 10 章 18 節 で 救い 主 イ エス が 「 私 イエ ス は 、 サ 
タン が 雷 の 様 に 天 か ら 堕 ちる の を 見 た 。」 と 話し て いる 事 も 知っ て いる 。 
If the demons tempt us, it is Dy the voluntary complicity Of Our DasSSs101S, 
悪人 の 霊 に よる 生き て いる 人 の 誘惑 は 、 生 き て いる 人 の 肉欲 に よる 自発 的 な 共謀 に 
2 生き て いる 人 が 肉欲 に よっ 
て 自発 的 に 悪人 の 霊 に 協力 する 必要 が 有る 。 
and 
まだ 、 
it is not perrmutted to them to make head against the empire of God, and 
by stupid and useless mamifestations to disturD the eternal order of 
Nature. 
悪人 の 霊 が 、 革 細 な 理由 で 、 無 益 に 、 こ の 世に 出現 し て 、 自 然 の 永遠 の 秩序 を 乱 し 
て 神 の 統治 に 抵抗 する 事 を 、 神 は 許し て いな い 。 
The diaDolical signatures and characters, which are Droduced wlthout 
the knowledge of the medium are evidently not proofs of a tacit or 
formal pact Detween these degenerates and intelligences of the aDySSs. 
知ら な いで 霊媒 師 が も た ら す 、 悪 魔 の ふり を し た 悪人 の 霊 に よる 「 悪 魔 の サイ ン 」 は 、 
霊媒 師 と いう 堕落 し た 人 と 、 底 無し の 淵 の 知 的 存在 で ある 悪人 の 圭 の 間 で 結ば れ 
た 暗 庄 の 契約 また は 形式 的 な 契約 の 証拠 で は 明らか に な い 。 
These signs haVe served from the Deginming to exDress astral Vertig0, 
如 魔 の ふり を し た 悪人 の 霊 に よる 「 悪 魔 の サイ ン 」 は 、 創 世 の 時 か ら 、 星 の 光 に よる 
星 の め まい を 表す の に 役立っ て いる 。 
and remain in a state ofmirage in the reflections of the diVulged light. 


悪魔 の ふり を し た 悪人 の 霊 に よる 「 悪 魔 の サイ ン 」 は 、 漏 れ た 星 の 光 の 映像 と し て 、 
幻 の 状態 で 、 残 存 し て いる 。 

Nature also has its recollectons, and sends to us the same signs to 
COrTesDond to the samme ideas. 

また 、 自 然 に は 記憶 が 有り 、 自 然 は 、 自 然 の 記憶 と 同一 の 概念 に 対し て 、 自 然 の 記 
憶 と 同一 の 象徴 を 人 に 放射 し 返す 。 

In all this, there is nothing either supernatural or infernal. 

上 記 の 全て に お いて 、 超 自然 的 な も の も 地獄 の も の も 存在 し な い 。 


"How! do you Want me to admt," said to us the Cure CharvoZ, the first 
Vicar of Vintras, "that Satan dares to impress his hideous stigmata upDon 
consecrated materials, which have Decome the actual Dody of jesus 
Christ?" 

中 略 

We declared immediately, that it was equally impossible for us to 
pronountce in favour of such a Dlasphemy: 


and yet, as we demonstrated in our articles in the "Estafette," the signs 
printed in Dleeding characters upon the hosts of Vintras, regularly 
Consecrated Dy Charvoz, were those which, in Black Magic, are 
aDsolutely recognized for the signatures of demons. 


Astral writimgs are often ridiculous or oODscene. 
星 の 光 に よる 、 星 の 文書 は 、 多 く の 場 合 、 滑 先 で ある か 、 淫 ら で あ る 。 


The pretended spirits, when questioned on the greater mysteries of 
Nature, often reply Dy that coarse word which Decame, so they say 
heroic on one occasior, in the military mouth of CamDronne. 

中 略 

The drawings which pencils will trace fleft to their own deVices Very 
often reproduce shapeless phalli, such as the anaemic hoolgarl as one 
might picturesduely call hm, sketches on the hoardimgs as he whistles, 


a further proof of our hypothes1s, 

「 星 の 光 に よる 、 星 の 文書 が 、 多 く の 場合 、 滑 先 で ある か 、 淫 ら で あ る 。」 事 は 、 エ リ 
ファ ス レヴ ィ の 仮定 の 更 な る 証拠 で ある 。 

that wit in no way Dresides at those marufestations, 

「 星 の 光 に よる 、 星 の 文書 が 、 多 く の 場合 、 滑 稽 で ある か 、 淫 ら で あ る 。」 事 は 、「 霊 の 
出現 と 呼ば れ て いる 驚異 現象 が 、 霊 な どの 知力 に よっ て 管理 され て いな い 。」 と いう 
証拠 で ある 。 

and 

まお 

that it would De aboVe all sovereigrly aDsurd to recogruze in them the 
intervention of spirits released from the Dondage of matter 

「 星 の 光 に よる 、 星 の 文書 が 、 多 く の 場合 、 滑 先 で ある か 、 淫 ら で あ る 。」 事 は 、「 肉 体 
と いっ た 物質 に よる 肉欲 と いっ た 東 縛 か ら 解 放さ れ た 霊 の 介入 を 、 霊 の 出現 と 呼ば 
れ て いる 驚異 現象 に お いて 認め る 事 は 、 何 より も 無 上 に 、 非 論理 的 で ある 。」 と いう 
証拠 で ある 。 


The Tesuit, Paul Saufidius, who has written on the manmners and Customs 
of the japanese, tells us a Very remarkable story. 
略 


A troopD of japanese Dilgrims one day, as they were traVersimg a desert, 
saW commmg toward them a Dand of spectres whose numDber Was edual 
to that of the pilgrims, and which walked at the same Dace. 


These spectres, at first without shape, and Iike larvae, took on as they 
apDDroached all the appearance of the human body 


Soon they met the pilgrims, and mmgled with them, gliiding silently 
between therr rankSs. 


Then the ]apanese saw themselves douDle, each phantom havimg 
become the perfect Image and as it were, the mirage of each pilgrim. 


The japanese were afraid, and prostrated themselves, and the Donze 
who was conductmg them began to pray for them with great 
conttortions amd great CT1eS. 


When the pilgrims rose uD again, the phantoms had disappeared, and 
the troop of devotees was aDle to contimue its path in peace. 


This phenomenon, whose truth we do not douDt, presents the douDle 
characters Of a rmirage, and of a sudden Drojection of astral larVae, 
OcCasioned by the heat of the atmosphere, and the fanatical exhaustion 
of the pilgrirms. 


Dr Brierre de Boismont, in his curous treatise, "Trate des 
hallucimations," tells us that a mar, Derfectly sane, who had never had 
VlsiOnSs, Was tormented one morning Dy a terrible mghtmare: 

he saw in his roomm a mysterious ape horrible to Dehold, who gnashed 
his teeth upon hum, amd gave himself over to the most hideous 
Contortions. 


He woke writh a start, 1t was already day: 


he jumped from his bed, and was frozen wrth terror on seeing, really 
presert, the frightful object of his dream. 


The monkey was there, the exact image Of the monkey of the mightmare, 
edually aDsurd, edually terriDle, even making the same grumaceSs. 


He could not Delieve his eyes: 


he remained nearly half an hour motionless, observing this singular 
phenomenoru and askimg himself whether he was delirious or madl. 


Ultimately, he approached the phantasm to touch it, and it Vamishedl. 
Cornelius Gemma, In his "Histore critidue un1verselle," says that in the 
year 454, in the island of Candia, the phantom of Moses appeared to 


some jeWs on the sea-side: 


on his forehead he had lurmmous horns, in his hand was his Dlasting 
TOO: 


and he invited themm to follow hm showing them with his fimger the 
horizon in the direction of the Holy Land. 


The news of this prodigy spread abroad, and the Israelites rushed 
towards the shore in a moD. 


All saw, or Dretended to see, the marvellous apparitton: 


they were, in numDer twenty thousand, according to the chronicler 
whom We susDect to De shightlY exaggeratimg in this resDect. 


Immednately heads grow hot, and Imaginations wld: 


they Delieve in a miracle more startling than was of old the passage of 
the Red Sea. 


The jews forrm in a close column, and run towards the sea: 

the rear ranks push the front ranks frantically: 

they thimk they see the pretended Mosses walk upon the water 
A shockimng disaster resulted: 


almost all that multtude was drowned and the hallucinaton Was only 
extimgulshed with the life of the greater numDer of those unhapDy 
V1S1OTnaT1eS. 


Human thought creates what it imaginmes: 

人 の 思考 は 、 人 が 想像 し た も の を 創造 する 。 

the phantoms of superstition Droject their deformities on the astral 
jight, and HVe upon the same terrors which giVe them Dirth. 

ラル ヴァ と いう 迷信 に よる 幻 は 、 奇 形 の 姿 を 星 の 光 に 映し て 、 自 身 を 生じ させ た 恐怖 
に よっ て 生き る 。 

That Dlack giant which reaches its wings from east to west to hide the 
light from the world, 

ラル ヴァ は 、 世 界 の 人 々 か ら 光 を 隠す た め に 、 両 細 を 東 と 西 へ 伸ばす 、 黒 い 巨人 で あ 
る 。 

that monster who deVvours SsOUls, 

ラル ヴァ は 、 人 々 の 魂 を 飲み 込む 奇形 で ある 。 

that frightful divimity of ignorance and fear - 

ラル ヴァ は 、 恐 れ ら れ て いる 無知 と 恐怖 に よる 偽 の 神 で ある 。 

Im a WoOr0dL 

言い 換え る と 、 


the devll, - 

ラル ヴァ は 、 悪 魔 と 呼ば れ て いる も の で ある 。 

is still, for a great multtude of children of all ages, a frightful reahty. 
ラル ヴァ は 、 未 だ に 、 全 て の 時 代 の 大 多数 の 無知 な 幼子 に と っ て 、 恐 ろ し い 現 実 の 存 
在 で ある 。 

In our "Dogma and Ritual of The High Magic" we represented him as the 
shadow of God, and in saying that, we stll hid the half of our thought: 

「 高 等 魔術 の 教理 と 祭儀 」 で エリ ファ ス レヴ ィ は 、 悪 魔 を 神 の 影 と 表現 し て 、 エ リフ ァ 
ス レヴ ィ の 考え の 残り 半分 を 隠し た まま で あっ た 。 下記 は 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 考え 
の 残り 半分 で ある 。 

God is hight wthout shadow. 

神 は 、 影 が 無い 、 光 で ある 。 

The devil is only the shadow of the phantom of Godl! 

如 魔 と は 、 神 の 幻 の 影 に 過ぎ な い 。 

The phantom of God! 

神 の 幻 ! 

that last idol of the earth: 

神 の 幻 は 、 地 上 の 最後 の 偶像 で ある ! 

that anthropomorphic spectre which maliciously makes himself 
1nV1s1Dle: 

人 が ね つ 造 する 神 の 幻 は 、 悪 意 か ら 自 身 を 目 に 見 えな くす る 擬人 化 さ れ た 霊 で ある 。 
that firute personification of the infimite: 

神 の 幻 は 、 無 限 を 有限 に 所 人 化し た も の で ある 。 

that imvisible whom one cannot see without dy1mg - 

神 の 幻 は 、 人 が 見 た ら 死 ん で し まう 、 目 に 見 えな いも の で ある 。 

without dyimg at least to intelligence and to reasorl, 

神 の 幻 は 、 人 が 見 た ら 、 少 な く と も 、 人 の 知性 と 理性 は 死ん で し まう 、 見 えな いも の で 
ある 。 

SITCe 

な ぜ な ら 、 

In Order to see the inVisiDle, one must De mad: 

見 えな いも の を 見 る に は 、 和 狂う 必要 が 有る 。 

the phantom of Him who has no Dodyj 

物質 的 な 肉体 を 持た な い 神 の 幻 。 

the confused form of Him who is without form and without Hmit: 

神 の 幻 は 、 物 質 的 な 姿 が 無い 無限 の 神 の 混乱 し た 形 で ある 。 

it is in "that" that without kmowing it, the greater nurmDer of Delievers 
Delieve. 

神 の 幻 は 、 大 半 の 信者 が 知ら な いで 信じ て いる も の で ある 。 

He who "1S" essentially, Durely sprituallY, wthout Deing either aDsolute 
being, or anl aDstract Deing, or the collection of Deimgs, the imtellectual 
infimite in a Word, is so difficult to imagime! 


本 質 的 で あり 、 純 粋 で あり 、 霊 的 で あり 、 絶 対 の 存在 で は な い 、 抽 象 的 な 存在 で も な 
い 、 存 在 の 集団 で も な い 神 、 要 約 す る と 、 知 性 を 持っ た 無限 の 者 で ある 神 は 、 人 に は 
想像 する の は 非常 に 困難 で ある ! 

Besides, eVery 1rmaglmatilon makes its creator an 1dolater: 

さら に 、 人 が 神 を 想像 する と 、 人 に と っ て は 偽 の 神 を ね つ 造 する 事 に 成っ て し まい 、 人 
に と っ て は 偶像 崇拝 者 に 成る 事 を 意味 し て し まう 。 

he is oDliged to Delieve in it, and Worship it. 

人 は 、 神 を 知ら な いで 、 神 を 想像 し な いで 、 神 を ね つ 造 し な いで 、 神 を 信じ て 神 を 敬 
礼 す る し か な い 。 

Our spirit should De silent Defore Him, 

神 の 前 で は 、 人 知 は 沈黙 する 必要 が 有る 。 

and our heart alone has the right to g1Ve Him a name: Our Father! 
思い や り だ けが 、「 私 の 父 で ある 神 」 と いう 名 前 を 神 に も た ら す 権利 が 有る ! 


BOOK II 

第 3 部 第 2 巻 
MAGICAL MYSTERIES 
魔術 の 神秘 


CHAPTER 1 
第 3 部 第 2 巻 第 1 章 
THEOKRY OF THE WILL 


ビニ ゴ コ 三 へ 、 
意思 の 理論 


HUMAN life and its inmumeraDle difficulties haVe for oDject, in the 
ordination of eternal wisdom, the education of the will of man. 

人 生 と 人 生 の 無数 の 困難 に は 、 永 遠 の 知 が 定め て いる 、 人 の 意思 を 教育 する 目的 
が 有る 。 

The dignity of man consists in domg what he will, and in wilhimg the 
goo0L in conforrmty with the knowledge of truth. 

真理 に つい て の 知 と 一 致す る 善 を 望ん で 行動 する 事 が 、 人 の 気 高 さ と 成る 。 

The good in conformity with the true, is the just. 

真理 と 一 致す る 善 と は 、 正 義 で ある 。 

Justice is the practice of reason. 

正義 と は 、 論 理 の 実践 で ある 。 

Reason is the work(x っ word = "Verbe" in French, in original text) of 
realhty. 

論理 と は 、 現 実 を 言葉 に し た 物 で ある 。 

Reality is the sclence of truth. 

現実 と は 、 真 理 に つい て の 知 で ある 。 

Truth is idea identical with Deimg. 

真理 と は 、 存 在 で ある 神 と 一 致す る 概念 で ある 。 

Man arriVes at the aDsolute idea of Deing Dy two roads, eXDerience and 
hypothesis. 

人 は 、 経 験 と 仮定 と いう 2 つの 道 を 経て 、 存 在 で ある 神 に つい て の 絶対 の 概念 に 辿 
り 着 く 。 

Hypothesis is proDaDle when it is necessitated Dy the teachings of 
eXDeT1eTtCe: 

経験 と いう 教え が 、 あ る 仮定 を 必要 と する 時 、 あ る 仮定 は 見 込み が ある 。 

1t isS improDaDle or aDsurd when it is rejected by this teaching. 
経験 と いう 教え が 、 あ る 仮定 を 否定 する 時 、 あ る 仮定 は 、 見 込み が 無い か 、 良 い 意 味 
で 不条理 で ある 。 

ExperienCe 1S science, and hypothesis is faith. 

経験 は 知 と 成り 、 仮 定 は 信心 と 成る 。 


True science necessar1lV admits fath: 

真 の 知 は 、 必 然 的 に 、 信 心 を 認め る 。 

true faith necessar1ly reckons with scienCe. 

真 の 信心 は 、 必 然 的 に 、 知 を 考慮 する 。 

Pascal blasphemed agannst science, when he said that Dy reason man 
could not arriVe at the knowledge of any truth. 

パス カル は 、「 人 は 、 理 性 に よっ て で は 、 真 理 に つい て の 知 に 辿り 着く 事 が で き な 
い 。」 と 話し て 、 知 を 冒 潮 し た 。 

In fact, Pascal died mad. 

その た め 、 事 実 と し て 、 パ スカ ル は 理性 が 狂っ て いる まま 死ん だ 。 

But Voltaire Dlasphemed no less against sclence, when he declare that 
eVery hypothesis of faith was absurd, and adrmitted for the rule of 
reasOoT Orly the witmess of the senses. 

ヴォ ル テ ー ル は 、「 信 心 に よる 全て の 仮定 は 非 論理 的 で ある 。」 と 話し 、 感 覚 に よる 証 
拠 だ け を 理性 の 規則 と し て 認め て 、 パ スカ ル と 同じ くら い 知 を 冒 済 し た 。 
MoreoVver 

さら に 、 

the last word of Voltaire was this contradictory formula: "GOD AND 
LIBERTY." 

ヴォ ル テ ー ル の 最終 的 な 言葉 は 、「 神 と 自由 」 と いう 矛 盾 し た 言葉 で あっ た 。 
God! 

神 ! 

thatis to say 

言い 換え る と 、 

a SuDreme Master 

無 上 の 主 ! 

excludes every idea of jiDerty, as the school of Voltaire understood it. 
ヴォ ル テ ー ル 派 は 、 神 が 自由 の 全て の 概念 を 排除 する 無 上 の 主 で ある と 誤解 し て い 
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And 

に pd 

LiDerty, Dy which is meant an aDsolute independence of any master 
which excludes all idea of God. 

ヴォ ル テ ー ル 派 は 、 自 由 と は 全て の 主 か ら 絶 対 に 独立 し て いる 事 、 神 の 全て の 概念 
を 排除 し て いる 事 で ある と 誤解 し て いた 。 

The word GOD expresses the supreme Dersonification of 1aW, 

神 と いう 言葉 は 、 法 の 無 上 の 擬人 化 を 表す 。 

and 

その た め 、 

Dy conseduenCce, Of duty: 

結果 と し て 、 神 と いう 言葉 は 、 義 務 の 無 上 の 失 人 化 を 表す 。 

andif by the word LIBERTY, you are willimg to accept our 
Interpretatlon, THE RIGHT OF DOING ONE'S DUTY, we in our turn wl 


take it for a motto, and we shall repeat, without contradiction and 
wrthout error: "GOD AND LIBERTY.“ 

も し 、 あ な た が 、「 自 由 と は 、 自 分 の 義務 を 果たす 権利 で ある 。」 と いう エリ ファ ス レ 
ヴィ の 解釈 を 受け 入れ る 事 を いと わな い の で あれ ば 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ と あな た は 、 
「 神 と 自由 」 と いう 言葉 を 、 標 語 と し て 理解 し て 、 ヴ ォ ル テー ル 達 と は 異な り 盾 無し 
に 誤り 無し に くり 返す 。 

As there is no HDerty for man Dut in the order which results from the 
true and the goodl 

人 に と っ て 、 自 由 は 、 真 理 と 善 が も た ら す 秩序 の 中 に し か 存在 し な い 。 だ か ら 、 

One may say that the conguest of iDerty is the great work of the human 
SOUl. 

「 自 由 の 獲得 は 人 の 魂 の 大 いな る 務め で ある 。」 と 言え る か も し れ な い 。 

Manr, by freeing himself from his evll passions and ther slavery, creates 
himself, 

人 は 、 自 分 の 邪悪 な 肉欲 と 肉欲 の 奴隷 状態 か ら 自身 を 解放 し て 自由 に する 事 に 


よっ て 、 自 身 を 創造 する 。 
aS 1t Were, 
言わ ば 、 


a Second tmme. 

人 は 、 自 分 の 邪悪 な 肉欲 と 肉欲 の 奴隷 状態 か ら 自 身 を 解放 し て 自由 に する 事 に 
よっ て 、 自 身 を 創造 し 直す 。 

Nature made him 1iving and sufferimg: 

自然 は 、 人 を 生か し て 苦し め る 。 

he makes himself happy and immortal: 

(正しい 人 の 魂 、) 人 は 、 自 身 を 幸せ に し て 不死 に 成る 。 

he thus Decomes the representative of divirity upon earth, amd 
(relatVely) exerclses Its alrmighty Dower 

(正しい 人 の 魂 、) 人 は 、 不 死に 成る と 、 地 上 に お ける 神 の 代理 人 と 成っ て 、( 相 対 的 
に 、) 神 の 全能 の 力 を 発揮 する 。 


AXIOM 1 

原理 1 

Nothmg resists the will of man, when he kmows the truth, and wills the 
g000. 

人 が 真理 を 知っ て 善 を 望む と 、 人 の 意思 に は 何 も の も 抵抗 で き な い 。 


AXIOM II 

原理 2 

To wl evil, is to wl death. 

剖 を 望む 事 は 、 死 を 望 む 事 に 成る 。 
Aperverse wll is a Deginming of suicide. 


書 意 は 自殺 の 始ま り で ある 。 


AXIOM III 

原理 3 

To wll good with violence, is to wl ev 
暴 力 に よっ て 善 を 望む 事 は 、 悪 を 望む 事 で ある 。 
for 

な ぜ な ら 、 

Vlolence Droduces disorder 

暴力 は 、 無 秩序 を も た ら す 。 

and 

そし て 、 

disorder Droduces eVll. 

無秩序 は 、 悪 を も た ら す 。 


AXIOM IV 

原理 4 

One can, and one should, accept evil as the means of goodi: 
(他人 に よる 、) 六 の た め の 手 段 と し て の 悪 は 、 許 容 で きる し 、 許 容 す る べき で ある 。 
Dut 

し か し 、 

one must never wll it or do it 

(自ら 、) 装 の た め の 手 段 と し て の 悪 を 、 望 む な か れ 、 行 うな か れ 。 
Otherwrse 

さも な けれ ば 、 

one would destroy with one hand what one Duilds with the other 
一 方 の 手 で 建て た も の を 他方 の 手 で 破壊 する 羽目 に 成る で あろ う 。 

Good faith never justifies Dad means: 

誠実 さ は 、 悪 い 手段 を 正当 化し な い 。 

1t corrects them when one undergoes them, 

悪い 手段 を 受け た ら 、 悪 い 手段 を 直す の が 、 誠 実 さ で ある 。 

and 

まだ 

condemns them when one takes them. 

悪い 手段 を 取っ た ら 、 非 難 す る の が 、 誠 実 さ で ある 。 


AXIOM V 

原理 5 

To haVe the right to possess always, one mmust wl patently and 1ong. 
所 有 権 を 常に 保持 する に は 、 忍 耐 強く 長く 望む 必要 が 有る 。 


AXIOM VI 

原理 6 

To pass one's Hfe in willing that it is impossiDle to possess always, 1S to 
abdicate life amd accept the etermuty of death. 

常に は 所 有 で き な い も の を 望み な が ら 人 生 を 過ごす 事 は 、 人 生 を 放棄 する 事 で あり 、 
永遠 の 死 を 受け 入れ る 羽目 に 成る 。 


AXIOM VII 

原理 7 

The more oDstacles the wl surmounts, the stronger 1t 1S. 
意思 は 、 障 害 を 乗り 越え る ほど 、 強 く 成 る 。 

It 1s for this reason that 

その た め 、 

Christ glorified Doverty and sorrOW. 

イエ ス キリ スト は 、 貧 し さと 悲し み を ほめ た た えた 。 


AXIOM VIII 

原理 8 

When the will is Vowed to the aDsurdL it 1S ISMOS by eternal reason. 
絹 の 論理 で ある 神 は 、 意 思 を 非 論理 的 な 物事 に ささ げ て いる 人 を 非難 する 。 


AXIOM IX 

原理 9 

The will of the just man is the will of God himself, and the 1aw of 
Nature. 

正しい 人 の 意思 は 、 神 の 意思 と 成り 、 自 然 の 法 と 成る 。 


AXIOM XX 
原理 10 
It is Dy the will that the intelhgence sees. 
知性 は 、 意 品 、 写 に よら つて 、 物事 を 見 る 。 
If the wil is healthy, the sight is just. 
意思 が 健全 で あれ ば 、 見 える 物事 は 正しい 。 
God sald: "Let there De light!" amd light 1S: 
創世 記 1 章 3 節 「 神 が 『 光 あれ !』 と 話す と 光 が 創 造 さ れ た 。」。 
the will says, "Let the world De as 1I will to see it!" and the intelhgence 
sees it as the wl has willed. 


意思 が 「 世 界 は 、 見 た いと 望む 様 な も の に 成 れ !」 と 話す と 、 知 性 に は 意思 が 望ん だ 
通り に 物事 が 見 える 様 に 成る 。 
This is the meaning ofthe word, "So De it" which confirmms acts of faith. 
上 記 が 、 信 心 に よる 行為 を 強め る 「 そ う 成 り ま す 様 に 。」 と いう 言葉 の 意味 で ある 。 
(armen、 ア ー メ ン は へ ブラ イ 語 で 「 で ある 様 に 。」 な ど を 意味 する 。) 


AXIOM XXI 

原理 11 

When one creates phantoms for oneself, one puts Vampires into the 
World!, 

人 は 、 自 分 の た め に 霊 を 創造 し て し まう と 、 吸 血 鬼 を 世に 放つ 事 に 成っ て し まう 。 
and 

そし て 、 

one Imust nourish these children of a Voluntary nightmare with one's 
blood, one's Hfe, one's intellhigence, and one's reason, Without ever 
satisfying them. 

人 は 、 自 発 的 な 悪夢 の 子 で ある 吸血 鬼 を 、 自 分 の 血 で 、 自 分 の 命 で 、 自 分 の 知性 で 、 
自分 の 理性 で 、 常 に 満足 させ られ ず に 、 養 う 羽 目 に 成る 。 


AXIOM XII 

原理 12 

To affirm and to will what ought to De is to create: 

ある べき で ある 物事 を 育 定 し て 話し て 望む 事 は 、 創 造 す る 事 に 成る 。 

to affirm and will what ought not to De, is to destroy. 

ある べき で は な い 物 事 を 育 定 し て 話し て 望む 事 は 、 破 壊す る 事 に 成る 。 


AXIOM XIII 

原理 13 

Light is an electric fire put Dy Nature at the service of the wl: 
星 の 光 は 、 意 思 の 役に立た せる た め に 、 自 然 が 放出 し て いる 、 電 気 の 火 で ある 。 

it lights those who kmow how to use it, it Durns those who aDuse 1t. 
星 の 光 は 、 星 の 光 の 応用 方 法 を 知る 人 を 照 らし 、 星 の 光 を 溢 用 する 人 を 焼き 殺す 。 


AXIOM XIV 

原理 14 

The empire of the world is the empire of the light. 
世界 を 統治 する と は 、 星 の 光 を 統治 する 事 で ある 。 


AXIOM XV 

原理 15 

Great imtellects whose wlls are Dadly Dalanced are jike comets which 
are aDorted suns. 

大 いな る 知力 を 持つ が 複数 の 望み を つり 合わ せ て いな い 人 は 、 失 敗 し た 太陽 、 失 敗 
し た 恒星 で ある 彗星 に 似 て いる 。 


AXIOM XVI 

原理 16 

To do nothing is as fatal as to do evil Dut it is more cowardIy. 

何 も し な い 事 は 、 悪 事 を 行う 事 と 同じ くら い 破 滅 的 で ある が 、 悪 事 を 行う 事 よ り も 勝 
病 で ある 。 

The most umpardonable of mortal sims is inertia. 

巧 つ の 大 罪 、 七 つの 死に 至る 大 罪 の うち 、 最 も 許さ れ な い 大 罪 は 、 避 必 で ある 。 


AXIOM XVII 

原理 17 

To suffer is to WorK. 

苦し み に 耐 える 事 は 、 務 め を 果たす 事 に 成る 。 

A great sorroW suffered 1s a DroOgTeSsSs aCCOomDplished. 

大 いな る 悲し み に 耐え る 事 は 、 進 歩 を 果たす 事 に 成る 。 

Those who suffer much 1ve more than those who do not suffer 
苦し み に 耐 えら れ な い 人 より も 、 苦 し み に 耐え る 人 は 生き て いる 。 


AXIOM XVIII 

原理 18 

Voluntary death from devotion is not suicide: 
献身 に よる 自発 的 な 死 は 、 自 殺 で は な い 。 

it is the apotheosis of (he 0 


AXIOM XIX 

原理 19 

is nothing Dut idleness of the wl 
ぶ 避 怖 は 、 意 品 、 思 の 怠 居 6 し か な い 。 

and for that reason 

その た め 、 

PuDHc OD1Tu1On SCOUTgeS COWaTdS. 


世論 は 、 箕 病 者 を 罰する 。 


AXIOM XX 

原理 20 

Succeed in not fearimg the lion, and the lion will fear you. 

あな た が ライ オン を 恐れ な く 成 る と 、 ラ イオ ン が 、 あ な た を 恐れ る で あろ う 。 

Say tO sorrow: "1 w] that you De a pleasure, more ever than a Dleasure, 
a happneSsS." 

悲し み に 対 し て 、「 悲 し み が 喜 びと 成る 事 を 望む 。 悲 し み が 、 喜 びより も 更に 喜ば し い 、 
幸せ と 成る 事 を 望む 。」 と 話し な さい 。 


AXIOM XX1 

原理 21 

A chain of jiron is easier to break than a chain of flowers. 
花々 の 鎖 よ り も 、 鉄 の 鎖 は 壊し 易い 。 


AXIOM XXII 

原理 22 

Before saying that a man is happy or unhapDy 

ある 人 が 、 幸 せ で ある か 、 不 幸 で ある か 、 話 す よ り も 、 

fimd out what the direction of his will has made of hm: 

ある 人 が 、 意 思 し て いる 方 向 に よっ て 、 何 者 に 成っ た か を 知り な さい 。 

TiDerius dned eVery day at Capr1, 

イエ ス の 時 代 の ロー マ 皇 テ ィ ベ リウ ス は 、 カ プリ 島 で 、 毎 日 死ん だ 様 に 生き て いる 
者 で あっ た 。 

while 

2 

Jesus DroVed his immortahty and even his diVinity on Calvary amd upon 
the CroSSs. 

イエ ス は 、 ゴ ル ゴ タ の 丘 の 十字 架 の 上 で 、 不 死 性 と 神 性 を 証明 し た 。 


CHAPTER II 

第 3 部 第 2 巻 第 2 章 

THE POWEKR OF THE WORD 
言葉 の 力 


It is the word which creates formms: 

言葉 は 形 を 創造 する 。 

and forms in their turn react uponr the wordL in order to modify it and 
complete it. 

形 は 、 言 葉 を 変化 させ て 完成 する た め に 、 言 葉 に 反作用 する 。 

EVery WOrd of truth is a Deginming of an act of juStiCe. 

真理 に つい て の 全て の 言葉 は 、 正 義 の 行動 の 始ま り で ある 。 

One asks man may sometmes De necessar1ly dr1Ven to ev1l. 

人 は 悪事 を 思考 し た り 行 っ た りす る よう に 追い 込ま れる 事 を 余儀 無く され る 時 が 有 
る か ? 

YeS, 

イエ ス 。 人 は 悪事 を 行う よう に 追い 込ま れる 事 を 余儀 無く され る 時 が 有る 。 

when his judgment is false, amd conseduently his word umjust. 

人 の 判断 が 誤っ て いる 時 は 、 結 果 的 に 、 言 葉 も 誤っ て いる 。 

But one is resDonsible for a false judgment as for a Dad action. 

人 は 、 悪 事 を し た ら 責 任 を 負う 事 に 成る 、 様 に 、 判 断 を 誤っ た ら 責 任 を 負う 事 に 成る 。 
Whnat falsifies the judgment is selfishness and its umjust Vanities. 

判断 を 誤 ら せる も の は 、 利 己 心 や 、 利 己 心 に よる 誤っ た 虚栄 心 や 自惚れ で ある 。 
The urjust word, unaDle to reahze itself Dy creation, reaHzes itself Dy 
destruction. 

誤っ て いる 言葉 は 、 創 造 に よっ て 言葉 の 意味 を 実現 で きず に 、 破 壊 に よっ て 言葉 の 
意味 を 実現 する 羽目 に 成っ て し まう 。 

It must either slay or De slaim. 

誤っ て いる 言葉 は 、 必 ず 、 綱 すか 、 殺 され る 。 

Ifit were aDle to remain without actior it would De the greatest of al 
disorders, an aDiding Dlasphemy aganst truth. 

仮に 、 誤 っ て いる 言葉 を 行動 に よっ て 実現 し な いま まで いて も 、 誤 っ て いる 言葉 は 、 最 
大 の 混乱 で あり 、 真 理 に 対す る 永続 的 な 置 流 で ある 。 

Such is that idle word of which Christ has said that one will giVe 
accourt at the Day of judgment. 

マタ イ に よる 福音 12 章 36 節 で イエ ス キリ スト が 「 最 後 の 審 判 の 日 に 、 人 は 、 自 分 が 
話し た 全て の 無益 な 言葉 に つい て 責任 を 問わ れ て 、 こ た える 羽目 に 成る 。」 と 話し て 
いる 「 無 益 な 言葉 」 と は 、 誤 っ て いる 言葉 で ある 。 

Ajestimg word, a comlcahty which "recreates" and causes laughter is 
not an idle word. 

気晴らし を させ た り 笑 い を も た らし た りす る 面白 い 冗 談 は 、 マ タイ に よる 福音 12 章 
36 節 の 「 無 益 な 言葉 」 で は な い 。 


The beauty of the word is a splendour of truth. 

言葉 の 美 し さ は 、 真 理 の 輝き で ある 。 

A true Word in always Deautiful, 

真理 の 言葉 は 、 常 に 美しい 。 

a Deautiful word is always true. 

真 に 美しい 言葉 は 、 常 に 正しい 。 

For this reason 

その た め 、 

works of art are always holy when they are Deautiful. 

美しい 美術 作品 、 美 し い 芸 術 作品 は 、 淀 に 神聖 で ある 。 

Whnat does it matter to me that Anacreon should simg of Bathyllus, in 
his Verse 1 hear the notes of that divime harmony which is the eternal 
hymn of Deauty? 

アナ クレ オン が 、 気 に 入っ て いた バテ ュ ル ス の 性 的 な 女々 し い 歌 を 歌っ て も 、 美 し い 
永遠 の 聖 油 と 成る 神聖 な 調和 の 要素 が 歌詞 か ら 聞 こえ れ ば 、 何 か 問題 が 有る か ? 
問題 無い ! 

Poetry 1S Dure as the Sun: 

太陽 の 様 に 、 美 し い 詩 は 清らか で ある 。 

it spreads its Vell of light oVer the errors of humaruty. 
美しい 詩 と いう 太陽 は 、 光 の ヴェ ー ル を 、 人 の 過ち の 上 に 広げ て くれ る 。 

Woe to hm who would Hft the Veil in order to Derce1ve thimgs ugly! 

醒 い 部 分 を つか ん で や ろう と 光 の ヴェ ー ル を 和 剥ぎ 取 ろ うと する 人 に は 災い が 有る ! 
The Council of Trent decided that it was permissible for wise and 
prudent persons to read the books of the ancients, even those which 
were oODscene, On accourt of the Deauty of the form. 

トレ ント の 公会 議 は 、「 賢 明 で 思慮 の 有る 人 が 古代 人 の 書物 を 読む 事 は 、 形 式 が 美 
し けれ ば 淫ら な 書物 を 読む 事 で さえ も 、 許 され る 。」 と 決定 し た 。 


A statue of Nero or of HeliogaDalus made 1ike a masterpiece of Phidias, 
would it not De an aDsolutely Deautiful and abDsolutely good workK? 


and wouldnot he deserve the execration of the whole world who would 
Dropose to Dreak it Decause it was the representation of a monster? 


Scandalous statues are those which are Dadly sculpturedl 


and the Venus of Milo would be desecrated 下 one placed her Deside 
some Of the Virgims which they dare to exhiDit in certaim churches. 


One reaHzes evll in Dooks of morality 則 -written far more than in the 
poetry of Catullus or the ingenious Allegories of ADuleius. 
ロー マ の 詩人 カト ゥ ルス の 恋愛 詩 や 、 ア プレ イ ウ ス の キリ スト 教 を 冒 済 し て いる 巧 妙 
な 例え 話 「 黄 金 の ロバ 」 よ り も 件 か に 、 悪 い 考え な ど が 悪く 書か れ た 倫理 道徳 の 本 
の 中 に 、 悪 を 認め る で あろ う 。 

There are no Dad Dooks, except those which are Dadly conce1ved and 
Dadly executed. 

悪い 考え な ど が 悪く 書か れ た 書物 だ けが 、 悪 い 書物 で ある 。 

EVery word of Deauty is a word of truth. 

美しい 言葉 は 、 全 て 、 真 理 の 言葉 で ある 。 

It is a hight crystallized in speech. 

美しい 言葉 は 、 話 す と 、 結 晶 化 さ れ た 具体 化 さ れ た 光 と 成る 。 

But 

だ だ し 。 

in order that the most Drilhiant hght may De produced and made VisiDle, 
a shadowW 1S necessaryi: 

光 を 、 最 も 輝 か せ て 人 の 目 に 見 えさ せる に は 、 影 が 必要 で ある 。 

and the creative wordl that it may Decome efficacious, needs 
contradhctions. 

創造 する 言葉 を 、 人 に 対し て 有効 に する に は 、 反 対 が 必 要 で ある 。 

It must suDmt to the ordeal of negatior, of sarcasm, and then to that 
more cruel yet, of indifference and forget fulness. 

創造 する 言葉 は 、 否 定 の 試練 、 風 刺 の 試練 、 さ ら に は 、 よ り 過 酷 な 、 無 関心 と 完全 忘 
却 の 試練 を 甘受 する 必要 が 有る 。 

The Master said: "Hf (not) a corn of wheat fall into the ground and die, it 
apideth alone: Dut it die, it Dringeth forth much fruit." 

ヨハ ネ に よる 福音 12 章 24 節 で 、 主 イエ ス 、 神 の 言葉 イエ ス は 、「 一 粒 の 麦 は 、 地 に 
落ち て 死な な けれ ば 、 一 粒 だ け の まま で ある 。 し か し 、 死 ね ば 、 多 数 の 実 を 結ぶ 。」 と 
話し て いる 。 

Affirmation and negation mmust, then, marry each other and from their 
umion wll De Dorn the practucal truth, the real and progress1Ve WOrd. 
その 時 、 育 定 と 否定 は 相互 に 結合 し て 、 実 践 的 な 真理 、 現 実 の 進歩 的 な 言葉 を も た 
ら す 。 

It is necess1ty which should constrain the workmen to choose for the 
Corner-stone that which they had at first despised and rejected. 
労働 者 が 、 最 初 は 軽 蔵 し て 否定 し て 捨て た も の を すみ の 基礎 の 石 、 す み の 要 石 と し 
て 選ぶ 様 に 、 強 く 誘導 す る も の は 必然 で ある 。( マ タイ に よる 福音 21 章 42 節 「 建 設 
者 が 捨て た 石 が 、 す み の 基 礎 の 石 、 す み の 要 石 と 成っ た 。」。 マ タイ に よる 福音 21 章 
42 節 は イエ ス を 石 に 例え た 物 で ある 。) 

Let contradiction, then, neVer discourage Imen Of initiatiVe! 


反対 が 、 先 導 者 を 失望 させ ませ ん 様 に ! 

Earth is necessary for the ploughshare, and the earth resists Decause it 
1s in ]aDour 

耕す 勧 (すき ) の 刃 に は 地 が 必要 で あり 、 地 は 産み の 苦し み の た め に 抵抗 する 。 

It defends itself like all virgins: 

処女 の 様 に 、 地 は 身 を 守っ て いる 。 

it conceives and Drings forth slowIy 1ike all mothers. 

母 の 様 に 、 ゆ っ くり と 、 地 は 懐胎 し て 産む 。 

You, then, who wrsh to sow a new plant in the field ofimtelligence, 
understand and respect the modesties and reluctances of Himited 
exDerlence amd slOW-moVvlng reaso1. 

新しい 植物 の 種 を 知 の 領域 に まき た い 人 は 、 限 られ た 経験 と 、 ゆ っ くり 動く 理性 か ら 
来る 、 慎 み と 渋る 事 を 理解 し て 景 散 する 必要 が 有る 。 

When a new word comes into the world, it needs swaddling clothes and 
Dandages: 

新しい 言葉 は 、 世 界 に 生ま れ て 来る と 、 産 着 と 巻き 布 を 必要 と する 。 

genius Drought it forth, Dut it is for experience to noursh it. 
天才 が 新しい 言葉 を も た ら す が 、 経 験 が 新しい 言葉 を 育て る 。 

Do not fear that it will die ofneglect! 

新しい 言葉 が 忘れ られ て 死ぬ 事 を 臣 れ る な か れ ! 

Oblivion is for it a faVourable tme ofrest, 

新しい 言葉 に と っ て 、 忘 却 は 、 安 息 の 好機 と 成る 。 

and contradictions help 1t to gTOW. 

反対 は 、 新 し い 言 葉 が 育つ の を 助長 する 。 

When a sun Dursts forth in space it creates worlds or attracts them to 
itself. 

突然 、 宇 宙 に 、 太 陽 が あら われ る と 、 太 陽 は 、 諸 世界 を 創造 する か 、 諸 世界 を 引 ぎ 寄 
せる 。 

A simgle spark of fixed light prormtses a UT1Verse tO SDaC6e. 
固定 され た 光 は 、 一 内 だ け で 、 一 世界 を 宇宙 に も た ら す 事 を 約束 する 。 

All magic is in a WordL 

全て の 魔術 は 一 言 で 要約 で きる 。 

and that word pronounced qaDalhstically is stronger than all the powers 
of Heaven, Earth and Hell. 

カバ ラ 的 に 話さ れ た 、 魔 術 を 要約 し た 一 言 は 、 天 と 地 と 地獄 の 全て の 力 よ り も 、 強 い 。 
With the name of "od he vau he," one cormmands Nature: 

「 イ ョ ッ ド ヘー ヴァ ウ ヘー」、「 ヤ ハウ ェ 」 と いう 神 の 名 前 に よっ て 、 人 は 自然 に 命令 で 
さる 。 

kingdoms are conquered in the name of Adonai, 

「 主 」 を 意味 する 「 ア ドナ イ 」 と いう 主 で ある 神 の 名 前 に よっ て 、 王 国 を 獲得 で きる 。 
and the occult forces which compose the empire of Hermes are one and 
all obedient to him who knows how to pronounce duly the 
imcommurucaDle name of Agla. 


ヘル メス の 統治 を 構成 する 2 つの 隠さ れ た 力 は 、 全 て 、 ア グラ と いう 名 前 の 正しい 話 
し 方 を 知る 人 に 従う 。 

In order to Dronounce duly the great words of the QaDalah, one mmust 
pronounce them wrth a complete intelhgence, wrth a wl that nothing 
checks, an activity that nothimg daunts. 

カバ ラ の 諸々 の 大 いな る 言葉 を 正しく 話す た め に は 、 人 は 、 完 全 な 知 に よっ て 、 何 も 
の も 止め られ な い 意 思 に よっ て 、 何 も の に も ひる まな い 行 動 に よっ て 、 カ バラ の 諸々 
の 大 いな る 言葉 を 話す 必要 が 有る 。 

In magic, to haVe said is to haVe done: 

魔術 で は 、 話 し た 事 は 、 行 動 し た 事 に 成る 。 

the word Degins wrth letters, it ends with actSs. 

言葉 は 、 文 字 に 始ま り 、 行 動 に 終わ る 。 

One does not really will a thing umless one wls it with all one's heart, to 
the point of breakimg for it one's dearest affections: and with all one's 
forces, to the poimt of risking one's health, one's fortune, and one's life. 
人 は 、 自 分 の 最愛 の 愛着 を 断ち 切る ほど 心 の 限り を 尽く し て 、 健 康 や 幸運 に よる 冨 
や 命 を 賭け る ほど 力 の 限り を 尽く し て 、 望 まな けれ ば 、 あ る 物事 を 本 当 に 望ん で いる 
わけ で は な い 。 

It is Dy aDsolute devotion that faith proVes itself amd constitutes itself. 
完全 に 身 を ささ げ る 事 に よっ て 、 信 心 は 、 信 心 を 証明 し て 、 信 心 を 構成 する 。 

But the man armed with such a faith wil De able to move mourntains. 
完全 に 身 を ささ げ る 様 な 信心 に よっ て 武装 し た 人 は 、 山 を 動か す 事 が 可能 で あろ う 。 
(マタ イ に よる 福音 17 章 20 節 で 、 イ エス は 、 一 欠片 の 小さ さ で も 、 真 の 信心 が 有 れ 
ば 、 山 を 動か せる 、 と 話し て いる 。) 

The most fatal enemy of our souls is 1dlenesS. 

人 の 魂 に と っ て 、 最 も 致命 的 な 敵 は 、 怠 情 で ある 。 

Inertia intox1cates us and sends us to sleep: 

怠 必 は 、 人 を 本 町 させ て 眠ら せ て し まう 。 

but the sleep of inertia is corruption amd death. 

怠 必 に よる 眠り は 、 堕 落 や 腐敗 と 死 と 成る 。 

The faculties of the human soul are Iike the waVes of the ocean. 

人 の 魂 の 諸 能 力 は 、 大 海 の 波 に 似 て いる 。 

To keep themm sweet, they need the salt and Ditterness of tears: 

人 の 魂 の 諸 能 力 を 甘美 な まま 保つ に は 、 涙 に よる 塩味 と 苦 さ が 必要 で ある 。 

they need the whirlwinds of Heaven: 

人 の 魂 の 諸 能 力 を 甘美 な まま 保つ に は 、 天 か ら の 嵐 が 必要 で ある 。 

they need to De shaken Dy the storm. 

人 の 魂 の 諸 能 力 を 甘美 な まま 保つ に は 、 嵐 に よっ て 揺るが され る 必要 が 有る 。 
When, instead of marching upon the path of progress, we wish to have 
Ourselves carried, we are sleeping in the arms of death. 

進歩 と いう 道 を 進む か わり に 、 運 ん で も ら う 事 を 望ん で いる 時 、 死 の 腕 の 中 で 眠っ て 
し まっ て いる の で ある 。 


It is to us thatitiS spoken, as to the paralytc man im the Gospel, "Take 
up thy Ded and walk!" 

マタ イ に よる 福音 9 章 6 節 の 麻痺 患者 、 中 風 患 者 に 対す る 「 ベ ッ ド を 担い で 、 歩 き な 
さい !」 と いう 言葉 は 、 全 て の 人 に 対し て 話さ れ て いる 言葉 で も ある 。 

It is for us to carry death away, to plunge it into life. 

全て の 人 は 、 死 を 担い で 、 歩 き 、 死 を 命 に 没頭 させ る べき で ある 。 

Consider the magmnificent and terriDle metaphor of St. john: 

使徒 ヨハ ネ に よる 雄大 で 景 散 する べき 象徴 を 熟考 し な さい 。 

Hell is a sleeping fire. 

地獄 と は 、 眠 っ て いる 火 で ある 。 

It is a life without activity amnd without DrogTeSS: 

地獄 と は 、 自 発 的 な 動き と 進歩 が 無い 、 命 で ある 。 

1t is sulphur in stagnatlon: 

地獄 と は 停滞 し て いる 硫黄 で ある 。 

"stagmumm igrus et sulphur1s."( = "pool of fire and sulfur.") 

ヨハ ネ の 庄 示 録 20 章 10 節 「 火 と 硫黄 の 池 」。 

The sleepmg Hfe js hke the idle word, 

眠っ て いる 命 、 眠 っ て いる 生き 方 は 、 無 益 な 言葉 に 似 て いる 。 

anditis of that that men will haVe to giVe an accourlt in the Day of 
Judgment. 

眠っ て いる 命 、 眠 っ て いる 生き 方 と は 、 マ タイ に よる 福音 12 草 36 節 の 「 最 後 の 器 判 
の 日 に 、 人 は 、 自 分 が 話し た 全て の 無益 な 言葉 に つい て 責任 を 問わ れ て 、 こ た える 
羽目 に 成る 。」 の 「 無 益 な 言葉 」 で ある 。 

Intelligence speaks, and matter stirs. 

知 的 存在 で ある 神 が 話し て 、 物 質 は 動く 。 

It will notrest until it has taken the form given to it Dy the word. 

神 の 言葉 が 与え る 形 を 纏 ( ま と ) う まで 、 物 質 は 休ま な い 。 

Behold the Christian word, how for these nineteen centuries 1t has Dut 
the world to worKk! 

イエ ス キリ スト の 神 の 言葉 が 、 ど れ だ け 、1900 年 間 、 世 界 を 歩か せ た か 、 見 な さい ! 
What Dattles of giants! 

何と いう 巨人 的 な 戦い で あろ うか ! 

How many errors set forth and reDutted! 

どれ だ け 、 多 数 の 誤り が 話さ れ て 否定 され た 事 か ! 

How much deceived and irritated Christiaruty lies at the Dottom of 
Protestantism, from the sixteenth century to the eighteenthl! 

16 世紀 か ら 18 世紀 の プロ テス タン ト の せい で 、 ど れ だ け 、 多 数 の キリ スト 教徒 は 、 
惑わ され て 、 荷 立っ た 事 か ! 

Human egotism, in despair at its defeats, has whipped up all its 
Stupidities in turn. 

人 の 利己 主義 は 、 敗 北 し て 自暴自棄 に 成っ て 、 愚 か に 立ち 騒い だ 。 

They have re-clothed the Saviour of the world with every rag and with 
eVery ImOckKimg DurDle. 


利己 主義 な が 人 は 、 ば ぼろぼろ の 衣 と 、 笑 いも の に する た め の 色 の 衣 を 、 世 界 の 人 々 
の 救い 主 イ エス に 、 再 び 着 せ た 。( マ タイ に よる 福音 27 章 で 、 イ エス は 、 王 の た め の 
災 色 の 衣 を 着せ られ て 、 笑 いも の に され 、 貴 を か けら れ 、 叩 か れ た 。) 

After ]esus the Inquisitor they have invented the "sans-culotte" ]esus! 

利己 主義 な 人 は 、 宗 教 裁 判 記 イエ ス を 考案 し た 後 で 、 サ ン キュ ロッ ト の イエ ス を 考 
案 し た ! 

Measure iT you can all the tears and all the blood that have flowedi 
可能 な ら ば 、 今 まで 流さ れ た 全て の 涙 と 血 を 量り な さい 。 

calculate audaciously all that wl yet De shed Defore the arrival of the 
Messiarc relgn of the Man-God who shall submit at once all Dassions to 
DOwers and all Dowers t0 just1Ce. 

直ちに 、 肉 欲 を 権力 に 、 権 力 を 正義 に 従わ DO せる つも り で ある 、 人 に 成っ た 神 イ エス 、 
救い 主 イ エス の 統治 が 来 臨 する 前 に 流さ れる で あろ う 涙 と 血 を 大 胆 に 計算 し な さい 。 
THY KINGDOM COME! 

神 の 王国 は 来る ! 

For nigh on nineteen hundred years, Over the whole surface of the 
earth, this has Deen the cry of seven hundred million throats, and the 
Israelites yet await the Messiah! 

19 世紀 の 時 点 で 、1900 年 間近 く 、 地 の 面 ( お も て ) の 全体 中 で 、7 億 人 が 「 神 の 王国 
は 来る !」 と 叫ん で いて 、 ユ ダ ヤ 教 徒 は 救い 主 を 未だ に 待っ て いる !( ユ ダ ヤ 教 徒 は 、 イ 
エス を 否定 し て 、 救 い 主 は 未 降臨 で ある と 、 か た っ て いる 。) 

He said that he would come, and come he wil. 

マタ イ に よる 福音 24 草 で 、 人 に 成っ た 神 イ エス は 、 来 臨 する と 話し て いて 、 来 臨 する 
で あろ う 。 

He came to die, and he has promused to returT to IiVe. 

人 に 成っ た 神 イ エス は 、 肉 体 的 に 死ぬ た め に 降臨 され た 。 そ し て 、 人 に 成っ た 神 イ エ 
ス は 、 生 きる た め の 来 臨 を 約束 し て いた 。 

HEAVEN IS THE HARMONY OF GENEROUS SENTIMENTS. 

天 2( ま 、 思い や り の 有る 諸々 の 感情 の 調和 で ある 。 

HELL IS THE CONFLICT OF COWARDLY INSTINCTS. 

地獄 と は 、 勝 病 と 肉欲 に よる 、 衝 突 と 争い で ある 。 

When humaruity, Dy dint of Dloody and dolorous experience, has truly 
understood this double truth it will abjure the Hell of selfishness to 
enter into the Heaven of devotion and of Christian charity. 

「 天 と は 、 思 いや り の 有る 諸々 の 感情 の 調和 で ある 。」 事 と 「 地 獄 と は 、 勝 病 と 肉欲 に 
よる 、 衝 突 と 争い で ある 。」 事 と いう 二 重 の 真理 を 人 が 血 と 苦痛 に 満ち た 経験 を 経て 
本 当 に 理解 し た 時 に 、 人 は 、 利 己 心 に よる 地獄 を 捨て て 、 献 身 と キリ スト 教 の 思い や 
り に よる 天 へ 入門 する で あろ う 。 

The 1yre of Orpheus civilizedl saVage GreeCe, 

オル フェ ウス の 壁 琴 の 音楽 は 、 未 開 で あっ た 古代 ギリ シャ を 洗練 させ た 。 

and the 1Iyre of Amphion Duilt Thebes the Mysterious, 

アム ピオ ン の 司 琴 の 音楽 は 、 石 を 神秘 の テー バイ の 壁 に 変え た 。 

Decause 


な ぜ な ら 、 

harmony 1s truth. 

調和 と は 、 真 理 で ある 。 

The whole of Nature is harmony. 

自然 の 全て は 、 調 和 で ある 。 

But 

だ だ も 。 

the Gospel is not a 1Yre: 

福音 書 は 、 堅 琴 で は な い 。 

it is the Dook of the eternal principles which should and will regulate all 
the 1yres and all the Hiving harmoruies of the uruverse. 

福音 書 は 、 普 遍 の 生き て いる 調和 と 加 琴 を 統治 し て いる 永遠 の 原理 の 書 で ある 。 
While the world does not understand these three words: Truth, Reasor, 
Justice, amd these: Duty, Hierarchy, Society, the revolutionary mott0, 
"LiDerty, Eduality, Fraternity" wl De nothing Dut a threefold He. 
世界 の 大 衆 が 「 真 理 、 論 理 、 正 義 。」 と いう 3 つの 言葉 と 「 義 務 、 位 階 、 社 会 。」 と いう 
3 つの 言葉 を 理解 し て いな い 間 は 、 フ ラン ス 革 命 の 標語 で ある 「 自 由 、 平 等 、 友 愛 。」 
は 三重 の 嘘 で し か な いで あろ う 。 


CHAPTER III 

第 3 部 第 2 巻 第 3 章 
MYSTERIOUS INFLUENCES 
神秘 の 感化 力 


NO middle course 1S DOss1Dle. 

中 証 は 不可 能 で ある 。 

Every man is either good or Dad. 

人 は 全て 、 正 し いか 、 悪 で ある 。 

The indifferent, the lukewarm are not goodi 

無関心 な 人 、 生 ぬる い 人 は 、 悪 で ある 。 

they are conseduently Dad, and the worst of all the Dad!, 

無関心 な 人 、 生 ぬる い 人 は 、 結 果 的 に 悪 で あり 、 最 悪 で ある 。 

for 

な ぜ な ら 、 

they are imDecile and cowardly. 

無関心 な 人 、 生 ぬる い 人 は 、 愚 鈍 で あり 、 勝 病 で ある 。 

The battle of life is 1ike a civil war: 

人 生 と いう 戦い は 、 内 戦 に 似 て いる 。 

those who remain neutral Detray Doth partes alike, and renounce the 
right to De numDered among the children ofthe fatherland. 

中 立 の まま の 人 は 、 双 方 の 陣営 を 等 し く < 裏切っ て 、 祖 国 の 子 に 含ま れる 権利 を 放 径 
する 事 に 成る 。 

We all of us Dreathe in the Hfe of others, and we Dreathe uponr them ij 
Some SOrt a Dart Of Our 0WT exi1stenCe. 

全て の 人 は 、 他 者 の 命 を 吸い 込み 、 あ る 程度 、 自 分 の 存在 の 一 部 を 他 者 に 吹き か け 
て いる 。 

Good and intelligent men are, unknownr to themselves, the doctors of 
humanty: 

正しい 知 的 な 人 は 、 本 人 は 知ら な いか も し れ な い が 、 人 の 医者 で ある 。 

foolish and wicked men are DuDlic Do1sSOnerS. 

狂 患 で 邪悪 な 人 は 、 大 衆 の 毒殺 者 で ある 。 

There are Deople in whose company one feel refreshed. 

一 緒 に いる と 、 清 ら か さ を 感 じ る 人 が 存在 する 。 

Look at that young soclety Womanl 

あの 社交 家 の 若 い 令 嬢 を 見 な さい ! 

She chatters, she laughs, she dresses Iike eVeryDody else: 

ある 令嬢 は 、 他 の 全て の 人 と 同様 に 、 喋 (し ゃ べ ) り 、 笑 い 、 正 装 し て いる 。 

why, then, is eVerythimg in her Detter and more Derfect? 

それ で は 、 な ぜ 、 あ る 令嬢 に お いて は 、 全 て が 、 よ り 良 く 、 よ り 完 全 で ある の か ? 
Nothing is more natural than her manner 

ある 令嬢 の 振る 舞い は 、 自 然 で ある 。 


nothing franker and more nobly free than her conVversation. 

ある 令嬢 の 会 話 は 、 裏 表 が 無く 、 気 高く 伸び 伸び と し て いる 。 

Near her everything should De atits ease, except Dad sentiments, Dut 
near her they are Imposs1Dle. 

悪 感情 を 抱い て いる 人 を 除い て 、 あ る 令嬢 の 近く で は 、 全 て の 者 が 、 安 心して 、 気 が 
楽に 成っ て 、 く つろ げ る 。 た だ し 、 あ る 令嬢 の 近く で は 、 悪 感情 を 抱い て いる 人 は 存在 
し 得 な い 。 

She does not seek hearts, Dut draws them to herself and jifts them up. 
ある 令嬢 は 、 求 心 力 を 得 よ うと は し て いな い に も か か わら ず 、 他 者 の 心 を 引き つけ て 
高め る 。 

She does not intoxicate, she enchants. 

ある 令嬢 は 、 柳 町 させ ず 、 良 い 意味 で 、 魔 法 を か けた か の 様 に 魅了 する 。 

Her whole personaHty Dreaches a Derfection more armiaDle than Virtue 
itself. 

ある 令嬢 の 全 人 格 は 、 徳 その も の より も 思い や り 深 い 完全 さ を 説く 。 

She is more gTaC1OusS than graCce, 

ある 令嬢 は 、 優 美 そ の も の より も 優美 で ある 。 

her acts are easy and inimitaDle, jike fimne music and poetry 

見 事 な 音楽 や 詩 の 様 に 、 あ る 令嬢 の 所 作 は 、 安 心 さ せ て 、 気 を 楽に させ て 、 く つろ が 
せ て 、 真 似 で き な い 。 

It is of her that a charming woman, too friendly to De her rival, said 
after a ball: "thought I saw the Holy Bible frolicking." 

ある 令嬢 の 好敵手 と 成る に は 仲 が 良 過 ぎる 、 あ る 魅力 的 な 婦人 は 、 舞 踏 会 の 後 で 、 
ある 令嬢 の 舞踏 に つい て 「 私 は 聖書 が 戯れ て いる の を 見 た 様 に 思っ た 。」 と 話し た 。 


Now look upon the other side ofthe sheetl 

0 other woman who affects the mmost rigid devotion, amd would De 
scandalhized if she heard the angels sing: 

Dut 

her talK is malevolent, her glance haughty and contemptuous: 

when she speaks of virtue she makes Vice 1oVaDle. 


FoOr 


her God 1s a jealous husDandL 


and she makes a great merit ofnot deceiving him. 


Her maxims are desolatmg, her actions due to varuty more than to 
charity, 


and one might say after having met her at church: "1 have seen the devil 
at Drayer.“ 


On leaving the first, one feels one's self full of love for all that is 
Deautiful, good amd gemerOUS. 

ある 令嬢 と 別れ た 時 に 、 人 は 、 自 身 が 、 美 し く 善 く 思 いや り 深 い 全 て の も の へ の た め 
の 思い や り で 満ち て いる 事 に 気づく 。 

One is happy to have well said to her all the noble things with which she 
has Inspired you, and to have Deen approVed Dy her 

ある 令嬢 に よっ て 吹き 込ん で も ら え た た 気 高 い 考え を ある 令嬢 へ 全て 上 手 に 話せ た 事 
と 、 気 高い 考え を ある 令嬢 に 葵 成 し て も ら え た 事 を 人 は 嬉し く 思 う 。 

One says to one's self that hfe is good, simce God has Destowed it on such 
SOUls as hers: 

人 は 、「 人 め は 善い 物 で ある 。 な ぜ な ら 、 神 は 命 を ある 令嬢 の 様 な 魂 に 与え て いる 。」 と 
自身 に 話し か ける 。 

one is full of courage and of hope. 

人 は 、 勇 気 と 希望 に 満ち る 。 


The other leaves you weakened and Daffled, or perhaps, what is WorSe, 
full of evil designs: 
中 略 


she makes you doubt of honour piety and duty: 


in her presence one Orly escapes from weariness Dy the door of evil 
desireSs. 


One has uttered slander to please her( - a woman of Vice - ), humilhiated 

one's self to flatter her pride, one remains discontented with her and 

with one's se 

邪悪 な 女 の 近 くに いる と 、 人 は 、 邪 悪 な 女 の 気に入る 様 な 悪口 を 話し 、 邪 悪 な 女 の 

自惚れ を 助長 する た め に 自身 を 辱め て 、 邪 悪 な 女 に つい て 、 ま た は 、 自 身 に つい て 
不満 を 感じ た まま で いる 。 

The HVely and certain sentiment of these diVerse Influences is Droper to 

well-Dalanced spirits and delicate conscienCes, 

邪悪 な 感化 力 を 鮮やか に 正確 に 感じ る 事 は 、 良 くつ り 合わ せ て いる 精神 と 、 繊 細 な 

立 悪 の 判断 力 に 特有 の 事 で ある 。 

and it is precisely that which the old ascetic writers called the power of 

discernng SD1T1tS. 

邪悪 な 感化 力 を 鮮やか に 正確 に 感じ る 事 は 、 正 に 、 古 代 の 初期 キリ スト 教 の 禁欲 的 

な 修道 士 の 作家 が 、「 霊 の 識別 」 の 能力 と 呼ん で いる 事 で ある 。 

You are Cruel Consolers, said joD to his pretended friends. 

ヨブ 記 16 章 2 館 で 、 ヨ ブ プ は 、「 あ な た た ち 偽 の 友人 は 、 ひ どい 慰め 方 を する 人 で あ 

る 。」 と 話し て いる 。 

It is, in fact the vicious that afflict rather than console. 

実に 、 悪 人 は 、 慰 め る より も 、 苦 し め る 。 

They haVe a prodigious tact for fimding and choosing the most desperate 

Danalites. 

悪人 に は 、 あ り ふ れ た 慰め に お いて 、 最 も 絶望 させ る 考え や 言葉 を 見 つけ て 選べ ぶ 驚 

異 的 な 能力 が 有る 。 


Are yOU WeeDing for a Droken affection? 

中 略 

HowW simple you are! 

they were playing wlth you, they did not loVe you. 

You admnut sorrowfully that your child 1imps: 

im friendly fashion, they Did you remark that he is a hunchDack. 


T he coughs and that alarmms you, they conjure you tenderly to take 
great care Of him, Derhaps he 1S consurmDtiVe. 


Has you write Deen 則 for a 1ong tme? 


Cheer up, she wil die of it! 


Hope and work is the message of Heaven to us Dy the voice of all good 
SOUIS. 

善良 な 魂 の 徳 に よる 、 天 か ら 人 へ の 言葉 は 、「 希 望 し な さい 。 そ し て 、 善 行 し な さい 。」 
で ある 。 

Despar and die, Hell cries to us in every word and movement, even in 
all the friendIy acts and caresses Of immperfect or degraded Deings. 
欠点 の 有る 人 や 堕落 し た 人 の 言動 、 親 切な ふり を し た 行為 、 愛 撫 に よる 、 地 獄 か ら 
人 へ の 叫び は 、「 絶 望 し て 死ね 。」 で ある 。 

Whatever the reputation of any one may De, and whateVer may De the 
testmomues of friendship that that person may g1Ve yOU, せ , On leavimg 
him, you feel yourself less well disposed and weaker he is DermiciousS 
for you: aVO1d him. 

ある 人 に 、 ど ん な に 名 声 が 有 っ て も 、 あ る 人 が 、 ど ん な に 友情 を 告白 し て 来 て も 、 も し 、 
ある 人 と 別れ た 時 に 、 自 分 か ら の 好意 が 減っ て いる 様 に 感じ た り 、 自 分 の 心 な ど が 
弱く 成っ て いる 様 に 感じ た ら 、 あ る 人 は 、 あ な た に と っ て 有害 で あり 、 あ る 人 を 避け な 
さい 。 

Our double magnetsm produces in us tWO sorts of sympathies. 

人 の 二 重 の 磁気 は 、 人 の 中 に 、2 種類 の 共感 を も た ら す 。 

We need to aDsorD and to radiate turn Dy turn. 

人 は 、 順 に 、 吸 収 し た り 放射 し た りす る 必要 が 有る 。 

Our heart loVes contrastS, 

人 の 心 は 、 対 照 的 な も の を 好む 。 

and 

その た め 、 

there are few women who haVe loved two men of gen1us in SUCCeSS1On. 
天才 の 男性 を 2 連続 で 愛し た 女性 は 、 ほ と ん どい な い 。( 天 才 を 愛し た 後 は 、 対 照 的 
な 、 愚 者 を 愛す る 物 で ある 。) 

One finds peace through the protection which one's own wearimess of 
admiration g1VeS: 

人 は 、 崇 拝 に 疲れ て 身 を 守り 平和 を 見 つけ る 。 

it is the law of eguihDrium: 

「 人 が 、 崇 拝 に 疲れ て 身 を 守り 平和 を 見 つけ る 。」 事 は 、 つ り 合い の 法 で ある 。 

Dut 

し か し 、 

sometimes ever sublime natures are SUrDr1sed in CaDr1ces Of Vulgar1ty. 
高尚 な 性 格 の 人 で すら 、 低 俗 な 気まぐれ に 驚か され る 時 が 有る 。 

Manr, said the Abbe GerDert is the shadow of a God in the Dody ofa 
Deast: 


Gerbert 神父 は 、「 人 は 、 獣 の 肉体 の 中 の 、 神 の 影 で ある 。」 と 話し て いる 。( 獣 は 肉 
欲 の 例え で ある 。) 

there are in him the friends of the angel and the flatterers of the animal. 
人 の 中 に は 、 天 使 の 友人 達 と 、 肉 欲 に 例え られ る 獣 の 御 機嫌 取り た ち が 存 在 する 。 
The angel attracts US: 

天使 は 、 人 を 引き 寄せ る 。 

but if we are not on our guard, 1t is the beast that carries US aWay: 

し か し 、 人 は 、 用 心 し な いと 、 獣 に 例え られ る 肉欲 に さら われ て し まう 。 

it wl even drag us fatally with it when itis a question of Deasthmess: 
that is to say of the satisfactions of that life the nourisher of death, 

人 が 、 獣 に 例え られ る 肉欲 の 奴隷 に 成る と 、 言 い 換 える と 、 人 が 死 を 育て る 人 生 に 満 
足し て いる と 、 獣 に 例え られ る 肉欲 は 人 を 必然 的 に 引き ずっ て 行く 。 

which, in the language of Deasts is called "real life." 

獣 に 例え られ る 肉欲 の 奴隷 で ある 人 々 の 表現 で は 、「 人 が 死 を 育て る 人 生 」 は 、「 現 
実 的 な 人 生 」 と 呼ば れ て いる 。 

In relig1on, the GosDel is a sure guidle: 

宗教 で は 、 福 音 書 が 確か な 案内 人 と 成る 。 


1t 1S TOt so In DusineSS, 


and there are a great many Deople who, they had to settle the 
temporal successlon of Tesus Christ, would more wilhmgly come to an 
agreement wrth judas Iscariot than with St. Peter 


One adrmires proDity, said Juvenal, amd one leaves it to freeze to death. 
ロー マ の 風刺 詩人 ユウ ェ ナ リ ス は 、「 人 は 、 誠 実 さ を ほめ た た える が 、 誠 実 さ を 放置 し 
て 凍死 させ て し まう 。」 と 話し て いる 。 


If such and such a celebrated mar for exarmple, had not scandalously 
solcited wealth, Would one ever have thought of endowing his old 
TnUSe? 

中 略 


Who would have left him legacies? 


Virtue has our adrmiration, Our DUrSe 0W6es it nothing, that great 1ady is 
rich enough without Us. 


One would rather g1Ve to VCe, 1t 1S SO DOOr! 


"Tdonot hke Deggars, and I only giVe to the poor who are ashamed to 
beg," said one day a man of wit. 


"But what do you g1Ve them simce you do not Know them?" 


"1 giVe them my adrmiration and my esteem, and I have no need to know 
them to do that.“ 


"How 1s It that you need so much money?" 
they asked another "you have no children and no calls on you." 


"1 have my poor folk, and I cannot prevent myself from giving them a 
great deal of money." 


"Make me acquainted wrth the, perhaps 1 will g1Ve them somethimg too." 
"Oh! you know some of them already, I have no doubt. 1 have seven who 
cost me an enormous amount, and an elghth who costs more than the 
seVen Others. The seven are the seven deadly sing: the eighth is 
gambling ." 

Another dialogue: "G1ve me fiVe francs, si 1 am dying of hunger." 
ImDecile! 

you are dyimg of hunger 

and yOU Want me to encourage VOU 1 SO eV1l a Course? 


You are dyimg of hunger and you have the impudence to admmit it. 


You wrsh to make me the accomplice of your incapacity, the aDetter of 
VOUT SU1C1de. 


You want to Dut a Drermium on wretchedneSss. 
For whom do you take me? 


Do you think 1 am a rascal hke yourself? .… 


And yet another: "By the way, old fellow, could you lend me a thousand 
pounds? I want to seduce an honest womman." 


"Ah! that is Dad, but I can never refuse anything to a friend. Here they 
are. When you haVe succeeded you might giVe me her address.“ 


That is what is called in Englandl and elsewhere, the manners of a 
gentleman. 


"The man of honour who is out of work steals, amd does not Deg!" 
replied, One day, Cartouche to a Dasser- Dy who asked alms of him. 

18 世紀 の フラ ンス の 盗賊 ルイ ドミ ニク カル トゥ ーシュ は 、 あ る 日 、 施 し を 求め て きた 
通行 人 に 、「 職 が 無い 人 で 、 名 誉 を 重んじ る 人 は 、 盗 む が 、 物 選 い は し な い 。」 と 答え 
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It is as emphatic as the word which tradnton associates with 
Cambronne, 

口伝 で は 、 指 揮 官 ピエ ー ル カン ブロ ン ヌ も 、 盗 賊 ルイ ドミ ニク カル トゥ ーシュ と 同じ 
荒 々 し い 言 葉 で 、 施 し を 求め て きた 通行 人 に 答え た 、 と 言わ れ て いる 。 

and perhaps the famous thief and the great general Doth really replied 
In the same manner 

多分 、 有 名 な 盗賊 ルイ ドミ ニク カル トゥ ーシュ と 、 偉 大 な 指揮 官 ピ エー ル カン ブロ 
ン ヌ は 、 両 人 共 、 実 際 に 、 同 じ 言 葉 で 、 施 し を 求め て きた 通行 人 に 答え た の で あろ う 。 
It was that same Cartouche who offered, on another occasion, of his 
own accord and without it Deimg asked of him, twenty thousand pounds 
to a Dankrupt. 

同じ 、 盗 賊 ルイ ドミ ニク カル トゥ ーシュ は 、 別 の 機会 に は 、 自 発 的 に 、 と われ な く て も 、 
2 万 フラ ンス ポン ド を 破産 者 に 与え た 。 

One must act DroDerIy to one's Drothers. 

人 は 、 自 分 と 似 た 境 遇 の 同胞 に 対し て は 、 正 し く 行 動 す る に 違い な い 。 

Mutual assistance 1S a law of nature. 

相互 扶助 は 自然 の 法 で ある 。 


To aid those who are Hke ourselves is to aid OurselVeS. 

自分 と 似 た 境遇 の 人 を 助け る 事 は 、 自 分 を 助け る 事 に 成る 。 

But 
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aDpoVe mutual assistance rises a holier and greater 1aw: 1t 1S un1versal 
aSSs1stamCe, 1t 1S Charity 

相互 扶助 を 超越 し て いる 、 神 聖 な 大 いな る 法 と し て 、 自 分 と 似 た 境遇 の 人 だ け で は 
な く 普 遍 に 相互 扶助 する 事 で ある 、 真 の 思い や り が 存在 する 。 


We all admire and loVe Saint Vimcent de Paul, 


中 略 
Dut 


we haVe also a secret weakmess for the cleverness, the Dresence of 
mind, and, aDoVe all, the audacity of Cartouche. 


The avowed accormplices of our Dass1ons may O1sgust us Dy hurmliatmg 
US: 


at our 0WT riskK and Derll our pride wll teach us how to resist them. 
But 


what is more dangerous for us than our hypocritical and hidden 
aCCOmDlices? 


They follow us hkKe sorrow, await us ike the aDyss, surround us 1ike 
infatuation. 


We excuse them in order to eXCuse OUTselVes, defending them in order 
to defend ourselves, justtfyimg them in order to justify ourselves, and 
we suDbmit to them fimally Decause we must, Decause We haVe not the 
strength to resist our inchmations, Decause we lack the wil to do so. 


They( - The avowed accomplices of Our Dass1ons - ) have DOssessed 
themselves of our ascendant, as Paracelsus says, and where they wish to 
lead us We shall go. 

パラ ケル スス が 話し て いる 様 に 、 共 通 の 肉欲 的 な 欠陥 を 通じ て 誘惑 する 悪人 は 、 他 
人 の 感化 力 の 所 有 者 と 成っ て 、 望 む 所 へ 他人 を 誘導 する 。 

They are our Dad ange]S. 

共通 の 肉欲 的 な 欠陥 を 通じ て 誘 惑 する 悪人 は 、 誘 惑 する 悪い 「 守 護 天使 」 で ある 。 


We know itin the depths of our consclousneSS: 


中 略 
Dut 


We Dut UD with them, 
we have made ourselves their servants that they also may De ours. 


Our passlons treated tenderly and flattered, have Decome slaVe- 
ImlstreSSeS: 


and those who serve our DaSss1onS Our Valets, amd Our masterSs. 


We breathe out our thoughts and Dreathe in those of others imprinted 
In the astral light 

人 は 、 自 分 の 思考 を 吐き 出し 、 星 の 光 に 記さ れ た 他人 の 思考 を 吸い 込む 。 

which has become ther electro-magnetic atmosphere: 

星 の 光 は 、 思 考 の 電 磯 気 の 大 気 と 成っ て いる 。 

and thus the companionship of the wicked is less fatal to the good than 
that of Vulgar cowardly, and tepid Deings. 

正しい 人 に と っ て 、 悪 人 と の 交流 の 有害 性 より も 、 淫 ら な 人 や 有 病 者 や 熱意 が 無い 
生ぬるい 人 と の 交流 の 有害 性 は 大 きい 。 な ぜ な ら 、 

Strong antpathy warns us eas1ly, and saVes us from the contact of gross 
V1CeS: 

悪人 へ の 強い 反感 は 、 人 を 、 警 戒 さ せ 易く 、 ひ どい 悪人 と の 交流 か ら 守 る 。 し か し 、 
1t is not thus with disguised Vices Vces to a Certain extend diluted and 
become ahmost 1ovaDle. 


淫ら な 人 や 勝 Re 悪 徳 を 徳 に 偽装 する た め に 
装 さ れ た 超 徳 は 、 あ る 程度 まで 薄め られ て 、!( 上 ばら し い 計 守 で きる 物 と 誤解 さ 

の で 、 反 感 し 難く 、 警 戒 し 難く 、 淫 ら な 人 や 脆 還 者 了 才 が い 生 天 る の 
を 防ぎ 難い 。 

An honest woman will experience nothing Dut disgust im the society of a 
DrOStitute, 

誠実 な 女性 は 、 妨 婦 と の 交流 に 嫌悪 し か 感じ な いで あろ う 。 

but she has everything to fear from the seductions of a coguette. 
誠実 な 女性 が 最も 恐れ る べき 物 は 、 浮 気 者 で ある が 隠し て いる 女 か ら の 浮気 の 扇 
動 で ある 。 

One kmows that madmess 1S contag10US, 

狂気 は 伝染 する 、 事 は 知ら れ て いる 。 

Dut the mad are more Darticularly dangerous when they are amuaDle 
nd Sympathetic. 

感じ の 良い 好ま し い 狂 人 は 、 特 に 、 よ り 危 険 で ある 。 


One enters Httle Dy Iittle into their circle of ideas, 
中 略 


one ends Dy understanding their exaggeratiOTS, 


while partakimg their enthusiasm, one grOoWs accustomed to their 1ogic 
that has lost its way 


one ends by finding that they are not as mad as one thought at first. 
Thence to Deleving that they alone are right there is Dut one step. 


One Hkes them, one apDproVves of them, one is as mad as they are. 


The affections are free and may De Dased on reason, 

愛情 は 、 自 由 で あり 、 論 理 に 基づい て いる 。 

but sympathies are of fatalism, amd Very freduently unreasonaDle. 
共感 は 、 運 命 的 な 物 で あり 、 非 論理 的 な 場合 が 非常 に 多い 。 

They depend on the more or ]ess balanced attractions of the magnetc 
jight, and act on men in the same Way as Upon ammals. 


共感 は 、 多 か れ 少 な か れ 、 磁 気 の 光 、 星 の 光 の つり 合っ て いる 相互 の 引き 寄せ る 力 
に よる 物 で あり 、 動 物 に 作用 する 様 に 、 人 に 作用 する 。 

One will stupidly take pleasure in the society of a Derson in whomm is 
nothing lovaDle, 

人 は 、 狂 愚 に も 、 愛 すべ き 点 が 無い 人 と の 交流 を 喜ぶ 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

One 1S mysteriously attracted amd dormmated Dy hm. 

人 は 、 愛 すべ き 点 が 無い 人 に 、 神 秘 的 に 引き 寄せ られ て 支配 され る 。 

And often enough, these strange sympathies began by Hvely antpathies: 
愛す べき 点 が 無い 人 へ の 不思議 な 共感 は 、 鮮 や か な 反感 か ら 始ま る 場合 が 多い 。 
the fluids repelled each other at first, and suDseduently Decame 
Dalanced. 

最初 は 、 流 体 、 星 の 光 は 相互 に 民 け 合っ て いた が 、 後 に 、 星 の 光 同 士 が つり 合っ て し 
まっ た の で ある 。 

The equlibratmg speclaHty of the plastic medium of every DerTsor 1S 
what Paracelsus calls his "ascendant," 

人 の 自由 な 形 に で きる 仲介 する も の 、 人 の 星 の 体 の つり 合 お うと する 特徴 を パラ ケ 
ルス ス は 「 支 配 力 」 と 呼ん で いる 。 

and he giVes the name of "flagum' to the particular reflection of the 
habitual ideas of each one in the umiversal light. 

各 人 の 習慣 的 な 考え に よる 、 普 遍 の 光 、 星 の 光 の 中 の 個別 の 考え の 鏡像 を パラ ケ 
ルス ス は 「flagum」 と 呼ん で いる 。 

One arrives at the knmowledge of the "ascendant" of a person Dy the 
sensitVe divination of the "flagum," and Dy a Dersistent direction of the 
wil. 

人 は 、「flagum」 を 鋭く 見 抜く 事 に よっ て 、 ま た 、 意 思 が 持続 する 方 向 に よっ て 、 他 人 
が 持つ 「 支 配 力 」 を 知る 事 が で きる 。 

One turns the actVe side of one's own ascendant towards the DassivVe 
s1de ofthe ascendant of another when one wishes to take hold of that 
Other and domnmnate hnmm. 

人 は 、 他 人 を と ら え て 支 配 し た い 時 は 、 自 分 の 「 支 配 力 」 の 自発 的 な 面 を 、 他 人 の 

「 支 配 力 」 の 受容 的 な 面 へ 向け て いる 。 

The astral ascendant has Deen dnvined Dy other magi, who gaVe it the 
name Of "tourDillom"(Vortex). 

パラ ケル スス の 他 に 、 あ る 魔術 師 達 は 、 星 の 光 に よる 星 の 支配 力 を 見 抜い て 「 渦 」 と 
呼ん で いる 。 

It is, say they, a current of specialized light, representimg always the 
same circle of images, amd comnseduertly determined and determirmnng 
1mDTeSS10nS. 

ある 魔術 師 達 に よる と 、「 渦 」 は 、 特 化し た 星 の 光 の 流れ で あり 、 常 に 同一 の 諸々 の 
映像 の 輪 を 表し て 、 結 果 的 に 、 諸 々 の 印象 が 「 渦 」 を 決定 し た り 、「 渦 」 が 諸々 の 印象 
を 決定 し た りす る 。 


These Vortices exist for men as for starS. 


諸々 の 「 渦 」 は 、 星 々 に 存在 する 様 に 、 人 に 存在 する 。 


"The stars," sa1d Paracelsus, "Dreathe out their luminous soul, and 
attract each other's radiation. 

次 の 様 に 、 パ ラケル スス は 話し て いる 。「 星 々 は 星 の 光 る 魂 を 吐き 出す 。 そ し て 、 あ る 
星 は 他 の 星々 が 吐き 出し た 星 の 光 る 魂 を 引き 寄せ る 。 

The soul of the earth, prisoner of the fatal laws of gravitation, frees 
itself Dy specializing itself, and passes through the instimct of amnmmals to 
arrive at the intelhgence of man. 

地 の 魂 、 星 の 光 は 、 重 力 の 必然 の 法 に と ら わ れ て いる が 、 自 身 を 特 化 さ せ て 自身 を 
重力 の 法 か ら 解 放 で き て 、 動 物 的 な 先天 的 な 物 に 成っ て か ら 、 人 の 知性 に 成る 。 
The actVe portion of this wll is dumDb, 

人 の 知性 に 成っ た 星 の 光 の 、 意思 の 自 発 的 な 音 分 は 、 無口 で ある 。 

Dut 

し か し 、 

1t DreserVes in writing the secrets of Nature. 

人 の 知性 に 成っ た 星 の 光 は 、 星 の 光 の 中 に 記さ れ て いる 自然 の 秘密 を 保持 し て い 
る 。 

The free part can no 1onger read this fatal writimg without 
Instantaneously 1osimg 1ts 1iDerty. 

人 の 知性 に 成っ た 星 の 光 の 自由 な 部 分 、 人 の 知性 に 成っ た 星 の 光 の 意思 の 自 完 
的 な 部 分 は 、 人 の 知性 に 成っ た 星 の 光 の 中 に 記さ れ て いる 重大 な 自然 の 秘密 を 読 
むと 、 すぐ に 自 由 を 失っ て じまい 。 忘 我 状態 胃 に 成る 。 

One does not pass from dumD and vegetatiVe contemplation to free 
V1Dbratmg thought without changing one's surroundings and one's 
OTgaTS. 

人 は 、 自 分 の 周囲 の 環境 と 自分 の 器官 022 無口 な 植物 的 な 
沈 思 庄 考 か ら 、 自 由 な 動揺 する 思考 へ 変 

Thence comes the forget fulness BR accompanies Dirth, 

の た だ ため 、 人 は 、 誕生 に 伴っ て 、 完全 忘却 し て 以 表 9。 

and 

また 、 そ の た め 、 

the Vague rerrurscences of our sickKly intuitions, always amalogous to 
the visions of our ecstasies and of our dreams. 

人 の 病 的 な 直感 に お ける 曖昧 な 記憶 は 、 常 に 、 忘 我 状 態 と 夢 に お ける 幻視 に 似 て い 
る 。 


」 


This revelation of that great master of occult medicine throws a fierce 
jight on all the phenomena of somnambulism and of diVination. 

上 記 の 、 隠 され た 医学 の 大 いな る 祖師 パラ ケル スス の 啓示 は 、 催 眠 術 や 占い の 全 
て の 現象 に 、 強 い 光 を 当て る 。 

There also, for whoever kmows how to fimd it, is the true key of 
eVOcation, and of communication wrth the fluidic soul of the earth. 

また 、 上 記 の 、 パ ラケル スス の 啓示 は 、 人 の 知性 に 成っ た 星 の 光 の 中 の 自然 の 秘密 
に 到達 する 方 法 を 知る 人 に と っ て は 、 降 霊 術 の 真 の 鍵 で あり 、 地 の 流体 の 魂 と 交流 
する 真 の 鍵 で ある 。 


Those persons whose dangerous Influence makes itself felt Dy a single 
touch are those who make part of a fluidic assoclation or who either 
Voluntarily or inVoluntarily make use of a current of astral light which 
has gone astray. 

た っ た 一 度 の 接触 だ け で 危険 な 感化 を 感じ させ る 人 は 、 流 体 の 軍団 の 中 の 1 人 で 
ある か 、 意 識 的 に か 無意識 的 に 入 筆 っ て いる 星 の 光 の 流れ を 利用 し て いる 人 で ある 。 
Those, for example, who He in isolation, deprived of all 
cormmurucation wrth humanity and who are daily in fluidic sympathy 
wrth animals gathered together in great numDer as 1S ordimarily the 
case with shepherds, are DOssessed of the demon Whose name 1S 
"]egiom:" in their turn they reign despotically oVer the fluid souls of the 
flocks that are confided to their care: conseduently their good-wrll or 過 - 
wll makes their cattle prosper or die: 

例え ば 、 羊 飼い の 様 に 、 人 と の 全て の 交流 を 奪わ れ て 孤立 し て 生き て いて 、 多 数 の 
集め られ た 動物 と の 流体 の 共感 の 中 に 日 々 いる 人 は 、 マ ルコ に よる 福音 5 章 の 様 
な 「 軍 団 」 を 名 乗る 悪人 の 霊 に と りつ か れる が 、 被 源 依 者 の 望み に 身 を 委ね て いる 
「 軍 団 」 の 流体 の 霊 達 を 独裁 的 に 統治 で き て 、 結 果 的 に 、 善 意 か 悪意 に よっ て 動物 
達 を 近 え させ る か 死な せる 。 

and this influence of animal sympathy can De exerclsed Dy them upon 
human plastic mediums which are il defended, owng either to a weak 
wll or a himited intelhgence. 

動物 と の 共感 に よる 感化 力 を 、 意 思 が 弱い か 、 知 が 少な いせ いで 、 守 られ て いな い 
人 の 、 自 由 な 形 に で きる 仲介 する も の 、 星 の 体 に 作用 させ る 事 が で きる 。 

Thus are explaned the Dewitchments which are haDitually made Dy 
shepherds, 

上 記 の 様 に 、 羊 飼い に よる 習慣 的 な 呪い を 説明 で きる 。 


andthe stl quite recent phenomena of the Presbytery of Cideville. 


中 略 


Cideville is a jittle village of Normandy, where a few years agO Were 
produced phenomena hke those which have since occurred under the 
imfluence of Mr Home. 


M. de Mirville has studied them carefully, and M. Gougenet 
DesmousseauXx has reprinted all the details in a Dook, publshed in 1854, 
entttled "Moeurs et pratques des demons.“ 


The most remarkaDle thing in this ]atter author is that he seems to 
divine the existence Of the plastc medium or the fluidic Dody 


"We have certairly not two souls," sald he, "Dut Derhaps We have two 
Dodies.“ 


Everything that he says, in fact, would seem to proVve this hypothesis. 


He saw a shepherd whose fluidic form haunted a Presbytery, and who 
was wounded at a distance Dy Dlows inflicted on his astral larVva. 


We shall here ask of MM. de Mirville and Gougenet Desmousseaux 下 
they take this shepherd for the devil, and 下 , far or near the devil such 
as they conce1ve him can De scratched or wounded. 


At that tme, in Normandy the magnetic imesses of mediums were 
hardly knowru and this unhappy sleep-walKer who ought to have Deen 
cared for an cured, Was roughly treated and even Deaten, not eVen im 
his fludic appearance, Dut in his proper Derson, Dy the Vicar himself. 


That is, one must agree, a Singular kimd of exorclsm! 


If those violences really took place, and if they may De imputed to a 
Churchman whom one considers, and who may De, for all we kmow, 
Very gO0d amd Very resDectaDle, let us admt that such writers as MM. 
de Mirville and Gougenet Desmousseaux make themselves not a Hittle 
his accomplices! 


The laws of physical hife are inexoraDle, 
肉体 の 命 の 法 は 、 避 け 難 い 。 
and in his animal nature man is Dorn a slave to fatality: 


人 の 動物 的 な 性 質 に よっ て 、 人 は 運命 の 奴隷 と し て 生ま れる 事 に 成る 。 

it is Dy dimt of struggles against his instimcts that he may win moral 
freedomm. 

人 の 先天 的 な 物 で ある 肉欲 と 戦う 事 に よっ て 、 人 は 倫理 道徳 的 な 自由 を 勝ち 取る 
事 が で きる 。 

Two different existences are then Dossible for us uponr the earth: one 
fatal, the other free. 

その た め 、 地 上 で 、 人 に は 、 死 に 至る 生き 方 と 、 備 理 道徳 的 に 自由 な 生き 方 と いう 、2 
つの 異な る 生き 方 が 可能 で ある 。 

The fatal Deimg is the toy or instrument of a force which he does not 
direct. 

死に 至る 人 は 、 死 に 至る 人 で は 傾け る 事 が で き な い 自然 の 力 の 玩具 か 道具 に 成っ 
て し まう 。 

Now, when the instruments of fatality meet and colhde, the stronger 
breaks or carries away the Weaker: 

運命 の 道具 で ある 人 た ち が 出 会 っ て 衝突 する と 、 強 い 者 は 、 弱 い 者 を 破壊 し て し まう 
か 、 弱 い 者 の 心 を 奪っ て し まう 。 

truly emancipated Deings fear neither Dewitchments nor mysterlous 
imfluences. 

本 当 に (肉欲 か ら ) 自 由 な 人 は 、 呪 いも 神秘 の 感化 力も 共 れ な い 。 本 当 に (肉欲 か ら ) 
自由 な 人 は 、 呪 いも 神秘 の 感化 力も 欧 れ る 必要 が 無い 。 


You may reply that an encounter with Cain may De fatal for Abel. 
中 略 

DouDbtless: 

Dut 

such a fatality 1s an advantage to the pure and holy victm, 

it isS Only a rmisfortune for the assass1n. 


Just as among the righteous there is a great commuruty of Virtues and 
meT1tS, 


there is among the wicked an aDsolute sohdarity of fatal culpaDihty and 
necessary Chastisement. 


Crime resides in the tendencies of the heart. 

如 事 は 、 心 の 傾向 に 存在 する 。 

Circumstances which are amost always independent of the will are the 
Only causes Of the graVity of the acts. 

人 の 意思 と は 、 ほ ぼ ば 常に 無関係 で ある 、 状 況 が 、 人 の 行動 の 重大 さ の 唯一 の 原因 と 
成る 。 

If fatality had made Nero a slaVe, he would have Decome an actor Or a 
gladiator and Would not have Durned Rome: Would it De to him that one 
should De grateful for that? 

仮に 、 運 命 が ネ ロ を 奴隷 に し て いた ら 、 ネ ロ は 役者 か 剣 奴 に 成っ て ロー マ を 燃やさ な 
か っ た で あろ う が 、 ロ ー マ を 燃やさ な か っ た ら ネ ロ に 感謝 する べき で あろ うか ? 
Nero was the accomplice of the whole Roman people, 

ネロ は 、 全 ロー マ 市 民 の 共犯 者 で ある 。 

and those who should have prevented them incurred the whole 
resDOnsibilhity for the frenzies of this monster 

ネロ の 乱心 を 止め な か っ た 人 た ち に 、 ネ ロ の 乱心 の 全 責 任 が 有る 。 

Seneca, Burrhus, Thrasea, CorDulor, theirs is the real guilt of that 
fearful reigm: 

ネロ の 恐怖 の 支配 の 真 の 犯罪 者 は 、 ネ ロ を 止め な か っ た セネカ 、 バ ラス 、 ト ラ セ ア 、 
コル ブロ で ある 。 

great men who were either selfish or incapaDle! 

セネカ と いっ た ネロ を 止め な か っ た 偉人 た ち は 、 利 己 的 で あっ た か 、 無 能 で あっ た ! 
The only thing they knew was how to dhe. 

セネカ た ち が 唯 一 知っ て いた 事 は 、 死 ぬ 方 法 だ け で あっ た 。 

If one of the Dears of the Zoological Gardens escaped amd deVoured 
seVeral Deople, would one Dlame hum or his Keepers? 

熊 が 動物 園 を 脱出 し て 数 人 の 人 を 食い 殺し た ら 、 人 は 熊 を 非難 する で あろ うか ? そ 
れ と も 、 人 は 動物 園 の 熊 の 飼育 係 を 非難 する で あろ うか ? 熊 が 動物 園 を 脱出 し て 数 
人 の 人 を 食い 殺し た ら 、 人 は 動物 園 の 熊 の 飼育 係 を 非難 する ! 


Whoever frees himself from the common errors of mankind is obliged 
to Day a ransOom Droportional to the sum of these errOrs: 
略 


SOcrates Days for Ame1tUs, 


and Tesus was obliged to suffer a torment whose terror was egual to the 
whole treason Of Tudas. 


Thus, by paying the debts of fatahty, hard-won HbDberty purchases the 
empre Of the worldi 


1t is hers to Dind and to unDind. 


God has put in her hands the keys of Heaven and of Hell. 


You men who aDandon Drutes to themselves wish them to deVvour YOU. 
獣 に 例え られ る 肉欲 を 野放し に し て 放置 し て いる 人 は 、 肉 欲 に 飲み 込ま れる 事 を 望 
ん で いる 事 に 成る 。 

The rabDble, slaves of fatality, can only emjoy HDerty Dy aDsolute 
obedience to the will of free men: 

運命 の 奴隷 で ある 大 衆 は 、( 肉 欲 か ら ) 自 由 で ある 人 の 意思 に 完全 に 従う 事 に よっ て 
の み 、 自 由 を 享受 で きる 。 

they ought to work for those who are responsiDle for them. 

大 衆 は 、 大 衆 の 責任 を 背負 っ て くれ る 人 の た め に 、 働 く 必 要 が 有る 。 

But 

し か し 、 

when the Drute governs Drutes, when the Djind leads the bhnd, when 
the leader is as suDject to fatality as the masses, what must one eXDeCt? 
獣 の 様 に 肉欲 の 奴隷 で ある 人 が 肉欲 の 奴隷 で ある 人 を 支配 する 時 、 盲 人 が 盲人 を 
導く 時 、 運 命 の 奴隷 で ある 指導 者 が 運命 の 奴隷 で ある 大 衆 を 導く 時 、 何 を 予想 し な 
く て は いけ な いか ? 

What Dut the most shockimg catastrophes? 

衝撃 の 大 惨事 、 以 外 の 何 を 予想 で きる か ? 衝 撃 の 大 惨事 し か 予想 で き な い ! 

In that we shall neVer De disapponted. 

大 惨事 の 予想 が 外れ る 事 は 無い で あろ う 。 


By admittimg the anarchical dogmas of 1789, Louis XVI launched the 
State upon a fatal slopDe. 


From that moment all the crimes of the ReVolution Weighed upon him 
alone: 


he alone had failed in his duty, 


RoDesplerre and Marat only did what they had to do. 


Girondins and Montagnards killed each other in the workings of 
fatalty, and their violent deaths Were so many necessary catastrophes: 


at that epoch there was Dut one great amd legitimate execution, really 
sacred, really expiatory: that of the King. 


The principle of royalty would have fallen that too weak price had 
eSCaDed. 


But 


a transacton between order and disorder Was ImDoss1Dle. 
秩序 と 無秩序 の 交流 は 不可 能 で ある 。 

One does notinherit from those whom one murders: 

人 は 、 組 し た 人 か ら 相 続 を 受け る 事 は 無い 。 

One roDs them: 

人 は 、 殺 し た 人 か ら 盗 む 事 に 成る 。 


and the Revolution rehaDilitated Louns XXVI Dy assassimatmg him. 


After so Imany COnCeSSiOnS, SO many WeaknesseS, s0 many UnWOrthy 
aDasements, that mar, consecrated a second tme Dy msfortune, Was 
aple at least to say as he walked to the scaffold: "The Revolution is 
condemnedL and 1 am always the King of France"! 


To De just is to suffer for all those who are not just, 
正しく 成る と 、 全 て の 正しく な い 人 の せい で 苦し む 事 に 成る 。 
Dut 

し か し 、 

1t is hfe: 


「 正 し い 人 が 、 全 て の 正しく な い 人 の せい で 苦し む 事 に 成る 。」 の が 、 人 生 で ある 。 
to be wicked is to suffer for one's self without winming Hife: 
悪人 に 成る と 、 命 を 勝ち 取れ ず 、 自 身 の せ いで 苦し む 事 に 成る 。 

it is to deceiVe one's self, to do evil, and to win eternal death. 
悪人 に 成る 事 は 、 自 身 を だ ます 事 に 成り 、 悪 事 を 行う 事 に 成り 、 永 遠 の 死に 至る 事 に 
成る 。 

To recapitulate: 

要約 する と 、 

Fatal influences are those of death. 

死に 至る 感化 力 と は 、( 魂 の ) 死 に よる 感化 力 で ある 。 

Living influences are those of life. 

生き て いる 感化 力 と は 、( 魂 の 永遠 の ) 命 に よる 感化 力 で ある 。 

Accordimg as We are Weaker Or stronger in life, we attract Or reDel 
wrtchcraft. 

悪い 生き 方 に よっ て 人 が 弱い と 、 呪 い を 引き 寄せ て し まう 。 善 い 生 き 方 に よっ て 人 が 
強い と 、 呪 い を 民 ける 。 

This occult poWer 1S only too real, 

呪い と いう 隠さ れ た 力 は 、 実 に 、 実 在 する 。 

Dut 

し か し 、 

intelhgence and virtue will always fimd the means to aVoid its 
OoDsessions and its attackSs. 

常に 、 知 と 徳 は 、 呪 い の 絡 依 と 攻撃 を 避け る 手段 を 見 つけ る で あろ う 。 


CHAPTER 1IV 

第 3 部 第 2 巻 第 4 章 
MYSTERIES OF PERVERSITY 
倒錯 の 神秘 


HUMAN eqguihbrium is composed of two attractions, one towards death, 
the other towards Hfe. 

命 に 引き 寄せ る 力 と 、 死 に 引き 寄せ る 力 と いう 、2 つの 引き 寄せ る 力 が 、 人 の つり 合 
い を 形成 し て いる 。 

Fatahty is the vertigo which drags us to the aDyss: 

死に 至る 物 、 死 に 引き 寄せ る 力 は 、 人 を 底無し の 淵 に 引き ずり 込む 、 め まい で ある 。 
jiperty 1s the reasonaDle effort which lifts us aboVe the fatal attractons 
of death. 

自由 と は 、 死 に 至る 、 死 に 引き 寄せ る 力 を 超越 する 、 論 理 的 な 努力 で ある 。 

What is mortal sim? 

大 罪 、 死 に 至る 大 罪 と は 、 何 で ある か ? 

It is apostasy from our 0wn Hberty: 

大 罪 、 死 に 至る 大 罪 と は 、 自 由 の 放棄 で ある 。 

it is to aDandon ourselVves to the 1aw of inertia. 

自由 の 放棄 と は 、 怠 必 の 法 に 身 を 委ね る 事 で ある 。 

An uust aCt 1S a COImDact with imjustice: 

不正 な 行為 と は 、 不 正 と 契約 する 事 で ある 。 

noW, eVery In]ustice is an abdication of intelligence. 

不正 は 、 全 て 、 知 を 放棄 する 事 に 成る 。 

We fall from that moment under the empire of force 

知 を 放棄 し た 瞬間 か ら 、 人 は 堕落 し て 、 自 然 の 力 に 統治 され る 事 に 成る 。 

whose reactions always Crush everythimg which is umDalanced. 

常に 、 自 然 の 力 に よる 反作用 は 、 つ り 合 い を 取れ て いな い 全 て の も の を 粉々 に する 。 
The love of evil and the formal adhesion of the wil to imjustice are the 
last efforts of the expiring will. 

悪 へ の 愛着 と 、 意 思 に よる 表立っ た 、 不 正 へ の 愛着 は 、 死 に ゆく 意思 に よる 最低 の 
努力 で ある 。 

Man, whatever he may do, 1s more than a Drute, 

人 が 何 を し て も 、 人 は 、 動 物 以 上 の 知 的 存在 で ある 。 

and he cannot aDandon himself ike a Drute to fataHty. 

人 は 、( 知 性 が 邪魔 を する の で 、) 動 物 の 様 に は 、 運 命 に 身 を 委ね る 事 は で き な い 。 
He must choose. 

人 は 、 選 ぶ 必 要 が 有る 。 

He must 1oVe. 

人 は 、 愛 する 必要 が 有る 。 

The desperate soul that thinks itself in 1ove with death is still more ave 
than a soul without loVe. 


死 を 愛し て いる と 自ら 誤っ て 思い 込ん で いる 絶望 し た 人 は 、 愛 が 無い 人 より も 、 生 き 
て いる 。 

Activity for evil can and should lead Dack a man to good, Dy counter- 
stroke and Dy reaction. 

悪 へ の 行動 力 は 、 切 り 返 す 事 に よっ て 、 ま た 、 反 動 に よる 逆流 に よっ て 、 人 を 善 へ 導 
いて 戻す 事 が で きる し 、 導 いて 戻す べき で ある 。 

The true evll, that for which there is no remedy, 1S inertia. 

救い よう が 無い 不 治 の 真 の 悪 と は 、 怠 必 で ある 。 

The abysses of grace corresDpond to the aDysses of Derversity, 

神 の 思い や り の (無限 と いう ) 底 無し の 淵 に は 、 倒 錯 の 底無し の 淵 が 対応 し て いる 。 
God has often 0 Saimts of scounmdrels: 

頻繁 に 、 神 は 、 悪 人 を 聖人 に 改心 させ て いる 。 

Dut 

し か し 、 

He has never done anything with the half-hearted and the cowardIy, 
神 は 、 中 途 半端 な 生ぬるい 人 や 勝 病 者 に は 何 も し な い 。 

Under penalty of reproDation, one must worKk, One must aCt. 

神 に 見 放さ れ た ら 、 人 は 行動 する 必要 が 有る 。 

Nature, moreoVer sees to this, and if we wrll not march on with all our 
courage towards Hfe, she fings us with all her forces towards death. 
さら に 、 自 然 は 理解 し て いて 、 人 が 勇 気 を 持っ て 命 へ 歩 ま な いと 、 自 然 は 人 を 死 へ 全 
力 で 動か す 。 

She drags those who wl not walk. 

自 然 は 、 歩く 意思 が 無い 人 を 引き ずっ て 行く 。 


Aman whom one may call the great prophet of drunkards, Edgar POe, 
that sublime madman, that genius of lucid extravagance, has depicted 
wrth terrifying reality the nightmares of perVersity, .… 

"1 killed the old man Decause he squinted." 


"1 did that Decause I ought not to have done 1t.“ 


There is the terrible antistrophe of Tertulhan's "Credo quia aDsurdurm. 
(=IDelieve Decause It is aDsurd.)" 


To DraVe God and to insult Him, is a fimal act of faith. 

神 に 逆らっ て 傷 辱 す る 事 は 、 信 心 に よる 最低 の 行い で ある 。 な ぜ な ら 、 

"The dead pralse thee not, 0 Lord," said the Psalmist and we might add 
we dared: "The dead do not Dlaspheme thee." 

詩 編 115 章 17 節 で 、 詩 編 の 作者 は 、「 死 ん だ 人 は 、 神 を た た える 事 が で き な い 、 お 

お っ 、 主 で ある 神 よ 。」 と 話し て いる が 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 大 胆 に 補足 し て 、「 死 ん だ 
人 は 、 神 を 冒 潮 する 事 が で き な い 。」 と 話す 。 


"O my son!" said a father as he leaned over the Ded of his child who had 
fallen into lethargy after a violent access of dehrium: "1msult me agaiml, 
beat me, Dite me, 1 shall feel that you are stll aliVe, Dut do not rest for 
ever in the frightful silence ofthe tomDb!" 


中 略 


A great crime always comes to Drotest against great lukewarmmeSSs. 
常に 、 大 いな る 罪人 は 、 多 数 の 生ぬるい 人 々 に 対し て 抗議 する 様 に 成る 。 


A hundred thousand good priests, had their charity Deen more act1Ve, 
might have preverted the crime of the wretch Verger 


The Church has the right to judge, condemn and Dunish an ecclesiastic 
who causes scandal: 

教会 に は 、 不 祥 事 を 起こ し た 聖職 者 を 裁き 、 非 難し 、 罰 する 権利 が 有る 。 

Dut 

し か し 、 

she has not the right to abandon him to the frenzies of despair and the 
temptations of misery and hunger, 

教会 に は 、 不 祥 事 を 起こ し た 聖職 者 を 、 絶 望 に よる 乱心 や 、 悲 惨 さ や 飼え に よる 誘惑 
に 、 引 き 渡 す 権 利 は 無い 。 

Nothmg is so terrifying as nothimgneSs, 


虚無 ほど 恐ろし い 物 は 無い 。 

and if one could ever formulate the conception of it, 下 it Were DOssiDle 
to adrmit it Hell would De a thing to hope for 

仮に 、 虚 無 と いう 概念 を 表す 事 が で き て 、 虚 無 を 認め る 事 が で きる の で あれ ば 、 地 獄 
は 望む べき 物 と 成っ て し まう で あろ う 。 

This is why 

その た め 、 

Nature itself seeks and irmposes exDpiation as a remedyi: 

自然 は 、 救 済 策 と し て 、 罪 の つぐ な い を 人 に 求め て 強制 する 。 

that is why 

その た め 、 

chastisemenrnt is a chastemimg, as that great Catholic Count ]oseph de 
Maistre so well understoodi: 

大 いな る カト リッ ク 教 徒 ジ ョ ゼ フ ド メー スト ル 伯 爵 が 非常 に 良く 理解 し て いた 様 に 、 
懲罰 は 罪 を 清め る 。 

this is Why 

その た め 、 

the penalty of death is a natural right, and wl never disappear from 
human 1aWs. 

死刑 は 、 自 然 な 権利 で あり 、 人 の 法 か ら 消 えな いで あろ う 。 

The stain ofmurder would De indelible if God did not justify the 
scaffold: 

も し 神 が 死 刑 を 正しい 物 と し な けれ ば 、 殺 人 と いう 汚れ は 、 消 す 事 が で き な い で あろ 
9。 

the divine power abdicated Dy society amd usurped Dy crimnals, would 
belong to them wrthout dispute. 

死刑 と いう 神聖 な 権利 を 、 社 会 が 放棄 する と 、 ま た 、 犯 罪 者 が 奪っ て 不正 利用 する と 、 
議論 の 余地 無く 、 死 刑 の 権利 は 、 犯 罪 者 の 物 に 成っ て し まう で あろ う 。 
Assassination would then Decome a virtue when it exercised the 
reDr1sals of outraged nature. 

死刑 の 権利 が 犯罪 者 の 物 に 成っ て し まっ た ら 、 激 し い 自 然 な 報復 行為 と し て 、 殺 人 
は 善行 に 成っ て し まう で あろ う 。 

Private Vengeantce WOuld protest against the aDsemce of Dublic 
eXxD1at1OTL 

死刑 の 権利 が 犯罪 者 の 物 に 成っ て し まっ た ら 、 人 は 、 私 刑 に よる 報復 に よっ て 、 公 の 
罪 の つぐ な い が 無 い 事 に 対し て 抗議 する で あろ う 。 

and from the splimters of the Droken sword of justice amnarchy would 
forge its daggerS. 

死刑 の 権利 が 犯罪 者 の 物 に 成っ て し まっ た ら 、 壊 れ た 正義 の 剣 の 欠片 か ら 、 無 秩序 
は 、 短 剣 を つく る で あろ う 。 

"Tf God did away with Hell, men would make another in order to defy 
Him," sald a good prlest to us One day. He was right: 


ある 日 、 あ る 善良 な 祭司 が 「 も し 神 が 地 獄 ( と いう 状態 ) を 無く し た ら 、 人 は 、 神 に 反抗 
し て 、 新 た な 地獄 を 創造 する で あろ う 。」 と 話し た の は 、 正 し い 。 

anditis for thatreason that 

その た め 、 

Hell is so anxious to De done away with. 

悪人 は 、 地 獄 が 無く 成る 事 を 望む の で ある 。 

Emancipation! is the cry 0f every V1Ce. 

全て の 悪人 は 、「 解 放 !」 と 叫ぶ 。 

Emancipation of murder Dy the aboHition of the pain of death: 

悪人 は 、 死 刑 の 廃止 に よる 、 殺 人 の 解放 を 求め る 。 

emancipation of prostitution and infanticide Dy the aboliton of 
marT1age: 

剖 人 は 、 結 婚 の 廃止 に よる 、 妨 婦 と 子 殺し の 解放 を 求め る 。 

emanclpation of idleness and rapine Dy the aDolition of property .… 
悪人 は 、 所 有 権 の 廃止 に よる 、 怠 情 と 強奪 の 解放 を 求め る 。 

SO reVolves the whirlwind of perversity untill it arrives at this supreme 
and secret formula: Emancipation of death Dy the abolition of life! 
悪人 が 「 人 生 の 廃止 に よる 、 死 の 解放 、 自 殺 の 解放 !」 と いう 最後 の 隠さ れ た 言葉 に 
辿り 着く まで 、 倒 償 と いう 竜巻 は 回 転 する 。 

It is Dy the victories of toil that one escapes from the fatalities of sorrow. 
労苦 に よる 勝利 に よっ て 、 人 は 、 悲 し み の 運 命 か ら 脱出 で きる 。 

What we call death is Dut the eternal Darturition of Nature. 

人 が 死 と 呼ん で いる 物 は 、 自 然 の 永遠 の 出産 で し か な い 。 

Ceaselessly she re-aDsorDs and takes again to her Dreast all that is not 
born of the spirit. 

絶え 間 無 く 、 自 然 は 、 霊 に よっ て 生ま れ 変 わら な か っ た 人 の 魂 を 、 再 び 、 引 き 寄 せ て 
懐 へ 取り 込む 。( ヨ ハネ に よる 福音 3 章 「 人 は 、 霊 に よっ て 生ま れ 変 わら な けれ ば 、 神 
の 王国 に 入れ な い 。」。) 

Matter in itself inert, can only exist by virtue of Derpetual motion, 

目力 で 動か な い 、 物 質 は 、 永 久 機関 の 力 に よっ て の み 、 存 在 で きる 。 

and spirit, naturally Volatle, can only endure by fixing itself. 

自然 に 気化 し 易い 、 霊 は 、 固 定 さ れる 事 に よっ て の み 、 存 続 で きる 。 

Emancipation from the 1aws of fatalty Dy the free adhesion of the spirit 
to the true and good, 1s what the Gospel calls the spiritual Dirth: 

ヨハ ネ に よる 福音 3 章 に 記さ れ て いる 「 霊 に よっ て 生ま れ ( 変 わ ) る 。」 と は 、 人 が 自由 
意思 に よっ て 精神 を 真理 と 善 と 一 致 さ せ て 運命 の 法 か ら 解 放さ れる 事 で ある 。 

the re-aDsorption into the eternal Dosom of Nature is the second death. 
自然 が 、 霊 に よっ て 生ま れ 変 わら な か っ た 人 の 魂 を 再び 引き 寄せ て 懐 へ 永遠 に 取り 
込ん で いる 状態 が 、 人 に と っ て の 、 ヨ ハネ の 回 示 録 2 章 11 節 の 「 第 2 の 死 」 で ある 。 
Unemancipated beimgs are drawn towards this second death Dy a fatal 
graVltatiOr: 

(肉欲 の ) 奴 隷 で ある 人 は 、 死 に 至る 引力 に よっ て 、 ヨ ハネ の 黙示 録 2 章 11 節 の 「 第 
2 の 死 」 へ 引き ずり 込ま れる 。 


the one drags the other as the divine Michel Angelo has made us see so 
clearly in his great picture of the Last ]udgment: 

神 の 様 な 画家 ミケ ラン ジェ ロ が 「 最 後 の 審 判 」 と いう 大 いな る 絵画 で 明らか に し て 見 
せ た 様 に 、 悪 人 は 互い に 足 を 引っ 張り 合う 。 

they are chmging and tenacious hkKe drowning me 

悪人 は 、 濁 れ て いる 人 の 様 に 、 ま と わり つき 合い 、 し っ か り 掴 ん で 離さ な い 。 

and free spirits must struggle energetically against them that their 
flight may not De hindered by them, that they may not De pulled Dack to 
Hell. 

(肉欲 か ら ) 自 由 に 成っ た 霊 は 、 昇 天 を 邪魔 され な い 様 に 、 地 獄 に 引き ずり 込ま れ な 
い 様 に 、 力 強く 、 悪 人 と 戦う 必要 が 有る 。 

This war is as ancient as the world: 

2 つの 正反対 の も の の 戦い は 、 創 世 か ら 存 在 し て いる 。 

the Greeks figured it under the symDols of Eros and Anteros, 
古代 ギリ シャ 人 は 、2 つの 正反対 の も の の 戦い を 、 エ ロス と アン テロ ス の 対立 と いう 
象徴 で 表し た 。 

and the Hebrews by the antagonism of Cain and ADbel. 

古代 ヘブライ 人 は 、2 つの 正反対 の も の の 戦い を 、 ア ベル と カイ ン の 対立 と いう 象徴 
で 表し た 。 

It is the war of the Titans and the Gods. 

古代 ギリ シャ 人 は 、2 つの 正反対 の も の の 戦い を 、 巨 人 ティ ター ン 族 と 神々 の 戦い と 
いう 象徴 で 表し た 。 

The two armies are eVerywhere inVis1Dle, disciphmed and always ready 
for attack or counterattack. 

2 つの 軍団 は 、 遍 在 し 、 目 に 見 え ず 、 練 り 上 げ ら れ 、 攻 撃 や 反撃 の 用 意 が 常に 出来 て 
いる 。 


S1rmple-mimded folk on Doth sides, astomished at the instant and 
unarnmous resistance that they meet, Degin to DelieVe in Vast Dlots 
cleverly organized, in hidden, all-powerful societies. 

中 略 

Eugene Sue inVents Rodhm: 


churchmen talk of the Illuminati and of the Freemasons: 


Wronski dreams of his Dands of mystics, 


and there is nothimg true and serlous Deneath all that Dut the necessary 

struggle of order and disorder of the instincts and of thought: 

秩序 と 無秩序 の 必然 的 な 戦い 、 先 天 的 な 物 で ある 肉欲 と 思考 の 必然 的 な 戦い だ け 
が 、 真 実 で あり 、 重 要 で ある 。 

the result of that struggle is Dalance in DrOgTeSS, 

秩序 と 無秩序 の 戦い 、 肉 欲 と 思考 の 戦い は 、 進 歩 す る 、 つ り 合 い を も た ら す 。 

and 

その た め 、 

the devil always contriDutes, despite himself, to the glory of St. Michael. 
常に 、 悪 人 の 霊 は 、 知 ら な いで 、 天 使 ミ カエ ル の 栄光 の 役に立つ 事 に 成る 。 

Physical love is the most DerVerse of all fatal Dass1ons. 

肉欲 の 愛着 は 、 死 に 至る 肉欲 の うち 、 最 も 倒錯 的 で ある 。 

It is the anarchist of anarchists: 

肉欲 の 愛着 は 、 無 政府 主義 者 の 中 の 無政府 主義 者 、 悪 魔 の 無政府 主義 者 で ある 。 
悪魔 は 存在 し な い 。) 

1t kmows neither law, duty, truth nor juStCe. 

肉欲 の 愛着 は 、 法 、 義 務 、 真 理 、 正 義 を 知ら な い 。 

It would make the maiden walK over the corpses of her Darerts. 
肉欲 の 愛着 は 、 処 女 に 父 と 母 の 死体 を 踏み に じ ら せ る 事 が で き て し まう 。 

It is an jrrepress1Dle intox1catiOn: 

肉欲 の 愛着 は 、 抑 制 し 難い 本 町 で ある 。 

a furious madnmeSSs. 

肉欲 の 愛着 は 、 激 し い 和 狂気 で ある 。 

It is the Vertigo of fatahty seekimg neW Victms: 

肉欲 の 愛着 は 、 新 し い 餌 食 を 探し 求め る 、 死 に 至る 、 め まい で ある 。 

the canmibal drunkenness of Saturn who wishes to Decome a father in 

order that he may haVe more children to devour. 

肉欲 の 愛着 は 、 よ り 多 く の 幼 子 を 食い 物 に する た め に 父 に 成る 事 を 望む お 、 サ トゥ ル ヌ 
ス に よる 、 人 を 食い 物 に する 本 西 で ある 。 

To conduer loVe 1s to triumph over the whole of Nature. 

性 欲 を 圧倒 する 事 は 、 自 然 の 全て を 圧倒 する 事 に 成る 。 

To suDrmit it to justice 1Ss to rehaDilitate hfe Dy devotimg it to immortaHty: 

性 欲 を 正義 に 従わ せる 事 は 、 性 欲 を 不死 に ささ げ て 、 命 を 生ま れ 変 わら せる 事 に 成 

る 。 

thus the greatest works of the Christianl revelation are the creation Of 

Voluntary Virgimity and the sanctification of marriage. 

キリ スト 教 の 啓示 の 最大 の 功績 は 、 性 欲 を 正義 に 従わ せる 事 に よる 、 自 発 的 な 処女 

性 の 創造 と 、 結 婚 の 神聖 化 で ある 。 

While love is nothing Dut a desire and an enjoyment, 1t 1s mortal. 
愛着 が 肉欲 や 享 泉 で し か な い 間 は 、 愛 着 は 死に 至る 。 

In order to make itself eternal it must Decome a sacrifice, 

愛 を 永遠 に する た め に は 、 愛 は 、 自 己 犠 牲 と 成る 必要 が 有る 。 


for 

な ぜ な ら 、 

then it Decomes a DoWer and a Virtue. 

愛 が 自己 犠牲 と 成っ た 時 、 愛 は 、 力 や 徳 に 成る 。 

It is the struggle of Eros and Anteros which produces the eguihDrium of 
the world. 

愛 は 、 世 界 の つり 合い を も た ら す 、 エ ロス と アン テロ ス の 戦い で ある 。 

Everything that over-excltes sensiDihty leads to depravlty and crime. 
感覚 を 刺激 し 過ぎ る も の は 、 全 て 、 人 を 堕落 や 悪事 や 犯罪 に 導い て し まう 。 

Tears call for blood. 

涙 は 、 人 を 血 に 呼び 寄せ る 。 

It is wrth great emotons as with strong drink: 

大 き な 感 情 は 、 強 い 酒 の 様 な 物 で ある 。 

to use them haDitually is to abDuse them. 

感情 を 習慣 的 に 利用 する 事 は 、 感 情 を 沙 用 する 事 に 成る 。 

Now, eVery aDuse of the emotions Derverts the moral sense: 

感情 の 藩 用 は 、 全 て 、 備 理 道徳 的 な 感覚 を 倒 錆 させ て し まう 。 

one seeks them for their own sakes: 

感情 の 溢 用 者 は 、 感 情 の た め に 感情 を 求め る 様 に 成っ て し まう 。 

One sacrifices everything in order to Drocure themm for one's self. 
感情 の 溢 用 者 は 、 感 情 を 手 に 入れ る た め に 、 全 て の も の を 犠 竹 に する 様 に 成っ て し 
まう 。 

Aromantic woman will easily Decome an Old Bailey heroine. 

夢見 が ちな 感情 の 溢 用 者 の 女性 は 、 中 央 刑事 裁判 所 オー ルド ベイ リー の 女 主人 公 
で ある 犯罪 者 に 容易 に 成っ て し まう で あろ う 。 

She may eVen arriVe at the deploraDle and irreparable aDsurdity of 
kiljmg herself in order to admire herself, and pity herselt, in see1ng 
herself die! 

夢見 が ちな 感情 の 沙 用 者 の 女性 は 、 死 ぬ 自 分 を 見 て 自画 自賛 する た め に 、 ま た 、 死 
ぬ 自 分 を 見 て 自身 を あわ れ む た め に 、 自 殺 と いう 嘆かわしい 取り 返し の つか な い 非 
論理 的 な 愚行 に まで 行き 着い て し まう か も し れ な い 。 

Romantic haDits lead women to hysteria and men to melanchoha. 
夢見 る 習慣 、 妄 想 癖 は 、 女 性 を 病 的 興奮 に 導い て し まい 、 男 性 を 愛 鬱 に 導い て し まう 。 


Manfred, Rene, Lelia are tyDes of Dervers1ty only the more profound in 
that they argue on behalf of their unhealthy pride, and make poemms of 
their dementia. 

中 略 

One asks one's self with terror what monster might De Dorn from the 
coupling of Manfred and Lelia! 


The loss of the moral sense is a true imsaruty: 

偽 理 道徳 的 な 感覚 の 裏 失 は 、 真 の 狂気 で ある 。 

the man who does not first of all, oODey justice no 1onger Delongs to 
himself: 

第 一 に 、 正 義 に 従わ な い 人 は 、 自 分 を 見 失っ て いる 。 

he walks without a light in the night of his existence: 
正義 に 従わ な い 人 は 、 目 分 の 存在 と いう 闇夜 の 中 を 、 正 義 と いう 明か り 無 し で 歩い 
て いる 様 な も の で ある 。 正 義 に 従わ な い 人 は 、 自 分 の 生き 方 と いう 闇夜 の 中 を 、 正 義 
と いう 明か り 無 し で 歩い て いる 様 な も の で ある 。 

he shakes Iike one in a dream, a prey to the nightmare of his DassionSs. 
人 は 、 夢 の 中 の 人 の 様 に 動揺 し て 、 自 分 の 肉欲 と いう 悪夢 に 食い 物 に され て し まう 。 
The impetuous Currents of imstimctive life and the feeble resistances of 
the wil form an antagonism so distimct that the qaDalists hypothesized 
the super-foetation of souls: 

先天 的 な 命 で ある 肉欲 と 、 人 の 意思 の 弱い 抵抗 と いう 、2 つの 激しい 流れ が 、 対 照 
的 な 対立 を 形成 する の で 、 カ バリ スト は 複数 の 魂 に よる 超 胎 児 形成 を 仮定 し た 。 
thatis to say 

言い 換え る と 、 

they believed in the presence in one body of several souls who dispute 
it with each other and often seek to destroy it. 

カバ リス ト は 、 肉 体 を 獲得 し よう と 互い に 争い 合っ て 、 多 く の 場 合 、 肉 体 を 破壊 し て し 
まう 、 複 数 の 魂 が 1 つの 肉体 に 存在 する 事 を 信じ た 。 

Very much as the shipwrecked sailors ofthe "Medusa," when they were 
disputimg the possession Of the too small raftt, sought to sink it. 

正 に 、1816 年 の フラ ンス の 難破 船 メ デュ ー ズ 号 の 船上 只 が 、 小 さ な 後 ( い か だ ) を 獲得 
し よう と 和 争い 合っ て 、 後 (いか だ ) を 沈ま せ て し まっ た 、 様 に 。 

It is certaim that, in making one's self the servant of amy current 
whateVer ofimstimcts or eVen of ideas, One giVes UD One'S Dersonality, 
and Decomes the slave of that multitudinmous spirit whom the Gospel 
calls "]egion.“ 

正義 に 従わ な い 人 は 、 先 天 的 な 物 で ある 肉欲 に よる 星 の 光 の 流れ か 、 思 考 に よる 星 
の 光 の 流れ の 下僕 に 自ら 成り 下がっ て 、 自 分 の 人 格 や 個性 を 放棄 し て し まい 、 マ ル 
コ に よる 福音 5 章 で 「 軍 団 」 を 名 乗っ て いる 多数 の 悪人 の 霊 の 奴隷 に 成り 下がっ て 
し まう の は 、 確 か で ある 。 

Artists kmow this well enough. 

上 記 を 、 芸 術 家 は 、 良 く 十分 に 経験 し て いる 。 

Ther frequent eVocations of the urnversal light enervate themm. 
芸術 家 は 、 習 慣 的 に 普遍 の 光 、 星 の 光 を 呼び 出し て 、 気 力 を 喪失 し て し まう 。 


They Decome "mediums," 

芸術 家 は 、 霊 媒 師 と 成っ て し まう 。 

thatis to say 

言い 換え る と 、 

S1Cck men. 

芸術 家 は 、 病 人 と 成っ て し まう 。 

The more success magnifies them in publc opimiorl the more thenr 
DersonaHty dimnmishes. 

より 多く の 成功 が 世論 に お いて 芸術 家 を 誇張 する ほど 、 芸 術 家 の 人 格 や 個性 は 弱く 
成っ て し まう 。 

They Decome crotchety, envious, wrathful. 

芸術 家 は 、 気 まぐ れ に 成り 、 怒 如 深 く 成 り 、 怒 りっぱ ぽく 成っ て し まう 。 

They do not adrmit that any merit, even in a different sphere, can De 
placed Desides theirs: 

芸術 家 は 、 違 う 分 野 で も 、 他 人 の 功績 に 並ば れる 事 を 認め られ な く 成 っ て し まう 。 
and, havimg Decome urjust, they dispense even wrth poHteness. 
芸術 家 は 、 不 正 な 人 に 成っ て し まい 、 思 いや り を 失っ て し まう 。 

To escape this fatality, really great menr isolate themselves from all 
comradeship, kmowng it to De death to HDerty. 

本 当 に 大 いな る 人 は 、 俗 世 で 成功 する と 自分 を 見 失う 運命 か ら 逃 れる た め に 、 ま た 、 
俗 世 で 成功 する と 自分 を 見 失い (肉欲 か ら の ) 自 由 が 死ん で し まう と 知っ て 、 友 人 関 
係 な どか ら 独 立 する 。 

They save themselves Dy a Droud unDopularity from the contaminaton 
of the vile multitude. 

大 いな る 人 は 、 誇 りあ る 不 人 気 に よっ て 、 下 劣 な 大 衆 に よる 汚染 か ら 身 を 守る 。 

If Balzac had Deen during his life a man of a chque or of a Darty, he 
would not have remained after his death the great and um1versal geruus 
of our eDoch. 

も し バル ザッ ク が 存命 中 に 徒党 を 組ん で いた ら 、 死 後 、 現 代 の 偉大 な 世界 的 な 天才 
と し て の 名 声 を 残せ な か っ た で あろ う 。 

The light illuminates neither things insensiDle nor closed eyes, or at 
least it only iummates them for the profit of those who see. 

光 は 、 無 情 な も の や 閉ざさ れ た 目 を 照ら さ な い か 、 少 な く と も 、 見 る 者 の た め に の み 、 
無情 な も の や 閉ざさ れ た 目 を 照ら す だ け で ある 。 

The word of Genesis, "Let there De light!" is the cry of victory with 
which intelhgence triurmphs oVer darkneSs. 

創世 記 1 章 3 節 の 神 の 言葉 「 光 あれ !」 は 、 間 に 勝利 し た 知性 の 叫び で ある 。 

This word is sublime in effect 

実際 、「 光 あれ !」 と いう 言葉 は 、 気 高い 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

1t exDreSSeS Ss1mDly the greatest and most marvellous thmg in the world: 
the creation of intelhgence Dy itself, 


「 光 あれ ! 」 と いう 言 3 RAR 最も 不思議 な も の で ある 、 知 
when calhmg its WGET EE balancing its facultes, it says: I wish 
to immortalize myself with the sight of the eternal truth. 
知性 の 力 を 集結 し て 、 知 性 の 能力 を つり 合わ せ て 、 知 性 は 「 私 、 知 性 は 、 永 遠 の 真 理 
を 見 る 事 に よっ て 、 永 遠 に 成る 事 を 望む 。」 と 話し て いる 。 

Let there De light! and there is light. 

創世 記 1 章 3 節 「 神 が 『 光 あれ !』 と 話す と 光 が 創 造 さ れ た 。」。 

Light, eternal as God, Degins every day for all eyes that are openr to see 
1t. 

光 は 、 神 の 様 に 永 速 で ある が 、 見 る た め に 開か れ た 目 に は 、 毎 日 新た に 創造 され て 
いる 様 に 見 える 。 

Truth will De eternally the inVention and the creation of gem1us: 
真理 は 、 永 遠 の 創造 で あり 、 知 の 創造 で ある 。 

it cries: Let there De light! and genius itself is, Decause light 1S. 

真理 が 「 光 あれ !」 と 叫ぶ と 、 光 が 創造 され て 、 知 も 創造 され た 。 

Geruius 1S irmmortal 

知 は 永遠 で ある 。 

Decause 1t understands that light is eternal. 

な ぜ な ら 、 知 は 、「 光 が 永遠 で ある 。」 と 理解 で きる か ら で あ る 。 

Gemius contemplates truth as its Work 

知 は 、 自 分 の 作品 で ある か の 様 に 、 真 理 を 観察 する 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

it is the victor of light, 

知 は 、 光 の 勝利 者 で ある 。 

and immortality is the triumph of hight 

永遠 性 は 、 知 に よる 光 へ の 勝利 で ある 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

it will De the recormpense and crown of gen1us. 

永遠 性 は 、 知 の 勝利 へ の 報い で あり 、 知 の 勝利 の 王冠 で ある 。 

But 

し か し 、 

all spirits do not see wrth justneSs, 

全て の 精神 が 真理 を 正しく 見 る わけ で は な い 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

all hearts do not wl with justice. 

全て の 心 が 真 理 を 正しく 望む わけ で は な い 。 

There are souls for whom the true light seems to haVve no right to De. 
真 の 光 が 存 在 す る の は 都合 が 悪い と 思う 悪人 の 魂 が 存在 する 。 


They content themselves with phosphorescent Visions, aDortons of 
light, hallucinations of thought 

悪人 は 、 星 の 光 に よる リン の 様 な 青白 い 光 を 放つ 幻覚 、 星 の 光 に よる 失敗 作 、 思 考 
に よる 幻覚 で 満足 し て し まう 。 

and, 1oving these phantoms, fear the day which wil put them to fhght, 
悪人 は 、 幻 覚 を 好 ん で し まい 、 幻 覚 を 追い 払う 日 光 を 恐れ て し まう 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

they feel that, the day not Deimg made for ther eyes, they would fall 
Dack into a deeper darKneSSs. 

日 光 が 悪 人 の 目 の 役 に 立た な いで 、 悪 人 を より 深い 闇 に 陥 れる 、 と 悪人 は 感じ て し 
まう 。 

It is thus that 

その た め 、 

fools first fear then calummiate, insult, Dursue and condemn the sages. 
狂人 や 愚者 は 、 賢 者 を 最初 は 恐れ る が 、 そ れ か ら 賢 者 を 中 傷 し 、 侯 辱 し 、 困 ら せ 、 非 
雌 す る 。 

One must pity them, and pardon them 

人 は 、 狂 人 や 愚者 を あわ れん で 許す 必要 が 有る 。 

for 

な ぜ な ら 、 

they know not what they d0. 

狂人 や 愚者 は 、 自 分 が 行っ て いる 事 を 分 か っ て いな い 。 

True hght rests and satisfies the soul: 

真 の 光 は 、 魂 を 安息 させ て 満足 させ る 。 

hallucmatlon, on the contrary, tres it and Worries 1t. 

幻覚 は 、 魂 を 疲れ させ て 苦し め る 。 

The satisfactions of madness are hke those gastronormic dreams of 
hungry men which sharpen their hunger without ever satisfying it. 
狂気 の 満足 は 飼え た 人 の 美食 の 夢 に 似 て いて 、 美 食 の 夢 は 飼え を 常に 満た す 事 無 
く 飼え た 人 の 人 錠 え を 活発 に させ る 。 

Thence are Dornr irritations and trouDles, dhscouragements and 
desDa1rSs. 

狂気 の 満足 が 、 荷 立ち と 心配 、 失 望 と 絶 思 を も た ら す 。 

Life is always a He to us, say the disciples of Werther and therefore We 
wrsh to die! 

ゲー テ の 小説 「 若 き ウ ェ ル テル の 悩み 」 の 話 の 中 の 自殺 し た 架空 の 人 物 ウ ェ ル テル 
の 感化 を 受け た 人 は 、「 常 に 命 は 嘘 を つい て いる 。 だ か ら 、 私 は 死に た い !」 と 話す 。 
Poor children, it is not death that you needl it is life. 

貧弱 で 杜撰 (ずさん ) な 幼子 よ 、 あ な た に 必要 な の は 死 で は な く 、 命 、 真 の 人 生 で ある 。 
S1TCe 

な ぜ な ら 、 

you have Deen in the world you have died every dayi 


あな た は 、 こ の 世に 生ま れ た 時 か ら 、 毎 日 、 死 ん で いる 様 な も の で ある 。 

is it from the cruel pleasure of amnmihilation that you would demand a 
remedy for the anmihilation of your pleasure? 

あな た は 、 快 楽 が 消滅 し て し まう 事 へ の 救い を 、 消 滅する 快楽 か ら 求 め る の か ? 
No, life has neVer dece1ved you, you have not yet HiVed. 

命 、 人 生 が 人 を だ まし た 事 は 無く 、 人 が 未だ に 本 当 に 生き た 事 が 無い だ け で ある 。 
What you have Deen taking for Hfe is Dut the hallucinations and the 
dreams of the first slumDer of death! 

あな た が 命 、 人 生 と 誤解 し て いる 物 は 、 死 ぬ 前 の 幻覚 や 夢 で し か な い 。 

All great crirmmmals haVe hallucinated themselves on DUTDOSe: 

全て の 大 いな る 罪人 は 、 故 意 に 、 自 身 に 幻覚 を 見 せ て いる 。 

and those who hallucinate themselves on DurDose may De fatally led to 
Decome great crimmnals. 

故意 に 、 自 身 に 幻覚 を 見 せ て いる 人 は 、 必 然 的 に 、 大 いな る 罪人 に 成る か も し れ な 
い 。 

Our personal light specialized, brought forth, determimed Dy our own 
Overmastering affection, iS the germ of our Daradhise or Of our Hell. 

人 の 支配 的 な 感情 は 、 人 の 個人 的 な 星 の 光 を 特 化し 、 放 射 し 、 決 定 し 、 人 の 天国 の 
種 か 地獄 の 種 と 成る 。 

Each one of us Gn a sense) Conce1Ves, Dears, and nourishes his good or 
evll angel. 

(ある 意味 、) 各 人 は 、 善 い 天 使 か 、 悪 の 使者 を 、 受 胎 し 、 産 み 、 育 て て いる 。 

The conception of truth gives Dirth in us to the good gemtus: 
真理 を 受胎 する と 、 善 い 霊 を 人 の 中 に 産み 出す 事 に 成る 。 

Intentional untruth hatches and Drimgs up nightmares amd Dhantoms. 
故意 の 虚偽 や 嘘 は 、 夢 魔 や 悪霊 を 産ん で 育て る 事 に 成る 。 

Everyone must nourish his children: 

全て の 人 は 、 自 分 の 子 を 必ず 育て る 事 に 成る 。 

and our jife consumes itself for the sake of our thoughts. 

人 は 、 谷 、 人 生 を 、 思 考 の た め に 使う 。 

Happy are those who fimd again immortality in the creations of their 
SOull! 

自分 の 魂 を 新た に 創造 し て 魂 の 永遠 性 を 再発 見 し た 人 は 幸い で ある ! 

Woe unto them who wear themselves out to nourish falsehood and to 
fatten death! 

虚偽 や 嘘 と 死 を 育て る 事 に 自身 を 浪費 し た 人 に は 災い が 有る ! 

for 

な ぜ な ら 、 

eVery One will reap the harvest of his own sowing. 

全て の 人 は 自分 が まい た 種 の 結果 を 刈り 入れ る 事 に 成る 。 

There are somme unduiet and tormented creature whose imfluence 1S 
disturDing amd whose ConVversation is fatal. 


不安 や 混乱 の 感化 を 与え て し まう 、 会 話 で 有害 な 感化 を 与え て し まう 、 落 ち 着 か な 
いで 苦し ん で いる 人 が 何人 か 存在 する 。 

In their presence one feels one's self irritated, 

落ち 着 か な いで 苦し ん で いる 人 が いる と 、 人 は 荷 立ち を 感じ て し まう 。 

and one leaVes ther Dresence angTyi: 

落ち 着 か な いで 苦し ん で いる 人 か ら 離 れ て も 、 人 は 怒り を 感じ た まま に 成っ て し まう 。 
yet. 

し が し 。 

by a secret DerVversity, One looks for them in order to exDperience the 
disturDance and emjoy the malevolent emotions which they g1Ve US. 
倒錯 を 秘め て いる 人 は 、 不 安 や 混乱 を 感じ る た め に 、 落 ち 着 か な いで 苦し ん で いる 
人 を 探し 求め て 、 落 ち 着 か な いで 苦し ん で いる 人 が も た ら す 悪 感情 を 楽し む 。 
Such Dersons suffer from the contagious maladies of the spirit of 
DerVeTs1ty. 

倒 錆 し て いる 人 は 、 倒 錆 し た 精神 と いう 伝染 病 を 患っ て いる 。 

The spirit of perversity has always for its secret motiVe the thirst of 
destructOT, 

常に 、 倒 錯 し て いる 人 に は 、 秘 め た 動機 と し て 、 破 壊 へ の 潟 望 が 有る 。 

and its fimal am is suic1de. 

倒 錆 し て いる 人 の 最終 目的 は 、 自 殺 で ある 。 


The murderer of ElisaDide, on his own corfession, not only felt the 
saVage need of killimg his relations and friends, Dut he even wished, had 
it Deen possible - he sald it in so many words at his trial - "to burst the 
gloDe Iike a cooked chestnut.“ 


Lacenaire, who spDent his days in plottmg murders, in order to have the 
means of Dassing his nights in ignoble orgies or in the excitement of 
garmblhmg, Doasted aloud that he had 1Ved. 


He called that livimg, and he sang a hymn to the guillotine, which he 
called his Deautiful betrothed, and the world was full of imDeciles who 
adrmired the wretch! 


Alfred de Musset, before extimguishimg himself in drunkenness, wasted 
one of the fimest talents of his century in songs of cold irony and of 
urVersal disgust. 


The unhappy man had Deen Dewitched by the breath of a profoundly 
DerVerse WOImam, 


who, after having killed him, crouched hkKe a ghoul upon his Dody and 
tore his windimg sheet. 


We asked one day of a young writer of this school, what his hterature 
DroVved. 


It proVes, he replied frankly and smply, that one must despair and die. 
What apostleship, and what a doctrine! 
But 


these are the necessary and regular concluslons of the spirit of 
DerVers1ty: 


to aspire ceaselessly to suiclde, to calummiate Hife and nature, to Invoke 
death every day wlthout Deimg abDle to die. This is eternal Hell, it is the 
pumishment of Satan, that mythological incarnation of the spirit of 
DerVers1ty: 

絶え 間 無 く 自 殺 を 望む 事 、 人 生 や 命 と 自然 を 中 傷 す る 事 、 毎 日 、 死 ね ず に 死 を 思い 
起こ す 事 は 、 永 遠 の 地獄 で あり 、 神 話 学 的 に 倒錯 し た 精神 の 象徴 で る る サタ ン へ の 
玉 で ある 。 

the true translation into French of the Greek word "Diabolos," or devll, 
1S "]e DerVers - the DerVerSse." 

ギリ シャ 語 で 「 悪 魔 」 を 意味 する 「Diabolos」 を 、 正 し く 翻 訳す る と 、「 倒錯 者 」 と 成る 。 
Here 1s a mystery Which deDauchees do not susDect. It is this: one 
Canm0ot enjoy eVer the mmaterial pleasures of jife but Dy Virtue of the 
moral sense. 

「 人 は 、 命 の 肉体 の 快楽 で すら 、 倫 理 道 徳 的 な 感覚 の 力 に よっ て し か 、 楽 し む 事 が で 
さ な い 。」 事 は 、 放 湯 者 が 気づい て いな い 神 秘 で ある 。 

Pleasure is the music of the interior harmonies: 

快楽 と は 、 心 中 の 調和 に よる 音楽 で ある 。 

the senses are Orly its instrurmentSs, 

肉体 の 感覚 は 、 心 中 の 調和 に よる 音楽 の 、 楽 器 に 過ぎ な い 。 

instruments which sound false in contact with a degraded soul. 
堕落 し た 魂 が 触れ る と 、 肉 体 の 感覚 と いう 心中 の 調和 に よる 音楽 の 楽器 は 、 外 れ た 
音 を 出し て し まう 。 

The wicked can feel nothmg, 


悪人 は 、 何 も 感じ る 事 が で き な い 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

they can love nothing: 

悪人 は 、 何 者 も 愛す る 事 が で き な い 。 

In order to loVe one must De good. 

人 は 、 愛 する た め に は 、 正 し く 成 る 必要 が 有る 。 
Conseduently 

結果 的 に 、 

for them everythimg is empty 

悪人 に と っ て は 全て の も の が 空虚 で ある 。 

and 

その た め 、 

it seemms to them that Nature is impotent, 
悪人 に は 自然 が 不能 で ある と 誤っ て 見 えて し まう 。 
Decause 

な ぜ な ら 、 

they are so themselves: 

悪人 は 不能 で ある 。 

they douDt eVerything 

悪人 は 全て の も の を 疑う 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

they know nothing: 

悪人 は 何 も 知 ら な い 。 

they blaspheme everything 

悪人 は 全て の も の を 冒 目 す る 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

they taste nothing: 

悪人 は 審美 了 眼 が 無い 。 

they caress In order to degrade: 

悪人 は 堕落 させ る た め に 親切 に する 。 

they drink in order to get drunki: 
悪人 は 本 西 する た め に 飲む 。 

they sleep in order to forget: 

悪人 は 忘れ る た め に 眠る 。 

they wake in order to endure mortal Doredom 
悪人 は 死に 至る 供 怠 を 我慢 する た め に 起き る 。 
thus wll jiVe, or rather thus will die, every day he who frees himself 
from every law and every duty in order to make himself the slave of his 
DaSS1011S. 


悪人 は 、 肉 欲 の 奴隷 と 成る た め に 、 全 て の 法 と 義務 か ら 逃 避 し て 、 毎 日 、 生 き て いる 、 
と 言う より は 、 死 ん で いる 。 

The world, and eterruty itself, Decome useless to him who makes 
himself useless to the world and to eternity. 

「 こ の 世 」 と 「 あ の 世 」 の 役に立た な く 成 っ た 人 に と っ て は 「 こ の 世 」 と 「 あ の 世 」 は 役 
に 立た な い 。 

Our wl, Dy acthmg directly upon Our plastic medium, that is to say, UDon 
the portion of astral life which is specialized in us, and which serVes US 
for the assimmlation amd configuration of the elements necessary tO OUr 
existence: OUT W1ll, just Or umjust, harmomious Or DerVverse, Shapes the 
medium in its own image and giVes it Deauty in conforrm1ty with what 
attraCtS US. 

星 の 光 は 、 仲 介する も の で ある 。 人 の 自由 な 形 に で きる 仲介 する も の は 、 人 の 星 の 体 
で ある 。 人 の 星 の 体 は 、 言 い 換 える と 、 人 の 中 に 特 化 し て いる 星 の 命 の 一 部 で ある 。 
人 の 星 の 体 、 人 の 星 の 命 の 一 部 は 、 四 大 元素 の 同化 と 形成 に 役立つ 。 四 大 元素 は 、 
人 の 存在 に 必要 で ある 。 正 し い 調 和 し て いる 意思 で も 、 邪 悪 で あり 倒錯 し て いる 意 
思 で も 、 人 の 意思 は 、 人 の 星 の 体 に 直接 作用 し て 、 人 の 星 の 体 を 人 の 想像 通り に 形 
成 し て 、 人 を 引き つけ る 美 し さ を 人 の 星 の 体 に 与え る 。 

Thus moral monstrosity Droduces Dhysical uglimess: 

人 の 心 の 奇形 、 人 の 心 の 本 さ は 、 人 の 星 の 体 を 通じ て 、 人 の 肉体 の 醒 さ を も た ら す 。 
for 

な ぜ な ら 、 

the astral medium, that interior architect of our Dodily edifice, 
仲介 する も の で ある 、 人 の 星 の 体 は 、 人 の 肉体 と いう 建物 の 内 部 の 建設 者 で ある 。 
じじ. で 、 

modifies it ceaselessly according to Our real or factitious needS. 

人 の 星 の 体 は 、 人 の 真 の 欲求 や 、 思 い 込 み と い っ た 人 工 的 な 欲求 に 従っ て 、 肉 体 を 
絶え 間 無 く 変え る 。 

It enlarges the Delly and the jaws of the greedy, 

人 の 星 の 体 は 、 仙 欲 な 人 の 腹 と 頭 ( あ ご ) を 含む 口 を 大 きく する 。 

thms the Hps of the miser 

人 の 星 の 体 は 、 け ちな 人 の 唇 を 薄く する 。 

makes the glances of impure women shameless, 

人 の 星 の 体 は 、 淫 ら な 女性 の 目 つ き を 恥知らず な 物 に する 。 

and those of the enVious and malicious VenOmOUuS. 

人 の 星 の 体 は 、 始 深い 人 や 意地 の 悪い 人 の 目 つ き を 陰険 な 物 に する 。 

When selfishness has preVailed in the soul, the 1ook becomes cold, the 
features hard: the harmony of form disappears, amd according to the 
aDsorption or radiant speclality of this selfishness, the hmDs dry up or 
become encumbered with fat. 

人 の 魂 の 中 で 利己 心 が 支配 的 に 成る と 、 人 の 目 つ き は 冷た く 成 り 、 人 の 顔つき は 無 
慈悲 な 物 に 成り 、 形 の 調和 は 消え 、 利 己 心 の 特性 の 吸収 や 放射 に 応じ て 、 手 足 は 乾 
く か 、 太 る 。 


Nature, in making of our Dody the portrait of our soul, guarantees 1ts 
resemDlance for ever and trelessly retouches it. 

自然 は 、 人 の 肉体 を 人 の 魂 に 似 た 形 へ 変え て 、 肉 体 と 魂 の 類推 可能 性 を 永遠 に 保 
証し て 、 絶 え 間 無く 調整 する 。 

You pretty women who are not good De sure that you wl not 1ong 
remain beautiful. 

心 は 良く な い が 肉 体 は 美しい 女性 よ 、 長 い 間 、 肉 体 が 美しい まま で は いら れ な い 事 
は 確実 で ある と 思い な さい 。 

Beauty is the loan which Nature makes to Virtue. 

肉体 の 美 し さ は 、 徳 を 積ん だ り 善行 を し た りす る 事 を 条件 に 自然 か ら 前 借り し て いる 
借金 で ある 。 

Tf virtue is not ready when it falls due, the lender will pitlessly take 
Dack Her capital. 

徳 や 善行 と いう 金 を 用 意 で きず に 、 期 限 を 超過 する と 、 自 然 と いう 金貸し は 、 無 慈悲 
に 元 本 と 利子 を 奪う で あろ う 。 

Pervers1ity, Dy modifying the orgarism whose equilhlDrium it destroys, 
creates at the same tme a fataHty of needs which urges it to its own 
destructior, to its death. 

倒 錆 は 、 肉 体 の つり 合い を 崩し て 、 肉 体 を 改悪 し て 、 肉 体 を 自 壊 や 死に 能 り 立て る 欲 
求 の 死に 至る 感化 力 を 造り 出す 。 

The less the perverse man erjoys, the more thirsty of emjoyment he 1S. 
倒錯 し て いる 人 は 、 快 楽 が 減る ほど 、 快 楽に 飼え る 様 に 成る 。 

Wine is Iike water for the drunkard!, 

本 丁 者 に は 、 赤 ワイ ン は 、 水 の 様 に 成っ て し まう 。 


gold melts in the hands of the gamDler: 
中 略 


Messalima tires herself out without Deing satiated. 


The pleasure which escapes them changes itself for them into along 
Irritationl and desire. 

倒 錆 し た 人 は 、 逃 し た 快楽 が 、 長 期 の 昔 立 ちと 欲望 に 変わ っ て し まう 。 

The more murderous are their excesses, the more it seems to them that 
SuDreme happiness is at hand. … 

倒錯 し た 人 は 、 不 節制 が 殺人 的 に 酷く 成る ほど 、 至 福 が 近く に ある 様 に 誤っ て 思い 
込ん で し まう ..…。 


One more Dumper of strong drink, one more sDasrm, one more Vlolence 
done to Nature.… 


中 略 


Ah! at 1ast, here is pleasure: 
here is Hfe.… 


and their desire, in the paroxysmm of its insatiable hunger extinguishes 
itself for ever in death. 


FOURTH PART 
第 4 部 


THE GREAT PRACTICATL SECRETS OR THE REALIZATION OF SCIENCE 
大 いな る 実践 的 な 秘密 、 ま た は 、 知 の 実現 


INTRODUCTION 


序文 


THE lofty sciences of the QaDbalah and of Magic prormise man an 
exCceDtional, real, effectiVe, efficient Dower 

カバ ラ と 魔術 の 気 高 い 知 は 、 超 淀 的 な 現実 的 な 有効 な 効率 的 な 力 を 人 に 約束 する 。 
and one should regard them as false and Vain if they do not g1Ve 1t. 

も し カバ ラ と 魔術 の 知 が 力 を も た ら さ な いな ら ば 、 人 は 、 カ バラ と 魔術 の 知 を 虚偽 や 
空虚 な 無駄 な 物 で ある と 見 な すべ き で ある 。 

Judge the teachers Dy their works, said the supreme Master 
福音 書 を 意訳 する と 、 無 上 の 主 イ エス は 、 行 い に よ っ て 教師 を 判断 し な さい 、 と 話し 
て いる 。 

This rule of judgment is infallhble. 

「 行 い に よ っ て 判断 する 。」 と いう 判断 の 法則 は 、 絶 対 で あり 、 誤 り が 無い 。 

If you wish me to Delieve in what you kmow, show me what you d0. 

も し 知 を 私 に 信じ させ た い の で あれ ば 、 行 い を 私 に 見 せな さい 。 

GodL in order to exalt man to moral emancipation, hides Himself from 
him and abandons to him, after a fashion, the goVernment of the world. 
人 を 精神 的 な 解放 に まで 高め る た め に 、 神 は 、 人 か ら 神 を 隠し て 、 あ る 程度 、 世 界 の 
統治 を 人 に 委ね て いる 。 

He leaVes Himself to De guessed Dy the grandeurs and harmonies of 
nature, soO that man may DrogTess1vely make himself perfect Dy ever 
exaltimg the idea that he makes for himself of its author 

人 が 、 人 の 創造 者 の 概念 を 常に 高め て 行く 事 に よっ て 、 徐 々 に 自身 を 完成 で きる 様 
に する た め に 、 神 は 、 人 が 、 自 然 の 偉大 さと 調和 に よっ て 、 神 を 推測 する に 任せ て い 
る 。 

Man knows God only Dy the names 

人 は 、「 存 在 の 中 の 存在 」 と いう 神 の 名 前 に よっ て の み 、 神 を 認知 し て いる 。 

which he giVes to that Being of Deings, 

出 エジプト 記 3 章 14 節 で 、 神 は 、「 存 在 の 中 の 存在 」 と モー セ に 名 乗っ た 。 

and 

その た め 、 

does not distnmguish Him but Dy the images of Him which he 
endeaVOurs to traCe. 

人 は 、 神 を 完全 に は 知ら ず 、 神 に つい て の 探求 を 試み て 、 神 に つい て の 想像 に よっ て 
の み 、 神 を 認知 し て いる 。 


He is then in amanner the creator of Him Who has created him. 
その た め 、 あ る 意味 で 、 人 は 、 人 の 創造 主 で ある 神 の 創造 主 と 成る 。 

He Delieves himself the mirror of God, 

人 は 神 の 反映 で ある 、 と 人 は 信じ て いる 。 人 は 神 を 反映 し て いる 、 と 人 は 信じ て いる 。 
and 

その た め 、 

by indefinitely enlargimg his own mirage, he thinks that he may De able 
to sketch in infimite space the shadow of Him Who is without Dody 
wrthout shadow, and without spDace. 

人 は 、 自 身 に つい て の 幻想 を 無制限 に 拡大 し て 行く 事 に よっ て 、 こ の 世に 影 も 形 も 無 
い 、 こ の 世 の 空 間 に は 存在 し な い 、 神 の 影 を 無限 の 空間 に 大 ま か に 描く 事 が で きる 
か も し れ な いと 考え て いる 。 

TO CREATE GOD, 

神 を 創造 する 事 。 

TO CREATE ONE'S SELE, 

自身 を 創造 する 事 。 

TO MAKE ONE'S SELF INDEPENDENT, IMMORTAL AND WITHOUT 
SUFFERING: 

独立 する 事 、 不 死に 成る 事 、 他 の も の か ら の 影響 を 受け な く 成 る 事 。 

there certairly is a programmme more daring than the dream of 
Prometheus. 

「 神 を 創造 する 事 。 自 身 を 創造 する 事 。 独 立 する 事 、 不 死に 成る 事 、 他 の も の か ら の 
影響 を 受け な く 成 る 事 。」 は 、 確 か に 、 プ ロメ テウ ス の 夢想 より も 、 大 胆 な 計画 で ある 。 
Its exDpreSssior 1s Dold to the point of impiety 

「 神 を 創造 する 事 。 自 身 を 創造 する 事 。 独 立 す る 事 、 不 死に 成る 事 、 他 の も の か ら の 
影響 を 受け な く 成 る 事 。」 は 、 不 信心 な くら い 、 大 胆 な 表現 で ある 。 

its thought amDbitious to the point of madmess. 

「 神 を 創造 する 事 。 自 身 を 創造 する 事 。 独 立 する 事 、 不 死に 成る 事 、 他 の も の か ら の 
影響 を 受け な く 成る 事 。」 は 、( 神 聖 な ) 狂 気 と 思え る ほど 、 大 胆 な 考え で ある 。 

Well, this programme 1S only paradoxical in its form, which 1ends itself 
to a false and sacrilegious interpretation. 

「 神 を 創造 する 事 。 自 身 を 創造 する 事 。 独 立 する 事 、 不 死に 成る 事 、 他 の も の か ら の 
影響 を 受け な く 成 る 事 。」 は 、 不 信心 な 誤解 を され 易い 表現 だ けが 逆説 的 で ある 。 
In one sense it is Derfectly reasonaDle, 

「 神 を 創造 する 事 。 自 身 を 創造 する 事 。 独 立 す る 事 、 不 死に 成る 事 、 他 の も の か ら の 
影響 を 受け な く 成 る 事 。」 は 、 あ る 意味 で 、 完 全 に 論理 的 で ある 。 

and the science of the adepts Drormises to realize it, and to accomplish it 
im Derfection. 

「 神 を 創造 する 事 。 自 身 を 創造 する 事 。 独 立 する 事 、 不 死に 成る 事 、 他 の も の か ら の 
影響 を 受け な く 成る 事 。」 は 、 達 道 者 達 の 知 が 実現 と 完全 な 成就 を 約束 し て いる 。 
Man in effect, creates for himself a God corresponding to his own 
Intelligence and his own goodmess: 

実際 、 人 は 、 自 分 の 知 と 徳 か ら 類推 し て 、 神 を 創造 する 。 


he cannot raise his ideal higher than his moral deVelopment Dermuts 
him to d0. 

人 は 、 人 の 理想 で ある 神 に つい て の 人 の 想像 を 、 人 に 許さ れ て いる 人 の 精神 的 な 発 
達 段階 を 超え て 、 高 め る 事 が で き な い 。 

The God whom he adores is always an enlargemert of his own 
reflection. 

人 が 敬礼 し て いる 神 は 、 常 に 、 人 の 考え や 自身 の 鏡像 を 拡大 し た も の で ある 。 

To concelve the aDsolute of goodness and justice is to De one's self 
eXxCeedhmg just and good. 

徳 と 正義 の 絶対 を 想像 する 事 は 、 超 人 的 に 正しい 思い や り 深 い 人 に 成る 事 と 成る 。 
The moral qualites of the spirit are riches, and the greatest of all riches. 
良質 な 精神 は 最大 の 富 で ある 。 

One must acduire them by strife and toil. 

人 は 、 戦 いと 労苦 に よっ て 、 良 質 な 精神 を 獲得 する 必要 が 有る 。 

One may bring this oDjection, the inequality of apttudes: 

する と 、 人 は 、「 才 能 は 不平 等 で ある 。」 と いう 異議 を 持ち 出す か も し れ な い 。 

some children are Dorn with organisms nearer to Derfection. 

ある 幼子 達 は 、 完 全 に 近い 肉体 を 持っ て 生ま れ て くる 。 

But 

じ が か 

we ought to belieVe that such orgarmlsms result from a more advanced 
WOrk of Nature, 

[進歩 し て いる 自然 の わざ が 、 完 全 に 近い 肉体 を も た らし て いる 。」 と 人 は 信じ る べき 
で ある 。 

and the children who are endowed with them have acdunred them, 
not Dy their own efforts, at least Dy the consolidated works of the 
human Deings to whom their existence 1s Dound. 

完全 に 近い 肉体 を 与え られ た 幼子 は 、 完 全 に 近い 肉体 を 自分 の 努力 で 獲得 し た わ 
け で は な い が 、 少 な く と も 、 完 全 に 近い 肉体 を 、 幼 子 へ と 繋が っ て いる 人 達 の 功績 の 
集結 に よっ て 、 獲 得 し た の で ある 。 

It is a secret of Nature, 

ある 人 へ と 繋が っ て いる 人 達 の 功績 が 集結 する 事 は 、 自 然 の 秘密 の 1 つ で ある 。 
and Nature does nothing Dy chance: 

自然 が 根拠 無し に 何 か を 行う 事 は あり 得 な い 。 

the possession of more developed intellectual faculties, jike that of 
money and land, constitutes an indefeasible right of transmission and 
inheritance. 

金銭 や 土地 の 所 有 権 の 様 に 、 他 人 より も 発達 し た 知能 の 所 有 権 は 、 無 効 に で き な い 
譲渡 権 と 相続 権 で ある 。 

YeS, 

エ スズ 。 

man is called to complete the work of his creator 

神 は 、 創 造 主 で ある 神 の わざ の 完成 を 、 人 に 求め て いる 。 


and every Instant employed Dy hum to improve himself or to destroy 
himself, is decisiVe for all etermity. 

人 が 、 自 身 を 損 う た め に 、 ま た は 、 自 身 を 向上 させ る た め に 利用 し た 全て の 瞬間 は 、 
来世 の 全て を 決定 する 。 

It is Dy the conguest of an intelhgence eternally clear and of a wl 
eternally just, that he constitutes himself as Iiving for eternal life, 

(正しい ) 人 は 永遠 の 命 を 生き る の で 、 永 遠 に 明 思 な 知性 の 獲得 に よっ て 、 ま た 、 永 遠 
に 正しい 意思 の 獲得 に よっ て 、 人 は 自身 を 形成 する 。 

S1mCe 

な ぜ な ら 、 

nothing surVv1Ves injustce and error Dut the penalty of their disorder 
不正 と 過誤 の 後に 残る 物 は 、 無 秩序 へ の 報い で ある 罰 し か な い 。 

To understand good is to wl it, 

善 を 理解 する 事 は 、 善 を 望む 事 に 成る 。 

and on the plane of justice to wl is to d0. 

正義 の 面 に お いて 、 望 ん で いる 事 は 、 行 う 事 に 成る 。 

For this reason 

その た め 、 

the Gospel tells us that men wl De judged accordimg to their WorKS. 
福音 書 を 意訳 する と 、 人 は 行い に よっ て 裁 か れる 、 と 記さ れ て いる 。 

Our works make us so much what We are, 

人 の 行い は 、 人 を 、 人 が 存在 する 通り の 者 に する 。 

that our Dody itself, as we haVe said, rece1ves the modification, and 
sometimes the complete change, Of its form from our haDits. 

その た め 、 す で に 話し た 様 に 、 人 の 習慣 は 、 人 の 肉体 を 、 部 分 的 に 変化 させ る し 、 時 
に は 、 完 全 に 変化 させ る 。 

A form conduered, Or suDrmitted to, Decomes a DroVidence, or a fatality, 
for all one's existence. 

人 が 獲得 し た 肉体 の 形 、 ま た は 、 神 が 人 に 獲得 させ た 肉体 の 形 は 、 人 と いう 存在 の 
全て に と っ て 、 神 意 か 、 運 命 と 成る 。 

Those strange figures which the Egyptians gaVe to the human symDbols 
of diVirty represent the fatal formms. 

古代 エジプト 人 が 、 人 型 の 神 の 象徴 に 与え た 、 動 物 の 頭 と いっ た 不思議 な 象徴 は 、 
運命 の 形 を 表す 。 

Typhon has a crocodile's head. 

ティ フォ ン の 象徴 は 、 ワ ニ の 頭 ( と カバ の 腹 ) を 持っ て いる 。 

He is condemned to eat ceaselessly in order to il his hippopotamus 


DellY. 

ティ フォ ン は 、 カ バ の 腹 を 満足 させ る た め に 、 絶 え 間 無く ワニ の 頭 で 食 べ る 、 運 命 を 定 
め ら れ て いる 。 

Thus 

で の だ め 、 


he is devoted, Dy his greed and his ughmess, to eternal destruction. 


ティ フォ ン は 、 仙 欲 と 酸 悪 さ で 、 永 遠 の 破壊 の 運命 を 定め られ て いる 。 

Man can kill or viVify his faculties Dy negligence or Dy aDuse. 

人 は 、 過 和 失 か 溢 用 に よっ て 、 能 力 を 綱 し て し まっ た り 高 め た り で きる 。 

He can create for himself new faculties by the good use of those which 
he has received from Nature. 

人 は 、 自 然 が 与え て くれ た も の を 善 用 し て 、 新 し い 能 力 を 創造 で きる 。 

People often say that the affections wil not De commanded, that faith is 
not Dossible for all, that one does not re-make one's own character 

大 衆 は 、 よ く 、「 愛 情 は 制御 で きず 、 全 て の 人 が 神 を 信じ られ る わけ で は な く 、 自 分 の 
性 格 は 改善 で き な い 。」 と 話す 。 

All these assertions are true only for the idle or the Derverse. 

し か し 、 怠 情 な 人 と 、 倒 錯 し た 人 だ けが 、「 愛 情 を 制御 で きず 、 神 を 信じ られ ず 、 自 分 
の 性 格 を 改善 で き な い 。」 の で ある 。 

One can make one's self faithful, pious, 1oVing, devoted, when one 
wishes sincerely to De sO. 

人 は 、 心 か ら 望め ば 、 誠 実 な 人 、 信 心 深い 人 、 思 いや り が ある 人 、 献 身 的 な 人 に 成 れ 
る 。 

One can giVe to One's sDirit the calm of justness, 

人 は 、 正 し さ に よっ て 、 落 ち 着 き を 、 自 分 の 精神 に も た ら す 事 が で きる 。 

as to one's wl the almighty power Of justiCe. 

人 は 、 正 義 に よっ て 、 全 能 の 力 を 、 自 分 の 意思 に も た ら す 事 が で きる 、 様 に 。 

Once can reign in Heaven Dy virtue of faith, on earth by virtue of 
SClenCe. 

天 に お いて 信心 の 力 で 統治 で きれ ば 、 地 に お いて 知 の 力 で 統治 で きる 。 

The man who kmows how to command himself is king of all Nature. 

自制 する 方 法 を 知る 人 は 、 自 然 の 王者 に 成 れ る 。 

We are going to state forthwrith, in this 1ast Dook, 

下記 を 、「 大 いな る 神秘 の 鍵 第 4 部 」 で 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 話 す つ も り で ある 。 
by what means the true initiates haVve made themselves the masters of 
jife, 

どん な 手段 に よっ て 、 真 の 秘伝 伝授 者 は 、 命 の 主 に 成っ て いる の か ? 

how they have oVercome sorTOW and death: 

どの 様 に し て 、 秘 伝 伝授 者 は 、 圧 し み と 死 を 超越 し て いる の か ? 

how they Work upon themselves and others the transformation of 
PrOteUS: 

どの 様 に し て 、 秘 伝 伝授 者 は 、 予 言 と 変身 の 能力 を 持つ 古代 ギリ シャ の 海神 プロ テ 
ウス の 様 に 、 自 身 と 他 者 を 変身 させ る の か ? 

how they exercise the divimimng power of Apollonius: 

どの 様 に し て 、 秘 伝 伝授 者 は 、 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス の 様 に 、 予 見 の 力 を 発揮 する 
の か ? 

how they make the gold of Raymond Lully and of Flamel: 

どの 様 に し て 、 秘 伝 伝授 者 は 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス と ニコ ラ フラ メル の 様 に 、 黄 金 
を 錬 金 す る の か ? 


how in order to renew their youth they possess the secrets of Postel the 
Re-arisen, and those alleged to have Deen in the keeping of Caglhostr0. 
どの 様 に し て 、 秘 伝 伝授 者 は 、 若 返る た め に 、 復 活 者 ギヨーム ポス テル と カリ オス ト 
ロ の 秘密 を 得る の か ? 

In short, 

要約 する と 、 

we are gong to speak the ast word of magic. 

「 大 いな る 神秘 の 鍵 第 4 部 」 で 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 魔 術 の 究極 の 言葉 を 話す つも 
り で ある 。 


CHAPTER 1 

第 4 部 第 1 章 

OF TRANSFORMAT1IION - THE WAND OF CIRCE - THE BATH OF MEDEA - 
MAGIC OVERCOME BY ITS OWN WEAPONS - THE GREAT ARCANUM OF 
THE ESUITS AND THE SECRET OF 1HEIR POWER. 

変身 に つい て 。 キ ルケ の 杖 。 メ ディ ア の 釜 。 魔 術 の 武器 で 勝ち 取ら れ た 魔術 。 イ エズ 
ス 会 の 大 いな る 秘密 と 、 イ エズ ス 会 の 力 の 秘密 。 


THE Bible tells us that King Nebuchadnezzar at the highest point of his 
DOwer and his pride, was suddenly changed into a Deast. 

ダニ エル 書 4 章 33 節 に は 、 ネ ブ カ ド ネ ザ ル 2 世 は 権力 と 仙 慢 が 絶頂 の 時 に 突然 に 
獣 に 変身 し た 、 と 記さ れ て いる 。 

He fled into savage places, Degan to eat grass, let his Deard and har 
gTOW, as well as his nails, amd remained im this state for seven yearS. 
ダニ エル 書 4 章 33 節 に は 、 ネ ブ カ ド ネ ザ ル 2 世 が 未開 の 場所 に 逃げ て 草 を 食べ て 
影 ( ひ げ ) と 髪 と 爪 が 伸び た 状態 の まま 7 年 間 を 経た 、 と 記さ れ て いる 。 

In our "Dogma and Ritual of The High Magic," we haVe said what we 
thmk of the mysteries of 1]ycanthropy, or the metamorphosis of men into 
WereWOIlveS. 

「 高 等 魔術 の 教理 14 章 」 で 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 狼 男 の 神秘 に つい て の 考え を 話し 
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EVeryone kmows the fable of Circe and understands its allegory. 

キル ケ の 例え 話 は 、 知 られ て いる し 、 理 解 さ れ て いる 。 

The fatal ascendant of one person on another is the true wand of Circe. 
ある 人 か ら 他 人 へ の 、 決 定 的 な 「 支 配 力 」 は 、 真 の キル ケ の 杖 で ある 。 

One knows that ahmost all human phys1ognomres Dear a resemDlance to 
one amnmal or another 

ほぼ 全 て の 人 の 人 相 に は 、1 体 以 上 の 動物 と の 類似 が 有る 。 

thatis to say 

言い 換え る と 、 

the "signature" of a speclalized instimCt. 

ほぼ 全て の 人 の 人 相 に は 、 特 化し た 先天 的 な 物 で ある 肉欲 の 特徴 が 有る 。 

Now instmcts are Dalanced by contrary instmcts, 

肉欲 は 、 正 反対 の 肉欲 と 、 つ り 合っ て いる 。 

and 

まま 

dommated Dy instimcts stronger than those. 

強い 肉欲 が 、 弱 い 肉 欲 を 支配 し て いる 。 

In order to domimate sheep, the dog plays upon their fear of wolVes. 

羊 を 圧倒 する た め に 、 牧 羊 大 は 、 狼 へ の 直 怖 を 利用 する 。 


If you are a dog, and you want a Dretty Hittle cat to 10Ve yoU, yOU haVve 
only one means to take: to metamorphose yourself into a cat. 

も し 、 あ な た が 、 か わい い 子 猫 に 愛さ れ た い 犬 で ある な ら ば 、 猫 に 変身 する と いう 手 
段 を 取る し か な い 。 

But howl 

し か し 、 ど の 様 に し て 、 変 映す る の か !? 

By oDservatlon, irrutation and imagination. 

観察 、 模 信 、 想 像 に よっ て 、 変 身 す る 。 

We think that our figuratVe 1anguage will De understood for once, 

「 観 察 、 模 信 、 想 像 に よっ て 、 変 身 す る 。」 と いう 象徴 的 な 言葉 で 読者 は 理解 で きた 、 
と 思う 。 

and we recommend this revelaton to all who wrish to magnetze: 

「 観 察 、 模 信 、 想 像 に よっ て 、 変 身 す る 。」 と いう 啓示 を 催眠 術 を か けた いと 望 む 全 て 
の 人 に 勧め る 。 

it is the deepest of all the secrets of their art. 

「 観 察 、 模 僚 、 想 像 に よっ て 、 変 身 す る 。」 と いう 啓示 は 、 催 眠 術 師 の わざ の 全て の 秘 
密 の うち 、 最 も 深い 秘密 で ある 。 

Here is the formula in techmical terms: "To polarize one's Own annmal 
jight, in edunhbrated antagonsm wrth the contrary Dole." 

「 対 極 と の 対立 を つり 合わ せ て 、 自 分 の 動物 磁気 、 星 の 光 に 両極 性 を 与え る 事 。」 は 、 
専門 用 語 に よる 表現 で ある 。 

Or: 

また は 、 

To concentrate in one's self the special dualities of aDsorption in order 
to direct their rays towards an aDsorDing focus, 

「 吸 収 の 中 心 へ 光線 を 傾け る た め に 、 吸 収 の 特性 を 自身 に 集中 させ る 事 。」。 

an0dl Vice VerSa. 

逆 も 同様 で ある 。 

This governmment of our magnettc polarization may De done Dy the 
assistance Of the anumal forms of which we haVe spoken: 

すでに 話し た 、 諸 々 の 動物 の 形 の 助け に よっ て 、 人 の 磁気 の 両極 性 を 統治 で きる 。 
they will serve to fi the imagination. 

諸々 の 動物 の 形 は 、 想 像 力 を 固定 する の に 役立つ 。 

Let us g1Ve an exaTnDle: 

例え ば 、 

You wrsh to act magnetically upon a Derson Dolarized Ke yourself, 
あな た は 、 あ な た の 様 に 両極 性 を 持つ 相手 に 、 磁 気 的 に 作用 し た いと 望ん で いる 、 と 
する 。 

which, you are a magnetzer you will divine at the first contact: 

も し 、 あ な た が 磁気 の 催眠 術 師 で あれ ば 、 あ な た は 最初 の 接触 で 相手 を 見 抜け る で 
あろ う 。 

only that person is a Httle ]ess strong that you are, 

あな た より も 、 相 手 は 、 ほ ん の 少し だ け 絞 い 、 と する 。 


a mouSe, While you are a rat. 

例え る な ら 、 相 手 は 小さ い ネ ズミ で ある ハツ カネ ズミ で あり 、 あ な た は ハツ カネ ズミ よ 
り 大 きい ネズ ミ で ある 。 

Make yourself a cat, 

自身 を 猫 に し な さい 。 

and 

そう すれ ば 、 

you wl capture 1t. 

あな た は 相手 を と ら え る で あろ う 。 

In one of the adrmirable stories which, though he did notinvent it, he 
has told Detter than anyDody Perrault puts upor the stage a cat, which 
currungly induces an ogre to change himself into a mouse, amd the 
thimg is no sooner done, than the mouse 1s crunched Dy the cat. 

シャ ルル ペロ ー が 考案 し た 話 で は な い が 、 シ ャ ルル ペロ ー が 誰 よ り も 上 手 に 話し て 
いる 、 見 事 な 「 ペ ロー 童話 集 」 の 中 の 「 長 還 を は いた 猫 」 と いう 話 で 、 不 思 議 な 猫 は 、 
機転 を 利 か せ て 、 オ ー ガ を ネズ ミ に 変身 させ て 、 す ぐに 食べ た 。 

The "Tales of Mother Goose," 1ike the "Golden Ass" of Apuleius, are 
perhaps true magical legends, and hide Deneath the cloak of childish 
fanry tales the formidable secrets of science. 

アプ レイ ウス の 「 黄 金 の ロバ 」 の 様 に 、 多 分 、「 マ ザー グー ス 」 は 、 真 の 魔術 の 口伝 で 
あり 、 幼 子 の た め の 御 伽 話 (お と ざ ぎ ば な し ) を 口実 に 、 知 の 景 散 する べき 秘密 を 隠し て 
いる 。 

It is a matter of common knowledge that magnetizers g1Ve tO DUre 
water the properties and taste of wine, hqueurs and eVery ConcelvaDle 
drug, merely by the laying-on of hands, that is to say, Dy their wl 
exDTeSSed in a sign. 

手 を か ざす だ け で 、 言 い 換え る と 、 手 振り 等 の 象徴 で 意思 を 表す だ け で 、 催 眠 術 師 
が 純 水 に 赤ワイン 、 リ キュ ー ル 、 考 えら れる 全て の 薬 の 味 や 特性 を 与え る 事 が で きる 
の は 知ら れ て いる 。 

One knows, too, that those who tame fierce amumals conduer lions Dy 
making themselves mentally and magnetically stronger and fiercer 
than lions. 

猛獣 使い が 精神 的 に 催眠 的 に ライ オン より も 強く 狂 猛 に 変貌 し て ライ オン を 圧倒 す 
る 事 も 知ら れ て いる 。 

Jules Gerard, the intrepid hunter of the African lon, would De devoured 
he were afraid!. 

勇敢 な アフ リカ の ライ オン 狩り Tules Gerard が 、 仮 に ライ オン を 恐れ た ら 、 ラ イオ ン 
に 食い 殺さ れ て し まう で あろ う 。 

But, in order not to De afraid of a lion, one must make one's self 
stronger and more saVage than the animal itself Dy an effort of 
imaginaton and of wll. 

ライ オン を 装 れ な いた め に は 、 人 は 、 想 像 力 と 意思 に よる 努力 に よっ て 、 ラ イオ ン よ り 
も 強く 導 猛 に 変身 する 必要 が 有る 。 


One must say to one's self: It is I who am the Hon, and in my presence 
this amimal is only a dog who ought to tremDle before me. 

ライ オン を 越 れ な いた め に は 、 人 は 、「 私 は ライ オン で あり 、 私 の 目 の 前 に いる 動物 は 
ライ オン で ある 私 を 恐れ る 犬 に 過ぎ な い 。」 と 自分 に 言い 聞か せる 必要 が 有る 。 
Fourier imagimed anti-lions: 
シャ ルル フー リエ は 、 反 ライ オン を 妥 想 し た 。 
Jules Gerard has realized that chimera of the phanlasterian dreamer 
ファ ラン ステ ー ル を 妄想 し た シャ ルル フー リエ の 反 ラ イオ ン と いう 妄想 を 、 ラ イオ ン 和 狩 
り Tules Gerard は 実現 し た 。 
BUt, 
し が し 、 
one wl say in order not to fear lions, it is enough to De a man of 
courage and well armedl. 
大 衆 は 、「 ラ イオ ン を 恐れ な いた め に は 、 勇 敢 な 人 に 成っ て 十分 に 武装 する だ け で 十 
分 で ある 。」 と 言う で あろ う 。 
No, that is not enough. 
いい え 。 十 分 で は な い 。 
One must kmow one's self Dy heart, 
ライ オン を 恐れ な いた め に は 、 人 は 、 自 身 を 心 で 知る 必要 が 有る 。 
SO to SDeak, 
言っ て みれ ば 、 
to be able to calculate the leaps of the amnmal, 
ライ オン を 越 れ な いた め に は 、 人 は 、 ラ イオ ン の 跳 訣 を 計算 で きる 必要 が 有る 。 
diviming its stratagems, 
ライ オン を 恐れ な いた め に は 、 人 は 、 ラ イオ ン の 戦略 を 見 抜く 事 が で きる 必要 が 有る 。 
aVO10hmg 1ts claWs, 
ライ オン を 恐れ な いた め に は 、 人 は 、 ラ イオ ン の 爪 を 避け る 事 が で きる 必要 が 有る 。 
foresee1mg 1ts rmOVements, 
ライ オン を 恐 れ な いた め に は 、 人 は 、 ラ イオ ン の 動き を 予見 で きる 必要 が 有る 。 
to be in a word past-master in hioncraft, as the excellent La Fontaime 
might haVe said. 
要約 する と 、 優 れ た ラ フォ ン テ ー ヌ が 話し て いる 様 に 、 ラ イオ ン を 恐れ な いた め に は 、 
人 は 、 ラ イオ ン 学 、 ラ イオ ン 術 の 達人 に 成る 必要 が 有る 。 
Animals are the Hving symDbols of the instimcts and passions of men. 
獣 、 動 物 は 、 人 の 先天 的 な 物 で ある 肉欲 の 生き て いる 象徴 で ある 。 
Tf you make a man trmd, you change him into a hare. 
も し 、 あ な た が 、 あ る 人 を 勝 病 に し た の で あれ ば 、 あ な た は 、 あ る 人 を ウサ ギ に 変え た 
の で ある 。 
Tf, on the contrary, yOU dr1Ve him to 0 you make a tger of him. 
逆 に 、 も し 、 あ な た が 、 あ る 人 が 狂 猛 に 成る 様 に 追い 込ん で し まっ た の で あれ ば 、 あ な 
た は 、 あ る 人 を 虎 に 変え た の で ある 。 
The wand of Circe is the power of fascimation which woman DOSSeSSeS: 
キル ケ の 杖 と は 、 女 性 が 持つ 魅了 する 力 で ある 。 


and the changing of the compamions of UIYsses into hogs is not a story 

peculiar to that tme. 

キル ケ の 杖 が オデ ュ ッ セ ウ ス の 戦友 を 豚 に 変え た の は 、 当 時 だ け の 話 で は な い 。 

But no metamorphosis may De worked without destruction. 

破壊 し な い 変身 は 存在 し な い 。 

To change a hawk into a dove, one must first kill it, then cut it to 

pierces(x づ pieces), so as to destroy eVer the least trace of its first form, 

and then Doil it in the magic Dath of Medea. 

人 は 、 タ カ を ハト に 変え る に は 、 第 一 に 殺す 必要 が 有り 、 そ れ か ら 、 最 初 の 形跡 を 完 

全 に 破壊 する た め に 、 死 体 を 破片 に まで 切っ て 分 解 し 、 そ し て 、 メ ディ ア の 魔術 の 釜 

の 中 で 死体 の 破片 を 煮る 必要 が 有る 。(「 殺 す 」 等 は 、 例 え で ある 。) 

ODserve how modern hierophants proceed in order to accomplish 

human regeneration: 

人 の 改心 を 達成 する た め に 、 近 代 の 秘 儀 祭司 達 で ある イエ ズ ス 会 が 、 ど の よう な 手 

段 で 進め る の か 、 見 な さい 。 

how, for example, in the Catholic religion, they go to work in order to 

change amanmore or less weak and pass1onate Into a stoical 

missionary of the Society of ]esUus. 

例え は 、 カト リッ ク に お いて 、 多 か れ 少 な か れ 肛 く て 肉欲 に 夢中 な 人 を イエ ズ ス 会 の 
禁欲 的 な 宣教 師 に 変え る た め に 、 イ エズ ス 会 が 、 ど の よう に 取り 組む の か 、 見 な さい 。 

There is the great secret of that venerable and terriDle Order 

イエ ズ ス 会 の 改心 の させ 方 に は 、 明 散 する べき イエ ズ ス 会 の 大 いな る 秘密 が 存在 す 

る 。 

always musunderstood, often calumruated, and 1 1WayS SOVerelgTl. 

イエ ズ ス 会 は 、 常 に 誤解 され 、 た いて い 中 傷 さ れる が 、 常 に 王者 で ある 。 

Read attentively the book enttled, "The Exercises of St. Ignatius," 

イグ ナチ オ デ ロ ヨ ラ の 「 霊 操 」 と いう 名 前 の 本 を 注意 深く 読み な さい 。 

and 

で じ て 、 

note with what magical Dower that man of gemus Operates the 

realization of faith. 

イグ ナチ オ デ ロ ヨ ラ と いう 知 者 が 、 ど ん な 魔術 的 な 力 に よっ て 、 信 心 を 実現 する の 

か 、 気 づき な さい 。 

He orders his disciples to see, to touch, to smell, to taste Invisible things. 

イグ ナチ オ デ ロ ヨ ラ は 、 弟 子 達 に 、 目 に 見 えな いも の を 見 、 触 り 、 喚 ぎ 、 味 わ う 様 に 命 

令 し て いる 。 

He wishes that the senses should De exalted during prayer to the point 

Of voluntary hallucimation. 

イグ ナチ オ デ ロ ヨ ラ は 、 祈 り を 通じ て 、 自 発 的 に 幻覚 を 見 る まで に 、 五 感 が 高まる 事 

を 望ん で いる の で ある 。 

You are meditatimg upon a mystery of faith: St. Ignatius wishes, in the 

first place, that you should create a Dlace, drearm of it, see it, touch t. 


弟子 達 が 宗教 の 神秘 に つい て 熟考 する 時 に 、 イ グ ナ チ オ デ ロ ヨ ラ は 、 第 一 に 、 弟 子 

達 が 、 あ る 場所 を 想像 力 で 創造 し て 、 夢 見 、 見 、 触 る 事 を 望ん で いる 。 

Ifit is hell, he gives yoOu Durrming rocks to touch, he makes you swim in 

shadows thick as pitch, he puts iduid sulphur on your tongue, he ils 

yOUr nostrils with an abominable stench, he shows you frightful 

tortures, and makes you hear groans suDerhumanr in ther agony: 

も し 弟子 達 が 地獄 に つい て 熟考 する の で あれ ば 、 イ グ ナ チ オ デ ロ ヨ ラ は 、 弟 子 達 に 、 

燃え て いる 岩 を 触ら せ 、 涯 青 の 様 に 深い 間 の 中 で 泳がせ 、 液 体 の 硫黄 を 舌 の 上 に 

載せ 、 不 快 な 悪臭 で 上 鼻 の 穴 を 満た し 、 恐 ろ し い 摘 間 を 見 せ 、 人 の 声 と は 思え な い 苦 

し ん で いる 人 の 貴 き 声 を 聞か せる 。 

he commands your wl to create all that Dy exerclses oDstmately 

DerseVered Im. 

イグ ナチ オ デ ロ ヨ ラ は 、 弟 子 達 に 、 執 拓 な 鍛錬 に よっ て 忍耐 させ た 全て の も の を 意 

思 で 創造 する 様 に 命 HH 令 し て いる 。 

EVery One Carries this out in his own fashior, Dut always in the way Dest 

suited to Impress hum. 

イグ ナチ オ デ ロ ヨ ラ の 弟子 達 は 皆 、 自 己 流 で 自発 的 に 幻覚 を 見 る 事 を 達成 する が 、 

常に 、 最 も 感銘 を 受け た 方 法 で 自発 的 に 幻覚 を 見 る 事 を 達成 する 。 

It is not the hashish intoxication which was useful to the kmavery ofthe 

Old Man of the Mountain: 

イグ ナチ オ デ ロ ヨ ラ の 「 霊 操 」 は 、「 暗 殺 教 団 」 の 指導 者 「 山 の 老人 」 が 悪事 に 役 立 

て た 大 麻 に よる 幻覚 で は な い 。 

1t is a dream without sleep, an hallucimaton without madmess, a 

reasoned and willed Vision a real creation ofintelhgence and faith. 

4 ナチ オ デ ロ ヨ ラ の 「 霊 操 」 は 、 眠 ら な いで 見 る 夢 で あり 、 狂 わな い 幻 覚 で あり 、 
論理 的 に 熟考 され た 望ま れ た 幻視 で あり 、 知 と 信心 に よる 現実 の 想像 に よる 創造 で 

ある 。 

Thenceforward, when he preaches, the jesuit can say: "What we have 

seen with our eyes, what we have heard with our ears, and what our 

hands have handled, that do we declare unto you.“ 

その た め 、 イ エズ ス 会 士 は 、 教 え を 説く 時 に 、「 私 が 話す 事 は 、 私 が 、 目 で 見 た 事 、 耳 

で 聞い た 事 、 手 で 触れ た 事 で ある 。」 と 話す 事 が で きる 。 

The jesuut thus traimed is in commumnion with a circle of wills exercised 

Iike his 0wWri: 

0 ナチ オ デ ロ ヨ ラ の 「 霊 操 」 で 鍛え られ た イエ ズ ス 会 士 は 、 自 分 の 様 に イグ ナチ オ 

デ ロ ヨ ラ の 「 霊 操 」 で 鍛え られ た イエ ズ ス 会 士 達 の 意思 の 輪 と 一 体 に 成る 。 

conseduently 

結果 的 に 、 

each of the fathers is as strong as the Society, 

各 イ エズ ス 会 士 の 神父 は 、 イ エズ ス 会 と 同じ くら い 、 強 い 。 

and 

まだ 

the Society is stronger than the world. 


イエ ズ ス 会 は 、 俗 世 の 大 衆 より も 、 強 い 。 


CHAPTER II 

第 4 部 第 2 章 

HOW TO PRESERVE AND RENEW YOUTH - THE SECRETS OF 
CAGLIOSTRO - THE POSSIBILTTY OF RESURRECTION - EXAMPLE OF 
WILLIAM POSTEL, CALLED THE RESURRECTED - STORY OF A WONDERKR- 
WORKING WORKMAN, ETC. 

若 さ を 保つ 方 法 と 、 若 返り の 方 法 。 カ リオ スト ロ の 秘密 。 復 活 の 可能 性 。 復 活 者 ギ 
ヨー ム ポス テル の 例 。 あ る 奇跡 を 起こ す 労 働 者 の 話 な ど 。 


ONE knows that a sober moderately Dusy, and Derfectly regular life 
usually prolongs exlstenCe: 

本 町 し な いで 、 適 度 に 仕事 を する 、 完 全 に 規則 正しい 生活 の 人 は 、 た いて い 長 生き 
で きる 、 事 は 知ら れ て いる 。 

Dut 

し 、 

in Our ODimion, that is Httle more than the prolongation of old age, 

エリ ファ ス レヴ ィ の 考え で は 、 長 生き は 、 老 年 の 延長 に 過ぎ な い 。 

and one has the right to ask from the science which We profess other 
prlvileges and other secrets. 

エリ ファ ス レヴ ィ が 話し て いる 魔術 の 知 か ら 、 老 年 の 延長 、 以 外 の 特権 や 秘密 に つ 
いて 尋ね る 権利 が 読者 に は 有る 。 

To De a long tme young, Or eVer to Decome young agair, that is what 
would appear desiraDle and precious to the majority of men. 

長く 若く いる 事 、 ま た は 、 若 返る 事 は 、 多 数 の 人 に は 、 望 まし い 大 事 な 事 に 思わ れる 
で あろ う 。 

It 1s Doss1Dle? 

長く 若く いる 事 、 ま た は 、 若 返る 事 は 、 可 能 な の か ? 

We shall exarmme the question. 

長く 若く いる 事 、 ま た は 、 若 返る 事 は 、 可 能 な の か ? 調 べ よう 。 

The famous Count of Saint-Germain is dead, we do not douDt 

高 名 な サン ジェ ルマン 伯爵 は 死ん だ 、 事 は 疑わ な い 。 

Dut 

し か し 、 

no one eVer saW him groW old. 

サン ジェ ルマン 伯爵 が 老い て 行く 姿 を 見 た 人 は いな い 。 

He appeared always of the age of forty years, 

サン ジェ ルマン 伯爵 は 、 常 に 40 歳 に 見 えた 。 

and at the tme of his greatest celebrity, he pretended to De oVer eighty. 
名 声 が 絶 順 の 時 に 、 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 は 、80 歳 を 超え て いる 、 と 話し て いる 。 
Ninon de TEnclos, in her Very old age, was still a youmg, Deautiful and 
seductive Womman. 


ニノ ンド ラン クロ は 、 老 年 の 時 で も 、 未 だ に 若く 美しく 将 力 的 な 女性 で あっ た 。 

She died wrthout having grown old. 

ニノ ンド ラン クロ は 、 老 い ず に 、 死 ん だ 。 

DesDarrolles, the celebrated Dalmist, has Deen for a 1ong while for 
eVerybody a man of thirty-fiVe yearSs. 

高 名 な 手相 占い 師 Desbarrolles は 、 長 い 間 、35 歳 に 見 えて いる 。 

His Dirth certificate would speak very differently せ he dared to show it, 
Dut no one would DelieVe it. 

も し DesDarrolles が 自分 の 出生 証明 書 を 大 胆 に も 見 せ た ら 外見 年 齢 と は 全く 異 
な る 実 年 齢 が 記さ れ て いる で あろ う が 、 誰 も 信じ な いで あろ う 。 

Cagliostro always apDDpeared the samme age. 

カリ オス トロ は 、 常 に 同じ 年 齢 の まま に 見 えた 。 

He pretended to possess not only an elxir which gave to the old, for an 
instant, all the vigour of youth: 

カリ オス トロ は 、 少 し の 間 だ け 若 返る 、 若 返り 薬 エ リク サー を 持っ て いる と 話し て いた 
だ け で は な か っ た 。 

but he also prided himself on Deing aDle to operate Dhysical 
regeneratlon Dy means which we have detailled and analysed in our 
"History of Magic." 

「 魔 術 の 歴史 第 6 巻 2 章 ]」 で エリ ファ ス レヴ ィ が 詳し く 説明 し て 解析 し た カリ オス ト 
ロ の 方 法 で 、 カ リオ スト ロ は 、 肉 体 の 復活 が 可能 で ある と 自ら 誇っ て いた 。 
Caghostro and the Court of Saimt-Germain attriDuted the preserVvation 
of ther youth to the existence and use of the umiVersal medicime, 

カリ オス トロ と サン ジェ ルマン 伯爵 は 、 若 さ を 保 て た 原因 が 、 万 能 薬 の 存在 と 利用 で 
ある と し て いた 。 

that medicament uselessly sought Dy so many hermetists and 
alchermists. 

非常 に 多数 の ヘル メス の 錬金術 師 達 は 、 空 し くも 、 万 能 薬 を 探求 し た 。 

An Imitiate of the sixteenth century, the good and learned Wiliam 
Postel, neVer pretended that he possessed the great arcanum of the 
hermetic philosophy: 

16 世紀 の 秘伝 伝授 者 で ある 、 善 良 な 学 の 有る ギヨーム ポス テル は 、 ヘ ル メ ス の 錬 
金 術 の 大 いな る 秘密 を 所 有 し て いる と は 話さ な か っ た 。 

and yet 

それ に も か か わら ず 、 

after having Deen seen Old and Droken, he reappeared writh a bright 
complexion, without wrinkles, his Deard and hair Dlack, his Dody agile 
ad V1gOTOUS. 

老い た 衰弱 し た 姿 が 見 られ た 後に に ギヨーム ポス テル は 、 し わ の 無い 、 輝 く 色 艶 の 
顔 と 肌 、 黒 々 と し た 影 ( ひ げ ) と 髪 、 生 き 生 き と し た 力強い 肉体 と いう 姿 で 再び あら わ 
れ た 。 

His enermies Dretended that he roughed(x っ rouged き "fardait"in 
French, in origimnal text), and dVed his hair: 


ギヨーム ポス テル へ の 敵対 者 は 、 ギ ヨー ム ポス テル が 化粧 を し て 髪 も 黒く 染め た 、 
と 誤っ て 主張 し た 。 

for 

な ぜ な ら 、 

scoffers amd false savants must find some sort of explanation for the 
phenomena which they do not understand. 

他人 を 笑い も の に する 人 や 似非 学者 は 、 自 分 が 理解 で き な い 現 象 に 対し て 、 何 ら か 
の 説明 を 見 つけ る 必要 が 有る 。 

The great magical means of preserving the youth of the Dody is to 
preVent the soul from growing old Dy preserving Dreciously that 
original freshness of sentiments and thoughts 

大 いな る 魔術 の 、 肉 体 の 若 さ を 保つ 方 法 と は 、「 最 初 」 の 生き 生き と し た 感情 と 思 
を 大 事 に 保っ て 、 魂 を 老化 か ら 守 る 事 で ある 。 

which the corrupt world calls illusions, 

堕落 し た 大 衆 は 、「 生 き 生 き と し た 感情 と 思考 」 を 妄想 と 呼ん で いる 。 

and which we shall call the primtive rmirages of eternal truth. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、「『 最 初 』 の 生き 生き と し た 感情 と 思考 」 を 「 永 遠 の 真 理 の 『 最 

初 』 の 幻想 」 と 呼ぶ つも り で ある 。 

To Delieve in happiness uDon earth, in friendship, in 1ove, in a maternal 
Providence which counts all our steps, and wl reward all our tears, 1S 
to be a perfect dupe, the corrupt world will say: 

地上 で 、 幸 福 、 友 愛 、 思 いや り 、 人 の 歩み を 全て 数 えて いて くれ て 人 の 涙 に 報い て く 
れる 母性 的 な 神意 を 信じ て いる 人 を 、 堕 落し た 大 衆 は 、 完 全 に だ まさ れ て いる 人 で 
ある 、 と 誤っ て 話す で あろ う 。 

it does not see that it is itself who is the dupe, Delieving itself strong in 
depriving itself of all the delights of the soul. 

堕落 し た 大 衆 は 、 魂 の 全て の 喜び を 失 く し て いる 自分 は 強い 者 で ある 、 と 誤っ て 思い 
込ん で いる 自分 こそ 、 だ まさ れ て いる 人 で ある と 理解 し て いな い 。 

To Delieve in moral good 1S to Dossess that goodi: 

心 の 善良 さ を 信じ る 事 は 、 心 の 善良 さ を 所 有する 事 に 成る 。 

for this reason 

その た め 、 

the Saviour of the world promises the kingdom of heaven to those who 
should make themselves hke little children. 

マタ イ に よる 福音 18 章 で 、 世 界 の 人 々 の 救い 主 イ エス は 、 神 の 王国 を 幼子 の 様 な 者 
に 成っ た 人 に 約束 し た 。 
What is childhood? 

幼子 の 様 な 者 と は 、 何 者 な の か ? 

It is the age of faith. 

幼子 の 様 な 者 と は 、 信 じ る 時 期 の 者 で ある 。 

The child knows nothing yet of life: 

幼子 は 、 人 生 に つい て 未だ 何 も 知 ら な い 。 

and thus 


その た め 、 

he radiates confident irmmortahty. 

幼子 は 、 不 滅 の 確信 と いう 光 を 放っ て 輝い て いる 。 

Is it Dossible for him to doubt the devotion, the tenderness, the 
friendship, and the loVe of Providence when he is in the arms of his 
mother? 

幼子 は 、 母 の 腕 の 中 で 、 献 身 、 思 いや り 、 友 愛 、 神 意 の 愛 を 疑 え る か ? い いえ ! 幼 子 は 、 
母 の 腕 の 中 で 、 献 映 、 思 いや り 、 友 愛 、 神 意 の 愛 を 疑 え な い ! 

Become children in heart, and you wl remain young In Dody. 

心 で 幼子 の 様 な 者 に 成り な さい 。 心 で 思い や りや 神意 を 信じ な さい 。 そ うす れ ば 、 肉 
体 を 若い まま 保てる で あろ う 。 

The realhties of God and nature surDaSss imfimitely in Deauty and 
goodmess all the imagimation of men. 

美 し さ と 善良 さ に お いて 、 神 の 実体 や 、 自 然 の 実体 は 、 全 て の 人 の 想像 を 、 無 限 に 超 
越し て いる 。 

It is thus that 

その た め 、 

the world-weary are Deople who have neVer known how to De haDpDpyi: 
この 世 が 嫌 に 成っ て いる 人 は 、 幸 福 に 成る 方 法 を 知ら な い 人 で ある 。 

and those who are disillusioned prove Dy their disHhkes that they have 
Only drunk of muddy streams. 

この 世に 幻 減 し て いる 人 の 嫌悪 は 、 こ の 世に 幻滅 し て いる 人 が 、 濁 っ た 流れ の 水 で 
柳本 し て いる だ け で ある 事 を 証明 し て いる 。 

To emjoy eVen the animal pleasures of life one must haVe the moral 
SeTSe: 

肉欲 の 快楽 を 楽し む ひ た め に すら 、 人 は 倫理 道徳 的 な 感覚 を 持つ 必要 が 有る 。 

and those who calummnnate existence have certa1nly aDused it. 

人 生 を 中 傷 す る 人 が 、 人 生 を 溢 用 し か し て いな い の は 確か で ある 。 

High magic, as We haVe Droved, leads man Dack to the laws of the 
Durest moraHty. 

すでに 証明 し た 様 に 、 高 等 魔術 は 、 人 を 、 最 も 清らか な 倫理 道徳 の 法 へ 導い て 戻す 。 
Either he finds a thimg holy or makes it holy, says an adept- "Vel 
sanCtumm inVerut, Vel sanctum facit"( = "Or a holy, he fimds, or a holy, he 
makes:") 

ある 達 道 者 は 、「 神 聖 な も の を 見 つけ る か 、 神 聖 な 者 に 成る か 、 で ある 。」、「 神 聖 な も 
の を 見 つけ る か 、 神 聖 な 事 を 為 ( な ) す か 、 で ある 。」 と 話し て いる 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

1t makes us understand that in order to De happy, even in this world, 
one mmust be holy. 

「 幸 福 に 成る た め に は 、 こ の 世 で すら 、 人 は 、 神 聖 な 者 に 成る 必要 が 有る 。」 と 高等 魔 
術 は 理解 させ る 。 

To De hoIy! 


神聖 な 者 に 成る ! 

that is easy to sayi: 

言う の は 簡単 で ある 。 

Dut 

し か し 、 

how giVve one's self faith when one no 1onger DelieVves? 

どの 様 に し て 、 も う 信 じ て い な い 人 に 、 信 心 を 与え る の か ? 

How re-discoVer a taste for Virtue in a heart faded Dy Vice? 

どの 様 に し て 、 悪 徳 に よっ て 「 塩 味 」 を 失 く し た 心 に 、 徳 と いう 「 塩 味 」 を 取り 戻す の 
か ?( マ タイ に よる 福音 5 章 13 節 「 塩 気 」、「 塩 味 」。) 

One must have recourse to the four words of science: to know, to dare, 
to w ル , amd to Keep silence. 

「 知 、 大 胆 さ 、 意 思 、 沈 昧 。」、「 知 る 、 大 胆 に 行う 、 思 う 、 沈 革 を 守る 。」、「 知 る た め に 考 
える 、 大 胆 に 行う 、 思 う 、 沈 昧 を 守る 。」 と いう 知 の 4 つの 言葉 を 、 人 は 頼る 必要 が 有 
る 。 
One must stlll one's dishkes, study duty, and Deginm Dy practismng it as 
though one loved 1t. 

人 は 、 嫌 悪 を 抑え て 、 義 務 を 学び 、 好 ん で いる か の 様 に 義務 を 実践 する 必要 が 有る 。 
You are an unDeliever and you wish to make yourself a Christian? 

あな た は 不信 心 者 で ある が 、 キ リス ト 教 徒 に 成る 事 を 望ん で いる の か ? そ れ な ら ば 、 
Perform the exercises of a Christiar, 

キリ スト 教 の 儀式 を 行い な さい 。 

Pray regularly, using the Christian formulae: 

キリ スト 教 の 言葉 を 用 いて 、 規 則 正 し く 定 期 的 に 祈り な さい 。 

apDroach the sacraments as you had faith, 

秘跡 を 信じ て いる か の 様 に 、 秘 跡 に 近づき な さい 。 

and 

そう すれ ば 、 

faith will come. 

いつ の 間 に か 、 あ な た は 、 キ リス ト 教 を 信じ て いる で あろ う 。 

That is the secret of the Tesuits, contained in the Spiritual Exercises Of St. 
Igmatius. 

「 行 動 す る 事 に よっ て 、 行 動 に 対応 し て いる 概念 を 得る 。」 事 が 、 イ グ ナ チ オ デ ロ ヨ ラ 
の 「 霊 操 」 が 含ん で いる 、 イ エズ ス 会 の 秘密 で ある 。 

By similar eXerC1SeS, 

同様 に し て 、 

a fool, i he will it with perseverance, would Decome a Wise man. 

愚者 は 、 知 を 忍耐 強く 望め ば 、 賢 者 に 成 れ る で あろ う 。 

By changing the habits of the soul one certainly changes those of the 
Dodyi 

魂 の 習慣 を 変え る 事 に よっ て 、 人 は 、 肉 体 の 習慣 を 変え る 事 が で きる 、 の は 確か で あ 
る 。 
we have already said so, and we have explanned the method. 


すでに 話し た 様 に 。 す で に 方 法 を 説明 し た 様 に 。 

What contriDutes aDove all to age us Dy making US ugly? 

特に 、 人 を 醒 悪 に し て 、 人 を 老化 させ る 物 は 、 何 で ある か ? 

Hatred and Ditterness, 

人 を 醍 悪 に し て 、 人 を 老化 させ る 物 は 、 憎 悪 と 恨み で ある 。 

the unfavourable judgments which We make of others, 

人 を 醍 悪 に し て 、 人 を 老化 させ る 物 は 、 他 人 に つい て 行う 好意 的 で は な い 判 断 、 裁 き 
で ある 。 

Our rages Of hurt Vanty, 

人 を 醍 悪 に し て 、 人 を 老化 させ る 物 は 、 虚 栄 心 を 傷つけ られ て 公 る 事 、 虚 栄 心 を 傷 つ 
けら れ て 逆恨み する 事 で ある 。 

and our 則 -satisfied Dassions. 

人 を 醍 悪 に し て 、 人 を 老化 させ る 物 は 、 満 た され な い 肉 欲 で ある 。 

A kindly and gentle philosophy would avoid all these evlls. 

思い や り 深 い 哲 学 は 、 人 を 醍 悪 に し て 人 を 老化 させ る 全て の 悪 を 予防 し て くれ る 。 
If we close our eyes to the defects of our neighDbour and only consider 
his good qualites, We shall fimd good and Denevolence everywhere. 

も し 人 が 隣人 の 欠点 に 目 を つぶ り 、 隣 人 の 美 点 だ け を 考え た ら 、 人 は 普遍 に 善 や 善 
良さ と 思い や りや 善行 を 見 つけ られ る で あろ う 。 

The most perverse man has a good side to him, 
最悪 な 人 に も 良い 面 は 有る 。 

and 

その た め 、 

softens when one kmows how to take him. 

人 が 、 最 悪 な 人 の 良い 面 を 理解 する 方 法 を 知る と 、 最 悪 な 人 は 悪 を 和らげ る で あろ 
う 。 

T you had nothing in common wrth the vices of men, you would not 
even DerCe1ve them. 

も し 、 あ な た に 悪人 と 共通 点 が 無けれ ば 、 悪 人 の 悪い 所 に 気づく 事 す ら な い は ず で 
ある 。 あ な た に も 悪い 所 が 有る の で 、 悪 人 の 悪い 所 に 気づく の で ある 。 
Friendship, and the devotions which it inspires, are found even in 
Dr1sons andl in conViCct statiOnS. 

友愛 と 、 友 愛 が 鼓舞 する 献身 は 、 呈 獄 で すら 見 つか る 。 

The horrible Lacenaire faithfully returned any money which had Deen 
lent to hm and frequently acted with generosity and kimdnesSs. 

フラ ンス の 状 怖 の 犯罪 者 ラス ネー ル は 、 借 り た 金 を 誠実 に 返し 、 頻 繁 に 寛大 な 優し 
い 行 い を し た 。 

1 have no douDt that in the Hfe of crume which Cartouche and Mandrim 
led there were acts of virtue Iit to draw tears fromm the eyes. 

盗 賊 ルイ ドミ ニク カル トゥ ーシュ と 盗賊 ルイ マン ドラ ン の 犯罪 者 人 生 の 中 に も 涙 を 
誘う 善行 が 存在 し た 事 を 疑わ な い 。 

There has neVer Deen any one aDsolutely Dad or aDsolutely good. 
完全 な 悪人 も 、 完 全 な 交 人 も 、 存 在 し な い 。 


"There is none good Dut God," said the Dest of the Masters. 

マタ イ に よる 福音 19 章 17 節 で 、 最 も 六 人 で ある 主 イ エス は 、「 善い 者 は 、 神 だ け で 
ある 。」 と 話し て いる 。 

That quaHty in ourselves which we call zeal for Virtue is often nothing 
but a masterful secret self-loVe, a jealousy In disguise, and a Droud 
instmct of contradiction. 

多く の 場合 、 人 が 徳 へ の 熱意 と 呼ん で いる 自分 の 美 点 は 、 高 飛車 な 隠れ た 自惚れ 
隠れ た 退 始 、 矛 盾 に 満ち た 信 慢 で し か な い 。 

"When we see marifest disorders and scandalous sinners," say Inystcal 
theolog1ans, 

次 の 様 に 、 神 秘 的 な 神学 者 は 話し て いる 。「 明 ら か に 無秩序 な 者 や 恥ず べき 罪人 を 
見 た 時 は 、」、 


let us Delieve that God is suDrmittmg them to greater tests than those 
with which He tries Us, 

神 が 、 私 達 よ り も 、 大 き な 試 練 を 罪人 た ち に 受け させ て いる 、 と 信じ よう 。 

that certainly or at least Very DroDaDIy, we are not as good as they are, 
また 、 確 実に 、 ま た は 、 少 な く と も 十 中 八 九 、 私 達 は 、 罪 人 た ちよ り も 、 劣 悪 で ある 、 と 
信じ よう 。 

and should do much worse in their Dlace. 

また 、 私 達 が 罪人 た ちの 立場 に 立っ て いた ら 、 私 達 は 、 罪 人 た ちよ り も 、 悪 い 事 を 多 
数 し て いる は ず で ある 、 と 信じ よう 。 


」 

Peace! Peace! 

平和 ! 平 和 ! 

this is the supreme welfare ofthe soull, 

平和 は 、 魂 の 無 上 の 幸福 で ある 。 

and it is to g1Ve us this that Christ came to the world. 

平和 を 人 に 与え る た め に 、 イ エス キリ スト は 、 こ の 世に 降臨 し た 。 

"Glory to God in the highest, peace upon earth, and good wl toward 
men!" cried the Angels of Heaven at the Dirth of the Saviour 
ルカ に よる 福音 2 章 14 節 で 、 救 い 主 イエ ス が 生ま れ た 時 に 、 天 使 達 は 、「 無 上 の 高 
み で は 、 神 に 栄光 あれ ! 地 上 で は 、 神 の 御 心 に 適う 人 に 平和 あれ !」 と 叫ん で いる 。 
The ancient fathers of Christianity counted an eighth deadly sin: it Was 
SOTTOW. 

初期 の キリ スト 教 の 古代 の 教父 達 は 、 款 し み を 、8 番目 の 大 罪 、8 番目 の 死に 至る 大 
罪 に 数 えて いた 。 

In fact, to the true Christian even reDentanCce 1S not a SOrTOW: 

実際 、 真 の キリ スト 教徒 に と っ て は 、 後 悔 や 良心 の 町 責 で すら 、 悲 し み で は な い 。 

1t 1S a Consolator, a ]Oy, and a triumph. 

後悔 や 良心 の 町 責 は 、 慰 めで あり 、 喜 び で あり 、 勝 利 で ある 。 


"1 wshed evll, and 1 wsh it no more: TI was dead and 1 am aHVe.“ 

「 私 は 、 悪 を 望ん で いた が 、 も う 悪 は 望ま な い 。 私 は 、 か つて 死ん で いた が 、 こ れ か ら 
は 生き て いる 。」。 

The father ofthe Prodigal son has killed the fatted calf Decause his son 
has returned. 

ルカ に よる 福音 15 章 で 、 放 薄 息 子 の 父 は 、 放 薄 息 子 が ( 父 の 所 に 、 神 の 所 に 、 善 に ) 
戻っ た の で 、 肥 えた 子 牛 を 層 っ て 祝っ た 。 

What can he do? 

放 湯 息 子 の 悔い 改め を 父 が 受け 入れ て くれ た 時 、 放 消息 子 に 何 が で きる で あろ う 
が 

Tears and emDarrassment, no douDt! 

放 湯 皿 子 の 悔い 改め を 父 が 受 け 入 れ て くれ た 時 、 放 薄 息 子 が 困惑 し て 涙 を 流す の 
は 、 疑 い 無い ! 

1 aDoVve all joy! 

た だ し 、 放 湯 息 子 の 悔い 改め を 父 が 受け 入れ て くれ た 時 、 放 消息 子 は 、 何 より も 、 喜 
ぶ で あろ う ! 

There is only one sad thing in the world, and that is sin and folly, 

この 世に は 、 罪 と 狂 愚 と いう 、 唯 一 の 悲し い 物 が 存在 する 。 

Since we are delivered, et us laugh and shout forjoy, 

私 達 は 、 罪 と 狂 愚 か ら 解 放さ れ た の だ か ら 、 微 笑み 、 喜 び の 声 を あげ よう 。 

for we are savedl and all those who loved us in their IiVes rejolce in 
heaven! 

私 達 が 神 と イエ ス に 救 わ れ た の で 、 天 で 私 達 を 愛し て いる 者 達 は 全て 喜ぶ ! 

We all bear withim ourselves a Drinciple of death and a primciple of 
1mmortaHty 

人 は 、 全 て 、 死 の 原理 と 、 不 死 の 原理 を 心 の 中 に 抱い て いる 。 

Death is the beast, 

死 は 、 獣 で ある 。( 獣 は 、 肉 欲 の 例え で ある 。) 

and the Deast produces always Destial stupidhty. 

常に 、 死 と いう 獣 は 、 非 人 間 的 な 狂 患 を も た ら す 。( 獣 は 、 肉 欲 の 例え で ある 。) 

God does not loVe fools, 

神 は 、 狂 人 、 愚 者 を 愛さ な い 。 

for 

な ぜ な ら 、 

his divine spirit 1s called the spirit of intelligence. 

神 の 精神 は 、 知 の 精神 と 呼ば れ て いる 物 で ある 。 

Stupidity explates itself by sufferimg and slavery. 

狂 患 は 、 受 難 と 奴隷 と し て の 労苦 に よっ て 、 狂 患 の 罪 を つぐ な う 。 

The stick is made for Deasts. 

棒 は 、 獣 の た め に 創造 され た 。 棒 は 、 動 物 的 人 間 の た め に 創造 され た 。 
Sufferimg 1S always a warm1ng. 

常に 、 苦 し み は 、 警 告 で ある 。 

So much the worse for him who does not umderstand it! 


「 苦 し み は 、 和 警告 で ある 。」 と 理解 し て いな い 人 に は 、 苦 し み は 、 よ り 一 層 、 悪 く 成 っ て 
し まう 。 

When Nature tightens the reim, it is that we are sWerVlmg: 

自然 が 手綱 を 痛い くら い に 引 く 時 、 人 は 正道 か ら 外 れ て いる 。 人 は 道 を 踏み 外し て 
いる 。 

when she plies the Whip, it is that danger is Irmmmment. 

自然 が 潜 打 つ 時 は 、 人 に 危険 が 迫っ て いる 。 

Woe, then, to him who does not reflect! 

苦し み に つ いて 熟考 し な い 人 に は 災い が 有る ! 

When We are ripe for death, we leave Hfe without regret, and nothing 
would make us take it Dacki: 

人 は 、 死 ぬ 用 意 が 出来 た ら 、 悔 い 無 く 命 を 離れ 、 人 に 命 を 取り 戻さ せよ うと させ る 事 
は 何 も の に も で き な い で あろ う 。 

Dut 

だ だ し 、 

when death is premature, the soul regrets ]ife, amd a Clever 
thaumaturg1st would De able to recall it to the Dody 

死 が 早 過ぎ る 時 は 、 魂 は 命 を 惜しみ 、 巧 み に 奇 跡 を 起こ せる 人 は 、 魂 を 肉体 に 呼び 
戻す 事 が で きる で あろ う 。 

The sacred Dooks indicate to us the proceeding which must De 
employed in such a case. 

聖書 に は 、 復 活 に 用 いる 必要 が 有る 手順 が 記さ れ て いる 。 

The Prophet Ehisha and the Apostle St. Paul employed it with success. 
預言 者 エリ シャ と 使徒 パウ ロ は 復活 に 成功 し て いる 。 

The deceased must De magnetized by placing the feet on his feet, the 
hands on his hands, the mouth on his mouth. 

死ん で いる 人 を 復活 させ た い 人 は 、 自 分 の 両足 を 死ん で いる 人 の 両足 の 上 に 重ね 
て 、 自 分 の 両手 を 死ん で いる 人 の 両手 の 上 に 重ね て 、 自 分 の 口 を 死ん で いる 人 の 口 
に 重ね て 、 死 ん で いる 人 を 磁化 する 必要 が 有る 。 

Then 

それ か ら 、 

concentrate the whole will for a long tme, call to itself the escaped soul, 
using all the loving thoughts and mental caresses of which one is 
capaDle. 

長 時 間 、 意 思 を 全て 集中 し て 、 で きる 限り の 思い や り の 思い を 込め て 、 思 いや り の 有 
る 全て の 事 を 考え て 、 肉 体 か ら 離 脱し た 魂 を 意思 に 呼び 寄せ る 。 

T the operator inspires in that soul much affection or great resDect, 

も し 、 術 者 が 、 魂 に 、 多 数 の 愛情 か 、 大 いな る 明 敬 を 吹き 込め た ら 、 

in the thought which he commuruicates magnetically to it the 
thaumaturgist can Dersuade it that Hfe is still necessary to it, amd that 
happy days are stlll in store for it Delow, 


も し 、 術 者 が 魂 と 磁気 的 に 交流 し て いる 思考 の 中 で 、 術 者 が 「 魂 に は 未だ 命 が 必 要 
で ある 。」 事 と 「 魂 に は 、 下 の 『 こ の 世 』 で 、 幸 福 な 日 々 が 未だ 用 意 さ れ て いる 。」 事 を 
魂 に 説得 で きた ら 、 

1t wl certainly returm, 

魂 が 肉体 に 戻る の は 確か で あろ う 。 

and 

そし て 、 

for the man of everyday sclence the apparent death will haVe been only 
a lethargy. 

あり ふれ た 科学 者 に と っ て 、 外 見 の 死 は 、 皆 睡 状態 に 過ぎ な く 成 る で あろ う 。 

It was after a lethargy of this kind that Williiam Postel, recalled to life Dy 
Mother jeanne, reappeared wrth a neW youth, 

女子 修道 院長 ジャ ン ヌ は 、 ギ ヨー ム ポス テル を 、 皆 睡 状態 の 後に 、 復 活 さ せ て 、 若 返 
ら せ た 。 

and 

その た め 、 

called himself no 1onger anythimg Dut Postel the Resurrected, "Postellus 
TeSt1tutus.“ 

ギヨーム ポス テル は 、「 復 活 者 ポス テル 」 と 名 乗る 様 に 成っ た 。 


In the year 1799, there was in the FauDbourg St. Antome, at Par1s, a 
blacksmith who gaVe himself out to De an adept of hermettc sclence. His 
name Was Leriche, 

中 略 

and he passed for having performed miraculous cures and even 
resurTections by the use of the umiversal medicime. 


A Dallet girl of the Opera, who DelieVed in hm 


came one day to see him, and said to him, weeping, that her 1oVer had 
]USt died. 


M. Leriche went out with her to the house of death. 


As he entered a Derson who was going out, sa1d to him: "It is useless for 
you to go UDstairs, he died six hours ag0." 


"Never mind," sand the Dlacksmith, "since 1 am here I wl see him." 


He went upstairs, amd found a corDse frozen in every Dart except In the 
hollow of the stomach, where he thought that he still felt a httle heat. 


He had a Dig fire made, 
massaged his whole Dody with hot napkims, 
rubDed him with the universal medicine dissolVed in spirit of wime. 


(His pretended universal medicime must have Deen a Dowder 
conttaimimng mercury amnalogous to the Kermes of the druggist.) 


Meanwhile the mistress of the dead man wept and called him Dack to 
jife with the most tender words. 


After an hour and a half of these attentions, Leriche held a mirror 
before the patient's face, and found the glass slightly clouded. 


They redouDbled their efforts, and soon obtained a stll Detter marked 
slgT 0f Iife. 


They then put him in a well warmed Ded, 

and a few hours afterwards he was entirely restored to life. 
The name of this person Was Candy. 

He IiVed from that tme without eVer being 則 . 


In 1845 he was stll alive, and was hing at Place du Chevalier du Guet, 
6. 


He would tell the story of his resurrection to any One who would Hsten 
to him, and gave much occasion for 1aughter to the doctors and 
wiseacres Of his quarter 


The good man consoled himselfin the Veimn of Galileo, and answered 
them: 


You may 1augh as much as you HKke. 


All 1 kmow is, that the death certtficate was signed and the Durial licence 
made Out 


elghteen hours ]ater they Were gong to Dury me, and here 1 am. 


CHAPTER III 

第 4 部 第 3 章 

THE GRAND ARCANUM OF DEATH 
死 の 大 いな る 秘密 


WE often become sad in thinking that the most Deautiful jife must 
fimish, 

人 は 、 よ く 、 最 も 美しい 命 で も 必ず 終わ る 事 を 考え て 悲し く 成る 。 

and the approach of the terrible unknownr that one calls death disgusts 
us with all the joys of existence. 

人 が 人 死 と 呼ん で いる 景 散 す る べき 未知 の 物 が 近づく 事 は 、 人 に 、 命 の 全て の 喜び を 
考え させ る 事 に よっ て 、 嫌 悪 の 感情 を 引き 起こ す 。 

Why De Dorn, if one must ive so Httle? 

も し 人 の 命 が 必 ず 少 し し か 無い の で あれ ば 、 な ぜ 、 人 は 生ま れる の か ? 

Why bring up wrth so much care children who must dhe? 
幼子 は 必ず 死ぬ の に 、 な ぜ 、 思 いや り 深 く 幼 子 を 育て る の か ? 

SuCh is the guestion of human ignorantce in its most freduent and its 
saddest douDtS. 

「 な ぜ 、 人 は 生ま れる の か ?」 と いっ た 常に ある 悲し い 疑 問 は 、 人 の 無知 に よる 物 で 
ある 。 

This, too, is what the human emDryo may Vaguely ask itself at the 
apDroach of that Dirth which is about to throw it into an unkmown 
World Dy stripping it of its protectiVe enVvelope. 

「 な ぜ 、 人 は 生ま れる の か ?」 と いっ た 疑問 を 、 保 護 膜 で ある 羊 膜 を 破っ て 脱い で 、 未 
知 の 「 こ の 世 」 に 投げ 出さ れる 、 誕 生 が 近づい て いる 、 人 の 胎児 は 、 漠 然 と 自身 に 問 
いか け て いる か も し れ な い 。 

Let us study the mystery of Dirth, 

誕生 の 神秘 を 学ば う ! 

and 

そう すれ ば 、 

we shall have the key of the great arcarum of death! 

死 の 大 いな る 秘密 の 鍵 を つか め る で あろ う ! 

Thrown Dy the laws of Nature into the womDb of a woman, the 
Incarnated sDir1t Very slOWIy Wakes, 

自然 の 法 が 女性 の 胎内 に 投じ た 、 肉 体 を まとっ た 霊 は 、 ゆ っ くり と 目覚 め る 。 

and creates for itself with effort organs which wl 1ater De 
indispDensaDle, 

霊 は 、 後 で 絶対 に 必要 と 成る 諸 器 官 の 創造 に 取り 組む 事 に 成る 。 

Dut 

し か し 、 

which as they grow increase Its discomfort in its presert situation. 


胎児 の 状態 で は 、 諸 器官 が 育つ に つれ て 、 諸 器官 が 吉 に も た ら す 不快 感 は 増大 し て 
奈 %。 
The happiest period of the Hife ofthe emDryo is that when, ke a 
Chrysalis, 
胎児 と いう 命 の 最高 に 幸福 な 時 期 は 、 蝶 の さなぎ の 時 期 に 似 て いる 。 
it spreads aroumd it the memDbrane which serVves it for refuge, 
胎児 は 、 胎 児 の 保護 に 役立つ 羊 膜 を 周囲 に 張る 。 

and which swumms withitina OM and preserving fluid. 
胎児 は 、 糧 を 与え て くれ る 、 衝 撃 か ら 保護 し て くれ る 羊水 と いう 流体 の 中 を 泳ぐ 事 に 
成る 。 
At that tme it is free, and does not suffer 

胎児 の 時 期 、 胎 児 は 、 自 由 で あり 、 苦 し み を 感じ な い 。 
It DNSS of the universal life, 
胎児 は 、 普 遍 の 命 の 中 に いる 。 

and receiVes the imprint of the memories of Nature 

胎児 は 、 自 然 が 記憶 し て いる 印象 を 受け 取る 。 
which wil 1ater determine the configuration of its Dody and the form of 
its features. 

胎児 が 自然 か ら 受 け 取 る 印象 は 、 後 に 、 胎 児 の 肉体 の 形成 や 、 胎 児 の 顔 の 造形 を 
決定 する 。 
That happy age may De called the childhood of the emDryo. 
胎児 の 時 期 と いう 幸福 な 時 期 は 、 胎 児 の 幼子 の 時 期 で ある 、 と 言え る か も し れ な い 。 
Adolescence follows: 
胎児 の 幼子 の 時 期 の 後に 、 胎 児 の 青春 期 が 続く 。 
the human form Decomes distinct, and its sex is determined: 

人 の 形 は 、 明 確 に 成り 、 性 別 が 決定 され る 。 

a movement takes place in the maternal egg which resemDles the vague 
reVverles Of that age which follows upon childhood. 

母 の 羊 膜 と いう 卵 の 中 で 、 幼 子 の 時 期 の 後に 続く 青春 期 の 漠然 と し た 夢想 に 似 て 
いる 、 心 の 動き が 起こ る 。 
The placenta, which is the exterior and the real Dody of the foetus, 
胎 哀 は 、 胎 児 の 外形 で あり 、 胎 児 の 実質 的 な 肉体 で ある 。 
feels germimatimg in itself something unknown, which already tends to 
break it andl escape. 
胎盤 は 、 胎 盤 内 に 、 す で に 胎盤 を 断ち 切っ て 胎盤 を 脱 け 出 そ う と する 傾向 が 有る 未 
知 の 者 で ある 胎児 を 感じ る 。 
The child then enters more distmctly into the Hife of dreams. 

その 時 、 胎 児 は 、 よ り 明確 に 、 夢 の 命 へ 入る 。 
Its Draim, actmg as a mirror of that of its mother reproduces with so 
much force her imaginations, that it cormmurucates their form to 1ts 
0WT HmDs. 
胎児 の 脳 は 、 母 の 脳 の 鏡 と し て 働い て 、 母 の 想像 力 を 、 多 大 な 力 で 再現 する た め 
胎児 の 脳 は 母 が 想像 し て いる 形 を 胎児 の 手足 に 伝え る 。 


Its mother is for it at that tme what God is for us, a Providence 
unlknown and inVvisible, 

その 時 、 胎 児 に に っ て の 母 は 、 人 に と っ て の 神 と 成り 、 未 知 の 目 に 見 えな い 神 意 と 成 
る 。 
to which it aspires to the point of identifying itself with everything that 
she admires. 

胎児 は 、 母 が 敬礼 する 全て の も の と 、 自 身 を 同一 に する くら い 、 神 の 様 な 母 を 望む 。 
It holds to her 

胎児 は 、 母 に 固執 する 。 

1t 1iVes Dy her 

胎児 は 、 母 に よっ て 生き る 。 

althoughit doesnot see her 

胎児 は 、 母 を 見 た 事 は 無い が 。 

and 

また 、 

would not even know how to understand her 

胎児 は 、 母 を 理解 する 方 法 す ら 知ら な い が 。 

Ifit was aDle to philosophize, it would Derhaps deny the personal 
exlstence and intelhigence of that mother 

も し 胎児 が 哲学 的 に 思 素 で きた ら 、 多 分 、 胎 児 は 、 母 の 個人 的 な 存在 性 と 知性 を 否 
定 す る で あろ う 。 な ぜ な ら 、 

which is for it as yet orly a fatal prison and an apDDaratus of 
DreserVatiOn. 

胎児 に と っ て 、 母 は 、 未 だ 、 運 命 的 な 中 獄 で あり 、 胎 児 の 生命 を 保護 し 保持 する 器官 
に 過ぎ な い 。 

Little Dy little, howeVver this servitude annoys 1 

し か し 、 少 し ずつ 、 母 に よる 奴隷 状態 は 、 胎 児 を 苦し め る 。 

it twrsts itself, it suffers, it feels that its life is about to end. 

胎児 は 、 身 を よじ ら せ て 、 苦 し み 、 胎 児 と し て の 人 生 が 終わ ろう と し て いる の を 感じ る 。 
Then comes an hour of anguish amd conVulsion: 

それ か ら 、 け いれ ん と 苦し み の 時 が 来る 。 

1ts Donds Dreak: 

胎児 を 東 縛 し て いた 物 が 断ち 切ら れる 。 

it feels that it is aDout to fall into the gulf of the unknown. 

胎児 は 、 未 知 と いう 底無し の 淵 に 堕ち よう と し て いる の を 感じ る 。 

It is accormplhshedi: 

成就 され た 。 

it falls, it is crushed with paim, a strange cold se1Zes 

胎児 は 、 堕 ち て 、 痛 み で 精神 的 に 粉々 に 成り 、 不 思 議 な 冷た さ に と ら わ れる 。 

it Dreathes a last sigh which turns into a first crVi 

胎児 が 吐き 出し た 、 最 後 の 溜め 息 は 、 最 初 の 泣き 声 に 変わ る 。 

it is dead to emDryonic 1ife, 

胎児 と し て の 命 は 死ん だ ! 


it is Dorn to human Hife! 

胎児 は 、 人 の 命 へ と 生ま れ た ! 

Durimg embryoric He it seemed to it that the placenta was its Dody and 
it was im fact its speclal emDryonic Dody 

胎児 と し て の 人 生 の 間 、 胎 児 は 、 胎 盤 が 肉体 で ある と 思っ て いた が 、 実 際 は 、 胎 盤 は 
胎児 の た め の 特 別 な 肉体 で あっ た 。 

a body useless for another Iife, 

胎児 の 肉体 と し て の 胎盤 は 、 胎 児 に に っ て の 来世 で ある 誕生 後 は 無用 で ある 。 

a Dody which had to De thrown off as an unclean thing at the moment 
of Dirth. 

誕生 し た 時 に 、 胎 児 の 肉体 と し て の 胎盤 を 、 汚 れ た 物 と し て 脱ぎ 捨て る 必要 が 有る 。 
The body of our human Hife is ike a second envelope, useless for the 
third life, 

人 と し て の 人 生 の た め の 肉 体 は 、 第 2 の 人 生 の 外皮 の 様 な 物 で あり 、 肉 体 の 死後 
の 来世 の 第 3 の 人 生 で は 無用 で ある 。 

and for that reason 

その た め 、 

we throw it aside at the moment of our second Dirth. 

肉体 の 死後 の 第 2 の 誕生 の 時 に 、 人 は 、 肉 体 を 脱ぎ 捨て る 。 

Human Hife compared to heaVenly Hfe is VeritaDly an emDryO. 

天 で の 人 生 と 比較 し た 、 こ の 世 で の 人 生 は 、 正 に 、 こ の 世 で の 人 生 と 比較 し た 胎児 と 
し て の 人 生 で ある 。 

When our evll passions kill us, Nature mmiscarries, and we are Dorn 
before our time for eterruty, which exposes us to that terrible 
dissolution which St. john calls the second death. 

人 の 邪悪 な 肉欲 が 人 を 精神 的 に 殺す と 、 自 然 は 人 を 流産 し て 、 人 は 早産 で 魂 の 永 
遠 の 人 生 に 生ま れ て し まい 、 ヨ ハネ の 球 示 録 2 章 11 節 で 使徒 ヨハ ネ が 「 第 2 の 死 」 
と 呼ん で いる 明 散 する べき 分 解 に 和信 は さら され て し まう 。 

Accordimg to the constant tradition of ecstatics, the abortions of human 
jife remain swimmnung in the terrestrial atmosphere which they are 
unaDple to surmourt, and which jittle Dy Hittle aDsorDs them and drowns 
them. 

所 我 状態 の 者 達 の 不断 の 口伝 に よる と 、 人 生 の 失敗 作 で ある 悪人 は 、 地 上 の 大 気 
中 を 超越 で きず に 泳ぎ 続け て 、 少 し ずつ 地上 の 大 気 に 吸収 され て 消滅 し て し まう 。 
They have human form, Dut always 1opped and imperfectb 

死ん だ 悪人 は 、 人 の 形 を 有 し て は いる が 、 常 に 、 切 り 取 られ て いた り 、 不 完全 で ある 。 
one 1acks a handl, another an armm, this one is nothing Dut a torso, and 
that is a pale rolhng head. 

ある 死ん だ 悪人 に は 片手 が 無く 、 あ る 死ん だ 悪人 に は 片腕 が 無く 、 あ る 死ん だ 悪人 
に は 胴体 し か 無く 、 あ る 死ん だ 悪人 に は 青白 い 転がる 頭 部 し か 無い 。 

They have Deen prevented from rising to heaven by a wound recelved 
durimg human Hife, 

生前 に 負っ た 精神 的 な 損傷 が 、 死 ん だ 悪人 の 昇天 を 妨げ て いる 。 


a moral woumd which has caused a Dhysical deforrmuty, 

精神 的 な 損傷 が 、 奇 形 を 、 死 ん だ 悪人 の 星 の 体 に も た らし て いる 。 

and through this wound, httle Dy Hittle, all of their existence leaks away. 
精神 的 な 損傷 に よっ て 、 少 し ずつ 、 死 ん だ 悪人 の 存在 性 が 全て 漏れ 出 て 行く 。 
SOO ther moral soul wll De nakedl, 

や が て 、 死 ん だ 悪人 の 魂 は 裸 に 成っ て し まう 。 

and in order to hide its shame Dy making itself at all costs a new Vel, it 

wll be obliged to drag itself into the outer darkKness, and Dass slOWIy 
through the dead sea, the slumDbering waters of ancient cha0Ss. 
死ん だ 悪人 は 、 ど ん な 犠牲 を 払っ て で も 、 魂 の 新しい ヴェ ー ル を 作っ て 、 精 神 的 な 恥 
部 を 隠す た め に 、 マ タイ に よる 福音 22 章 13 節 の 「 外 の 間 」 に 自ら 引き ずり 込ま れる 
事 を 余儀 無く され 、 古 代 の 混 沖の 眠れ る 海 、 死 ん だ 悪人 達 の 海 の 中 を ゆっ くり と 通 
過す る 。 

These wounded souls are the larvae of the second formation of the 
emDbryO: 

精神 的 に 損傷 し て いる 悪人 の 魂 は 、 胎 児 の 第 2 の 形 で ある 、 ラ ル ヴ ァ に 成る 。 

they nourish their airy Dodies with a Vapour of shed blood!, 
精神 的 に 損傷 し て いる 悪人 の 魂 ラ ル ヴ ァ は 、 気 体 の 様 な 星 の 体 を 、 生 き て いる 他人 
の 肉体 か ら の 流血 の 蒸気 で ( 霊 化 し た り 物 質 化 し た り し て ) 養 う 。 

and 

その た め 、 

they fear the point of the sword. 

精神 的 に 損傷 し て いる 悪人 の 魂 ラ ル ヴ ァ は 、 剣 先 を 恐れ 

Freduernttly they attach themselves to Vicious men 較 Ive upon their 
IiVeS, 

度々 、 精 神 的 に 損傷 し て いる 悪人 の 魂 ラ ル ヴ ァ は 、 不 道徳 な 人 に と りつ いて 、 不 道徳 
な 人 の 命 に よっ て 生き る 。 

as the emDryo HIVves in its mother's womDb. 

胎児 が 母 の 胎内 で 生き る 、 様 に 。 

In these circumstanCeS, 

その 状況 に お いて 、 

they are aDle to take the most horrible forms to represernt the frenzied 
desires Of those who nourish them, 

0 し て いる 悪人 の 魂 ラ ル ヴ ァ は 、 不 道徳 な 人 の 狂っ た 欲望 を 表す 、 恐 る 

奇 形 を 取る 事 が で きる 。 

和 NR is these which appear under the figures of demons to the 

wretched operators of the nameless Works of black magic. 

黒 魔術 の 言語 道断 の 儀式 で 、 劣 悪 な 魔術 師 の 前 に 悪魔 の 姿 で 現れ る 者 は 、 精 神 的 
に 損傷 し て いる 悪人 の 魂 ラ ル ヴ ァ で ある 。 

These larvae fear the light, 

精神 的 に 損傷 し て いる 悪人 の 魂 ラ ル ヴ ァ は 、 光 を 恐れ 

above all the light of the mnd. 

特に 、 精 神 的 に 損傷 し て いる 悪人 の 魂 ラ ル ヴ ァ は 、 知 の 光 を 恐れ 


A flash ofimntelhigence is sufficient to destroy them as Dy a thunderbolt, 
and hurl them into that Dead Sea 

知 の 光 は 、 雷 の 様 に 、 精 神 的 に 損傷 し て いる 悪人 の 魂 ラ ル ヴ ァ の 星 の 体 を 十分 に 破 
壊 で き て 、 死 ん だ 悪人 達 の 海 に 投げ 入れ る 。 

which one must not confuse with the sea in Palestime so-called. 

(「 死 ん だ 悪人 達 の 海 」、「Dead Sea」 を パレ スチ ナ の 塩 湖 「 死 海 」、「Dead Sea」 と 
混同 し な い 様 に 。) 

All that we reVeal in this place belongs to the tradition of seers, amnd can 
Only stand Defore science in the name ofthat exceptional philosophy, 
which Paracelsus called the ph1osODhy of sagacity, "Dhilosophia sagaX." 
「 大 いな る 神秘 の 鍵 第 4 部 第 3 章 」 で エリ ファ ス レヴ ィ が 啓示 し た 物 は 全て 、 予 見 
者 の 口伝 に よる 物 で あり 、「 大 天文 学 ま た は 直感 哲学 」 で パラ ケル スス が 「 直 感 哲 
学 」 と 呼ん で いる 超常 的 な 哲学 の 名 前 に お いて の み 学 問 の 前 に 立て る 事 が で きる 。 


CHAPTER 1IV 

第 4 部 第 4 章 

ARCANUM ARCANORUM( = SECRET OF SECRETS) 
秘密 の 中 の 秘密 、 神 の 秘密 。 


THE great arcanum - that is to say, the unutterable and inexplicaDle 
secret - 1s the aDsolute knowledge of good and of ev1l. 

大 いな る 秘密 、 言 い 換 える と 、 言 い 表 せな い 説 明 で き な い 秘密 と は 、 善 悪 の 絶対 の 
知 で ある 。 

"When you haVe eater the fruit of this tree, you will De as the gods," 
sa1d the Serpent. 

創世 記 3 章 5 人 節 で 、 蛇 は 、「 善 悪 の 知 の 木 の 果 実 を 食べ た 時 、 あ な た は 神々 の 様 に 
成る で あろ う 。」 と 話し て いる 。 

"Tf you eat of it, you wl die," rephed Divimne Wisdom. 

創世 記 2 章 17 節 で 、 神 で ある 知 は 、「 も し 人 が 善悪 の 知 の 木 の 果 実 を 食べ た ら 、 人 
は 、 い つか が 死ぬ 事 に 成る 。」 と 答え て いる 。 

Thus good and evil Dear fruit on one same tree, amd from one same 
TOOt. 

その た め 、 善 と 、 悪 は 、 同 一 の 木の根 か ら の 、 同 一 の 木 の 上 に 、 果 実 を も た らし て いる 。 
Good persorufied is God. 

立 の 体現 者 は 神 で ある 。 

Evll persomufied is the Devil. 

書 の 体現 者 は 悪魔 で ある 。 

To know the secret or the formula(x っ "science" in origimnal text) of God 
1s to De God!. 

神 の 秘密 や 神 の 知 を 知る 事 は 、 神 に 成る 事 に 成る 。 

To know the secret or the formula(x っ "sclence" in original text) of the 
Devil is to De the Devil. 

剖 魔 の 秘密 や 悪魔 の 知 を 知る 事 は 、 悪 魔 に 成る 事 と 成る 。( 悪 魔 は 存在 し な い 。) 
To wish to De at the same tme God and Devil is 

神 と 悪魔 に 同時 に 成る 事 を 望む の は 、 

to aDsorD in one's self the most aDsolute antmomy 

最も 完全 な 二 律 育 反 を 自身 に 取り 込む 事 に 成る 。 

the two most straimed contrary forces: 

最も 不 自然 な 2 つの 正反対 の 力 を 自身 に 取り 込む 事 に 成る 。 

it is the wish to shut up in one's self an infimite antagonisrm. 
無限 の 対立 を 自身 に 閉じ 込め よう と 望む 事 に 成る 。 

It is to drink a Dolson which would extimguish the suns and consume 
the worlds. 

太陽 と いっ た 諸々 の 恒星 と 諸 世 界 を 消滅 させ る 毒 を 飲む 事 に 成る 。 

It is to Dut on the consuming roDbe of Deiarura. 


デイ ア ネ イ ラ の 肉体 を 焦がす 毒 の 外 衣 を まとう 事 に 成る 。 

It is to devote one's self to the promptest and most terriDle of all deaths. 
最速 の 最も 胃 散 する べき 死に 身 を 委ね る 事 に 成る 。 

Woe to him who wishes to kmow too much! 

知り 過ぎ る 事 を 望む 人 に は 災い が 有る ! 

For 

な ぜ な ら 、 

excessiVe and rash kmowledge does not kill him it will make him mad. 
過剰 な 押 速 な 知 は 、 人 を 殺さ な く て も 、 人 を 狂わ せる で あろ う 。 

To eat the fruit of the Tree of Knowledge of Good and EvL, 

立 悪 の 知 の 木 の 果 実 を 食べ る 事 は 、 

1s to assoclate evll wth good, and assnrmlate the one to the other 

悪 を 善 と 結び つけ て 、 善 が 悪 を 吸収 する 事 に 成る 。 

It is to cover the radiant coumtenance of Osiris with the mask of Typhon. 
オシ リス の 光 を 放つ 顔色 を 、 テ ィ フ ォ ン の 仮面 で 覆う 事 に 成っ て し まう 。 

It is to ralse the sacred Veil of Isis: it is to profane the sanctuary. 

イシ ス の 神 の ヴェ ー ル を 持ち 上 げ て し まい 、 聖 所 を 冒 潮 し て し まう 事 に 成っ て し まう 。 
The rash man who dares to look at the sun without protection Decomes 
bhmd!, 

ヴェ ー ル 無し で 太陽 を 見 る 事 を 試み た 軽率 な 人 は 、 盲 目 に 成っ て し まう 。 

and from that moment for him the sun is Dlack. 

ヴェ ー ル 無し で 太陽 を 見 る 事 を 試み た 時 か ら 、 盲 目 に 成っ て し まっ た 人 に と っ て 、 太 
陽 は 墨 く 成っ て し まう 。 

We are forDidden to say more on thiSs suDject: 

これ 以上 、 善 と 悪 に つい て 話す 事 は 禁じ られ て いる 。 そ の た め 、 

we shall conclude our reVvelation Dy the figure of three pentacles. 

3 つの 五 蘭 星 で 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 啓 示 を 終わ ら せ る つも り で ある 。 

These three stars will explaim it sufficiently. 

3 つの 五 苦 星 は 、 善 と 悪 に つい て 、 十 分 に 説明 する で あろ う 。 

They may De compared wrth that which we haVe caused to De drawn at 
the head of our "History of magic." 

「 大 いな る 神秘 の 鍵 第 4 部 第 4 章 」 の 3 つの 五 世 星 を 、「 魔 術 の 歴史 」 の 最初 の 
五 詞 星 と 比較 し な さい 。 

By reurutimg the four one may arriVe at the understanding ofthe Great 
Arcanurm Of Arcama. 

「 大 いな る 神秘 の 鍵 第 4 部 第 4 章 」 の 3 つの 五 臣 星 と 「 魔 術 の 歴史 」 の 五 蘭 星 を 
まとめ る 事 に よっ て 、 大 いな る 秘密 の 中 の 秘密 、 大 いな る 神 の 秘密 の 理解 に 到達 で 
さる 。 


It moW remains for us 

それ で は 、 後 は 、 

to complete our Work Dy giving the great key of Wiliam Postel. 

ギヨーム ポス テル の 大 いな る 鍵 を も た らし て 、「 大 いな る 神秘 の 鍵 」 を 完成 する 。 
This key is that of the Tarot. 

ギヨーム ポス テル の 鍵 は 、 タ ロッ ト の 鍵 と 成る 。 

There are four suits, wands, CaDS, SWOrdS, CO1ntS Or Dentacles, 
COrTesDonding to the four cardimal poimts of Heaven, and the four hVimg 
creatureS Or SymDolic signs and nurmDers and letters formed in a circle: 
タロ ッ ト に は 、 天 の 東西 南北 に 対応 し て いる 、4 つの 生き て いる 獣 の 象徴 に 対応 し て 
いる 、4 種類 の タロ ッ ト の 小 ア ルカ ナ で ある 棒 、 杯 、 剣 、 コ イン また は 五 芋 星 と 、 数 と 、 
輸 の 形 に 形成 され た 文字 が 存在 する 。 

then 

それ か ら 、 

the seven planetary S1gTs, 

タロ ッ ト に は 、7 惑星 の 象徴 が 存在 する 。 

wrth the indication of their repetition signified by the three colours, to 
SymDbolize the natural world, the human World and the divine World, 
タロ ッ ト の 、3 つの 色 で 表 さ れ て 、3 回 くり 返さ れ た 7 惑星 の 象徴 は 、 自 然 の 領域 、 人 
の 領域 、 神 の 領域 と いう 3 つの 領域 を 象徴 し て いる 。 

whose hieroglyDphic emDlems compose the twenty-one trummps of Our 
Tarot. 

タロ ッ ト の 、3 回 くり 返さ れ た 7 惑星 の 象徴 は 、 タ ロッ ト の 大 アル カナ の うち 21 枚 と 
成る 。 

In the centre of the ring may De perceived the douDle triangle formng 
the Star or Seal of Solomon. 

輸 の 中心 に は 、 ソ ロモ ン の 封印 で ある 六 蘭 星 を 形成 する 二 重 の 三角 形 が 存在 する 
事 に 気づく 。 


It is the religious and metaphysical triad amalogous to the natural triad 
of universal generation in the eduihbrated suDstance. 

六 葵 星 は 、 宗 教 の 3 つ 1 組 と 哲学 の 3 つ 1 組 で あり 、 つ り 合わ せ た 本 質 に よる 普遍 
の 生成 に よる 、 自 然 の 3 つ 1 組 と 対応 し て いる 。 

Around the triangle is the cross 

三角 形 の 内 側 に は 、 十 字 が 存在 する 。 

which divides the circle into four eqgual Darts, 

十字 は 、 輪 を 四 等 分 に 分 け て いる 。 

and thus 

その た め 、 

the symDols of religion are uted to the signs of geometry: 
宗教 の 象徴 は 、 幾 何 学 の 象徴 と 結び つい て いる 。 

faith completes scienCe, 

信心 は 、 知 を 補完 する 。 

and science ackmowledge faith. 

知 は 、 信 心 を 認知 する 。 

By the aid of this key one can understand the uriversal symDbolism of 
the ancient world!, 

タロ ッ ト と いう 鍵 の 助け に よっ て 、 人 は 、 古 代 の 世界 の 普遍 の 象徴 を 理解 で きる 。 
andnote its striking analogies wlth our dogmas. 

タロ ッ ト に よっ て 、 人 は 、 古 代 の 世界 の 普遍 の 象徴 と 、 現 代 の 考え の 、 類 推 可能 性 に 
明確 に 気づく 事 が で きる 。 

One will thus recognize that the divine reVvelation 1s Dermanent in 
nature and humaruty. 

タロ ッ ト に よっ て 、 人 は 、「 自 然 と 人 に お いて 、 神 の 啓示 は 、 永 遠 で ある 。」 と 認め られ 
る で あろ う 。 

One will feel that Christiamity only Drought light and heat into the 
unuversal temple Dy causing to descend therein the spirit of charity, 
タロ ッ ト に よっ て 、 人 は 、「 キ リス ト 教 だ けが 、 思 いや り の 精神 を 普遍 の 神殿 に 降臨 さ 
せ て 、 光 と 熱 を 普遍 の 神殿 に も た らし た 。」 と 感じ られ る で あろ う 。 

which is the Very Life of God Himself. 

思い や り の 精神 と は 、 正 に 、 神 の 命 で ある 。 
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如 の 星 


Pentagramm of divine Paraclete 

神 の 弁護 者 パラ クレ ー ト ス 、 真 理 の 霊 、 神 の 聖霊 の 五 蘭 星 (ヨハ ネ に よる 福音 14 章 
16 節 か ら 17 節 「 私 イエ ス が 父 で ある 神 に 求め る の で 、 父 で ある 神 は 、 も う 1 人 の 弁 
護 者 パラ クレ ー ト ス を も た ら す で あろ う 。 も う 1 人 の 弁護 者 パラ クレ ー ト ス と は 、 真 
理 の 霊 で ある 。」。 ヨ ハネ に よる 福音 14 章 26 節 「 弁 護 者 パラ クレ ー ト ス で ある 神 の 
聖霊 。」。 ギ リ シ ャ 語 で 、「 パ ラ クレ ー ト ス 」 の 「 パ ラ 」 は 「 傍 らち に 」、「 か た わら に 」 を 意 
味 し 「 ク レー トス 」 は 「 呼 ば れ た 者 」 を 意味 する の で 、「 パ ラ クレ ー ト ス 」 は 「 か た わら 
に 呼ば れ た 者 」、「 弁 護 者 」 を 意味 する 。) 


THE PENTAGRAM OF THE ABSOLUTE 
「 魔 術 の 歴史 」 の 「 絶 対 の 五 世 星 」 


EPILOGUE 


終章 


Thanks De unto thee, 0 my Godl that thou hast called me to this 
admiraDle light! 

神 に 感謝 し ます ! お お っ ! 私 の 神 よ ! 神 は 私 を 見 事 な 光 へ 呼び 寄せ て くれ た ! 
Thou, the Supreme Intelhgence 

神 は 、 無 上 の 知 で ある ! 

and the ADsolute Life of those numbers and those forces which obDey 
thee in order to people the infinite with inexhaustble creaton! 

神 は 、 無 限 を 無尽 蔵 の 創造 で 満ち あふ れ さ せる た め に 、 諸 々 の 数 と 2 つの 力 が 従う 、 
絶対 の 命 で ある ! 

Mathematics proVes thee, 

数 学 は 、 神 を 証明 し て いる 。 

the harmonies of Nature Droclaim thee, 

自然 の 調和 は 、 神 を 明か し て いる 。 

all forms as they pass Dy salute thee and adore thee! 

諸 形態 は 、 神 を 敬礼 し て 過ごす 。 

ADraham knew thee, 

アブ ラ ハ ム は 、 神 に つい て 知っ て いた 。 

Hermes divmed thee, 

ヘル メス は 、 神 を 予見 し て いた 。 

Pythagoras calculated thee, 

ピタ ゴラス は 、 神 を 計算 し て みた 。 

Plato, in every dream of his gemius, aspired to thee: 

プラ トン は 、 知 に よる 全て の 夢想 に よっ て 、 神 を 望ん だ 。 

Dut 

し か し 、 

only one imitate, only one sage has revealed thee to the children of 
earth, 

唯一 の 秘伝 伝授 者 イエ ス 、 唯 一 の 賢者 イエ ス だ けが 、 神 を 地 の 子 達 に 啓示 し た 。 
one alone could say of thee: "1 amd my Father are one." 

ヨハ ネ に よる 福音 10 章 30 節 で 、 唯 一 イエ ス だ けが 、 神 に つい て 、「 私 イエ ス と 父 で 
ある 神 は 1 つ で ある 。」 と 話す 事 が で きた 。 

Glory then De his, 

その た め 、 貯 光 は イエ ス の 物 で ある ! 

SITCe 

な ぜ な ら 、 

all his glory is thime! 

イエ ス の 栄光 の 全て は 、 父 で ある 神 の 物 で ある ! 

Thou knowest, 0 my Father that he who writes these hmes has struggled 
much and suffered much: 


お お っ 、 私 の 父 で ある 神 よ 、 神 は 、 本 書 「 大 いな る 神秘 の 鍵 」 を 記し た 者 エリ ファ ス レ 
ヴィ が 大 い に 戦 っ て 苦し ん だ 事 を 知っ て いる 。 

he has endured DoVerty, Calummny DrOScriptior, Drison, the forsaking of 
those whom he loVed: 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 貧 し さ 、 中 傷 、 迫 害 、 中 獄 、 愛 し た 人 に 見 捨て られ る 事 に 耐え た 。 
and yet 

それ に も か か わら ず 、 

never did he fimd hmself unhappy, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 自 分 を 不幸 で ある と 思わ な か っ た ! 

SITCe 

な ぜ な ら 、 

truth and justice remained to him for consolation! 

エリ ファ ス レヴ ィ に は 、 真 理 と 正義 が 慰め と し て 残っ て いた ! 

Thou alone art holy 

神 だ けが 神聖 で ある ! 

0 God of true hearts and upright soulS, 

お お っ ! 真 心 の 持ち 主 達 と 正直 な 魂 達 の 、 神 よ ! 

and thou knowest if ever 1 thought myself pure in thy sight! 

た と え 私 が 自分 を 神 の 目 か ら 見 て 清らか だ と 誤っ て 考え た と し て も 、 神 は 真実 を 
知っ て いる ! 

Like all men 1 have Deenr the plaything of human Dass1ons. 
全て の 人 の 様 に 、 私 は 、 人 の 肉欲 に 玩具 に され て いた 。 

At last 1 conquered them or rather thou has conqguered them in me: 
よう や く 私 は 肉欲 を 克服 し た 、 と 言う より は 、 私 の 中 で 神 が 肉 欲 を 圧倒 し た 。 

and thou hast given me for arest the deep peace of those who have no 
goal and no ambition Dut Thyself. 

神 は 、 神 だ け を 目指 し 望む 者 達 の た め の 、 深 い 平 和 を 休息 と し て 私 に も た らし て くれ 
7 だ 。 

1 loVe humanmity 

私 は 、 人 を 愛す る 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

mer, as far as they are not insensate, are neVver Wicked Dut through 
error Or through weakness. 

人 は 、 思 いや り が 有る 限り 、 過 誤 と 弱 さ に よっ て し か 悪人 に 成ら な い 。 

Their natural dispositon 1s to loVe goodl 

人 の 自然 な 傾向 は 、 善 を 愛す る 。 

and it is through that love that thou hast g1ven them as a suDport in al 
their trials that they must sooner or later De led back to the worship of 
justce by the loVe of truth. 

全て の 試練 に お ける 支え と し て 神 が 人 に 与え て いる 善 へ の 愛 に よっ て 、 真 理 へ の 愛 
に よっ て 、 遅 か れ 早かれ 、 人 は 、 正 義 の 宗教 、 正 し い 宗 教 (、 カ トリ ッ ク ) へ 必ず 導 か れ 
て 戻る 。 


Now 

それ で は 、 

let my Dooks go where thy Providence shall send theml 

エリ ファ ス レヴ ィ の 本 が 、 神 意 が 送る つも り で ある 場所 へ 赴き ます 様 に ! 

Tf they contain the words of thy wisdom they wl De stronger than 
ODIiVion. 

エリ ファ ス レヴ ィ の 本 が 、 も し 神 の 知 、 神 の 言葉 を 含ん で いれ ば 、 忘 却 よ り 強 い の で 
勝利 する で あろ う 。 

Tf, on the contrary, they contain only errors, 1 kmow at least that my 1oVe 
of justice and of truth wi survive them, 

逆 に 、 も し エリ ファ ス レヴ ィ の 本 が 誤り し か 含ん で いな く て も 、 少 な く と も 、 エ リフ ァ ス 
レヴ ィ の 本 の 死後 も 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 正義 と 真理 へ の 愛 は 生き 残り 続け る 、 と エリ 
ファ ス レヴ ィ は 知っ て いる ! 

and that thus immortaHty cannot fail to treasure the aspirations and 
wishes of my soul hat thou didst create irmmortall 

不滅 で ある 神 は 、 不 減 の も の と し て 創造 し て いる エリ ファ ス レヴ ィ の 魂 の 、 望 み と 願 
い を 記憶 し て くれ る 、 と エリ ファ ス レヴ ィ は 知っ て いる ! 
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